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は　じ　め　に

　『Annual Report　2008』をお届けします。『Annual Report』は、平成 17（2005）
年度版以来、毎年、専任教員全員の個人教育研究活動の報告書として作成して
まいりました。本報告書はお茶の水女子大学教員研究情報 DB に搭載し、大学
ホームページで公開いたします。

　平成 16（2004）年に、国立大学が法人化され、中期目標・中期計画に基づ
いて各大学が教育、研究、業務を実施することになりましたが、お茶の水女子
大学は、130 余年の女性の高等教育機関としての伝統を踏まえ、これまでに蓄
積してきた教育研究成果を基盤として、国内的にも国際的にもこれまで以上に
存在の意義を示し、その役割を達成すべくさまざまな取り組みを行っておりま
す。
　今年 3 月、文部科学省から公表された第一期中期目標・中期計画の達成に関
する中間評価では、国立の 90 機間の中で極めて高く評価されました。教育、
研究、社会貢献・国際交流、業務運営のいずれにおいても高く評価され、全体
としては中期目標に対する達成度が最も高い大学と位置づけられたものです。
　この評価根拠として、数多くの先進的プログラムの実施があります。特別教
育研究経費による事業、グローバル COE、大学院改革プログラム、国際化推進
プログラム、教育支援プログラムに加え、女性研究者支援や若手研究者育成シ
ステム改革事業も本学に特徴的な取り組みとして評価されています。
　この Annual Report は教員個人の教育研究報告ではありますが、この報告に
記されている各教員の教育研究を基盤として、多くのプログラムが実績をあげ
ているといえます。

　その他、平成 20 年度の特記事項として、お茶の水女子大学附属図書館の改
革と充実を挙げておきます。本学の附属図書館改革は、費用対効果の点、学生
サーヴィスを重視している点で大学附属図書館の中でとくに注目されているだ
けでなく、国立情報学研究所の事業として実施した機関リポジトリ Tea Pot の
構築では Good Practice と評されました。これは、図書館職員の活動実績にほ
かなりません。また、中期目標達成度がとくに高く評価されたのは、本学の事
務職員が教員の教育研究活動を日々支えているからこその成果であることも記
しておきたいと思います。

　今後も、教育研究機関としての社会的責任を果たし、国際的観点からお茶の
水女子大学がこれまで以上に教育と研究の両面で成果をあげるべくつとめてま
いります。
　引き続きご支援、ご教示を賜りますようお願い申し上げます。

　2009 年 6 月
国立大学法人お茶の水女子大学長

羽入佐和子



20 年度実施教育・研究・支援等プログラム

　「文理融合 21 世紀型リベラルアーツの創成」
　　　⇒ http://www.ocha.ac.jp/la/
　「女性リーダー育成プログラム」
　　　⇒ http://www.ocha.ac.jp/introduction/structure/women/leader/index.html
　「女性が進出できる新しい分野の開拓」
　「食育推進プログラムの構築」
　　　⇒ http://www.cf.ocha.ac.jp/shokuiku/index.html
　「幼・保の発達を見通したカリキュラム開発」
　　　⇒ http://www.cf.ocha.ac.jp/youho/index.html
　「コミュニケーション・システムの開発によるリスク社会への対応」
　　　⇒ http://www.ocha.ac.jp/CSD/top.html

　グローバル COE プログラム「格差センシティブな人間発達科学の創成」
　　　⇒ http://ocha-gaps-gcoe.com/
　大学院教育改革プログラム「日本文化研究の国際的情報発信スキルの育成」
　　　⇒ http://www.dc.ocha.ac.jp/dics-jacs/index.htm
　近未来の課題解決を目指した実証的社会科学的研究推進事業
　「ジェンダー格差センシティブな働き方と生活の調和」
　　　⇒ http://devgen.igs.ocha.ac.jp/workfam/index.html
　若手研究者インターナショナル・トレーニング・プログラム
　「校風をつなぐ女性科学者の育成；第二のマリーキュリーを目指せ」
　　　⇒ http://www.dc.ocha.ac.jp/itp/index.html
　大学教育国際化加速プログラム「異分野融合型疾患生命科学教育の国際連携」
　　　⇒ http://cib.cf.ocha.ac.jp/KASOKU/

　現代的教育ニーズ取組支援プログラム「科学的思考力と表現力で築く「私の履歴書」
　　　⇒ http://sec.cf.ocha.ac.jp/cagp/
　社会人の学び直しニーズ対応教育推進プログラム「理科教育支援者養成プログラム」
　　　⇒ http://www.cf.ocha.ac.jp/SEC/rikashien/index.html
　新たな社会的ニーズに対応した学生支援プログラム
　「出る杭を育てる；企業で女性が働くための学生支援」
　　　⇒ http://www.ocha.ac.jp/topics/h200716.html
　国際教育協力イニシアティブ「開発途上国の女性教育・乳幼児保育の支援」
　再チャレンジ支援プログラム「もう一度大学へ行こう」
　
☆研究者支援プログラム

　女性研究者支援モデル育成事業「女性研究者に適合した雇用環境モデルの構築」
　　　⇒ http://www.cf.ocha.ac.jp/cosmos/
　若手研究者の自立的研究環境整備促進事業「挑戦する研究力と組織力を備えた若手育成」
　　　⇒ http://www.cf.ocha.ac.jp/acpro/index.html

　Tea Pot
　　　⇒ http://teapot.lib.ocha.ac.jp/ocha/

☆特別教育研究経費による事業

☆グローバル COE 等

☆教育支援に関連するプログラム等

☆お茶の水女子大学　教育・研究成果コレクション
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（2）件

　選択的スプライシング（AS）による蛋白質相互作用の変化を推定するための基盤データベースを AS-ALPS
（Alternative Splicing-induced ALteration of Protein Structure）として一般公開した。AS の影響について質の
高い推定を行うために、立体構造情報から相互作用部位情報を抽出して利用しているのは、世界で公開されて
いる AS データベースの中で唯一 AS-ALPS だけである。さらに AS-ALPS の有用性を高めるためにユーザー独自
の転写産物データを用いて AS の同定や相互作用への影響を解析することができる機能を実装した。また、マ
ウスとの比較による進化的保存性の見られる AS の提示、発現データとの関連づけ、蛋白質ごとの GNP プラッ
トフォーム・エントリへのリンクづけを行った。これにより、AS-ALPS を利用して膨大な数の AS データの中
から実験ターゲットとして重要そうなものをより多くの観点で選択できるようになった。
　ゲノム情報はそのままタンパク質に翻訳されるわけではなく、選択的スプライシングや編集作業によって、
広い意味で「編集」を受けている。このような驚くべき事実が生物には存在する。植物のミトコンドリアにお
ける RNA 編集の解析を通して、タンパク質の立体構造による何らかの制御システムとして、細胞小器官と核
の共生機構に意義をもつとの考えを提唱した。
　 タ ン パ ク 質 が コ ン パ ク ト な 部 品 で あ る モ ジ ュ ー ル か ら 構 成 さ れ て い る こ と を ２ ０ 数 年 前 に 発 見

（Go,M.,Nature (1981)）。その後も、モジュールと遺伝子構造の分断構造（エクソン・イントロン構造）との相
関を明らかにする研究を行ってきた。タンパク質と遺伝子構造の進化に関して、現在まで、このモジュール仮
説に替わる枠組みは提唱されていないことから、平成２０年度の日本進化学会賞と木村資生学術記念賞の受賞
につながった。

 

・Kei Yura and Mitiko Go, Correlation between amino acid residues converted by RNA editing and functional 
residues in protein three-dimensional structures in plant organells. BMC Plant Biol. 8, 79-  (2008).

・Masafumi Shionyu, Akihiro Yamaguchi, Kazuki Shinoda, Ken-ichi Takahashi & Mitiko GO, AS-ALPS: a data 
base for analyzing the effects of alternative splicing on protein structure, interaction and network in human 
and mouse. Nucleic Acids Research 37((Database issue): D305-D309 (2009).
http://nar.oxfordjournals.org/cgi/content/abstract/37/suppl_1/D305

モジュール／ RNA 編集／イントロンの起源／タンパク質立体構造と相互作用／トランスクリプトーム
Module ／ RNA editing ／ origin of intron ／ protein conformation and interaction ／ transcriptome

 氏名： 郷　通子（GO Mitiko）
 所属： 　
 職名： 学長
 学位： 理学博士（1967 名古屋大学）／ Ph.D.
 専門分野： 生命情報学、予測生物学、生物物理学
 E-mail： go.mitiko@ocha.ac.jp



7

　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

科学技術における発明や発見だけがイノベーションではありません。社会のイノベーションを柔軟な発想と
豊かな感性、自己実現にむけての強い意志によって、もたらそうではありませんか？ワークライフバランスや
地球の持続にむかって社会を変える、そのために , 社会のいろいろな場でお茶大生のみなさん、そして女性の
活躍を心から期待しています。

　長浜バイオ大学、遺伝学研究所、理化学研究所、東京医科歯科大学などと、相互作用を含むタンパク質の機
能予測法の開発、タンパク質デザイン法など、種々の生命情報学の新研究開発に取り組んでいきたい。これら
は九州大学理学部、名古屋大学理学研究科、長浜バイオ大学バイオサイエンス学部に在籍した時期から一貫し
て続けている。具体的には、ゲノム情報がタンパク質に翻訳されるまでの過程で、一旦 RNA に転写されるこ
とで起きるイベント（選択的スプライシング、RNA 編集など）が、タンパク質構造の多様性や機能発現の制御、
生物内のネットワークにどのように関わるか、生物物理学的な手法を用いて非実験的に予測する事により、生
物学的な意味を予見する分野を開拓することに興味がある。さらに、生物システムのもつロバストネスの分子
機構は、これまでの非生物の世界では見られない新規のメカニズムなのか、知りたいと思っている。

学士過程における 2008 年度の教育内容　
「お茶の水女子大学論」の講義の一部を前期、後期
の２回担当。学長として、本学の理念、歴史と特色、
自らが歩んだ子育てと教育・研究の両立などを新
入生に伝えた。

大学院における 2008 年度の教育内容
「生命情報学を使いこなせる女性人材の育成」( 平
成１７、１８年度「魅力ある大学院教育イニシア
ティブ」採択 ) 終了後、開発されたプログラムを大
学院カリキュラムとして定着させ、その中の講義

「総合生命科学」（生命情報学分野の最近のトピッ
クス、自身の研究をふまえ、分野の位置づけと期
待を概観）と「予測生物学」（生命現象を階層性に
基づいて分子レベルのデータから予測する新研究
を公開で講義。パソコン実習を含む。）の一部を担
当した。

「女性リーダー育成プログラム」の講義を一部担当。
本学の出身者の活躍や自らが教育・研究者として
克服してきた事などを語り、女性に期待されてい
るイノベーション創出とリーダーの育成に取り組
んだ。

　I gave lectures on “Comprehensive Bio-science” 
and  “Prediction Biology” as two of the courses 
of “Attractive graduate education program” on 
“Education program for women graduate students 
engaged in bioinformatics” .　
　Last year we started new lecture series for all 
graduate students to develop women leader ship and 
I gave a lecture on the women pioneers in science 
in Japan. They graduated from the former school of 
Ochanomizu University when Universities were not 
opened for girls. 
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績

　研究テーマは理論物理学のうち、 ○ 量子情報理論 ○ 非平衡量子系 ○ 量子緩和現象 であり、成果は主要業
績欄に記載されている。

・Masashi Ban, Sachiko Kitajima, Kishiko Maruyama and Fumiaki Shibata: Quantum Mechanical 
Model for Two-state Jump Markovian Process, Phys. Lett. A372, Issue 4 (2008)351-355.

・Masashi Ban, Fumiaki Shibata and Sachiko Kitajima:
Complementarity of interferometers interacting with the dynamical model of the quantum measurement 
process,Journal of Modern Optics 56, (2009) 107-115.

・Masashi Ban, Sachiko Kitajima and Fumiaki Shibata:
Generalized model of the quantum measurement process in an environment,
Phys. Rev. A79, (2009) 032113

量子情報理論／量子非平衡系／緩和現象
quantum information theory ／ quantum non-equilibrium systems ／ relaxation phenomena

 氏名： 柴田　文明（SHIBATA Fumiaki）
 所属： 　
 職名： 理事・副学長
 学位： 理学博士（1971　東京教育大学）
 専門分野： 理論物理学（特に、非平衡統計力学、基礎的量子現象、量子通信理論等）
 E-mail： sibata.fumiaki@ocha.ac.jp
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　◆メッセージ

役に立つとは何だろう
　水銀の電気抵抗がゼロとなる不思議な現象は、温度をひたすら下げることに情熱を燃やした研究者の発見で
した。今や、超伝導線材は強力な電磁石を作る上で必要不可欠な素材として製品化され、世界中で使われてい
ます。
　半導体メモリー、CPU チップなど、高度に集積された代表的工業製品として、アメリカや日本の産業を支え
ている半導体の発明は、ゲルマニウムという物質の表面状態の研究という、まことに地味な基礎研究の中から
生まれたのです。
　本学は全学の大学院を全面的に改組しました。これにより、基礎的な研究を背景にした教育を一層充実させ
ることになります。また、同時進行的に新しい教養教育（２１世紀型リベラルアーツ）を展開して、根源的な
思考法を養うための作業に入っています。
　役に立とうが立つまいが、皆さんが自身の興味で学び、思索することを期待しています。私たちにも、多少
のお手伝いはできるでしょう。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（3）件

1．人間文化研究機構プログラム「イスラーム地域研究」東洋文庫拠点「イスラーム地域研究史資料の収集・
利用の促進とイスラーム史資料学の開拓」の拠点代表者として、研究事業の総括を行った。

2．イスラーム地域研究「クアラルプル国際会議」において、日本の中東・イスラーム研究の現状について、
報告を行った。

3．科研費基盤研究「歴史的アーカイブズの多国間比較に関する研究」（08 年度終了）の研究を国文学研究資
料館の連携研究として継続した。

・「架橋する法：イスラーム法が生まれる場合」林信夫・新田一郎編『法が生まれるとき』創文社、
2008,pp.259-283

・「比較アーカイブズ学の可能性」渡辺浩一編『歴史的アーカイブズの多国間比較』岩田書店、2009
・「高校生・大学生の中東・イスラーム理解と世界史教育」『歴史と地理：世界史の研究』215、2008 年 5 月、

pp.60-65

都市／中東／イスラム／契約／比較
city ／ Middle East ／ Islam ／ contract ／ comparative

 氏名： 三浦　徹（MIURA Toru）
 所属： 
 職名： 理事・副学長
 学位： 文学修士（1986　東京大学）
 専門分野： 歴史学（特にアラブ・イスラム史）、都市研究、中東地域研究
 E-mail： miura-t@pis.bekkoame.ne.jp
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　「お茶生は質が良い」と外部の講師の方がよく言います。内に秘めた力は、たしかに高いものがあります。
印象的なのは、毎回の授業終了時に提出する「コメント」です。限られた分量と時間にも関わらず、的確な質
問や感想や意見が書かれていて、誤字脱字の少なさとともに、その精度に舌をまきます。授業中でもドンドン
手があがるようになるといいのですが。伸び伸びと学べる場所にしたい、と念じています。

　地域と歴史についての理解には、比較研究が必要であるが、個々の研究者個々人ができる範囲は限られてお
り、共同研究が必須となる。これまで、「都市」「契約・裁判」などをキーワードに共同研究を進めてきた。近
年は、史資料のあり方（書式・保存・管理）自体に当該地域の社会システムが映されているというアーカイブ
ズ学の比較研究の方法（外形的な比較）にも関心ももっている。また、アンケート調査などによる統計的社会
分析の方法や理論を歴史研究に応用することにより、横断的な歴史社会の比較ができないかと考えている。

1．文教育学部比較歴史学コースおよびグローバル文化学環の 3 － 4 年生を対象とする演習（ゼミ）において、
『イスラーム地域研究叢書』（東京大学出版会、全 8 巻）をテキストとして、「中東から現代世界をみる」を
キャッチフレーズに、政治・経済・宗教・文化の諸問題にわたる越境的な理解が深まった。

2．「地域研究方法論」では、地域研究に係わる論文の講読、発表、質疑を通じて、学際研究としての地域研究
の方法を体験した。「考えることの面白さがわかった」と好評であった。

3．「文理融合リベラルアーツ」科目群を運営し、学生のアンケートや FD シンポを通じて、リベラルアーツの
位置づけを明確にした。大学教育学会関東部会などで報告を行い、学外での意見交換を進めた。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績

　20 年度の主要テーマは以下の 3 点である。
(1) グローバル COE プログラム「格差センシティブ

な人間発達科学の創成誕」採択され、国際格差班
の事業推進者として幼児の読み書き能力の獲得と
学力（論述・論理力）の関係についての国際比較
研究（日・韓・越・中の国際比較研究）に着手し、
日本と韓国の幼児のデータを採り終えた。

(2) リスク社会における子どものコミュニケーション
力の発達について実験研究を行い成果を学会で発
表した。

(3) 幼児の安全教育に関する社会文化的要因の影響を
解明するため、子どもの危機管理・安全教育につ
いて臨床支援プログラムを開発し、成果を学会で
発表した。

★成果の検証：国際協力事業：16-18 年にかけて開
発した海外調査基盤 (B) 幼児教育途上国支援「お茶
大モデル」に基づき JICA の支援を受けて、1 か月
間の「中西部アフリカ幼児教育研修会」を実施した。
韓国の保育者 1 名、梨花女子大の幼児教育学部の
院生 13 名、学部生 4 名の合計 18 名の研修生を受
け入れ 8 日間の「日韓幼児教育セミナー」を主催
した。

(1)This year The Global COE Program　has started 
its first stages of research for the Global COE 
Program “Science of Human Development for 
Restructuring the ‘Gap-Widening Society’  I 
started the cross-cultural studies about the 
relationship between literacy acquisition and 
cognitive development among Japan, Korea, 
Vietnam and China.

(2)Experimental studies examining the development 
of communicative abilities of children raised in 
risk societies were conducted.

(3)Programs promoting safety education and ideal 
parenting skills were designed and implemented 
in order to elucidate how social and cultural 
factors affect safety education for children 
and illuminate the problems surrounding risk 
management and safety education.,and the results 
of the project was written up and reported.

　International Cooperation: I proposed “Ochanomizu 
University Model for Young Children’ s Education” 
in developing countries, and applied the Model 
to International cooperation of the Middle-West 
countries of Africa, and “Ochanomizu University 
Model for Child-Centered-Education” to Korean Eua

・Nobuko Uchida(2008) Development of young children’ s explanations: The relationship between domain 
knowledge and reasoning schemata in causal systems revisited. PROCEEDINGS, 1, 71-84.

・内田伸子 (2009)「作文の推敲過程における語の選択－ことばを選ぶこと・考えを発見すること－」『日本語
教育』140,4-14.

・Nobuko Uchida & Mutsumi Imai(2009). Heuristics in learning classifiers: The Acquisition of the classifier 
system and its implications for the nature of lexical Acquisition. PROCEEDINGS, 5, 21-36.

言語と認識の諸問題／言語・認知発達／コミュニケーション力／幼児の安全教育

 氏名： 内田　伸子（UCHIDA Nobuko）
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 職名： 理事・副学長
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 専門分野： 発達心理学・認知心理学
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

発達心理学は人が持つ能力のすべてを扱います。そしてそれらの力の萌芽は、乳幼児期に現れるため、乳幼
児を対象とする発達心理学の研究テーマには、無限の広がりがあるといっても過言ではありません。心理学だ
けでなく、生理学、生物学、言語学、社会学など幅広い学問と結びつきながら、今後も活発な研究が行われて
いくことでしょう。

あなたは人の振る舞いをみて不思議だなって思ったことはありませんか？　なぜそんなことをするのか、ど
うしてこんなことが起こったのか？　答えをさがすときには、まず我が身をふりかえってください。最初の被
験者はあなた自身なのです。困ったときどうするか、どんな気持になったか、どのようにして解決策をみつけ
たか、我が身をふりかえり、じっくりと自己内対話を交わしてみてください。「なぜ？　」の答が自ずと見え
てくるでしょう。
　発達心理学は面白い。人の心の不思議を解き明かすのには「発達」や「進化」の視点をもつことが必要です。
自分の子ども時代を発見する旅、「発達心理学村」をいっしょに旅しませんか。わくわくするような「名所」
や美しい「景観」をご案内し、感動的な「見所」へと同行させていただきます。

(1) ゲームやビデオへの接触が子どもの発達にどのような影響を与えるかについて行動学的アプローチと縦断
研究を組み合わせた研究を推進する .(2) 子どもの危険認知の発達や危険回避方略、コミュニケーション能
力の発達について脳科学と行動学的アプローチにより解明する。

【共同研究例】
(1) ベネッセ：メディアミックス教材（子どもの創造的想像力の発達を促し、母子コミュニケーションを活性

化するためのメディアミックス教材）を開発し、幼児 2 人に 1 人が活用中。
(2) セガトイズ：ビデオゲームソフト「ビーナ」に引き続き、生活習慣の自立を促す教育ソフト「ミッフィー」

を開発し、モニター調査を踏まえて親子のコミュニケーションを活性化する演出技法を確立した。
(3) 講談社：幼児アニメ「ミッフィー」を開発と監修。NHK『おかあさんといっしょ』で放映中。

【共同研究可能テーマ・今後実用化したいテーマ】
(1) 子どものメディア環境のデザイン；子どもの発達に資するメディア環境のデザインについて提言。
(2) 幼児の安全教育についての総合的研究；子どもの危険認知の発達や危険回避方略の発達についての基礎的

知見を踏まえて、子ども自身が自律的に安全に配慮できるようにするために環境設定や大人の教育的働き
かけについて提言するための啓発書の出版を準備した。

学部教育：
「発達心理学概論」、「人間と情報」の講義では、内
容知識を伝えると共に、批判的思考力の育成をめざ
した授業方法をとっている。授業終了前の 3 分間
作文を授業者の回答をつけて翌週にフィードバッ
クすることにより、受講者の省察に寄与すると共
に、一斉教育では双方向学習や学生同士の互恵学
習が起こりにくいという弱点を克服するのに効果
的であった。

大学院教育：
大学院前期・後期課程の院生の指導に力を入れた。
個人指導と論文指導ゼミを組み合わせ修士論文（主
査 2 名・副査 6 名）と博士論文の研究を指導（17 名）
した。博士論文主査 2 名、副査 2 名に博士号の学
位を取得させた。心理学コースの教員全員の共同
指導ゼミ「ランチトーク」では副主任指導院生に
対する研究指導とプレゼンテーション能力の育成
に取り組んだ。

Undergraduate education：
In the lecture-based classes of “Introduction to 
Developmental Psychology” and “Humans and 
Information,” there is a dual focus of training the 
students to understand the material, as well as 
fostering critical and analytical thinking skills. 
Lectures are scheduled to end 3 minutes, students 
are asked to record their comments, thoughts, and 
questions regarding the day’ s lecture on a sheet 
of B6-size paper. This was effective in overcoming 
the often unidirectional nature of lecture-based 
classroom education, and promoting a bidirectional 
flow in education by allowing the students to take 
part in their own learning process.

Graduate school education： 
Extra attention was given to graduate students 
just starting their research, as well as those 
finishing up their dissertations. In order to 
advance the graduate students’ research for their 
masters (including 2 principal investigators and 6 
secondary investigators) and doctoral (18 students) 
theses, one-on-one training was combined with 
seminars on research methods and “lunch talks” on 
the techniques of giving effective presentations.  A 
total of 2 principal investigators and 2 secondary 
investigators earned their degrees.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（2）件

　2008 年度の研究は、死生観、コミュニケーション論、いのちの尊厳教育、を主たるテーマとした。
　日本学術会議連携会員として哲学委員会主催の公開シンポジウム「現代社会と死生観」（2008 年 11 月 29
日 於 ; 日本学術会議）を企画・実施し、医学、教育学、思想史の点から論じられた死生観に対して、実存哲学
の視点からのコメンテータをつとめた。
　第 22 回世界哲学会議において開催した第 6 回国際ヤスパース会議（2008 年 7 月 30 日‐8 月 5 日 於 ; ソウル）
を企画・運営するとともに、カント哲学とヤスパース哲学の比較を通して、コミュニケーション論の在り方を
テーマに発表した。
　医学、哲学、教育学、宗教学の研究者との科学研究費補助金による共同研究「「いのちの尊厳」教育におけ
る生命科学の位置価値に関する教育課程の国際比較研究」を継続実施し、「モラル・サイエンスと死生観に関
する教授理論の分析」を分担している。

・The Role of Reason in Scientific and Technological Age from the Perspective of Jaspers’ Philosophy, in “Karl 
Jaspers; Historic Actuality” pp.161-170. Koenighausen & Neumann 2008 Wuerzburg.

・The Cross-Cultural Thought in Jaspers’ s Philosophy – In Comparison with Kantian Thought in “Toward 
Perpetual Peace” , in 6th International Jaspers Conference in conjunction with the XXII. World Congress of 
Philosophy, 2008 July in Soul.

ヤスパース哲学／実存の哲学／哲学と科学／コミュニケーション／クリティカル・シンキング
Jaspers’ philosophy ／ philosophy of Existenz ／ philosophy and science ／ communication ／ critical thinking
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

哲学は身近で具体的な事象の中から問題を発見し、その解決方法を多様に思考する点に特徴があります。そ
こで、本学の哲学コースは、その基礎となるクリティカル・シンキングの手法を学び、古典的な思想にも通じ
ることを特徴としています。
　専門分野や関心の如何を問わず、哲学は思考の柔軟性を高め可能性を広げ、思考の基盤であると考えていま
す。

　「個としての人間」を主たるテーマとし、「人間性」「コミュニケーション」「価値」に関する研究を行う。そ
の際にとくに次の二点を重視する。第一に、方法と対象の相関性、第二に文化的差異の問題である。
　第一の点については、科学と哲学のそれぞれの方法論の特異性を分析すること、第二の点は、歴史や文化を
背景とする人間の存在論的な解明のために、文化的差異を超えた存在概念を分析することである。

　クリティカル・シンキング、コミュニケーション、価値論を主たるテーマとした。
学部では、テキストを正確に読み批判すること、問題を論理的に吟味する方法を授業内容とした。使用したテ
キストは、カント『永遠平和のために』、ヤスパース『哲学』、ハーバーマスに関する文献。

教育効果を高めるために、授業で扱ったコミュニケーション論に関連して、ゲストスピーカーによる講演、
学生と講師のディスカッションの機会を設けた。

大学院教育では、相対主義に関する文献を用いて、哲学的問題設定の方法を論じ、さらに道徳的価値につい
ての議論を通してその類型を示した。
また、フランス啓蒙思想、カント哲学、ハイデガー哲学をテーマとする学生の論文指導を行った。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（12）件

(1) 科学技術分野における男女共同参画の現状と課題
国際的に見て我が国の女性研究者割合の少なさ、
上位職に就くことの困難性等は顕著であるため、
その要因分析・対応施策（支援策の規模・種類）
の検討を行うとともに、PISA 調査に見られる学
習到達度の性差及び女子の理工系進路選択に係る
態度・環境要因の分析等を行い、国際的な WISE 
(Women Into Science and Engineering) 活動との
対比・充足度の検討を行う。

(2) 若手研究者の自立のための環境・制度の分析及び
必要施策に係る考察を行う。

(3) イノベーションに資するシステム改革と政府研究
資金の動向を分析する。

(4) 科学技術分野の安全規制に係るコンプライアンス
とリスク・コミュニケーションについて事例分析
を行う。また、組織内における価値観・研究者倫
理と社会通念の差異についての考察も併せて行
う。

(1) Current status and future of gender equality in 
science and technology 
It  is  internat ional ly wel l -known that  the 
percentage of female researchers of Japan is very 
low with comparison to those of EU and United 
States. It is also true that female researchers 
have difficulties to be promoted to professors 
or other leading positions. I study reasons for 
those and necessary countermeasures, and make 
the international comparative analyses on the 
differences in science and math literacy and 
motivation between girls and boys, and on-going 
WISE (women into science and engineering) 
activities.   
I also study the followings:

(2) Environment and system for the young scientists 
to conduct independent research to obtain tenure

(3) System reformation and resource allocation to 
enhance innovation

(4) Safety regulation and risk communication in 
science and technology 

(5) Professional ethics of scientists and engineers

・研究資金獲得法（塩満典子・室伏きみ子共著 , 丸善 , 2008.11)
・「女性研究者の活躍促進・支援－科学技術分野の研究活動の活性化と国際競争力強化を目指して」（共同参画 , 

第 6 号 , pp.4-5, 内閣府男女共同参画局 , 2008.10）
・「女性研究者を応援します！　－女性研究者の活躍推進のための取組事例－」（内閣府男女共同参画局パンフ

レット作成協力 , 2008.9）
・「知的基盤社会における女性の活躍に向けて－科学技術分野における現状と課題－」（アジア女性研究 , 第 18

号「科学とジェンダー－主体として、対象としての現在－」, pp.1-15, 2009.3)
・「女性研究者を取り巻く現状と支援の取組について」（フレンテみえ , 男女共同参画ゼミ , 三重県男女共同参

画センター , 2009.3）

科学技術政策／男女共同参画／イノベーション／安全規制／研究倫理
science & technology policy ／ gender equality ／ innovation ／ safety regulation ／ research ethics

 氏名： 塩満　典子（SHIOMITSU Noriko）
 所属： 学長室　
 職名： 教授・学長特別補佐
 学位： 修士（公共政策学、 ハーバード大学行政大学院）
 専門分野： 行政学、ジェンダー学
 E-mail： shiomitsu.noriko@ocha.ac.jp
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　お茶の水女子大学には、社会・家庭・地域など様々な分野で活躍している女性の先輩（ロールモデル）が多
くいます。これからの日本では、女性が、国内でも国際的にも、いろいろな場面で、より多く意思決定に参加し、
現在や未来にとって大切なことを決めていくことが求められています。ぜひ、本学で学び、知識と思考力と実
現力を高めてください。

女性研究者の活躍促進は、国際的に共通の課題であるとともに、我が国と労働価値観・家族文化観・女性の
社会参画の現状等が類似している東アジア地域においては、特に国際協力や情報交流を通じて課題対応に取り
組むことが重要であると考えられる。今後は、科学技術振興調整費・女性研究者支援モデル育成事業を実施し
ている各機関のシステム改革効果、ワーク・ライフ・バランス等の働き方、子育て支援、リーダーシップ養成、
女子の理工系進路選択支援等の現状も踏まえ、国際共同研究を視野に入れて研究を進めていく。
　また、今後の日本社会において、新しい社会的価値の創造（イノベーション）が重要であることから、特に、
科学技術分野でのイノベーションを育む環境・制度、基礎的思考力・創造力・意欲等の個人的資質、人材育成・
流動システム等について、日米の比較を中心に考察を深める。対応する政府の競争的研究資金制度の要件・規模・
費用対効果等についても分析する。さらに、男女の科学技術系人材のキャリアパス支援と関連する資格認定制
度等について、国際的なプロフェッショナル・エンジニア（PE）や我が国の国家資格・学会認定資格等との比
較分析等に基づく研究を進める。

これまでの文部科学省（科学技術行政）・内閣府（男
女共同参画行政）における職業経験等に基づき、キャ
リアプランニングやジェンダーに係る授業等を通じ
て、学生・院生の科学的思考力や表現力の向上を図
るとともに、社会的責任・社会貢献について考え、
実践する力を醸成する。

一例として、公務員の役割と仕事について文系・
理系の学生を対象にキャリアデザインの観点から演
習等を行い、職業イメージを形成するとともに、政
策の企画・立案・分析・評価能力とともに、アカデミッ
ク、マスコミ、製造業等の他分野でも応用可能なコ
ミュニケーション力・実現力も高める。

Based on my experiences in Ministry of Education, 
Culture, Sports, Science and Technology (science 
and technology policy) and Cabinet Office (gender 
equality policy), I share the information with 
students on my career path, social responsibilities 
and images of public servants in government offices.  
I also encourage students to conduct case exercises 
with regard to policy plan, doing, check and action 
(PDCA) for enhancing abilities on scientific way of 
thinking, expression, communication, negotiation 
and social contribution which are applicable to many 
professional areas not only in public administration 
but also in academic, mass media, manufacturing 
industries, etc.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（2）件

　インドを淵源とする仏教美術のなかでも、仏伝や
本生話など仏教説話を主題とする作例について、イ
ンドを中心とした南アジアはもとより、中央アジア・
東アジア・東南アジアなど広く仏教文化圏の作例に
基づいて、編年的、地域的、思想的な諸要素を経典
や歴史書などの史料をもとに、説話図像の成立や展
開のプロセスを解明している。
　本研究の成果を集積することにより、これまでに
解明されている経典の伝播ルートに加え仏教文化圏
における思想的変遷の推移を図像的変化の過程とと
もに裏付けることが可能となる。
　これまでに科研を 2 回獲得したが、今後の方針と
してこれまでの成果をもとにインド本土での説話図
受容のあり方をもとにして、そのほかの地域での変
容を解明していくことにしている。

　The main aim of my recent study is to focus the 
fases of variations and iconographical changes in 
the Buddhist narrative art among the Asian Buddhist 
countries, ie. India,  Gandhara, the Central Asia, 
China, the East Asia and the South-East Asia. I have 
already done cite research in India, including Sanchi, 
Ajanta caves, Mathura, Amaravati, as well as Sri 
Lanka, Myanmer, Thailand, Indonesia, Gandhara, 
Afghanistan, Tunghuang caves and Korea. Through 
those results, I have tried to verfy the tendencies of 
national identities among these area.
　For that purpose, I have been cooperating with 
Prof. Hiromitsu Ogawa, Tokyo Univ. and his research 
members to do research for their collections of 
Indian Sculptures at various museums in Tokyo and 
Kanto area as well as Kyoto and Kwansai area. A part 
of results reported above mentioned papers.

・報告書『美術に即した文化的・国家的自己同一性の追求・形成の研究―全アジアから全世界へ』( 平成 19 ～
23 年度科学研究費補助金基盤研究 (S) 研究代表者：小川裕充 )

・本学蔵「木戸孝允肖像画」の作者を巡る研究、平成 20 年度お茶の水女子大学共同研究経費報告書

インド美術史／仏教美術史／仏教説話図
History of Indian Art ／ History of Buddhist Art ／ Study of Buddhist Narrative Art
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 学位： 文学修士／ M.A.(Art History)
 専門分野： 東洋美術史 ( とりわけ南アジアを中心とした仏教美術史 )
  History of Asian Art、(esp. History of South Asian Buddhist Art)
 E-mail： akiyama.terufumi@ocha.ac.jp
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　あらゆる事象を他から与えられる情報のみによって判断するのではなく、自ら確認することによって実証す
る姿勢を貫くことであろう。溢れるばかりの情報に取り巻かれて生活する現代の我々にとって、真実とは何か、
真理とはないかということを常に問いかけてほしい。このために、現地に赴いて多くの資料を収集し、自らの
手で分析し問題点を抽出するとともに、疑問を解決するということを習慣づけてもらいたい。

古代インドを淵源とする仏教美術がアジア各地で如何に受容され変質を遂げたかを、それぞれの地域におけ
る国家意識の変化とともに実証する。とりわけ、各地で広く受用され多くの作例の残る仏教説話を主題とする
作例を通じ、典拠となる経典の差異やそれぞれの地域における倫理観や宗教観の違いによる図像の違いを明ら
かにしていく。そのことから、わが国にもたらされた仏教文化が、いかなるルートを経由したのかを解明して
いくことが可能となる。

1．形象分析学（学部）
初学者のために美術史研究の方法論について講義
した（形象分析学基礎論）。歴史資料を講読しな
がら、奈良時代におけるわが国の仏教美術史に関
する基礎知識を養成した（形象分析学演習）。

2．美術史（学部）
美術史学研究の方法論を修得する初歩演習を開講
した ( 形象分析学調査演習 )。

3．学部専門教育
卒業論文作成のための研究指導（美術史学研究指
導）を開講したほか、史料解読と研究発表のため
の特別演習（形象分析学演習）を開講した。

4．大学院専門教育
インド仏教美術の特質について講じる講義科目

（東洋美術史特論）のほか、外国語文献の講読と
研究指導のための演習科目（東洋美術史演習）を
開講した。

5．特別研究指導
学部 4 年次生（4 名）、博士課程院生（M2：1 名、
研究生 2 名）に対して、卒業論文及び修士論文の
テーマ設定、文献収集、学会発表に関する研究指
導を行った。

1. Form Analys is  (undergraduate students)
Introductive lecture of methodology of art 
history for beginners. Introductive seminar to 
read historical records and investigate the early 
Japanese Buddhist art in the Nara period.

2. Art History (undergraduate students)
Introductive seminar to master the research study 
in the art history.

3. Specialty for the undergraduates
Determination of each research theme and the 
supervising of research technique.

4. Lecture and Seminar (graduate course students)
Lecture on the development of Indian Buddhist 
art and the conception in the East Asia.

5. Supervising of the graduate students
Determination of each research theme and special 
seminar for the presentation.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績

　舞踊運動の持つダイナミックで有機的な表現性に
着目し、その表現性の評価について研究を継続して
いる。平成 16 年度から 3 年の交付期間での科研費を
採択された研究「表現運動 ( 舞踊 ) の指導力を向上さ
せるために有効な指導言語と評価との関係について」
において、舞踊運動の評価とは、現れ出てくる表現
性を含めた舞踊運動そのものの特性をつかみとるこ
とと捉え、舞踊指導における評価と指導言語との関
係を明らかにしようとした。そこでは、舞踊運動の
評価が舞踊経験に基づく身体性 ( 身体言語 ) に関与す
ることが示唆された。平成 19 年度から 2 年の交付期
間で科研費を採択された萌芽研究「身体表現から考
えるジェンダー－舞踊動作に見られる女らしさと男
らしさ－」においては、日本舞踊における舞踊動作
の印象評価研究を通して、女性日本舞踊熟練者と女
形 ( 男性日本舞踊熟練者 ) における女らしさを比較検
討した。

　I investigate Dance Study from the viewpoint of 
dynamic expressiveness through dance movement.
　The relationship between an effective guidance 
language and the evaluation in the dance class, is 
connected to the dance teacher’ s dance experience.
　I continue to study the aesthetic expression of 
feminine in traditional Japanese dance by aesthetic 
evaluation(Izaki,2006).
　The feminine in traditional Japanese dance is a 
very sophisticated, ordered, and highly disciplined 
mode of expression in the traditional style.

・猪崎弥生・水村 ( 久埜 ) 真由美，日本舞踊における女らしさの表現－印象評価実験に基づいて，表現文化研
究 8(2),77-83,2009

・名古屋市民芸術祭 2008 参加猪崎弥生舞踊公演「荒地」, 愛知県芸術劇場小ホール，2008(11.7,8)
・猪崎弥生，身体で「見る」，女子体育 50(6)，10-13，2008 年 6 月

舞踊／身体／運動／表現／評価
dance ／ body ／ movement ／ expression ／ evaluation
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 E-mail： izaki.yayoi@ocha.ac.jp



21

　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　舞踊教育学コースを志望する受験生の皆さんは、誰よりも踊ることが大好きであると思います。踊るという
身体を通した舞踊の経験から得られるさまざまな感覚、湧き起こる内なる感情の働きを十分に感じて下さい。
舞踊の「こころ」と「からだ」がつながり合う有機的でダイナミックな全体性は、踊る体験を豊かな営みにす
ると思います。

現在行っている研究とそれに関連する発展的研究は以下のようになる。
・身体表現から考えるジェンダー－舞踊動作にみられる女らしさと男らしさ ( 萌芽研究 H.19 ～ 20)
・男女共修授業「身体を通したジェンダーフリーなダンス」の理論化と検証
・もうひとつのダンスを探る－コミュニティダンスを基点とする舞踊実践研究－
・子どもの身体表現における評価システムの開発－身体表現指導者の指導力向上を目指して－

学部教育：
「舞踊芸術学」では舞踊の文化的概観、舞踊の領域、
運動と表現、形式と内容、形式と構造という観点
から「舞踊とは何か」を考える授業を展開している。

「舞踊芸術学実験演習」では学生各自が舞踊学の論
文のレジュメを作成し、発表を行い、論文の内容
に関して議論する。モダンダンステクニック初級
では「身体を知る」ためにフロアーエクササイズ、
ステップを含む移動、フレーズを踊ることを行っ
ている、舞踊創作法では作品を上演できるまでの
創作のプロセスを理解し構成・演出を考えること
をねらいとしている。

大学院教育：
「舞踊芸術学特論」では美学的見地からの理論、舞
踊の作品分析を中心に講義した。論文指導では、前
期課程の 2 名の修士論文指導を行った。

Undergraduate course: 
Dance and the Arts(dance history, dance education, 
form, and content)
Modern Dance Techinique(floor exercies, locomotion, 
and phrase) Dance Creat ion(improvisat ion, 
choreograph, and composition)

Graduate course: 
Dance Theory(dance phenominology, dance 
aesthetics, dance analysis, and Laban method) 
Dissertation
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績

　日本近世文学の中で 17 世紀を中心に研究を行っているが、ここ 2、3 年江戸時代初期の小説 ･ 随筆類の中で、
写本で流通している書物を精査し、版本との相違や独自性、特色などを考察しつつある。
　また近世文学は出版文化の開花した時代であり、文学環境の 1 つとして出版に関する究明が必要である。元
禄時代に刊行されている「書籍目録」の諸本調査と収載書籍の基準などについて研究を進めており、『増益書
籍目録大全』諸本調査に関して完成しつつある。
　出版文化が開花してから起る現象として、作者・著者の権利、すなわち著作権の問題がある。著者への報酬 ( 原
稿料・印税 ) がどのように推移し、どの程度の収入があるのか、文学者の経済的な基盤が確立する時期などに
関する究明を行うため、科研費でプロジェクトを組んでいたが、その研究成果が研究報告書『出版機構の進化
と原稿料についての総合的研究』である。

・科学研究補助金 ･ 基盤 ( Ｂ ) 研究成果報告書『出版機構の進化と原稿料についての総合的研究』編

近世文学／仮名草子／浮世草／出版文化／原稿料
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

現代から一番近い時代の古典文学、これが近世文学です。文体、語句なども近代以降に繋がるものなので、
読み慣れると理解することが容易であると思います。

井原西鶴、曲亭馬琴などの書いた小説、松尾芭蕉の俳諧 ･ 奥の細道などはよく知られていますが、それ以外
にも面白い怪異小説、遊里文学、滑稽小説などがたくさん残されています。

また文学作品を出版し始めたのが江戸時代です。出版になって作品はどのように変質したのか、出版に関わ
る規制の実態、作者と出版者との関係など興味は尽きません。
近世文学の世界をぜひとも知っていただきたいと思います。

① 18 年度より 3 年間科学研究費補助金で「出版機構の進化と原稿料についての総合的研究」を 6 名の研究者
とともに推進しており、近世から現代に至る作家の経済的自立に関する推移をまとめたが、さらに報酬と版
権のデータの採集を有志で継続し、書物にして広く研究者が利用できるようにする。

②近世前期の出版物の目録である「書籍目録」の諸本調査と、出版者別に出版書をリストにし、文学関係出版
者の特色、文学書の位置づけなどを考察する。

③それに合わせて共同研究として行われてきた近世前期の出版書年表の作成を試みる。
④写本と版本の混在する仮名草子に関して、メディアの視点から分析を進める。
⑤仮名草子から浮世草子にかけて、女性に対する表現を分析する。

日本近世文学に関して教育を行っている。文教育学部では、「日本古典文学史論」で近世小説の展開を作品
を紹介しつつ、講義をしている。「日本古典文学論演習」では、語句や背景となる風俗を調査させて、近世小
説の読み方を習得させる。20 年度は前期に西鶴の門人北条団水の浮世草子『昼夜用心記』、後期に上田秋成の
浮世草子『諸道聴耳世間猿』を対象とした。大学院では「日本近世出版文化特論」では、西鶴の『本朝二十不孝』
巻 3 以降の挿絵と本文との関係、挿絵に描かれているものなどを読み解いた。「日本近世文学演習」では仮名
草子時代の写本と版本の関係、写本から出版された作品の変容を考察した。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（7）件

　一つの画面に表示できる文字数が限られているた
め、字幕では、元の発話に盛り込まれている文の構
成要素のうち省略可能な要素が省略されたり、表
現が言い換えられたりすることが多い。牛江・西
尾 (2009) では、英語映画の日本語字幕を対象とし、
英語映画の台詞の原文でポライトネス（Brown and 
Levinson (1987) の枠組みによる）をあらわす表現が
日本語字幕においてどのように表現されているのか
を研究した。原文のポライトネスをあらわす表現と、
字幕のポライトネスをあらわす表現が Nida (1964) 
の言うところの dynamic equivalence（受け手への効
果という内容上の等価性）を持っているのか、また、
どのような原則で原文のポライトネスをあらわす表
現が字幕で表現されているのかを考察した。
　牛江他（2008）は、自律的な語学学習環境の構築
をめざした共同研究による各種調査、自習教材のデー
タベース作成とその効果などをまとめたものである。

　Ushie and Nishio (2009) studied politeness in 
Japanese subtitles of English movies. Translated 
movie subtitles must be concise while retaining the 
original meaning, because they vanish as soon as 
soon as lines are delivered by the actors. Because of 
that time limitation, expressions that are not directly 
related to the propositional meaning of the original, 
such as politeness, may be changed in the subtitles. 
Ushie and Nishio explored, based on the framework 
of Brown and Levinson (1987), 1) whether or not the 
politeness expressions in the original are retained as 
they are in the subtitles and 2) if changes are made, 
how they are changed. We argued that politeness 
expressions in the original lines in English reflect the 
impositions of individual utterances, but that those 
in the Japanese subtitles tend to reflect interpersonal 
distance or power relations between the speaker and 
the addressee. We also briefly discussed the role of 
ellipsis in the Japanese subtitles.
　Ushie et al. (2008), in an attempt to promote 
autonomous language study, made a database for 
students to enable them to choose appropriate 
learning materials and studied its effects.

・牛江ゆき子　西尾道子「英語映画の日本語字幕に見られるポライトネス」『翻訳研究への招待　3』日本通訳
学会 翻訳研究分科会編　pp.65-84. 2009 年 2 月

・牛江ゆき子　西尾道子　「自律型語学学習用教材の整備とデータベース化について」『大学における自律学習
型語学学習環境の構築』（平成 18 年度～平成 19 年度科学研究費補助金基盤研究（Ｃ）（研究代表者　牛江
ゆき子）研究成果報告書） pp. 127-141.　2008 年 5 月

・牛江ゆき子　松藤薫子　絹谷弘子　中川千帆「学習者の個人差要因について－学生アンケート結果より－」『大
学における自律学習型語学学習環境の構築』（平成 18 年度～平成 19 年度科学研究費補助金基盤研究（Ｃ）（研
究代表者　牛江ゆき子）研究成果報告書） pp. 81 － 126．　2008 年 5 月

・松藤薫子　絹谷弘子　牛江ゆき子　エドワード・シェイファー　「2007 年度自習実践報告―データベー
スの協同作成を取り入れた自習指導―」『大学における自律学習型語学学習環境の構築』（平成 18 年度～
平成 19 年度科学研究費補助金基盤研究（Ｃ）（研究代表者　牛江ゆき子）研究成果報告書） pp. 61-73． 
2008 年 5 月

・牛江ゆき子「自律型語学学習の支援と環境整備の効果と今後の課題」『大学における自律学習型語学学習環
境の構築』（平成 18 年度～平成 19 年度科学研究費補助金基盤研究（Ｃ）（研究代表者　牛江ゆき子）研究
成果報告書） pp. 142 － 146.　2008 年 5 月

語用論／ポライトネス／字幕翻訳／英語教育／自律学習
pragmatics ／ politeness ／ subtitle translation ／ TEFL ／ autonomous learning
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆研究計画

　2008 年度は、英語映画の日本語字幕を研究対象とし、原文であらわされているポライトネスが日本語字幕
においてどのようにあらわされているか、それはどのような原則にしたがうのか、Nida (1964) の言うところ
の dynamic equivalence（受け手への効果という点での等価性）が保持されるのかを研究した。2009 年度は、
それを発展させ、日本語映画の原文と英語字幕におけるポライトネスの表現について研究する。2008 年度の
英語映画の日本語字幕の研究においてはデータが足りずに論じることができなかった、原文と字幕とでのポラ
イトネスのあらわされ方の違いのどこまでが起点言語と着点言語のそれぞれの一般的な特性を反映するもので
あり、どこが字数に制約がある字幕翻訳の特性によるのかということについても、2009 年度の研究において
は検討する。

本学の英語教育では、英語で知的にコミュニケー
ションが取れる国際人の育成をめざし、英語の文章
の構造や論理の展開の仕方を理解させ、論理的な思
考力を身につけさせることを重視している。したがっ
て、担当する基礎英語・中級英語の授業では、英語
の論理的な文章を読んだり、レクチャーを聞いたり
して、論点と、論点がどのようにサポートされてい
るかを把握する訓練を行った。また、授業時間は限
られているため、課題として、読書レポートや、ト
ランスクリプション（書き取り）、自分でリスニング
等の課題を選んで学習する自由選択課題等を課し、
英語力を高められるようにした。

専門科目「英文法」では、英語の文法の基本的概
念の体系的な理解と論理的な文章の正確な読む力の
養成をめざして授業を行った。「英語学概論」では、
ポライトネスと指示表現の用法について基本的な文
献を読んだ。「対照表現学Ⅰ」では、英語で意見を述
べる文章の書き方を教えた。

Core English classes at Ochanomizu University 
aim to develop students’ skills in communicating 
in English by developing both English skills, and 
logical and critical thinking skills. Therefore, in Basic 
English and Intermediate English classes, focus was 
on improving skills in comprehending expository 
reading and listening materials. Students were taught 
the logical organization of English paragraphs and 
essays and how they differ from those in Japanese. 
They were trained to grasp the main points of 
expository essays and lectures and to understand 
how these main points are supported. Students 
were also given various assignments (transcription, 
reading report, etc.) to improve their English skills.

In English Grammar, focus was on teaching basic 
concepts and principles in scientific analysis of the 
grammar of English and improving skills in reading 
expository writing accurately. In Introduction to 
English Linguistics, politeness and reference were the 
main topics taught. In Contrastive Expository Writing 
I, argumentative essay writing was taught.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　イギリスにおいて所蔵図書目録のデジタル化が進
んだために、Chancery Reform に関する新資料が発
見され、図書館によるコピー取得を経て、前論文”
The Sallow Prisoner’ s Contempt) の全面的書き直し
を行った。Dickens Quarterly に投稿予定である。
　講義や演習の運営を通じて、ロマン派とヴィクト
リア朝を連続的に見る視点が獲得できそうな気がす
る。1800 ～ 1830 年の作家観・社会観・自然観等に
関する理解を深めたい。

　Discovery of a new material in a British university 
library concernng Chancery Reform.
　Completellly rewritten “The Sallow Prisoner’ s 
Contempt.” Will submit it to Dickens Quarterly. 
　Have been thinking about the cultural continuity of 
the Romantic and Victorian period.
　Intend to deepen my understanding of Felicia 
Hemans and Elizabeth Landon, two very popular 
female poets ot the period 1800 ～ 1830.

イギリス／ 19 世紀／小説
English ／ the 19th century ／ Novel
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

授業科目の担当を通じて、19 世紀イギリス文学・
文化の研究範囲を広げることができた。博士の演習
では、Ruskin の Modern Painters から、Turner に関
する初期の部分を講読、geological な審美観を確認し
た。修士では、現在ほとんど顧みられない L.E.L. の詩
を読み、ロマン派からヴィクトリア朝に至る女性文
学者と社会の関係を考察した。英文学特殊講義では、
Patmore の Angel in the House を中心に、19 世紀の
ジェンダー観と女性の実際の社会的活動のせめぎあ
いを論じた。英文学演習 ( 入門 ) では、イギリス以外
の地域出身の女性作家の短編小説を講読した。コア
英語は 3 科目を担当した。

Through undertaking various classes, was able 
to enlarge my research range of 19th-century 
literature and culture.  In the Doctoral Seminar, read 
Ruskin’ s Modern Painters, focusing on his early 
Turner discussions. In the Master’ s Seminar, read 
L.E.L., a popular 19th-century female poet, and dealt 
with contemporary constructions of her popularity. 
In the undergraduate special lecture, discussed 
Patmore’ s Angel in the House and addressed the 
actual workings of Victorian gender ideology.  In 
the introductory seminar of English Literature, read 
short novels written by Mansfield, Rhys and Lessing.  
And three core English as usual.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績

①日本近代文学
②日本近現代詩
③宮沢賢治
④文学理論 ( 特に物語論・修辞論 )

①大正期から昭和 10 年代にかけての日本文学で特に、梶井基次郎や川端康成、太宰治、谷崎潤一郎などが関
心対象。

②特に萩原朔太郎や室生犀星、草野心平、伊東静雄等の大正後半から昭和前期、また谷川俊太郎、高階紀一、
吉野弘などの現代詩。

③仏教、生命主義哲学、天文学、植物学、宝石学、進化論、音楽、美術、政治経済など幅広い視野から分析。
④物語の構造分析と情報操作、加えて対読者戦略などに基づくコミュニケーションとしての文学テクストのあ

り方。

・国際シンポジウム「詩人黄エイと多文化間アイデンティティ」
発表「黄 &#31855; と宮沢賢治」　中国重慶市四川外語学院大学　2008 年 10 月 25 日
集中講演「宮沢賢治のメッセージー天上と地上の関係式」　中国重慶市四川外語学院大学　2008 年 10 月 26
日

・論文「「十力の金剛石」と「銀河鉄道の夜」の比較分析」
「賢治研究」( 宮沢賢治研究会 )104 号 1 頁－ 13 頁　2008 年 6 月 1 日

・ビブリオグラフィー作成「宮沢賢治研究 annual」18 号　2008 年 6 月 1 日

昭和前期文学／近現代詩／宮沢賢治／文学理論／物語論
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

文学テクストは擬似コミュニケーションです。
コミュニケーションには共通の約束事があります。文法や語彙はもちろん、話題や、前提となる価値観、共

通構造 ( 典型的なパターン )、話をする目的や場所、立場、要求する基礎知識、想定読者なども考えなくては
いけません。コミュニケーションが最もうまく成立するためにはこれらの情報の共有が不可欠なのです。国語
の教材は個人が自由に読んでいい、という議論は間違いです。コミュニケーションがうまくいって ( 誤解がな
くて ) 初めて、そのメッセージや前提となっている価値観、発信した者への評価ができるのです。また文学テ
クストは一つの情報戦略でもあります。天才探偵シャーロック・ホームズ自身でなくて、親友ワトソン博士が
物語を語るという形式がとられているのはなぜか、考えたことがあるでしょうか。ホームズ自身が語っていた
ら、ホームズの変装や失踪のおもしろさはなくなってしまうでしょう。さらにこの物語の作者はワトソンでな
くてコナンドイルです。複雑な形式は情報戦略以外には考えられないのです。

最近は大学の業務が多くなかなか研究が進みません。
学生諸君の基礎知識も減ってきていますし、授業にも手間がかかるようになってきています。
私は文学テクストを擬似コミュニケーションとして位置づけ、その約束事の分析に興味があります。
今後はこの分野をさらに深めていきたいと思っています。
大学院では文学理論書を積極的に学生と読んでいます。
哲学的な理論ではなく、具体的な分析方法こそが重要だと思いますので、こうしたことに関心ある方々との

共同研究ができれば幸いです。

①近代日本文学特殊研究
②近代日本文学演習
③日本文学
④卒論指導・論文指導ゼミ
⑤大学院の演習

①主に小説を題材に、題名や人名、語り手の設定、情報操作、物語の基本構造、修辞法などを用いて、科学的
なメッセージ抽出の方法を教授している。

②演習の発表のチャート表と物語論の冊子 ( 自作 ) を参考に、昭和初期に活躍した谷崎、川端、太宰、芥川な
どの作家のテクストを分析し、新しいメッセージの抽出を試みる。

③川端康成「伊豆の踊り子」と志賀直哉「網走まで」を用いて、物語り論に基づく分析を行う。質問が書き込
まれた書き込み用紙に生徒は考察を書き込んでいく。

④卒論と修論提出に向けて通年のゼミを開催し、生徒は課題とその成果表を毎回作成しながら、論文を作成し
ていく。秋に卒論発表ゼミを開催する。博士課程の学生に向けには、文学理論の輪読と論文作成のために別
のゼミを開催している。

⑤毎年文学理論書 (08 年度はデイビット・ロッジの「小説の技巧」) に基づくレポートと、それを応用した文
学テクスト分析の二本立てで演習を行っている。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（4）件

　主に二つの研究課題で研究を行った。
(1) 多言語・多文化共生社会を切り開く日本語教育と

教員養成のあり方を探ることを研究課題として、
01 年から継続してきた基盤 B(2)( 研究代表者 ) の
最終年度に当たる 05 年度には、それまでの研究
成果を総括する研究に展開し、成果報告書を作成
した。具体的には、第一に、日本語母語話者と非
母語話者が参加し、互いが共生するための言語的
手段の獲得を目標とする共生日本語教育の特徴を
提示したこと、第二に、共生日本語教育実習を受
講した実習生の学びを質的 ･ 量的に明らかにした
こと、第三に、内省モデルに基づく実習プログラ
ムの特徴を提示したことが挙げられる。

(2) 言語少数派年少者の教科学習支援のあり方を探る
萌芽研究 ( 研究代表者 ) の開始年度にあたり、横
浜市鶴見中学の協力を得て、母語を活用し、母語
の育成と統合した教科学習支援を二人の生徒を対
象として行い、その特徴を観察した。結果、教育
課程の中で母語を活用した授業の可能性が示唆さ
れ、次年度の取り組みに向けた基盤がつくられた。

(1) establishing methodologies for Japanese language 
education and teacher-development which 
aimed at facilitating to develop multilingual/
multicultural society; 

(2) developing a system which was designed to 
support school subjects learning of linguistic 
minority children. 

　The agenda(1) was conducted as the final step of a 
five year  research project B(2) funded by JSPS, and 
the final research report was published.
　The agenda(2) was processed as the first step of 
a three year pioneer research project, also funded 
by JSPS. The project was done going the full scale 
cooperation of Tsurumi junior high school in 
Yokohama city.

・「日本語ボランティア活動を通じた民主主義の活性化―外国人と日本人双方の「自己実現」に向けて―」『日
本語教育』138, 20-29.

・「学生の主体性と教師の主導性」　『二十一世紀東北亜日本研究論文集』 　日本学研究中心編　学苑出版社 91-
95

・「運用力を養成する学習環境－中国における日本語教育の現状と課題－」　『日本語言文化研究』張威編　精華
大学出版社　372-381

・「在中国日系企業の職場における日本人管理職と中国人従業員の相互認識」『日本語教育世界大会2008予稿集』
1, 361-364.　野々口ちとせ・唐澤麻里・尹松・岡崎眸・近藤彩・杉原由美・孫愛維・張翌琳・張瑜珊・馮芳・
方英愛

共生日本語教育／年少者日本語教育／日本語教員養成
Education for symbiotic Japanese ／ Educaon for Language minority chirldren ／ JSL teachere developement
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

グローバル化に伴う社会の多言語化 ･ 多文化化の動きの中で、特にその社会で言語少数派に属する人々の言
語権 ( 母語を使う、母語を保持・育成する権利とその社会の共通言語を学び使う権利 ) は軽視され蹂躙される
という問題が深刻化しています。そこで、国内の言語少数派の人々 ( 例えば就労目的で来日する日系人や日本
人との結婚により来日するアジアからの花嫁など ) を対象として、この社会の共通言語である日本語教育を支
援する第二言語としての日本語教育のあり方が問われることになります。現状では、日本語の習得だけが強調
されることによって、日本への同化要請の道具として機能するという傾向が見られます。彼らの母語・母文化
の尊重の実現と統合される形の日本語教育のあり方が追求されなければならないと考えます。日本語教育コー
スで開講している「共生日本語教育実習」を中心にして、言語話者としての人々の全人格・生活全般を見渡す
日本語教育のあり方を学生のみなさんと一緒に追求していきたいと考えています。

一昨年度から始まった基盤研究 B( 一般 )『多文化共生社会におけるビジネス共生日本語の構築と教員養成に関
する研究』(H19-H22) で、昨年度収集したバンコクと上海における質問紙調査とインタビュー調査による資料
の分析を進める。特に、グローバル企業としての日系企業が現地でどのような企業活動をしているのか、また、
現地に派遣されている日本人駐在員及び現地労働者はどのように働き、それをどのように捉えているのかを、
働く人々の目線にたって明らかにすることを目指す。この研究には修了生 ( 留学生も含めて ) が多くが関わっ
ていることから、内外の修了生のネットワークを強化する点にも意味を持たせたい。

(1) 日本語教育コースで開講している「日本語教育実
習」を科研費研究の一環とすることで、受講生だ
けでなく、後期課程国際日本学に所属する院生も
含めて研究チームを作り、研究を進める態勢を
作った。実習生間の話し合い、実習生の内省レポー
ト、教壇実習における実習生の教授行動、参加者
の談話などを収集し分析し、研究会で口頭発表を
行い、論文にまとめる作業を行った。この態勢に
より、①自分たちの実践を対象とすることで、実
践と研究の相互交流を体験できること、②グルー
プによる研究とすることで、研究手法が先輩から
後輩に伝授され、共有されること、③修士 1 年次
にも小さい論文を 1 本仕上げられること、など
の点で、日本語教育研究者を養成することを目標
とする本コースにとって教育的意義があると考え
る。この研究への参加を通して、修士論文、博士
論文へと研究課題を育てていく院生もいる。

(2) 鶴見中学における教科学習支援に院生を参加させ
ることで、学校現場を知り、現場に直接影響力を
与えることのできる研究のあり方について考える
場を与えた。

　The educational persuie should be characterized as 
the following: (1) education pro gram for Japanese 
language teacher practicum was put through by 
being carefully designed to be integrated to a 
research project funded by JSPS .; (2) establishing a 
system in which graduate students participate in the 
school subjects learning  support system for linguistic 
minority children in Tsurumi junior high school 
designed for the graduate students participants to 
shape the field where the had the opportunity to 
identify what would be the appropriate research 
manner that could be responsive to and therefore 
influential to educational practice.
　Each of  the attendants above had chances of the 
following experiences: 1. interactions between their 
teaching practice and research conducts; 2. research 
methodologies and fine techniques,.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（1）件

　九州風土記の甲類・乙類の関係性や『日本書紀』
との前後関係については、諸説が紛糾しており、確
たる証拠の得られないまま、今日に至るまで定説が
ない。本研究は西海道風土記の仮名字母という全く
新たな観点から甲類・乙類・『日本書紀』の関係につ
いて実証的に考究した。乙類の仮名字母が上代文献
中特異である『日本書紀』のそれとの共通性が高い
ことは既に指摘されているが、本研究ではその様態
について分析した結果、乙類仮名字母が『日本書紀』
α群β群双方の仮名字母を使用していることから、
乙類書記者は『日本書紀』全般を知悉しており、『日
本書紀』以後の成立と考えられること、鼻音・鼻濁
音の区別をしないα群的用字の存在から、書記者は
中国人である可能性を窺わせることを究明した。一
方甲類については乙類の仮名字母使用の法則の残存
を思わせる用例を見出し、乙類が甲類に先行する可
能性が高いことを究明し、それらの考察を口頭によっ
て発表し、論文にまとめた。論文は現在、印刷中で
ある。 

　It was already found that Saikaido-Fudoki,or 
Kyushu-Fudoki is  divided into two forms. These two 
forms are called Kou-rui and Otsu-rui, and we have 
been not sure how Kou-rui, Otsu-rui, and Nihonsyoki 
were mutually related. There are many kinds of 
consideration about that, and none of them have 
been confirmed.
　I researched the Chinese characters used as 
“kana” in Kou-rui and Otsu-rui, and through this 
research, I found quite a new　perspective　about 
these problems. Chinese characters used as “kana” 
in Otsu-rui are similar to those of Nihonsyoki, 
and they belong to both of α-group and β
-group in Nihonsyoki. It means that Nihonsyoki 
was compiled earlier than Otsu-rui, and that Otsu-
rui saw Nihonsyoki. I also found the example of a 
Chinese character that confuses nasal and voiced-
nasal sounds, like those in α-group in Nihonsyoki. It 
means the author of Otsu-rui was probably a Chinese.
　Meanwhile about Kou-rui, I found the example 
of a Chinese caracter used as “kana” in Kou-rui that 
follows the usage of those in Otsu-rui. I showed  this 
means Kou-rui was written later than Otsu-rui, and 
was compiled referring to Otsu-rui.
　Through these considerations, I presented, in the 
Fudoki Congress, new opinions on the relations 
among Otsu-rui and Kou-rui and Nihonsyoki. These 
opinions are now being printed as a thesis.

・口頭発表　「九州風土記の甲類と乙類をめぐって」風土記研究会大会　2008 年 9 月 ( 論文印刷中『風土記研究』
33 号 )

古事記／風土記／万葉集
Kojiki ／ Fudoki ／ Manyousyu
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　『古事記』『風土記』『万葉集』など日本上代の文学は、1300 年も前に書かれたものです。古代の人々の、現
代とは大きく異なるものの考え方・感じ方がうかがえますが、それだけにかえって、現代の私たちの中に埋没
してしまっているものを、はっと気づかせてくれたりするのです。古典を学び研究することは、現代を考える
ことにつながると、私は思っています。高校の授業ではあまりなじみがないかもしれませんが、上代の作品にも、
ぜひ目を向けてみてください。新鮮な驚きと意外な共感をおぼえる新しい「自分」に、出会えると思いますよ。

　西海道風土記の甲類・乙類について、仮名字母の様態の分析をさらに進める。それを通して甲類・乙類の関
係性についての研究を深める。また実況記事の分析から甲類・乙類の時間意識を分析し、両者の関係性研究と

『出雲国風土記』との比較研究へと進展させる。

　学部では、日本古典文学史論 ( 上代 )・日本古典文
学論特殊研究 ( 上代 )・日本上代文学特殊講義Ⅱ・日
本古典文学論基礎演習Ⅰ・日本古典文学論演習 ( 上
代 )・日本文学研究指導の授業を担当した。このう
ち文学史は、記紀・風土記を中心に文学の史的展開
について講じた。特殊研究では万葉集各期の代表的
な歌を取り上げ、時期を追っての変容や歌人の特性
を考察する教育を行った。特殊講義では歴史社会的
背景のもとに万葉歌を考察する教育を行った。基礎
演習では日本文学を研究するにあたっての基礎的ト
レーニングを、演習では日本上代文学を研究するに
あたってのトレーニングを指導した。日本文学研究
指導では、学生の卒業論文作成のための指導を行っ
た。
　大学院博士前期課程では、日本上代文学表現史論
演習・日本上代文学演習の授業を担当した。前者で
は播磨国風土記の写本にもとづいての調査研究の指
導を行った。後者では、万葉集の山上憶良と大伴旅
人の歌の分析考察についての指導を行った。

Under graduate courses: Basic seminars.  History of 
ancient Japanese literature.  Advanced seminar of 
ancient Japanese literature.  Advanced lectures in 
ancient Japanese literature. Seminar of introduction 
to Japanese literature.  Seminar on Manyousyu and 
Kojiki.  Direction of research on ancient Japanese 
literature. 
Graduate courses: Advanced seminar on history 
of ancient Japanese writings.  Analysis about 
Harimanokuni-Fudoki.Reading of papers about songs 
of Yamanoue-no-Okura and Otomo-no-Tabito.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（12）件

　日本近代文学、とくに女性表現を研究対象とし、
ジェンダーの視点から研究している。
　近年の関心は、女性表現と国民国家の共謀関係に
おける感傷の規制の解明である。
　同様の関心から、現代サブカルチャーについても
研究をすすめている。

　My specialization is about Japanese women’ s 
wrinting. Especially I study from the view point of 
gender.
　Recently I focus on the system of sentimentalism 
in the conspired relationship between women’ s 
literature and the nation state.
　I study about the problem of contemporary 
subculture samely.

・「女性作家・樋口一葉と〈われ〉の生成―詠歌行為の視座から―」(「文学」第 9 巻第 4 号、平成 20 年 7・8
月号、pp61-73)

・「私たちの居場所―氷室冴子論」( 菅聡子編『〈少女小説〉ワンダーランド』明治書院、平成 20 年 7 月、
pp75-85)

・「〈スキャンダル〉としての女　遠藤周作文学における女性像をめぐるささやかなノート」(「敍説」平成 20
年 12 月 28 日、pp22-30)

・「ヒモと〈女〉と―荷風小説の夢のあと」(「文学」第 10 巻第 2 号、平成 21 年 3・4 月号、pp50-60)
・「柳原白蓮の〈昭和〉」(「お茶の水女子大学　人文科学研究」第 5 巻、平成 21 年 3 月、pp1-12)

日本近代文学／ジェンダー／メディア／サブカルチャー
Modern Japanese Literature ／ Gender ／ Media ／ Subculture
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　文学研究は、ともすれば現実社会とコミットしていないと考えられがちだが、それは誤りである。私たちは、
つねに「物語」のなかを生き、ときに、より「大きな物語」による抑圧を受ける。そのような抑圧にあらがう
ために、私たちは「物語」自身のみならず、その「物語」を発信・受容するシステムや、「物語」のコンテク
ストを読み解く力を持たなければならない。そのような広い意味でのリテラシーを得ることができるのは、文
学研究の分野である。そもそも、現在の私たちをとりまき脅かす「大きな物語」の原型は、すべて過去にすで
に語られたものなのだ。そのようなアクチュアルな学問の形として、文学研究はある。

女性文学と国民国家との連関について、継続的に研究をすすめる。
さらに、そこからの展開として、女性読者研究に焦点をしぼり、時代と女性の欲望の交差や、テクストと読者
間の interaction について研究していく予定である。

学部では、近代日本文学史等、基本的文学研究関連の授業に加え、ジェンダーの視点から、従来の作品評価
の再検討を行い、学生が新しい視野を拓くことができるよう、授業を展開している。

大学院では、研究の最先端の問題意識を共有し、それを自らの個別研究に生かすことができるよう、ゼミを
中心に授業を展開している。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（4）件

　2008 年度は、文部科学省科学研究費基盤研究 (B)「身分感覚の比較史的研究」の初年度であったこともあり、
身分関係の研究を中心に行った。2007 年に台湾の学会で行った報告「明代的応考資格与身分感覚」が出版さ
れたほか、関連の社会史関係では、日本と中国の社会団体研究を史学史的に評論した「動乱と自治」を出版した。
　経済史関係では、清朝の経済政策に関して近年アメリカで出版された 2 冊の著書について英文書評を出版し、
また明清史研究合宿 (2008 年 8 月、出雲市 ) において明清時代の銀流通と市場構造に関する報告を行った。
　民事法関係では、東洋文庫での共同研究の成果として、近年の明清契約文書研究に関する動向論文を発表し
た。

・「明代的応考資格与身分感覚」黄寛重主編『基調与変奏』1、国立政治大学歴史学系他、2008 年、257-281 頁。
・「動乱と自治―日中歴史イメージの交錯」村井章介編『人のつながりの中世』山川出版社、2008 年、214-238 頁。
・"New Studies on Statecraft in Mid- and Late-Qing Intellectuals and their debates on Economic Policies," in 

International Journal of Asian Studies, Vol.6, No.1, 2009, pp.87-102.
・「明清契約文書研究の動向―1990 年代以降を中心に」大島立子編『前近代中国の法と社会―成果と課題』東

洋文庫、2009 年、3-22 頁。

明清史／市場／契約／身分／近世
Ming-Qing history ／ market ／ contract ／ social status ／ early modern
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　歴史学の面白さは、人間社会の多様なあり方に触れて「こんな社会もあるんだ」と驚くこと、そして、自分
の目で史料を読み、自分の頭で考えることを通じ、そうした社会を単に異様な社会としてではなく人間の生き
る一つのあり方として感じ取ること、にあると思います。それは皆さんが今後、広い世界で様々なことに興味
をもって生きていく上で、きっと役に立つ訓練となるでしょう。

　科学研究費などの共同研究にいくつか参加しているので、当面それらに即して研究を行う。

学部では、東洋史概説、東洋史講読のほか、特殊講義と演習を担当した。特殊講義では、「中国の社会メタ
ファー」と題し、伝統中国の人々自身が自らの社会をどのようなメタファーを用いて捉えていたのか、及び外
国人がどのようなメタファーを用いて中国社会を捉えたのか、を論じた。演習では、前期は顧炎武の『日知録』、
後期は林耀華の The Golden Wing を講読した。

大学院では、演習を担当し、出席者による研究報告や書評及び討論を通じて、アジア史研究の方法を考究した。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（11）件

　19 世紀における世界システムのサブシステムとしての不平等条約体制について、不平等といわれてきた諸
条件について再検討し、東アジアに対する植民地化の意図が欧米には存在しなかったことを明らかにした。
　また、日本における世界遺産候補の選定に関与した。

・編著『日本近現代史』放送大学教育振興会、全 220 ページ
・共著『日本の歴史と社会』放送大学教育振興会、全 265 ページ、執筆部分 171 ～ 195 ページ
・単著『湘南の風景』茅ヶ崎市、50 ページ
・編著『回想の湘南』藤沢市、180 ページ
・論文「足尾銅山に対する第三回鉱毒予防工事命令の再検討」(『日光市文化財調査報告第一集・足尾銅山跡調

査報告書』49 ～ 71 ページ

近代化／不平等条約／産業遺産／企業史料
MODERNANIZATION ／ UN-EQUAL TREATY SYSTEM ／ INDUSTRIAL HERITAGE ／ BUSINESS ARCHIVES
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　世界のなかで、より活動的かつ人間的に生きていくためには、ひとつの立場にとらわれないで、世界を多面
的かつ全体的にみることのできる教養と広い視野をもつことが絶対に必要です。
　さまざまな文化や歴史、社会をとらわれない目で見、理解し、行動するためには、歴史学の複眼的視点はと
ても役に立ちます。世界遺産なども、人類史という視点から、自国の文化財を見直す良いきっかけとなります。
　大学という自由で活気に満ちた環境のなかで、21 世紀を切り開く人材へと自己成長するためにも、ぜひ大
学で、新しい歴史学に触れ、感動してほしいと思います。

日本の近代化を主導した明治期の大久保利通に関す政策史的な視点からの総合的研究。従来積み重ねてきた
研究をまとめることで可能となると思われる。
　世界遺産候補の物件の価値に関する歴史学的検証を含む世界遺産候補の総合的研究については、共同研究を
すでに実施しており、今後も継続する予定。

学部生に対しては、日本近代史に関する特殊講義、および演習、近代都市形成に関する概説。近代史料の解
読についての講読。大学院生に対しては、修士論文、博士論文の作成指導。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（5）件

　作曲の実践的研究。及び、現代の芸術音楽の美学的、
理論的研究。

　Composit ion, and aesthetics and theory of 
contemporary music.

・8 楽器のための≪杣径≫（アンサンブル・ルシェルシュ [ ドイツ ] 委嘱作品）
・12 楽器のための≪表面、奥行き、色彩≫（アイヴズ・アンサンブル [ オランダ ] 委嘱作品）
・ピアノのための≪長短賦≫（井上郷子委嘱作品）

作曲／音楽理論
Composition ／ Music Theory
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　音楽の実技だけでなく、理論的 ･ 思想的な観点から音楽学習を深めることができます。

作曲の指導。音楽理論及び音楽実践の基礎的な能
力開発のためのトレーニング。音楽形式、及び、そ
の美学的背景を音楽史な視点から論じる。

　Composition. Basic training in music theory. 
Lecture on musical form and its aesthetic background 
in historical context.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（7）件

　従来、「言語と文化とコミュニケーションの関わり」
を研究課題としているが、2008 年度もそうした研究
を進めるとともに、その成果を報告書、学会発表な
どによって公開した。2008 年度における重要な仕事
には、附属学校園との連携による日本学術振興会科
学研究費補助金（基盤研究Ｂ）の「多文化社会にお
ける幼児から大学生までのコミュニケーション能力
育成モデルの開発」プロジェクトがある。2008 年度
は 3 年間にわたるこの研究の最終年度にあたり、報
告書をまとめた。その成果を台湾における講演や釜
山の日本語教育学会世界大会などにおいて、広く公
開した。

　My current research is primarily concerned with 
the disciplines of discourse analysis.  I am concerned 
to explain the characteristics of the Japanese written 
and spoken discourses.
　In the academic year 2005, the main focus of 
attention of my research was set on the interaction 
of individuals in the experimental multi-participants’ 
discussion situations in order to analyze how they 
negotiate and reach an agreement.

・佐々木泰子（研究代表者）（2009.3）多文化共生社会における幼児から大学生までのコミュニケーション能
力育成モデルの開発　平成 18 ～ 20 年度科学研究費補助金（基盤研究（B））　研究成果報告書　全 325 ペー
ジ

・佐々木泰子（2008.5）「談話分析の日本語教育への応用の可能性」台湾大学（台湾・台北）（『2008 年台大日
本語文創新國際学術研討会論文集』29-42）

・佐々木泰子（2008.7）「接触場面における体験談の終結部に関する一考察－評価表現とあいづちに着目して－」
日本語教育国際研究大会 釜山外国語大学（韓国・釜山

・佐々木泰子（共）（2008.9）「破格文から見たスピーチの発話の特徴」社会言語科学会第 22 回大会 , 愛知大学（愛
知県・豊橋市）（『社会言語科学会第 22 回発表論文集』,  102-105）

・佐々木泰子（共）（2009.3）「留学生の話し合い場面に見られる文末表現の特徴」 Association of Teachers of 
Japanese Seminar （USA・Chicago）

コミュニケーション／談話分析／会話分析／相互行為／多人数会話

 氏名： 佐々木　泰子（SASAKI Yasuko）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系　
 職名： 教授
 学位： 文学修士（1978　お茶の水女子大学）／人文科学修士（1993　お茶の水女子大学）
 専門分野： 日本語教育、日本語学
 URL： http://jsl2.li.ocha.ac.jp/kyookanHP/sasa.html ／ http://yasukosasaki.jp/
 E-mail： sasaki.yasuko@cc.ocha.ac.jp



43

　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

日本社会の多文化化に伴い、私達はコミュニケーションスタイルの異なる人たちとコミュニケーションをす
る機会が今後ますます増えていくことが予想されます。そのような社会にあって言語の果たす役割はこれまで
以上に重要になると言えるでしょう。
 　また私たちのコミュニケーションには対面の会話だけではなく、電話による会話、携帯メールやインター
ネットを媒介としたチャットなど様々な手段が考えられます。皆さん自身や周りの人たちの言語行動を分析す
ることを通して、言語を用いて私たちはどのようにコミュニケーションを成し遂げているのか、それらは文化
背景の違いによって異なるのかなどについて一緒に考えてみませんか。

　同一文化内のコミュニケーションだけでなく異文化間のコミュニケーションの実態を明らかにすることを通
して、多文化共生社会に資するコミュニケーションのあり方についての考察を行う。対象を 2 者間の会話のみ
でなく今後ますます社会的要請が期待される多人数による会話において合意の形成がどのように行われるのか
について、同文化間、異文化間、それぞれの特徴を明らかにし、その成果を幼児から大学生までのコミュニケー
ション能力の発達モデルの開発、大学での学習を支える日本語表現能力育成カリキュラムの開発に反映するこ
とを目指す。

【学部】
留学生を対象とした授業では、新聞記事を取り上
げ、現在の日本に関する知識を得るとともに、多
様なメディアの文章を批判的に読む力の習得をめ
ざした。また日本語日本文化研修留学生を対象と
するクラスでは、1 年間の研修のまとめとして修了
レポートを書くという課題をプロジェクトワーク
を通して達成する。
日本語教育基礎コースの授業では、将来日本語教師
を目指す学生を対象に、日本語を母語とする人と
日本語を母語としない人のより良いコミュニケー
ション場面をデザインする方法について実践を通
して学ぶ。

【大学院】
大学院生を対象としたクラスでは、談話分析・会
話分析について実際にデータの収集・記述を通し
て学びつつ、文献講読を通して談話分析・会話分
析への理解を深める。指導学生のテーマは例えば、
会話における話題転換の中日対照研究や発話の分
りにくさについての研究など。2008 年 3 月、1 名
が学位を取得した。

In the undergraduate program, I taught a Japanese 
language classes for foreign students and a teachers’ 
training course of Japanese as a second language.  
My classes were designed to develop the ability of 
the interaction with multicultural participants.
   In the graduate program, I taught the methodology 
of discourse analysis and conversation analysis.  
Based on the alternative methods, students were 
asked to describe their interactions with their 
friends and neighbors and to investigate how people 
negotiate and reach an agreement.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績

　I have been continuing my research into second language writing assessment、 having finally published my 
article in Language Testing. I am also using many-facet Rasch analysis to analyze the graduation thesis ratings 
carried on by the English department、 and plan to present on my results at the PROMS conference in Hong 
Kong in July 2009. I am also using Rasch analysis to investigate a vocabulary test which I developed for my 
English composition course for English majors. I also helped organize the Pacific Rim Objective Measurement 
Symposium (PROMS) 2008, which was successfully held at Ochanomizu University from July 31 to August 3, 
2008.

・"Rater bias patterns in an EFL writing assessment" Language Testing, 25:4, 2008.

Second language writing teaching and assessment ／ Many-facet Rasch analysis
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　This is an exciting time to be studying English as well as other foreign languages. I hope you can experience 
the joy of learning to speak another language. If you decide to major in English or another language, I want 
you to be aware that there are so many aspects and areas in the field of language studies, and I’ m sure you 
can find something that will capture your interest.

I will attend the Pacific Rim Objective Measurement Symposium in Hong Kong in July 2009 to present on 
my research into differential rater functioning, using data collected from an analysis of the English department 
ratings of graduation theses over three years. I am also using Rasch analysis to investigate the validity and 
reliability of a self-developed vocabulary test for English majors studying English composition.

I am advising two doctoral students, who are researching second language writing acquisition and corpus 
linguistics respectively. I also carry a full teaching load, helping undergraduate students to develop their skills 
in English speaking, listening, reading, and writing.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績

　2008 年度は、自治医科大学の渡辺英寿教授（脳神経外科学）と共同で、近赤外線光トポグラフィを用いて
舞踊行動中の脳活動の計測を行った。具体的には、舞踊をみる、踊る（①観客なしで②観客の前で）、イメー
ジする（①動きだけを②舞台で踊る自分を）時の、3 大関心領域の脳活動（① FC：前頭葉の正中部② FT: 前頭
側頭部③ M: 運動野とその前部）を計測し、それぞれの舞踊行動時の脳活動の特性をみ、舞踊学会でその成果
を発表した。
　また、財団法人理工学振興会から奨学寄附金を得て、東京工業大学三宅准教授、オムロンのスタッフ他と舞
踊における身体知及び歩行に関する研究に着手した。

・「近赤外線光トポグラフィを用いた舞踊行動中の脳機能計測」舞踊学会第 60 回大会

舞踊運動の体感／舞踊行動時の脳活動／感性的コミュニケーション
bodily sensation of dance movement ／ brain function measurement of dance behavior ／
Kansei communication
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

本学の舞踊教育学コースは、日本の国立大学法人で舞踊教育学を専門に学ぶことのできる唯一のコースです。
舞踊に関する様々な知識と舞踊実技をバランスよく学びます。舞踊に対する知識が、舞踊創作や鑑賞の力を養
い、また自らの舞踊経験が、舞踊に対する学問的なまなざしを拓きます。

受験生はきっと「上手くなりたい」という強い思いをもっていると思います。しかし、上手くなるには創る
技術・踊る技術だけを追うのではなく、「なぜ、上手くなりたいのか」「上手くなるとはどういうことなのか」
という疑問を持つことが大切です。そのことを考えていくプロセスは、自分自身の向上のみならず、将来、指
導者として指導する際の手がかりを得ていく過程でもあります。
　創り・踊りつつ、自分の舞踊活動に問いを立てそのこたえを探求する、そして、その探求が次の創作への力
となる、このダイナミックな循環、この醍醐味を体感しませんか。

1、脳科学者と共同で舞踊と脳科学に関する研究に着手した。例えば、舞踊創作中の脳はどのような働きをし
ているのか、舞踊専門家と一般人では舞踊鑑賞時の脳の働きに違いがみられるのか等、これまでの研究で
取組んできた舞踊の特性に脳科学からアプローチする。

2、自己理解・他者理解としての舞踊の特質を、体感・鏡像・場といった概念によって考察し、そこから舞踊教育、
ダンスセラピーなどの指導における臨床的な舞踊の実践的研究について精神医学者と共同で著書を執筆す
る。

3、工学者と共同で、舞踊における身体知、及び歩行に関する実験を開始している。
4、継続的に研究を進めている舞踊運動の体感について、「異文化理解」という視点を持ち込み、科研費を得て

「創造的身体表現活動による態度変容と異文化理解―文化に固有な舞踊運動の体感を通して」を、韓国芸術
大学の舞踊学教授の協力を得て、3 年計画で実施する。

学部教育：
「劇場舞踊論」「劇場舞踊論実験演習　」では、劇
場舞踊がそれぞれの時代の社会事象を背景として
他の芸術とどのような関わりを持ち，その中で舞
踊は何を発信し，どのように受け止められてきた
かを解説した。その上で，現代に生きる学生自身が，
時代状況を把握し，人間と舞踊の関わりを多角的
に捉え，様々な方法で舞踊にアプローチすること
が可能になるように、演習では、舞踊をめぐるキー
ワード（身体・感性・イメージ・創造性・コミュニケー
ションなど）を取り上げた。また「舞踊教育法実習
中等教育」では、創作ダンスの指導力とは何かを
理解し、指導力を身につけるために、数人のグルー
プに分かれて言葉かけの実習に力を入れた。また
毎時間の授業記録を求めた。その結果、授業記録
から、自らが創って踊る力を指導にどのように生
かしていけばよいのかを考える態度が養われてい
ることがうかがわれた。

大学院教育：
大学院前期課程 2 名、後期課程 3 名の院生を指導し、
修士論文の指導を担当した。

Undergraduate Teaching.   
Initially, I taught two classes: “Study of Theater 
Dance” and “Seminar. Study of Theater Dance.” 
The students were presented a general overview 
concerning the prehistory and history of Theater 
Dance. My teachings explained how theater dance 
had been related to other arts, pointing to the 
background of social phenomena in each period, 
what messages dance had conveyed, and how they 
had been taken in relation to the other arts. In my 
seminar I gave lectures based on the following 
key words: body, Kansei, image, creativity, and 
communication.  This was done in order for students 
to better grasp their current situation, to study the 
relation between humans and dance from all angles, 
and to be able to view dance from a variety of 
perspectives.
Additionally, I taught the class “Teaching Method in 
Dance Education.”  Here I placed emphasis on the 
practice of how to address dividing a few students 
into groups, so that students could understand 
what leadership is like, and how they can acquire 
leadership qualities.  I required students to record all 
my classes. and as a result, I could see the students 
develop a stronger attitude by trying to make use of 
their own creative dancing ability.
Graduate Teaching.
I taught 5 graduate students (one belongs to master 
course, two belong to doctoral course.  My only 
involvement consisted of teaching one master thesis.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（1）件

　平成 15 年度（社）全国大学体育連合に設けられた『FD 推進校表彰制度』に応募し審査の結果「FD 推進校」
を受賞した。本学 HP にも「本学が開設する授業科目「コア科目－スポーツ健康」、およびそれらを担当する
舞踊教育学コースの取り組みが、（社）全国大学体育連合により、大学体育の発展・充実において優秀な取り
組みとして評価され、平成 20 年度大学体育 FD 推進校として表彰されることとなりました。」と掲載された。
　平成元年から継続して実施している体力測定に基づいた、体力を高める授業改善に向けた授業研究に対して
評価してもらったと考えている。

・杉山進　大学体育自己点検・評価報告書　（社）全国大学体育連合

大学体育／スポーツ教育／身体知／運動技能／スポーツ哲学
Physical Education in University ／ Sport Education ／ Wisdom of Body ／ Motor Skill ／ Sport Philosophy
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

お茶の水女子大学は、女子高等師範学校としての伝統から、今でも女性の教師を輩出してきています。舞踊
教育学コースにおいても、女性の体育教師の養成機関としては日本で最も長い歴史をもっており、多くの優れ
た卒業生が体育界で活躍しています。
　舞踊教育学コースの名称から、すぐには体育教育と結びつかないかもしれませんが、体育の中で最も女性の
資質が活かされる領域に特化したコースが、この舞踊教育学コースです。
　日本の教育現場は改革続きです。学校だけでなく、教師、生徒、親、行政と問題は山積みのようですが、舞
踊やスポーツを通じて、大きく社会貢献のできる分野です。本学は教育関連の広い分野に渡って勉学ができま
す。舞踊はもちろんですが、運動好きで、女子生徒が憧れる女性体育教師を目指す女性に期待します。

今年度は、スポーツ健康実習（前期）の共通フィトネス授業の成果に関する調査研究をまとめて「大学体育
学」に投稿する予定である。学生の体力増強に、授業の成果が見られるかどうか統計的に調査研究を試みよう
とするものである。
　体育科教育及びスポーツ哲学に関する研究としては、体育科で養成しようと目指す知としての「身体知」とは、
どのようなものかについて、人間諸科学の様々な分野から改めて検討する必要があると考えている。

　コアのスポーツ健康実習の授業を 4 コマ（前 2、後 2）、専門科目を 4 コマ（前 2、後 2）、大学院前期授業
を 1 コマ、学部ゼミ（卒論指導）と院ゼミ（修論指導）を担当した。卒論指導学生は進学し、院前期学生は修
論を提出修了した。
　スポーツ健康実習等の実技授業の内容と指導方法の改善に努めた。今後はさらに用具、教材を工夫し学生の
授業への積極的参加を促してゆく。
　専門科目では、体育教師への関心を深めるべく、保健体育科教育法 I に関連して、附属中高校に 3 年前から
授業参観を依頼し、成果を挙げている。
　学生の課外活動支援に関しては、本学の運動部活動が部員確保に大変苦労していて活動自体も低調になって
いることを憂慮して、運動部代表学生の一緒になって、その対策について協議してきている。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績

　平成 19・20・21 年度の科学研究費補助金交付（研
究代表者）を受けた研究「言語行動としての広義引
用表現の研究」について、談話収録、データベース
の構築を行い、データの分析を進めた。
　また、いくつかの文学作品について、文章・談話
分析の視点からの研究に着手した。
　加えて、これまでの研究成果を授業に生かすべく、
大学院用の教科書（文章・談話研究）の編集作業を行っ
た。2009 年 7 月にひつじ書房より刊行予定。

　I made the sample col lect ion of Japanese 
conversation to study the expression of variety of 
the quotations in the conversation under the support 
of Grant-in-Aid for Scientific Research for JFY 2007, 
2008 and 2009 as the Principal Investigator.I 
analized the data.
　I initiated to study literary works from the view 
point of text analysis and discourse analysis.
　I edited a textbook on the study of Japanese 
discourse analysis.

・『ここからはじまる文章・談話』ひつじ書房（共著）
・「書評：馬場俊臣著『日本語の連接表現―指示・反復・省略』」『日本語の研究』4-4 pp.95-102

日本語文章論／日本語会話分析／日本語の文章・文体／ことばとジェンダー
Text analysis ／ Conversation analysis ／ Discourse and style ／ Japanese language and gender
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

日本語のなりたちや日常会話の談話分析的研究、文章・談話・文体に興味のある方は、是非受験をなさってく
ださい。

【将来の研究計画・研究の展望】
科学研究費による研究「言語研究としての広義引用表現の研究」について分析を進める。実際の談話を収録
し分析することで、引用形式に導かれなくとも談話の中で引用表現とみられる表現を体系的にとらえ、その
多様性を示す。また、談話研究を行う大学生・大学院生向けに専門的な事項を取り上げ詳説したガイドブッ
クを作成。2009 年度に出版予定。

【共同研究の可能性】
メディア間のインターテクスチュアリティについて。たとえば、絵画・音楽・映画・文学等のテクスト間の
相互参照性について考えてみたい。

【学部教育】
日本語構造論概論、日本語構造論特殊研究、日本
語構造論演習、基礎ゼミ、コア日本語論の授業を
行った。また 7 名のゼミ生に対して卒業論文の指
導を行った。

【大学院教育】
日本語表現分析論および演習を修士課程・博士課
程の学生に対して行った（修士論文の指導が 4 名、
博士論文の副査が 4 名）。また、指導中の留学生の
出身国は 4 カ国（タイ・台湾・韓国・ロシア）に
および、日本語と母語との対照言語学的な研究を
指導。なお、指導中の博士課程の学生 1 名は、財
団法人博報児童教育振興会より、第 2 回「博報『こ
とばと文化・教育』研究助成」優秀賞を受けた。

【その他】
・ミネソタ大学 ポリーザトラウスキー氏を招き、

談話分析について勉強会を開催。
・比較日本学教育研究センター主催のコンソーシア

ム（12/15 ～ 17）日本語部会（12/15）を院生
と協力して準備・運営。

・ロンドン大学 SOAS との共同ゼミに参加。（3/17
～ 21）

・博士論文審査委員会副査 2 回、博士後期課程主指
導 4 名、博士後期課程副指導 6 名

【Under graduate Course】
・Introduction to studies in Japanese language
・Introductory seminar
・Seminar of Japanese text/discourse analysis
・Lecture on Japanese idiolect and literary 

pragmatics
【Graduate Course】

・Methodology of study of text/discourse analysis
・Seminar of theory of text/discourse analysis

【Other Activities】
・I organized a meeting on the latest study of the 

conversation analysis for graduate students 
by inviting Professor  Polly Szatrowski of the 
University of Minnesota.(1/26)

・I set up the fifth consortium with graduate 
students under the support of Center for 
Comparative Japanese Studies.(12/15-17）

・I participated in the joint seminar at the 
University of London SOAS.(3/16-20) I presented 
the study of “The Description of Otohime in 
Modern Literature” . And I also joined the 
discussion of Japanology.

・I served as a member of two thesis evaluation 
committee.

・I supervised ten graduate students,four as a main 
superviser,six as a sub superviser.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（4）件

　日本思想を極東の特殊な思想として理解するのではなく、これを手掛かりとして人間の普遍的な倫理そのも
のを考察する ｡ 主とする専門領域は、江戸時代の思想・文化、特に儒教であるが、古代（神道）・中世（仏教）
をも視野に入れながら日本思想全体を概観して研究する。また現代の倫理の問題（人倫＝人間関係）に関しても、
特に超越的な存在（神・仏・天など）や他界の観点を考慮しつつ、心（理性）に対する身体（感情）の問題と
して再考する。
　A 個別研究（モノグラフ）としては、1 儒教関係（この研究の一部は「比較日本学研究センター」のプロジェ
クトである）、2 儒教以外の研究（仏教・武士道・演劇など）、3 道徳教育関係があり、また B 方法論の分野の
研究もある。

・「「思想史」とは何か－「日本倫理思想史」に関する方法論的反省」『日本史学年次別論文集　2005（平成 17）年』
学術文献刊行会・朋文出版、2008 年 5 月、pp．494-487

・「なぜ今、「基本的な生活習慣」の育成か」『道徳と特別活動』Vol.25 No.47 月号、文溪堂、2008 年 6 月、
pp.4-7

・「日本儒教の特徴」『お茶の水女子大学大学院教育改革支援プログラム「日本文化研究の国際的情報伝達スキ
ルの育成」平成 20 年度　活動報告書　海外教育派遣事業編』2009 年 3 月、　pp.187-204

・「神道における「食」」『お茶の水女子大学大学院教育改革支援プログラム「日本文化研究の国際的情報伝達ス
キルの育成」平成 20 年度　活動報告書　学内教育事業編』2009 年 3 月、pp.310-315

倫理学／日本倫理思想史／道徳教育／感情／普遍性と特殊性
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　授業においては、テキスト（資料）を正確に読みとる訓練と相互の討論をとおして、資料の意味、著者が何
を考えていたかを時間をかけて考えたいと思います。今日さまざまな政治問題・社会問題が日々の TV、新聞
等マスメディアによって伝えられていますが、重要なことは結局、自分自身がどのようにこれらの情報を受け
とめるかということです。膨大な情報の中から、正確なものを選択し、自身の行為に結び付けていく必要があ
ります。テキスト（資料・情報）を正確に判断する責任は個々人にあります。そのように判断する訓練をします。

　日本思想は、インド・中国など外来思想の強い影響を受け、独自なものは少ないと思われているが、実際は
きわめて洗練された多様な内容を含み、西洋思想にも匹敵する普遍性を持っている。今日海外との文化交流は、
能・歌舞伎・茶道だけではなく文学・演劇・美術など高度に専門的な学問分野においても活発である。今後重
要な研究の方向として、「比較日本学教育研究センター」の研究プロジェクトなどを通して海外の研究者との
共同研究を進めながら、日本思想が特殊であるとする誤解を是正し、正確な思想・文化を発信する必要がある。

学生に対する教育内容は、主として「講義」と「ゼミ」である。「講義」は教員が中心となる授業であり、「ゼ
ミ」においては学生が中心となってレポートをする。教育の意図は、学生の主体的な問題意識を育成するとい
うことであるが、「講義」の現状においてその趣旨はよく理解されており、「ゼミ」においても活溌な議論がな
されていることから、期待どおりに機能していると判断している。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績

　2004 年度から交付を受けている文部科学省科学研
究費補助金（特定領域研究）による「わが国の火山
噴火罹災地における生活・文化環境の復元」の研究
をすすめた。平成 19 年度までの研究成果に基づき、
今年度は敷領遺跡内の別地点についての発掘調査を
行い、874 年の開聞岳の噴火によって埋もれた当該
地域の土地利用及び生活環境の復元に関するデータ
の収集を行った。発掘調査地点は小字名をとって中
敷領地点とし、検出した遺構は 9 世紀後半の噴火に
よる降灰で放棄された建物跡で、これにより、当時
の人々の生産の場と生活の場の違いを明らかにでき
た。またこの建物の周辺には火山灰の厚い堆積がな
く、住民たちによって火山灰の除去などある程度の
復旧作業が行われたことがうかがわれる。また、関
連する調査として、昨年調査した東京都三宅島のコ
コマ遺跡の発掘調査報告書を作成した。関連資料収
集のため、イタリア・ニュージーランド・アメリカ
に赴いた。
　学芸員養成のために必要な科目の構成や内容の検
討も行っている。

　I pushed forward a study of “the reconstruction 
of life / the culture environment in the volcanic 
eruption affliction place of our country” by the grant-
in-aid scientific research which caught from 2004. 
I performed the excavation about the other spot in 
　the site of Shikiryo this year based on results of 
research until 2007, collected data about the land 
use of the area buried by eruption of Mt. Kaimondake 
of 874 concerned and the reconstruction of the 
living environment. The excavation spot assumed 
Nakashikiryo point after subsection name, and the 
remains of an ancient structure which I detected 
were able to clarify the difference of a place of the 
production of then people and the place of the life by 
this with a building trace abandoned by a fall of ash 
by the eruption in the latter half in the ninth century. 
In addition, there is not the thick sedimentation 
of volcanic ashes, and it is indicated around this 
building that some the removal of volcanic ashes 
repair work was performed by inhabitants. 
　For allied document collection, I proceeded to Italy 
,New Zealand ,and U.S.A. 
　I perform the constitution of a necessary subject 
and the examination of contents for the curator 
training.

・鷹野光行編『鹿児島県指宿市敷領遺跡 ( 中敷領地点 ) の調査』文部科学省科学研究費補助金特定領域研究 ｢
わが国の火山噴火罹災地における生活・文化環境の復元 ｣ による発掘調査報告書　2009.3

・「学芸員養成科目－なぜこのような構成なのか」お茶の水女子大学博物館実習報告 24　2009.2
・鷹野光行編『東京都三宅島ココマ遺跡発掘調査報告書』2009.3
・｢ 前浦式土器 ｣『総覧縄文土器』アムプロモーション　2008.6

考古学／博物館学
archaeology ／ museology
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　大学では高校までにはなかったさまざまの分野の研究／教育がおこなわれます。また学芸員をはじめとして
各種の資格／免許が大学の学修によって得られます。新しい分野に好奇心を持って、チャレンジしていって欲
しい。

科学研究費の特定領域研究があと 1 年で終了するので、ここ数年、その研究結果をきちんとまとめることが
必要である。
　また、学芸員の養成の在り方が平成 24 年度から必修単位数が 19 単位となるので、それへの対応を考えな
ければならない。

[ 学部 ]
1. 博物館実習 : 実習履習者 21 名について、学内実習、実務実習、見学実習を実施。
2. 博物館学概論：博物館の目的と機能、歴史と現状、博物館倫理、博物館関係法規について講義した。
3. 博物館資料特殊講義 : 博物館活動の根幹をなす資料の取り扱いについての講義。
4. 考古学通論 1/2: 考古学の定義、研究法、など縄紋時代を題材として講義した。
5. 社会教育特講 3: 文化財の保護について、歴史、制度、外国の状況、埋蔵文化財の諸問題を講義した。

[ 大学院 ]
1. 博物館教育論：博物館の教育活動に関する実態調査を博物館の年報を利用して行った。
2. 文化マネージメント論演習：受講生による展示会開催を目標として , 展示プラン作成を競作し、最終的に

｢ 百万ドルの世界旅行 ｣ と題する、展示を歴史資料館を使用して実施した。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（11）件

「暴力」の形態の変容を、表象分析と理論追及の両
方面から、ジェンダーおよび主体構築にからめて分
析・考察した。具体的に扱ったテーマは以下。
① まなざしと生（死）政治（ソウル国際映画祭のシ

ンポジウム）
②民主主義と日米関係にかかわる友愛の表象（レイ・

チョウへの応答）
③現代映画におけるサド - マゾキズムの表象とまなざ

し（韓国、梨花女子大学講演）
④ネグリのマルチチュードの概念とジェンダー体制
⑤アメリカ社会における反知性主義とジェンダー・

レトリック
⑥戦争の世紀のフェミニズム
⑦言語と法—人間の領域
⑧スピヴァクとバトラーのグローバル化についての

議論の翻訳と解題
⑨市民・欲望・暴力について
⑩精神分析とジェンダー史学の関係など

Re-examination of the deployment of violence in 
theoretical and literary terms.  The following are the 
topics I dealt with in my articles and speeches during 
the 2008 academic year. 
1. Gaze and bio-death politics (speech at a conference 

at the Seoul International Film Festival). 
2. The Japan-US fraternity, democracy and gender 

issues represented in Kurosawa’ s films (response 
to Rey Chow et al. at NASSS, 2008). 

3. Sado-masochism and gaze in contemporary films 
(lecture at Ehwa Womans Univ. in Seoul)

4. Antonio Negri’ s “multitude” and the gender 
regime

5. Gender rhetoric and anti-intellectualism in 
American society

6. Feminism in the “Century of Wars.”
7. Language and the Law: the human domain 

(conversation with Y. Kimori, H. Ichinokawa, and K. 
Moriya)

8. Translation of and Introduction to Who Sings an 
Anthem? by Judith Butler and Gayatri Spivak 

9. Citizenship, desire, and violence
10. Psychoanalysis and gender history, etc. 

・ Kazuko Takemura, "Gaze and Bio-Death Politics," Women’ s Bodies in the Age of Bio-Tech. Seoul, Korea: 
International Women’ s Film Festival in Seoul, 2008, pp. 69-79 (in English) & pp. 80-89 (in Korean).

・ Kazuko Takemura, "Foreigness and Friendship: American Studies and Gender Studies---Response to R. Chow, 
M. Mastanduno & J. Lee," Nanzan Review of American Studies Journal, no.30, pp.63-73.

・ 竹村和子「ジェンダー・レトリックと反知性主義」『反知性主義の帝国―アメリカ・文学・精神史』（巽孝之編）
南雲堂、2008 年、117-210 頁および 291-95 頁 .

・ 竹村和子「精神分析」『ジェンダー史学』4 号、57 － 62 頁、2008 年
・ 竹村和子／小森陽一／市野川容孝／守中高明「言語と法、人間の領域―正義はどこにあるのか」『壊れゆく

世界と時代の課題』岩波書店、2008 年、145-86 頁

表象／暴力／ジェンダー／批評理論／文化研究
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

いつも人は、「前例のない時代」を生きています。今まで「当たり前」だった事柄が、当たり前ではなくな
るのです。けれども現代は、とくに世界全体が大きく様変わりしようとしているときです。国境を超えて人や 
モノやマネーや情報が動き、人の身体のパーツも徐々に変換可能・変更可能になっていき、わたしたちが得る 
情報も電子テクノロジーを介して一挙に拡大・変質していますね。このような、歴史の転換期にこそ、人が本 
当に自由に、平等に、幸福に生きていけるような知恵を養うことが必要です。 
　世界では教育を受けられない人たちが、残念ながらたくさんいます。高等教育はなおさらです。ぜひみなさ
んが、〈深い思考〉と〈十全なアカデミックな訓練〉と〈広く公正な視野〉を、大学時代に身につけることを 
心から望んでいます。社会に世界に発信する女性になってもらいたい、と思って教育に携わっています。 
　大学院を志す人は、『研究する意味』（東京図書）に文章を書きましたので、それを参考にしてください。

以下の二つのテーマを追求する。 
1. 近年顕著に見られる暴力について、これを近代的自己形成の変容（ポスト近代的自己の出現）と捉え、暴力 

の再布置の理論化を推し進めて、領域横断的なポスト人文学の可能性をさぐる。 
2. グローバル化する英語圏文学（ハリウッド映像やニュース報道も含む）の位置づけ、および近代日本文学や

文化、社会現象との交差の再定位。 

「特別演習（英米文学研究方法論）1」
「特別演習（英米文学研究方法論）2」　　

文学分析の方法論を身につけるために、いくつか
の批評理論を取り上げ作品の分析への応用を習得。

「英米文学演習（入門）」
Edgar Allan Poe の恐怖小説を精読し、恐怖と内的
他者に関する語りの技法について討論

「卒論指導」半期間。 
コア英語を担当。

 
[ 大学院 ] 

「米文学特論（批評研究）」
Jacques Derrida の影響についての論文を読み、と
くに晩年の評価について討論

「米文学演習（作家研究）」 
Henry James, The Bostonians の精読、とくに文化
地政学とセクシュアリティを中心 

「ジェンダー理論文化学」
ジェンダー理論と政治哲学（とくに violence や
equality）についての近年の論文を精読

Teaching American literature and critical theory to 
undergraduates; and, to graduates, reassessment of 
Derrida’ s infuence, gender theory on war and peace, 
and Henry James’ s rhetoric of the cultural other.
[Undergraduate]
1. Seminar 1 & 2: Training critical thinking to be 

required for writing dissertations. Composed of 
lectures, presentations by students, and discussion. 

2. Seminar: Reading Edgar Allan Poe’ s “The Black 
Cat,” “Tell-Tale Heart,” and “The Fall of the House 
of Usher, focusing on narrative techniques of 
horror and the internal otherness.

3. Supervision for dissertations (the spring term).
4. English classes for language training.
 [Graduate course] 
5. Advanced Lecture (criticism): Reassessment of 

Derrida’ s influence, especially since the 1990s.
6. Advanced Seminar (literature): Reading of Henry 

James’ s The Bostonians in terms of cultural 
topology and sexuality issues. 

7. Advanced Seminar on Gender Theory: Political 
science and gender theory on violence and peace.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

ウィトゲンシュタインの言語哲学 
アリストテレスの行為論 
倫理学の諸問題
心と実在

Wittgenstein’ s Philosophy of Language 
Aristotle’ s Philosophy of Action 
Problems of Ethics
Mind and Reality

哲学／ギリシア哲学／ウィトゲンシュタイン／アリストテレス／言語
Philosophy ／ Greek Philosophy ／ Wittgenstein ／ Aristotle ／ Language
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　哲学は厳密に考えて答えを見つける学問です。使う道具は自分の頭だけです。ところが、人間の頭は厳密に
考えるのが苦手です。歴史上、天才的な人でも間違いを犯してきました。普通の頭のわれわれが厳密に、先入
観なしに、緻密にものを考えるには、大きい努力を払わなくてはなりません。入学直後は、さまざまな偏見や
誤った信念をもっています。わたしの専攻では、学部の 4 年間で、少しでも緻密に考える力をつけてもらうこ
とを目指しています。

・心の研究。信念、意志、欲求などの研究。指向性の研究
・「べきである」の文法的解明。それに基づく倫理の原理の研究

概論講義：哲学とは何か
講義：意識と実在 指向性の問題
ゼミ：基礎ゼミ　プラトンからデカルトまで
ゼミ：購読 Wittgenstein, Blue and Brown Books
ゼミ：倫理学の問題
ゼミ：論理的思考

What Is Philosophy ? – An Introduction
Lecture : Mind and Reality – The Problem of 
Intentionality 
Seminar: from Plato To Descartes
Seminar: Wittgenstein, Blue and Brown Books
Problems of Ethics
Seminar: Critical Thinking
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（2）件

1　紋章・文様の意想研究として、中世末期の「心」
の文様の文学起源について考察。

2　『色彩の紋章』の書誌的調査。1528 年版のテクス
ト校訂と注釈、および日本語訳の作成。

3　ヨーロッパの服飾史および色彩文化史をジェン
ダーの視点で読み直す作業。

1　Study of literary source of the　motif　“heart” , a 
device in the late mediaeval France.　

2　Bibliographical research of the “Blason des 
Couleurs” , edition of the text in 1528 and 
translation to Japanese.

3  Gender Studies of Fashion and Color in Modern 
Europe.

・「カラフルな聖堂とカラフルな衣服」AFT ジャーナル、vol.36,2008,p.1;「夏の美しい緑と魔物の不気味な緑」
AFT ジャーナル、vol.37,2008,p.1;「勤労を示す男の黒服と貞淑を示す女の白いドレス」AFT ジャーナル、
vol.38,2008,p.1.

・口頭発表「モードと博物学：中世ヨーロッパの異国趣味」日本家政学会服飾史・服飾美学部会研究成果公開
講演会題 4 回「服飾から国際交流を考える」、於・学習院女子大学、2008 年 9 月 27 日。

・口頭発表「中世仏文学における感覚と表現：14・15 世紀フランスの色名、色調、色彩感情を中心に」日本
中世英語英文学会第 24 回全国大会シンポジウム「中期英語の感覚表現に迫る」、於・大阪府立大学、2008
年 12 月 7 日。

・L’ expression des plis dans la litterature medievale:la chemise ridee dans les romans courtois des 12eme et 
13eme siecles, Actes du Coloque des Ptychoseis, Peloponnesian Folklore  Foundation, 2009,PP.100-05

服飾／色彩／紋章／中世フランス
fashion ／ colour ／ device ／ medieval France
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　服飾史研究は、あまりに身近な生活を対象とするために、なおざりにされてきましたが、それでもヨーロッ
パでは 19 世紀半ば以来の歴史があり、20 世紀末に一種のブームを起こしたこともあります。ファッションは、
文化史研究のたいへん面白い切り口ですから、この領域に多くの方が参加されるように願っています。

　中世末期のドゥヴィーズは、紋章と近世以降のエンブレムの間に位置し、ヨーロッパ人の感情生活の一端を
かいま見せてくれる。特に文様の意匠には、豊かな生活感情の表象として注目すべきものがあり、そこには個
人の感情とともに文学的抒情性が重ねられている。このような文様の表現を通して、ヨーロッパ人の心性史を
明らかにしたい。

　服飾の歴史を通してヨーロッパの人々の感性を知
り、それによって私たちの生活を客観的に分析する
能力を養うことを目的として授業を行っている。
　具体的には、服飾史の調査にはどのようなアプロー
チがあり、どのように資料を使えばよいのか、調査
の方法と資料を解説しながら、西洋服飾の事例を紹
介、合わせて服飾文化論を学ぶための基礎論を講義
した。
　またフランス中世服飾に関する論文の講読と、図
像・文学資料の分析によって、服飾史と周辺の生活
文化史に関する論文を作成するための基礎演習を行
い、ヨーロッパの生活文化論に関する卒業論文へと
繋げた。

　Lecture and seminar on cultural and historical 
studies of clothes, especially through the literary 
and iconographic sources in order to clarify the 
sensibility of Europeans.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（2）件

1）合唱指揮：ルネサンス音楽の特に宗教音楽につい
て、トマス・ビクトリアの代表的なミサ曲である

『ミサ曲　大いなる神秘よ O magnum mysterium』
を全曲演奏した。

2）合唱指揮：日本の現代の合唱音楽として新進作曲
家の次郎丸智希氏に男声合唱組曲を委嘱し、初演
した。

3）合唱の発声法について、響きを中心にした従来の
やり方ではなく、身体的な活動の結果、つまり息
の結果としての声を開発。ルネサンス音楽と日本
の現代の合唱音楽に特化して、とくに言葉の発音
の明瞭性を検討。発声指導に大きな成果と評価を
得た。

4）観光と音楽についての研究。国内外の研究を踏ま
えたツーリストアートについての研究。

5）カトリックの聖歌に関する研究。教会の音楽監督
としてオルガニストと聖歌隊指導を担当。

6）テノール独唱者。ドイツリートをとくにシューベ
ルトの作品を中心に研究。発声法と演奏法を大阪
音楽大学名誉教授の永井和子氏のもとで研鑽して
いる。

1) Choral conducting:performance of Renaissance 
polyphony, T.L.de Victoria, "Missa O magnum 
mysterium"

2) Choral conducting:commission of the new 
composition for male chorus. Young composer 
JIROMARU Tomoki’ s "Toaru ashita...", premier 
performance with chor Tansui-Tokyo.

3)Development of a new method of vocal technique 
for chorus.

4)Studies of tourism and music
5)Studies of Christian music especially catholic 

church music as an organist and cappelmeister.
6)Studies of German lieder as a singer, especially 

Schubert’ s large repertoire of vocal composition.

・（合唱指揮）T.L.de Victoria “Missa O magnum mysterium” , Coro Pange Lingua, 2008
・（合唱指揮）次郎丸智希、合唱組曲『とある朝・・・』（初演）、コール淡水・東京、2009

合唱音楽／キリスト教音楽／ドイツ歌曲／観光と音楽／合唱の発声法
choral music ／ Christian music ／ German lieder ／ tourism and music ／ vocal technique of chorus
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　私は音楽学者と演奏家との二足のわらじを履いています。西洋音楽ではバロック以前の音楽と古典派、とく
にキリスト教の合唱音楽を中心に研究しています。演奏家としては西洋音楽を専門としていますが、音楽学者
としては、西洋だけでなく諸民族や国内の民謡と民俗芸能にも関心を持ち、それらに応じた研究の仕方や研究
成果を学び、またそれを学生の皆さんと共有しています。
　合唱における発声法については、従来と異なる、言葉の明瞭な発声を研究開発し、その成果が出ています。
　お茶の水女子大学の音楽学は日本でも有数の研究拠点で、学会でも高く評価されています。大学院のゼミは
実にさまざまな分野と年齢の音楽研究を志す人々が集まり、熱い議論をして切磋琢磨しています。
　音楽について、しっかりと考えて、研究し演奏していく姿勢をもっている人に、来ていただきたいと思って
います。音楽は感性だけで生まれるものではなく、人間の知的活動の産物であることを、忘れてはならないと
思います。

1）合唱における発声法の研究開発とその実践成果の公表（音楽教育学会）
2）柴田南雄の音楽とくにその合唱作品を研究成果として単行本で刊行。（柴田南雄の軌跡－合唱音楽の新たな

地平－）
3）カトリックの音楽に関する神学的研究（キリスト教礼拝音楽学会）
4）テノール独唱者として、ドイツリート、とくにシューベルトの作品を研究演奏する。
5）日本の合唱音楽についての分析的作品研究
6）世界の合唱音楽についての民族音楽学的研究。
7）観光学の古典とされる D.MacCannel” The Tourist” の解説本を刊行（共著）。

学部：
1，2 年生向けの音楽文化概論Ⅰおよび音楽学概論
Ⅱで、音楽学の基本的概念、考え方、方法などを
提示するとともに、西洋音楽史の中世からルネサ
ンスまでの時代を英語の文献で概観する。3 年生
向けの比較音楽文化論では近年の音楽学文献（英
語）を演習形式で輪読する。本年は Bonnie Wade 
“Thinking Musically” (2004)。4 年生向けの比較音
楽文化論演習では卒業論文作成のために毎回数人
ずつ発表し、論文の内容を検討する。3 年生向けの
指揮法はグループレッスンだが、クラス全員が 1
回ずつ前で指揮をし、それにコメントをする。斎
藤秀雄の方法を用いる。

大学院：
（博士前期）音楽文献資料論（演習）は近藤教授と
合同で修士論文に向けて全員のゼミ。音楽学特論

（演習）は音楽学専攻の学生を中心としたゼミ。音
楽学の近年の論文等を参考にして、各自の研究を
発表。博士後期の学生も聴講するので 20 人強の受
講生がいる。（博士後期）後期の学生のみのゼミで
は近年の英語論文を輪読。他に個人指導多数。

Undergraduate course:
musicology;  lectures of  key concepts and 
comprehensive knowledge of this field, and 
Western music history (medieval  through 
renaissance period). conducting method.

Graduate course: 
musicology(advanced and applied including 
ethnomusicology).
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（1）件

1　フランスの 19 世紀末から 20 世紀前半にかけて活躍した詩人・批評家のポール・ヴァレリーに関する多角
的・総合的な研究。さらに彼に関係する文学者や芸術家並びに彼の生きた時代に関する総合的な研究。

2　言語記号と視覚記号の両者の機能の比較研究。特に、写真、絵画、言語表現の三者の相互影響関係の考察。
3　自分自身を語る言説（自伝、書簡、日記、私小説など）の機能や形態の特徴の考察。
4　日本の近現代の文学者や芸術家の営為にフランスの文学や文化が与えた影響の解明。また逆に日本の芸術

がフランスの文学や美術に与えた影響の解明。

・「食物、人間、そして神聖なるもの」の翻訳 ( 第 10 回国際日本学シンポジウムにおけるフランソワーズ・サ
バン日仏会館フランス学長の講演原稿）

視覚イメージ／言語記号／記号論／詩学／一人称小説
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　大学は自由にものを考え、探求することが出来る場所です。大学での学問の範囲は明確に限定されているわ
けではありません。従ってはっきりした一つの答えが見つからなくても良いのです。思考や探求の結果ももち
ろん重要ですが、それと同じくらいに、あるいはそれ以上に重要なのは、結論に達するまでの過程です。その
過程において、たくさんのことを考え、調べ、さらにはいろいろ迷うことが、後々大きな意味を持ってきます。
そのようにして、柔軟な思考力や幅の広い判断力を養成することが、長い人生において大きな力となることで
しょう。

1　ヴァレリーの美術批評の精密な読解と考察を行う。
2　視覚記号と言語記号の両者の機能を総合的に比較検討する。

学部
1　フランス語の初級文法の教授。
2　西ヨーロッパの文化と社会の特質の考察。
3　フランス語圏の文化と社会の特質の考察。
4　フランスにおける文学と美術の交流関係の考察。

大学院
1　小説作品における一人称の問題の考察。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（1）件

上記の書籍『心身の合一』の研究内容は、その副題「ベルクソン哲学からキリスト教へ」が要約しているよ
うに、ベルクソン哲学における『物質と記憶』から『創造的進化』にかけての二元論の超克の様相と、キリス
ト教におけるそれとを比較・連携するものである。

・中村弓子著『心身の合一―ベルクソン哲学からキリスト教へ』（東進堂）3 月 20 日出版

ベルクソン／ジード／クローデル／モーリヤッック／ Bergson
Gide ／ Claudel ／ Mauriac ／ dualisme ／
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　お茶の水女子大学での 30 年あまりにわたる一般教育、専門教育を終えて、今つくづく実感していることは、
女高師以来の良き伝統であり今や希少価値を持つ、真面目な勉学態度は、学生自身にも、そして、反作用とし
ては、教員自身にも大きな実りをもたらす、ということです。長い期間の教え子たちへの感謝をこめつつ皆さ
んに呼びかけます。少数教育であり真面目な勉学態度の環境での 4 年間は皆さんにとって素晴らしい大学生活
となることでしょう。歓迎します！（Soyez bienvenue !）

本年度は定年前最後の学年であるので、特に専門の授業、学部においては、ジード『鎖を解かれたプロメテ』
をテーマとする仏文学特殊講義、大学院においてはバシュラールの『大地と休息の夢想』をテーマとする演習
に集中して教育を行った。

　◆研究計画

専門研究のベルクソン哲学の研究は今後も続けてゆく。文学的領域の研究としては、クローデルに再び集中
してゆくつもりである。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（2）件

映画の字幕は一瞬画面に表れては消えるという形
態の翻訳であるため、せりふの意味を保持しながら
も簡潔なものでなくてはならない。そのため、せり
ふの命題内容以外の要素、例えばポライトネスを表
す表現などは省略される可能性がある。英語映画の
日本語字幕データとし、Brown and Levinson(1987)
の枠組みを用いて 1）せりふのポライトネスが字幕で
も保持されるのかどうか 2）もし変更されるならどの
ように変更されるのかについて考察した。結果、1）
英語のせりふで使われているポライトネスが字幕で
省略されているとはいえないこと、2）せりふと字幕
のポライトネスはそれぞれの言語のポライトネスの
特徴を反映するように作られていることが明らかに
なった。具体的には英語のせりふでは各々の文が持
つ imposition を反映する形でポライトネスの表現が
使われているのに対し、日本語の字幕では話してと
聞き手の対人関係における親しさ、距離や話し手と
聞き手の間の力関係を反映するようなポライトネス
表現が使われていることが明らかになった。

For the past couple of years, I have looked into 
what constrain there are in translated subtitles 
because they vanish as soon as lines are delivered 
by the actors; they must be concise while retaining 
the original meaning. Because of that time limitation, 
expressions that are not directly related to the 
propositional meaning of the original, such as 
politeness, may be changed in the subtitles.  I have 
explored, based on the framework of Brown and 
Levinson(1987) 1)whether or not the politeness 
expressions in the original are retained in the 
subtitles and 2) if changes are made, how they 
are changed , by examining Japanese subtitles of 
two English movies. We argued that politeness 
expressions in the original lines in English reflect the 
impositions of individual utterances, but that those 
in the Japanese subtitles tend to reflect interpersonal  
distance or power relations between the speaker and 
the addressee.  (The paper was co-authored with 
Yukiko Ushie.)
 

・「英語映画の日本語字幕に見られるポライトネス」（牛江ゆき子との共著）『翻訳研究への招待』65 － 84　日
本通訳翻訳学会

・「大学における自立学習型語学学習環境の構築」平成 18 年度－平成 19 年度科学研究費補助金（基礎研究（C）
研究成果報告書（127 － 134）代表者牛江ゆき子

語用論／同時通訳／字幕翻訳
pragmatics ／ simultaneous interpretation ／ subtitles
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆研究計画

　映画の字幕については日本語映画の英語字幕について取り上げる予定である。また、理由を表す表現が英日・
日英同時通訳においてどのように訳出されているかについて考察したい。それにより、一般に人が言語をどう
理解・処理しているのかという問題を考える手がかりとしたい。

学部では、コア英語と英語圏言語文化コースの専
門科目と両方を担当しており、コア英語ではリーディ
ング・リスニングのクラスで、シドニーシェルダン
の The Naked Face という本を一冊よみ、ABC テレビ
番組に使われる英語が理解できるようになることを
目指した。
　英語圏コースの専門の授業では対照表現学で英語
の論文の書き方について理解を深めることを目的と
し、特講等では自分の専門の語用論の分野で会話に
おける談話標識の使われ方、発話行為としての叱責
や叱責への応答表現などについて、最近の論文を読
みながら考察し、英語が現実の場面でどのように使
用されるのかについて議論した。
　大学院においては談話の構成についての理解をよ
り深めるために、談話へのいくつかの異なったアプ
ロ－チに関して書かれた文献を読みながら最近の動
向について考察を加えた。

At the undergraduate level, I taught both core 
curriculum classes and classes for English majors. In 
the former, I chose Sidney Sheldon’ s The Naked Face 
and read the whole book with the class.  For listening 
I chose authentic television materials that would 
enhance students’  listening abilities. In the classes 
for English majors, I taught a class that is designed 
to help students write academic papers in English. I 
also taught classes that dealt with subjects which are 
close to my own field of study, pragmatics. In these 
classes, recent papers discussing the use of discourse 
markers and characteristics found in  speech acts of 
reprimanding and responding to reprimanding were 
closely studied.

In the graduate classes, in order to gain deeper 
understanding of different components of discourse, 
papers that discussed different approaches to the 
analysis of discourse were critiqued and discussed.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（3）件

アルベリ演奏会〈オペラアリア〉企画・構成・指導
於：上野旧奏楽堂　2008 年 7 月
主宰しているグループ「アルベリ」の〈オペラアリ
ア演奏会〉の企画、構成、指導を行なった。出演者
は 26 名。様々なアリアを演奏した。

アルベリ演奏会〈歌曲〉企画・構成・指導・指揮
於：上野旧奏楽堂　2009 年 3 月
アルベリ歌曲演奏会を企画、構成、指導を行った。
出演者は独唱 24 名、お茶大公開講座コーラス受講生
メンバーによるコーロ・フィオーリのコーラス 12 名。
曲目は様々な歌曲とコーラスで中田喜直作曲、金子
みずゝ詩による童話歌曲集「ほしとたんぽぽ」の演
奏と指揮を行った。

グループ・ロブ 復活コンサート第 2 弾　出演
於：フィリアホール　2008 年 9 月
演奏曲目：ヴェルディ作曲『リゴレット』より第 3
幕 4 重唱、ベネディクト作曲「カピネラ（みそさざい）」
等

Itarian vocal composition,
Vocal technique, Bel canto

・アルベリ演奏会〈オペラアリア〉企画・構成・指導　上野旧奏楽堂：2008 年 7 月
・グループ・ロブ 復活コンサート第 2 弾　出演　フィリアホール：2008 年 9 月
・アルベリ演奏会〈歌曲〉企画・構成・指導・指揮　上野旧奏楽堂：2009 年 3 月

声楽／ベルカント発声法
Vocal music ／ Bel canto,Vocal technique
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

本学、音楽表現のアドミッション・ポリシーに「勉強も実技もきちんとやってみたい、そんな贅沢な悩みを
抱えている人にこそ、本コースは開かれています」と書かれています。真に、総合大学の中に存在する音楽科
であるという条件を最大限に活かせる勉学意欲旺盛な学生を望んでいます。又、東京藝術大学音楽学部と単位
互換の協定が結ばれているので、その事も役立てていただきたいと思います。

その上で声楽に関しては、無理のない発声、国際的に通じる発声と歌唱力を身につけていただきたいと願っ
ています。その為に声楽専攻者には 3 年次より日、独、仏、伊とそれぞれのエキスパートの指導者のもとで作
品を学べる体制が組まれ、常時、東京芸大や国立音大の大学院在学生あるいは卒業した男声の助演の方達を迎
えて、実際の演技を伴うオペラ・アンサンブルの授業も開講され、前期と後期に一度ずつ試演会を行っています。
そして 4 年次には演奏専攻者全員で、卒業演奏会を行います。又、毎年秋に開催される学園祭 ( 徽音祭 ) において、
3年次生がオーケストラ伴奏による手作りのオペラを上演します。今年は46回目の公演で、音楽科の伝統になっ
ています。大学院修了者は 30 分のプログラムの修了演奏会の他にピアノ伴奏によるオペラ公演も行っていま
す。これらの科目・演目をこなすには、かなりのパワーと努力が必要になります。しかしながらこの体験を通
して得るものは、音楽以外の職業に就く場合にも大いに役立つものであると実感しています。

　喉に負担のかからない、なめらかで自然な呼吸による美しい発声の研究をしている。この発声には横隔膜を
意識した支え、喉頭の安定と共鳴腔の広さの保持等が重要な要素になると考えられるが、この事を自ら体感・
実践し、音響分析等の検証も行いながら、生徒に会得させる事を課題としている。しかしながら、この発声を
総合的に会得する事はたやすい事ではなく、段階的に習得出来る方法をいろいろ模索し、検討を行いながら研
究している。

学部：
声楽Ⅰ演習 (4 単位 )

声楽基礎、呼吸法、歌唱法の講義及び演奏。前期
イタリア歌曲、後期日本歌曲。

声楽Ⅱ (4 単位 )
前期ドイツ歌曲、後期フランス歌曲の研究。

声楽Ⅲ (4 単位 )
ホールにおけるより表現豊かな演奏の研究。

声楽Ⅳ (4 単位 )
宗教曲を含む古典・ロマン派声楽作品及びﾎｰﾙにお
ける演奏研究。

声楽表現学 (4 単位 )
ベルカント唱法。イタリア歌曲研究。

声楽アンサンブル研究 A,B,C,D(2 単位 )
W.A. モーツァルト ｢ フィガロの結婚 ｣ の合唱指導。

教職ピアノ (1 単位 )
1 コマ 2 人の弾き歌い、ピアノソロ曲指導。

教職声楽 (1 単位 )
コールユーブンゲン。独唱曲指導。

卒業演奏研究 (2 単位 )
2 月、徽音堂において行われた卒業演奏会出演者 2
名の演奏曲目 (10 分のプログラム ) の作品研究及び
演奏指導。

各学年において以上の作品研究及び演奏実技個人指
導を毎週行うと共に「演技をともなうオペラアンサ
ンブルのゼミ演奏会」の出演者 10 名の年 2 回の演奏
プログラムの個人指導を行った。他にサークル活動
として徽音祭に行われる恒例のオペラ、2008 年度は
出演者全員の W.A. モーツァルト ｢ フィガロの結婚 ｣
全曲声楽指導を行った。

大学院：
前期課程；
声楽演奏学演習 (4 単位 )

イタリアのベルカントによるオペラアリアを中心
とした声楽楽曲について、その演奏表現を音楽的
側面と身体的側面をも考察しながら実践的研究指
導を行った。

修了演奏 (8 単位 )
2 月、徽音堂にて開催の修了演奏会出演者 3 名の演
奏曲目 (30 分のプログラム ) の作品研究、実技指導
を行った。

声楽演奏学演習 (4 単位 )
履修者 2 名が徽音堂にて開催したオペラ、モーツァ
ルト作曲「コシ・ファン・トゥッテ」の作品研究、
声楽実技指導を行った。

後期課程；
声楽表現論演習 (2 単位 )

在籍者 2 名の論文研究指導及び声楽実技指導を行っ
た。

Vocal Perfomance,
Special Seminar in Vocal Ensemble Perfomance,
Theory and Practice of Vocal Expression
Seminer in Vocal Perfomance,
Methods of Vocal Perfomance
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　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（4）件

国宝「西本願寺本三十六人集」は三十六歌仙と称
された小町や貫之など、すぐれた歌人たちの私家集

（家集とも。個人を中心とした歌集）である。その
料紙の見事さ、書の美しさは平安文化の頂点を示す。
三十六人集の全注釈は未だない。

　このような未開拓の私家集研究に入って四十年
近くたった。これまでの論文 21 編を収録し、『平安
和歌研究』( 風間書房、2008 年 3 月、560 頁）を昨
年出版した。

書籍版『私家集大成』７巻（総頁数 9400 頁余）
は刊行後 30 年ほどたち、入手困難となった。49 集
を増補し、平安・中世の私家集 138 集を CD － ROM
とした。冷泉家時雨亭文庫本をはじめすぐれた本文
を提供し、これからの私家集研究の基礎となるもの
である。この企画は数年前より 10 人の委員会が、研
究者の力を集めて進め、2008 年 12 月に完成、発売
した。私はその委員の 1 人であった。書籍版では初
句索引しかなかったが、語彙検索が可能となり、研
究に寄与するところ大である。

　Nishi-Honganji-bon Sanju-rokunin-shu (The Nishi-
Honganji Collection of Thirty-Six Anthologies), a 
national treasury of Japan, is a collection of the 
“shikashu” or “kashu” (private anthologies of waka 
poems) of thirty-six waka masters before 10th 
century such as Komachi, Tsurayuki and others who 
were considered to be the best of all. The beauty 
of the paper and the calligraphy of the collection 
illustrates the apex of Heian culture. No complete 
annotation of the thirty-six anthologies has been 
accomplished yet.
　Forty years have passed since I started my research 
on “shikashu” ,an area not well developed then. Last 
year I published a book, Heian Waka Kenkyu (Studies 
on Heian Waka Poems, Kazama Shobou, Tokyo, 
March 2008, 560 pages), a collection of twenty-
one articles I had published in the period. Included 
in it are my works on the anthologies of such waka 
poem masters as Komachi, Ise and Asatada as well 
as  Izumi-shikibu, Murasaki-shikibu, Noin and other 
poets in the 11th century , with new findings and 
interpretations added. 
　The fundamental   mater ia ls  of  this  f ie ld , 
“Shikashu-Taisei” ,the collection of shikashu (Vol. Ⅰ
- Ⅶ ,9400pages), was published more than thirty 
years ago and it is hard to get the  copies these 
days.  In December 2008, “CD-ROM Shikashu-Taisei” 
was completed,  containing 138 shikashu, including 
all the published ones. I have been committed for 
several years to this work as one of the ten members 
of the editorial supervising committee.

・後撰集と伊勢物語　『伊勢物語　虚構の成立』竹林舎（H20.12）p381-398
・私家集大成 CD － ROM 監修 ( 共）（H20.12）書籍版 7 冊約 9400 頁分のデジタル化
・私家集大成 CD － ROM 新収の家集担当　源俊頼「源木工集」（1500 首）
・平成 20 年度　海外大学院とのジョイント教育（2008 年 10 月 20 日－ 25 日）

平安文学と女性－層をなす書き手－　報告書 (pp103-107)
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

1) 学部でゼミを 3、講義を 2、大学院で講義を担当
した。そのうち学部 2 年の基礎演習の受講者は 38
人であった。

2) 博士前期課程の学生 2 名の論文指導をした。両名
とも博士後期課程に進学した。

3) 博士後期課程の学生が以下の学会発表をする指導
をした。特に 2 は「国際的情報伝達スキルの育成」
により派遣された院生を引率し北京に行った。
1　2008 年 7 月　源氏物語の千年 ( お茶の水女子

大学第 10 回国際日本学シンポジウム )
・源氏物語　竹河巻の絵画化について

2　同 10 月　日本学研究―古典研究の現在―( 北
京外国語大学北京日本学研究センター　海外大
学院とのジョイント教育、北京共同ゼミ )

・「すずし」の考察
　―平安時代の人々の信仰と内面
・「源氏物語」宿木巻の語りの方法
・蜻蛉日記の序文について
　―謙辞表現に注目して―

3　同 12 月　本学国際日本学コンソーシアム
「食・もてなし・家族」

　　・平安時代の和歌の贈答について
4　2009 年 1 月　日本学の新たな構築の試み (2)

( パリ・ディドロ ( 第 7) 大学、フランス共同ゼミ )
　　・10 世紀前後の屏風歌

1 In 2008 academic year, I taught 2 undergraduate 
lectures courses and 3 seminars, one of which 
enrolled 38 students.

2 I was the main thesis adviser for two students of 
master courses both of whom succeeded to enter 
the doctoral course.

3 I gave guidance to 6 graduate students who 
read their papers at Joint Seminars between 
Ochanomizu and several Universities abroad.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（7）件

1．『史学雑誌』の「2007 年の歴史学界－回顧と展望－」において、日本・古代の総論を担当した。
2．日唐比較研究として、天聖令の営繕令について宋令・唐令・日本令の条文構成・内容を比較研究した　（主

要業績①）。天聖営繕令の宋令と唐令については韓国・中国史学会主催の国際学術大会「通過法律看中国歴史」
全体会議で基調報告を行った（9 月、韓国・国立忠北大学校）。敦煌書儀や実例から唐代における上表文の
変遷をおい、日本における上表文との比較から、日唐の天皇・皇帝と官人の関係の相違について考察した（主
要業績②）。

3．平安時代史としては、女房としての紫式部、芋粥について考察し（主要業績③④）、『年中行事大辞典』の
項目を担当した（主要業績⑤）。

4．国際日本学シンポジウム「人類・食・文化」をコーディネイト（7 月）、国際日本学コンソーシアム「食・
もてなし・家族」（12 月）を担当して、食を視点とした新しい生活社会史の可能性を示した。

・古瀬奈津子「営繕令からみた宋令・唐令・日本令」
　『日唐律令比較研究の新段階』　山川出版社　2008 年 11 月、166-182 頁
・古瀬奈津子「敦煌書儀と「上表」文―日唐の表の比較をまじえて―」
　『敦煌・吐魯番出土漢文文書の新研究』　財団法人　東洋文庫　2009 年 3 月、67-82 頁
・古瀬奈津子「女房としての紫式部」『日本文化研究の国際的情報伝達スキルの育成』
　平成 20 年度活動報告書・海外教育派遣事業編（お茶の水女子大学大学院教育改革支援プログラム）　2009

年 3 月、271-275 頁
・古瀬奈津子「芋粥の話」　『日本文化研究の国際的情報伝達スキルの育成』
　平成 20 年度活動報告書・学内教育事業編（お茶の水女子大学大学院教育改革支援プログラム）　2009 年 3 月、

191-194 頁
・『年中行事大辞典』( 吉川弘文館、2009 年 2 月）のうち、節会、所充、四方拝、女踏歌、節料、五節供、御節供、

大歌所始、政始など 15 項目を執筆。

天皇制／律令制／儀式／日唐比較史／日唐関係史
Japanese  Imperial   System ／ Code-Statute  System ／ Rituals  and  Ceremonies ／
Comparative  History  of  Japan  and  China ／ Historical Relationships  between Japan and China

 氏名： 古瀬　奈津子（FURUSE Natsuko）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系　
 職名： 教授
 学位： 博士（文学）（1999 東京大学）／ Ph.D. in  Literature
 専門分野： 日本史学（日本古代史、特に日本古代の政治制度、儀式、平安時代史）
 E-mail： furuse.natsuko@ocha.ac.jp
 



75

　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　女子大というと閉ざされたイメージがあるかもしれませんが、お茶の水女子大学の場合それは当てはまりま
せん。サークルだけではなく、ゼミや勉強会を通じて他大学との交流もあります。他大学の単位を取得する制
度もあります。お茶大の中だけに閉じこもらずに、積極的に外の世界とのつながりももつようにしましょう。
　ただし、国立女子大学の意義もまたあると思います。現代社会においては、まだ就職や、結婚をし子どもを
もった後に仕事を続けようとした場合などに、男女平等とは言えない部分があるのではないでしょうか。子ど
もの出生率が下がったままなのは、こうしたことに原因があるのではないでしょうか。本当の意味において男
女がそれぞれの特性をいかして生きていける社会を実現していくために、国立女子大学の意義はまだ大きいと
言わざるを得ないと思います。

1．東アジアにおける日本という視点から、日本古代 の天皇制研究を進め、日本社会の特質に迫る。
2．共同研究「日唐律令比較研究の新段階」（科学研究費による）を継続し、天聖令による日唐令比較研究から、

日唐古代社会の本質的差異と歴史的展開の共時性を明らかにする。
3．平成 19 年度科学研究費に採択された「文書様式からみた日唐古代官僚制の比較研究」を進展させ、日唐

の上表文・奉表文を分析することにより、唐の皇帝と官人の関係と、日本の天皇と官人の関係との違いから、
日中における集団と個人の関係を考察する。

4．共同研究「身分感覚の比較史的研究」により、従来とは別の見方で、日本古代における身分について考える。
5．日本学の観点から、海外の日本研究者と共同で、日本の社会と文化について、異なった視点からの学際研

究を進める。

1．学部では、日本史入門講読、日本史講読を担し、史料の読み方・調べ方の手ほどきをした。日本文化史概論では、
安田次郎教授と合同で日本古代・中世史の概説を行った。日本古代中世政治史では、平安時代について王
権、政治システム、都市、受領制などを論じた。日本古代史演習では『続日本紀』延暦 3 年・4 年条を講
読し、桓武朝初期の政治・社会を考察した。大学院では、『令集解』営繕令と『小右記』寛仁 3 年条を講読し、
律令制の基礎とその後の社会的変化について理解を深めた。卒論・修論については発表会と個別指導を併
用した。歴史現地調査では、難波宮・長岡京の古代都城、近つ飛鳥の古墳群を探査し、大阪歴史博物館・
近つ飛鳥博物館を見学した。

2．大学院教育改革支援プログラム「日本文化研究の国際的伝達スキルの育成」による国際日本学コンソーシ
アムでは歴史学部会を担当。2009 年 1 月には、パリ・ディドロ（第 7）大学との共同ゼミ、フランス国
立図書館での敦煌文書調査に院生とともに参加。大学院の国際教育に寄与した。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

このところ、グローバル化する中国における文学、
文化の問題について考えてきましたが、当面の研究
課題として、以下の 2 つに取り組んでいます。
1）母語（中国語）以外の言語で書くことの意味

日本語で創作する楊逸、英語で創作する Ha Jin
など、中国で育った作家の中国語以外の言語によ
る創作について、母語以外の言語で書くこと、母
語で書かないこと、の 2 方向から考えています。

2）中国近現代文学と宗教
中国近現代文学が宗教（中国伝統、土着の宗教、
キリスト教やイスラムなどの世界宗教、その他）
とどのように向かい合ってきたのか、張承志や許
地山を手始めに考えています。

I have been working on the transformation of 
culture and identity in globalizing China, focusing on 
exile writers, culture crisis, etc.

At present, I have started to study following topics.
1)to write in non-mother tongue

There are many Chinese writers who have 
published their works in non-Chinese, such as 
Yang Yi(Japanese), Ha Jin(English) etc. I plan to 
approach from two directions, why write in non-
mother tongue, and why not write in mother 
tongue?

2)modern Chinese literature and religion
How has modern Chinese literature dealt with 
religion, death, life? Through studying writers such 
as Zhang Chengzhi(Islam), Xu Dishan(Buddhism) 
etc.

中国／文学／近代
China ／ literature ／ modern
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

何事についてもそうですが、中国について、マスコミが流す情報だけを信じないこと。同時に、中国に旅行
したり、身近な中国人を通じて作り上げた自分なりの中国イメージを過信しないこと。

「中国は～」とか「中国人は～」とかいう言い方には特に注意が必要かと思います。

社会や文化の中に文学や言語を置いて研究していきたいと思っています。
最近は宗教、母語神話に興味を持っていますが、社会史的なテーマ、近代や現代の都市の風景を形作るもの、
たとえば、1920 年代、30 年代の人力車（夫）と現代中国のタクシー（運転手）の文学における表象について
も興味を持っています

○中国語
中国語初級では、通常の授業の他、留学生を招いて、
学んだ中国語でネイティブ・スピーカーとコミュニ
ケーションをする楽しみを味わってもらうこともあ
ります。
中級の講読では、中国語の新聞記事を読んで、読解
力をつけると同時に、日本のマスコミではあまり報
じられないような、中国の社会や文化の問題を知っ
てもらうことを心がけています。
○近代文学史
中国の近代文学、現代文学の代表的な作品に触れて
もらうとともに、中国の近代、現代における文学の
あり方についても考えるきっかけをつかんでもらう
ことを心がけています。
○アジアにおける国語問題
中国文学の専門科目以外に、アジアの近代における
ことばと社会の問題、特に「国語」の問題について
考えてもらう授業も担当しています。日本、中国、
東アジアが中心となります。
ディベート形式でことばと社会の問題について考え
る授業も担当します。

*Chinese language
Besides ordinary lessons, the class invites Chinese 
students and try to chat with them in Chinese, through 
which students understand the fun of communication 
with Chinese through Chinese language.
In the intermediate class, the class read Chinese 
newspapers, through which acquire the skill of 
reading, and at the same time get familiar with 
various problems of Chinese society and her culture, 
most of which Japanese media rarely feature.
*Modern Chinese literature
In this class, through reading masterpieces of 
Chinese modern literature, students get to concider 
the functions of literature itself in modern China and 
her culture.
*National languages in modern Asia
The problem of National language(KOKUGO in 
Japanese, GUOYU in Chinese) in modern Asian 
countries have a lot of common characteristics and 
at the same time show differences according to their 
history and process of modernization. This class 
deals with this problem, mainly focusing on the East 
Asia.
There is another class which also deals with the 
problems of the language and the society. Students 
think about them through debates.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績

前年度に引き続き、時代史や通史叙述のための調査、研究を行った。また平行して、おもに南都をフィール
ドとして、商人・職人、芸能や芸能者、身分などの調査・研究をあらたに始めた。

・『全集　日本の歴史 7　南北朝・室町時代　走る悪党、蜂起する土民』（小学館）

寺院／神社／都市／庶民
temple ／ shrine ／ town ／ common people
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　ひとが今までどのようにして生きてきたのかに興味があり、じっくり材料を集めるのが好きで、自分の頭で
最後まで考え抜くことができるひとを待っています。

ここ数年来行っている福智院家文書の翻刻・刊行を継続させ、成果を学界にひきつづき提供していく。これ
によって寺院権門としての興福寺や中世都市としての奈良の研究は、新しい段階へ進むことになるだろう。個
人的には、寺院と社会の関係について、あらためてまとまった考察を行う予定。

寺院や都市に関しては、共同研究に参加する用意がある。

主として一年生を対象とした基礎ゼミでは、「歴史における危機」をテーマにして、日本中世の庶民が戦乱
や飢饉といった危機にどう対処してきたかを学んだ。比較歴史学コースで共同して行っている授業のひとつで
ある「比較社会史」では、中世の被差別身分についての概説を行った。またおもに二年生を対象として古文書
学の入門的講義を行った。

3、4 年生を対象としたゼミでは、前年に引き続き、『満済准后日記』を講読した。
大学院では、『大乗院寺社雑事記』紙背文書の研究を継続した。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績

　ここしばらくは、ナチズムとドイツ第三帝国の諸問題を、複数の人種プロジェクトという観点からとらえな
おすことを課題としている。今年度はこれと関連して、ドイツ史やヨーロッパの歴史を 16、18 世紀まで遡って、
再検討する作業もすすめた。
1．自発的アソシエーションに注目して、18 世紀から 20 世紀はじめまでの西洋史をとらえなおす作業の一環

として、Stefan-Ludwig Hoffmann の『Civil Society』の翻訳し、岩波書店より『市民結社と民主主義』と
いうタイトルで出版した。

2．「植民地なき国の植民地主義」研究と関連し、ドイツのナショナル・アイデンティティ形成について考えた。
その一部は、日本女子大学の史学研究大会で「野蛮なゲルマン人は、どのようにして清潔なドイツ人になっ
たのか」として発表した。

・翻訳と解説　シュテファン＝ルートヴィヒ・ホフマン著『市民結社と民主主義　1750―1914』山本秀行訳（岩
波書店、2009 年）

ナチズム／第三帝国／植民地主義／ナショナル・アイデンティティ／社会史
Nazism ／ Third Reich ／ colonialism ／ national identy ／ social history
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　お茶大で学ぶ歴史学のいいところは、暗記物ではないことです。見えないものを、見えるようにすること、
そのために、いろいろ工夫することが、歴史学の醍醐味のひとつです。
　また、西洋史のスタッフには、ドイツ近現代史の僕のほかに、イギリス中世史の新井先生と、フランス近世
史の安成先生がおります。お二人とも、いやといえない性格で、面倒見のよさには定評があります。
　3 人のスタッフと 3、4 年生全員が参加する卒論指導のゼミは、毎回議論に花が咲き、時間を忘れる楽しい
ものです。4 年生にとってはどうだかわかりませんが。ゼミのあと、近くのレストランで、ワインやビールか
こんで、ひと息つくのも恒例となっています。

ナチス・ドイツの人種プロジェクトについては多岐にわたり、現在は複数の系列について、それぞれ史料と文
献を収集し、調査している。またナチズム研究と東欧占領政策、植民地研究を統合した研究テーマを発展させ
ることも大きな課題である。

　学部教育では、学生の文献検索、プレゼンテーションおよびレポート作成の能力育成に力を入れた。外国史
論文講読、比較社会史、西洋史講読などの授業がこれにあたる。2 年生向けの授業が多かったので、比較歴学コー
スの図書室での文献調査やパソコンをもちいての文献検索などの実習を積極的に組み入れた。
　西洋政治史料演習では、ヨーロッパ社会と植民地とのかかわりを、人種主義、セクシュアリティ、ナショナ・
アイデンティティとのかかわりを考え、文献史料のほかに、ポスターなどの図像資料も用いた。
　大学院では、西洋近現代史における「他者」にかかわる言説や、社会文化、政策などについて特論と演習を
おこない、西洋中世史や日本近代史の学生などもふくむ院生の論文指導にあたった。また、博士学位論文の審
査では、副査として 1 件の審査を行った。
  学外では、東京大学文学部でドイツ近現代史演習を担当し、植民地主義とジェンダーとのかかわり論ずる文
献を講読した。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績

　江戸時代後期の上方歌壇の構造について、「難蔵山集」を通して分析した。
室町時代～江戸時代前期における、源氏物語をモチーフにした和歌の集成書について、その成立や編纂態度、
伝本等につき検討した。
　中世歌道史上重要な位置にある藤原為家の作品につき、その特異な作品のあり方を分析した。
冷泉家所蔵の重要文化財群の影印出版に際して、引き続き解題を執筆した。
　平安時代書道史上の「元永本古今集」（国宝）の意義を、平仮名／漢字による国語表記史学の知見と併せて
考察し、国語学者の研究会で口頭発表した（刊行は翌年度予定）。
　科研費による室町時代の古今伝授研究（尭恵の研究）を継続し、2009 年中に翻刻すべき文献の原本調査な
どを行った。

・蔵山集解題補考　―撰集の基盤について―（上方文藝研究会『上方文藝研究』5 号、2008・6）
・藤原為家の毎日一首について（下）―その歌風―（お茶の水女子大学国語国文学会『国文』109 号、2008・7）
・『冷泉家時雨亭叢書 75 中世私家集十一』（朝日新聞社）解題（「詠二十首和歌」「西国紀行」の部分、井上宗

雄と共著）
・「源氏物語と和歌」研究会編『源氏作例秘訣―源氏物語享受歌集成―』（青簡舎、2008・6 刊）の編者代表・企画・

監修・解題執筆。
・川平ひとし『中世和歌テキスト論―定家へのまなざし―』（笠間書院、2008・5 刊）の編纂（編集委員会の

1 名として）および所収文献解説の執筆。同書は遺稿集。

和歌／歌学史／国語学史／日本中世文学／連歌
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆研究計画

平安～江戸時代の和歌文学・歌学史についての研究を継続し、より興味深い史的事象を発掘していきたい。
科研によって支援を受けた、国語学との学際領域の研究についても、本年度は表記研究と書道史・和歌史との
連絡による新たな視角を提示しえたと考えるが、さらに音韻史・アクセント史の知見と歌学史との連絡による
新たな研究方法を提示していきたいし、歌謡文学の楽譜資料の新たな分析を提案できればと考えている。国語
学・音楽史学との共同研究は当然考えられる。

「日本言語文化概論」では、「心」というテーマの下に、古典文学からマンガ、Ｊ‐ポップに至る素材を駆使
して講義した。

「日本古典文学論基礎演習」では、古典文学を研究するための諸方法について実習を指導した。
「日本古典文学史論」では、中世文学の諸相について、「日本古典文学論特殊研究」では中世文学の中から一

見すると奇妙な形態に見える諸作品について講義した。
「日本中世文学特論」では中世に作られた長歌について、その意義と実際を演習を通して考察した。
「日本言語文化特論」では、本居宣長の諸著作を解題し、文学／語学にまたがる学究の思考について講義した。
他に、高大連携のために附属高校での授業を 3 回行った。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（3）件

これまでのアンリ・マティス研究を時間性の枠組みから捉える視点を打ち立てた。また近代における女性芸
術家のあり方をめぐる理論的考察を、20 世紀の芸術家マリー・ヴァシリエフを例に展開した

・天野知香「美術史をほどく：マリー・ヴァシリエフとモダニズムの時代」池田忍、小林緑編、『ジェンダー史
叢書　第四巻　視覚表象と音楽』( 仮題 )、明石書店、2008 年刊行予定

・翻訳：レミ・ラブリュス「星の友情」『マティスとボナール　地中海の光の中へ』展カタログ、川村記念美術館、
神奈川県立近代美術館葉山、2008 年。15 － 21 頁。

・天野知香　「アンリ・マティス－制作と時間」第 34 回大原美術館美術講座、倉敷アイビースクエアオパールホー
ル、2008 年 8 月 2 日。

アンリ・マティス／装飾と芸術／フェミニズム美術史／ 19-20 世紀フランス美術史／現代美術
Henri Matisse ／ art and art decoratif ／ Feminist art history ／ French art history of the 19th-20th century ／
contemporary art
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　私たちの日常を取り巻く視覚表象の意味やあり方はそれが生産され受容される歴史や社会、その欲望や抑圧
と切り離せない。「美術」を単に好き嫌いや印象的な鑑賞の対象にとどめるのではなく、今を生きているあな
たが、過去や現在のだれかが創った作品をどのように受け止め、そのように受け止めるあなたは誰なのか、考
えて欲しい。視覚的なイメージと対話することを通じて、これまでの「私」を揺るがし、時代や社会との関わ
りを見据え、捉え直してみて欲しい。

新たに研究テーマとして「装飾と他者」を掲げ、19 世紀後半から 20 世紀にかけての美術史における装飾
と他者の位相を明らかにする研究を開始する。19 世紀末から 20 世紀初頭における美術史草創期の装飾研究や

「他者」の位相から、20 世紀フランスの装飾芸術における他者表象や非西欧の素材や技法の利用、さらには現
代美術における装飾と他者の新たな関わりを明らかにする。
こうした研究は広範な視野によってより深められることが予想され、本研究のテーマに関わるドイツやイギリ
スの状況や多様な作品領域の研究など、さまざまな専門分野の研究者と協同的な研究を展開することが可能で
ある。

講義においては「モダン、モダニティ、モダニズム」をテーマに 19 世紀後半から 20 世紀初頭の美術の状
況を多面的な視点から批判的に捉えて講じた。ゼミにおいては学生の研究発表を指導した他、西欧美術におけ
る裸体表象の問題や芸術家の社会的受容の諸問題を文献講読を通じて考察した。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（2）件

ラングレィ家の家令会計記録 (The National Archives、 Public Record Office、 E101/516/9) 全 18 葉からなる
記録の最初の部分 (1473 年 3 月～ 11 月、ff. 1r-5v.) から何が読めるのかを考えてみたものが、西欧中世史研
究会報告、新井由紀夫「15 世紀イングランドにおけるジェントリのハウスホールド・アカウント史料につい
て　―ラングレィ家の家政会計記録 (1473 年 ) を例に」(2008/05/10、於島根県民会館会議室 ) である。ジェ
ントリ女性の家政会計記録を、経済史的観点だけでなく、社会史や宗教史、政治史との関連でも読めることが
明らかとなった。今後も引き続き、この史料をトランスクリプトしながら、読んでいく予定である。

・新井由紀夫「院生参加プロジェクト 4a 歴史的多文化・多民族社会におけるリスクとコミュニケーションの
研究」「オーラル・ヒストリーから読む日本女性のリスク経験　ー社会学・歴史学的方法」『平成 19 年度　
成果報告集　特別教育研究経費事業　コミュニケーション・システムの開発によるリスク社会への対応　
( リーダー　平岡公一 )』お茶の水女子大学　2008 年、57-58、84-86 頁。

・西欧中世史研究会報告
新井由紀夫「15 世紀イングランドにおけるジェントリのハウスホールド・アカウント史料について　－ラン
グレィ家の家政会計記録 (1473 年 ) を例に」、西欧中世史研究会大会、2008/05/10、於島根県民会館会議室。

中世イギリス史／史料論／ジェントリ／社会的結びつき／家系文書史料群
medieval history of England ／ sources and documents ／ gentry ／ social relationships ／
archive of gentry family
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　なにごとにも好奇心を持ち、どんなことでもどん欲に楽しむという姿勢は、歴史学をやる上であんがい欠か
せない要素だと思います。遊びや楽しみのなかから学問のヒントを得ることもあります。学生さん達との学科
旅行での宴席で、比較社会史という授業のテーマ「ホモセクシュアルの比較社会史」が決まったのですが、やっ
てみると奥が深く、史学の先生達との共同研究テーマにまで発展してしまったほどです。

歴史学で扱えないようなテーマはない、何でもありだと最近よく思います。歴史学をやる上でこうしなけれ
ばだめだということもありません。われこそは、という皆さん、是非、お茶大比較歴史学コースにいらして下
さい。

　キャサリン・ラングレィというロンドン豪商出身でジェントリに嫁ぎ未亡人になった女性とラングレィ家に
関する史料を集めて、ぼちぼち読み始めています。彼女の遺言書や彼女のもらった贖宥状、それにラングレィ
家の会計記録などを読んでいます。これらをもとに、キャサリンの生涯と社会との関係を再構築してみること
を計画しています。また、ジェントリの家系文書史料群 ( データは全部で 2000 件程度 ) を整理分析すること
を試みています。

共同研究は、
1．中世ヨーロッパの史資料に関する研究 ( 科研 )
2．歴史的多文化・多民族社会におけるリスクとコミュニケーションの研究 ( 平成 19 年度特別教育研究経費事

業「コミュニケーションシステムの開発によるリスク社会への対応」プロジェクト
3．身分感覚の比較史的研究 ( 科研 )

　講義では、昨年に引き続き 15 世紀のジェントリ家政会計簿を紹介しつつ、そこから何が読み取れるのかを
議論しました。ゼミでは、最近の雑誌英語論文を、担当者による発表形式で読んでいます。2008 年度の論文
テーマは「古典期アテネとデルフィの神託：民主主義と予言の関係」「18 世紀イギリスにおけるフリーメーソ
ンと自然哲学と科学文化」「中世写本装飾画や活字本挿絵に描かれたリチャード 3 世像の虚実」「近世日本を描
く：徳川時代の旅行記にみる空間認識の変遷」「江戸期の幕藩体制と男色文化への対応」「魔法の杖とビーグル
号のダーウィン：航海での宗教的体験が進化論思想に与えた影響」「パスカ・ロゼのコーヒー・ハウス、1652
～ 1666 年 ( ロンドン大火以前 )」「イスラム社会をささえたワクフの多様性」「フランス王ルイ 11 世とルネサ
ンス期フィレンツェの聖遺物 ( 奇蹟をよぶ魔法の指輪 )」「ユーイング夫人の少女小説『6 歳から 16 歳』を読む：
大英帝国における「健康な」少女の身体性」など。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（9）件

　一つの自然言語は、すべての言語に共通する部分と、個別言語によって決定される部分とからなっている。
共通する部分は統語構造を作る規則であり、意味を生成するための方法である。一方、実際の構文の構造や個々
の語彙の意味は、言語によって異なっている。本研究では、言語の普遍性と個別性を明らかにしようとしている。
2008 年度には次の項目について研究を行った。
・中国語における描写性副詞の修飾構造についての考察 ( 中国語と日本語の対象に基づく事象表現の総合的研
究、課題番号 19320064、研究協力者 )
・形容詞の意味論、統語構造と言語類型についての考察 ( 形容詞：絶対級と比較級の類型論、課題番号
18720107、研究代表者 )
・照応的に用いられる中国語疑問詞についての考察 ( お茶の水女子大学共同研究、課題名：日英中言語におけ
る疑問詞量化用法への数理的アプローチ、研究代表者 )

・描写性状語和事象結構 2008 年 10 月 現代中国語研究第 10 号
描写性連用修飾語の修飾構造 2008 年 4 月 お茶の水女子大学中国文学会
描写性状語的修飾結構 2008 年 5 月 国際中国語言学会

・中国語の三つの比較級構文 2009 年 4 月 お茶の水女子大学中国文学会会報第 28 号 pp. 1-20
中国語の比較級構文　2008 年 12 月　中国語学会 2008 年第 3 回関東支部例会

・Typology of Comparatives 2008 年 11 月 意味論研究会
Typology of Comparatives 2008 年 11 月 The 22nd Pacific Asia Conference on Language, Information and 
Language
A Contrastive Analysis of Japanese and Chinese Comparative Construction 2009 年 3 月 Opening Lecture of 
SOAS/Och

・中国語の疑問詞の量化用法　2009 年 3 月　共同研究発表会 ( 課題名「日英中言語における疑問詞量化用法
への数理的アプローチ」)

形式意味論／類型論／比較構文／副詞修飾／ロバ文
Formal Semantics ／ Typology ／ Comparative Construciton ／ Adverbial Modification ／ Donkey Sentence
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　言語は、人間が作り出したものである点では、文化の一部です。しかし、意図的／目的的に作り出したもの
であはない点で、人間の脳や体と同じように自然の一部です。文化と自然の融合体なので、どのような観点か
らも分析でき、また、いろいろな観点からの分析が必要な分野です。一つの事柄に対して、多様な観点を楽し
みたいという方、また、一面的でなく多面的な思考を鍛えたいという方、どうぞ言語学を勉強してください。

2008 年度の成果を踏まえ、以下の研究を行う。
・中国語における描写性副詞の修飾構造についての考察
・形容詞の意味論、統語構造と言語類型についての考察
・照応的に用いられる中国語疑問詞についての考察

将来的に、以下の研究の遂行を計画している。
・選言表現と連言表現の交替現象の研究
・疑問文の焦点構造

博士後期課程の学生 1 名の博士論文指導、博士前期課程の学生 1 名の修士論文指導、学部生 2 名の卒業論
文の指導を行った。授業としては、中国語学概論、中国語統語論、日中対照言語学、中国語文法演習を通して、
中国語の統語構造の分析の仕方、中国語に特有の言語現象の紹介、研究を進めるための資料・論文収集の方法
などを行った。そのほか、中国語初級、中級の授業を担当した。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（3）件

　敦煌文献の中の「学郎題記」を収集整理し、唐末五代における敦煌地区の学校の様相を考察するともに、「学
郎題記」を有する文献の内容から、当時の学校を中心とした文化活動について研究している。
　敦煌という一地方の文化活動の調査を通じて、当時の民間での文化のありようを明らかにしたいと考えてい
る。
　また、中国中央の文献には見られない資料が敦煌文献と日本の古文献に存在することがあり、中国の通俗的
な資料が日本にもたらされていたことが伺える。敦煌文書と日本の古文書との関連について今後、調査してゆ
きたいと思う。

・『敦煌文書にみる学校教育』汲古書院、2008
・「敦煌写本『雑抄』に関する諸問題」『敦煌・吐魯番出土漢文文書の新研究』p405-p426、東洋文庫、2009
・「平安期の金言集と敦煌通俗類書」『日本文化研究の国際的情報伝達スキルの育成　平成 20 年度活動報告書』

p108- ｐ 111、お茶の水女子大学、2009

中国文学／敦煌写本
Chinese　Literature ／ Dun-Huang　Manuscript
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　中国は文字の国である。甲骨文から現在中国で用いられている簡体字にいたるまで、脈々と文字文化を伝え
てきた国である。漢字文化は中国のみにとどまらず、周辺各国にも影響を与え、日本もその例にもれない。漢
字や漢字によって書かれた文章を読むことは、同じ漢字文化圏に属するものとして、みずからを発見するよい
機会となる。中国文化を学ぶことで、いろいろな発見をしてほしい。

　中国の中央には現存しない資料が、敦煌文献と日本の古文書の中に残っていることがある。敦煌文書と日本
の古文書との関連を今後、調査してゆきたい。

学部「中国語初級」
　　「中国古典文献講読入門」「( 同 ) 基礎」
　　「中国古典語学講義演習」「( 同 ) 講読演習」
　　「中国古典語学特別演習」
     卒論指導

大学院「中国古典語学特論」「中国古典語学演習」
　　　「中国古典文献学」「アジア民俗文化論」
　　　　研究指導
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（8）件

1．アジア諸国の日本イメージの形成過程と規定要因
CSD の異文化間コミュニケーション・プロジェク
トで、台湾と韓国の小学生から大学生までの日本
イメージ形成について、描画の質的分析及び質問
紙調査の統計的分析をより詳細に実施した。
また、文献研究も進め背景要因を検討した。

2．コミュニティ・アプローチに関する倫理的問題
コミュニティ心理学会倫理委員会による『会員の
倫理に関する意識』の調査を行なった。　実践 ･
教育・研究現場ではどのような問題が生じている
のか、コミュニティア・アプローチを実践する上
での問題点を明らかにした。

3．お茶の水女子大学生の国際意識とキャリア形成
2005 年から 2007 年までのお茶の水女子大学新
入生の国際意識調査をもとに、6 つの関連論文を
まとめた報告書を作成した。グローバル社会にお
ける国際交流態度、多文化理解態度、国際協力や
国際交流関連のキャリア意識を検討した。

1.Perceptions of Japan in Asia：an analysis of 
images.
The objective of this study is to investigate how 
Korean and Taiwanese children form their images 
of Japan by using qualitative and quantitative 
research on Intercultural Project of CSD.

2. Ethical issues on community approach
Ethical  committee of  Japanese Society of 
Community Psychology surveyed member 
attitudes toward consciousness on ethics. The 
purpose of the survey was to clarify what kind of 
issues members face in the fields of clinical care/
education and research.

3. Attitudes toward consciousness on international 
exchange and career shaping
A report was drawn up, by compiling six related 
research papers from 2005 to 2007. These 
research papers were on students’ attitudes of 
Ochanomizu University toward consciousness 
on internat ional  exchange ,  mult icul tura l 
understanding, career shaping in terms of 
international cooperation. 

・加賀美常美代・守谷智美・岩井朝乃・朴志仙・沈貞美 (2008)「韓国における子どもたちの日本イメージの形
成過程―9 分割統合絵画法による分析から」異文化間教育  第 28 号　pp60-73  異文化間教育学会 ,2008 年
7 月

・加賀美常美代・朴志仙・守谷智美・岩井朝乃 (2008)「韓国の小・中・高・大学生の日本イメージと関連する
要因　―日本語学習と異文化接触に焦点を当てて―」　日本語教育学会国際大会予稿集 pp182-185,2008 年
7 月 .

・加賀美常美代・守谷智美・楊孟勲・堀切友紀子 (2008)「台湾における日本イメージの形成過程―描画の分析
から」2008 年度異文化間教育学会第 29 回大会予稿集　pp68-69,2008 年 5 月 .

・お茶の水女子大学の国際意識とキャリア形成に関する調査研究　報告書　pp1-163　2009 年 3 月
・倫理問題に関するアンケート調査 (2008) コミュニティ心理学研究 11-2 号 , pp210-219, 2008 年 9 月

異文化間コンフリクト／多文化間カウンセリング／教育価値観／コミュニティアプローチ
intercultural　conflict ／ multicultural　counseling ／ educational　value ／ Community　approach

 氏名： 加賀美　常美代（KAGAMI Tomiyo）
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 学位： 文学博士 ( 東北大学 )
 専門分野： 異文化間心理学、異文化間教育、多文化間カウンセリング
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　多様な文化的背景をもつ人々は、日常生活で遭遇する異文化体験から様々な葛藤やストレスを抱えています。
異文化接触のメカニズムを理解するとともに、周囲にいる人々は彼らをどのように理解し、関わっていったら
よいでしょうか。
　コミュニティにおける多様性の意味や文化的背景の異なる人々と共に生きることはどのようなことか、一緒
に体験しながら考えていきたいと思います。

・多文化間の教育に関わる人々、多様な国籍の人々を対象に、葛藤解決方略と教育価値観、文化的価値観の関
連を比較検討する。

・教育価値観の世代間比較を行い、教育価値観尺度の有効性について検討する。
・アジア諸国の小学生から大学生までの対日イメージ形成過程についての調査の質的、量的分析を進め、多角

的に分析を行い、問題と今後の課題を明らかにする。
・異文化間コンフリクト解決プログラムの開発を検討する。

学部の「多文化間交流論」は、参加型授業、協働
的グループ活動を行った。留学生と日本人学生の交
流、コミュニケーション・スキルの向上を目指した。

「多文化共生論」は、4 名のゲストスピーカーを招
き多文化共生社会の理解とグループ討論を行なった。

「文化と人間関係Ⅰ」では、文化行動と心理学的理
論をゼミナール形式で行った。

「学校カウンセリング ( 教職 )」では、コミュニティ
アプローチによる心理教育的援助の講義のほか、ス
クールカウンセラー、組織カウンセラー、帰国生担
当教員、養護教員をゲストスピーカーとして招聘し
た。

大学院の「多文化間心理教育学特論」では、文化
と心理学の理論と研究方法について文献講読を通し
て講義を進めた。

「多文化間心理教育学演習」では、多文化間カウン
セリング、積極的傾聴、予防的支援活動の方法のス
キル向上を目指した。

I delivered lectures of “Multicultural communications 
and exchange” and “Coexistence　in Multicultural 
society” for undergraduates. In these lectures, I adopted 
the methods of cooperative group work. I aimed at 
their improving of foreign and Japanese students’ 
communication skill in the former, and, in the latter, 
I invited guest speakers in order for them to improve 
multicultural understanding and diversity.

In “Culture and Human relat ionship I” for 
undergraduates, I delivered lectures on cultural 
behavior and social psychology.

In “School Counseling” for undergraduates, in 
addition to my lecture on psychological support by 
community approach, I invited school counselor, 
organization counselor, teacher of returnee students 
and nurse-teacher as guest speakers.

For graduates, I taught “Intercultural Psychology 
and Education” . In this lecture, I put emphasis 
on methodology of intercultural communication 
research.

In “Seminar in Intercultural Psychology and 
Education” , I aimed at their improving skill of 
multicultural counseling, active listening and 
preventive support activity.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

2008 年度の活動は、大きく 2 つに分けられる。第一に、2006 年度から行っている広島県鞆の浦の史料調
査活動の成果報告を「近世鞆の浦をめぐる流通と社会構造」という論文のかたちで発表した。第二に、各地で
講演や学会報告を行い、これまでの成果を社会および学会に還元するとともに、新たな研究の足がかりを得た。
まず能楽学会の大会報告にて、歌舞伎研究の立場から能楽研究に向けて提言を行った。都市史研究会の大会で
は大会テーマ「遊廓社会」のもと、山梨県下における近世近代移行期の遊廓の問題を取り上げ、自分の今後の
研究の足がかりともなる報告を行った。また、地域への研究成果の還元として、徳島県の鳴門史学会大会にお
いて、近世大坂の浄瑠璃文化と阿波について報告を行った。また大分県の先哲史料館秋季企画展記念講演を行
い、大分県内の史料を用いたこれまでの研究成果を地元の方々に聞いていただく機会を得た。なお、2005 年
度以来取り組んでいる農村歌舞伎の研究、および素人浄瑠璃の研究は次年度も引き続き取り組む予定である。

近世／歴史／芸能／興行／文化
eariy modern ／ history ／ performing arts ／ entrepreneurship ／ culture
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　とにかく「実物」に接することを大切にしてください。「実物」の古文書に触れ、「実物」の文化的遺物を観て、
歴史や文化について考えること。もちろん、なかには長い年月のあいだに姿を変えたものもあるでしょうから、
そこから直接、歴史的事実が読みとれるとはかぎりません。けれども、「実物」は私たちに訴える何か不思議
な力を秘めています。それから、古文書を読んだりモノを観たりするだけでなく、その古文書やモノが作成あ
るいは伝承された「現場」に行ってみること。やはり「現場」に立つことで、机の上では見えないものが見え
たり、そこでしか得られない貴重な情報を入手することができます。まずは自分の目で確かめ、考える。そこ
から、現代社会を生き抜くに必要な批判能力が生まれると思います。

農村歌舞伎に関する著書を刊行することと、2006 年度に試論的に取り組んだ歌舞伎・浄瑠璃の戯曲構造か
ら当時の歴史的・社会的環境を明らかにするという、歴史学と文学を融合する研究をさらに進めることができ
ればと考えている。
共同研究の可能性としては、文学との共同研究や、祭礼における社会のありかたなどを通して民俗学との共同
研究、あるいは芸能をテーマにした音楽学・服飾史などとの共同研究が考えられる。

学部では以下の授業を担当した。「日本近世史演習Ⅰ」「同Ⅱ」では『富山県史』をテキストとして、日本近
世史を研究するのに必要な基礎的な史料読解に関する演習を行った。「歴史史料学 ( 日本 )」では日本史を研究
していくために必要な史料の読み方について授業を行った。「日本近世近代特殊講義」では、近世という時代
の特質を探るために浄瑠璃文化を取り上げた。「日本史概説」では小風教員と分担で前半を担当し、日本史の
なかにおける「都市」をテーマに、17 世紀以降の歴史について通観した。「比較文化史」では近世の身分に関
する授業を行った。「歩いて学ぶ比較歴史Ⅱ」ではフィールドワーク形式の授業を行った。大学院博士前期課
程では、院生が研究成果を発表する「日本文化史料演習」「日本文化史料特論」と、歌舞伎・文楽などの知識
を養うための「伝統芸能文化論特論」「伝統芸能文化研究」他の授業を担当した。大学院博士後期課程では博
士論文作成に向けての授業を行った。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績

　コア科目としてのドイツ語を、全学部の学生を対象として、いかに丁寧にかつ効率的に教えるか、というこ
とが、専門のドイツ文学のコースがないお茶の水女子大学においては ( ドイツ語の専任は一人 )、常に一方の
研究課題にならざるをえません。お茶大生のために、長年の研究成果として『改訂・ドイツ語の文法』(2002 年、
第三書房刊 ) を作成した後は、どこをどうすればさらによくなるかを考え続けています。
　ドイツ文学の研究対象としては、ゲーテ、シラー、ショーペンハウアー、ヴァーグナー、ニーチェなどの影
響を多大に受けた、20 世紀最大の作家の一人トーマス・マン (1875 － 1955) を主たる対象として考察を続け
ています。時代の精神状況がどこからどこへ、どのようにして流れて行くのか、それを偉大な精神がどのよう
にとらえて表現しようとするのか、ということを思索の原点にしています。 　　  　　　
　さらに、このところかなり長期にわたって、『フィヒテ全集』の本邦初訳 となる著作の翻訳に取り組み続け
ています。

・翻訳 ( 共訳 ) フィヒテ：法論の体系『フィヒテ全集』第 21 巻　社会哲学講義　335 頁 -532 頁　晢書房　
2009 年 3 月 5 日発行

ドイツ語／ドイツ文学／トーマス・マン／教養小説／精神史
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

残念ながら専門のコースはないのですが、ドイツ語・ドイツ文学を、広く豊かな世界観・人生観を得るべく
学びたい人にこそ、ぜひ入学してもらいたいと思っています。
　ドイツ語の論理的構造をしっかり学んで行くことは、どのような分野を専攻するにせよ、その専攻分野の認
識を深めることに役立って行く作業なのです。ドイツ語の基本構造を理解・分析する能力を高めて行くことは、
それぞれの専門分野をより深く理解・分析する能力を高めることと同時並行的に起こって行くことでしょう。

ドイツ語初級では、文教育学部の文 B というクラスと理学部全体のクラスのそれぞれ「文法」と「演習」を
ペアで 2 コマ、計 4 コマ担当しました。週 2 回リレー形式での授業なので、相当な実力がつき、その教育成果は、
多数の独検合格者が出るという形でも現れました。
　中級の 2 コマの一方のクラスでは『こんにちは！　ドイツです』というテキストを用いて、ドイツ語を丁寧
に読みながら、ドイツの現在のさまざまな事情を学びました。もう一方のクラスでは『ドイツ・ことばと文化ー
やさしく読めるドイツ文化史ー』を精読しつつ、ドイツの文化の流れを学び、ドイツ語の読解力を高めました。
　上級、「独文学特殊講義」( 大学院は「独語圏文学特論」「独語圏文学演習」) では、ヨハンナ・シュピーリの『ハ
イジ』を一字一句おろそかにしないで読みつつ、ドイツ語の力を伸ばし、ゲーテにつながる、ヨーロッパにお
けるドイツ文学特有の教養小説のあり方について、考察を深めました。

　◆研究計画

　お茶大生のために長年の授業経験を生かして作成した教科書『改訂・ドイツ語の文法』を、さらによりよき
ものにしていきたいと考えています。
　ドイツ文学の分野では、精神史の大きな流れ、ルター、レッシング、ゲーテ、シラー、ショーペンハウアー、
ヴァーグナー、ニーチェ、そしてトーマス・マン（1875 － 1955）に至る時代の背後に潜む精神状況を考察
の対象にしています。人間の精神は、それぞれの時代に、どこから来てどこへ行こうとしていたのか。そして今、
我々はどこに向かっているのか。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績

今年度も各方面より依頼の演奏活動を行う傍ら、20 世紀のピアノ作品研究、及び初期ロマン派 (1830 年前後 )
ピアノ作品に見られるピアニズムの革新について研究を行なった。

・豊田喜代美ソプラノリサイタル (2008.5.17 東京文化会館小ホール )
曲目：ワーグナー　ヴェーゼンドンク歌曲集
貴志康一歌曲集・竹取物語 ( ヴァイオリン : 西沢和江 )

・丸山泰雄チェロ・ライヴ 2008(2008，6，11、仙台、6,28，東京 )
曲目：ベートーヴェン　チェロソナタ全 5 曲

・ハクジュホール・フルートライヴ 2(2009，3，26)　ピアノ担当
主催：ハクジュホール
共演：工藤重典、藤田真頼、秋山君彦、瀬尾和紀、高木綾子

・第一生命ホール　育児支援コンサート (2009，3，29)　ピアノパート担当
主催：NPO 法人トリトンスクエアネットワーク
共演：クヮルテット・エクセルシオ、古部賢一 ( オーボエ )

ピアニズムの発展／日本の近代化とその中に西洋音楽の占める位置
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆研究計画

・前述の諸テーマの継続・展開
・今後ますますフラット化 ( 客観化・相対化 ) してゆくであろう学問と、あくまでも西洋近代の或る時代の思

考と美意識の反映を引きずるピアノという楽器によって身体感覚として擦り込まれた真実との、矛盾や齟齬
を縫い合わせる試み

・日本のピアノ作品の系譜
・J.S. バッハ以前の鍵盤作品とその受容史

・昨年度に引き続き、ピアノ練習曲の歴史についての演習を行った。今年度は 1830 年前後のピアニズムの一
大変換期の作品に焦点を当て、何が真に革命的で何が従来から行われてきた試みの継承といえるのかを検証
した。

・もう一つのゼミ形式の授業では、作曲家別徹底研究としてドビュッシーをとりあげた。
・いずれの授業、また通常の個人実技レッスンに於いても、歴史的事実とアクチュアリティーの関連を個々人

の学生が意識できるような問題設定を常に教員の側から提起できるよう目指した。
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　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（2）件

・佐々木嘉則 (2008). 「今さら訊けない新 M1 のための、第二言語習得再入門」『言語文化と日本語教育 2008
年 11 月増刊特集号』191-243.

・佐々木嘉則 (2009). 「日本留学試験日本語問題の妥当性の検討：学内日本語試験との並行検査妥当性の観点か
ら」『お茶の水女子大学人文科学研究第 5 巻』175-183.
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 E-mail： sasaki.yoshinori@ocha.ac.jp
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

演劇と詩を中心に英国初期近代文化における古代ギリシア・ローマ文化受容について、2008 年度現在、次
の二つのアプローチから研究を進めている。1) 人文主義教育理念に基づくグラマー・スクールの教育（および
大学のギリシア語教育）についての実証的研究の成果と英国初期近代の文学・文化テキストとの比較検証。2)
人文主義教育理念に強い影響を受けた 15・16 世紀の印刷業者による古典語対訳本出版事情とその一般読者へ
の普及に関する調査。

初期近代／英国／演劇／詩／古典文学受容
Early Modern ／ Britain ／ Theatre ／ Poetry ／ Reception of Classical Literature
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　学部に入学を希望する学生には、英語力を十分につけておくとともに、自分が専攻しようとする領域以外に
も広く多様な学問領域に関心をもって、柔軟かつ論理的に思考することを心がけてください。また外国語につ
いては、入学後は英語以外の諸言語の習得にも果敢に挑戦してもらいたいと思います。大学院（英語圏言語文
化学専修）に入学を希望する学生には、英語による正確な表現力の身につけるよう努力するとともに、言語の
もつ歴史的背景にも興味をもって研究を進めてもらいたいと思います。

　初期印刷文化および出版に関する研究が近年とみに進展し、ヨーロッパ大陸および英国における人文主義理
念をもった印刷業者をめぐる出版事情という問題についても、少しずつ解明が進んでいる。清水の今後の研究
計画としては、その分野の先行研究の成果を取り入れるとともに、まだ十分に調査の進んでいない古典語対訳
本の 16 世紀英国における普及と流通の問題に関する調査を、グラマー・スクールと大学における蔵書・カリキュ
ラムに関する記録の調査と同時代テキストに現れる書物と古典のイメージ分析とを併行して行い、この問題に
ついての解明作業を進める。この研究により期待される成果の一つは、1980 年代以降の英国初期近代文化研
究とくにポスト・モダンの批評において比較的等閑視される傾向にあった、古典語古典文化に関する人文主義
的教育理念およびそれに影響を受けつつその普及に貢献した印刷業者・教育者（および読者）の役割がある程
度明確になることである。それはまた、シェイクスピアとその同時代の文学的テキストの新しい読みの可能性
を拓くことにも寄与する。古典受容および初期近代文学文化研究を実証的に研究する学外研究者との共同研究
の可能性がある。

大学・一般社会で必要となる英語運用能力について基礎・中級レベルの演習（コア英語）。英語学・英米文
化についての専門研究の基礎となる上級レベルの英語演習（英語圏テキスト講読）。英国初期近代演劇研究法
と初期近代英語の演習（英米文学演習（上級））。クリストファー・マーロウ他英国初期近代悲劇成立期のテキ
スト分析と批評研究（大学院博士前期課程）。卒業論文指導。修士論文指導。博士論文指導。進路指導、他。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（4）件

専門分野：
比較日本文化論 / 比較文学比較文化、生活造形論

主な研究課題：
1　二〇世紀イギリスの工芸（Studio Pottery を中心

に） 
2　近現代日本の工芸（民芸運動ほか） 
3　その他日本とヨーロッパを軸とする比較文化論

（例えば、昭和初期の日本における「世界」観など）

My research subjects so far are as follows: (1) 
Aspects of “Art for Life’ s Sake” in Modern and 
Contemporary Japanese Cultural Scenes; (2) The 
History of the British Studio Craft Movement (mainly 
in the field of ceramics); and (3) A Mental Map of 
the Modern Japanese: A History of World Views 
Conceived by Modern Japan in the Period between 
1905 and 1945.

・Sadahiro Suzuki, "Historiography of the Mingei Movement: Conditions and Possibilities", Proceedings of 
the 6th International conference of Design History and Design Studies, International Conference of Design 
History and Design Studies, 2008, pp. 286-289.

・鈴木禎宏「時の結び目ということ　情報技術時代の子どもの成長について」、日本幼稚園協会『幼児の教育』
フレーベル館、108(1)、2009 年、22-27 頁。

・鈴木禎宏「ダーティントン・ホールとバーナード・リーチ：「『中量生産』をめぐって」、藤田治彦編『芸術と福祉：
アーティストとしての人間』大阪大学出版会、2009 年。

・鈴木禎宏「【書評】今橋映子著『ブラッサイ : パリの越境者』白水社、2007 年」『比較文学』51 巻、2008 年、
125-129 頁。

生活造形論／比較文化論／民芸運動と対抗産業革命／ 20 世紀イギリスのスタジオ・クラフト運動
Theory of Arts and Crafts ／ Comparative Literature and Culture ／
Mingein Movement as counter-Industrial Revolution ／ British Studio Crafts Movement

 氏名： 鈴木　禎宏（SUZUKI Sadahiro）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系　
 職名： 准教授
 学位： 博士号（学術）(2002 年　東京大学 )
 専門分野： 比較日本文化論 / 比較文学比較文化、生活造形論
 URL： http://www.aesthe.ocha.ac.jp/~hp/suzuki/
 E-mail： suzuki.sadahiro@ocha.ac.jp
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　日本語の「ハンカチ」と英語の” handkerchief” は似て非なるものですが、その違いをみなさんは御存知でしょ
うか。

「ハンカチ」とは「小型・方形の手ふき布」(『広辞苑』) であるのに対し、 “handkerchief” は” a small piece 
of material or paper that you use for blowing your nose、 etc。”（鼻をかむさいなどに用いる、一切れのものま
たは 紙）（Oxford 英英辞典）です。「ハンカチ」も” handkerchief” も一切れの布であることにかわりはあり
ませんが、それらが現実の生活において果たす役割は、文化によって異なることになります。
　このような生活造形などを手がかりとして、文化の接触と変容の 問題等に取り組んでおります。こうした問
題を考える際には、(1)「異文化」を「自文化」に対して説明すること、 および (2)「自文化」を「異文化」に
対して説明すること、の 2 点を常に意識することになります。
　文化と文化の接触の現場に興味があり、外国語の習得に意欲のある方を、歓迎いたします。

生活造形論の理論化。いわゆる「情報技術革命」が文化のあり方に及ぼす影響の分析。
　平成 19-21 年度　科学研究費補助金　基盤研究 B「欧州・朝鮮・南洋航路を中心とする戦間期日本における
旅行記の比較文化的研究」研究分担者 (19320049)。
　平成 20-22 年度　科学研究費補助金　基盤研究 C「バーナード・リーチと民藝運動に関する比較文化的研究」
(20520320)。

主な担当授業科目
（学　部）比較生活文化論、比較生活文化論演習、比較生活文化史 I、 生活造形論ほか 
（大学院）比較文化論、比較生活文化特論、生活造形特論、生活芸術論

　学部 4 年間を通じ、「自分で問題をみつけ、その問題に自分で答えをみつけることのでき る人材」の育成を
目指しております。
　この目的のためには、(1) 基礎技能を高めていくことと、(2) 専門性を高めていくことと いう、二つの事柄が
重要です。
　すなわち、(1) 語学などの基礎学力、問題設定能力、情報収集能力、分析・思考能力、発表能力などを高め
ていくことと、(2) 比較文化論という方法論を身につけ、 異文化理解能力と異文化への発信能力を高めることで
す。
　こうした観点から各学年の授業を組み立て、学部 4 年間で一通りの能力が身に付くように努力しております。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（2）件

1．科学研究費助成による研究「アメリカ演劇の理論
と実践におけるリベラリズムと民主主義の問題：
冷戦以降の再検討」に着手、戦後アメリカの文化
政策とセクシュアリティの配備という観点から調
査・研究を進めた。

2．長年の研究課題であるガートルード・スタイン
の周辺研究として、劇作家ソーントン・ワイル
ダーとスタインについて学会シンポジウム（「Our 
Town を読み解く ― 歴史と普遍、固体と永遠」」）
にパネリストとして出席。「古典の条件 ―『わが
町』に見られる普遍主義の検討」というタイトル
で発表。（全国アメリカ演劇研究者会議 2008 年
全国大会）

Topics of research conducted and titles of conference 
papers are:
1．(Grants-in-Aid for Scientific Research, Japan 

Society for the Promotion of Science): Theory 
and Practice of Liberalism and Democracy in 
American Theatre: Reconsidering the Cold War 
Cultural Politics 

2．(Panelist) Symposium: Reading Thornton Wilder: 
history, universality, solidity and eternity 
(National American Drama Conference, June 
2008, at Escale Yokohama)　　

・古典の条件 ―『わが町』に見られる普遍主義の検討
・ニューヨークの都市空間と文化政策

舞台芸術論／パフォーマンス研究／アメリカ演劇／文化政策／比較演劇論
Performing Arts Theory ／ Performance Studies ／ American Theatre ／ Cultural Politics ／
Comparative Drama

 氏名： 戸谷　陽子（TOTANI Yoko）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系　
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 専門分野： 舞台芸術論、パフォーマンス研究、アメリカ演劇、
  アメリカ文学、文化政策、比較演劇
 E-mail： totani.yoko@ocha.ac.jp
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　今日 IT 化、グローバル化の時代にあって、知や情報を手にすることは容易に可能になりました。したがって、
大学でそれ自体を学ぶことは、以前と比べるとさして重要な価値ではなくなったといえるかもしれません。み
なさんには、インターネットで検索して得られる知や情報ではなく、知の集積する大学という空間で、それを
いかに有効に活用するか、そしていかに発信するか、実際の技術的な訓練はもちろん、そのための深い思考力
と想像力を鍛錬してほしいと願っています。グローバル化の時代、さまざまな立場や価値観が拮抗する社会に
あって、わたくしたちが知識や情報のみでは解決できない複雑な問題に直面する時に、この思考力と想像力が、
そしてそれを備えたみなさんのような人材が必要とされていると思うからです。

2007 年度より 4 年間、科研費助成により「アメリカ演劇の理論と実践におけるリベラリズムと民主主義の
問題：冷戦以降の再検討」と題する研究を行う。本年度は戦後アメリカの文化政策とセクシュアリティの配備
という観点から調査・研究を進めており、今後は「政治的リベラリズムの演劇：マッカーシイズムとアメリカ
ニズム」「文化的リベラリズムの芸術家たち：前衛演劇とマイノリティ演劇」「民主主義と共同体の演劇：グロー
バルとローカル」をテーマに 1 年ごとに調査・研究を行い、冷戦期以降のアメリカ舞台芸術における意識の分
布図の変化を考察、総括する。さらにこの研究を発展させ、グローバル化の進む表象文化空間における表象の
ポリティクスを舞台芸術を対象に行う予定。
　共同研究の可能性としては、「文化芸術助成財団・研究機関等と舞台芸術と文化政策の実践的共同研究」「各
国演劇研究者等と舞台芸術の国際コラボレーションに関する実践的共同研究」といった、実践および文化政策
等社会的に還元しうる研究を目指したい。

1．学部教育：全学部対象コア科目英語、基礎ゼミ、
英語圏言語文化コース学生対象の専門科目（英語
圏テキスト講読、英米文学演習）を担当、パワー
ポイントなどを使用して視聴覚教材を作成し、立
体的な授業を心がけている。このほか卒論指導と
して 3 名の学部学生の個人指導を担当。

2．大学院教育：アメリカ演劇関連の科目（米文学演習）
を担当、また修士論文の個人指導および博士後期
課程学生の個人指導。

3．その他、語学センター委員として、全学部の英語
科目のオリエンテーション、クラス編成、とくに
履修相談・指導に膨大な時間と労力をかけている。

4．言語文化学科英語圏言語文化コース 4 年生担任と
して、コースの教務連絡、留学生の履修や学生生
活に関する相談・指導。

Conducted lectures and classes in the 07-08 
academic year include: 
1．Intermedia te  Eng l i sh  for  f reshmen and 

sophomores.
2．World Literature for freshmen and sophomores.
3．English and American Literature Seminars for 

undergraduate English major students.
4．Seminars for graduate students to study American 

theatre and its theory.
In addition to teaching, the following contributions 

were made: 
1．Supervising B.A. and M.A. theses.
2．Consulting and advising undergraduate students 

taking Core Curriculum English classes.
3．Coordinating Core Curriculum English Program 

and carrying out orientation programs for 
freshmen as well as senior students.

4．Supervising senior English major students as 
their homeroom teacher.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（6）件

筆者は、インドネシア・バリ島の舞踊などアジア
地域の民族舞踊を研究対象とし、その舞踊の技法、
表現特性、舞踊構造の分析を行っている。2008 年度
は、新規課題である基盤研究（C）「日本の創作バレ
エ作家に関するドキュメンテーションとアーカイブ
化－佐多達枝を中心に」の研究代表者として、舞踊
のアーカイブ作成に関する資料収集を行った。香港
で開催された国際会議「An International Conference 
: Body、 Movement and Dance in Global Perspective」
において、佐多達枝の舞踊の制作過程に焦点を当て
たアーカイブ制作に関する口頭発表を行い、参加者
らと意見交換を行った。また、立命館大学 GCOE の
客員研究員として、モーションキャプチャによるウ
イグル舞踊とバリ舞踊の比較検証を行い、学内科研

（研究費）では、バリ島におけるヨーガの資料収集を
行った。

I am studying the dance technique and structure 
of Balinese (Indonesian) dance and Balinese Yoga.

I have been taking part in the COE research project 
in Ritsumeikan University as a COE guest researcher 
and studying “dance and technology” for about 5 
years.
 And also, I read my paper on "Developing a 
Digital Archive of the Works of Ms. Tastue Sata, a 
leading Japanese creator of Modern Ballet" at An 
International Conference: Body, Movement and 
Dance in Global Perspective, held in Hong Kong.

・中村 美奈子，小田 邦彦，米力尼沙 満蘇尓共著：「モーションキャプチャを用いた舞踊における運動の質の
評価の試み－ウイグル舞踊の基本歩行動作と旋回動作を事例として－」『情報処理学会研究報告』2006-CH-
78(5) 情報処理学会 , 2008 年 5 月 , pp31-36

・小田邦彦 , 中村美奈子 , 小島一成 :「舞踊動作の質的評価の試み」第 2 回身体知研究会 ,SIG-SKL-02,2008 年
11 月 ,pp.7-1

・NAKAMURA Minako, SHIBANO Kohji, KADO Yukito: ” Developing a Digital Archive of the Works of Ms. 
Tastue Sata, a leading Japanese creator of Modern Ballet” , An International Conference : Body, Movement 
and Dance in Global Perspective, Hong Kong, 2008,July

・ORCNANA 研究発表会「舞踊の教育システム：身体の言語化―記号化―デジタル化」, 日本大学芸術学部 ,2009
年 1 月 30 日（コメンテーター）

舞踊人類学／舞踊記譜法／舞踊動作分析／インドネシア／舞踊アーカイブ
DanceAnthropology ／ Labanotation ／ MotionCapture ／ Indonesia ／ DanceArchive
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　舞踊は、その社会文化的背景と深く結びついた多様な表現様式があること、そして、舞踊は芸術的なものだ
けではなく、民俗芸能のように社会的な機能持つものもあることを是非みなさんにも知ってもらいたいと思っ
ています。同時に、バリ島の舞踊は見ていると緩やかで楽しそうですが、実は中腰の姿勢で踊るのはいかにき
ついかということを是非実技授業で体験してください。「伝統的」な舞踊の研究をしている私ですが、実は大
変な新しいもの好きで、共同研究のほうでは、1998 年頃からずっとモーションキャプチャという装置で舞踊
の 3 次元計測をしてきています。舞踊とデジタル技術がどうつながるのだろうと不思議に思われる人もいるか
もしれませんが、この方法論は、現在では、舞踊学の一分野のようになっています。

　文化人類学から情報学までさまざまな領域の研究者らとの学際研究を通じて、舞踊および身体表現に関する
研究を行ってきた。今後も幅広く身体文化、身体表現、身体運動の解明にかかわる研究をしていきたいと考え
ている。また、無形文化財のデータベース（アーカイヴ）化、特に舞踊や身体表現に関するデータのアーカイ
ヴ化についての研究は事例が少なくメタデータの整理も進んでいないことがプロジェクト研究を通して分かっ
てきたので、これらの点についても検討を行っていきたい。

舞踊教育学コース所属の学生らは、そのほとんど
が、バレエやモダンダンスなど西洋の芸術舞踊を実
践してきている人たちである。筆者の教育目標は、
さまざまな身体表現、舞踊表現が世界には存在する
こと、また、舞踊は、その社会文化的背景と深く結
びついた表現様式をもっていること、そして、舞踊
は芸術的なものだけではなく、民俗芸能のように社
会的な機能をも果たしていることを講義や実技を通
して学生に伝えることである。2008 年度は、専門教
育に加えて、前期に「基礎ゼミⅠ」、後期に「舞踊に
おける色・音・香」と 21 世紀型文理融合リベラルアー
ツの教育にも積極的に取り組み、朝鮮舞踊の舞踊家

（金剛山舞踊団）や能楽師など、実演者を招いての文
化と舞踊を考える授業を行った。

また、大学院の授業では、民族舞踊学（舞踊人類
学）を主専攻とする院生がいたので、Drid Williams
著「Anthropology and the Dance」の文献の購読を行
い、舞踊学者と文化人類学者との考え方の違いなど
について考察した。

Most of the students in our dance education 
course only know Western dances such as Ballet or 
Modern dance. I am teaching those students that 
there are many more kinds of dances which have 
their own cultural background and that some of them 
do not appear artistic but perform a social function.

In 2008, in addition to those lectures and 
practices, I gave a special lecture on Korean dance 
with live performances by Kumgangsan Opera 
Troupe. (The educational program on qualitative and 
quantitative Liberal Arts)

To the graduate students I gave a lecture on 
“Anthropology and the Dance “.



110

　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

スポーツ消費の時系列分析
2008 年度に生じた世界同時不況は、スポーツ消費の分野にも多大な影響を及ぼしたと推測される。その影

響がどの程度の規模であるのか、またどの程度の期間継続するかについては、今後研究が必要とされるテーマ
である。このテーマに対してどのような分析方法が適切であるのかを検討している段階である。

GIS を利用したスポーツ消費分析
地理情報システム (GIS) を利用したスポーツ消費行動分析を、早稲田大学スポーツビジネス研究所のメンバー

及び大学院生と協力して実施している。2008 年度は公共スポーツ施設利用者の分布に関する研究において、
共同研究者として分析手法の妥当性の検討に貢献した。

スポーツ消費／時系列分析／地理情報システム
sports consumption ／ time series analysis ／ GIS
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

スポーツマネジメントの分野は現在多くの大学において取り組みが始まっている注目すべき分野です。残念な
がら、スポーツマネジメントに関わる女性の数はまだまだ少数です。スポーツに興味を持っている人が集まる
ことを期待します。

スポーツ消費を説明する経済モデルの構築
国家レベルのスポーツマネジメントの比較研究

大学院博士前期課程においては「スポーツマネージメント特論」、「スポーツマネージメント演習」の授業を
担当した。後者は文化マネージメント副専攻の選択必修科目である。また、平成 19 年度入学生 2 名の主任指
導教員として指導を担当した。いずれも舞踊分野におけるマネジメントに関する研究に取り組んでいる。

学部専門科目においては、「スポーツ人間学」、「スポーツ人間学実験演習」、卒業論文の指導を通じて、スポー
ツ及び舞踊分野におけるマネジメントの考え方を学生に対して指導した。

卒業論文は 2 名の指導を行った。卒業論文の分野は下記の通りである。
プロ野球のマネジメント（1）
舞踊作品におけるコラボレーション（1）

コア科目においては、必修科目である「スポーツ健康実習」の担当者として、前期は共通フィットネスを 2
コマ、後期はバドミントンを 2 コマ、多種目を 1 コマ担当した。

「スポーツ健康実習」はカリキュラム改正に伴う授業内容変更後の 4 年目であり、新しいシステムでの授業
も軌道に乗ってきたことから、授業内容と体力向上の関連についての分析に着手した。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

中心的なテーマである代名詞解釈を中心とした照
応の問題について理解を深めるため、統語論と意味
論の関係性を扱った文献に目を通し、考察を続けた。
特に、最近問題となっている現象について、生成文
法理論の枠組みで書かれた文献に目を通して、照応
の問題との関連性を探った。

　I looked into the literature on the syntax-semantics 
interface, in order to deepen my understanding of 
my major research interests in pronominal anaphora.  
I focused on current topics and their relation to 
pronominal anaphora within the framework of 
generative grammar.

文法理論／生成文法／統語論／意味論／照応
grammatical theory ／ generative grammar ／ syntax ／ semantics ／ anaphora
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　私が専門科目を担当している英語圏言語文化コースでは、英語学と英米文学を専門に学ぶことができます。
私は、英語学の授業科目を担当していますが、理論言語学的な立場から、統語論、意味論、形態論などを授業
では扱っています。一言で言えば、英語を人間のことばの一つとして捉え、英語を背後から支えている仕組み
をできる限り客観的に明らかにしようという取り組みです。（一般的には、「生成文法」と呼ばれています。）
英語に限らず、人間のことばには、表面を見ただけでは分からないような深い意味を持つ仕組みが潜んでいま
す。そのような「無意識の知識」を明らかにすることにより、英語とはどのような言語なのか、また、人間の
ことばにはどのような仕組みが働いているのか、学生の皆さんと一緒に考えていきたいと思っています。この
ような事柄に興味を持つ方を歓迎いたします。

　これまで行ってきた研究課題により、再帰代名詞の中心的な性質がほぼ明らかになった。再帰形態素の意味
的性質と形態統語的性質との相互作用からほぼ予測できるからである。しかし、再帰代名詞には、談話や視点
に依存した用法や強調用法など、周辺的な用法もかなりある。また、言語間の違いについても十分考察を進め
る必要があり、また、他の統語的・意味的現象との関わりについても理解を深める必要がある。今後は、これ
までに得られた成果を基に、これらの研究課題に取り組む予定である。

学部においては、コア科目「基礎英語 I 文 2a」お
よび「基礎英語 II 文 1b」において英語の授業を担当
し、学科共通科目「言語学概論」においては、言語
文化学科所属の学生を対象に言語学の入門の授業を、

「英文法演習」においては、英語圏言語文化コース所
属の 2 年生を対象に統語論を中心とした英語学の入
門の授業を行った。「特別演習（言語研究方法論）I」
および「英語学特殊講義 VI」においては、同コース
所属の 3 年生を対象に統語論の中級レベルの授業を
行い、「特別演習（言語資料分析）II」においては、
卒論作成中の学生に対する専門分野の指導を行った。
また、教職に関する科目「英語科教育法 II」も他教員
と共同で授業を行った。大学院においては、「英語学
特論（文法論）」および「英語学演習（形態論）」に
おいて、比較的最近の文法理論に関する文献をいく
つか取り上げ、詳細な検討を行った。

For undergraduate students, I taught classes such 
as "Basic English I/II," "Introduction to Linguistics," 
"Seminar: English Grammar," "Advanced Seminar: 
Methodology in Linguistic Research I," and "Special 
Lecture on English Linguistics VI."  I also co-taught 
"English Teaching Methodology II."  For graduate 
students, I taught "English Linguistics (Grammatical 
Theory): Advanced Lecture" and "English Linguistics 
(Morphology): Advanced Seminar."  I also supervised 
seven BA theses in the area of English linguistics.



114

　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

近代日本において「国語」はいかに成立し教育さ
れたかを、話し言葉と書き言葉の両面から研究して
いる。

I have researched how “national language” was 
formed and educated in modern Japan, in both sides 
of spoken and written language.

近代日本語／国語
modern Japanese language ／ national language
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　「国語」という概念は自明のものではなく、明治時代に作られた言語および教科であるということを知って
もらいたいと思います。

　漢字文化圏において「国語」はどのように成立・展開していったかを，表記を含めて比較研究したい。

奈良時代から昭和時代までの日本語の歴史，和語・
漢語・外来語，「国語」の成立と展開，江戸時代末期
の話し言葉

Historical Japanese language from Nara era to 
Showa era;Japanese Chinese words and adopted 
words in modern Japanese language.
Japanese Chinese words and adopted words in 
modern Japanese language;Japanese Spoken 
language in Edo era.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

in 2008 my research focused mainly on the professional identity development of Japanese teachers of 
English in higher education,which is a part of my doctoral study. I conducted interviews and classroom 
observation of university teachers all over Japan.I hope that my findings will contribute to a better 
understanding of English language education in Japan.  
My second area of research focuses on materials development for language learning and language teaching.

Teacher and learner identity ／ EFL teaching methodology ／ Materials Development
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

1　One of the best ways to prepare for doing well in English is to read as much as you possibly can。 Try 
to read books that are just a little big more difficult than what you can read、 and try to understand the whole 
of what is written rather than each word and each sentence。 Try to guess the meaning of a word through the 
context of the sentence and through the grammatical placement of the word within the sentence。 Reach for 
your dictionary AFTER you try to understand。
Remember、 if you memorize long lists of English vocabulary words you will only remember the list。 If you 
read a lot、 you will learn a lot of vocabulary in context。 You will also improve your understanding of natural 
English and you will learn to enjoy English as a language、 and not just as a subject。
Good luck!

1 Through my teaching I hope to enable students to develop the skills they need to become life-long users 
of English. They should be able to read both for pleasure (novels, magazine articles, and so on) and for 
information (textbooks, newspapers, and so on). They should be able to write for a variety of purposes (reports, 
letters, diaries, business) both accurately and fluently. They will learn how to express themselves in English 
in a variety of situations and they should be able to listen and understand spoken English in a variety of 
situations.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（5）件

17 世紀イギリス王党派の詩人・政治パンフレット作者であった John Cleveland に研究対象を絞り、彼が政
治プロパガンダに用いた諸々の隠喩表象における表象と実体の乖離という問題を考察した。具体的には、代表
作である “The King’ s Disguise” において彼が擁護しようとしているものが、チャールズ・スチュアートとい
う名の王そのものではなく、むしろ流通し再生産される王の「表象」であり、表象としての王を擁護すること
こそが「パンフレット戦争」における自らの使命であることをこの詩人が自覚していた可能性があることを明
らかにした。

・『 < 男 > と < 女 > のディスクール ― シェイクスピアからドライデンまで』 植月恵一郎編  1998 年　金星堂（共
著）「抑圧と表象 ― ヘンリー・ヴォーンにおける「時代」と「祈り」」pp.203-26.

・『博物誌の文化学 ― 動物編』 植月恵一郎編　2003 年　鷹書房弓プレス（共著）「川獺のゆくえ ― 『釣魚大全』
の寓意」pp.117-32.

・「イギリス内乱期王党派の唄・俗謡・連祷 ― 言論統制と大衆煽動」『お茶の水女子大学人文科学紀要』第 57
巻　pp.177-88  2004 年 3 月

・「「私」の沈黙が語るもの ― “The World” における「説教師」のペルソナ」『英文學研究』Vol.82，pp.1-13  
日本英文學會　2005 年 12 月

・「「王はそこに、されど汝ら王の御前には在らず」― “The King’ s Disguise” におけるチャールズ・スチュアー
トの不在」『お茶の水女子大学人文科学研究』第 5 巻　pp.69-80  2009 年 3 月

イギリス文学／ 17 世紀／詩／イギリス内乱／キリスト教
British literature ／ seventeenth century ／ poetry ／ English Civil Wars ／ Christianity
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　外国語を学ぶことは、その言語の運用能力を高めるだけでなく、言語を通じてなされる人間の様々な文化的
営為を通じ、人間や社会や芸術について理解を深めることでもあります。言葉そのものよりも、言葉の向こう
に何が見えるかを常に探求する姿勢を持ってください。また、そのような学生さんが入学してくれることを願っ
ています。

近年の研究課題は、17 世紀の詩と政治文学における隠蔽性という問題であるが、現在は、表象が実体（あ
るいはその不在）を隠蔽するさいに生じる権威という問題に最も強い関心を寄せている。
　2008 年度は表象行為と権威とのあいだのそのような関係について半ば意識的であったと思われる幾人かの
王党派詩人に的を絞って研究したが、今後、王党派に限らず、政治的なアイデンティティーが曖昧とされてい
る Andrew Marvell などの詩人、また Aphra Behn などの女性詩人も射程に含め、そのような隠蔽的言語の振
る舞いをさらに具体的に検証していきたい。

　コア英語科目は、近年の学部生の語彙力低下に歯止めをかけるため、単語テスト等を重点的に行うとともに、
教育支援ソフト Moodle を使い、学生が自宅から音声教材にアクセスしてリスニングを行ったり、練習問題の
解答やフィードバックを行えるような工夫を試みた。部分的に e-learning を採り入れたこのような授業形態は、
今後も積極的に導入していきたい。
　コア科目では、「基礎ゼミ」で、英語の詩をテクストに英語の音韻的な特徴を理解させるとともに、異文化
の問題をより身近に感じさせるため、英語で書かれた詩についてできるだけ自由な討論を試みた。
　専門科目では、「英文学史Ⅰ・Ⅱ」で古英語期から現代までの英文学の流れを論じ、大学院では、17 世紀イ
ギリス内乱期の政治詩をテクストに、表象行為の政治性という問題を論じた。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

台湾における共同ゼミの準備として、日本に伝来
した天文学や医学の受容について主に江戸時代の事
例を考察し、自然哲学に基づく理論的な考察が日本
では深められてこなかった状況を発表した。こうし
た問題は、西洋における科学の発達による思考法と、
他の文化の自然観との相違としてより一般的に考え
ていけるのかを引き続き現在の課題としている。

　Japanese way of accepting and developing foreign 
studies on nature in Edo era and the problem of 
unique character of Western science.

科学哲学／認識論／知識の哲学／自然主義／英米哲学
philosophy of science ／ epistemology ／ philosophy of knowledge ／ naturalism ／
Anglo American philosophy
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

私は知識の問題を研究していますが、それは日本人が江戸時代以来受けいれてきた西洋の学問をどう理解し
ているか、という歴史的な問題や、現在の科学がどうして正しい立場であるといえるのか、といった理論的な
問題に関係し、またそもそも知識は単なる信念とどう違うのか、という基本的な論点でも論争が続いている、
興味深い分野です。多くの人に関心を持ってもらいたいと希望します。

　現在の知識論は、素朴に実在や真理を前提にしたうえで認識や知識を論じるのではなく、それら自身のあり
方を再検討しながら、信頼できる知識の特徴やあり方を考えるという方向に変わり、そのため、何が望ましい
立場や原理であるかということを、倫理学のような分野と同様の関心で論じるようになっています。そのため、
私自身の研究の内容も非常に広がり、従来とは異なった考え方による知識論が期待されます。

知識の哲学に関するいろいろな考えの紹介、江戸
時代における天文学や医学における知識論の紹介、
自由意志の問題についての授業を行なった。

　Introduct ion to philosophy of knowledge, 
epistemology of Edo science, the problem of free will.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（9）件

今年は主に 1）舞踊動作の自然科学的研究、2）子
供の身体能力の発育発達研究 3）ストループ課題中の
自律神経活動に舞踊経験が及ぼす影響、4）家事作業
中の身体負荷に関する研究の 4 つを行った。1）は 2
つの調査を行い、1 つめは科研費採択により取り組ん
だ共同研究で、日舞およびクラシックバレエ熟練者
の動作をモーションキャプチャーシステムにより取
得し、その動作特性とその動作を鑑賞した者が受け
た印象を質問紙調査により検討することにより、表
現の動作特性と認知特性の両面から舞踊の独自性お
よび個別性を調査した。2 つめは、舞踊動作の動作解
析と筋電図学的研究の可能性を検討し、その内容を
韓国ダンス科学会議において招待講演として発表し
た。2）は本学着任以降、附属小学校のからだ部と連
携して行っている小学生児童の体力変化に関する縦
断的な調査を行った。またこうした研究調査のデー
タを基に学校教育における体育および舞踊教育の役
割について検討した。3）は本学特別教育研究経費「コ
ミュニケーション・システムの開発によるリスク社
会への対応」プロジェクトの学内公募採択研究であ
る。4）は生活科学部教員との共同研究でユビキタス
実験住居を利用した研究テーマである。なお今年度
も、科学技術振興機構よりお茶の水女子大学が採択
された「女性研究者に適合した雇用環境モデルの構
築」により、子育て中のモデル研究者として研究補
助のアカデミックアシスタントが採用され、研究支
援を行ってくれたことから、円滑な研究活動を続け
ることができた。

Research project in 2008 was consisted of two 
main topic. 1) Biomechanical characteristics of 
dance movements. 2) Physical fitness and health 
status in elementary school children. First research 
topic was long-term research project for our 
laboratory In 2008, we focused on the biomechanical 
characteristics of Japanese traditional dance and 
classical ballet for skilled dancers. Second research 
topic was collaborative studies with teachers of 
elementary school attached to Ochanomizu university 
to promote children`s health status.

・「ダンサーなら知っておきたいからだのこと」2008、大修館書店、東京 .
・「小学生児童の体力特性の経時変化～ 2001 年と 2008 年の比較から～」水村（久埜）真由美、森曜生、鈴木
早紀子、吉田真咲、橋本有子、高木悦子、村上博之、石塚諭、横山善実、栗原知子 2008、人文科学研究、第 5 巻、
pp. 92-100.
・「日本舞踊における女らしさの表現～印象評価実験に基づいて～」（猪崎弥生、水村（久埜）真由美）2008、8（2）、
pp.77-83.
・「踊る身体を科学する」2008、体育科教育、56（3）、pp54-57
・「ストレッチング」2008.2. 佐藤佑造、川久保清、田畑泉、樋口満編『健康運動指導マニュアル』, 宮地元彦
ほか 51 名 , 文光堂、東京 , pp.237-243.

身体運動／運動生理／動作解析／舞踊表現／健康科学
human movement ／ exercise physiology ／ motion analysis ／ expression in dance movement ／
health sciene
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

人間の行う動きは非常に複雑で巧みです。その動きや動きを起こす身体のしくみに興味をもって地道に研究
を続けられる若い人たちと一緒に研究をしたいと思っています。私が所属するコースは、国立大学法人唯一の
舞踊を専攻することのできるコースです。またその中にあって、私は唯一自然科学系の学問領域から、舞踊や
スポーツ、さまざまな運動を対象として、研究を行っています。「舞踊を科学」してみたい人にとっては、ま
さに日本で唯一の教育環境といってもいいでしょう。また働く女性とし、母として、女性のライフスタイルと
運動や健康に関しても大きな興味をもっています。エネルギー溢れた女性のライフスタイルをサポートする研
究を一緒に行ってみませんか？　老若男女を問わず、運動が人間の身体に及ぼす影響について、健康科学や身
体表現の観点から、企業とも共同研究を進めています。今後とも積極的に共同研究を行いたいと思っています。

　I am interested in complicated but well-organized human movements from simple human walking to 
beautiful dancing. My laboratory is the only dance and exercise science labolatory in Japan. I would like 
you to join our research projects to know both basic and applied scientific evidence of human movements 
including dancing.

　舞踊を中心としたさまざまな身体運動による人間の身体諸機能の可塑性を検討するとともに、熟練した舞踊
動作、いわゆる芸術性の高いと評される運動の成立のメカニズムを解明したいと考えている。メタボリックシ
ンドロームなどの健康問題が社会的に注目されている今日、運動実践の意義は現代に生きる我々にとって大き
な意味をもつ。こうした運動を行う健康科学意義あるいは難しい運動を学習する過程での身体の可塑性につい
て今後も研究を発展させたい。共同研究の可能性としては、子供から高齢者に至る老若男女あらゆるヒトの健
康に対して運動の有効性を検証する研究を、「健康」に関わるすべての団体（民間企業や地方自治体など）と
共同に行う実績ももち、今後もそうした共同研究を進めたい。また運動の中でも「踊り」を中心とした、研究
対象としては、「子供」や「女性」を対象とした研究に興味をもつ方たちとの共同研究を進めたい

学部教育としては、解剖学、運動学、動作学、生
理学、動作学実験演習、表現行動論、身体文化論、
健康スポーツ実習（筋力トレーニング）を担当し、
大学院では表現行動科学特論、表現講堂科学実験演
習を担当した。また研究指導は、学部生 4 名、博士
前期課程 1 名の卒業論文と修士論文の指導を行った。
また博士後期課程 3 名の大学院生については、引き
続き学位論文に向けての研究指導を行った。卒業論
文、修士論文のテーマは以下の通りである。卒業論
文「筋疲労に対するダイナミックストレッチングの
効果」「クラシックバレエダンサーの大腿にみられる
筋断面積および筋体積の特徴」「ダンストレーニング
がスタティックストレッチング直後の筋力発揮に及
ぼす影響」「下肢アライメントと関節弛緩性が大腿部
の筋厚に及ぼす影響」修士論文「立位での体幹屈曲 •
伸展動作における脊柱可動性の加齢変化」なお院生
が、日本体力医学会にて 2 演題、日本バイオメカニ
クス学会にて 1 演題、それぞれの研究テーマで研究
発表をし、その指導を行った

In 2008, I .  have taught anatomy, exercise 
physiology, biomechanics, kinesiology, biomechanical 
experiment, human movement science and PE class 
(resistance training) for undergraduate students. For 
graduate students, I have had two more classes.  I 
have supervised four under-graduate students, one 
master students, and three Ph.D students for their 
own research project. Three graduate students made 
presentation at national conferences.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績

　今年度も大工が所蔵する巻物について、①所在調査、②内容の解読を行った。今年度の調査で、三輪神道系
の巻物も兵庫県、徳島県に存在することが確認された。特に徳島の史料は会津の史料とほぼ同じ内容であり、
また 17 世紀中頃のもので、これまで知られている史料の中でも非常に古いことが確認された。さらに、三輪
神道系統のテキストが読み手によりどのように省略加筆、すなわち編纂されているのか検証してきた。その結
果、主要な建築儀礼については省略されないが、儀礼の細部と大工道具由来譚は省略される傾向が明らかとなっ
た。
　風水研究では長野県飯田市を中心に活動していた松浦琴生という風水師について、明治 30 年代の活動状況
について検証した。

・「奥会津の番匠巻物」笹原亮二編『口頭伝承と文字文化－文字の民俗学、声の歴史学－』（思文閣出版、2009
年 1 月、122 ～ 148 頁）

・「三輪神道系大工儀礼書の展開－『皇法御流工匠相傳之巻』を中心に－」『文字文化は庶民の生活をどのよう
に変えてきたか』科学研究費補助金報告書（2009 年 3 月）

・「八王子市南町の山車」『八王子市山車報告書』(2009 年 3 月 )

大工／建築儀礼／風水／家相／由緒書
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　大学はキャンパスで学ぶだけでなく、図書館や美術館・博物館といった学外の施設、さらにはフィールドワー
クにより広く学ぶところです。
　私は機会があるごとに学生を連れて色々なところに出かけています。昨年度からは八王子市の八王子祭りで
使用される山車の調査を行っています。聞き書き調査だけでなく、祭礼当日に山車を実際に曳くなど参与観察
も行っています。お茶大に入って色々なところを訪れて学びましょう。

　職人巻物研究では、全国的に分布していること、中世も視野に入れることが確認できた。引き続き史料調査
を行っていきたい。この分野については日本建築史との共同研究が可能である。
　風水研究では、明治大学でシンポジウムを行い文化人類学、歴史学、思想史との連携した研究を進めること
ができ、来年度も継続して共同研究を行っていく。

2008 年度は学部では以下の 8 科目を担当した。「民俗学」では民俗学の概説を行った。「生活文化史概論」
では考現学的見方と方法論、「生活文化史各論」では親族論ならびに生殖医療、「歴史文化論」では陰陽道と風
水について、それぞれ講義した。「生活文化実習」では八王子市で祭礼調査を通じてフィールドワークの基礎
を学ばせた。「生活文化史基礎演習」「生活文化史演習」では、『暮らしの中の民俗学』（波平他編、吉川弘文館）
と『モノ誕生「いまの生活」』（水牛くらぶ編、晶文社）をテキストにして資料調査方法について演習を行った。「民
俗文化史演習」では卒業論文作成のため演習を行い、今年度は 2 名の学生が日本民俗学会卒論発表会で発表し
た。

大学院では、「民俗文化特論演習」で小笠原流礼法の文書の講読を行った。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（1）件

神学的地平で論じられることの多い、フランス 17 世紀後半の神秘主義思想を、より広い文脈において理解
するというテーマのもと、フェヌロンの神秘主義思想を彼の文学理論や審美観と関連させながら論じる試みを
行った。『人文科学研究』第 5 巻に発表した論文は、その成果である。

・｢ フェヌロンとホメロス」（お茶の水女子大学『人文科学研究』第 5 巻 2009 年 3 月　pp.81-93）

フランス 17 世紀宗教思潮／神秘主義／古典主義
French religious thought in the 17th century ／ mysticism ／ classicism
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　17 世紀フランスに関心を持つ学生はそう多くはない。確かに遠い昔の事柄であり、｢ 今」の関心と重なる部
分は少なく、「現在」の問題意識に対する即効性に乏しい。だが本当にそうだろうか。科学も学問も進歩し続
けるという考えの欺瞞性が暴かれて久しいが、まだどこかでこの神話を信じたがっている自分に気付くとき、
また理路整然と論述できることが絶対の価値であると教えられ、論理的整合性の枠をはめることのできない事
象には目を瞑り、見て見ぬ振りをしてしまいたくなった時、そうした考え自体が実は ｢ 近代」の申し子である
ことに改めて思いをはせるべきだと思う。そして現在われわれが直面している問題の多くがそうした ｢ 近代」
に根ざすものである以上、いったい ｢ 近代」とは何なのか、何であったのかを今一度自分自身で考えてみるべ
きではないだろうか。この ｢ 近代」が 17 世紀ヨーロッパのあたりから始まること、デカルトを生んだフラン
スにその一つの典型があることを考えるなら、17 世紀フランス研究が取り組み甲斐のあるテーマであること
は明白だ。

　｢ 文学」に ｢ 思想」を読むというスタンスをもう少し継続する。フェヌロンが携わった静寂主義論争は、神
秘主義思想を神学的議論の場に持ち出したときの不幸を余すところなく顕わにしている。宇宙観・世界観とし
ての神秘主義思想は、むしろ ｢ 文学」にこそ、その十全な表れを示し得るのではないか。

学部：
17 世紀フランスの文学作品の講読を通じて ｢ 近代」について考えるきっかけを与えると同時に、古典的フ
ランス語読解のすべを学ぶという基本的方針の下、2008 年度はフェヌロンの『テレマックの冒険』を取り
上げた。作品に描かれている ｢ 父」像の分析を行い、文学作品のテーマ研究の手法についても学び、｢ 父と子」
というテーマでレポートを課して、学生の自主的考察を促した。

大学院：
17 世紀における「オネットム」について、モリエールの作品を主たる手がかりとしながら、さまざまな文
献の分析、討論などを通じて理解を深めた。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（6）件

科研基盤研究 C「認知言語学的観点を生かした日
本語教授法・教材開発研究」の成果を『現代日本語
教育の理解』、『認知言語学から見た日本語格助詞の
意味構造と習得』、『日本語教師のための応用認知言
語学』などの著書で公開した。
　その他、比較日本学教育研究センターでは引き続
き、研究プロジェクト「グローバル時代の総合的日
本語教育」を推進した。また学習環境と第二言語習
得との関係を研究し、『多様化する言語環境とこれか
らの日本語教育』として出版された。

I published “Comprehension of the Modern 
Japanese Education” , “The Semantic Structures 
and Acquisition of Japanese Case Particles from the 
Viewpoint of Cognitive Linguistics” , and “Applied 
Cognitive Linguistics for the Japanese Language 
Teachers” on the basis of the results of the Scientific 
Research C “ The Research of Teaching Methods and 
Materials for Japanese Language Education” .

I, furthermore, continued a research on “Holistic 
Education of Japanese Language in the Global Era” 
as the research project of the center for comparative 
Japanese Studies. I also clarified the relation between 
the learning environment and the second language 
acquisition, which I later published as “Diversified 
Language Environments and Japanese Education in 
the Future” . 

・『認知言語学から見た日本語格助詞の意味構造と習得：日本語教育にいかすために』（ひつじ書房、単著）
・『多様化する言語習得環境とこれからの日本語教育』（スリーエーネットワーク、共編著）
・「日本語の言語類型論的特徴がモダリティに及ぼす影響―グローバル時代に求められる総合的日本語教育のた

めに―」『研究年報』5:147-154、お茶の水女子大学比較日本学教育研究センター
・「格助詞ヲ・ニのカテゴリー構造と韓中日本語学習者のカテゴリー形成」『日本学報』76:11-28、韓国日本学会、

共著
・「第二言語としての日本語の多義語の習得と日本語教育への応用」『日本認知言語学会論文集』8:595-610、

日本認知言語学会、共著

応用言語学／認知言語学／第二言語習得／日本語教育
Applied Linguistics ／ Cognitive Linguistics ／ Second Language Acquisition ／ Japanese Language Education
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

グローバル時代に私たちの言語（日本語）を再考し、それがどのような特徴を持っていて、日本人の子供や
外国人学習者にどのように学ばれており、どのように教えるのがよいか、といったことに関心のある方はぜひ
一度以下をご覧ください。
　http://jsl.li.ocha.ac.jp/morishin1003/

これまで 7 年間にわたり継続してきた認知言語学的観点からの第二言語習得研究をもとに以下のように日本
語教育への応用を試みる。
1）認知日本語文法（Cognitive Japanese Grammar）の構築
2）文法書や教材、学習辞書などの開発
3）文化を取り入れた総合的日本語教育の構築
4）遠隔教材を用いた海外日本語教育支援

　比較日本学教育研究センター長として、国際日本
学シンポジウム、韓国、中国、台湾、英国、チェコ、
米国、フランスの 8 大学合同の国際日本学コンソー
シアム、公開講演会、国際ジョイントゼミなどのグ
ローバルな教育プログラムを実施した。
　またグローバル文化学環の教員として、釜山外国
語大学との間で TV 会議システムを用いた遠隔共同授
業を実施した。
　さらに国際教育センター専任教員として、本学の
20 名の学生と韓国の同徳女子大学校を訪ね、第 5 回
日韓大学生国際交流セミナーを実施した。留学生に
対しては、日本語、日本事情において日本人学生と
の交流型授業を行ったり、韓国外大やヴァッサー大
学の学生を対象に行われた日本語研修プログラムを
コーディネートした。
また本学大学院生 8 名と韓国の同徳女子大学を訪ね、
日本語教育、日本史の教壇実習とジョイントゼミを
行った。

As a director of the Center for Comparative 
Japanese Studies, I held the international symposium 
on Japanese studies and the international consortium 
on Japanese Studies with 8 graduate schools in 
Korea, China, Taiwan, England, Czech, US, and 
France. I also conducted joint education programs of 
graduate schools in the world.

As a member of the faculty of the Global Studies 
for Inter-Cultural Cooperation I conducted remote 
joint-classes of Japanese language and culture with 
Pusan University of Foreign Studies. I, furthermore, 
held “The 5th International Exchange Seminar for 
Japanese and Korean Students” , visiting Dongduk 
Women’ s University in Korea with our 20 students, 
and also held joint exchange classes of Japanese 
language and culture for foreign students with 
Japanese students. I conducted　the　summer　
school　of　Japanese language and culture for 
Korean University of Foreign Studies, and also for 
Vassar College in the US.

I visited Dongduk Women’ s University in Korea 
with our 8 graduate students and conducted the 
overseas teacher training of Japanese language and 
history, and held joint education program.

図 2　格助詞デの意味構造
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　フランス近世国制史の研究。とくに絶対王政期の官僚制度（官職売買制度）を中心とする権力構造や、宮廷
を舞台に展開する儀礼の分析を通じて、当時の統治システムとその有効性を検討する。
　具体的な研究課題としては、
1 絶対王政期の官僚制の考究 ････ 国王権力の重要な柱である官僚制について、その二大類型たる官職保有者

と直轄官僚、この両者の特質を分析し、当時の社会に深く根を下ろしていた官職売買制度の実態に迫る。
2 権力を補完するものとしての権威構造の解明 ････ 支配の実際の脆弱さを補うものとして、国王を主体に展

開された各種儀礼の具体的分析を行う。
　平成 20 年度は、科研費基盤研究 (C)「絶対王政期フランスの宮廷構造研究」を進め、フランス宮廷の宮廷役
人に対するさまざまな角度からの検討を行う一方、科研費基盤研究 (B)「身分感覚の比較史的研究」( 研究代表
者：岸本美緒 ) の研究分担者として、フランス近世社会の身分意識、実際に当時の人々が感じていた身分感覚
についての研究を行った。また同研究の研究会で簡単な報告を行った。

フランス史／官僚制／プロソポグラフィー／近世史
French History ／ bureaucracy ／ prosopography ／ Early Modern History
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　大学で学ぶ（ことのできる）歴史は、暗記中心の高校のそれとは違います。年号や固有名詞を覚えることに
あまり意味はありません。ある時代のさまざまな事件、あるいは社会そのものがどうして生成され、変容して
いくのか、自分のオリジナルなテーマを見つけてそのための材料 ( 史料 ) を集め、自分で考え、自分なりの解
を見出すものです。そのために、大学で歴史を勉強したい人には、できるだけたくさんの本（必ずしも歴史関
連のものに限りません）を読み漁ってほしいと思います。そのうえで、自分の取り組みたいテーマを見つけ出
せばいいのだと思います。したがって卒論は自由にテーマが選べます。やれるかどうかを含めアドヴァイスは
しますが、基本的に自分がなにを取りあげ、調べてみたいのかが重要なのです。

　フランスの宮廷の構成メンバーの計量的分析を行うことでその集団的特質を析出し、当時の宮廷の果たして
いた社会的機能について検討する。また、従来からの官職保有者についてさらに研究の進展を図り、あわせて
絶対王政期の権力と権威の問題を深く掘り下げる。また、新たにフランス近世社会の身分構造についての分析
を行っていく予定である。

　学部の特講では、昨年に引き続いて最新の社会史、とりわけ歴史人口学の成果をもとにフランス近世の民衆
( 農民 ) の日常生活をとりあつかった。歴史人口学の手法、そこからえられる知見をもとに、当時の農村社会
の構造、支配の様態、農民のさまざまな税負担、さらには当時の社会の宿痾ともいうべき塩税 ( ガベル ) など
について詳細に論じた。学部の演習では、18 世紀フランスの啓蒙思想とその影響、新たな時代の潮流につい
ての英文テクストを題材としてさまざまに検討した。2 年生対象の西洋史研究法では西洋史学史を論じ、後半
で歴史学の情報検索方法について IT ルームを利用して実践的な授業を行った。また全学年対象の西洋史概説
では昨年と同じく、パリとロンドンの比較史を協同で担当した。数年来継続しているフランス語テクストの輪
読の授業を行った。大学院の演習では、昨年に引き続きル・ロワ・ラデュリの研究書をテクストにしてフラン
ス宮廷の位階秩序の分析を行った。

また、学部 4 年生のなかで西洋史分野で卒論を書く学生 (9 名 ) についての指導を行った。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（1）件

人びとが服飾に託してきた心情や美意識の解明について、日本服飾を対象として研究を行っている。最近は
特に、絵画のなかの服飾文様の意味について関心があり、検討を行っている。

・上村松園「焔」にみる藤と蜘蛛の巣文様（『服飾美学』第 48 号、19-34、2009 年 3 月）
・蜘蛛の巣に桐桜の文様－「浮舟の模様」－補遺（『服飾美学』第 46 号、93-95、2008 年 3 月）
・蜘蛛の巣文様についての一考察－江戸時代を中心に－（『服飾美学』第 45 号、55-72、2007 年 9 月）
・フリーア美術館蔵『地蔵菩薩霊験記絵』についての一考察－蜘蛛の巣文様の服飾を中心に－（『服飾美学』第

43 号、1-16、2006 年 9 月）

日本／服飾／美学／色／文様
Japane ／ Costume ／ Aesthetics ／ Color ／ Pattern
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　物語では服飾によってどのような人物かが示されることがあり、服飾は人物を語る役割を果たしています。
それのみならず、服飾は時代や社会も表します。
　私たち日本人はこれまでに服飾によって何を表してきたのでしょうか。このような服飾の問題について、一
緒に考えてみませんか。

　日本服飾史、服飾美学。日本服飾の歴史と服飾の美意識について、講義、演習を行っている。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（5）件

頼住光子の 2008 年度の研究内容は、以下の 4 領
域からなり、その研究成果の一部については、学術
雑誌、学術講演、研究会口頭発表等において発表さ
れた。
①日本仏教の思想的研究　道元や親鸞などの、仏教

思想家の著作を厳密にテキストクリティークし、
その思想構造を探求し、日本仏教の独自性と普遍
的意義とを追及する。

②日本近代思想に関する研究　和辻哲郎など日本近
代思想についての再検討。とくに ｢ 超越 ｣「自己」
｢ 非還元主義 ｣ などをてがかりとして、日本近代
思想のもつ意義を解明。

③比較思想学、比較宗教学による研究　日本の思想
や宗教を考える上で、比較の手法を使い、他のア
ジアの思想（中国、インド）、ヨーロッパ思想との
比較対照において、日本の思想や宗教の特徴を解
明。

④道徳教育、宗教教育に関する理論的研究　日本人
の道徳性や宗教性を解明し、それらに適合する道
徳教育や宗教教育を行うための理論的基盤を明示。

Mitsuko Yorizumi’ s study in 2008 consists of 
following four spheres.
① A Study of the thought of Japanese Buddhism　A 

Study of Dogen and Shinran and so on.
②A Study of Japanese Modern Philosophy　 A Study 

of Teturo Watuji and Ryosen Tsunashima and so 
on.

③ A Comparative Study of Japanese and Western or 
Asia Thought and Religion　 A Comparative Study 
of Japanese and Western Mysticism and so on.

④ A Study of Japanese Moral Education　Especially 
a Study of Japanese Religious Education 　in 
Public Education.  

・「仏教における心の教育」
（尾田幸雄監修『日本人の心の教育』官公庁文献研究会、2008 年 5 月 2 日　pp.137-177）

・「親鸞と道元―その「悪」の理解をめぐって」
（「アンジャリ」16 号　2008 年 12 月）

・「｢ 悪 ｣ の宗教的意義に関する一考察―親鸞と道元をめぐる比較思想的探求」
（『人文科学研究』第 5 巻 2009 年 3 月 30 日 pp.41-53　査読有）

・「道元の思想―その無常観をめぐって―」
（『大学院教育改革支援プログラム「日本文化研究の国際的情報伝達スキルの育成」平成 20 年度活動報告書
　海外教育派遣事業編』お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科　2009 年 3 月 31 日　pp.209-
214　査読無）

・「仏教における「食」」
（『大学院教育改革支援プログラム「日本文化研究の国際的情報伝達スキルの育成」平成 20 年度活動報告書
　学内教育事業編』お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科　2009 年 3 月 31 日　pp.301-309　
査読無）

道元思想／親鸞思想／比較思想／日本仏教の「食」／『正法眼蔵』
Dogen''s　Thought ／ Shinran''s Thought ／ Comparative Thought ／ Japanese Buddhist Eating and Food ／
Shobogenzo
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

私どものゼミにおいては、日本の（場合によっては、アジアやヨーロッパも含めて）古今の思想的な文献を
正確に読むことをまず訓練します。それを通じて、人間とは何か、また自己とは何かという問題を、深く広く
考えて行きたいと思っております。
　特に、現在、私のゼミにおいて中心的に探求しているのは、仏教哲学など、東洋の思想伝統の中に、普遍的
なものでありつつ、西洋近代の要素還元主義的な発想からは看過されがちであった関係主義的発想、非実体化
的発想をさぐり、それをてがかりとして、「自己」「超越」などの概念を再検討することです。それによって、
従来、無自覚のうちに固定的なものとして捉えられがちであった「自己」概念を解体し、諸関係の結節点とし
て捉えるという非要素還元主義的「自己」観念を明らかにするとともに、さらに、神として実体化された「超
越」（いわゆる西洋的超越概念）に対して、それ自身のうちにすべてを成り立たせる「場」としての超越概念を、
東洋の思想、宗教のうちに捉えたいと考えております。

将来の研究計画としては、東洋の哲学とりわけ仏教思想の現代的意義を探求する予定である。特に、現在の中
心的研究対象である道元にしても親鸞にしても、従来の研究は、宗門の護教的研究が主流を占めており、その
ような中で、文献学的な正当性と思想史的背景を踏まえた思想研究を行い、東洋の哲学の普遍的意義を探求し
たいと思う。そのために、現在、個人として行っている研究と平行して、現在進行中の比較思想的見地からの
国際的プロジェクトを推進したと考えている。

①学部、大学院（博士課程、修士課程）における講
義とゼミを行い、日本倫理思想史、宗教哲学、比
較思想学について、入門、基礎、応用的教育を行っ
た。

②学部、大学院（博士課程、修士課程）の学生の、
日本倫理思想史、宗教哲学、比較思想学について、
論文指導を行った。特に、博士論文執筆中の学生、
学会誌投稿論文執筆中の学生に対しては、メール
などを使って、懇切丁寧な指導を行い、内容的な
アドヴァイスや、論文としての体裁を整えるため
の添削を行った。

③大学院ＧＰの運営の中核を担う教員として、大学
院副専攻の運営に尽力するなど、各種関連事業に
携わった。また、その一環として開催された外国
人研究者と大学院生とのジョイントゼミを二つ企
画開催し、その場で発表する学生の指導を行った。

（本学開催の国際日本学コンソーシアムの日本思想
部会と台湾国立政治大学と学術交流）

④大学院教育の実質化のために、博士課程学生に、
ゼミ等で指導を行い、また論文指導を丁寧に行う
だけではなく、TA、RA として各種の学術的活動
を行えるよう指導した。

　Mitsuko Yorizumi’ s education in 2008 consists of 
following four spheres.
① Seminar and Lecture of Japanese Philosophy and 

Buddhism for Undergraduates and graduates.
② Guidance of theses and papers for Undergraduates 

and Graduates.
③ Guidance of Undergraduates’ Publication.
④ Guidance of various academic acts for Graduates 

and Undergraduates.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績

フランスでの日本の美術品の発見というものを、
この地における日本美術への評価、分析の発端となっ
た様々な文化的背景の中に捉えなおしながら、ルー
ブル美術館初の日本コレクションの学芸員であった
ガストン・ミジョンの果たした役割について研究の
焦点を当てた。3 回に渡るフランス滞在では、国立古
文書館、ルーヴル美術館学芸員図書館、及びギメ美
術館といった様々な研究施設や美術館の学芸員の協
力により、ミジョンという人物に関してのみならず、
ルーヴル美術館における最初の日本美術コレクショ
ンの歴史に関する非常に多くの情報や資料を得るこ
とができた。日本と同様フランスでもほとんどが未
刊であるこれらの新資料から、特にアンシャン ･ レ
ジーム期の著名な高級家具職人であったミジョンの
祖先に関する知識を深め、そしてルーヴル美術館の
初代日本美術部門学芸員であったガストン・ミジョ
ンがフランスにおける日本美術の評価や展示に向け
てとった行動に、ミジョン家に伝わる家業が何かし
らの影響を与えた可能性があることを示すことがで
きた。

また、平安時代の傑作「応徳涅槃図」（高野山霊宝
館所蔵）の研究を続け、星辰信仰や陰陽道信仰と密
接に関わった当時の風潮とこの仏教絵画との関係性
を明らかにするための解釈を深めた。

Parallel to my activities within the Center of 
Japanese Comparative Studies, I have concentrated 
my research on the history of the studies relative to 
Japanese Art in Europe. By situating in particular  
the discover of Japanese art in France within the 
different contexts and cultural circumstances having 
influenced their appreciation and analyze (Orientalist 
tradit ion,  Japonism,  methods comparat ists , 
encyclopedic approach, apparition of the first 
extreme-oriental art museums), I insisted on the 
role of Gaston Migeon, First Curator of Japanese 
Art collection at Louvre Museum. During different 
research trips in France (Archives Nationales, 
Musée du Louvre, Musée Guimet), I discovered 
many documents, yet unpublished, concerning the 
ancestors of Gaston Migeon, very famous cabinet 
makers (ébénistes) of the French Old Regime. By 
translating and analyzing these documents, I have 
been trying to show the influence of this familial and 
artistic heritage on the work and the conceptions of 
Gaston Migeon regarding Japanese art.
Besides, in continuation with my research on the 
Ôtoku nehan zu, masterpiece of the Heian Period 
preserved at the Reihôkan Museum (Mount Kôya), 
I tried to develop my interpretation intending to 
show how this Buddhist Painting could have been 
connected with the Onmyô-dô and astrological 
beliefs.

・ロール・シュワルツ = アレナレス “Le Bois sacré du Nirvâna -Essai d’ interprétation d’ un chef-d’ oeuvre de 
la peinture bouddhique japonaise” (「涅槃の聖なる森 - 日本仏教絵画の傑作への試論 - 」）La Question de l’
art en Asie, Ed.Presses de l’ Université Paris Sorbonne (PUPS), Collection Asie, 2008　年

・ガストン・ミジョンとルーヴル美術館の中の日本―知と技の継承、融合、変革―
お茶の水女子大学比較日本学教育研究センター年報 第 5 号 (2009 年 )

・2008 年 7 月 6 日　お茶の水女子大学比較日本学教育研究センター第 9 回国際日本学シンポジウム　セッシ
ヨン II   総合テーマ : テーマ：源氏物語の千年－日本と欧米における源氏絵の旅－ ( 企画者　司会 )

日本美術史／仏教／美術館／欧米における日本学／極東美術コレクション
Japanese Art History ／ Buddhism ／ Museum ／ Western Japanology ／ Eastern Asian Art Collection

 氏名： SCHWARTZ LAURE（Laure Schwartz-Arenales）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系　比較日本学研究センター
 職名： 准教授
 学位： 博士（文学）／ Doctor　（PhD）
 URL： http://www.cf.ocha.ac.jp/ccjs/
 E-mail： schwartz.laure@ocha.ac.jp
 



137

　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆研究計画

　◆メッセージ

2004 年 6 月にお茶の水女子大学比較日本学研究センター助教授に着任して以来、フランス人研究者としての
日本美術史に対する考察を伝え、大学や美術館での研究・勤務経験を生かして、お茶の水女子大学の国際学術
交流に貢献できることは大変光栄である。講義や、比較日本学研究センターが主催する国内外での様々な活動

（講演会、セミナー、シンポジウム、出版）を通して、海外で力強く発展し続ける日本学に接し、学生が研究テー
マを発見し、これを深めていけるように促していきたい。日本美術に関する海外の文献の紹介と解説、海外の
主要な日本学研究施設の訪問、講義や比較日本学研究センター主催の国際セミナー等は、我々の目的とすると
ころであり、関心のある学生と共に追究していきたいと願っている。

フランスを始めとするヨーロッパにおける日本美術の普及にガストン・ミジョンが果たした役割についての
研究の一環として、本年度はミジョンがルーヴル美術館のコレクションの充実化のために入手、あるいは寄贈
した主な作品に特に焦点をあてる。それらの作品の芸術的な観点からみた特徴、西洋の日本美術コレクション
の中でのそれらの位置を明らかにすると同時に、あまり知られていないルーヴル美術館、ギメ美術館における
これらの作品の展示史に着目する。ルーヴル美術館の所蔵目録や展覧会カタログ、美術市場に関する様々な資
料の検証、そして 19 世紀末から 21 世紀初頭にかけて新聞などに記載された記事の収集を通して、これらの
作品の芸術的、歴史的価値を浮き彫りにし、ヨーロッパにおいて専門家だけでなく一般大衆によってどのよう
に受け入れられ、分析されたのかを見ていく。

また、「応徳涅槃図」に関する研究を発展させ、その現段階を発表し、この作品を占星術と陰陽道に結びつ
いた新しい見方の下に捉えなおしていく。
共同研究の可能性：
* お茶の水女子大学比較日本学研究センター/INALCO ･コレージュ･ド･フランス フランス国立図書館など (研
究プロジェクト名：欧米における日本学　――日本美術研究を中心に――)
* お茶の水女子大学／パリ第 7 大学 ･ フランス国立高等研究院 日本学：本学の新たな構築の試み

海外における日本学の歴史と現在を大きなテーマ
とする授業では、特に欧米においての日本美術史の
誕生と発展を紹介、分析することが目標となる。昨
年度は、ルーヴル美術館日本美術コレクション初代
学芸員であるガストン ･ ミジョンの功績を取り上げ
た授業の中で、19 世紀末フランスに現れた新聞記事、
そして参加学生のために今回初めて和訳された古文
書を多く紹介し、この日本美術コレクションの内容
と、ルーヴル美術館内でのそれらの段階的な展示に
伴った芸術的、文化的背景について着目した。美術
館内の様々な展示室に少しずつ作品が展示されて
いった経緯、日本美術を愛する当時の著名なコレク
ターらの影響力や彼らの果たした役割について取り
上げながら、これらの作品が 19 世紀末から 20 世紀
前半にかけてフランスでいかに受け入れられ、評価、
研究されたかを検証した。

また、アンシャン ･ レジームの著名な高級家具職
人であったミジョン家の祖先の存在が、ガストン・
ミジョンの日本美術への眼差しと評価、そして装飾
芸術というものへの関わりにおいて、どれだけ大き
な役割を果たし、影響を与えたかということに焦点
を当てた。

演習では、参加学生がそれぞれの研究を、国境と
学問領域を超えた展望の中で位置付け、方向付けを
できるよう、例年通り海外における日本学の現状に
ついて紹介し、特に昨年度はフランスとアメリカに
おける日本文学と日本美術にまつわる展覧会と出版
物に重点を置いた。

Devoted to the presentation of the history of 
Japanese Studies Overseas, my teaching intends to 
analyze the development of Japanese Art history 
especially in Europe and America.

This year, as part of my courses focalized on the 
work of Gaston Migeon (1861-1930), first Curator 
of the Far Eastern Art collections at the Louvre 
Museum, thanks to the presentation of many 
archives and articles edited in french newspapers 
from the end of 19th century and translated for the 
first time in Japanese language for the students, we 
have been studying the content of these collections 
as well as the historical context of their display at 
Musée du Louvre. By clarifying the way as these 
collections were gradually acquired by the Musée du 
Louvre and by examining the role of the Japanese 
Art collectors, we also have considered how one 
hundred years ago French people have evaluated 
and interpreted Japanese culture. Finally we tried 
to show the influence of the ancestors of Gaston 
Migeon, famous cabinet makers of the Old Regime, 
on his appreciation of Japanese art which was 
associated with his action in favor of the promotion 
of Decorative Arts in general.

As part of my seminars, in order to encourage the 
students to orient their research in the way of an 
international and comparative perspective, we have 
been trying to provide them an overview of Japanese 
Studies Overseas, especially in the fields of Japanese 
Literature and Art in France and United Sates.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績

　今年度は、従来従事してきた日本詩話の研究に加えて、古典文学の世界における「模擬」という営みに着目
する新たな研究に着手した。
　数年来課外に行ってきた王安石絶句の読解については、他大学の教員・院生の参加も得て、従来の研究を公
開すべく、成果の整理と再構成を今年度より開始した。

・論文（単著）「日本における文話・詩話」（「大学院教育改革支援プログラム・日本文化研究の国際的情報伝達
スキルの育成」平成 19 年度活動報告書・海外研修事業編、2008 年 3 月）

・論文（単著）「日本江戸末期至明治、大正時期的文話」（「お茶の水女子大学中国文学会報」27、2008 年 4 月）
・論文（単著）「日本近世期の詩話について」（「国文学・解釈と鑑賞」平成 20 年 10 月号、2008 年 10 月）
・論文 ( 単著 )「模擬と創造」（「集刊東洋学」100、2008 年 11 月）

中国文学
Chinese literature
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　三千年を超える長い歴史を有する文学は、中国をおいて他に見いだすことはできません。研究すべき課題は
われわれの前に、無限に豊かに、魅力的にのこされています。

　古典文学の世界における「模擬」という営みに視点をすえることにより、過去における「創造」とはいかな
るものか、それは近代以降の文学とどのように異なるのか、を考えている。関連するテーマとして、楽府・唱
和詩などにおける主題・詩語・イメージ・踏襲 intertextuality の問題などにも関心を寄せている。日本におけ
る本歌取りとの比較も、研究課題のひとつとなるであろう。ともに過去の文学に対する因循と創新を文学創造
の契機とする日中の古典文学の共通点・相違点を、明らかにしていきたい。

　大学院教育においては、二名の後期課程学生の論文執筆を指導し、両者ともに査読を経て、学術誌に最初の
研究論文を登載した。また一名の前期課程学生の修士論文執筆を指導し、当該学生は後期課程に進学した。ま
たロンドン大学 SOAS との共同ゼミに参加し、院生の研究発表の指導にあたった。
　学部教育においては、中国語教育ならびに専門教育に従事し、三名の古典文学を専攻する学生の卒業論文執
筆を指導した。
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　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（2）件

本年度は、2005 年度から 3 年間にわたり関わった学習院大学の表象文化学プロジェクトの研究テーマの区
切りとして、米国ニューヨークを拠点に活動し、裸体作品で高い評価を受けている日本人ダンス・アーティス
トのエイコ＆コマ（Eiko & Koma）の裸体アプローチに関する論考をまとめ、第60回舞踊学会大会にて発表した。

また、2005 年度より取り組んでいる創作ダンスの指導法についての二つの研究を引き続き行った。（1）
LOD（Language of Dance）を用いた創作ダンス教育法の開発を目指し、基本言語の整備と実験授業を行った。
本年は 2005 年からの科学研究費（若手Ｂ）の最終年にあたり、これまでの研究内容をお茶の水女子大学『人
文科学研究』にて発表した。

その一方で、（2）鳴門教育大学教員との共同研究による、小学校低学年の表現運動の授業を想定した、学習
支援デジタル教材開発の取り組みに関わった。

・Language of Dance(LOD) を用いたダンス教育の現状と課題について－大学生を対象として－
・論文  共著 「小学校体育学習における表現運動『学習支援デジタル教材』の開発と評価―動画遅延再生装置を

利用したソフト（おやつをつくろう）で選択した動きの修正―」『鳴門教育大学研究紀要』第 24 巻 2009 年 
pp.191-203.
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　お茶の水女子大学の文教育学部芸術・表現行動学科舞踊教育学講座は、舞踊やスポーツを実技・研究の両面
から深くアプローチすることが可能です。少人数制で一人一人の個性に合わせた指導が行われるので、現段階
で大学入学後にどのように研究（あるいは実技）を行うか迷っている人でも、全く問題ありません！舞踊やス
ポーツが好きであれば、可能性は多方向に開かれていると思います。

授業としては、コア科目である「スポーツ健康実習」、「生涯スポーツ（ダンス）」を担当。
それ以外では、舞踊教育学講座のパフォーマンス行事（毎年春に開催される創作舞踊公演等）の指導補佐とし
て実技の指導に関わった。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績

円地文子や梨木香歩といった近現代女性作家の作
品における老女表象を、ジェンダー／エイジング批
評の観点から考察する。とくに近代家族との関わり
において、女性のライフコースがどのように規範化
され、その老いがどのように表象されてきたのかを、
新聞雑誌等の同時代的な言説を参照しつつ検討する
ことで、文学作品の位相とその功罪を問い直す。

I analyzed the representations of the old women 
in japanese modern female writer’ s work from 
the viewpoint of gender/aging criticism. How had 
women’ s life course been made a standard when 
related with a modern family? Moreover, how had 
their aging been represented? I tried to consider the 
merits and demerits of the literary works referring 
to the contemporary discourse of the newspaper and 
magazine etc.

・「円地文子―年老い給ふほど、この世ならぬ美しさのみ勝りて」( お茶の水事業会「お茶の水ブックレット 8
　明治　大正　昭和に生きた女性作家たち」pp.127-152、2008 年 11 月 )

・「《モード》としてのテクスト―『月の輪船』」(『現代女性作家読本　長野まゆみ』鼎書房、2009 年刊行予定、
入稿済み )

・「温かなお皿―《癒し系》フェミニズムとしての江國テクスト」(『現代女性作家読本　江國香織』鼎書房、
2009 年刊行予定、入稿済み )

・口頭発表「梨木香歩における老女表象―ジェンダー／エイジング／エスニシティの視座から」( 日本児童文
学学会 5 月例会、2008 年 5 月、於／日本フラワーデザイン専門学校 )

・「研究動向　円地文子」(「昭和文学研究」第 57 集、pp.65-69、2008 年 9 月 )

エイジング／ジェンダー／表象／近代家族／老女
aging ／ gender ／ representation ／ modern family ／ old woman
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆研究計画

老人女性／老人男性をめぐる語りに焦点化して日本近代文学史を再検討し、網羅的なジェンダー／エイジング
表象史を構築する。その研究成果を、社会学・歴史学・経済学等の隣接諸分野におけるエイジング研究の知見
とすりあわせることで、大局的なエイジング研究の発展に貢献したい。

東京家政学院中・高等学校にて高 1 対象「国語総合」を通年、および、お茶の水女子大学にて「日本近代文
学論講読 ( 近代 )」を後期のみ、非常勤講師として受け持った。後者においては、批評的に〈読む〉とはどう
いうことなのかを学ぶ契機とすべく、主に『坊っちやん』や『羅生門』といったキャノン化された作品群を取
り上げ、それらの作品における老女像をジェンダー／エイジングの視点から読み直した。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（1）件

中世シリア社会（おもに 12 世紀）についての総合的分析をめざしている。セルジューク朝末期の分裂期に
あたり、西欧からの十字軍勢力の侵攻にあった 12 世紀のシリアは政治的混乱期とみなされ、その研究も地方
史や十字軍史などの個別研究に偏りがちであった。そこで、十字軍国家とシリア諸都市の間に各種協定を基に
した勢力均衡構図が生まれたことに注目して、その「対立」と「共存」の分析を行い、ザンギー朝がシリア統
一の端緒を開くことが出来たのはこの勢力均衡構図を崩したからであることを実証した。さらに首記の目的の
ために、勢力均衡構図の中で独立を保ったシリアの小都市や在地のウラマー（ムスリム知識人）の動き、また、
北方に隣接するもう一つのキリスト教勢力であるビサンツ帝国と十字軍勢力との関係についても併せて研究し
ている。

・中村妙子「初期十字軍時代におけるシリアの小都市－その外交交渉とシリアの勢力均衡構図－」『お茶の水史
学』, 52(2008), pp.43-76.

シリア／十字軍／イスラム（イスラーム）／ザンギー／ジハード
Syria ／ Crusaders ／ Islam ／ Zangid ／ Jihad
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

＜大学院へ入学を希望する人たちの中で、とくに専門分野と直接関わりのない職業に就いたあと大学院への進
学を希望する人たちへ＞

お茶大は、「学びたい」という意欲を実現させる場です。社会人経験のある学生は、その間に培った柔軟な
思考と多角的視野を生かして研究に取り組むことができるでしょう。ぜひチャレンジしてください。歴史分野
の場合は、歴史史料をベースにして研究を行うため、外国語や写本読み込みに多くの時間が必要となります。
在籍には授業料等費用がかかるので、入学後の円滑な研究のためにも、入学前に聴講等で実際に研究の入口に
入っておくことをお薦めします。

　12 世紀のシリアの政治体制の変化にザンギー朝が果たした役割を、すでに提起したザンギーの政治外交政
策のほかに、ウラマー（ムスリム知識人）層との関係の考察を加えることで総合的に明らかにしていく。ウラ
マー層の独立的政治行動が中世西欧都市の「自治」との比較や同一の視点からの把握にあるという、ともする
と西欧の研究者が陥りがちな論理を排除し、また十字軍勢力だけでなくビザンツ帝国も含めたキリスト教勢力
の相互関係にも注目し、ザンギー朝の政策の独自性を検証する。

文教育学部の「外国史入門購読 I」（おもに 1 年生対象）を担当した。初学者むけに「史料に触れることの楽しさ」
を伝えることを最大目標とし、14 世紀に書かれたイブン・バットゥータ『大旅行記』の邦訳（家島彦一訳注）
を輪読した。学生が背景や関連事項を自ら調べることで史料の扱い方を学び、高校までの歴史学習とのアプロー
チの違いを実感するように努めた。また、関連事項に関しては時代を問わず取り上げ、少人数の授業である利
点を生かし「なぜ？」という視点を大切に、ひろくイスラーム社会全般について議論を行った。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（4）件

社会学の視点から家庭内のジェンダーダイナミク
スに焦点をあてて研究している。特に、家庭内性別
役割分担、男性の育児・家事参加に関してその規定
要因を量的データにより実証したり、質的データに
より詳述してきた。またワーク・ライフ・バランス
の実現に向けての政策提言につながる研究も続けて
いる。最近は IT 社会における育児の実態や親の育児
満足度についての研究も行っている。

From sociological perspectives, my research 
focuses on gendered dynamics within families. In 
particular, I examine gendered division of housework, 
fathers' participation in child care and household 
labor using quantitative data. I also study the 
contexts of paternal involvement using qualitative 
data. I continue to conduct policy-oriented research 
to promote work-life-balance in Japanese families. 
My recent work examines how child rearing and 
parenting satisfaction are influenced by the use of IT 
technology.

・Asian American Families, Encyclopedia of Human Relationships, 2008
・父親の役割と子育て参加：その現状と規定要因、家族への影響について、季刊家計経済研究　2008
・Working-Class Fatherhood and Masculinities in Contemporary Japan, Handbook of Feminist Research, 

edited by Sally Galagher, April Few, and Katherine Allen
・Participant, Expert Group Meeting, United Nations, Geneva, Switzerland, October 6-10, 2008

ワーク・ライフ・バランス／家族とジェンダー／父親の育児・家事参加／ IT 社会と家族関係／家族と社会階層
Work and Life Balance ／ Families and Gender ／ Fathers' participation in housework and child care ／
Family relationships in IT society ／ Families and social class
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　大学は「考えること」の多様性を学ぶ場だと思います。例えば家族に関しても様々な研究領域がありますが、
多くの文献を読み、家族についての考え方の多様性を学んでいってほしいです。丸暗記の勉強法ではなく、学
んだこと、読んだことなどを常に Critical に分析する力を養うのが大学だと思います。自分の興味のある研究
について積極的にアプローチしていくモチベーションの高い学部生、院生を歓迎します。

　IT 社会における育児期の親の実態と子育て満足度についての研究を平成 19 年度より開始した。インターネッ
トや携帯メールを頻繁に使う若い親たちが多くなってきているが、このような媒体を使用した育児サポートが
どのように役に立っているのか、またこのインフォーマルサポートが育児期の父親・母親にどのような影響を
与えているのかを研究する。平成 19 年度は質的データを収集して平成 20 年度は量的データを収集した。平
成 21 年度は量的データを詳細に分析する予定である。また諸学会での研究発表も行う。

社会学視点から家族関係や役割を理解することを
目的で学部では「家族社会学総論」「家族社会学演習」、
修士レベルでは「家族関係論」、博士レベルでは「家
族論」を担当している。これらのクラスでは日米の
家族社会学研究文献を読み、ディスカッションなど
を行っている。

Viewing family relationships and roles from 
sociological perspectives, I teach "Family Sociology" 
and "Family Sociology Seminar" at undergraduate 
level, "Family Relations" at Master's level, and "Family 
Theory and Methods" at the Doctoral level. In these 
courses, students read family sociology literature in 
Japan and the U.S. for in-class discussions.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績

1．視覚パターン認知の統計的特性の検討
視覚パターン認知の基本特性は、3 次元世界を 2
次元網膜像から復元するといった不適切逆問題の
解決である。この解決にあたり、視覚系は、既知
の知識構造から成る制約条件と様々なサンプリン
グデータを元に、一種のベイズ解を導いている。
私の研究室では、この一連の過程における統計的
特性を、実験を通して解明している。

2．異種感覚情報の統合問題 
視覚、聴覚、体性感覚間の相互作用を通じて、連
合機能の特性を検討する。

3．リスク情報の処理メカニズム
身のまわりにあるリスク信号 ( リスクイベントに
対する先行信号 ) の処理メカニズムに関して、実
験的に検討する。基礎的な研究だけでなく、こど
ものリスク回避行動への応用研究へと発展させ
る。

4．数量判断の認知過程と熟達化
人間の持つ数量判断 ( 絶対量、相対量 ) に関して、
基礎的な脳内メカニズムばかりでなく、発達的側
面、比較行動学的側面、比較文化的側面も含めて、
実験的に検討する。さらに、知覚的バイアス等の
影響を受けない熟達化の過程を解明する。

1. Statistical properties of visual pattern cognition
Statistical properties of visual pattern cognition 
are solutions of the ill-posed problem in which 
the visual system recovers the 3D space from 
2D retinal images. The visual system induces the 
Bayesian solutions with use of some restraints and 
sampling data. Our lab has clarified these solution 
processes on the base of experimental data.

2. Integration problem of many kinds of information 
from perceptual systems
We have studied the cross modal perceptual 
systems. In particular, we have focused on the 
problem about the effects of the visual output on 
auditory or tactile perception.

4. Cognitive process of mathematical judgment and 
expertise.
We have investigated the cognitive representations 
in the brain about human mathematical judgment 
of relative and absolute volume and numbers. We 
also have studied this problem from viewpoints of 
human development, comparative behavior and 
cross culture. In our study, a term “expertize” is a 
key word.

・石口、田中、池田、薬師神　(2008) エイジング期と認知機能　( ミドル期の危機と発達　お茶の水女子大学
21 世紀 COE プログラム「誕生から島での人間発達科学」第 5 巻 ) 第 3 章、金子書房

・Tokita, M. & Ishiguchi, A. (2008) "Effects of element features on discrimination of relative numerosity: 
Comparison of search symmetry and asymmetry pairs." Psychological Research

・甘、池田、田中、石口 (2008) リスク情報の視覚検出メカニズム－運転場面におけるリスク検出の視線解析
－ Annual Report of Cognitive & Kansei Science, Vol.5, 5-12

・Tokita, M. & Ishiguchi, A. (2008)　How does efficiency in feature detection predict the performance of 
releative frequency discriminate?　Annual Report of Cognitive & Kansei Science, Vol.5, 24-30

・藤村、石口 (2008)　視覚・運動学習による自己運動認知の変化　Annual Report of Cognitive & Kansei 
Science, Vol.5, 31-35

視覚／学習／熟達化／感性／ベイズ推論
VISION ／ LEARNING ／ EXPERTISE ／ KANSEI ／ BAYESIAN　INFERENCE
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 職名： 教授
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　認知心理学研究室では、人間の認知に関する幅広い領域を扱っているので、学生の関心領域に沿った教育・
研究指導が可能である。

現在は、人間の認知機能の基礎メカニズムを研究しているが、リスク情報処理やエイジング、熟達化あるい
は教育工学的応用等、社会的ニーズに適応した研究の比重を増やしていく所存である。
予定される共同研究 : 知覚学習のベイズネットアプローチ 　
　ロチェスター大学、青山学院大学等と共同研究を進める予定である。

【学部】 
1　認知心理学概論

人間の認知情報処理過程 ( パターン認知、学習・
記憶、知識表現、推論と問題解決等 ) に関して、
神経生理学、計算理論、行動科学的側面からの解
説を通して、認知心理学の概要を理解する。 

2 認知心理学演習 ( 基礎 ) 
人間の認知機能、特にパター認知、推論機能につ
いて、日本語・英語テキストを批判的に講読し、
認知心理学の基礎を習得する。 

3 認知心理学演習 ( 理論 ) 
人間の視覚に関する理論的文献を購読し、内容に
ついて、プレゼン形式で発表する。さらに、視覚
機能に関する簡単なデモンストレーションを参加
者自ら工夫することで、理論と実際との関係を体
験する。 

4 認知心理学研究法
認知心理学の研究方法を修得し、自ら研究する能
力を身につける。

【大学院】 
認知科学基礎論 

生体の知覚・認知機能や運動機能、その障害に関
して、認知科学の基礎を学ぶ。学生は、基本的な
英文テキストの内容をコンピュータ・プレゼン形
式で紹介する。毎回、小テストを実施する。

認知科学基礎論演習
信号検出理論の基礎を学び、また、それを身につ
けるために、演習問題を解く。

Under-Graduate Course Introduction to Cognitive 
Psychology：

I survey fundamental properties of the cognitive 
information processes in pattern cognition, internal 
representation, learning, memory, reasoning and 
problem solving. 

Graduate Course Cognitive Science：
We survey and discuss the principles of the 
perceptual and cognitive systems. Registrated 
students are required to show the contents with 
computer presentation, and to clarify some 
problems related to the systems.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績

　カリブ海地域は世界のあらゆるエスニック集団が
連鎖するちいきである。この地域は文字通り多様な
文化の交差する場であり、慣習や制度のみならずエ
スニシティのレベルにいたる混交は比類のない新た
な部員か、カリブ海クレオール、クレオール化の生
成過程として捉えられる。私の研究は、文化 ･ 社会
空間の視点からこの文化生成過程を照射するもので
ある。

　The Caribbean is a unique and complex concatenation 
of virtually every ethnic group in the world.Each group 
brought paticular traits to the Caribbean. The region 
has  truly been a crucible of various cultures.This 
blending not of instutsutions but also of ethnicity,has 
produced the uniquely Caribbean Creoles , creolisation. 
In my study I would like to make clear the process 
of creation of culture, creolisation from view point of 
social and cultural space.

・共編著書－『ポストユートピアの人類学』2008、人文書院
・論文－「クレオール文化空間の脱植民地戦略ーマルティニクにおける相反的な空間認識をめぐって」、文化

人類学　72 － 4、485 － 503 頁
・論文－「カリブ海地域における小規模農業とジェンダ内部市場売買システム再考」、F-GENS　ジャーナル　

No.10、192 － 197 頁
・論文－「「世帯」のモビリティと集合性：カリブ海地域の世帯集合「ヤード」、「ラクー」の事例から」

伊藤るり・足立真理子編『国際移動と＜連鎖するジェンダー＞』、作品社、199 － 223 頁

文化地理学／カリブ海地域研究
Cultural Geography ／ Caribbean Studies
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

グローバリゼーションのもとで身近な日常現象のなかに文化の混交や新たな文化がのせ異性が現れていま
す。一緒にそれを発見していきたいと思います。

グローバリゼーションのもとで、もともと人口流動性の高い地域であったカリブ海地域ではきわめて激しい
人口変動、それに伴う社会 ･ 文化変動が著しい。移動が常態である地域特性のもとで住民はどのような空間認
識によって空間構築してきたのかお階級、エスニシティ、ジェンダーの視点から明らかにしていきたい。
これまで進めてきた科研「ローカルセンシティヴな開発とジェンダー研究の構築」、アンティール・ギアナ大
学ジェンダー研究者との共同研究をさらに推進する。

学部教育ではグローバル文化学環においてグロー
バリゼーションのもとでの文化変容を解析するため
の文化理論、カリブ海地域をはじめとする世界の諸
地域での具体的事例から移民社会の形成や文化混交
を考察するクレオール文化論の授業、卒業研究指導
を行った。

大学院前期課程では開発言説にかかわる文献購読、
分析演習、修士論文作成指導、後期課程では博士学
位論文作成指導を行った。

　I took charge two subjects for undergraduate   
students of the course of Global Studies,the first;study 
of cultural theories tomake tem understand the 
tranformation of culture under plobalization ,the 
second;study of Creole  societies to make them 
consicer about diversities of culture in multi-ethnic 
societies in the Caribbean and diffrent regions 
of the World. I taught how to write a graduation 
theisis to five students of Global studies and three 
of Geography . In Mater degreee course of graduate 
school I  took charge seminar in developmet 
Discourse to make students consider about politics of 
development policy and taugt howto write  masters 
thesis. In Doctoral degree course I taugh howto 
construct own theory fordissertation.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（11）件

発達臨床心理学コースの中で、特に病院臨床 ( 小
児科心理臨床 ) 的な研究をしている。医師でないも
のが患者に関わるメリットを生かすために、臨床心
理学を、発達心理学的に基礎付け、将来的には一部
で行われているような、発達心理学の独自性に不明
なまやかしものでない、真の発達臨床心理学の専門
分野を確立することを目指している。具体的には摂
食障害の、長いものでは 10 年以上に及ぶ治療的関わ
りや、フォローアップをもとにして、発達心理学を
どのように理解、治療していったらよいかに関して、
一部にみられる症例に基づかない空理空論に走らぬ
研究を心がけている。またその研究件成果を臨床現
場や、本コースで学ぶ臨床心理士志望の陰性にどの
ように還元するかという実践的な研究を行っている。
　さらに、子どもの母子関係という観点から、愛着
に関する現代的なトピックについて、アタッチメン
トからの離脱という観点も含めた、移行対象の研究
に取り組んでいる。

・ Developmental and clinical study of Eating 
Disorders

・ Developmental study of attachment and transitional 
object

・ Integrative study of psychotherapy

・子育てカウンセリング　「育てなおし」の発達心理学．福村出版，1-214,2008．
・引き受ける父親．幼児の教育 ( 巻頭言 )，108(2)，4-7，2009．
・ルールを守れない子どもの心理．児童心理，35(6)，752 － 757 2009．
・地域中核病院における子どもの心の支援のあり方に関する研究 &#8212; 長期治療を伴う患児とその保護者に

対する心的支援の検討―．子ども医療センター医学誌，37(4)，1-4，2008．
・思春期 IBD 患者の治療をめぐる心理的葛藤とその変容―食事療法を中心とした家族の語りから．第 9 回日本

小児 IBD 研究会，2009．

臨床心理学／発達心理学／移行対象／アタッチメント／摂食障害
clinical psychology ／ developmental psychology ／ transitional object ／ attachment ／ eating disorder

 氏名： 井原　成男（IHARA Nario）
 所属： 人間文化創成科学研究科人間科学系　
 職名： 教授
 学位： 文学修士 ( 心理学 ) ／ Master of Arts
 専門分野： 発達臨床心理学
 URL： http://www.develop.ocha.ac.jp/ihara.html
 E-mail： ihara.nario@ocha.ac.jp



153

　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

学部生
単に学問的開発を目指すのみでなく、自らの周りで起こっていることを、単に心理学的な興味のみでなく、
社会的・政治的視点をも含めて、総合的に見ていける、しなやかで自由な視点を持っている人を求めます。
つまり視点の広い人と言うことです。こうしたことを求めるのは、視点の狭さのために主観的でカルト的な
心理療法家になってしまう人がいるからです。

大学院生
対象化した病理 ( つまり他者の病理 ) をみるのみでなく、オノレ自身を振り返る能力と、そうした人格形成
をいとわない人を求めます ( これをフロイトは投影の引き戻しといっています )。自分ではなく他人の向き
合いを求める虐待、共有という名の強要、支援という名の ( ソフトな ) 支配ではなく、真に自分自身と対峙
することのできる、しなやかで genuine な感性の持ち主を求めます。

1．これまでに積み上げてきた臨床心理学的な知見と経験を、発達心理学的な視点の中に位置づける。(『子育
てカウンセリング　「育てなおし」の発達心理学』)

2．また、認知療法的な視点、精神分析的な視点、分析心理学的な視点を統合した統合的な心理療法的視点を
確立する。これはセミナー等を通じて、実践的に研究を進めつつある。

3．アタッチメント研究の新視点と、新しいインタビュー法の開発。この成果は学会、著作を通じて公表しつ
つある。
(『ウィニコットと移行対象の発達心理学』)

4．慢性疾患に対する心理支援について探究する。
( 地域中核病院における子どもの心の支援のあり方に関する研究、思春期 IBD 患者の治療をめぐる心理的
葛藤とその変容 )

5．ウィニコット論の深化

大学院においては、現在も継続している病院臨床
現場の仕事を、学的体系の中に位置づけることを目
指している。相手の心理の追究には自分自身の探求
が何よりも大切であるという事実に力点を置いた教
育を行っている。そうした自分自身を振り返る観点
が抜けてしまうと、必ず、患者やクライエントを自
己の利益のために利用する堕落した臨床や研究にな
るからである。具体的に教えているのは、臨床心理
実習 ( ケース検討 )、カウンセリング特論 ( 実践 )、心
理療法特論などである。

・ Practical study on psychotherapy(seminar)
・ Practical study on counseling from the viewpoint of 

Psychoanalysis (seminar)
・Practical study on sandplay technique from the 

viewpoint of Jungian 　theory(seminar)
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績

　女性に対する暴力と法を主要テーマとするが、近年はドメスティック・バイオレンス ( 以下 DV) を中心に、
DV 政策と女性福祉政策、女性支援政策との関連について研究を進めている . 韓国及び台湾との比較研究を行い、
その成果は科学研究費補助金報告書としてまとめた。同時に、性暴力、性犯罪の法制度研究研究を行っている。

・戒能民江 (2008)「東アジアにおける DV 被害女性の生活再建支援政策に関する比較研究」( 平成 18 年度～
19 年度科学研究費補助金 ( 基盤研究 (c) 研究成果報告書」

・T.KAINO(2008)，The policy development for prevention of domestic violence and the gender policy in 
japan,The 5th Conference of East Asian Social Policy(November 3,2008 )

ジェンダー／女性の人権／法の生成／政策／女性に対する暴力
gender ／ women''s human rights ／ formation of law ／ policy ／ violence against women
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　人権感覚を磨き、ジェンダーや貧困、平和など、常に社会的な関心をもって学習 ･ 研究を進めてほしいと思
います。

　DV 政策研究をさらに発展させ、性暴力一般についての法理論構築へと研究を進めていく。また、ジェンダー
法学方法論について、アジアから発信する理論構築を目指す。

　学部では家族法Ⅰおよび法女性学、家族法演習を担当した。家族法Ⅰでは婚姻法を中心に講義形式だけでは
なく、学生による研究報告と討論に力を入れた。家族法演習ではジェンダーに関する判例の検討を行い、まと
めとして、学生による模擬裁判を行い、その成果を冊子にまとめた。大学院では、生活政策学演習 ( 方法論 )
及び法女性学演習を担当し、ジェンダー研究の方法論を取り上げた。大学院については前期課程 3 名、後期課
程については 5 名の主任指導を担当した。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（3）件

1． ローカル・センシティヴな「開発とジェンダー」研究の構築
本年度は、代表者を務める同名の科研の最終年度にあたり、3 回の研究会（7 月、12 月、2 月）を実施した。
7 月には、これまでの研究課題を確認、12 月の研究会では、開発実務 ･ 実践に関わる JICA 職員、元専門
家などをゲストに、研究者と実践者の協働可能性について議論し、2 月には成果刊行書の内容について議
論した。

2． オセアニア地誌の編集と執筆
朝倉書店刊行の新世界地理第 15 巻の『オセアニア』の巻について、共同編集者として全原稿を閲読の上、
コメントを作成し、著者とのやり取りを行った。コラム ･ 年表等を企画し、原稿依頼および監修作業を行なっ
た。同書は、本年度中に刊行予定である。

3． パプアニューギニア地域研究
2008 年 7 ～ 8 月に 3 週間の現地調査（東セピック州クラインビット村、首都特別区）を実施した。成果
の一部は、国立民族学博物館の共同研究会、および日本地理学会特別講演等で報告した。

・片山一道 ･ 熊谷圭知編（近刊）『オセアニア』（朝倉世界地理講座　第 15 巻），朝倉書店。
・片山一道・熊谷圭知（近刊）「オセアニアという世界」，片山・熊谷編　所収。
・熊谷圭知（近刊）「パプアニューギニア－変容するロカリティと国家の揺らぎ－」，片山・熊谷編所収。

地域／文化／開発／ジェンダー／パプアニューギニア
Region ／ Culture ／ Development ／ Gender ／ Papua New Guinea
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　私がはじめてパプアニューギニアの地を踏んだのは、1979 年 12 月でした。今年でちょうど 30 年になります。
その間、首都ポートモレスビーの掘立小屋集落や、奥地の村に住み込みながら、人びとの生活を聴き取り、研
究してきました。この 30 年間、人々は変わりましたが、掘立小屋集落や村の状況はほとんど変わって（改善して）
いません。地域研究というのは、地域の特質を記述し分析するのが仕事ですが、それだけでは遠く離れた地域
を「他者」として眼差すだけで、お互いの力関係や「格差」は変わらないままです。研究と実践の二分法を柔
軟に乗り越えるための方法論の構築という課題に、同様の志向性と大きなエネルギーを持った学生の皆さんと
一緒に取り組みたいと思っています。

1．「ローカル ･ センシティヴな開発とジェンダー」研究の構築
本年度中に執筆者から原稿を集め、科研成果報告として一般書を刊行する予定である。現在出版社と交渉
中の段階にある。同書は、地域研究とジェンダー研究の間の架橋をもたらす貴重な研究となると期待して
いる。

2．パプアニューギニア地域研究
本年度は、分担者として参加している科件費研究会の最終年にあたり、現地調査のほか、パプアニューギ
ニア大学等で、共同シンポジウムを実施する構想がある（現在，先方と日程等について協議中）。パプアニュー
ギニア研究をめぐる、日本人研究者とパプアニューギニア研究者との相互交流と共同研究の重要な機会と
なることを期待している。

1． 学部授業
1）人間と空間，2）オセアニア社会文化論Ⅰ，3）LA 科目「地域と風土」（地域研究），4）グローバル文
化学総論Ⅰ（共同担当）ほかを担当した。

2． 大学院授業
1） 開発地域文化論演習（前期），2）環境文化論（後期）を担当した。

3． 論文指導
1）主指導教員を務めてきたるジェンダー学際研究博士課程の課程修了論文 1 編（木村オリエ「ジェンダー

の視点から見た都市郊外空間の変容と住民の地域参加」）を，主査として担当し，修了させた。
2）学部においては，卒業研究 4 名の指導を行なった。

このほか，グローバル文化学環コース主任として，HP の更新，卒業研究の規定作成などに尽力した。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（3）件

　グローバリゼーションによって、国際関係の構造
的変容はどのように起きつつあるのか。これを理論
的・実証的に考察することが大きな目標である。国
家と非国家アクターがそれぞれ構成する多層的な権
力構造が現れ、国境を超えた権力作用が作られつつ
ある。これは最も端的には、国家に独占されてきた
暴力の行使の形態が変化し始めたことに現れている。

　How has globalization transformed the basic 
structure of international relations? We must pursue 
this problem through theoretical and positivist 
studies. Today the multidimensional structure of 
political power which are onstituted by state actors 
and non-state acotrs has appeared. Especially, 
the usage of political violence, which tends to be 
monopolized by the state mechanism, has begun 
to become transnatinal and privatized, and this 
symbolizes the beginning of the structural change of 
international relatins.

・報告「戦争のためのリベラル・デモクラシー教程」、国際関係思想・研究ネットワーク第 5 回研究会「セキュ
リティの変容」、2008 年 4 月 26 日、専修大学

・報告「世界認識としてのグローバリゼーション―内破のための主体をめぐって―」、グローバル・ねっとわー
く 21 秋季シンポジウム「内からのグローバリゼーション」、2008 年 9 月 27 日、立命館大学

・報告「狼狽する国際政治学―人身取引をどう争点化すべきか」、立命館大学国際地域研究所「ヒューマントラ
フィキング研究の第 2 段階」第 3 回研究会、2009 年 1 月 24 日、お茶の水女子大学

グローバリゼーション／権力／国家／平和／暴力
globalization ／ power ／ state ／ peace ／ violence
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　多様な世界があること、それがめまぐるしく変化し、私たちの生活をドラスティックに変えつつあることを
認識し、それを学問的課題として受け止めることがまず大切です。既存の学問はまさに「ミネルヴァの梟」な
ので、しばしば現実に追いついていけません。ときには学際的な英知を集め、大胆に知の再構成に挑むような
蛮勇さえ求められています。

　具体的には、人道的介入や「非軍事的な戦争」と呼べるような現象を、グローバリゼーションの中の国際関
係の構造変動として考察する作業を進めている。これは、批判理論からの国際関係理論の大胆な読み替えや再
構成をもたらすことになるだろう。これは同時にポスト実証主義論争への貢献でもある。こうした作業に伴い、
国際関係の構造変動の関わる共同著書、地球市民社会のついての共同翻訳、日本外交の変容についての叢書の
分担執筆が計画されている。

国際関係の知識を正確に学習させること、とりわ
け動態敵に理解させることに心がけている。現在、
自分が目にしている世界像を過去や各地に投影して
認識することが多いが、しばしばそれは歴史や世界
の多様性を軽視した誤解に結びつく。そもそも国際
関係の基本構想はどのようにして生まれ、どのよう
に拡大し、どこまで動揺しているのか、を緻密に理
解する必要があるだろう。

It is essencually important to learn internatinal 
relations very correctly and dynamically. We tend 
to see hisotory and local events depending on the 
analogy that comes from our ovservatoin of today's 
international scenery. But it ofen causes an error. 
We must understand how the basic structure of 
international relations was built, how it extended, 
and how it is transformed today.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績

１．首都圏の 20-49 才の男女を対象とし、外見と格差との関係についてランダムサンプリングによる計量的
調査をおこない検討した。外見については、若年女性を対象としたファッションに関する若干の調査があ
る程度で、これまであまり学術的な調査の対象となってこなかったが、外見に関する意識や行動は、性別、
年齢だけでなく、階層、年収、学歴によって差があること、とりわけ学歴の高い人ほど外見を重視する傾
向があることが判明した。

２．以前おこなった女子大学生を対象とした調査から、女性雑誌とジェンダー規範意識との関係を分析し論文
として発表した。女性雑誌は、しばしば、ジェンダーをめぐる規範の普及、内面化に関与していると考え
られているが、女性雑誌を読むことが、こうした性役割規範の意識と直接関係しているとはいえないこと
を論じた。

３．Ｊ．バトラーのパフォーマティビテイの概念について再検討をおこなった。
４．地域メディアと地域との関係について考察をおこなった。

・「女性雑誌とジェンダー規範、ファッション意識の関係―大学生の読者調査分析」『人文科学研究』第 5 巻 
p.123-134

・『外見に関する行動・意識と格差との関係－首都圏男女の調査報告書』( 研究代表者 )p.132 お茶の水女子大
学グローバル COE プログラム「格差センシティブな人間発達科学の創成」p.132

・「消費社会の政治学」天野正子・伊藤公雄ほか編『表現とメディア』岩波書店　p.257-267

社会意識／文化／家族・ジェンダー／メディア・コミュニケーション／
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　現代社会では、さまざまな情報が氾濫しています。いかに情報を集め、その良否を確かめ、自分で考え、自
分の言葉で語っていくか。私の授業が、そうしたことを、学んでいける場になればと思っています。

1．ファッションを媒介として、アイデンティティ、身体、雑誌、ジェンダーの関係についての考察を深める。
2．女性雑誌の研究について、成果をまとめる。

学部のゼミでは、各自のテーマ発表と、社会学の分析方法を具体例を通じて広く学ぶとともに、理論との接
合について議論するため、前期は幅広い社会現象のインタビュー調査による分析事例を集めた『ライフ・ヒス
トリーを学ぶ人のために』、後期は、理論と質的・量的調査分析を組み合わせた E. ホックシールド『管理される心』
を読み、検討していった。社会問題論では、前半はおもにドメスティック・バイオレンスを具体的事例としな
がら、機能的分析を、後半は、様々な事例を対象に、構築主義的分析を講じた。
　大学院では、各自のテーマ発表のほか、前期はフーコーの『性の歴史』を、後期はバトラーの『ジェンダー・
トラブル』を議論した。
　このほか、卒論の個人指導・共同指導、修士論文共同指導、博士論文審査を担当した。この年は、9 本の卒
業論文審査、1 本の修士論文審査、博士論文では、副指導として審査を 2 本担当し論文の指導・審査をおこなった。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（7）件

ドイツ啓蒙とドイツ観念論の政治思想史研究
（1）とくにカント、フィヒテ、ヘーゲルの政治思想

の諸問題をかれらの共通枠組みである「自由と
共同性」の位相を同時代的文脈の中で再検討し、
その歴史的固有性を明らかにする作業を行って
いる。

（2）第二の主題として、カント、フィヒテ、ヘーゲ
ルの家族観を、ドイツにおける「近代家族」の
形成過程を示すテキストと捉えて、家族の構成
と機能を分析し、同時代の社会構造の転換とど
のように構造的に連関するものであるかを明ら
かにする作業をおこなっている。この作業は必
然的に家長のもとの近代家族と家長を主体とす
る近代社会の構造的秘密を明らかにするもので
あり、近代におけるジェンダーの思想的作為性
と歴史性を明らかにする作業でもある。

（3）以上の二つの側面からの研究によって現代社会
における自由と共同性をめぐる問題状況を克服
する理論的展望を得ることを目指している。と
くに政治思想史の立場から個の生成と家族と市
民社会の構造的連関を研究している。

I am chiefly interested in the intellectual history 
of modern Europe , and with this area I specialize 
in two related fields. One is the political thought of 
Modern Germany, especially German Enlightenment 
and German Idealism. The other is the genesis of 
Modern Family concept in Germany.

・（訳書）
『フィヒテ全集第 21 巻 社会哲学講義』（共訳）晢書房 ,2009 年 3 月（「法論の体系」「政治的著作の構想から
の抜萃」本文 335-566 頁 , 訳注 575-588 頁 , 解説 602-617 頁）

・( 翻訳）
ディーター・シュヴァープ著 , 杉田孝夫・田崎聖子訳「家族の概念史」(I)『生活社会科学研究』第 15 号 ,2008
年 10 月 ,33 頁 -49 頁

・( 口頭発表 )
「フィヒテにおける自由の法＝権利問題」
社会思想史学会第 33 回大会 , セッション「ドイツ観念論の社会経済思想 (2)―フィヒテ」における報告 ,2008
年 10 月 25 日 , 慶応大学

・( 口頭発表 )
「『ドイツ国民に告ぐ』はどのように読まれ、どのように読まれなかったのか」日本フィヒテ協会第 24 回大
会シンポジウム「『ドイツ国民に告ぐ』の歴史性を問う」での提題報告 ,2008 年 11 月 22 日 , 広島大学

西洋政治思想史／ドイツ啓蒙／ドイツ観念論／カント・フィヒテ・ヘーゲル／家族と市民社会
History of Political Thought ／ German Enlightenment ／ German Idealism ／ Kant・Fichte・Hegel ／
Family and Civil Society
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

政治学は古来教養の学として長い伝統を築いてきました。近代以前においては統治者の教養の学あるいは統
治の技術でした。政治学は役人や政治家になるための学問であるという見解が生まれた原因はそのような伝統
に起因します。しかし統治者＝被治者の時代であるデモクラシーの現代においては、政治学はまず第一にすべ
ての市民の教養の学でなければなりません。
　政治の世界は、人間が生きている間は絶えず試され、問い続けなければならない実践知の世界です。そのよ
うに考えると私たちはいつでもどこでもなんらかの政治のただ中にいることに気づきます。人生は、そこで得
られる疑問や経験を手掛かりにして「善く生きる」ための知の探求の旅です。政治学はそのような旅の指南書
の一つと言えます。

(1) フィヒテ全集『第 16 巻 封鎖商業国家論』および『第 17 巻 ドイツ国民に告ぐ』の担当部分を仕上げるこ
とが当面の仕事である。

(2)『ドイツ観念論の家族観ードイツにおける近代家族概念の成立ー』および『フィヒテの政治思想』をそれぞ
れ一冊にまとめたいと考えている。

(3) ドイツ啓蒙の思想家のうち、ヤコービとフンボルトの政治思想、およびフンボルトのジェンダー論につい
ては、18 世紀ドイツ思想を理解するうえで重要な対象であるにもかかわらず日本ではまったく手つかずの
状態にある。ドイツ観念論の政治思想史研究に一区切りついたならば、ヤコービとフンボルトの研究を行
いたい。

基礎講義「政治学入門」では、市民のための政治
学という観点から、新入生を対象に、現実の政治過
程を事例に取り上げて、それを手掛かりに政治の意
味、メカニズム、機能をできるだけ分かりやすく、
講義した。

「生活政治学 I]「生活政治学 II」では第 2 学年を対
象に、現代デモクラシーの主体である生活者市民に
とって必要な政治学の基礎理論を講義した。

「政治とジェンダー」は 3 年次を対象に、フィヒテ
『自然法論』付録の家族法をテキストにフィヒテの家
族論と性差論を検討した。

「生活政治学演習 I」「生活政治学演習 II」ではホッ
ブズ『レヴァイアサン』をじっくり読んだ。

大学院「生活政治論」「生活政治論演習」では、ハー
ヴァーマス『公共性の構造転換』『事実性と妥当性』
を輪読した。

I lecture on Scope and Theory of Political Science, 
and on the foundation of Modern Civil Society and 
Family., and run two seminar. One is for the Theory 
of Civil Society( in undergraduate senior course) 
and another for intellectual history of Europe( in 
postgraduate course).

I have supervised Intellectual History in Modern 
Europe as well as in Modern  Japan. I am also 
interested in the questions of the public and the 
private and gender、which are new perspectives in 
politics.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（6）件

「3 歳から就学期までの環境移行における社会化・文
化化についての追跡的研究」

（科学研究費補助金Ｂ：研究代表者）
研究プロジェクトの目的は、① 3 歳以降の対人調整
力の発達を追跡的に検討し、わが国の乳幼児の自律
性の変化や家庭における社会化の実情を把握するこ
と、②子どもの活動と幼稚園環境との関係の分析を
通して、幼児教育の特質を明らかにすることである。
主な結果は、①親が就学前施設に期待する内容が大
きく変化したことが明らかになった。幼稚園・保育
所で子どもが学ぶ能力として、第 1 位に「コミュニ
ケーション能力」があげられた。②入園当初には慎
重さや躊躇ともみられる「動けなさ」が観察された。
人や事物への関わりは、教師の仲介や促しによって
出現する場合が多かった。子どもにとっての新奇な
環境である集団のもつ意味を考慮する必要がある。

「葛藤処理方略の文化差の発生過程についての比較文
化的研究」（科学研究費補助金Ｂ：連携研究者）

第一次反抗期以降、家庭での社会化や就学前施設
（保育所・幼稚園）および小学校での文化化の結果
として出現すると予想される処理方略の文化差を
検討する。発達過程に焦点化した比較文化的研究
は、おそらく本研究が世界で初めてのものである。
2008 年度は、2007 年度の横断研究に引き続いて、
日本、中国および韓国において、3 歳児のコホート
と 5 歳児のコホートそれぞれ 50 名を対象に縦断研
究を開始した。内容は、家庭訪問による親への面接、
親子課題、子ども課題であった。

　Long i tud ina l  s tudy  o f  so c i a l i za t i on  and 
culturalization through environmental transition 
from 3 years old to period of entering school.
　There were two purposes of our research.　
　First, the development of the personal adjustment 
skill since three years old was followed up, and the 
realities of parents’ socialization and the change 
of children’ s autonomous in Japan were clarified. 
Secondarily, the characteristic of the preschool-
education was clarified through the analysis of  
the relation between the child’ s activity and the 
kindergarten environment. 

　A cross-cultural  comparat ive study of the 
development of conflict management skills in 
children.
　We began the longitudinal research in Japan, 
China, and South Korea in 2008. 
　In each country, 100 parent-child dyas participated 
in total,the ages of children were three years old and 
five years old. The contents of the investigation were 
the interview to parent, the parent and child task, 
and the child task, and those were done by the home 
visit.

・学術論文　高濱裕子・渡辺利子・坂上裕子・高辻千恵・野澤祥子「歩行開始期における親子システムの変容
プロセス：母親のもつ枠組みと子どもの反抗・自己主張との関係」発達心理学研究，2008,19,121-131

・学会発表　氏家達夫・高井次郎・高濱裕子・柴山真琴・福元真由美・坂上裕子・二宮克美・近江玲・島義弘・
中山留美子「葛藤処理方略の文化差の発生過程（1）：研究の概要」日本心理学会第 72 回大会

・学会発表　島義弘・氏家達夫・高井次郎・高濱裕子・柴山真琴・福元真由美・坂上裕子・二宮克美・近江玲・
中山留美子「葛藤処理方略の文化差の発生過程（2）：日韓の幼児・児童の葛藤処理方略」日本心理学会第
72 回大会

・学会発表　坂上裕子・氏家達夫・島義弘・高井次郎・近江玲・高濱裕子・柴山真琴・二宮克美・福元真由美「葛
藤処理方略の文化差の発生過程（3）：親子間の葛藤処理方略の日韓比較」日本心理学会第 72 回大会

・学会発表　高濱裕子・北島莉佳「3 歳から就学期までの環境移行と社会化プロセス（2）：幼稚園・保育所で
子どもが学ぶこと」日本発達心理学会第 20 回大会

葛藤処理方略／比較文化研究／文化差の発生過程／横断研究／縦断研究
Conflict Management Skills in Children ／ Cross-Cultural Comparative Study ／
Emergence process of cultural difference ／ Cross-sectional study ／ Longitudinal study
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

現代社会におけるさまざまな課題を、発達心理学的な視点をもちつつ検討したいと考えています。
親や保育者などの成人発達のメカニズムには、まだよくわからないことがあります。家庭や幼稚園・保育所

などのフィールドに関与しつつ、対象を長期的に追跡するアプローチを採用しながら解明したいと思っていま
す。

また、私たちはいかなる道筋をたどって日本人になってゆくのかという疑問を解明するために、日本、韓国、
中国そしてアメリカとの比較文化研究を開始しました。社会・経済的変化が、親になるプロセスや家庭の養育
機能にどのような影響を与えているのかを、東アジア諸国との比較によって明らかにしたいと思います。

比較文化研究は、その文化差を明らかにすることを目的とした研究から、状況や文脈による違いに着目した
研究へと変化している。さらにわれわれが目指すのは、文化差がどのように生み出されるかといったプロセス
へ焦点化した研究である。2 年前からは、日本、韓国、中国そしてアメリカの幼児から小学生までを対象とし
た「対人葛藤処理方略の文化差の発生過程についての比較文化的研究」に着手した。さらに文化差の発生過程
をとらえるべく、日本、韓国そして中国の 3 か国における縦断研究を開始している。データセットの規模が大
きいため、多様な分析が可能であると考えられる。
　人間の発達を、より長期的なスパンを射程に入れて追跡し、発達のメカニズムを解明したいと思う。乳幼児期、
幼児期、学童期、思春期といったある特定の時期の変化だけを見ていてはわからない、生涯を通した人間発達
の連続性や変容のパターンについての検討が必要である。このことが、生涯発達心理学の構築につながると考
えられる。

学部教育では、前期に「生涯発達講義講読」、後期
に「発達過程論」を担当した。
これらの授業科目においてとりわけ意識した点は、
親や大人から見る（とらえる）という視点である。
ともすると、乳幼児、児童、生徒側から見たりとら
えたりすることが多い。しかし、養育する側からの
見え方やとらえ方を知ることで、発達の相互影響性、
互恵性に気づくことになる。

大学院前期課程では「親子関係論特論」「親子関係
論演習」および「保育者養成論特論」を担当した。

「親子関係論（特論・演習）」では、システム論的
観点をもちつつ、愛着理論（ボウルビィ）や生涯発
達心理学に関わる理論（エリクソン）を基礎的な理
論と位置づけて概説した。さらに、『発達心理学研究』

『教育心理学研究』などに掲載された親子（大人と子
ども）関係を扱った論文を取りあげ、各研究の理論
的背景を紹介しつつ、論文執筆の所作、批判的に検
討する視点などを重視しながら授業を進めた。後期
は社会学的視点をもつ内外の論文を材料にして、各
院生の研究テーマとの接点を探った。

「保育者養成論特論」では保育者（幼稚園教諭や保
育所保育士）の養成やその専門性や専門性を支える
さまざまな資源について、内外の文献講読を通して
検討した。またデータ分析の実際を、幼稚園教育に
関するビデオを教材にし、ＫＪ法を使って体験させ
た。受講生はカテゴリの生成、集約そして統合といっ
たプロセスをへて、自分の分析結果を発表した。

I taught 2 undergraduate courses in this school 
year. The points that I especially considered were 
the adaptability and the mutual influences of human 
development. These aspects run to knowing the 
mechanism of human development.

I taught 3 graduate courses in this school year. I 
valued making students study some basic theories 
because there were a lot of students who had various 
backgrounds in this course. Additionally, I aimed to 
acquire the ability that they critically read the journal 
thesis.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（5）件

子どもの行動および心理社会的発達に及ぼす環境
養育格差の影響 ( グローバル COE「格差センシティ
ブな人間発達科学の創成」）

「小児がんの子どもの心理教育的支援」
小児がんの子どものターミナルケア・教育につい

ての国際比較研究（アメリカ、イタリア、ドイツ、オー
ストラリア）

「発達障害の子どものアセスメント」
子どもたちが抱える困難を学習や行動上のつまず

きからいかに気づいていくか、支援につながる心理
教育的アセスメントの手法を教員が身につけていく
か。子どもに関わる人々の目を養う方法を提案して
いく

Effects of environmental and their inequity 
on behavioral and psychosocial development of 
children（GCOE “Science of Human Development for 
Restructuring the Gap-Widening Society” )

International Comparative Study on Terminal Care 
and Education for Children with Cancer（USA, Italy, 
Germany, Australia as counter parts)

Pyshoeducatinoal Assessment for Children with 
Developmental Disorders applied in School

・篁倫子、支援に生かすアセスメント、LD 研究、17(3)2-9
・上野一彦、篁倫子、海津亜希子、LDI-R　LD 判断のための調査票、日本文化科学社
・篁倫子、発達と障害、池田まさみ（編）、臨床心理学用語事典、pp45-81
・篁倫子、アセスメントの活用と教科指導の工夫、特別支援教育の実践情報、123：14-17
・篁倫子、LD・ADHD・高機能自閉症等の発達障害向けの教材・教具の実証的研究報告書、全国 LD 親の会、

pp64-66

発達障害とアセスメント／養育格差／小児がん
Assessment and Developmental Disabilities ／ Child Care Environments and Inequity ／ Childhood Cancer
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆研究計画

来年度から、発達障害の親のメンタルヘルスと支援に関する心理学的研究を開始する。療育、親の会等の支
援リソースが親のメンタルヘルスの向上に果たしている役割・機能について臨床心理学的検討を行う。
子どもの行動および心理社会的発達に及ぼす環境養育格差の影響 ( グローバル COE「格差センシティブな人間
発達科学の創成」）をタイ、ベトナム、オーストラリア（担当）との国際比較研究を進める。

＜学部教育＞
生涯発達の視点から臨床心理学を学ぶことを目標に置き、特に子どもの発達の問題と障害に対する心理・教
育的支援を広く学ぶ授業内容である。担当講義では 1）発達臨床診断法：乳幼児期の発達と心理学的アセス
メントの考え方・手法を視聴覚教材や実際の検査法を概説、2）障害臨床学：を現代の障害概念を説き、同時に、
自分自身にひきつけて考えていくよう導く。発達障害等について概説、3）学校心理研究演習：病気や障害
の子どもおよび家族の理解と心理教育的支援について指導。

＜大学院＞
子どもの発達の問題と障害に対する心理教育的臨床、医療での心理臨床を学ぶことを目的にしている。学生
は研究テーマを理論的、実践的に学び、修士論文の研究を進める。
遺伝カウンセリングコースの博士課程学生に対して、ハイリスク児と発達障害について講義を行った。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（5）件

1．21 世紀 COE プログラムとして展開してきた「テクノロジーとジェンダー」の研究を科学研究費補助金（Ｂ）
「社会科学の新しい研究方法論としての統合型ウェブマイニング環境の開発研究」とリンクさせ、研究分担
者としてその適用の有効性につき実証を試みた。

2．21 世紀 COE プログラムとして展開してきた、国内の女性学・ジェンダー研究の一貫として、「介護や老い
に関わる知」の獲得の場として男女共同参画センターの新たな役割を考察した。新たに近未来事業「ジェ
ンダー・格差センシティヴな働き方と生活の調和」に参与し研究調査を行った。

3．ジェンダー研究センターの研究プロジェクトとして継続してきた「女性自然科学者のパイオニア研究」の
成果として『湯浅年子公開資料目録』を編集・刊行し、一方「東アジアの植民地的近代とジェンダー」の
研究では、『満州グラフ』の編集・刊行に関与し、ジェンダー研究からの解説をまとめている。関連して、
第 2 次世界大戦前後を中心とする日本の「性科学研究」文献の復刻を監修した。

・舘かおる「『老い衰えることの知』の獲得―男女共同参画センターの新たな役割」『Rim ジャーナル』（城西
国際大学ジェンダー・女性学研究所）Vol.10-No.3 ( 通巻 27 号 )』 2008 年 12 月　67 － 74 頁

・増永良文・舘かおる他（共著）「新しい社会調査法としての検索エンジン結果ページ群の自動収集・分析装置
の開発」DEIM （Data Engineering and Information Management ）　2009 年 3 月　1-8 頁

・舘かおる他（共著）「ワーク・ライフ・バランス関連政策「表彰」と企業経営―福井県における「モデル」化
の分析を通して―」『近未来の課題解決を目指した実証的社会科学研究推進事業「ジェンダー・格差センシティ
ヴな働き方と生活の調和」2008 年度報告書』　　2009 年（5 月）103-121 頁

・舘かおる他編『湯浅年子公開資料目録』お茶の水女子大学ジェンダー研究センター刊　2009 年 3 月

ジェンダー／規範と制度／東アジア／ Web 世界／教育
Gender ／ Norm and　System ／ East　Asia ／ World　Wide Web ／ Educatio ｎ
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

ジェンダー研究は、女性学の成立から数えても、まだ 40 年の歴史にも満たない新しい学問研究です。しかし、
ジェンダー研究は、これからの世界が、20 世紀システムでは立ち行かなくなったからことから生まれてきま
した。お茶の水女子大学には、日本の大学で初めて設立された、ジェンダー研究センターという場もあります。
21 世紀の世界で生きるあなたたちが、ジェンダー研究を学び、まだ誰も知らない新しい世界を拓いて行くこ
とを期待しています。

第 1 に、21 世紀 COE で開拓した「科学・医療・技術」領域のジェンダー研究という新領野をさらに拓くこ
とを展望している。当面、ウェブ世界の「ジェンダー」の様相を解明する研究方法論の開拓に務め、ウェブ世
界の現出が、人間の「知」の生成過程を変容させる、新たな要因を把握することに挑む予定である。

第 2 に、研究と教育の双方において、女性学・ジェンダー研究を推進することを計画している。また 2008
年度からワーク・ライフ・バランスの研究調査を開始し、地方都市を調査対象として、ロールモデルの視点か
ら研究を行っている。

第 3 に、「満洲」というフィールドにおいて、コロニアル・モダニティやコロニアル・サイエンスのジェンダー
分析を試みることも継続している。

1．＜ジェンダー研究センター＞の事業として、菅野琴（元駐ネパールユネスコ代表）「国際公務員という仕事」
及び「持続可能な開発のための教育におけるジェンダー主流化」、柘植あづみ（明治学院大学教授）「なぜ
先端医療をもとめるのか」などの公開講演会を主催。アジア工科大学院大学（AIT) から 2 名の留学生を受
け入れ、本学から 4 名の院生が AIT ワークショップに参加する研究交流を実施。

2．＜授業、論文研究指導＞は、（学部）「ジェンダー論」、( 大学院前期課程 )「ジェンダー基礎論」「同演習」「開
発・ジェンダー論特論」、「国際社会ジェンダー論」、「ジェンダー論特別講義：AIT ワークショップ」（博士
後期課程）「ジェンダー史論Ⅰ」「同演習Ⅱ」を担当。修士論文「岩手におけるウーマンリブのライフストー
リー―〈おなご〉という視座」、「在日クルド人「難民」―国境をまたぐ家族の民族誌」、「視覚障害とセクシュ
アリティ―身体感覚からの再考」、博士論文「提供精子による人工授精と家族― ドナーの匿名性廃止の法
制度化がもたらすもの ―」の主指導教員と主査、「フィリピン移住家事労働者の〈帰還〉をめぐる政治―
移住者・家族・NGO・国家」の副査を務めた。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（12）件

2008 年度は科学研究費補助金の研究分担者とし
て（1）「オセアニア環境景観の考古学的・歴史人類
学的綜合研究とその現在的活用策の検討」( 基盤 (B)
海外 ) と (2)「サンゴ礁－人間共生系の景観史」( 新
学術領域研究（研究領域提案型）) の 2 件、同連携研
究者として (3)「ローカル・センシティヴな「開発と
ジェンダー」研究の構築をめざして」( 基盤 (B)) と (4)

「トランスナショナリズムと「ストリート現象」の人
類学的研究」（基盤 (A) 海外）の 2 件、環境省地球環
境研究総合推進費 ( 全球システム変動分野 ) の研究分
担者として「環礁上に成立する小島嶼国の地形変化
と水資源変化に対する適応策に関する研究」の 1 件、
計 5 件の資金を得て、ミクロネシアのマーシャル諸
島、同ポーンペイ、八重山諸島石垣島において臨地
調査を実施した。また、東京外国語大学アジアアフ
リカ言語文化研究所、日本貿易振興機構アジア経済
研究所、国立民族学博物館、成城大学民俗学研究所
の各機関の共同研究員として 6 件の共同研究に携わ
り、8 件の学会研究発表等を実施した。

　During the academic year of 2008, I conducted 
field researches in Marshall Islands and Ishigaki of 
Yaeyama Islands with three JSPS grants, one MEXT 
grant and one Japanese Ministry of Environment 
grant. Research topics under the grants were 
as follows: (1) Archaeological and Historico-
anthropological Studies on Oceanic Atoll Landscape 
Formations, (2) Landscape History of Coral Reefs-
Human Symbiosis, (3)Construction of Locally-
sensitive Gender and Development Studies, (4)
Anthropological Studies on Transnationalism and 
Street-phenomena, and (5)Research on Sustainable 
Land and Water Resource Management in Atoll 
Island Countries. I was also appointed as the 
affiliated/visiting researcher of the following 
institutions: Tokyo University of Foreign Studies 
ILCAA, JETRO IDC, National Museum of Ethnology, 
and Seijo Univerisity Institute of Folklore Studies.

・『文化人類学事典』（日本文化人類学会編 , 棚橋訓編集幹事）, 東京：丸善 ,864p.,2009 年 1 月
・「ストリートとストリーム―ポリネシアでストリート現象を考えるための覚書」, 関根康正（編）『ストリート

の人類学（下巻）』（国立民族学博物館 Senri Ethnological Report No.81）, 大阪：国立民族学博物館 , pp.261-
269., 2009 年 3 月 .

・「聖恩の景観史―マーシャル諸島にみる軍政期南洋群島統治の一断面」, 日本オセアニア学会（編）『オセアニ
ア学』, 京都：京都大学学術出版会 , 印刷中 .

・「植民地主義との邂逅」, 片山一道・熊谷圭知（編）『新世界地理―大地と人の物語―第 15 巻オセアニア』, 東京：
朝倉書店 , 印刷中 .

文化人類学／歴史人類学／オセアニア地域研究／ジェンダー・セクシュアリティ研究／文化景観論
Cultural Anthropology ／ Historical Anthropology ／ Oceanic Studies ／ Gender and Sexuality Studies ／
Cultural Landscape Studies
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　私は文化人類学の視点と方法から現代世界の様々な問題群を実証的に分析・理解して、その成果を現代社会
に還元することを目指して研究を続けています。フィールドワーク（現地での実態調査）によって人間の多様
性をこまやかに捉えつつ、その背後にある普遍的課題に目を向けていくのが文化人類学という分野の特徴です。
文化人類学では「多様性に向き合う眼」と世界をつなぐ「外向と共生の思考」を核に、研究を進めていきます。
多くの受験生のかたがたにとって、文化人類学は、あまり耳にしたことのない未知の分野だと思いますが、お
茶大に入学の際には、是非ともこの未知の分野に積極的に分け入り、現代世界を見る新たな眼（芽）を手に入
れて頂きたいと思います。

2007 年度から、サンゴ礁学、自然地理学、地形学、考古学、形質人類学、海洋生態学、海洋工学、リモー
トセンシングの各分野の研究者との共同によるオセアニア環礁の地球温暖化適応策の総合的研究を開始した。
2008 年度から文部科学省科研費（新学術領域研究）「サンゴ礁学」にも参画して当該分野での次世代の育成に
も取り組んでいる。今後は、文化人類学の立場から、オセアニア島嶼諸国や国内小島嶼域の地球温暖化対策と
国土保全・景観分析の分野での実戦的な適応策をめぐる政策提言を視野に入れた、地球貢献型の研究を一層推
進していく計画である。また、ジェンダー・セクシュアリティ研究においては、公衆衛生学、疫学、社会学の
各専門分野の研究者たちと HIV/AIDS の予防医学的な総合研究の始動を企画しており、文化人類学の新たな実
戦的貢献の可能性を切り拓きたいと考えている。

学部において「文化人類学 ( 基礎講義 )」「文化と
環境 8」「人間と発達」「教育科学研究指導Ⅰ・Ⅱ」「文
化人類学概論」「文化人類学演習」等の授業を、大学
院において「ジェンダー文化論」「ジェンダー文化論
演習」「開発・ジェンダー論特論」「比較文化ジェン
ダー論」等の授業と研究論文指導を実施した。併せ
て大学院博士後期ジェンダー学際研究専攻院生を対
象に実践スキル開拓のための「Professional Clinic」
を自主講座として実施した。また、放送大学客員教授、
慶應義塾大学・成城大学・聖心女子大学・和洋女子
大学の非常勤講師として文化人類学分野の教育と研
究指導を実施した。

　For the academic year of 2008, I gave the 
lectures, seminars, directed-reading courses for 
both undergraduate and graduate programs at 
Ochanomizu University. List of the courses I offered 
were as follows: Cultural Anthropology, Culture and 
Environment, Introduction to Cultural Anthropology, 
Seminars on Cultural Anthropology, Introduction to 
Educational Sciences, Gender and Culture, Special 
Studies on Gender and Culture, Comparative Studies 
in Gender and Culture. As a visiting professor 
of the University of the Air, I was in charge of 
an introductory TV lecture series of cultural 
anthropology which has been on the air since April, 
2007. I also gave undergraduate-level lecture series 
on different topics of cultural anthropology for the 
universities of Keio, Seijo, Sacred Heart, and Wayo.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

2004 年から継続して、自然に対する感謝感情の要
因と関連変数について、日本とタイとの比較を通し
て検討している。本年度は、2006 年の予備調査にも
とづき、自然への感情と環境保護態度との関連を調
べるために日本の大学生を対象として実験を実施し
た。また、その結果の公表のための準備作業を行った。

　Since 2004, I have engaged in collaborative　
research on gratitude with researchers in　Thailand. 
Based on the findings of our　preliminary study 
in 2006, we developed measures of gratitude and 
regret in the IAT form.

道徳性／感謝心／道徳的感情／自然
morality ／ gratitude ／ moral emotion ／ environment
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　心理学のテーマは、私たちの日常のなかにも多く見出すことができます。大学は、それをより確かな方法で
探究する場です。心理学にはいろいろな方法があります。問題意識を大切にしつつ、方法を学んでいく意欲を
持ち続けてください。

　道徳的感情、なかでも感謝心について、その発達的様相を、アジア諸国との比較研究と観察や実験研究を組
み合わせることにより明らかにする。感謝心に関する共同研究。

学部では、教育心理学に関連する講義、演習を担
当し、大学院では、道徳性に関する授業を担当した。
学部の演習では、思いやりをテーマとしつつ、コメ
ントの作り方に焦点を当てた授業を実施した。

　I had classes of Psychology Course in the 
undergraduate course and the graduate course: 
lectures on Educational Psychology, Introduction 
of Psychology with other faculties, and seminars 
on Educational Psychology. In the seminars, 
moral development and pro-social behaviors were 
selectively focused as main themes.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（4）件

①若年の非正規雇用がどれだけ安定雇用に入れてい
るか、また雇用変動は家族形成にどのような影響
を与えているか。

②日本の雇用慣行において、なぜ長時間労働が昇進
に不可欠なのか、原因の解明とワークライフバラ
ンスの推進

③女性のキャリア形成のヒアリング調査
④失業から就業への推移確率の分析

Increase in Non-standard Employment among the 
youth, the consequences on their career and also 
on　their　famil ｙ　formation. Also reseach on 
Japanese firms on why the company practices 
require long work week.

・永瀬伸子 (2008)「日本的雇用と夫婦関係　『サラリーマンの生きがいに関する調査』と公的年金制度への示唆」
財）年金シニアプラン総合研究機構『年金と経済』Vol.27　No.1　44-54 頁。

・篠塚英子・永瀬伸子編著（2008）『少子化とエコノミー：パネル調査で描く東アジア』作品社
・永瀬伸子（2008）「人口減少時代の人口統計と社会政策」国友直人・山本拓編『21 世紀の統計科学Ⅰ　社会・

経済の統計科学』東京大学出版会　61 － 87 頁。
・永瀬伸子 (2008)「少子化、女性の就業とエコノミー」篠塚英子・永瀬伸子編著『少子化とエコノミー：パネ

ル調査で描く東アジア』作品社　59-76 頁。

女性労働／賃金構造／家族形成／非正規雇用／社会的保護
Female Labor Supply ／ Wage Structure ／ Family Formation ／ Non-Standard Employment ／
Social Protection
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　女性が働くことと、社会的な制度のあり方、さらには社会規範や家族のあり方は深くかかわっています。仕
事と家族の両立支援策は、1990 年代から行われているように見えますが、なぜ実効を伴わないのでしょう。
なぜ日本の女性の出産離職は今でも大変高いのでしょうか。そのメカニズムについて考察するには、一方では、
社会への洞察が不可欠です。具体的には、企業の賃金制度や雇用慣行、法律の枠組み、税制や社会保障制度な
どです。その一方で、文化的な土台や家族の価値規範の研究も必要です。制度を調べ、聞き取りをし、大勢の人々
の選択行動のデータを計量的に分析することで、要因を明らかにするのが私の研究です。私の属する講座や大
学院のコースには、この問題を考える幅を広げるに良い学際的な土壌があり、この問題を真摯に考える人には
良い場所を提供すると思います。

　文部科学省の委託研究近未来事業、ジェンダー格差センシティブな働き方と生活の調和というプロジェクト
が 2008 年 10 月から採択され、5 年の研究ですので、日本社会の中で、女性がキャリアを持ち、かつ、家族
も持てるという状況に何が必要か、企業や個人へのヒアリングや量的調査により、明かにしたいと考えていま
す。

「労働経済学」「社会保障論」「労働経済学演習」、「労
働論」等を大学、大学院で教えています。まずは標
準的な労働経済学の講義をしています。雇用と労働
時間、失業と職探し、離転職や引退、労使関係、雇
用者保護の制度などについてです。「労働経済学各論」
は通常はテーマを決めた授業をしますが、今年は 2
年生の受講が多かったので企業での聞き取りを中心
としたもう一つの労働経済学分野についての標準的
な講義としました。社会保障論は家族と社会保障に
ついて考えます。大学院は主指導の修士学生が 5 名、
研究生が 2 名で今年は多い方であり活発な参加の中、
多様な分野の論文を読みました。博士は研究発表を
中心とした授業を持ちました。また東京労働大学で
は企業の人事部等のサラリーマンを相手に女性労働
の現状について講義をしたり、総務省統計研修所で
は統計を用いた計量分析の講義をしたりすることは
ほぼ毎年しています。

I teach different level of classes for Labor 
Economics and Social Policy. Spring courses in 
general covers various topics in Labor Economics, 
such as employment, unemployment, job search, 
job turnover, while relating to institutional aspects 
of labor in Japan, such as labor union, changes in 
wage policies at various companies, increase in non-
standard employment, changes in law regarding to 
work rules and coverage of social protection.
I had a course of labor economics  for masters' 
students. I am a member of COE Program of 21st 
Century, and am conducting panel survey in Beijing 
and some of the results were also introduced at the 
class. I also had seminars for doctorate students.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（6）件

1) 科研費プロジェクト：
a)「多元的福祉ガバナンスのもとでの福祉サービ

スの質の確保策に関する総合的研究」
b)「効果的福祉実践モデル構築プログラム評価ア

プローチ研究」
2) 特別教育研究経費による事業の一環としておこ

なっている研究：
a) 社会サービスにおける政策評価に関する研究―

研究動向の分析とセミナーの開催
b) 社会保障制度の合意形成に関する研究―社会保

障に関する意識の全国調査のデータ分析
3) グローバルＣＯＥプログラムによる共同研究－教

育・社会的格差領域を担当。
4）その他－次のテーマに関する依頼論文を執筆 :

a) ケア・サービスの市場化
b) 社会福祉学における政策・運営論の動向と展望
c) 高齢社会における介護ガバナンスと福祉レジー

ム

1) Research project supported by The Grants-in-Aid 
for Scientific Research
a) A Study on the quality assurance in social 

welfare services under the pluralistic framework 
for welfare governance.

b) Program Evaluation for the Development of 
Effective Social Care Models

2) Research project conducted as part of the 
Communication System Development Program
a) Policy Evaluation in Human Service Programs.
b) Analysis of the Attitudes to Social Security.

3) Research project conducted as part of the Global 
COE Program

4) Miscellaneous: Book chapters on the marketinzation 
of care services; trends and prospects of social 
policy and administration studies in Japan; welfare 
regime and the governance of long-term care in the 
aged society.

・藤崎宏子・平岡公一・三輪建二編著『お茶の水女子大学 21 世紀ＣＯＥプログラム 誕生から死までの人間発
達科学第 5 巻　ミドル期の危機と発達―人生の最終章までのウェルビーイング』金子書房、284 頁、2008
年 5 月．

・「介護保険の政策評価の動向」『社会政策研究』第 8 号．155 ～ 165 頁、2008 年 4 月．
・「ケア市場化の可能性と限界」上野千鶴子・大熊由紀子・大沢真理・神野直彦・副田義也『ケア　その思想と

実践 5・ケアを支えるしくみ』岩波書店、125 ～ 142 頁、2008 年 6 月．
・「福祉政策・運営論の動向と展望」日本社会福祉学会編『福祉政策理論の検証と展望』中央法規、292 ～ 316 頁、

2008 年 10 月．
・「介護ガバナンスと福祉レジーム―超高齢社会に向けて」直井道子・中野いく子・和気純子編『高齢者福祉の

世界』有斐閣、235 ～ 252 頁、2008 年 12 月．

社会政策／社会福祉／社会保障／政策評価／社会学
social policy ／ social welfare and social services ／ social security ／ policy evaluation ／ sociology
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　他の国立大学にはあまりみられない本学の特色の一つとして、①家族に関する専門的研究を行っている社会
学・心理学・経済学・法学等の教員、②社会保障・社会福祉・雇用労働等を専門に研究している教員が多く、
この分野の研究・教育が充実していることをあげることができます。特に、社会保障・社会福祉等の分野の研
究者、高度な専門性を持った職業人の養成に対する社会的な期待は高く、この分野の大学院レベルでの教育の
充実をさらに図っていきたいと考えています。これらの分野の研究者や専門的職業人を目指す方の入学を期待
しています

1．介護・福祉分野のサービス・プログラムの開発と評価に関する研究
2．介護・福祉分野の質の確保策についての総合的な研究
3．生活リスクの変容に対応して社会保障改革のあり方と、改革に関わる合意形成の方法の研究
4．社会保障・社会福祉に関する諸学問分野の研究史の検討
5．社会保障・社会福祉の制度設計が、格差構造の再生産に及ぼす影響の研究

可能な共同研究のテーマとしては次のことが考えられます。
1．介護サービス分野の効果的なプログラムの開発と評価方法についての研究（自治体、福祉・医療施設等と

の共同研究）
2．合意形成可能な年金、医療改革についての世論調査の実施と解析（報道機関、調査機関等との共同研究）

＜学部＞
比較社会政策論：社会政策の比較研究の枠組みと
主要分野の政策動向を講義。
社会保障論演習Ⅰ：福祉ミックス論
社会保障論演習Ⅱ：平等論（社会政策の平等化機能、
ライフコースを通じた不平等の再生産）
社会学研究指導 1・2、卒業論文：卒業論文指導

＜大学院前期課程＞
社会福祉論：社会学、社会福祉学、その他の諸分
野の社会政策・社会福祉研究の動向の把握。
社会政策論：社会政策の新しい研究の潮流を代表
する英文文献の検討
政策科学：ヒューマン・サービスに関する政策科
学的研究の枠組みと手法を講義。

＜大学院後期課程＞
演習 1、演習 2：個別指導、研究発表と討議
このほか、特別教育研究経費による事業「コミュ
ニケーション・システムの開発によるリスク社会
への対応」 (4 カ年計画）のリーダーをつとめ、新た
な教育プログラムの開発に取り組んだ。また、こ
の事業の一環として、国内でほとんど類例のない
ヒューマンサービスの政策評価に関する副専攻 ( 大
学院博士前期）をスタートさせた。

<Undergraduate courses>
Comparative Social Policy I: Theoretical framework 
and analysis of policy changes
Social Security Seminar I: Welfare mix
Social Security Seminar II: Social policy and 
equality

<MA courses>
Social Welfare : Development of socia policy studies 
in sociology and related academic disciplines
Social Policy : Literature review on new frontiers in 
social policy studies
Policy Science: Outline of policy-oriented studies 
on human services

<Ph.D. Courses>
Seminar I, Seminar II: Supervision of research and 
discussion.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（3）件

①高齢者介護における公私の機能分有。とくに、介
護保険制度の導入が、高齢者の家族関係や高齢者
介護をめぐる家族的責任に及ぼした影響に関する
研究

②高齢期の家族関係、友人関係、地域社会とのかか
わりや社会活動のあり方に注目した、高齢期のラ
イフスタイルに関する研究

③中高年期の転機と危機的移行、世代間関係に関す
る研究

① The functional sharing of elderiy care between 
formal and informal sectors,focusing on the 
familiy’ s care provider role.The impact of 
enactment of Long-term Care Insurance(Kaigo 
H o k e n ) o n  f a m i l y  r e l a t i o n s  a n d  f a m i l y 
responsibilities.

② The lifestyle of elderly,including their family 
re la t ions , f r iendship , soc ia l  ac t iv i t ies ,and 
consciousness of autonomy,based on the theory of 
social netoworks and life course.

③ Critical trnsitions and turning points in midlife.
Generational relationship of midlife.

・藤崎宏子・平岡公一・三輪建二編『ミドル期の危機と発達』金子書房
・藤崎宏子「訪問介護の利用抑制にみる『介護の再家族化』－ 9 年目の介護保険制度」　『社会福祉研究』第

103 号
・藤崎宏子「『修正直系家族』のその後－那須宗一の議論を手がかりに」　『ダイア・ニュース』No.53

高齢者／家族／福祉政策／社会的ネットワーク／ライフコース
senior citizen ／ family ／ welfare policies ／ social network ／ life course
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　「あたりまえ」の世界に安住しないで疑ってみること、あるいは視点を少しずらして別の面を見ようとする
こと。そんなちょっとした冒険が、あなたの世界を広げ、より豊かなものにしてくれるでしょう。社会学の研
究テーマは無限です。研究することと、自分が生活すること、そして生きることそのものが密に絡み合ってい
るところが社会学の魅力であり、同時にしんどさでもあるかもしれません。閉塞感の強い時代ですが、だから
こそ、自分について、周囲の人間関係について、そして社会のしくみについて、社会学的思考の武器をもって、
深く掘り下げていきましょう

① 21 世紀 COE プログラムのプロジェクト研究、及び 2006-2008 年度科学研究費補助金による、中高年者の
危機的移行と世代間関係に関する調査研究をさらに継続的に行っていく。同一対象に対する 2 度の質問紙調査、
1 度のインタビュー調査により得たデータの詳細な分析を行う予定である。
②高齢者介護政策の動向と家族介護の実態との間に生じている諸問題に関するこれまでの研究を整理し、でき
れば単行本にまとめたいと考えている

【学部教育】
家族関係論：歴史変動と文化比較を軸とする日本の
家族の現状に関する講義
社会福祉学：社会福祉の法制度の概要とサービス利
用の諸問題に関する講義
老年学：老年学の成立と背景、その主要なトピック
に関する講義
生活福祉学演習：社会学の基礎的文献の講読・論文
指導

【大学院教育】
生活福祉論：ライフコース論に関する文献講読
生活福祉論演習：家族と福祉政策に関する文献講読
家族社会学：構築主義的家族研究に関する文献講読
家族変容論：家族研究・福祉研究の理論的基礎の強
化と論文指導

【Undergraduate courses】
Sociology of Family
Sociology of Social Welfare
Gerontology

【Graduate seminars】
Family and Life Course Seminar
Family Sociology Seminar
Family Transition Seminar 
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

1　投影法であるＴＡＴ物語産出の基礎過程を実験的研究し、その産出プロセスを形式的、内容的に分析し、
分析・解釈のための標準的な資料を収集した。現在、その資料を分析中であり、2007、2008 には日本ロー
ルシャッハ学会において、「TAT の物語産出時の思考プロセスの検討」という題目で、標準的な物語産出プ
ロセス、物語内容の特色の一部を発表した。本年度も継続して、分析結果を公表する予定である。

2　最近の犯罪・非行とその背景にある自己愛の病理をキーワードとして、その心理機制について読み解く。

心理査定／投映法／犯罪・非行

 氏名： 藤田　宗和（FUJITA Munekazu）
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 職名： 教授
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

学部、大学院とも、臨床心理学、特に心理査定の理論と実践を中心に研究、教授しています。また、これら
の成果を援用して、特に犯罪、非行領域において、犯罪者や非行少年の主観的な世界を描き出す中で、その原因、
背景を解き明かし、彼らの更生を図るための手がかりを探求しています。
　具体的には、心理査定において関心のあるものは、ＴＡＴという投映法テストで、その標準的な分析、解釈
法を開発することが研究テーマです。また、犯罪の鑑定の実践を通して、最近の犯罪の質的な変化を検討する
中で、現代日本人の意識の変化についても関心を広げています。

1　臨床心理査定のツールとしての TAT の研究
特に人間関係の問題に敏感である TAT（主題統覚検査）の標準的分析、解釈法を確立する。大学では、物
語産出の基礎過程を実験的研究し、分析・解釈のための標準的な資料を作成している。今後は臨床施設と
共同して臨床群の資料を収集していきたい。

2　非行の背景にある現代青少年の意識についての研究
非行の裏側に見えてくる現代青少年の意識について、自己愛をキーワードとして、検討する。

生活科学部・人間生活学科・発達臨床心理学講座における教育内容：
　「発達臨床人格検査法」、「発達臨床基礎演習」、「発達講義購読」、「発達臨床論文演習」等を教授

大学院人間文化創成科学研究科・人間発達科学専攻（発達臨床心理学コース）における教育内容：
　「非行臨床心理学特論」、「臨床心理査定演習（実践）」、「発達社会科学論」、「特別研究」等を教授

　学部、大学院とも、臨床心理学における心理査定を中心に教授している
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（6）件

　教育社会学。とくに教育政策、学校組織、進路選択、
学力形成に関する社会学的研究。
1.　学力格差の社会的形成過程研究　「だれが学力を

獲得するか」は、教授学上の焦点
関心であるのみならず、教育選抜の帰結を左右す
る中核的問題である。19 年度からはじまったグ
ローバル COE プログラム「格差センシティブな
人間発達科学の創成」（拠点リーダー耳塚）の中で、

「青少年期から成人期への移行についての追跡的
研究」（JELS）を継続する。

2．進路選択の社会学　だれが、どのように進路を選
択し、選抜されるのか。とくに高校生の進路選択
の社会学的分析。

3．教育政策の社会学

　Sociological Study of Education: Educational Policy, 
School Organization, Educational Selection, Academic 
Achievement.
Theme 1. Ecological Study of Student Achievement: I 
adminstered a empirical research on the relationship 
of students achievement, their career formation and 
family background.
Theme 2. Sociological Study of Student Career 
Formation: I analyzed changing patterns of youth 
transition from school to workforce.
Theme 3: Sociology of Educational Policy in Japan

・お茶の水女子大学・Benesse 教育研究開発センター共同研究『教育格差の発生・解消に関する調査研究報告書』、
188 頁（2009）

・耳塚寛明（王傑中国語訳）「日本基礎教育中的学業成就制約要因素分析」中国教育経済学研究会編『教育与経済』
2008 年 2 期、59-65 頁（2008）

・Mimizuka, Hiroaki, "Determinants of children's academic achievements in Japanese primary education", 
『JELS』第 12 集、1-15 頁（2008）

・耳塚寛明「格差社会と学力の行方」『児童心理』No.878、52-59 頁（2008）

教育社会学／学力／教育政策／学校組織
Sociology of education ／ Academic achievement ／ Educational policy ／ School organization
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　いま日本の教育は激動期にあります。義務教育は、長い間変わらなかった制度の根幹が崩れようとし（たと
えば義務教育費国庫負担制度や教員人材確保法）、「脱ゆとり路線」へと舵が切られました。行政の重点は、教
育条件整備から結果の評価に基づく資源配分へとシフトしつつあります。全国一斉学力テストの導入や学校評
価システムの整備はその一例です。こうした教育界を襲う変化は、子どもたちの発達に、学校の機能に、さら
には社会そのものの姿に、どういう帰結をもたらすのでしょう。とりわけ、格差が再生産される社会に日本は
変わっていくのでしょうか。教育と社会の現在に危機感を持ち、エビデンス・ベースにアプローチしようとす
る皆さんを歓迎します。

　だれが学力を獲得するのか。Japan Education Longitudinal Study(JELS2003、JELS2006) を用いた分析を通
じて、子どもたちの学力形成に家庭の経済と文化的環境が関わり、学力格差が生まれていることが明らかにな
りつつある。格差を縮小する上で、どこにいかなる資源配分が必要であるのかの分析を行い、業績主義の衣を
羽織った不平等を是正する方策を模索したい。青少年期から成人期までを対象とした縦断的研究である JELS 
を継続し、育てたい。2007 ～ 2011 年度の間は、採択されたグローバル COE プログラム「格差センシティブ
な人間発達科学の創成」が、優先的活動機会である。
　調査フィールドを受けていただける自治体との協働研究が可能となればうれしい。

　学部、大学院において以下の授業を開講した。
1.　教育社会学、学校社会学の概論および特殊講義
2.　社会調査法、教育調査法に関する講義、演習
3.　教育社会学方法論に関する講義、演習
4.　教職課程における教育社会学を中心とした講義

1. Introduction of Sociology of Education, Sociology 
of School

2. Lecture and Exercise of Social Research
3. Lecture and Seminar on the Methodology of 

Sociology of Education
4. Lecture on Social Foundation of Education(Teacher 

Training Course)
In the 2008/2009 term, major theme of seminars in 

the undergraduate course and in graduate course 
was limits and possibilities of educational policies 
of the new right.

2008 年 3 月　韓国高麗大学における講義
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（8）件

①昨年度に引き続き、知識基盤社会において社会人
（女性）が地域および大学等で、生涯にわたり持続
的に学習を続けることのできる諸条件および生涯
学習のあり方について、アンドラゴジー論、実践
コミュニティ論、省察的実践論等の観点から研究
を行った。

②Ｅ・ヘイズ、Ｄ・フラネリーほか『成人女性の学習』
を入江直子（神奈川大学教授）とともに翻訳出版
する作業を行った。翻訳書は 2009 年 3 月に刊行
された。

③日本社会教育学会職員問題特別委員会委員長とし
て、社会教育主事をはじめとする生涯学習関係職
員・ボランティアの養成・配置・研修のあり方を
調査研究し、「知識基盤社会における社会教育の役
割・議論のまとめ」を刊行した。

1．Research about learning organization and 
learning method about adule ladies etc. at 
communit ies and universit ies in modern 
knowledge based society. 

2．translation of the book “Women as Learners” by 
E. Hayes & Danielle D. Flannery into Japanese 
(published in March 2009).

3．Publication of the Report “The Role of Adult 
and Community Education in Knowledge-Based 
Society” as a chairman of the Special Committe 
on Adult and Community Educator’ s Issues, 
The Japan Society for the Study of Adult and 
Community Education.

・日本社会教育学会社会教育・生涯学習関連職員特別委員会（委員長・三輪建二）『知識基盤社会における社会
教育の役割：職員問題特別委員会議論のまとめ』2008 年 7 月。

・Special Committee on Adult and Community Educator’ s Issuesm, The Role of Adult and Community 
Education in Knowledge-Based Society.- Summary of Discussions by the Special Committee on Adult and 
Community Educator’ s Issues. July 2008.

・日本社会教育学会プロジェクト研究ワーキンググループ（代表・三輪建二、柳沢昌一）『プロジェクト研究「専
門職大学院構想と社会教育の役割」報告書』2009 年 3 月、551 頁。

・三輪建二「教師の力量形成と学校改革：成人教育学・省察的実践論の視点から」『お茶の水女子大学附属中学
校紀要』第 37 集、2008 年 3 月、pp.25-35。

・三輪建二（研究代表者）『社会人女性大学院生はどのような学びを求めているか：質問紙調査に向けて』
2008 年 3 月、127 頁。

アンドラゴジー／生涯学習／成人教育／社会教育／省察的実践
andragogy ／ lifelong learning ／ adult education ／ adult and community education ／ reflective practitioner
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　◆メッセージ

　◆研究計画

　生涯学習・社会教育・成人教育という分野を研究しています。
　生涯にわたって学びつつける人びとが、特に女性において増えています。女性の方々はなぜ、一生涯にわたっ
て学び続けようとするのでしょうか。またその学びは、学校教育で受けてきている皆さんの学びの内容や進め
方と同じなのか、それとも質的異なっているものなのか。皆さんと一緒に考えていきたいと思います。

①対人援助職を対象とする専門職大学院
②教師教育のあり方についての研究
③社会教育関係職員の養成・配置・研修についての研究

　◆教育内容　／　Educational Pursuits

①生涯学習・社会教育・成人学習について、実践記
録をもとに検討する（社会教育実践研究）。

②教師教育や看護教育などの現職者研修について、
学習する組織、省察的実践をキー概念としながら、
フィールドワークなどの質的調査を行う。

・Analize concepts concerning lifelong learning, 
social and community educat ion and adult 
learning. based on practical reports and records by 
practitioners.

・Qulalitative analysis (field work. interviews etc.) 
about professional education like as teacher 
edcucation and nurse education etc. using some 
kew words like as learning organization, reclective 
practitice.
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　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（4）件

『近代日本教育法集成』の編纂を継続しています（す
でに 10 年以上を費やしています）。大日本帝国憲法・
各学校令制定前後から日本国憲法・教育基本法制定
前後までの旧教育法を、一部抄録としつつ、主要な
ものの改廃を含め、すべて収録して、分類・体系化
したものを編集しています。来年度中に刊行の予定
です。近代日本の教育法体系の構造や本質を明らか
にすることを目的としています。

　I am compiling “laws and ordinances in modern 
Japan” . I am collecting and classifying laws and 
ordinances promulgated in the period from the end 
of 19 century to the end of the World War Ⅱ .This 
book will be published in next year.I want to explicate 
the structure and nature of system of education law 
in modern Japan.

・『学校沿革史の研究 総説』（共編著、財団法人野間教育研究所、2008 年 7 月）
・「法令資料集としての『発達史』と『制度史料』－報告を終えて－」（日本教育史研究会『日本教育史往来』

第 176 号、pp.3-4）

 氏名： 米田　俊彦（YONEDA Toshihiko）
 所属： 人間文化創成科学研究科人間科学系　
 職名： 教授
 学位： 教育学博士（1989　東京大学）
 専門分野： 日本教育史（教育制度・政策史）
 E-mail： yoneda.toshihiko@ocha.ac.jp
 



187

　◆教育内容　／　Educational Pursuits

学部・大学院のいずれにおいても教育史、教育制
度論などの授業を担当しています。専攻科目のほか
に教職課程の授業も行っています。担当した卒業論
文の題目は「幼保一元化論の歴史的展開」（2008 年）、

「公立学校という枠組みの中でのコミュニティ・ス
クールのあり方」「幼稚園教員養成の歴史」「母親に
対するまなざしの変容－「教育ママ」関連記事の分
析から－」「養護教諭が行う性教育」（2009 年）、修
士論文の題目は「戦後教員養成の二年課程の考察」

（2008 年）でした。

　I am teaching subjects about the history of 
education or the system of education in the 
faculty and the graduate school. I teach subjects 
of teacher-training course, too. I led students who 
wrote graduation theses “The Historical Changes 
of the Argument on Unification of the Education in 
Kindergarden and the Nurture of Day Nursery” (in 
2008), “The community School as Public School”,“The 
History of Training for Teachers of Kindergarden” ,
“The Change of Eyes th Mothers :through the analysis 
of articles of newspaper on ‘Kyoiku-mama’ , “The 
Sex Education by Nursing Teachers” (in 2009) , and 
a master’ s theses “the 2 years’ training course of 
teachers in post World War Ⅱ” (in 2008).
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（38）件

臨床心理学の蓄積を一個人心理療法からコミュニ
ティへのメンタルヘルス支援・心理教育へと発展的
に活用するためのシステムを構築することを目指し
た実践研究を行っている。例えば、対象となるコミュ
ニティ独自の問題を把握するためのアセスメント
ツールの開発・アセスメントに基づく処方箋の適用・
一定の実践及び事後評価を一貫して展開する。

研究は、保育園協会、学校、教育委員会、あるい
は就学援助を行う NGO など、問題解決のニーズの
ある団体との協働となる。このようなスタイルで、
2008 年度に行った主な研究プロジェクトは、次の 4
つである。①学校力に着目した心の健康と発達支援
②フィリピン・セブシティスラム地区の就学前児童
におけるＥＣＣＤ ( 幼児の早期ケア発達支援 ) 縦断研
究、③子育て支援者の専門研修プログラム開発、④
子育て支援現場に適合する愛着形成不全問題への心
理臨床的介入技法の開発

　I am preceding practical studies with the aim of 
constructing systems in which we can progressively 
apply the accumulated findings in the field of 
clinical psychology and individual psychotherapy 
to mental-health support or psycho-education in 
community.  For example, I continuously conduct a 
study to develop an assessment tool for grasping the 
problems uniquely exist in the targeted community, 
to apply the remedies based on the assessment 
and to evaluate the specific practices. Studies are 
collaborated with groups, such as nursery school 
association, schools, school board or NGOs, where 
problem solution is needed. In this way, four main 
research projects preceded in 2008 are as follows: 
1.Promoting children’ s mental health by focusing 
on the school power.2.A longitudinal study for 
early childhood care and development (ECCD) in 
a slum area in Cebu, Philippines, 3.Development 
of professional training programs for parenting 
supporters, 4.Development of clinical intervention 
techniques for tackling problems in the formation 
of attachment which are appropriate for parenting 
support services.

・青木紀久代・神宮英夫 ( 編 )　2008　徹底図解　心理学―生活と社会に役立つ心理学の知識―　新星出版社
・青木紀久代　2008　親－乳幼児心理療法における精神分析的発達理論と愛着理論―インターフェイスとして

の間主観的観察―　精神分析研究　52(1), 41-53.
・青木紀久代　2008　心理アセスメントの方法　石口彰 ( 監修 ) 池田まさみ ( 編 )　臨床心理学用語事典　オー

ム社　Pp. 83-124.
・青木紀久代・壺井尚子・朝日香栄　2008　食育と心の教育―QOL の評価を巡って―家庭教育研究所紀要　

30，85-93.
・松本真理子・Keskinen Soili・青木紀久代・鈴木美樹江・永井美鈴・松本英夫　2008　子どものメンタル

ヘルスに関する国際比較研究―日本とフィンランドとの比較から―　児童青年精神医学とその近接領域，
49(2)，184-195.

子育て支援／学校メンタルヘルス／コミュニティアプローチ
child-care support ／ school mental health ／ community based approach
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆研究計画

　◆メッセージ

　現在 4 つのプロジェクトは、それぞれの成果をふまえ、発展している。例えば、学校メンタルヘルス関連の
プロジェクトは、韓国との共同調査に着手した。2009 年度 4 月に 2000 名の韓国の中学生を対象に、調査を
実施する。子育て支援プロジェクトは、子ども虐待への対応を含んだ臨床研究として、研究助成を受け、乳児
院での家族再統合の研究を行った。2009 年も研究助成が継続され、乳児院の園児に対する小規模保育の質の
向上に関する実践研究に着手する予定である。

　臨床心理学の中でも発達臨床心理学の発想は、治療的アプローチを用いながらも、もっと発達促進的で、育
ち合う関係作りを重視します。カウンセリングルームに自ら訪れ、自分の悩みをじっくりと語ることができ、
心の内面を癒し、自己成長できる人というのは、ある意味では、恵まれた支援環境にある人だとも言えます。
世の中には、援助の必要な人は沢山いますが、全ての人を救うことはできないし、また支援者自身も、実は、
沢山の援助を必要とします。ありもしない「万能な支援者」という錯覚に陥ることなく、学部時代は、「心の援助」
の基本を、広く学び、また他者に助けられながら育っている私たち自身を自覚しつつ、卒業後も、様々な生活
シーンに役立つものをつかんで下さい。大学院に入って、臨床心理士を目指す人達、あるいは、すでに専門家
の人達には、在学中に、是非自分たちの心理臨床活動のイメージの幅を広げ、創造的な援助スタイルを見いだ
して頂きたいと思います。

生涯発達上に起こるさまざまな心理的不適応の問
題の理解と対応を、実践知と実証知の双方から学ぶ
ことをテーマにしている。学部では、発達臨床心理学、
心理臨床学、臨床心理学基礎実習、等の授業を担当
した。大学院では、カウンセリング特論・発達臨床
心理学特論などを担当し、心理療法の個人指導及び
実践研究を主とした修士論文指導を行った。博士後
期課程では、在籍学生の全てが臨床心理士資格を有
し、児童相談所、子育て支援センター、学校、クリニッ
クなどでの専門職としての臨床経験を活かしながら、
臨床研究に取り組んでいる。全ての学生が、学会発
表と論文の執筆を行った。又、1 名の学生が、大学の
教員となって卒業した。

　The main theme to study is to understand and 
correspond to various psychological maladjustments 
during life-course development from clinical 
practices and empirical knowledge. For under-
graduate programs, I was in charge of Development 
and Clinical Psychology, Clinical Psychology, 
Fundamental trainings of clinical psychology and 
so on. For graduate programs, I was in charge of 
Counseling theories, Developmental and Clinical 
Psychology and so on, and supervised individual 
counseling cases and master’ s theses. In the doctoral 
programs, students all acquired the certified clinical 
psychologist, and are working on their studies while 
making use of their specialized work experiences at 
clinical settings, such as child counseling centers, 
parenting support centers, schools, and mental 
clinics. All students presented their researches at 
conferences and submitted papers. And one of them 
graduated and became a teacher of university.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（7）件

1970 年代以降の世界経済は、従来の古典的国際分
業から新国際分業体制（NIDL) に転換し、その特徴は、
多国籍企業による生産の国際化、金融・情報の中心
部（グローバル・シティ）への集中・集積、雇用の
フレキシビリティ化にあるといわれる。このような
中で、1990 年代以降、とりわけアジア経済危機以降
に、国際労働力移動の女性化といわれる現象が起き
ている。これは、グローバル化の趨勢が、先進諸国
における少子高齢化によるケア労働の需要と相俟っ
て生成しているもので「再生産領域のグローバル化」
として把握できる。日本では昨年からインドネシア、
フィリピンからの介護・看護労働の施設受け入れが
開始されているが、この現象はアジア域内において
一層顕著になっており、従来の社会保障制度との関
連を含めて現状分析を行っている。

In the world economy after the 1970s,it was 
converted into new international-division-of-labor 
organization (NIDL) from classical international 
division of labor.

It is said that the feature is in flexible-ization of 
internationalization of production by a multinational 
company, the concentration and accumulation to the 
central part (global city) of finance and information, 
and employment.

The phenomenon called feminization of the 
international migration of labor after an Asian 
economic crisis has especially occurred after the 
1990s.

This is because the trend of globalization is 
generating conjointly with the demand of the care 
labor by the low birthrate and longevity in advanced 
nations.

This was named globalization of the reproduction 
domain.

In Japan, institution acceptance of care / nursing 
labor from Indonesia and the Philippines was started 
last year.

This phenomenon is much more remarkable in the 
area within Asia.

It is analyzing including relation with a social 
security system.

・「フェミニズム・ジェンダー分析と経済学の方法」『ジェンダー史学』2008 年第 4 号 pp.63-68
・蝶番を外せ―グローバルな源蓄と再生産の政治」『現代思想』2008 年 8 月号 .pp.166-171
・「グローバル資本主義と不自由賃労働―マリア・ミースに寄せて―」『POSSE]』2008 年 Vol.2.pp.150-163
・The Genealogy of a Lost Trajectory of Thought: Rosa Luxemburg 
and the Continuous Process of Primitive Accumulation in World Capitalism.Paper for International Forum in 
Chuo Univ.2008.
・「モダンガールと香り」『VENUS』2008 年 Vol.20.pp.35-43

グローバル化／ケア労働／アジア新興経済／ジェンダー／セーフティネット
Globali ｚ ation ／ care work ／ Emerging Economy in Asia ／ gender ／ safety net
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

アジアという地域は、今後ますます政治的、経済的、そして文化てきにも重要性を増していきます。そのよ
う状況を理解し、かつより詳細に研究・分析し、認識する力を身につけることはたいへん大切なことです。と
くに、そのような現象をジェンダーという要因を入れて見ていく事は、これまで付加し出会った事柄をより深
く理解することの大きな転機を与えるものです。

Asian areas will increase importance -- political, economical and  cultural .
It is also important to understand such a situation, and to inquire and analyze in detail. Especially the analysis 
from the factor of gender for such a phenomenon is understanding the present more deeply. 

現在取り組んでいるのは、アジアにおける再生産領域（ケア・エコノミー ) のグローバル化、ケア労働の国
際移転（日本では昨年からインドネシア、フィリピンからの介護。看護労働受け入れが開始）の現象である。
このような現象が生み出された原因は、アジアの製造部門現業労働力は 80% 以上を若年女性が占め、主とし
て需要側要因の結果として、女性労働力の移動（国内・国際）が喚起され、かつ先進諸国での少子高齢化によ
るケア労働の供給不足が生じていることにあり、現在の緊急課題となっている。2008 年秋における、世界的
な金融危機の発生は、アジアとりわけ中国・インドなどの新興経済諸国に影響を与えると共に、アジア諸地域
の経済回復が重要事項となっている。今後は、グローバル金融危機以降のアジアの新しい段階を踏まえて分析
をおこなうため、国際共同研究の可能性は非常に高い。

　開発経済学の基礎論、国際経済学のジェンダー分
析方法、およびアジアにおける再生産領域（ケア）
に関わる実証研究方法

　Basic theory of development economics　and 
Feminist Economics.
The gender analysis of international economics.
The empirical study  for reproductive domain (care 
economy) in Asia
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績

タンザニアをフィールドとし、「開発」実践における多様なアクター間の相互作用に着目し、研究を行って
いる。JICA 専門家として携わったソコイネ農業大学地域開発センター (SCSRD) プロジェクトの対象地であっ
たタンザニア南西部ムビンガ県において、2004 年度から科研「地域研究を基盤としたアフリカ型農村開発に
関する総合的研究」( 代表・掛谷誠 ) のメンバーとして、フィールド調査を行ってきた。2008 年度が最終年で
あることから、日本アフリカ学会大会にて「タンザニアにおける農村研究と開発実践」のセッションを設け報
告を行い、研究成果は『科研研究成果報告書：地域研究を基盤としたアフリカ型農村開発に関する総合的研究』
としてまとめられた。

・荒木美奈子 2009.「プロセスとしての「地域開発」―定住者と漂泊者の相互作用に着目して」『科学研究費補
助金 ( 基盤研究 S) 研究成果報告書：地域研究を基盤としたアフリカ型農村開発に関する総合的研究』, 383-
395.

開発／アフリカ地域研究／タンザニア／住民組織／内発的発展
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　「開発」実践と研究の双方からアフリカ ( 特にザンビアとタンザニア ) に関わってきました。実践と研究をつ
なぐ視点やアフリカの課題と可能性の双方を、伝えていきたいと考えています。また、「国際協力」＝「先進国 ( 専
門家 ) が貧しい人々を支援する」というイメージが根深くありますが、グローバル化が進む世界で、私たちの
生活がいかに他の地域と繋がり、相互依存しているかを理解し、モノや出来事の向こうにある人々の暮らしに
思いを馳せ、関係性のなかで「国際協力」を考えるという視点も大切です。単に知識を得るだけではなく、批
判的かつ建設的に考え、小さなことでも行動に移す力も養っていってほしいと思います。

　『科研研究成果報告書：地域研究を基盤としたアフリカ型農村開発に関する総合的研究』(2009 年 3 月 ) を
もとにした出版計画が進められている。JICA プロジェクトでの経験及び科研でのフィールド調査を通して得ら
れた成果を総括していくとともに、開発政策や実践へのフィードバックも行っていく予定である。

1．学部：前期に「国際協力学」「国際協力方法論 II」「民際協力特論 I」「グローバル文化総論 I( オムニバス )」
を担当、後期に、「国際協力方法論 I」「アフリカ社会文化論 I」「LA 科目・人間の安全保障 / 開発と共生」
を担当するとともに、グローバル文化学環の卒論の指導を行った。

2．大学院
前期に「国際協力論」、後期に「国際協力論演習」の授業を担当するとともに、修士論文の指導を行った。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（2）件

2008 年度は、前年度に引き続き、「生命」の問題
をめぐる人間形成論史を検討した。具体的には、昨
年度は、前期ハイデガーの『存在と時間』にみられ
る「死」( 生命の一回性 ) への考察を、デリダによる
それの解釈と対照させながら、ハイデガーの主張す
る「存在論的差異」の人間形成論としての意味を探
究した。この成果を踏まえながら、2008 年度は、従
来型の教育観の原型としてのヘーゲルの弁証法的発
想が孕む限界に対して、ハイデガーの考え方が示唆
するものを検討した。そしてその成果を、教育原理
の教科書である『教育学 21 の問い』において教育の
必要性の観点からまとめた。

In 2008,I continued to investigate the problematics 
of the theory of hunman formation which arugues 
on the significance of Life-repect for building-up-
humanity. Concretly speaking, I compared early 
Heideeger’ s thought about death,which emphasizes 
the one timeness(Einmaligkeit) of indiviedal life, 
with its interpretation accomplished by J.Derrida. 
And I investigated the value of Heidegger’ s idea 
of ontologic difference  for the theory of human 
formation. Last year relaying on such result,I made 
clear the limit of Hegel’ s dialectical educational 
theory and examined what Heidegger’ s thought 
indicates in order to overcome this limit.

・「『教育』ってなぜ必要なのか」( 沼田裕之他編著『教育学 21 の問い』所収　pp.23 － 32)，福村出版，2009
年 2 月

・翻訳：「倫理学体系　第三部　道徳性の進化論と社会倫理学の諸原則」『ディルタイ全集　第 6 巻　倫理学 ･
教育学論集』，pp.156 － 188，法政大学出版局，2008 年 12 月

教育哲学／ドイツ観念論／シェリング，フィヒテ／フランクフルト学派，ベンヤミン，アドルノ
Educational　Philosophy ／ German Idealism ／ Schelling，Fichte ／ Frankfurt school, Benjamin, Adorno
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　教育思想研究というと、難しいとか現実から遊離していると一般には考えられています。たしかに教育思想
の研究の場合には、二次文献を参照しながら、地道に昔のテキストを読み進めることが基本になります。けれ
ども、そうした読解も、現代についての先鋭な問題意識がなければうまくいくものではありません。古典的な
テキストを使いながら「今」を考えることが大切なのです。ですから、自分の狭い関心にだけ捕らわれるので
はなく、視野を広く持つようにしてください。

　2009 年度は、これまでの成果を踏まえながら、生命と人間形成の問題をさらに考えて生きたいと思っている。
具体的には、この問題を、近代的な人間観が確定され、当然現代思想に批判的に継承された、19 世紀初頭の
ドイツ観念論段階に戻して再考したいと考えている。すなわち、西洋近代教育思想の原点にある、労働を介す
る外界との関わりに着目したヘーゲルの自己意識の形成観と相互承認思想の内実を押さえたうえで、同時期に
展開された別様の脱中心的な人間形成観を、( ベンヤミンの先駆的な『ドイツ・ロマン主義論』を参照しながら )、
ノヴァーリスなど初期ドイツ・ロマン主義者の断章に探りたいと考えている。

　2008 年度は、学部段階の授業においては、フーコー
の権力論、アドルノの非同一性の哲学、カントとシェ
リングの道徳思想、ベンヤミンの歴史哲学を、現代
の教育問題と絡めながら概説した。大学院段階の授
業としては、教育思想特論においては、ベンヤミン
思想を中心的に取り上げ、前期ベンヤミンの批評理
論・翻訳論に見られる解釈術の特異性と、ベンヤミ
ンの政治哲学をナチズムをめぐるフーコー、ヤスパー
ス、アドルノの思想と対比させつつ論じた。また教
育思想研究においては、フーコーの権力論に関する
基本テキストを、初期の『臨床医学論』から晩年の『パ
レーシア講義』までから抜粋し、その内容を解説した。

(For under guraduate course)
 I treated outline of Foucault’ s Power theory, 
Adorno’ s theory of dialectic of enlightment, Kant’
s and Schelling’ s ethic, and Benjamin’ s philosohy 
of history, relating these theory to the educaitonal 
problems which we confront today.

 (For guraduate course)
 I focussed on the Benjamin’ s thought. At first I 
discussed on the particularity of early Benjamin’
s theory on literary criticism and translation. 
And next,I commented on his political philosopy, 
making it converse with that of Foucault,Adorno 
and Jaspers.
In  seminar ,  ex t rac t ing  Foucau l t ’ s  t ex t s 
(Birth of clinic,Birth of prison, the lectures on 
governmentality, and those on Paressia),I explained 
the foundamental structure of his Power theory.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（20）件

　国際比較に基づくスクールカウンセラーによる教
師支援方法の開発

学級風土質問紙 (Classroom　Climate　Inventory)
の開発とそれを応用した学校支援。①教師個人レベ
ルでは、CCI 結果を媒体とした教師コンサルテーショ
ン、②学級レベルでは、CCI 活用シートを利用した
学級と個人の双方に焦点をあてたコンサルテーショ
ン、学級ニーズをふまえたスクールカウンセラーと
教師の協働による心理教育、③学区・学校レベルでは、
CCI を用いた教師教育、等の実践研究を行っている。
特に国立教育政策研究所との共同で、独自の解析ソ
フトや PC 画面でのオンライン入力による CCI の実用
化を進めた。

スクールカウンセラーの学校全体への支援を促進
するパッケージツールの作成。2008 年度は特に、学
級風土アセスメントを基にした、オーダーメイドの
心理教育プログラム開発を中心に行った。

Development teacher & student support programs 
for mental  health problem by internat ional 
comparison.

Development and application of Classroom Climate 
Inventory(CCI)for school support.
1) At individual (teacher) level; consultation with CCI 
for homeroom teacher.
2) At classroom level; consultation with sheet type 
CCI results and psycho-education with school 
counselor to intervene in a student’ s and whole 
class problem.
3)At school and district level; teacher in-service 
training with CCI.
A packaged tool is developing for school counselors’ 
whole school intervention.
At 2008, a psycho-social education program 
for junior high school students which could be 
customized based on classroom climate assessment 
was developed. 

・伊藤　亜矢子 2009　学校・学級組織へのコンサルテーション．教育心理学年報．48,　192-202.
・伊藤　亜矢子　2009　学級風土オンライン回答システム構築の試み．国立教育政策研究所平成 20 年度重点

配分経費による研究報告書　研究代表者千々布敏弥．pp.1-6.
・大関　健道・蘭　千壽・鎌原　雅彦・伊藤　亜矢子 2008 「学び合い学習」の導入が児童生徒の学習態度、学

習集団形成と教師集団に及ぼす効果の検討 . 協同と教育．4，12-22.
・伊藤　亜矢子・岡崎　琴恵・石田素子　2009　エンパワーメント評価と Getting to Outcomes の日本での応

用可能性についての一検討：Dr.Wandersman 講演を基礎として．お茶の水女子大学心理臨床相談センター紀
要．10，65-74.

・伊藤　亜矢子　2008　メンタルヘルスを支える地域ネットワークづくり．児童心理 2008 年 6 月臨時増刊「子
どものメンタルヘルス」．pp.156-169．

コミュニティ・アプローチ／学級風土／スクールカウンセリング／実践研究／コンサルテーション
community action ／ classroom climate ／ school counseling ／ collaborative action research ／ consultation
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　自分なりのテーマ関心を持ち、実践の場で創造的な実践研究ができる人材を求めています。
　それぞれが自分の意見・センスを生かしながら、お互いに協働することで、学校という場や地域で、その場
所の専門家である現職教員の先生方等と協働し、子ども支援を展開することは、やりがいのある実践研究活動
です。スクールカウンセラーに重要なのは work　with　すなわち他業種も含めた協働。それに環境要因や発
達的要因も含めた適切な問題理解の力ではないでしょうか。
　助け合い切磋琢磨しながら、創造的な臨床心理士・実践的研究者として成長していける研究室をめざしてい
ます。

　現在行っている実践研究を継続し、学校内外の子ども支援システムづくりについて、実践的な知見を提供す
る。特に、スクールカウンセラー実践の効果的な方法や、教師による子ども支援や学級づくりを臨床心理学
の知見から支援する研究成果の蓄積が大きな目標である。06 年度には学級風土質問紙 (CCI) のマークシート
化ができ、08 年度には国立教育政策研究所および日立アイシーシーとの共同で PC オンライン入力による即
時入力システムの開発を行った。今後はこれまで行ってきた CCI によるコンサルテーション・システムの完
成と出版公開、それらを含む学校全体の支援に向けたパッケージツールの作成 (H20 ～ 22 年科学研究費基盤
(C)20530623) が今後の課題である。

　伊藤研究室では、子ども・学校・地域・コミュニティ
をキーワードに、各人のテーマに応じて、実践研究
を行っています。
　臨床心理学・コミュニティ心理学・教育心理学・
学校心理学の知見を元に、学校内外での、子ども支
援を促進する方法の開発やシステムづくりをめざし
た実践研究です。
　例えば、小学校・中学校・高等学校で、一教室あ
るいは、ＴＴ枠などを提供してもらい、相談室を創
設し相談システムづくりを実践的に検討するなどを、
大学院生と学部学生が協力して行っています。
　大学院生の多くは、心理臨床センターに所属し、
相談事例について、伊藤のスーパーバイズを受けま
す。伊藤が母親面接、大学院生が子ども面接を担当
する場合も多くなっています。そのほか、大学院生
は興味に応じて外部実習に行っています。

In our laboratory,  students do the act ion 
researches cooperated with each other focusing on 
their own topics in schools & communities. Their key 
words are prevention, mental health, children, youth, 
school, community. 
  Research methods are based on community 
psychology, clinical psychology, school psychology & 
educational psychology.

Many of graduate students also belong to the 
clinical psychology center in our university, do some 
clinical practices (counseling with children, parent, 
teacher) with supervisions by Dr.Ito.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（5）件

(1) 心理療法における困難に関しては、クライエント
とセラピストのミスマッチから起こる共感的ズレ
の問題に関して質的分析を行った。

(2) 初心者臨床家の職業的成長に関して継続的インタ
ビューを行い、特に大学院修了直後の困難や成長
とかかわる出来事を質的に検討した。

(3) 複数事例研究法、質的研究結果のメタ総合 (meta-
synthesis)、事例比較法 (case comparison method)
など事例研究法の検討を行った。

(1) Conducted a qualitative analysis of empathic 
misattunement due to the mismatch between 
therapist and client.

(2) Conducted a series of interviews with the 
beginning therapists regarding their learning 
experiences and difficulties encountered in the 
first year after finishing their graduate programs.

(3) Examined different case study methods such as 
multiple case study, meta-synthesis, and case 
comparison method. The paper is in print.

・プロセス研究の方法．新曜社．
・実践研究を発展させるために－心理療法の効果とプロセスの研究から．臨床心理学，9, 14-21.
・効果研究とプロセス研究－心理療法・カウンセリングの実証的基盤．日本大学文理学部心理臨床センター紀要，

6，73 － 85．

心理療法プロセス研究／心理療法統合／心理療法における困難と失敗／心理療法における感情の変容プロセス
職場における心理的ウェルビーング
Psychotherapy Process Research ／ Psychotherapy Integration ／ Difficulties and Failures in Psychotherapy
Emotional Change Processes in Psychotherapy ／ Psychological wellbeing at workplace
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　私の研究のテーマは、カウンセリングを通して、「人はどのように変わるのか」また様々な困難の経験から「人
はどのように回復し、成長するのか」ということです。
　カウンセリングで人は自分の問題を解決したり、心理的に「成長」を感じたりします。そのような瞬間がど
のようにして起こるのか、様々な方法を使って研究していきます。また、そのようなプロセスを促進するため
の援助のあり方について学びます。
　カウンセリング心理学では、知識や技法を正確に学ぶだけでなく、それらを使って自分について振り返り、
自分の中に統合していくというプロセスが大切になります。そのために、授業はいろいろな考えや感じ方など
を試す実験の場にもなります。
　このようなテーマについて学生の皆さんと一緒に探求していきたいと願っております。

(1) 心理療法における困難場面に関するプロセス研究を進める。特に、面接場面の課題分析を行う。
(2) うつの心理療法統合的アプローチの比較検討を行う。また異なる統合アプローチの比較検討を行う。
(3) 臨床家の成長と困難に関するインタビュー研究の継続

学部の授業は、6 科目を担当した。「カウンセリン
グ論」では理論的な知識が実際の臨床場面において
どのように使われているのかということを受講生が
よりはっきりとつかめるように、カウンセリングの
ビデオ視聴を取り入れ、一つ一つの介入やクライエ
ントの変化についての解説を加えた。

　大学院では、「臨床心理学特論 ( 実践 )」「臨床心理
学基礎実習 ( 前期 )」「発達臨床心理学研究法」を担当
した。「臨床心理学基礎実習」では臨床家としての職
業的成長の視点をとりいれ、自己洞察、内省を深め
ながら、技法の修得を促進することを強調した。継
続的なロールプレイとビデオを使ったグループスー
パービジョンを取り入れることによって介入プロセ
スに関する細かな指導を行うように心がけた。「発達
臨床心理学研究法」では具体的な研究事例をとりあ
げ、グループディスカッションを行うことによって
学生が積極的な取り組みができるよう心がけた。

　 I taught 6 undergraduate courses and 3 graduate 
courses in this school year. In undergraduate 
course of “Theories and practice of counseling and 
psychotherapy,” I have used videotaped counselling 
sessions to illustrate how clinical concepts are used 
and applied in actual clinical situations. 

In graduate courses, I encouraged students to 
view their learning process as a part of professional 
and personal growth by engaging them in activities 
that facilitate self-reflection. In “Research methods in 
clinical psychology,” I have presented with specific 
research questions and asked students to design 
studies defining the sampling method, the sample 
size, instruments, and procedures. Group discussions 
comparing and contrasting pros and cons of different 
research designs were included to facilitate active 
participation and conceptual exercise of students 
who were clinically oriented with limited interest and 
knowledge of conducting psychological research.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（5）件

　日本をはじめとして世界中の国々が医療にかかわ
る問題に直面している。これらの問題の大部分は、
医療制度の設計の仕方に起因するものが大部分であ
り、それがゆえに各国で医療制度改革が行われてい
る。私は、医療制度を経済学の視点から分析し、医
療にかかわる問題の発生メカニズムを探ることを研
究課題としている。

　Most of the countries all over the world are 
confronted with Health Care Problem. Most of the 
problem are themselves from mechanism of health 
care system. That is the reason why most of the 
countries try to reform their health care system.The 
focus of my research is to analyze health care system 
using economics and find the  mechanism which 
generates health care problem.

・「日本の医療制度改革について」 『租税研究』　第 702 号　pp.5-19　2008 年 4 月
・「医療と介護の連携」 『経済集志』　第 78 巻第 3 号  pp.281-291 2008 年 10 月
・「オランダ」 荻原他編　『世界の社会福祉年鑑 2008』　旬報社　　pp.112 ー 143　2008 年 12 月

経済学／医療／制度分析／日本の医療制度改革／比較分析
Economics ／ Health Care ／ System Analysis ／ Health Care Reform in Japan ／ Comparative Analysis
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　大学生の時の研究・学習を行うにあたって、高校 ( 予備校 ) 時代までの各学科の学習は言うまでもなく、課
外活動の経験がその土台、基礎となります。しっかりと高校生活を謳歌して、本学の門をたたいてください。

学部教育
学生が経済学の基礎から応用まで身につけること
ができることを目標に経済学教育を行っている。学
生が社会に出て、経済学ないし経済学的思考が必
要になったときにすぐに実践的な勉強ができる程
度に基礎を固めることを目標にしている。経済学
部卒業生に負けない程度の基礎力応用力を付ける
ことを目指している。

大学院教育
学生が、経済学を基礎的な分析手法をしっかりと
身につけ、さらに周辺領域の社会学、法学、政治
学の手法にも関心を持ちながら、社会問題を分析
する力を身につけることを目標にしている。

Education for Undergraduate students
I  teach undergraduate students basic and 
intermediate micro and macro economics and some 
applied economics including industrial organzation 
and public economics. The aim of my education 
activity is to make students to improve their basic 
knowledge of economics and to solve economic 
and social issues by using economics.

Education for graduate students
I teach economics especially Health Economics 
and Public Economics to graduate students to 
improve their research by introducing analytical 
tool of economics. I also try to stimulate students 
to pursue their issues not only by using economics 
but also by taking into account sociology,legal 
studies and political science.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（2）件

(1) 科学研究費補助金基盤研究 ( Ｃ ) の研究プロジェ
クトとして、ヘルスリスク行動と感情調節能力お
よびストレスの関連を明らかにする調査研究を
行った。222 人の企業人からのデータを収集し、
2009 年にデータ解析を行う予定である。

(2) 本学、特別教育経費「リスク社会のためのコミュ
ニケーションの開発」における院生参加型プロ
ジェクトとして、「ヘルスコミュニケーション」
に関する研究を展開している。2008 年は、青年
期ヘルスリスク行動の発生メカニズムの研究とし
て、i) 青年期ヘルスリスク行動の日米比較研究、
ii) 青年期女子のダイエット行動に及ぼす母親の影
響に関する研究を行った。

(3) 本学グローバル COE プログラム・国際格差領域
のプロジェクトとして、青年期ヘルスリスク行動
に関する研究を実施している。地域研究として、
スリランカに焦点をあて、質問紙調査の予備研究
として現地調査を行った。

(1) I've been conducting a research project entitled as 
"The Development of Health-Promoting Program - 
Application of Emotional Intelligence" on a grant-
in-aid from JSPS since 2006.  In 2008, ata were 
collected from 222 individuals during the year 
2009 and the data set was ready to be analyzed.

(2) Participating in a project entitled as "The 
Communication Development for Risky Society," 
I conducted research projects with graduate 
student.  Our focus centers around health risk 
behaviors of adolescents.  During the year 2008, 
we conducted research involving i)Impacts of 
mothers’ thin-ideal internalization on adolescents’ 
dieting behaviors, and ii) Comparative study on 
adolescent health endangering behaviors b/w US 
and Japan.

(3) As a program member of the Global COE 
program at Ochanomizu University, I initiated 
a comparative study on adolescent health risk 
behaviors.  In 2008, I conducted a field study 
on adolescents in Sri Lanka as a pilot study for a 
comparative study.

・松丸礼・大森美香・赤松利恵 (2008).「食に関する不合理な信念」尺度の作成 - Irrational Eating Beliefs Scale 
(IEBS) の信頼性と妥当性の検討 -　栄養学雑誌 66 (3), 141-148.

・大森美香　2008　「第 4 章　カウンセリングと心理療法」『臨床心理学用語辞典』125-173　オーム社

感情能力／健康行動／ストレス
Emotional Intelligence ／ Health Behaviors ／ Psychological Stress
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

臨床心理学は、心理的な問題の成り立ちや治療の方法に関わる領域ですが、広範な心理学の基礎知識のうえ
に成り立っています。臨床の場所では、個人の問題を理解し、どの方法がよいのか仮説をたて、治療法が効果
的なものかどうか検証できることが求められます。こうしたことは、科学的な心理学研究法を学ばずには獲得
できることではありません。
基礎的な心理学の知識と科学的な心理学の研究法をしっかり勉強していただきたいと思います

感情能力とセルフコントロールの観点からヘルスリスク行動を明らかにし、予防に有効な介入方法の検討を
行うため、人材開発を主たる業務とする企業と共同研究を進めている。
2009 年度に向けて、1) 感情能力テストの有用性および感情能力のアウトカムに関する研究、2) 青年期ヘルス
リスク行動に関する比較研究を計画している。

臨床心理学および健康心理学に関する授業・研究
指導を行った。大学院においては「健康心理学特論」

「健康心理学特論演習」を担当し、成人期の心理的問
題の実践や科学的研究の動向について授業をすすめ
てきた。学部レベルでは「臨床心理学演習 ( 基礎 )」「臨
床心理学演習 ( 応用 )」を担当した。

研究指導は、卒業論文 4 件、修士論文主指導 1 件、
博士論文審査 ( 副査 ) を 4 件つとめた。

I taught classes related to clinical psychology.  
Graduate courses that I  taught were Health 
Psychology and Seminar in Health Psychology.  
Particular emphases were placed on empirical 
research in these classes.  Undergraduate courses 
involved two seminar in clinical psychology.

Theses that I chaired during 2008 involved four 
senior theses and one master’ s thesis.  I sat on four 
dissertation committees.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（5）件／特許（1）件

(1) 科学研究費 ( 萌芽研究 ) による教育実践フィール
ドに有効な観察調査ツール開発を進め、第一バー
ジョンの成果を国際教育工学会 ED-MEDIA2008
で発表し、受賞しました。さらにこの観察ツール
の発展系としてコンセプトの異なる第二バージョ
ンの開発を行い、特許に申請しました。

(2) 附属小学校のアート部との連携研究として「アー
トは子どもから生まれる」の冊子を制作しました。

My research interests lie in the field of education, 
specifically pre-school and elementary school level. 
I conduct collaborative researches in the area of 
children’ s school activities with school teachers.
(1) I’ m part of the observation tool development 
team. This tool is used for field research in education. 
We will use this tool as follows. In kindergarten, I 
will observe the activities in the morning session. 
Then, I and the teachers will meet and discuss my 
observations in the afternoon session. Here we will 
design the next program of activities to better suit 
the needs of the children. This research received an 
award at the ED-MEDIA 2008 world conference. Also 
we applied for a patent for this tool.
(2) In a primary school, I and the Art teachers 
developed the art curriculum with focus on sensory 
Arts, for example, performance art. We made a 
booklet about the Art classes: the title was “Art 
created by a child’ imagination.”

・Ikuko Gyobu & Masashi Toda (2008) " Scene-Commentary Device: A Tool for the Immediate Reflection 
over Observed Episodes", Proc. of World Conference on Educational Multimedia, Hypermedia and 
Telecommunications (ED-MEDIA2008), pp.5635-5639.

・刑部育子 (2008) 図画工作・美術科授業の可能性―幼児教育・学習論の立場から．美術科教育学会第 30 回研
究発表概要集 , p. 12.

幼稚園におけるフィールド研究／観察ツール／アートと学習
Field Study in Kindergarten ／ Observation tool ／ Learnig theory through Art
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 学位： 教育学修士 ( 東京大学 )
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　お茶の水女子大学敷地内には、日本で最も歴史ある附属幼稚園があります。また、国立大学の中で附属校と
して初めての保育所、いずみナーサリーが大学と同じ敷地内に設置されました。乳幼児期の教育プログラムを
開発するため、大学と幼稚園・保育所が連携した研究プロジェクトが進行中です。このような学習環境が備わ
る中で実践的にそして専門的な保育・子ども理解・発達を学ぶことができます。

平成 20 年度学部授業として、「保育臨床学」、「人間関係学」、「保育臨床講義購読」、「保育臨床実習」、「発
達臨床特別演習Ⅰ・Ⅱ」ほか、を行いました。とくに、平成 18 年度より特別教育研究経費「幼・保の発達を
見通したカリキュラム開発」( 代表：浜口順子 ) が開始されており、大学と附属幼稚園と附属保育所とが連携
した教育カリキュラム改革を推進中です。大学院の授業では「保育実践論演習」、「保育臨床学演習」、「乳幼児
臨床学特論」を行いました。平成 20 年度に私の研究室から提出された卒業論文・修士論文として「ワークショッ
プにおける関わりあうことと支えること」、「ニュージーランドの保育における子どもとのかかわり―比較教育
学的視点から」「授乳期をもつ就労／就学中の女性たちの語り」、「保育における一斉的な活動場面での子ども
一人ひとりの育ちに関する研究」があります。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（2）件

1) 名誉と恥をめぐるイタリア法文化についての比較
史的研究の包括的再検討作業に入った。

2) 現代イタリアの社会福祉についての共同研究を進
め、2007 年におけるイタリアの社会福祉の動向
につき『世界の社会福祉年鑑 2008』に発表した。
そして、現地調査や研究交流などを含む今までの
共同研究の蓄積を総括する単行書 ( 写真 ) を刊行
した。

3) 法と文学をめぐる試行的研究の成果をイタリア各
地の大学でおこなった日伊比較法文化セミナー
( 写真 ) で活用し、新しい教養法学の構想を現地の
教員と共同で検討した。

4) イタリア重罪院陪審法廷および陪審団評議の特別
傍聴をおこない、刑事裁判への市民参加の比較史
的研究をおこなった。また、イタリアの刑務所内
でおこなわれた受刑者演劇の特別見学許可を得、
刑事政策の国際的最前線に触れた。

5) 近代刑事法学の原点 C.Beccaria、 “Dei delitti e delle 
pene” (『犯罪と刑罰について』、1766 年版 ) を原
典イタリア語校訂版から日本語に全訳 ( 訳注付き )
する作業に着手した。

1) Research on the Italian legal culture, especially 
from the historical viewpoint

2) Research on the social welfare of the contemporary 
Italy

3) Explore the themes of "law and literature", 
especially on the greek tragedy and Chushingura.

4) Research on the criminal trial in Italy
5) Translation of Beccaria’ s masterpiece in Japanese

・『世界の社会福祉年鑑 2008』( 編集代表：萩原康生・松村祥子・宇佐見耕一・後藤玲子、編集委員：岡伸一・
金子光一・小谷眞男・原島博、旬報社、2008 年 11 月 )
全体の編集委員となったほか、第 2 部のなかの「イタリア」の一部 ( 社会福祉の現状 I「家族・児童の福祉」)
を分担執筆した。

・『現代イタリアの社会保障：ユニバーサリズムを越えて』小島晴洋・小谷眞男・鈴木桂樹・田中夏子・中益陽子・
宮崎理枝、旬報社、2009 年 2 月

イタリア／法文化／比較研究／社会福祉／文学
Italy ／ legal culture ／ comparative study ／ social welfare ／ literature
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

一所不住、雲水行脚、必ず樹下石上を宿とす。島国を脱出し、異国の土を踏もう。世界は広く、かつ深い。

1) イタリア法文化研究を比較法文化論一般に展開させていく構想を温めている。
2) 法と文学についての研究、法のナラティブ的理解という Vico 的方法論の枠組みを活用して、21 世紀の市民
的教養としての法学教育のための一風変わった法学入門書を執筆したいと考えている。
3) ベッカリーア『犯罪と刑罰について』の完全翻訳版の完成・公刊。ベッカリーアの市民社会論の研究。
4) マリオ・パガーノ『刑法典の原理』『刑事訴訟論考』の翻訳作業。近現代イタリア刑事法学史の研究。
5) イタリア司法統計史についての調査研究
6) イタリア社会福祉についてのコムーネレベルでのケーススタディ

生活法学演習 I・II、生活法学総論、法と文学、比
較法文化論、生活法社会論等の諸科目において、生
活世界と法システムの関係および法文化をめぐる諸
問題について、さまざまな角度から、法社会学的に
検討した。

Lectures and seminars on the sociology of law and 
the comparative legal cultures.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（3）件

　近現代のドイツ・日本・アメリカを中心に、子ど
もと家族に関する比較歴史社会学を専門としている。

「子ども」や「家族」に関する自明性を、歴史的、社
会学的に問い直すことを課題としている。現在すす
めているのは、家族や子ども、教育についての言説
分析と制度分析である。
　今年度 (2008 年度 )2008 年度参加した共同研究は、
2006-2008 科研費「男女共同参画社会における男性
の『社会化』と暴力性についての研究」( 代表佐藤和
夫 ) に研究分担者、2007- 継続科研費「世紀転換期に
おける国民・ジェンダー規範の形成」( 代表加藤千香
子 ) に研究分担者として参加した。
　刊行した論文には、ドイツについて、現代幼児教
育制度について、学力という観点からどのような議
論がなされているのかについ分析を行った論文、加
えて、ジェンダーの視点から、近代ドイツ教育思想・
制度の変遷を分析した論文がある。
　2008 年度に研究をすすめ、2009 年度に刊行され
る予定のものとして、戦後日本に関する家庭教育の
変遷についての分析をすすめている。

　My research field is comparative social history of 
education, especially on modern Japan, Germany, and 
U.S. I am mainly concerned about the obviousness 
of the “children” and the “family” , which I try 
to deconstruct from a historical and sociological 
viewpoint. In order to do this, I set two research 
strategies, one is the analysis of discourse and the 
other is the analysis of system and institution.
　This fiscal year (the 2008 fiscal year) I published 
the papers about the early childhood education in 
contemporary and historical perspective. First, I 
examined the early childhood education and academic 
achievement in Germany after PISA. Second, I also 
analyzed the trend of an early childhood teacher’ s 
training system and thought in gender perspective 
in 19th.centry. And I tried to do the analysis about 
gender issues in education system from 18th.centry 
to today in Germany.
　I also analyzed the trend of the family education in 
post war Japan, plan to publish the paper in the next 
fiscal year.

・小玉亮子 (2008)「PISA ショックによる保育の学校化」泉千勢・一見真理子・汐見稔幸編『世界の幼児教育・
保育改革と学力』明石書店、pp.69-88.

・小玉亮子 (2008)「近代教育とジェンダー―幼児教育における教育者養成システムの歴史から―」日本ドイツ
学会編『ドイツ研究』第 42 号、pp.27-35.

・小玉亮子 (2009)「ジェンダーと教育」姫岡とし子・川越修編『ドイツ近現代ジェンダー史入門』青木書店、
pp.103-124

子ども／家族／教育／社会問題／社会史
Children ／ Family ／ Education ／ Social Problem ／ Social History
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　子どもや家族、教育といったテーマは、だれでも語ることのできるテーマですし、多くのことが「あたりま
え」のこととして、共有されているようにおもいます。「やっぱり家族だから」とか、「子どものくせに」とか。
でも、そういう言葉をきくとき、違和感を感じることも少なくないように思います。家族ってなに？　子ども
らしさってなに？　そういった違和感にたちどまってみたいとおもいます。そして、子どもや家族、教育といっ
た事柄に関わる「あたりまえ」について、少し距離を持ちながら検討していきたいと考えています。
　そのためには、比較の視点が重要になるとおもいます。自分がどこに立っているのかを見極め、自分の立ち
位置ではない位置から再検討してみること。比較のやり方は様々ですが、時代・地域・ジェンダー・エスニシティ
といったことにセンシティブになりながら、様々な試みをしていきたいとおもっています。

　家族と子どもに関する歴史社会学的分析をドイツと日本を中心として共同研究に参加してきたが、2009 年
度から新たに参加する共同研究は以下である。2009- 科研費「戦後ドイツと＜過去の克服＞」( 代表對馬達雄 )
に研究分担者として、科研費「『子ども』の保護・養育と遺棄をめぐる学際的比較史研究」( 代表橋本伸也 ) に
研究分担者として、科研費「大学コミュニティにおける乳幼児保育の場から生成される重層的カリキュラムの
開発」( 代表浜口順子 ) に連携研究者として参加する。
　上記の共同研究を通じて、比較歴史社会学的分析に基づく研究成果を踏まえて、家庭教育 / 子育ての思想・
制度・実態がどのように展開してきたのか、戦前戦後をこえてその変化について分析を進めて行く予定である。
　また、特に、現代の日本を中心に子ども・親子関係について、メディアや言説がどのように議論してきたのか、
その変遷に関して分析も進めている。

　学部では、発達臨床心理学講座において、比較教
育文化論に関する講義と、幼児教育に関して国際比
較をおこなった文献購読の演習を担当し、幼児教育
における大人と子どもの関係について、多様なテー
マの下に比較文化的検討をおこなった。この他、教
職科目講義 ( 生徒指導の研究 ) では、現代教育におけ
る、子どもをとりまく暴力と性の問題に焦点を当て
た。
　大学院では、人間科学系に保育・教育支援コース
に所属し、授業では、幼児教育の比較世界史に関す
る文献購読を行い、特に、ドイツ、イギリス、日本
等の幼児教育の思想と制度の成立史について検討を
おこなった。
　また、あわせて、子ども社会学研究会を開催し、
メディアと子どもというテーマで今年度は映画を通
して、子どもがどのように表象されているのかを検
討した。

　Under Graduate education:  As the exercise in 
the 2008 fiscal year, I lectured educational culture 
in many perspectives, for example gender, power, 
and so on. In seminar we discussed by taking up 
the literature on the theme of the comparative early 
childhood education system. In faculty education, 
I am also concerned with the education and the 
management of the teacher-training course.
　Graduate-school education: In the 2008 fiscal year, 
in seminar we discussed by taking up the literature 
on the theme of the early childhood teacher’ s 
training system and thought in world history.
 I also had workshop on sociology of children, and 
in this workshop we discussed on the children on 
the movie. This workshop opened for graduate and 
under graduate students, and will continue in the 
next year.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（2）件

第一に、ある公立幼稚園のクラス集団を入園から卒園まで 2 年間縦断調査したフィールドワーク資料（収集
済み）の分析を行った。幼稚園クラス集団の弁当時のルーティンが縦断的にどのように形成されどのような変
化を取るのか、入園時からのビデオ資料、フィールドノート等を元に分析し、再構成した。この研究を学術論
文としてまとめ、質的心理学研究（質的心理学会学会誌）に投稿した（以上 2007 年度）。審査を経て、2008
年度に入って、本論文は同誌に掲載された。

第二に、公立幼稚園において、2008 年度入園のクラス集団のフィールドワークを開始し、観察記録、保育
者との話し合い記録を収集した。

第三に、特別教育研究経費「幼・保の発達を見通したカリキュラム開発」（代表：浜口順子助教授）により、
大戸美也子教授他と共同で、保育園 1 歳児の排泄行動について観察研究を行った。結果は第 61 回日本保育学
会で共同発表した。

第四に、科学研究費「次世代育成コミュニティとしての大学における乳児保育施設の意義と可能性」（代表：
浜口順子准教授）による研究を行った。

第五に、特別教育研究経費「幼・保の発達を見通したカリキュラム開発」（代表：浜口順子准教授）により、
発達臨床心理学講座専攻科目「発達臨床基礎演習Ⅱ」の授業研究を、菊地知子講師・塩崎美穂講師と共同で行っ
た。

・柴坂寿子・倉持清美（2009）
幼稚園クラス集団におけるお弁当時間の共有ルーティン―仲間文化の形成と変化
質的心理学研究、8、96 － 116

・藤本みどり・大戸美也子・柴坂寿子・狩野理惠（2008）
排泄の自立形成に関する研究―トイレ理解の形成過程を中心に
日本保育学会第 61 回大会発表論文集、342

幼稚園児／仲間集団／仲間関係／仲間文化／縦断観察
preschoolers ／ peer group ／ peer relationships ／ peer culture ／ longitudinal observation
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　幼稚園、保育園など、子どもたちの生活の場における行動を観察・記述・分析している。子どもたちが園で
体験することの豊さにいつも驚き、それを研究を通して伝えていければと思っている

　第一に、幼稚園・保育園などにおける観察と分析を継続し、これらの集積から、幼児集団における仲間関係・
仲間文化とその変容について考察を深める。
　第二に、特別教育研究経費「幼・保の発達を見通したカリキュラム開発」（代表：浜口順子准教授）におけ
る研究を、付属幼稚園、付属保育所の保育者及び本学保育系教員と協力し進める。

第一に、生活科学部 1・2 年生の学部共通科目の教育を行った。「児童学概論」、「人間関係学」で子どもを
理解する基本的視点を講義した。

第二に、生活科学部・発達心理学講座の学生の専門教育を行った。「発達臨床基礎演習Ⅱ」において、菊地
知子講師・塩崎美穂講師と共同で、子ども理解につながる授業を行った。「発達臨床観察法」では観察法の基
礎実習を行った。「発達社会文化論」では、園における子どもの行動について具体的事例を挙げながら講義した。

「発達臨床論文演習Ⅰ・Ⅱ」で卒論の進捗状況報告や先行研究論文紹介を行わせ助言するとともに、卒業論文
執筆及び口頭発表を指導・助言した。

第三に、人間文化創成科学研究科前期課程、保育・教育支援コースでは以下の科目を担当した。「比較行動
論特論」では現場における行動観察を行った論文等を取り上げて演習・講義を行った。「子ども行動観察法」
で現場の子ども行動の観察について講義・演習・実習を行った。また。「外書講読」（分担）を担当した。「人
間発達科学論」「保育・教育支援研究方法論」で修論の中間報告に対して示唆を行った。
また修論指導と修論審査を行った。人間文化創成科学研究科前期課程の入試に携わった。

第四に、人間文化創成科学研究科後期課程人間発達科学専攻では、博論中間発表において示唆を行うと共に、
後期課程入試における審査に携わった。

第五に、生活科学部・発達臨床心理学講座が中心に行った家庭科教員研修（文科省産業・情報技術等指導者
養成研修：高等学校（家庭科））において講師のひとりを務めた。

第六に、幼稚園一種免許状認定公開講座及びアップリカ特設講座における授業、「幼児理解とその方法Ⅱ」
の講師の一人を務めた。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　通常の研究に関しては、研究キーワードを参考にしてください。また、2008 年後期からは本学の文部科学
省委託研究「ジェンダー・格差センシティブな働き方と生活の調和」の研究分担者として、最近の日本のワーク・
ライフ・バランスに関する政策取り組みに関して研究を行っている。

・Shin, Ki-young, 2008 “The Personal is the Political: Women’ s Surname Change in Japan,” Journal of Korean 
Law, Vol.8, December pp.161-179

・Shin, Ki-young, 2008 “Development of “Jinbo” Women’ s Movement in Korea since the 1980s,” Gender Studies 
Vol.11, pp. 107-124.

・Shin, Ki-young, 2009 “Fufubessei Movement in Japan: Thinking About Women’ s Movement and Subjectivity,” 
Reprinted in Global Gender Research edited by Christine E. Bose and Minjeong Kim, pp. 141-148, Routledge.

・申・キヨン、2009　「第 15 章ジェンダーと世界政治」河英善翻訳監修『世界政治論』、乙酉文化社 
(English to Korean) Ch.14 “Gender in World Politics,” in The Globalization Of World Politics: An Introduction to 
International Relations(4th Edition) edited by John Baylis, Steve Smith, Patricia Owens

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（7）件

ジェンダーと政治／フェミニズム理論／日韓比較政治／女性運動／男女平等法政策
Gender and Politics ／ Feminism Theories ／ Comparative Politics of Japan and South Korea ／
Women’ s Movement ／ Gender Equality Laws and Policies

 氏名： 申　琪榮（SHIN Ki-young）
 所属： 人間文化創成科学研究科人間科学系　
 職名： 准教授
 学位： 博士／ Ph.D. Political Science
 URL： http://devgen.igs.ocha.ac.jp/
 E-mail： shin.kiyoung@ocha.ac.jp
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　ジェンダー視点から政治学の研究を行うことを望む学生／研究者との交流を期待しています。

　これまで行ってきた日韓の女性運動／社会運動の比較研究に基づいて、最近の政治・社会の構造変化に伴う
新しい社会運動の展開の解明と理論化を進めていきたい。さらに、グローバル化による国家・社会関係の変化
やフェミニズム理論に沿った新しいシティズンシップの理論化を探る研究に取り組んで行きたい。そのために、
国際または国内共同研究は多角的に検討している。

学部：比較ジェンダー論
国際ジェンダー論
ジェンダーと政治

博士前期：フェミニズム理論の争点／演習　
ジェンダー立法過程論
国際社会ジェンダー論
開発ジェンダー論特論

博士後期：家族政策論／演習

学部：Introduction to Comparative Gender Studies
Introduction to International Gender Studies
Gender and Politics

博士前期：Issues of Feminist Theories
Gender and Policy Making Process
International Societies and Gender
Special Seminar on Development and 
Gender

博士後期：Family Policies



214

　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（3）件

民事紛争処理実態調査研究を継続し、それまでの雇用問題についての分析に加えて、問題類型を超えた紛争
発生要因の探索的研究に携わった。またウェブによるパネル調査の基礎報告書を纏めた。「社会階層と社会移
動全国調査」(SSM2005) に関しては、報告書論文を発展させて Work-Life Balance と格差論に関連する分析研
究に着手した。また、サンプリング理論を初めとして社会調査方法論やその教育方法についての研究を開始し
た。

・新睦人・盛山和夫（編）, 2008.10, 『社会調査ゼミナール』, 東京 : 有斐閣 . （分担執筆）
・藤崎宏子・平岡公一・三輪建二 ( 編 ), 『ミドル期の危機と発達―人生の最終章までのウェルビーイング』, 東京 : 

金子書房 . （分担執筆）
・杉野勇 , 2008.05, 「［書評］太郎丸博編著『フリーターとニートの社会学』」, 『社会政策研究』, 8, pp. 298-

303.

民事紛争／ワーク・ライフ・バランス／社会調査法
Civil Dispute ／ Work Life Balance ／ Survey Methodology

 氏名： 杉野　勇（SUGINO Isamu）
 所属： 人間文化創成科学研究科人間科学系　
 職名： 准教授
 学位： 社会学修士 (1992、 東京大学 )
 専門分野： 理論社会学，法社会学，社会調査
 URL： http://www.catnet.ne.jp/sugino/sugino_ws.htm
 E-mail： sugino.isamu@ocha.ac.jp
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　私たちは、しつけや教育などの「社会化 socialization」を経なければ、きちんとした「社会人」になれませ
ん。その意味で「規範」や「常識」を内面化 (internalization) することはとても重要です。しかし同時に、そ
うした規範や常識を対象化してよく考えてみることも極めて重要です。自分達の手が直接届く範囲の割合はま
すます小さくなり、メディアなどによる情報や疑似体験に否が応にも巻込まれざるを得ない。その中で、経験的・
実証的な証拠や事実に基づいて (evidence-based)、かつ論理的・分析的に思考をする (critical thinking) という
ことの重要性は強調し過ぎることはありません。他方で、規範や常識、趣味嗜好の社会的定式は、自分のアイ
デンティティと呼ばれるものを形成する要因でもあります。社会の理解と自己の理解が表裏一体であることの
淋しさと面白さを共に実感することが大切です。

1) 民事紛争処理実態調査の分析・研究を纏める（紛争の発生メカニズム、雇用問題）
2) 社会階層と社会移動研究との関連でワーク・ライフ・バランスについての実証的考察を行う
3) 少子高齢化に関する大規模全国調査に着手する、4) 社会調査法、計量分析のテキストを作成する

2008 年度の学部の社会学の入門的講義では、Anthony Giddens の『社会学（第 3 版）』を使用して、都市
と都市的生活様式、日常生活における相互行為、犯罪と逸脱、
社会階級・階層と不平等、マスメディアとコミュニケイションなどのテーマについて講義した。

演習においては、アジアの家族とジェンダー、ジェンダーの意義は低下したか？、ワークライフバランス、
ライフスタイルやライフコースと選好理論などのテーマについて集中的に学習と討論を行った。

社会調査法の授業では、調査票の作成からデータ収集と計量分析までの全プロセスを年間を通じて実施し、
調査報告書を纏めた。

大学院の演習では、前年度をうけて Case Study Research の発展的な学習を行い、定性データ分析やインタ
ヴューの方法論について重点的に学習と批判的検討を行った。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（7）件

1) 幼稚園・保育所等の保育現場と連携した「総合的
保育者」養成カリキュラムの構築と実践。

2) 実践的保育研究における言説についての研究。

1)Development of the university education curriculm  
for cultivating  qualities  that people need to play 
useful role as  comprehensive-childcarers through 
the collaboration  with  preschools and nurseries. 

2) Research on the discourse　in　early childhood 
education.

・浜口順子・佐治由美子・塩崎美穂・菊地知子　「保育者養成」カリキュラムにおける授業改革の試みとその意
義―お茶の水女子大学「幼保プロジェクト」による保育現場と大学との協働的カリキュラム開発研究報告（2）
人文科学研究第 4 巻、お茶の水女子大学、2008

・（単著）「「発達される」という感覚」　「幼児の教育」フレーベル館、第 107 巻第 5 号、2008
・（単著）保育の領域をつなぐ「じかん」　「幼児の教育」フレーベル館、第 107 巻第 8 号、2008
・（単著）　もう一つの「幼児の教育」のはじまり　「幼児の教育」フレーベル館、第 107 巻第 9 号、2008、
・（単著）ミュンヘン市の幼保をつなぐ実践　「幼児の教育」フレーベル館、第 108 巻第 1 号、2008、pp.58

－ 63

保育者／大人と子どもの関係／理解／実践研究／生活
childcarer ／ adult-child relationship ／ understanding ／ research on practice by practioners ／ living/life
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　子どもとともに生きることが、大人の人生の一部を犠牲にするとか、大人の自己実現に効用があるとか、大
人中心の文脈で語られがちである。「子育て支援」という言葉一つの中に、いろいろな大人の思惑を感じ取る
熱い感受性と冷徹な客観性が、子どもと大人が共生する社会を切りひらくために必要だと思う。

　現在の学部教育を中心とした「総合的保育者」養成プログラムを、現職・離職者・家庭人・非保育就労者の
リカレントプログラムと統合し、多様な職業領域や地域において、子育てする人を支援できる人材の養成をめ
ざす。

1) 幼稚園・保育所等の保育現場と連携した「総合的
保育者」養成。

2) 実践的保育研究における言説について。
3) 保育人間学をとおして、大人と子どもの関係性に

ついて、身体性をとおして理解する。

1)Practical learning and training in purpose of 
cultivating potentialities for comprehensive 
childcarers. 

2)Modern thought  and cul ture in  Japanese 
early childhood educaiton from its discourse' 
perspective. 

3)Relationship between the child and the adult from 
anthropological point of view.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（13）件

1. 学力調査のグローバル化と教育政策への影響に関
する研究
近年、PISA や TIMSS といった国際学力調査が幅広
く行なわれるようになってきており、また、その
結果に対応して政策立案がされる傾向にある。こ
の研究では、国際学力調査の意味や解釈、政策と
の関連について検討を行っている。

2. 初等教育における住民参加と格差に関する研究
本研究では、初等教育における住民参加（ベトナ
ムではそれを社会全体での教育支援という意味で

「教育の社会化」と表現している）の現状はどうなっ
ているのか、また、教育格差との関係はどのよう
になっているのかを検討している。

3. 保育・幼児教育分野における国際協力に関する研
究
国際協力の場において、幼児の発達や幼児教育は
1990 年代から重要な領域として注目されるように
なってきている。本研究では、開発途上国におけ
る幼児教育の現状分析と政策課題について、国際
協力のあり方も含め検討している。

1. The Globalization of Student Assessment and its 
Impact on Educational Policy
The international student assessments such as 
PISA and TIMSS are widely conducted in recent 
years and the educational policy tend to be made 
based on the result of the assessment. In order 
to make the policy to be effective, it is important 
to understand international student assessment 
deeply. 

2. Community Participation and Disparity in Primary 
Education
This study discusses the current state of and future 
challenges for the “socialization of education” 
as one aspect of the move towards community 
participation in education (mainly primary 
education) in Vietnam.

3. International Cooperation in Early Childhood Care 
and Education
The importance of international cooperation in 
early childhood care and development has been 
recognized since the 1990s, emphasized on the 
one hand from a human rights perspective and on 
the other in terms of developmental cost-benefit. 
But ECD does not enjoy a high level of priority for 
the governments of developing countries. This 
study discusses the current state of early childhood 
care and education in developing countries and 
policy challenges.

・浜野隆「学力調査のグローバル化と教育政策」『日本教育政策学会年報』第 15 号、2008 年、21-37 頁
・Takashi HAMANO, Educational Reform and Teacher Education in Vietnam, Journal of Education for 

Teaching, 34(4), pp.397-417, 2008
・Takashi HAMANO, Community Participation and Disparity in Education-The Current State of and Challenges 

for the Socialization of Education in Vietnam, Proceedings: Science of Human Development for Restructuring 
the “Gap Widening Society” , 05, pp.37-44, 200

・Takashi HAMANO, International Cooperation in Early Childhood Care and Education, 
Proceedings: Science of Human Development for Restructuring the “Gap Widening Society” , 05, pp.45-52, 
2009

・浜野隆「家庭での環境・生活と子どもの学力」『教育格差の発生・解消に関する調査研究報告書』、ベネッセ
教育研究開発センター、2009 年、64-75 頁

教育開発／比較教育／開発途上国／国際協力／国際機関
educational development ／ comparative education ／ developing countries ／ international cooperation ／
internattional organization
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　グローバリゼーションが進む今日、教育学・教育科学は必ずしも日本の教育のみを対象にするものではなく
なりつつあります。教育を考える際にも、グローバルな視点が求められつつあります。
　私が専門とする「教育開発」は、まだまだ教育学の中では新しい領域です。「教育開発」はこれまでに培っ
てきた教育学の知見を発展途上国など海外の教育改善に活かしていくという、きわめて実践的な学問領域です。
日本からの援助や提言が、発展途上国の教育政策や教育内容・教育方法の変容をもたらすこともあります。また、
途上国の教育について考えること、途上国に日本の教育経験を伝えていくことは、日本の教育経験を相対化す
る ( 振り返る）契機にもなります。世界の人々ともに教育問題を一緒に考えていきたい人におすすめです。

1. 教育開発、国際教育協力のあり方をより具体的に検討する。
2．発展途上国、特にアジア・アフリカにおける国際機関・国際援助の役割。援助理念・政策と現実との関連
3．ベトナム・カンボジア等における初等教育および就学前教育の構造の解明。
4．教師教育に関する実証研究および国際協力手法の検討。
5．幼児教育・早期子ども発達（ECD) 分野における国際協力の効果分析

1．学部
学部段階における教育内容としては、以下の様な
ものがあげられる：①教育開発概論、②比較教育
演習、③教職概論、④教育原論（制度・社会）の

「制度」に関する部分（教育行政）。他大学におい
ては国際協力論（武蔵野大学）を担当した。

2．大学院
大学院の授業においては、学生たち自身の研究
テーマの報告、及びそれに関する討論を多く行っ
た。共通文献としては、” EFA Global Monitoring 
Report” を読んだ。

　近年、国際協力において教育分野での協力が重視
されるようになってきている。教育開発に関する授
業においては、途上国の教育の現状、国際機関の役割、
日本の協力のあり方などを多くとりあげた。

1. Undergraduate course
 Classes given in Ochanomizu University during 
2005.4-2006.3 are as follows, (1) Introduction 
to Educat ional Development,  (2) Seminar: 
Comparat ive Educat ion,   (3)  Introduct ion 
to the Teaching Profession, (4) Educational 
Administration. Also, “International Cooperation 
Studies” are given in Musashino University.

2. Graduate course
 At graduate level, I took much time on discussing 
students’ reports written on their own theme. In 
the class, I gave some reading assignments: “EFA 
Global Monitoring Report” by UNESCO. 
In the age of globalization, international cooperation 

is very important. Recently, education cooperation 
is one of the most important topics in the field 
of development assistance studies. In my class 
(Introduction to Educational Development, Advanced 
Lectures in Educational Science 1, Seminar: Educational 
Policy, and graduate course), I gave a lecture on the real 
situation of education in developing countries, the role 
of international organization, the challenges of Japan’ s 
ODA, education for international understanding, etc.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（3）件

1. 戦後初期の小学校のカリキュラム改革に関する研
究

2. シチズンシップ教育実践の研究（神奈川県教育総
合教育センター）

1.Research on elementary school curriculum reform 
during the early post- war period.

2.Research on practice of citizenship education(with 
Kanagawa Prefectural Education Center)

・文部科学省委託事業・新教育システム開発プログラム「体験活動による教育を充実させるための環境整備」
事業報告書（東京学芸大学・研究代表児島邦宏）「第 3 章　教員負担度調査　10．総合考察」pp.84-87

・文部科学省委託事業・新教育システム開発プログラム「教育格差の発生・解消メカニズムの調査研究」事業
報告書（お茶の水女子大学・研究代表耳塚寛明）「第一章　学力調査　1．調査問題の解説」pp.13-16

カリキュラム／教育方法／日本教育実践史／教育課程
curriculum ／ educational method ／ history of educational method　in Japan ／ course of study
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　将来、教職を志望する学生を育てること、あるいは現職の教師の方の実践研究への手助けをすることが自分
がこの職に就いた理由です。学校に対する社会の期待は年々大きくなる中で、教師や子どもをめぐる様々な困
難が取りざたされています。しかし、教師という仕事は目に見えない子どもの可能性、そしてその子どもらに
よって創られる未来を生み出す手助けをするという意味において、社会の行く末を左右する重要な仕事である
のみならず、本来、未知のものを扱う創造性豊かな楽しい仕事であると考えます。そうした仕事に進んで携わ
ろうとする、そして現に携わっている人たちの期待や夢、そして直面している困難を一緒に考え学んで行くこ
とを基本的なスタンスとしています。これまで小・中・高等学校の教師と子どもたちと様々な問題に一緒に取
り組む中で多くのことを学んできました。研究対象は歴史的な実践ですが、歴史の中に登場する教師からも多
くのものを学んでいます。実践に即していれば時空を問いません、学校や教師について一緒に考えてゆきましょ
う。

1．日本の戦前・戦後初期の義務教育のカリキュラム改革の歴史的研究
2．教育における新聞メディア活用に関する研究
3．教師の教育評価観に関する研究

（学部）
教育課程や教育方法、教職関係科目の授業を担当
した。専門科目の教育方法概論では現代の教育方
法につながる問題点を意識して、日本の戦前から現
在にいたる教育方法の特徴について講義を行った。
教育課程演習では基礎的な文献購読と共に、先進
的な教育課程に取り組んでいる学校参観を行った。
この他、教職関係の授業を担当し（オムニバス形
式も含む）、教育実習の事前・事後指導を担当した。
また、実際の教育現場と学生との接触を図るため
の授業運営や、インターンシップのコーディネー
トを分担した。

（大学院）
修士課程の教育課程演習・特論では、日本とアメ
リカの教育課程をテーマにした。

(For Undergraduate)
 I taught classes regarding educational curriculum, 
educational method, teacher training and others. 
In the ‘Introduction to educational method’
class, I ran a series of lectures regarding the 
characteristics of the educational methods in 
Japan from the pre-war era up to the present, 
highlighting the issues which lead to the present 
educational methods. In addition,I taught classes 
aimed at teacher training,and coordinating and 
supervising the students on-site teacher training 
throughout. 

(For Postgraduates)
 I took up the theme of curriculum on Japan and 
America.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（5）件

①近年の主流派経済学と経済地理学との論争を検討
し、産業集積の経済地理的モデリングの理論的考
察を行い、論文を発表した。

②リスクと地理情報研究会の共同研究者とともに、
東京 23 区の震災被害に関する物理的危険度と社
会的脆弱性の地域分析の結果を、学会発表した。

③アメリカ地理学者の自伝的エッセイ集を共同訳し
た。

Ⅰ I examined the recent debate between mainstream 
economics and economic geography, made a 
theoretical consideration on economic geography 
modeling of industrial agglomeration, and 
published the paper of the results.

Ⅱ I made a presentation of the regional analysis 
in the academic conference, concerning to 
earthquake’ s potential disaster structure of 
physical risk and social vulnerability in Tokyo 
metropolitan area.

Ⅲ My research colleagues and I translated the 
autobiographical esseys by Anglo-American 
leading geographers.

・水野　勲 (2009)「“新しい経済地理学” と地理的モデリングの問題：市場構造の数学的定式について」. 地域
と環境 8・9, pp. 19-30.
・水野　勲 (2008)「居住とその変化」．『家族・仕事・家計に関する国際比較研究　韓国パネル調査　第 5 年度
報告書』F-GENS Publication Series 28, pp. 26-33.
・水野　勲 (2008)「住居とその変化」．『家族・仕事・家計に関する国際比較研究　中国パネル調査　第 4 年度
報告書』F-GENS Publication Series 29, pp. 25-30.
・水野　勲 (2008)「相模原」．平岡昭利編著『地図で読み解く日本の地域変貌』海青社 , pp. 100-101.
・ピーター・グールド、フォレスト・ピッツ編、杉浦芳夫監訳（水野　勲ほか共訳）(2008)『地理学の声：ア
メリカ地理学者の自伝的エッセイ集』古今書院．翻訳担当箇所：レスリー・カリー（pp. 83-101）、デヴィッド・
ハーヴェイ（pp. 154-196）

集積／地理的モデリング／パネル調査／職住関係／韓国
agglomeration ／ geographical modeling ／ panel survey ／ work-home relationships ／ South Korea
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　ローカルな舞台で起こるさまざまな現象どうしを関連づけて理解し、さらにそれらの関連をより広い文脈の
中に位置づけること、そして既存の人文・社会科学の理論を、地図や地域統計の分析を通して、多様性を内部
に含んだ理論へと拡張すること、これらが地理学の課題としてあります。理論的な志向と、ユニークな現象へ
の愛着を同時にもつために、私の授業が役立てばいいと思っています。

1．リスクの地域分析と社会調査の接点に関する考察
2．都市空間の職住分離の地域統計分析
3．経路依存性を考慮した地域発展モデリング

　学部では、地理学の必修科目である都市と自然、
地理学フィールドワークＡ（長崎）、同Ｂ（神田川）、
コア科目の基礎ゼミで演習を行った。また地理学の
専門科目である経済地理学、地域分析学演習、卒論
の指導を行った。4 名の卒論生の指導を行った。
　 大 学 院 で は、 博 士 前 期 課 程 の 地 域 経 済 論 で、
William Cronon の Nature’ s Metropolis の各章を輪
読した。修士課程 3 名、博士課程 2 名の研究指導を行っ
た。

At undergraduate level, I delivered two lectures 
(Cities and Nature, Economic Geography), two field 
trips (Nagasaki in five days and Kanda River in one 
day), and two seminars (Basic Seminar and Regional 
Analysis). I made a guidance for four theses of 
undergraduate students.
At graduate level, I had one seminar for Nature's 
Metropolis. I advised three graduate students' theses 
and two doctoral candidates.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（14）件

1. 少子高齢時代の生活問題と環境整備に関する地理
学的研究
高齢社会における社会保障事業と地方行財政
都市における障害体験とバリアフリー整備
女性の社会参加とジェンダー化された都市空間　
など

2. 縮小型経済社会の地域分析
　都心回帰の動向と行政対応
　都市郊外の衰退と再生への取組み
　地方の経済問題と地域活性化　など
3.「外邦図」デジタルアーカイブの作成

今年度は、1 の研究に関して学術論文の執筆と学
会発表 2 件を行った。また、3 の研究に関連しては、
論文 1 編と著書 1 冊（分担執筆）の執筆、学会発
表 1 件を行った。

1.Geographical studies on welfare problems and 
living environmental planning 

2.Regional analysis of a shrinking economy and 
society

3.Gaihozu Digital Archive

・論文（筆頭著者，査読あり）：宮澤　仁ほか 5 名 2008 年 10 月．外邦図デジタルアーカイブの構築と公開・
運用上の諸問題．地図 46 巻 3 号，1-12 頁．

・論文（査読なし）：宮澤　仁 2008 年 7 月．数理・計量・地理情報．人文地理 60 巻，251-252 頁．
・著書（分担執筆）：宮澤　仁ほか 2 名 2009 年 3 月．外邦図デジタルアーカイブの公開に関する課題．小林

茂編『近代日本の地図作製とアジア太平洋地域－「外邦図」へのアプローチ』.
・著書（分担執筆）：宮澤　仁 2008 年 4 月．現代の生活水準．田村俊和・石井英也・日野正輝編『日本の地

誌 4　東北』．
・学会発表：宮澤　仁 2008 年 10 月．東京大都市圏における有料老人ホームの立地と施設特性．日本地理学

会秋季学術大会高齢者の地理学研究グループ例会．

少子高齢化社会／福祉／地理情報システム (GIS) ／外邦図
aging society with a falling birthrate ／ welfare / well-being ／ geographic information system ／ Gaihozu
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　地理学は文系と理系の両方の立場から取り組むことのできる学問です。文系的なテーマを理系の視点から、
逆に理系のテーマを文系の視点からみる。そうすると、これまでと異なった見え方をすることがしばしばあり
ます。一緒に、新しい世界の見方を考えませんか。

　◆研究計画

1. 昨年度より、厚生労働科学研究費補助金に採択をされた研究プロジェクト「医療・介護制度における適切な
提供体制の構築と費用適正化に関す実証的研究」に参加しており、地理学からの福祉研究を継続するととも
に、政策形成等への社会貢献に取り組む。

2.「外邦図デジタルアーカイブ」の構築作業に継続して参加し、今後は本学の外邦図のデジタル化を進め、イ
ンターネットによる公開のシステムを整備する。

　上記 1 と 2 は多方面の研究者・実務関係者との共同研究が可能である。

・地理学　人文地理学分析演習／地理情報システム／
地理情報論／地理学フィールドワーク

・Geography　Urban Geography, Analytical Human 
Geography, Geographic Information Systems, 
Geographical Information Theory, Field Work
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（4）件

近代における日中教育文化交流史、とくに戦前日本の対華教育文化活動を中心に研究しております。

・李紅衛著『清水安三と北京崇貞学園―近代における日中教育文化交流史の一断面』、2009 年 2 月、不二出版
・Hongwei LI, Yasuzo Shimizu and Beijing’ s Sutei Gakuen- In View of Modern Educational Cultural Exchanges 

between China and Japan-, Proceedings 01 Selected Papers, Ochanomizu University Global COE Program, 
March 2008, p43-56

・2008 年 5 月 27 日、桜美林学園創立 62 周年記念講演「崇貞学園の教育」を実施。
・2008 年 11 月 25 日、まちだ市民国際学講座第 10 回「桜美林学園と中国の教育交流」にて講師担当。

比較教育史／日中教育文化交渉史／ミッションスクール／宣教師、お雇い教師
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　◆研究計画

　日本と中国の教育近代化に大きくかかわった宣教師やお雇い教師の比較研究を行ってみたいと考えます。
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　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（2）件

蕎麦を茹でているとき、および、茹でたあとにお
ける蕎麦中水分の拡散と MRI’ 炎症部組織の生体電気
インピーダンス

Water Diffusion in Buckwheat Noodles and Wheat 
Noodles during Boiling and 
Holding as Determined from MRI and Rectangular 
Cylinder Diffusion Model Magnetic resonance 
imaging (MRI) was employed to observe water 
diffusion within two kinds of buckwheat noodles 
(marunuki, sarashina) and one kind of wheat noodle 
during boiling and holding. The apparent diffusion 
coefficients for water were statistically estimated 
with Fick’ s second law using a rectangular cylinder 
model, and the changes in moisture distribution 
in buckwheat and wheat noodles were compared 
quantitatively. Apparent diffusion coefficients of 
water in noodles during boiling were 4 to 7 × 
10&#8211;6 cm2/sec. The diffusion coefficients 
of water in buckwheat noodles during boiling were 
higher than those in wheat noodles. For each noodle, 
the diffusion coefficients during holding after boiling 
were 2 to 3 × 10&#8211;7 cm2/sec and constant 
through the holding time, from 30 to 120 min. The 
diffusion coefficients in buckwheat noodles during 
holding were lower than those in wheat noodles. 
These results show that, as compared with wheat 
noodles, buckwheat noodles were boiled more 
rapidly but hardly lost favorable texture during 
holding. 

Multi-frequency bioelectrical impedance analysis 
of skin rubor with two-electrode technique Skin 
rubor, or reddish discoloration on skin, is a sign 
of irritation. Physiologically it involves temporary 
vasodilation and hyperaemia in tissue, and is 
diagnosed by the visible characteristics.

・Multi-frequency bioelectrical impedance analysis of skin rubor with two-electrode technique for detection of 
initial pressure ulcer
J. Tissue Viability, 17, No.4, 110-114 (2008)。
T. Uchiyama, S. Ishigame, J. Niitsuma, Y. Aikawa, Y. Ohta

・Water Diffusion in Buckwheat Noodles and Wheat Noodles during Boiling and Holding as Determined from 
MRI and Rectangular Cylinder Diffusion Model
Food Sci. Technol. Res., 15, No.2, (2009).
I. Maeda, A. Horigane, M. Yoshida, Y. Aikawa
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

(1) 數學・物理學分野
學部の 1、2 年生には微分・積分、級数展開、線
型代数、ベクトル解析、質点の力学、剛体の力学
を教えた。3 年生には、環境物理學を教えた。4
年生には、材料力學を教えた。
大學院學生には、フーリエ解析 ( アラマノヴィッ
チ「数理物理学入門」東京図書 )、拡散方程式
の 解 法 (J. Crank, The Mathematics of Diffusion, 
Clarendon Press) などを教えた。

(2) 化學・生物學分野
學部 2 年生に生化學の基礎を教えた (Voet)。
大 學 院 學 生 に は、 組 織 学 (Gartner & Hiatt) と、
生 理 學 (Berne & Levy) と、 分 子 生 物 學 の 基 礎
(” Molecular Biology of THE CELL” , Garland 
Science) を教えた。

(3) 情報工学分野
學 部 3 年 生 に Unix, Emacs, TeX, C, M (Octave + 
GnuPlot), Ruby 等の使用法を教えた。

(4) 大學院博士後期課程學生の研究指導
現象のモデル作製、ならびに式による表現を指導
した。また、英文論文作成を指導した。

1. Mathematics and physics
(1) For the first and second year students in 

undergraduate school: differentiation and 
integration, series expansion, linear algebra, 
vector analysis, mass point and rigid body 
mechanics 

(2) For the third year students in undergraduate 
school: Environmental physics

(3) For the fourth year students in undergraduate 
school: Material mechanics

(4) For the students in graduate school: Fourier 
analysis  (Aramanovich,  “ Introduct ion of 
Mathematical Physics” , Tokyo Tosho), solution 
for diffusion equation (J. Crank, The Mathematics 
of Diffusion, Clarendon Press)

2. Chemistry and biochemistry
(1) For the second year students in undergraduate 

s c h o o l :  B i o c h e m i s t r y  ( V o e t  &  P r a t t , 
“Fundamentals of Biochemistry” , JW & S) 

(2) For the students in graduate school: Histology 
(Gartner & Hiatt, “Color Textbook of Histology” ), 
Physiology (Berne & Levy, “Principles of 
Physiology” ), introduction of molecular biology 
(” Molecular Biology of THE CELL” , Garland 
Science)

3. Information engineering
(1) For the third year students in undergraduate 

school: Unix, Emacs, TeX, C, M (Octave + 
GnuPlot), Ruby
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

計算機支援学習、特に協調学習支援、人と人との
活動への情報技術を活用した支援をテーマにしてい
る。

I am researching on computer-aided education.
One of the main themes is CSCL (Computer 
Supported Collaborative Learning), and it is support 
which utilized IT for people's activity.

計算機支援学習／遠隔 TT ／情報教育
Computer Supported Cooperative Learning ／ Team-Teaching at a Distance
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

【学部】
1　離散数学

代数学とよばれる分野のうち、群、環、体の初歩。
数学的な問題を抽象化して体系化していく科学の
基本的な手法を確認し、そこでの成果が情報技術
の分野でも道具として応用されることを紹介す
る。

2　計算機代数演習
今まで学習してきた数学や科学のいくつかの問題
について計算機を使ったアプローチをおこなう。
数学を計算機で扱う統合環境として Mathematica
を利用し、毎回の授業で実際に計算機を使った計
算機実験や可視化をおこなう。題材：アニメーショ
ン、サウンド、Taylor 展開、ベクトル、行列、数列、
ランダムウォーク、Newton 法、線形変換、フラ
クタル、グラフ理論、組合せ論など。

【大学院】
1　数式処理特論

離散的な状態を持ち離散的な時間の流れで次の状
態が局所的に定まる格子上の力学系であるセル
オートマトンを使って、自然現象や社会現象の単
純なモデル化をおこなう。

2　数式処理特論演習
数式処理特論の演習として、Mathematica を使い
実際のプログラミングをおこなう。

[Under graduate course]
1. Discrete Mathematics
2. Exercises in Computer Algebra

[Graduate course]
1. Advanced Formula Manipulation
2. Seminar on Advanced Formula Manipulation
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（14）件

　植物に見られる特有な代謝に関しての研究を行い
原著論文を 11 報、総説を 4 報発表した．内容は、マ
ングローブ植物の葉、培養細胞にみられるピリミジ
ン代謝、チャのテアニン生合成、ピリジン代謝に関
する新たな経路と酵素に関する研究、カフェイン生
合成の制御、カフェイン含量の少ないコーヒーの作
出に関するものなどである。この他、プリンアルカ
ロイドに関する英文の総説 2 報、トリゴネリンに関
する総説 ( 英文 )、マングローブに関する和文総説を
発表した。

　As part of our continuous studies on the nitrogen 
metabolism in higher plants, research on the 
following topics was performed; (a) pyrimidine 
metabolism in mangrove plants, (b) theanine 
biosynthesis in tea plants, (c) new pathways and 
related enzymes of the pyridine cycle and trigonelline 
synthesis, (d) control mechanism of the caffeine 
biosynthesis and (e) production of a new low-caffeine 
hybrid coffee plant.These results were published 
as 11 original papers in English. In addtion, three 
English reviews on purine alkaloids and trigonelline, 
and one Japanese review on mangrove reserach were 
published.

・Ashihara,H., Sano,H., & Crozier,A.2008. Caffeine and related purine alkaloids: Biosynthesis, catabolism, 
function and genetic engineering. Phytochemistry, 69, 841-856.

・Sato,Y. & Ashihara,H.2009. Long-term effect of NaCl on the activity of uridine and uracil salvage for 
nucleotide synthesis in cultured mangrove (Bruguiera sexangula) cells. Plant Science, 176, 383-389.

・Yin,Y.L., Matsui,A., Sakuta,M., & Ashihara,H.2008. Changes in pyridine metabolism profile during growth of 
trigonelline-forming Lotus japonicus cell cultures. Phytochemistry, 69, 2891-2898.

・Ashihara,H., Luit,B., Belmonte,M., & Stasolla,C.2008. Metabolism of nicotinamide, adenine and inosine in 
developing microspore-derived canola (Brassica napus) embryos. Plant Physiology and Biochemistry, 46, 
752-759.

・Matsui,A. & Ashihara,H.2008. Nicotinate riboside salvage in plants: Presence of nicotinate riboside kinase in 
mungbean seedlings. Plant Physiology and Biochemistry, 46, 104-108.

植物科学
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆研究計画

植物の解糖系、ペントースリン酸経路、ピリミジン、プリンヌクレオチドと研究を進めてきた。プリンの二
次代謝経路であるカフェインの合成まで到達したが、これから、進行中のピリジンヌクレオチドと関連アルカ
ロイドの研究を進める予定である。

現在進行中の共同研究
1) 英国、グラスゴー大学、カナダ、カルガリー大学、マニトバ大学との植物のヌクレオチド関連代謝に関する

基礎研究
2) 米国、ハワイ農業研究センター、マダガスカル国立研究所とのコーヒーの育種と二次代謝経路に関する共同

研究
3) 琉球大学、横浜国立大学との、チャ、マングローブの代謝に関する共同研究
4) 中国、安徽農業大学、富山県立大学とのチャに特有な二次代謝に関する研究

講義：学部の現代生物学、基礎生物学 A、代謝生物学Ｉ、生物学特別講義 IX, 大学院の代謝生化学特論、植物
分子生物学 , ライフサイエンス論、代謝制御学などを担当した。

実習：代謝生物学実習、生物学実習Ｉなどを行なった。
研究指導：博士後期課程 2 名の指導を行った。このうち 1 名が博士（理学）を取得した。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績

1．DNA マイクロアレイを用いて食品成分の細胞の遺
伝子発現にに及ぼす影響を調べた。

2．活性酸素の遺伝子発現にに及ぼす影響を調べた。
3．遺伝子組替えにより酵素を作った。

1.The effect of the food constituents on the gene 
expression of the cells was analyzed by DNA 
microarray.

2.The effect of ROS on the gene expression of the 
cells was analyzed.

3.The genetically modified enzyme was produced by 
insect cell.

・"Expression, purification and characterization of yeast protein disulfide isomerase produced by a 
recombinant baculovirus-mediated silkworm, Bombyx mori, pupae expression system" Liyun Wang, Yuri 
Shimizu, Takemitsu　Mizunaga, Shogo Matsumoto and Yuzuru Ots

・Etsuko Ueta1, Maho Kurome1, Yuko Teshima1, Mami Kodama1, Yuzuru Otsuka2, and Ichiro Naruse1　
“Altered signaling pathway in the dysmorphogenesis of telencephalon in the Gli3 depressed mouse embryo, 
Pdn/Pdn” Congenital Anomalies  (2008); 48, 74&#8211;80.

・DNA マイクロアレイ解析による食品添加物の評価」大塚　譲　FFI ジャーナル　213 巻　2 月号　92-99 
(2008)

食品機能／遺伝子発現／食品機能／酸化ストレス
Food function ／ Gene expression ／ microarray ／ Oxydative stress
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

食品の機能分析を通じて安全安心で長生きのできる食品を研究したい人を歓迎します。

食品の機能を様々な方法で明らかにし、新しい高機能食品を作る。

学部では細胞生化学の授業を行った。
大学院でニュートリゲノミクスなどの授業を行う

とともに以下の研究指導を行った。
1．DNA マイクロアレイを用いて食品成分の細胞の遺

伝子発現にに及ぼす影響を調べる。
2．活性酸素の遺伝子発現にに及ぼす影響を調べる。

　For undergraduate students, I taught "Cell 
biochemistry".For graduate students, I taught 
"Molecular biology and food", and as a scientific 
advisor, I advised to the students. The graduate 
student’ s themes in my laboratory are "Study on the 
food constituents on the cell using DNA microarray" 
and "Studies on the reactive oxygen species on the 
cell function".
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（4）件

1) マトリックス多機能分子ビトロネクチン分子 (VN) を取り上げ、部位特異的グリコシル化を詳細に解明した。
また、ラット肝再生初期の VN ではオリゴシアル酸糖鎖の減少ならびに糖鎖全体の減少とシアリル化の低下
が起こり、これが原因となって、組織再構築や線維化に関わる星細胞の細胞接着伸展活性を減弱した。また、
このような糖鎖変化が VN の多量体化、コラーゲン結合性と組織溶解リガンドを増強することを示した。一
方、フィブロネクチンでは VN とは時空間的に異なる糖鎖調節がはたらくことを見出した。肝再生時の糖鎖
による機能調節を構造変化と併せて詳細に解明したのは初めてである。

2) 我々が創成したシュードプロテオグリカン ( シュード PG) は、天然の PG の分子構造を模倣して、直鎖高分
子に複数のグリコサミノグリカン (GAG) などの糖鎖を共有結合させた人工複合体分子である . シュード PG
の顕著な結合特性に着眼し、HIV-1 の初期感染機構をブロックする感染阻害剤を探索した結果、単独では活
性を示さない材料を用いて顕著な抗 HIV 活性を示す新しいシュード PG を見出した。今後は有効性を見出し
たプローブの活性向上に向け構造の改良を検討する一方、感染抑制機序の解明を進めていく予定である。

・Sano K, Asahi M, Yanagibashi M, Hashii N, Itoh S, Kawasaki N, Ogawa H. Glycosylation and　ligand-
binding activities of rat plasma fibronectin during liver regeneration after partial hepatectomy. Carbohyd 
Res., 343, 2329-35(2008)

・Nakagawa, K., Nakamura, K., Haishima, Y., Yamagami, M., Saito, K., Sakagami, H., Ogawa H.
Pseudoproteoglycan (pseudoPG) probes that simulate PG macromolecular structure for screening and 
isolation of PG-binding proteins.
Glycoconj. J.,2009 Feb 21. [Epub

・Ogawa H., and Nakagawa K.
Development of neoglycocoonjugate probes and detection of lectins. Experimental Glycoscience, Taniguchi 
N.et al,ed., Elsevier Science Publishers, (2008) 

・佐野琴音　小川温子 ビトロネクチンのコラーゲンおよび線溶系因子との相互作用 . 生体の科学 , 
59(2)118-122 (2008)

糖鎖情報／生体分子認識／細胞間マトリックス／レクチン／シュードプロテオグリカン
glycan information ／ biomolecular recognition ／ extracellular matrix ／ lectin ／ pseudoproteoglycan
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　私は学生時代に化学を勉強しましたが、生命科学の研究には、化学や生物の知識が活かせます。受験にあたっ
ては、あなたの持っている力を信じて、5 年先、10 年先の自分をイメージして下さい。目標をしっかりもっ
た前向きな姿勢と毎日の努力が、自信になり、必ず結果を生むと思います。ぎりぎりまであきらめない、受験
勉強も学問研究も、その点では同じです。がんばってください。

・膵消化酵素に見出した糖鎖結合性を利用した、酵素の活性調節。その医療および産業的利用。
・血液凝固因子、血清蛋白質等に見出した糖鎖結合性の機能解明とその応用。
・細胞外マトリックス分子の機能は糖鎖調節される。その分子機構と生物学的意義のビジュアル解析。成果の

医療活用。
・われわれが創製したシュードプロテオグリカン等の糖鎖プローブによる生命現象の解明と生物機能調節への

利用。
・アレルゲン糖鎖の構造と抗原性、その薬剤への応用性

学部担当講義：
基本的な生体分子の構造と機能、相互作用の基本。

「基礎生化学」では糖質と核酸を中心に、「生体分
子反応学」では主要な代謝反応の流れと原理をわ
かり易く解説。学部 3 年次の「生物化学学生実験」
では、生体分子を扱う際の基礎的な実験技術と考
え方を習得することを目標に、少人数教育を生か
した指導内容。

内容：
レクチンタンパク質と糖類の精製、化学分析、活性
測定、酵素反応解析、組み換え DNA 実験の基礎など。
卒業研究と大学院教育では、講義、ゼミ、研究を
通じて、糖質科学の理解と研究方法、関連する医学・
工学分野も含めた状況を、議論と輪読で展望。｢ 総
合生命科学」では、糖質科学研究と生命情報学の
接点であるデータベースの現状と活用状況を紹介
した。

卒研 ･ 修論テーマ例：
糖鎖によるトリプシノーゲン活性化抑制機構の発
見と解析、抗体分子に見出した抗原認識とは異な
る糖結合性の解析、組織修復と糖鎖、等。

　For undergraduates, I taught the 2nd and 3rd-
year students who has chemistry basis to understand 
the structures and functions of biological molecules. 
"Basic biochemistry" course included carbohydrates 
and nucleic acids. The "Bioenergetics" course 
included principal metabolic reactions and theories. 
"Biochemical laboratory" course included purification 
of lectins and trehalose, chemical analyses, activity 
measurements, analyses of enzyme reaction, and 
basic recombinant DNA techniques. We guided the 
students carefully to obtain the basic experimental 
techniques and a way of thinking to treat biological 
molecules (shared by three instructors) .  For 
graduates, I delivered lectures and book-readings in 
the class on the current research issues in chemistry 
and biology of carbohydrates and their research 
methods including related glycotechnology and 
glycomedicine. In "General bioscience", databases in 
the glycoscience were introduced.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（24）件

インターネットを中心とする大規模ネットワー
クにより、種々のコンピュータや情報機器類が接続
され、互いに連携しながら高度なネットワークコン
ピューティングが行われるようになってきました．
私の研究室では、このような新しいネットワーク環
境において、コンピュータやその他の資源を効率良
く快適に利用する、さらにはセキュリティに配慮し
暗号化や認証を導入して安全に利用する、といった
手法を研究しています．具体的な研究テーマとして
は、高性能な PC クラスタシステムに IP ベースの
SAN を統合した IP-SAN 統合型 PC クラスタ、仮想プ
ライベートネットワーク VPN 上における高性能・高
信頼性 SAN 環境の構築、モバイル環境における認証
や暗号化の実現手法、TCP パラメータの動的な解析
や制御などが挙げられます．環境と目的に応じてそ
れぞれに適したネットワークプロトコルや概念モデ
ルを提案し、ミドルウェアを構築することによりそ
れを実現しています．

　Recently, advanced network computing systems 
have been realized as various sorts of computers 
and resources are connected with each other, owing 
to prosperity of large-scale networks represented 
by Internet. In our laboratory, several innovative 
methods are proposed for such an environment in 
order to make the best use of computer resources 
comfortably and securely.  They include IP-
SAN Consolidated PC Cluster, High Performance 
Dependable SAN over Virtual Private Network (VPN), 
Authentication and Cryptography on Wireless LAN, 
and TCP Parameter Analysis and Control. Network 
protocols and concept models suitable for each 
environment are proposed.

・千島望，山口実靖，小口正人：「VPN 複数経路接続時における iSCSI ストレージアクセスの性能評価」情報処
理学会論文誌，Vol.49，No.10，pp.3645-3656，2008 年 10 月

・Masato Oguchi: “Research Works on Cluster Computing and Storage Area Network,” In Proc. the 3rd 
International Conference on Ubiquitous Information Management and Communication (ICUIMC2009), 
pp.382-391, Suwon, Korea, January 2009. 

・Mihoko Uno and Masato Oguchi:
"An Evaluation of Response Time of a Security Mechanism Using a General-Purpose OS for a Multi-hop 

Network"
In Proc. International Conference on Intelligent Pervasive Computing (IPC2008),
Sydney, Australia, December 2008.

・Asuka Hara, Kikuko Kamisaka, Saneyasu Yamaguchi, and Masato Oguchi:
"Analyzing Characteristics of PC Cluster Consolidated with IP-SAN using Data-Intensive Applications,"
In Proc. 20th IASTED International Conference on Parallel and Distributed Computing

・Emi Arai, Yumi Hirano, Tutomu Murase, Masato Oguchi:
"Empirical Study on a Session Layer Resource Control over 802.11 DCF Wireless LAN,”
In Proc. 7th Asia-Pacific Symposium on Information and Telecommunication Technologies (APSITT2008),

ネットワークコンピューティング／ IP-SAN ／ PC Cluster ／ Mobile Network ／メタバース
Network Computing ／ IP-SAN ／ PC Cluster ／ Mobile Network ／ Metaverse
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

現在、世の中の非常に多くの人が、携帯電話やパソコンその他を通して、コンピュータネットワークのお世
話になっていると思います。それではコンピュータやネットワークは、一体どんな仕組みで動いているかご存
知でしょうか。情報科学科で私が教えている講義は、その疑問に答えるものです。またコンピュータネットワー
クは、将来どのように発展していくでしょうか。私の研究室においては、これを探る研究を行っています。
コンピュータやネットワークは、進歩のペースが物凄く速いものです。ただ利用しているだけだと中がどうなっ
ているのか見えませんが、この中身を勉強し、研究で未来を切り開いていく作業は、大変刺激的で面白いもの
です。

本研究室ではネットワークコンピューティング・ミドルウェアをテーマとして掲げ、これに含まれるいくつか
の種類の研究を手掛けている。この分野は大学のみで研究が行われている訳ではなく、企業も積極的に手を伸
ばしている領域であり厳しい競争が行われている。そのような状況の中で、大学の研究室の機動性を活かして、
IP-SAN や MANET など常に最も先端的なシステムを取り上げ、解析や実装を行い、実際に動かしてみせること
により説得力のある研究を行ってきており、今後もその形で成果を出して行きたい。

コンピュータ基礎演習：
UNIX およびプログラミング言語 C の基礎を習得す
る。情報科学分野の学習・研究を進めるためには、
コンピュータを用いて数値計算やデータ処理など
を行う能力を身に付けることが重要である。本演
習では UNIX ベースのコンピュータの使い方を覚
え、基本的なプログラムを作成する技術を習得す
ることが目標である。

コンピュータネットワーク I：
インターネットに代表されるコンピュータネット
ワークは、情報関係の様々な分野の基盤となる技
術であり、この知識を身に付けることは実用的にも
有効である。本講義では TCP/IP を中心としたネッ
トワークプロトコルの基礎並びに応用技術に関し
て理解することを目標とする。

コンピュータネットワーク II：
コンピュータネットワークは大学、企業、家庭等あ
らゆる場面において今や不可欠な存在となり、その
知識や技術の習得を求める社会的要求も高い。本
講義では、インターネットを中心としたコンピュー
タネットワークを実際に構築し運用するために必
要な知識を総括する。

コンピュータネットワーク特論：
コンピュータネットワークに関する知識は社会生
活の上で必要不可欠なものとなってきた。本講義
では、学部においてコンピュータネットワークに
関する基礎知識を習得した学生を対象に、各プロ
トコル階層の動作メカニズムや実装例、応用など
を詳細に議論する。

情報科学：
情報科学とは何であるか、自然科学分野における位
置付けおよびその技術的な応用について学ぶ。近
年急速な発展が見られる情報技術を基礎として支
えているのが情報科学であるが、その内容は幅広
く奥も深い学問である。本講義は、情報科学やそ
の関連分野に携わる者が知っておくべき基礎知識
について述べ、主要トピックを取り上げて議論し、
受講者にこの分野の概要を理解してもらうことを
目標とする。

Exercises in Basic Programming
Computer Networks I
Computer Networks II
Advanced Computer Networks
Information Sciences
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績

　本年度は、下記の研究を行った ( 指導学生の研究テーマ )。
テクスチャー表面での濡れ転移の理論
真珠層のスケーリング理論
D3：ネットワーク・真珠層構造等におけるシミュレーション
D2：スピンコーティング、サフマン・テーラー不安定性
D1：2 次元バブルの動力学
M1: 2 次元液滴の融合の動力学
B4A：非線形・弾塑性体シートの破壊
B4B: 粉粒体の動力学

・Yukari Hamamoto and Ko Okumura, Analytical solution to a fracture problem in a tough layered structure, 
Phys. Rev. E 78 (2008) 026118-1--5.

・C. Ishino and K. Okumura, Wetting transitions on textured hydrophilic surfaces, Eur. Phys. J. E 25 (2008) 
415-424.

・Nao Sato and Ko Okumura, Nematic transitions inside a film on substrates with stripe patterns of graded 
homeotropic anchoring, Chem. Phys. Lett. 453 (2008) 274-278.

・完全な業績リストについては次の URL を参照 :
論文リスト：http://www.phys.ocha.ac.jp/okumuralab/h16/listOfPubs.htm
講演等リスト：http://www.phys.ocha.ac.jp/okumuralab/h16/presenF.htm

ソフトマター物理学／化学物理／場の理論
Soft matter physics ／ Chemical Physics ／ Field Theory

 氏名： 奥村　剛（OKUMURA Ko）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系　
 職名： 教授
 学位： 理学博士 (1995　慶応義塾大学 )
 専門分野： 理論物理学 ( 特に化学物理、ソフトマター、場の理論、統計力学周辺 )
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　ソフトマター物理学は、物理学の手法を、液晶ディスプレイ、ペットボトル、洗剤、化粧品、真珠などの身
の回りの工業製品・現象等、また、高分子、コロイド、石鹸、DNA、たんぱく質など高校の科目でいえば化学
や生物などで扱われている対象に適用し、注目を集めています。なかでも、私は、あたかもフランス印象派画
家たちのように自然を理解しようとする「印象派物理学の手法」に注目しています。皆さんも私と一緒に、印
象派画家になったつもりで、自然の本質をえぐりだしてみませんか？

　濡れ、表面張力、破壊、複合材料、ゲル、液晶、高分子などのテーマをソフトマター物理学の立場から研究
していく。これまでの理論に加え、実験研究も行っていく。

2008 年度授業担当：( 学部 ) 物理数学 I(2 単位 ) 必修、物理数学 II(2 単位 ) 必修、数理物理学 (2 単位 ) 必修、
物理学特別講義 I(2 単位 )、物理学特別講義 V(2 単位 ) 選択＊＊、特別研究 (12 単位 ) 必修＊＊。( 修士 )：液体
の物理学演習〔2 単位〕、ソフトマター物理学 ( 複雑液体・生体 )〔2 単位〕、特別研究〔14 単位〕＊＊。＊＊
は複数教員で担当。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（5）件

食品の調理による物理化学的特性の変化として主にテクスチャーと呈味成分を取り上げ、調理の過程でどの
程度変化するか、またどのように変化するかという定量的、予測的研究を行っている。特に野菜については硬
化と軟化が加熱中に起こることから複雑な硬さの変化を予測しつつ、調味液中で加熱したときの調味料成分の
拡散についても予測を行い、最適な調理条件の設定について検討している。そのための拡散係数の測定や調理
過程のシミュレーションをコンピュータによるプログラム計算により行っている。また米の食味に大きく影響
する炊飯過程の温度履歴が糖の生成に及ぼす影響および関連する糖生成酵素について検討している。さらに古
くは日本でも栽培され、食されていたはっしょう豆についてその多収穫性を活かすことで新しい食材として復
活させるべく、はっしょう豆の調理性についても研究している。

・Characterization of endogenous enzymes of milled rice and its application to rice cooking, Yuka Mabashi, 
Tetsuya Okura, Noriko Tominaga and Midori Kasai, Food Research International, 42, 157-164 (2009)

・ムクナ属マメの調理性に関する研究 ( 第 1 報 ) －煮豆としての浸漬・加熱条件－、飯島久美子、奥山綾子、
早川和那、藤井義晴、香西みどり、日本調理科学会誌、42,93-101(2009)

・浸漬・冷凍処理が豆類の加熱による吸水と軟化に及ぼす影響、村上知子、香西みどり、関谷陵子、畑江敬子、
日本家政学会誌、59,81-86(2008)

野菜／硬化と軟化／米／嗜好性／豆
vegetable ／ hardening and softening ／ rice ／ palatability ／ bean
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　” 調理のコツといわれるものが真実ならば、そこには科学があるはずである” という先人の信念が調理学と
いう新しい学問を起こし、その基礎を築きました。そしてその志に共感、共鳴する多くの人たちが調理過程に
おける様々な現象の把握と機構の解明にとり組んできて大きく発展してきました。調理学という研究分野の発
展には日常行われている調理の中に科学的な目で問題意識を持ち、なぜそうなるのかといった素朴な本質的な
疑問を大切にすることが大変重要です。そして問題を解決するために何が必要かを考え、物理、化学、生物な
ど自然科学の基礎的知識に基づいて現象のひとつひとつを解明していこうとするところにおもしろさがありま
す。調理学は理論と技術が一体となって身近な問題に迫るユニークな学問分野です。

　野菜の調味に関して拡散係数を用いての調理過程のシミュレーションを行い、硬さの変化との同時予測から
煮物を自動的に行える調理システムの方法について検討する。米の炊飯過程における糖やアミノ酸の生成と同
時に大麦についても成分変化を調べ、大麦の調理特性を把握する。はっしょう豆という多収穫を特徴とする食
材の拡大利用をはかるために様々な調理法およびその際の成分やテクスチャーの変化について検討する。

学部の授業ではリベラルアーツの色・味・香に関して「おいしさのサイエンス」という科目名で 3 学部から
の 1 年生の授業を担当した。様々な食品の嗜好特性について説明し、色、味、香の調理による変化について実
際にグループごとに実習して発表させ食物栄養学科以外の学生が食物のおいしさを科学的に考えるきっかけと
した。食物栄養学科の専門科目として調理科学と食嗜好評価学を担当した。前者は調理における加熱操作と非
加熱操作の原理を、後者は各食品の調理性について講義した。大学院の授業では調理科学演習、食嗜好設計学
演習を行った。また学部の学生に対する卒論指導、修士の学生に対する修論指導、さらに学位取得のための学
生の研究・論文指導を行った。学部、大学院学生ともに生活における諸現象の中に問題意識をもち、問題解決
をはかるための基礎的力が身につくように講義・実験・実習を関連付けた授業内容を組み立てることを目指し
ている。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（1）件

対数型非線型項を持つ非線型熱方程式の斉次ディ
リクレ境界条件付きの解の爆発の臨界指数を一般化
された回転放物面で囲まれた領域について具体的に
決定した。2 方向投影トモグラフィの再構成解が成す
集合のグラフ構造について、指定したグラフを与え
るような図形のサイズの評価を与え、それに基づい
て位数が小さい場合の数え上げを行った。

　For nonlinear heat equation with logarithmic 
nonlinearity, we determined the critical exponent 
of blowup of a neneralized lotational paraboloidal 
domain with homogeneous Dirichlet condition. In 
discrete tomography with two projections, we gave 
an estimate for the size of a figure with a given 
switching graph and enumerated switching graphs of 
small orders.

・『数値計算抗議』，サイエンス社

偏微分方程式／トモグラフィ／暗号理論／離散幾何／画像解析
partial differential equation ／ tomography ／ cryptology ／ discrete geometry ／ image analysis
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆研究計画

The contents of the researches will be published soon.

数値計算 , 数値計算実習 , 数理逍遥 , 符号理論 , 微
分積分学 I, 線形代数学 III, 位相空間論 , 大気海洋科学
概論 , 情報セキュリティ得論 , 数理科学得論の講義を
担当した。また英文講読のゼミを担当した。この他
に学部四年生の卒業研究を五名と大学院生二名のゼ
ミを担当し、二名の博士課程学生を修了させた。

　Gave lectures on Numerical computation, Exercises 
on numerical computation, Calculus I, Linear Algebra 
III, Mathematical promnade, Theory of codes,  
General topology, Atmospheric and oceanic science, 
Information security, Mathematical science, and 
instructed English seminar. Graduated 5 students, 
instructed 2 master students, let 2 doctor students 
defend the thesis.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（4）件

食品のおいしさを左右する食品の香気成分を解明
することを目的に有機化学的手法と官能評価を併用
し、研究を展開している。
　現在最も興味を持っているのは、においと味の相
互作用で、特に、香気は呈味性を向上させるという
前提のもと、様々な食材の組み合わせから、味を向
上させる食材をスクリーニングし、においの効果、
さらに多くの成分から重要な成分を見つけ出すこと
である。さらにその作用機序についても解析したい
と考えている。

この点も含め、スパイスのフレーバーについて再
検討しているが、今年度はハーブにおいて香気に関
与する新しい酵素の存在を確認した。

その外、近年、食生活の変化に合わせ、新しい特
性を持った農産物が開発され、関心が集まっている。
米や野菜について新品種の風味特性について調べ、
よりよい品種開発に寄与する基礎データを集積し、
国内産農産物の消費を高める一助になればと考えて
いる。

Spice is estimeted an essential material in 
preparation of processed food because of the 
efficacies of enhancing pleasant flavour and tastes. 
Volatile constituents of fresh Vietnamese coriander 
was investigated and it was found that aliphatic 
aldehyde reductase highly effects on the quality of 
flavor of the coriander.The paper of this study was 
published in a journal of Bioscience, biotechnology 
and biochemistry.The objectives were to elucidate 
food aroma components controlling a quality 
characteristic of food by chemical analysis coupled 
with sensory evaluation.  

Much recent interest in the taste-odor interaction 
has been generated. Screening the ingredients which 
could improve food taste, the odor effectiveness, and 
findings on the key odor component among various 
compounds were of particular interest. 

Furthermore, in recent years, accompanied with 
the change in the eating habits, farm products 
with a new characteristic have been developed. To 
raise the consumption of these new products, good 
flavor should be required, so the investigation on 
the flavor characteristic of a new kind of rice and 
vegetables, and the accumulation of the basic data 
that contribute to make a better kind one has been 
continued.

・Aliphatic aldehydereductase activity related to the formation of volatile alcohols in Vietnamese coriander 
leaves
Cung thi To Quynh, Iijima Y, Morimitsu Y, Kubota K: Biosci., Biotechnol. Biochem., 73(3), 641-647, Mar 2009

・Quantification and Odor Contribution of 2-Furanmethanethiol in Different Types of Fermented Soybean 
Paste Miso 
Ohata M, Tominaga T, Dubourdieu D, Kubota K, Sugawara E : JOURNAL OF AGRICULTURAL AND FOOD 
CHEMISTRY, 57(6), 2481-2485 MAR 25 2009 

・Mioganal, a Novel Pungent Principle in Myoga (Zingiber mioga Roscoe) and a Quantitative Evaluation of Its 
Pungency 
Abe M, Ozawa Y, Morimitsu Y, Kubota K: BIOSCIENCE BIOTECHNOLOGY AND BIOCHEMISTRY, 72( 10), 
2681-2686, OCT 2008 

・6-Shogaol and 6-gingerol, the pungent of ginger, inhibit TNF-alpha mediated downregulation of adiponectin 
expression via different mechanisms in 3T3-L1 adipocytes 
Isa Y, Miyakawa Y, Yanagisawa M, Gotob T,Kang M-S,Kawada T,Morimitsu Y, Kubota K, Tsuda T

食品香気／呈味向上効果／香辛料／アルデヒド還元酵素活性／だし汁
food flavor ／ taste enhancement ／ spice ／ aldehyde reductase activity ／ stock
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　なぜ同じチャ樹の葉を使って、緑茶、紅茶、ウーロン茶のようにいろいろな香りをもったお茶ができるのか、
そんな素朴な疑問からお茶の香りの研究は始まりました。そして、チャの葉の中には、香りのもととなる成分
があり、それを発現させる酵素の存在が見つかりました。そして、お茶の香りを構成している成分の分析、そ
の成分とヒトの感覚との相互作用、なぜ美味しいと感じるのかという心理的な要素も含んだ科学的解析へと発
展しています。身近な疑問、そこには科学的な根拠が潜んでいます。食品を、食べる人間の立場から科学して
みませんか。

化学成分の刺激によって感じるにおいや味に関与する成分について、その化学的分析及び風味に対する作用
機作の研究を通して、おいしさとは何かを科学的に解明したいと考えている。
味覚や嗅覚の仕組みが受容体の研究から急速に解明されつつある昨今、受容体刺激物質である香気成分の化学
的研究は、生理学的研究と関連付けることにより更なる発展が期待できる分野である。

学部生に対しては、専門科目として食品化学、食
品学、食物学概論の講義や食品化学実験科目を担当
した。また、4 年次の学生について卒業研究の指導を
行った。

院生については、博士前期および後期課程の学生
のための講義 ･ 演習を行い、さらに学位取得のため
の研究指導を行った。院生には少なくとも年 1 回の
学会参加と発表を促している。また、原著論文作成
の指導も行っている。

生活におけるさまざまな現象に科学的見地から好
奇心を持ち、科学的探求に意欲を持つ人材、自立し
て問題解決のできる基礎学力、研究力を備えた人材
の育成を目指して講義や実験 ･ 実習の内容を組み立
てることを心がけている。

In the school year 2008, I gave lectures and 
seminars in Food chemistry for undergraduate and 
Food flavor chemistry for graduates.

I  a lso supervised a graduat ion thesis  for 
undergraduate and a dissertation for master- and 
doctor-course students by co-investigating new 
research projects of food flavor. 

In my laboratory, each graduate student is 
required to attend a meeting of the corresponding 
academic society and present a paper once a year at 
least. 

I wish to produce excellent human resouces 
with fundermental knowlege and ability to become 
independent.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（1）件

平成 20 年度は、表面電子の定在波に関する研究を
行った。Si(111) √ 3 ×√ 3-Ag 表面上の Ag 吸着子
による定在波が走査トンネル顕微鏡を用いて最近観
察された。Si(111) √ 3 ×√ 3-Ag 表面には自由電子
的な分散を持つ表面状態が存在し、それが不純物や
ステップにより散乱されて定在波を形成する。実験
では、この表面の定在波はエネルギー依存性を示し、
エネルギーの低下とともに定在波が見えなくなる結
果が得られている。自由電子モデルを用いた計算を
行うと、定在波の振幅は、大きなエネルギー依存性
を持たないことがわかる。このことから、Si(111) √
3 ×√ 3-Ag 表面の定在波のエネルギー依存性は、自
由電子モデルで説明できない。そこで、Si(111) √ 3
×√ 3-Ag 表面上の Ag 吸着子系の電子状態の計算を
行った。その結果、Si(111) √ 3 ×√ 3-Ag 表面の表
面状態は自由電子的な分散を持つが、その波動関数
には内部構造があるために、自由電子とは異なるエ
ネルギー依存性を示すことが分かった。

　We studied the standing waves of electrons 
formed on surfaces. Recently standing waves were 
observed on the Si(111) √ 3× √ 3-Ag surface with 
Ag adatoms. The Si(111) √ 3× √ 3-Ag surface has 
a surface state with free electron like dispersion. 
Standing waves are formed by scattering by 
impurities and steps. The experiment showed that 
the standing waves show energy dependence and 
disappear with decreasing energy. It can be shown 
using a free electron model that standing waves 
do not show appreciable energy dependence. This 
means that the energy dependence of the standing 
waves on the Si(111) √ 3× √ 3-Ag surface cannot 
be explained by the free electron model. Therefore 
we calculated electronic states of the Si(111) √ 3
× √ 3-Ag surface with Ag adatoms. We found that 
though the Si(111) √ 3 × √ 3-Ag surface has a 
surface state with free electron like dispersion, it 
shows energy dependence different from that of free 
electron due to the internal structure of the wave 
function.

・グラフェンと負の屈折・スーパーレンズ
－ 2 次元ディラック・フェルミオンの電子光学－ 日本表面科学会学会誌「表面科学」第 29 巻 , 629-636 (2008).

ナノスケール物理／表面物理／計算物理／メタ物質
Nanoscale Physics ／ Surface Physics ／ Computational Physics ／ Metamaterials
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　最近は負の屈折に関連した研究を行っています。負の屈折については、http://sofia。phys。ocha。ac。jp/
kobayashilab/home。html に少し詳しく書きましたが、要するに「あべこべ」な現象の一つです。研究をして
いて面白いと思うのは、予想もしなかった、もしくは、予想に反する結果が得られた時でしょう。従来は知ら
れていなかった新たな現象を発見すること、従来知られていることとは反対の現象を見つけることは、研究を
する大きな目的の一つです。物理学は、自然現象を最も基本的な原理から出発してから説明し理解しようとす
る学問です。このためには、数学や物理の基礎から一歩一歩積み上げて習得する必要があります。物理を使い
こなせるようになるには、ある程度の努力・忍耐が必要であり、少し時間がかかると思います。しかし、物理
学の考え方を理解し、それを研究に使えるようになれば、研究する楽しみが実感できると思います。

　今後も引き続き、表面物理・ナノスケール物理に関する研究を行う。特にこれまで行ってきた電子の相補媒
質・スーパーレンズに関する研究を継続し、その現実の系での実現をめざした研究を行う。また、ナノワイヤー
の電気伝導や熱伝導に関する研究、表面電子の定在波に関する研究も並行して行う計画である。共同研究とし
て可能なテーマは、原子スケールでの表面電気伝導に関する研究、相補媒質の物理に関する研究、ナノワイヤー
の伝導現象に関する研究、走査プローブ顕微鏡に関する研究などである。

平成 20 年度は学部卒研生 3 名、大学院修士学生 3
名の研究指導を行った。卒業研究の題目は「半導体
双晶界面の電子状態」、「半導体中のスピン軌道相互
作用について」および「原子ワイヤーの熱伝導」で
ある。また、修士論文の題目は「有限サイズの超伝
導体に関する理論的研究」である。担当した授業は、
学部で「計算物理講義・演習」、「量子力学 II」、「固体
電子論」、大学院では「物性物理学特論」および「物
性物理学演習」である。この他、学部の「物理学基
礎研究」では 3 名の学生が配属し、文献等を読み、
卒業研究の予備的な演習を行った。

In 2008 I have three undergraduate students and 
three graduate students in master course. The titles 
of the graduation researches are “Electronic states of 
the interfaces of semiconductor bicrystals” , “Spin-
orbital interaction in semiconductors” and “Thermal 
conduction of atomic wires” . I have teaching classes 
of “Computational Physics” , “Quantum Mechanics II” 
and “Solid State Physics” for undergraduate students, 
and “Advanced Solid State Physics” and “Exercise on 
Solid State Physics” for graduate students in master 
course. In addition I have three undergraduate 
students in “Elementary research in physics” 
where we read several papers and textbooks as a 
preliminary exercise for graduation researches.
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　◆研究キーワード　／　Keywords
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　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（6）件

我々の研究室では、「脂質分子から細胞機能・病態
を探る」をメインテーマとして、細胞生化学的手法
や分子生物学的手法、さらには質量分析を駆使して、
以下のテーマを研究している。研究姿勢としては、
流行を追うというよりは独創的な研究を目指してい
る。1) 生理活性脂質の代謝と機能；生理活性リン脂
質である環状ホスファチジン酸 (cPA) やリゾホスファ
チジン酸 (LPA) の生物活性を解析すると共に、これ
ら脂質分子の生体内濃度バランスを制御する機構に
ついて解析している。2) 脂質メタボローム解析；い
ち早く最新の質量分析技術を駆使した脂質分子の系
統的・網羅的解析手法の確立に努め、リン脂質分子
やステロイド関連化合物について新知見の発見を目
指している。3) 細胞のストレス応答に関与するステ
リルグルコシドの合成誘導と機能の解析。4) 必須脂
肪酸バランスと生活習慣病 ( 脂質栄養学 )；オメガ 3
系列脂肪酸の生理作用；DHA に代表されるオメガ 3
系列脂肪酸について最新の知見を整理し、予防医学
的観点から研究成果を社会へ還元することに努めて
いる。

We have investigated cellular functions of lipid 
molecules using the techniques in biochemistry, 
molecular cell biology and mass spectrometry. 
Original research themes rather than fashionable 
topics are conducted in our laboratory. Our main 
research interests are as follows. 1) Metabolism 
and funct ions of bioact ive l ipids:  Biological 
activities including of an inhibitory activity toward 
cancer cell invasion and neurotrophic effects on 
cultured embryonic hippocampal neurons by cyclic 
phosphatidic acid (cPA) and lysophosphatidic 
acid (LPA) have been studied as well as their 
metabol i sm.  2 )  L ip id  metabolome ana lys is 
based on mass spectrometry. Investigations of 
phospholipid and steroid molecules using soft-
ionization mass spectrometry are performed. 3) Lipid 
mediators involved in cellular stress responses. We 
demonstrated the rapid induction of sterylglucoside

（CG）by heat shock in human cultured fibroblasts 
to suggest that CG may act as a lipid mediator in an 
early stage of the stress signal transduction system. 
4) Biological activities of omega-3 fatty acids. I have 
reviewed the recent research papers concerned with 
omega-3 fatty acids to return the results of research 
to society at large from the lipid nutritional point of 
view.

・Hiroyasu Sato, Rina Kato, Yuki Isogai, et al.(2008) Analyses of Group III Secreted Phospholipase A2 
Transgenic Mice Reveals Potential Participation of This Enzyme in Plasma Lipoprotein Modification, 
Macrophage Foam Cell Formation, and Atherosclerosis. J.Biol.Chem., 283(48), 33483-33497 

・Wahida Yousofzai, Miwa Kashimoto, Hideko Tanaka, Isamu Matsumoto, Kyoko Kojima-Aikawa, and Tetsuyuki 
Kobayashi (2009) Binding of sulfatide to concanavalin A and Lens culinaris agglutinin. Natural Science 
Report of the Ochanomizu University, 59　(2), 27-35

・小林哲幸「ラット出血性ショックモデルにおける腸間膜リンパ液の脂質メタボローム解析」ホスファチジル
セリン研究会会報　Vol.6, No.1, 3-7, 2008

・会津雅子、池田和貴、小木曽英夫、田口良、小林哲幸「動物界におけるスフィンゴミエリン発現と構造の多様性」
脂質生化学研究　Vol. 50, 341-344 (2008)

・小林哲幸　「必須脂肪酸バランスで体質改善」、食生活、Vol. 103, No. 2, 64-68．2009 年 2 月発行

生理活性脂質／メタボローム解析／ソフトイオン化型質量分析／アレルギーと炎症／必須脂肪酸
bioactive lipids ／ metabolome analysis ／ soft-ionization mass spectrometry ／ allergy and inflammation ／
essential fatty acids
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 職名： 教授
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 専門分野： 脂質生化学、細胞生化学、脂質栄養学／ Lipid Biochemistry、 Cell Biochemistry、 Lipid Nutrition
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 E-mail： kobayashi.tetsuyuki@ocha.ac.jp
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　◆メッセージ

　◆研究計画

　生物には美しいほどの見事な原理や論理性が潜んでいます。私の専門は、脂質生化学という研究分野で、細
胞膜などの生体膜やそれを構成する主要な脂質分子の構造や機能を研究対象にしています。細胞膜は単なる仕
切ではなく、ダイナミックに変動する脂質分子の変換工場です。脂質分子からは生理活性分子が作られ、その
バランスが崩れるとアレルギーやがん等の病気になることが分かってきました。さらに、神経機能にも関わっ
ています。生命維持や健康において果たす脂質分子の重要な役割について、いっしょに学んで解明してみませ
んか？

以前は、生体膜の単なる構成成分としてしか考えられていなかった脂質は、近年、様々な生理機能への関与
が明らかにされ、ホットな研究領域の一つとなっている。生理活性脂質としての cPA や CG に関する我々の研
究は、世界的にみても独創的かつ重要な研究となっている。また時代は今、新たなポストゲノム研究に入り、
脂質生化学の分野でも代謝産物の構造と機能を網羅的に解析するメタボローム解析が可能となった。新しい質
量分析装置を駆使して脂質の構造解析と定量の技術にさらに磨きをかけ、脂質分子の新機能を見出して行きた
い。

共同研究が可能なテーマとして、以下の項目がある。
1）生理活性リン脂質の機能（アルルギー・炎症・がん）解析と代謝制御の解明
2）質量分析による脂質メタボローム解析のための基盤技術の構築とその適用
3）DHA をはじめとするオメガ 3 系列脂肪酸の生理機能

学部生に対しては、生化学関連の各種講義や実習
を担当し、卒業研究の指導を行っている。また、院
生に対しては、脂質生化学に関する新しい研究課題
を基盤において、博士前期や後期課程の院生の講義・
演習や学位取得のための研究指導を行っている。教
育目的として、問題解決能力の高い、知的基礎体力
のある人材を社会に供給することを目指している。
そのための教育理念として、単に知識や技術を教え
るのではなく、知識をどうやって得るか、また、ど
のように適用するか、そのための「知恵」を授ける
ことを念頭において教育を行っている。自主性を重
んじ、面白いデータが得られたときの感動を知って
もらいたい。これは大学院での研究に限らず、学部
の講義や実習にもあてはまる。質の高い高等教育を
行うためには、ハイレベルな研究がその基盤になく
てはならない。したがって、私は脂質生化学に関す
る最新の研究課題に取り組みながら、独創的な研究
を展開することを心がけている。

I de l iver  lec tures  about  b iochemis t ry  to 
undergraduate students and supervise their 
graduation thesis. I also supervise a dissertation 
for master- and doctor-course students by co-
invest igat ing new research projects of l ipid 
biochemistry. My educational goal is to produce 
excellent human resources with remarkable problem-
solving abilities and fundamental knowledge. 
Knowledge is not enough, we must apply. Willing 
is not enough, we must do. With this point in 
mind I make much account of teaching how to 
get knowledge, and how to apply it. I regard 
individual initiative as important. I want them to 
know new-found excitement during studying in 
the undergraduate classes or graduate course. 
Higher education of good quality should be built 
on highly advanced research. Therefore, I attempt 
to develop original research by investigating 
new research project of my research field, lipid 
biochemistry. I also promote and implement joint 
research with collaborators outside the University. 
This collaboration contributes substantially to our 
educational activities.
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　◆研究内容　／　Research Pursuits
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1．洗浄における機械作用と摩擦力の解明
2．カルボン酸塩系水溶性高分子の機能と生分解性
3．繊維加工における粘土鉱物の利用

1）スメクタイトによるインジゴデニムの移染防
止

2）合成タルクによる染料排液処理
4．天然染料の利用

1）ラック染色におけるタンニン酸の役割とその
機構

2）ペルーの地衣類パペリージョからの抽出色素
の染色性

3）ビワ葉からの水抽出色素によるタンパク繊維
の染色性．

4）建材用土による綿布の着色性
5．高齢者の着装と着脱

1. Effect of mechanical action on detergency 
2. Properties of water-soluble carboxylate polymer 

on detergency and its biodegradability. 
3. Application of clay minerals to textile finishing

1) Prevention of back-staining of indigo from 
denim with smectite

2) Removal of anionic dyes in effluent by 
synthetic talc

4. Coloration with natural dyes and/or pigment
1) Effect of tannic acid on lac-dyeing and its 

mechanism
2) Dyeing of colorant extract from Papelillo made 

in Peru for  wool and alpaca.
3) Dyeing of colorant extract from  loquat leaves  

for  wool
4)  Coloring of cotton fabric with two soils for 

wall materials
5. Wearing, putting on and taking off clothes by the 

elderly

・ラッカイン酸およびカルミン酸によるタンパク繊維染色におけるアルミ二ウムの効果，駒城素子，大竹麻珠，
繊維・高分子機能加工第 120 委員会年次報告 , 59, 100-101 (2008)

・Body movement measurements using IR-LED markers for tracking measurement points under clothing,Yuko 
Hirabayashi,Tomoko Omura, Motoko Komaki, 人間工学，44(5),296 ～ 301(2008)

・Influence of Size on Movement Adaptability of a Front-Open Shirt, Yuko Hirabayashi, Motoko 
Komaki,Tomoko Omura,, J. Home Econ. Jpn, 59(12),979 ～ 987(2008)

・障害者の椅座姿勢における上衣着装状態の問題点―健常者との比較―，平林優子，駒城素子，布施谷節子，
大村知子，繊維学会誌，65(2),57 ～ 16（2009）

・Application of Smectite to Dyeing, Jongsun Jung, Motoko Komaki and Teiji Satoh, Proceedings of The 
International Conference on Dyeing and Finishing KSDF 20th Anniversary,Daegu, Korea, March 13, 2009

洗浄／粘土鉱物／ポリ（αーヒドロキシアクリル酸ナトリウム）／天然色素／高齢者の着装
detergency ／ clay minerals ／ poly(sodium alfa-hydoxy acrylate) ／ natural color ／ wearing by the elderly
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　◆メッセージ
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洗濯のように簡単にみえる行為にも “何故汚れが落ちるのか、布をもんだり水を動かしたりといった機械作
用は何故必要なのか？　洗剤の働きは？　” など必ずしも十分に解明されているとはいえない問題があり、科
学の対象世界となる。しかも些細な日常的行為もいまや環境問題に密接に繋がってくる。
  身近な諸現象に興味を持つ好奇心と、よりよい生活空間を作ろうという意欲の両方を携えて勉強すること、
すなわち興味・関心をもったテーマを研究し、世の中に役に立てることは楽しくやりがいのあることである。
そのためには基礎となる科目もしっかり勉強し、かつ広い教養も培うことが必要で、これからの若い人に大い
に期待している。

1．環境負荷を抑制できる処理剤として粘土鉱物を、染色廃水処理、ドライクリーニングにおける汚れの回収
処理など染色や洗浄の分野で利用できるよう、その構造と機能との関係を研究する。

2．洗濯の基本原理として、機械力の役割を解明し、少ない洗剤、水による洗浄系の確立と、新たな洗濯装置
の開発を目指す。

3．未利用の天然色素の有効利用を計る。
4．洗浄における衝撃圧縮力の利用について共同研究可能

1．被服学分野（学部）
衣服の材料の入手方法の歴史 , 性質や取り扱いの
概要について被服学概論（学部共通）、さらに繊
維製品の染色加工、洗濯などの取り扱いについて
被服科学（学部共通）を講義した。

2．学部専門教育および洗浄科学・染色化学分野（学部）
大気およびケイ酸塩鉱物の化学について環境化学

（分担）、コロイド化学の基礎、吸着などについて
洗浄科学で講義し、人間・環境科学実験実習、人間・
環境科学演習を指導し、卒論研究に関係する外国
語文献の購読・発表について人間・環境科学輪講 I,II
で指導した。

3．大学院専門教育
生活界面科学、環境生活工学演習、人間・環境科
学方法論において物質吸着の物理化学、解析方法
について解説し、外国語文献の講読について指導
した

4．特別研究指導
学部 4 年次生（2 名）、博士課程院生（M2: 4 名　
M1: 2 名、D3: 2 名、D1:1 名うち外国人留学生 2 人）
に対しテーマの選定、実験計画と進め方、データ
のまとめ方、学会発表、提出学位論文の作成につ
いて指導した。

1. Clothing Science (undergraduate students)
Introduction to clothing of the history of the 
getting way of clothing materials, its quality and 
treatments.  Clothing Science for the treatment 
of textile materials with dyeing, and finishing and 
washing.

2. Specialty and Detergency science and dyeing 
chemistry  (undergraduate students)
Environmental chemistry on the chemistry of clay-
minerals and its weathering.  Interfacial chemistry 
of detergency on the basic and application of the 
colloids and adsorption phenomena.  Experimental 
of interfacial chemistry of lives. Readings of 
Journals on each research theme in foreign 
language. 

3. Specialty for the students in graduate school
Special courses on the physical chemistry and 
analysis of adsorption.

4. Research guidance
Dete rmina t ion  o f  each  research  theme , 
experimental planning,
Discussion of the results obtained to undergraduate 
students and also the presentation in the congress 
to the students in graduate school.

5. Guidance for two foreign students
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　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（5）件

食物と人体の関わりをテーマに、心筋梗塞、脳梗
塞をおこす動脈硬化の予防を念頭において、応用研
究を主体とした研究活動を行っている。

これまで、生体内 LDL 酸化抑制作用ならびに、食
後高脂血症改善作用を有する赤ワイン、緑茶などの
ポリフェノールを含有する食物の存在を明らかにし
てきた。

2008 年度は、シソやサツマイモ葉部、ビーツな
どの抗酸化作用、レモンフラボノイドや、アスタキ
サンチン、ライチポリフェノールの MMP 活性抑制、
単球接着抑制作用、バルサミコ酢のマクロファージ
の泡沫化抑制作用などを明らかにし、これらの成果
を、日本栄養食糧学会、日本動脈硬化学会などで発
表している。

Our research is focused on antioxidant food 
preventing from the atherosclerosis which causes 
myocardial infarction and stroke.

So far, we have revealed that natural polyphenolic 
compounds, abundant in red wine and tea, inhibited 
LDL oxidation and improved the postprandial 
hyperlipidemia in vivo and in vitro.

In 2008, we investigated the antioxidant effect of 
shiso, sweet potato leaves and beet, the inhibitory 
effect of astaxanthin and lychee on MMP activity and 
the reduction of monocyte adhesion to endothelial 
cells in the presence of lemon flavonoids. The 
suppressive effect of balsamic vinegar on foam 
cells formation was also studied. We reported these 
results in Japanese Society of Nutrition and Food 
Science and Japan
Atherosclerosis Society.

・Miyake Y , Sakurai C , Usuda M , Hiramitsu M , Kondo K : Preparation of a Lemon Flavonoid Aglycone and its 
Suppressive Effect on the Susceptibility of LDL to Oxidation Following Human Ingestion. FOOD SCIENCE AND 
TECHNOLOGY RESEARCH 15  : 83-88, 2009
・Fukushima Y , Ohie T , Yonekawa Y , Yonemoto K , Aizawa H , Mori Y , Watanabe M 4, Takeuchi M , 
Hasegawa M , Taguchi C , Kondo K : Coffee and Green Tea As a Large Source of Antioxidant Polyphenols in the 
Japanese Population. JOURNAL OF AGRICULTURAL AND FO
・Harumi Uto-Kondo, Reiko Ohmori, Chikako Kiyose, Yoshimi Kishimoto, Hisako Saito, Osamu Igarashi, 
and Kazuo Kondo: Tocotrienol suppresses adipocyte differentiation and akt phosphorylation in 3T3-L1 
preadipocytes. J Nutr. 139: 51-57, 2009
・Tsuyoshi Chiba, Shohei Shinozaki, Toru Nakazawa, Akio Kawakami, Masumi Ai, Eiji Kaneko, Masanobu 
Kitagawa, Kazuo Kondo, Alan Chait, and Kentaro Shimokado: Leptin deficiency suppresses progression of 
atherosclerosis in apoE-deficient mice. Atherosclerosis.
・神山真澄、岸本良美、谷真理子、宇都宮一典、近藤和雄：味噌の熟成過程における大豆イソフラボンの変動
と血管内皮障害における影響：機能性食品と薬理栄養 3(5): 167-174, 2008

動脈硬化／脂質異常症／活性酸素／抗酸化作用／ポリフェノール
atherosclerosis ／ dyslipidemia ／ Reactive Oxygen Species (ROS) ／ antioxidation ／ polyphenol
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　◆メッセージ

　◆研究計画

食物と人体の関係の研究に興味のある学生諸君の来訪を待っています。

　様々な疾病の予防に、食物に含まれるポリフェノールを中心とした抗酸化物の関与が明らかになっている。
ポリフェノールは、LDL の酸化抑制をはじめ、動脈硬化の進展抑制にあらゆる課程で関わっている。ポリフェ
ノールなどの動脈硬化抑制の役割を明らかにするとともに、病気の発症を予防する食環境を探求し、生活習慣
病を発症させない食生活を構築する。

（共同研究の可能性）
・抗動脈硬化作用を有する食品の研究
・ヒトを対象とした食品の機能性に関する研究
・遺伝子多型を基にしたテーラーメード食事療法に関する研究

　学部では、生活科学部食物栄養学科で、病態栄養学、
医学概論を担当し、動脈硬化を引き起こす高脂血症、
肥満、糖尿病、高血圧、メタボリックシンドローム
などの生活習慣病における診断、治療について食物
との関わりを中心に講義している。
　大学院では、学部の講義を一歩すすめて、動脈硬
化症の成り立ち、老化の問題を、リポ蛋白代謝を中
心に、活性酸素と活性酸素に対抗する食物に含まれ
る抗酸化物の関わりを、生体防御、この防御システ
ムの観点から講義している。

We take charge of the Metabolism and Clinical 
Nutrition and Medical outline in 4-year education 
program. We study the relation of food to diagnoses 
and treatments of the hyperlipidemia, obesity, 
diabetes, hypertension and metabolic syndrome.

In the graduate school, we study the effects 
of antioxidants contained in food on lipoprotein 
metabolism, and the preventive roles in the 
pathogenesis of the atherosclerosis and the problem 
of aging, from the viewpoint of biological defense 
such as removing Reactive Oxygen Species (ROS).
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　◆主要業績

これまで核酸の塩基のタンパク質による認識機
構を明らかにするため、アミノアシル -tRNA 合成
酵素と tRNA のアンチコドンの塩基との結合を立体
構造の観点で調べてきた。X 線結晶構造解析によ
る Pyrococcus horikoshii 由 来 ア ル ギ ニ ル -tRNA 合
成酵素と tRNA-ARG(CCU) と ATP の複合体の立体構
造の詳細な電子密度解析は、tRNA の 3 ‘末端側の
二重鎖アクセプターシュテムから伸びる一本鎖の
G73C74C75A76 が、アミノアシル化反応において
tRNA が反応中心に向かう動きについて興味ある結
果を示した。アミノアシル -AMP 形成反応と逆反応
pyrophospholysis 反応においてアルギニン - とグル
タミニル -tRNA 合成酵素に特有な tRNA 要求の機構
を含め、これらの結果を纏め、論文を投稿中である。
Methanoccocus 菌由来イソロイシル -tRNA 合成酵素
における C 末端ドメインの機能において、C 末端欠
損型タンパク質とのアミノアシル化反応の比較より、
tRNA の結合には作用しないことを明らかにした。

　In order to clarify the recognition mechanism 
between the base of RNA and protein, I have been 
investigating the three-dimensional structures of 
aminoacyl-tRNA synthetases bound cognate tRNA 
though bases of its anticodon. The structure of 
Pyrococcus horikoshii arginyl-tRNA synthetase 
bound tRNA Arg(CCU) indicates two forms, the 
initial form and the intermediate form of 3’ terminal 
G73C74C75A76 of tRNA in the aminoacylation 
reaction. I submitted the paper describing this 
interesting structure and the mechanism that in the 
formation reaction of aminoacyl-AMP; amino acid + 
ATP → aminoacyl-AMP + PPi and pyrophospholysis 
reaction; aminoacyl-AMP + PPi → amino acid + ATP, 
the cognate tRNA on arginyl- and glutaminyl-tRNA 
synthetases is required. Moreover, we found that the 
C-terminal domain in isoleucyl-tRNA synthetase does 
not affect the binding of tRNA, from comparison of 
the aminoacylation reaction for tRNA on &#8710;C 
isoleucyl-tRNA synthetase, which the C-terminal 
domain is deleted, and the wild type enzyme from 
Methanococcus jannaschii.

・関東支部　「バイオマス利用の現実・戦略」講演会の報告 , 化学と工業　3 月号　p278

核酸 RNA ／タンパク質の立体構造／タンパク質の反応機構／タンパク質のフォールディング機構／
アミノアシル -tRNA 合成酵素
nucleic acid RNA ／ three-dimensional structure of protein ／ reaction mechanism of enzyme ／
folding mechanism of protein ／ aminoacyl-tRNA synthetase
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　21 世紀に残された問題、生命の起源と地球の温暖化の問題を解きましょう。日本のテクノロジーは省エネ
ルギー化で世界に貢献してきました。若年層の減少にともない、社会を支える女性の役割が益々大きくなりま
す。女子高校生、科学に進出し、日本のテクノロジーを共に支えましょう。

　アミノアシル -tRNA 合成酵素によるアミノアシル化反応は、活性中心に分子とイオン 4 個（アミノ酸、
tRNA、ATP、Mg2+ イオン）が同時に集まり、アミノアシル -tRNA が形成される。これまで多くの生化学的実
験が行われ、その反応機構についてアミノアシル -AMP が形成され、ｔ RNA3 ‘末端に転移する二段階反応唱
えられてきたが、必ずしも説明できない多くの実験結果が得られている。今後、この反応について統一的に説
明できる機構を提唱する。アミノ酸が水溶液中酵素に付く機構を、メチオニル -tRNA 合成酵素におけるアミノ
酸、ホモシスタチンのラクトン化の反応から、メチオニンの結合のフォームを明らかにし、水溶液の酵素上で
アミノ酸が付くフォームについての普遍的機構を構築する。

20 年度から、始まった文理融合リベラルアーツ科
目のなかで、色・音・香 1「分子から見た色と香り」
を担当した。色の原理、分子による光の吸収とヒト
の目の構造との関係、身近な花の色、染色、天然色素、
宝石の色を生じる分子の構造、匂いについては、ノー
ベル賞受賞者リンダ・バック博士の嗅覚のシステム
の話を取り入れ、これらの現象が、できるだけ文系
の学生にも理解できるように講義を組み立て、また
実験を行い、学生が興味をもって理解できるように
した。

大学院修士の必修の授業「理学総論」を 3 日担当し、
日本の科学政策、アメリカの科学政策、地球環境問
題について取り上げた。これら以外に、学部の授業
として例年通り、物理化学の専門授業、1 年の基礎学
生実験、2 年の基本化学実験、3 年の物理化学実験を
担当した。化学科教員全体で行う化学特別ゼミ II、化
学演習 1、II、大学院授業として、蛋白質結晶学、構
造生物化学演習を行った。

　I had one of liberal arts programs starting from this 
year ‘molecular chemistry of color and odor’ for new 
students. In this lecture, mechanism of absorption 
of visible rays by flowers, pigment, jewelers and et 
al., or structure of eye was explained in addition 
of experiment. System of the sense of the smell 
uncovered by Nobelist Linda B. Buck in 2006 was 
also explained. I had lectures of ‘physical chemistry 
of solid state’ and a lecture ‘special chemistry seminal 
II’ . I guided an elementary chemistry experiment 
for fresh girls and physical chemistry experiment 
for third-yeas students. For students of master 
course I had a lecture ‘protein crystallography’ and 
in a lecture ‘introduction of science’ , I discussed 
National Policy for Science in Japan and united state 
of America, the problem of global warming and what 
we should do or can do as scientist for it.
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2008 年度に菅本は、ゼロあるいは有限温度の量
子力学模型と弦理論的模型を提案して、整数論を研
究した。これらの模型では、数の素数への因数分解
が、粒子がエネルギーを保存しながら複数の素粒子
に崩壊することとして表される。1 ループの真空振幅
と自由エネルギーをゼータ関数と比較した。モジュ
ラー対称性は相互作用を導入した後、整数の加法対
称性に破れることが示された。この論文「数の素因
数分解をエネルギーを保存しながら粒子が素粒子に
崩壊すると見なすこと」は Progress of Theoretical 
Physics 121 (2009) 275-288 に出版された。彼はロ
シアの研究者 M. Asorey (Zaragoza U.) 、 P.M. Lavrov 
(Zaragoza U. & Tomsk Pedagogical Inst.) 、 O.V. 
Radchenko (Tomsk Pedagogical Inst.) との共同研究に
よって “BRST structure of non-linear superalgebras”
という論文を書いた。この論文は近日中に  Journal 
of Modern Physics A に出版される予定である。
　菅本は国立天文台で行っている重力波測定装置の
開発研究に、本学の院生苔山圭以子（D3）、若林野花

（D1）、西田恵理奈（M2）と共に、引き続き協力した。

In 2008, Sugamoto studied number theory, by 
proposing quantum mechanical models and string-
like models at zero and finite temperatures.  In 
these models the factorization of number into prime 
numbers is viewed as the decay of particle into 
elementary particles conserving energy. The one-
loop vacuum amplitsudes and the free energies 
are compared to the zeta functions. The modular 
symmetry is shown to break down into the additive 
integer group after the interactions are swiched 
on. The paper entitled by “Factorization of number 
into prime numbers viewed as decay of particle 
into elementary particles conserving energy” was 
published in Progress of Theoretical Physics 121 
(2009) 275-288.  He also wrote a paper entitled 
“BRST structure of non-linear superalgebras” in 
collaboration with M. Asorey (Zaragoza U.) , P.M. 
Lavrov (Zaragoza U. & Tomsk Pedagogical Inst.) , O.V. 
Radchenko (Tomsk Pedagogical Inst.).  The paper will 
be shortly published in Journal of Modern Physics.
　Sugamoto continued to support the research 
and development of gravitational wave detector 
ongoing at the National Observatory with the 
graduate students, Keiko Kokeyama (D3), Yaka 
Wakabayashi(D1), and Erina Nishida (M2).

・Akio Sugamoto, Factorization of number into prime numbers viewed as decay of particle into elementary 
particles conserving energy,  Prog.Theor.Phys.121:275-288, 2009.
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2008 年度に菅本は、4 年生 ( 松尾光と相田有美子 )
の卒業研究指導を行った。テーマは「LHC 実験につ
いて」であった。院生西田英里奈は「第三世代重力
波検出器のための輻射圧を用いたフォトダイオード
の量子効率 測定法の提案」に関する論文を書いて修
士課程を修了した。院生苔山圭以子は「変位雑音お
よび周波数雑音フリーな重力波測定のための干渉計
の開発」という論文を書いて博士課程を修了した。

　In 2008, Sugamoto supervised the graduate 
thesis for the 4th year students (Akira Matsuo and 
Yumiko Aida).  The title of the thesis was “on LHC 
Experiment” .  His graduate student Erina Nishida 
graduated the master course by writing the thesis 
entitled “Proposal on the measurement of quantum 
efficiency of photo-diode using radiation pressure 
in the third generation gravitation al detector” .  His 
graduate student Keiko Kokeyama wrote the doctor 
thesis entitled “Development of displacement- and 
frequency-noise free interferometer for gravitational 
wave detection” , and finished the course.
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　量子化学的手法をベースに、分子や化学反応のシ
ミュレーション計算を行っている。実験科学に対す
る相補的情報の提供と実験結果の理解や解釈に加え
て、新しい分子の設計や現象の予測を目指している。
対象とする分子のサイズは大小様々で、無機分子・
有機分子・生体系の認識部位など多岐に渡る。ここ
では、糖鎖科学分野における研究について述べる。
　細胞の分化シグナルの発生と制御に関与する新し
いタイプのマイクロドメイン糖脂質の立体配座解析
を行い、水酸基の配向が糖脂質糖鎖全体の向きを決
めるのに重要な因子であることを明らかにした。ま
た、糖脂質による酵素阻害に対してフロンティア分
子軌道と阻害効果の大きさとの相関を見出し、マン
ノース結合タンパク質の糖結合性に関して受容体と
基質における静電ポテンシャルの相補性と糖結合性
との相関を明らかにした。酵素と基質（糖鎖）との
相互作用を解析するために、ドッキングシミュレー
ション計算およびフラグメント分子軌道法による相
互作用解析も行っている。

Our ultimate goal is to understand and predict 
properties of molecules, characteristics of chemical 
bonding, mechanisms of chemical react ions, 
and molecular interactions from the viewpoint 
of quantum chemistry. There are many kinds of 
complicated intermolecular and intramolecular 
interactions in materials. We try to understand and 
clarify origin and features of the interactions.
   One of the research projects is related to 
glycoscience. Systematic conformational analysis of 
the sugar-part in phosphatidylmonosacchride was 
carried out to examine the preferable conformation 
of sugars. Preliminary calculations suggested 
that hydrogen bonds and gauche conformation 
contributed to the stability of the conformers. 
Starting from the initial geometries having gauche 
conformations and hydrogen bonds, geometries of 
the sugar-part were optimized. Finally, conformers 
were grouped into three types. It was found that 
ratios of the types depended on the orientation of the 
OH group. We also found a relationship between the 
frontier molecular orbitals and the inhibitory effect 
for the inhibition of the glycolipids in the enzyme 
reaction. In addition, we found the correspondence 
between electrostatic potentials and binding property 
of the enzyme to the substrate. We are conducting 
docking simulation to analyze the interaction and 
recognition mechanism between enzymes and their 
substrates.

・K. Ueno-Noto, M. Hara-Yokoyama, and K. Takano
Bull. Chem. Soc. Jpn., 81, 1062-1071 (2008)
Gangliosides’ Inhibitory Effects on NAD Glycohydrolase: Estimating the Solvation Effect in the Physiological 
Environment

量子化学／コンピュータシミュレーション／反応機構／分子間相互作用／糖鎖科学
quantum chemistry ／ computer simulation ／ reaction mechanism ／ molecular interaction ／ glycosience
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　計算化学は、化学の長い歴史とは対照的に、20 世紀になってからスタートした若い学問・研究分野ですが、
化学のあらゆる分野の研究に現在では必須の役割を果たしています。結合の性質や化学反応の過程や機構をコ
ンピュータシミュレーションによって精度よく調べることができます。現象を説明するだけでなく、予測も夢
ではありません。化学科では、1 年次の「基礎化学 B」で量子化学の導入を行い、2 年次の「物理化学 I（講義）」
と「計算化学（実習）」で量子化学の基礎と実際を学びます。さらに 4 年次の計算化学および大学の計算化学
特論において、化学分野の研究に活用できるレベルの計算化学の知識と技術を修得できます。計算化学を学び、
化学の新しい領域を共に開拓していきましょう。
　また私たちは、国際的視野に立って活躍できる理系の女性人材育成をめざし、理系英語の教育や留学支援に
も力を入れています。積極的に活用して力を伸ばしてください。

　量子化学的手法を用いて、分子およびその集合体を対象とするコンピュータシミュレーションを行う。実験
科学に対する相補的な情報の提供、化学現象の先見的な理解および予測を目指す。生命科学に重要な役割をも
つ糖鎖科学への計算化学からのアプローチは先導的な研究と位置づけられ、重要テーマの一つとして推進して
いく。金属錯体の構造と反応、分子の励起状態と分光学など実験精度に匹敵する計算研究を推進する。

現在実施している共同研究テーマとして下記のものがある。
（1）マイクロドメイン糖脂質糖鎖の立体構造と分子間相互作用の解析
（2）ホスフェニウム錯体の構造と反応機構の解明
（3）フラグメント分子軌道法による酵素と基質の相互作用の解析
（4）モデルコアポテンシャルを用いたポリハロゲンの構造に関する研究
（5）量子化学文献データベースの開発

今後の共同研究の可能性としては、以下のものがある。
（1）気相分子の分光学定数の高精度予測　他

　理学部化学科における教育活動に従事した。
　「化学特別ゼミ I」コンピュータケミストリの入門
として、水分子やアンモニア分子の量子化学計算の
実習。
　「物理化学 I」量子化学の基礎的内容。
　「計算化学」「量子化学」量子化学計算の実践的講
義（計算機実習を含む）。
　「物理化学実験」「基本化学実験 III] 物理化学の重要
概念を修得させることを意図した実験。
　「特別研究」卒業研究生（2008 年度は 1 名）の研
究指導。
　大学院前期課程理学専攻における教育活動に従事
した。
　「理論化学特論」分子軌道計算の実習と学術論文を
読むための専門用語の解説。
　「理論化学特論演習」量子化学の専門書の輪読と問
題演習により、理論的基礎を養う。
　大学院生（博士前期課程理学専攻 2 名、博士後期
課程複合領域科学専攻 4 名）の研究・論文指導。修
士論文審査においては、主査 1 件、副査 2 件を務めた。
博士論文審査では主査 2 件、副査 1 件を務めた。

　The classes I provided for undergraduate students 
are as follows: 
"Physical Chemistry I"
"Computational Chemistry"
"Quantum Chemistry"
"Lab Course of Physical Chemistry"

For graduate students:
"Advanced Theorerical Chemistry"
"Exercise in Theoretical Chemistry"

I supervised a undergraduate student, two master’
s course students, and four PhD students.
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卵と精子の形成では、減数分裂が起り、染色体数
は半減する。一方、受精に引き続く精子核と卵核の
合体によって、染色体数はもとにもどる。従って減
数分裂と受精は、生物学的な意味において、独立し
た別々の事象である。しかしほとんどの動物におい
て、受精は卵減数分裂の途中で成立する。そのタイ
ミングは種によって厳密に制御されており、減数分
裂が適切な段階まで進行しなければ受精は正常に起
らないし、受精しなければ卵減数分裂が完了しない
ことが知られている。本研究では、減数分裂と受精
がどのように干渉しあい、生命の連続性を成り立た
しているのかを明らかにすることを目標とする。具
体的にはヒトデ、マウス等を研究対象として、1）ど
のように減数分裂が休止して受精を待つのか、2）未
受精卵がアポトーシスで死んでしまうのはどのよう
な機構によるのか、について研究を進めている。

　During oogenesis and spermatogenesis, meiosis 
occurs and the number of chromosomes decreases. 
Also, an increase of the number of chromosomes 
is induced by fertilization. Thus, meiosis and 
fertilization are biologically different events. 
However, in many animals, fertilization occurs during 
meiotic division of oocytes. The timing of fertilization 
is definitely restricted; fertilization does not occur 
until meiosis proceeds to an appropriate stage and 
meiosis reinitiation is induced by fertilization. I am 
interested in the fact that meiosis and fertilization 
proceed interactively, and would like to find 
molecular mechanisms of the interaction using 
starfish and mouse oocytes.

・Usui, K., Hirohashi, N., and Chiba, K., 2008. Involvement of mitogen-activating protein kinase and 
intracellular pH in the duration of the metaphase I (MI) pause of starfish oocytes after spawning.
Dev. Growth Differ., 50, 357-364.

・Hirohashi, N., Harada, K. and Chiba, K., 2008.
Hormone-induced cortical maturation ensures the slow block to polyspermy and does not couple with 
meiotic maturation in starfish.
Dev. Biol., 318, 194-202.

卵成熟／アポトーシス／受精／細胞周期
oocyte maturation ／ apoptosis ／ fertilization ／ cell division
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　大学で授業を受けてみれば、いままでにない新しい世界が広がっていることが感じられると思います。その
世界は、あなた自らが歩み出すことで、より深く遠くまで、見えてくるものです。また研究とは、これまで誰
も手にしたことがない、全く新しい価値の創造であり、興奮と感動に満ちた自己実現を伴います。 あなたが
来るのを楽しみにしています。

減数分裂中期休止機構と、未受精卵におけるアポトーシス機構を解明し、初期発生を分子レベルで理解したい。

―学部―
発生生物学：卵と精子の形成から受精を経て、細

胞分裂が始まり、発生・分化が進行していく各過程
を取り上げて、それらの分子メカニズムについて解
説する。 　内分泌学：個体や細胞は、外部環境から
どのようなシグナルを受け取り、どのような機構で
対応するのかについて、研究の経緯やトピックスを
交えながら、解説する。

発生生物学実習：ヒトデ、カエル、ニワトリ等を
用いて減数分裂と受精、そして発生を観察する。また、
減数分裂や受精を制御している生理活性物質を単離
して、その働きについて探究的な実験を行う。

海洋環境学ダイビング実習：ダイビング技術、水
中観察・記録技術の習得とダイビングライセンスの
取得を行い、海洋生物の観察を行う。科学コミュニ
ケーションや教員養成（理科教育論）に関しても担
当している。
―大学院修士過程―

発生生物学特論：発生を制御している分子機構を、
英文教科書を用いて理解する。

発生生物学演習：発生生物学特論で取り上げたト
ピックスについて、最新の研究状況を理解するため
に、当該分野の国際誌から原著論文を選び、その内
容について理解する。

サイエンスコミュニケーション論：サイエンスカ
フェや博物館等において演示発表・実験を行い、科
学コミュニケーションの手法について学ぶ。

　Developmental Biology : The molecular mechanisms 
of fertilization, cleavage, cell division, and organogenesis 
are covered in this class. 
Endocrinology: It will be discussed how extracellular 
signals such as hormones affect whole body and cells. 
Also, the current important issues will be covered in 
this class. 
　Laboratory course of developmental biology: 
Using eggs or oocytes from starfish and frog, 
meiosis reinitiation, fertilization and cell division are 
observed. 
　Molecular Developmental Biology: Graduate level 
lecture and literature discussion in this class covers 
the molecular mechanisms of development. 
Other Classes:  Scuba Diving course,  Science 
education for science communicator.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（1）件

（1）共形平坦等質ローレンツ多様体の構成及び分類：
リッチ作用素の形に着目し、共形平坦等質ロー
レンツ多様体の構造を調べ、そのようなものの
構成及び分類問題に取り組んでいる。リッチ作
用素の型の多くの場合に、構成分類問題を解決
することができた。以上の結果を整理し、論文
を執筆中である。

（2）双曲空間のホロ円曲面に現れる特異点の分類：
双曲空間の曲面は、ホロ円からなる葉層構造を
もつとき、ホロ円曲面と呼ばれる。光錐内の
空間的曲線からホロ円曲面を構成する方法を
見出し、そのようにして得られた曲面の幾何
学的性質を調べた。特に、曲線の不変量（曲
率など）を用いた特異点の分類定理を示した。
この結果をまとめた論文は Kyushu Journal of 
Mathematics　に掲載することが受理された。　

(1)The construction and the classification of the 
conformally flat homogeneous Lorentzian 
manifolds: we investigate the structure of the 
conformally flat homogeneous Lorentzian 
manifolds according to the form of the Ricci 
operators and study the construction and the 
classification of such manifolds. For many 
types of the Ricci operators, we have solved the 
construction and the classification problem. We 
prepare a paper which shows these results.

(2)Singularities of horocyclic surfaces in hyperbolic 
3-space: Horocyclic surfaces are surfaces 
in hyperbolic 3-space which are foliated by 
horocycles. We construct horocyclic surfaces 
associated with spacelike curves in the lightcone 
and investigate their geometric properties. In 
particular, we classify their singularities using 
invariants ( curvatures etc) of corresponding 
spacelike curves. The paper which contains 
these results is accepted in Kyushu Journal of 
Mathematics.

・Horocyclic surfaces in hyperbolic 3-space, (with C.Takizawa) , accepted in Kyushu Journal of Mathematics

リーマン部分多様体／等質空間／曲率テンソル／四元数微分幾何学
Riemannian submanifolds ／ homogeneous spaces ／ curvature tensors ／ quaternionic differential geometry
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　インゲンマメのつる、閉じた枠に張られる石けん膜、シャボン玉から宇宙までいろいろな「形」を主題に数
学も挑むことができます。様々な問題に様々なアプローチ、そして応用。興味をもったら、始めて下さい。応
援します。

取り組みたいと考えている課題は、次の 2 つである。
（1）四元数ケーラー多様体の全複素部分多様体論の発展：四元数微分幾何学と複素微分幾何学が相互作用する

興味深い幾何学が展開されることが期待される。当面の課題として、Ferus らによる四元数正則曲面の理
論の高次元化を目指す。

（2）擬リーマン幾何学における対称性と等質性：
1．擬ユークリッド空間の対称部分多様体の構成と分類
2．擬リーマン多様体に対し、Singer の無限小等質空間の理論を整備すること。即ち擬リーマン多様体に

おける等質性を曲率テンソルの観点から明らかにすること。曲率テンソルは、扱いが難しく幾何学的
意味を理解するのも困難である。上記の課題を追求する中で、曲率テンソルのより深い理解に貢献で
きればと考えている。

3．上記 2 の理論を、等質擬リーマン多様体に関わる様々な問題に応用すること。例えば、共形平坦等質
擬リーマン多様体、等質四元数ケーラー多様体などの構成、分類問題を研究する。

基礎線形代数学：
数学科、情報科学科以外の学生を対象に「行列と行列式の理論」「連立一次方程式の解法」等について解説。

線形代数学 II 及びその演習 ( 数学科 1 年生向け )：
行列式、ベクトル空間と線形写像、固有値問題等についての解説と問題演習。

多様体論及びその演習 ( 数学科 3,4 年生向け )：
多様体という幾何学の概念とその上で定義される諸対象（関数、写像、接ベクトル、ベクトル場等）に関す
る基礎的事項の解説。

等質空間特論 ( 大学院生向け )：
Lie 群、Lie 環、等質空間に関する入門講義。

数学講究（数学科 4 年生 )：
ユークリッド空間内の曲面論を中心とした微分幾何学の学習の指導。

数学講究（数学コース修士 1 年生）：
リーマン幾何学の基礎的事項に関する学習の指導。

数学講究（数学コース修士 2 年生）：
リーマン対称空間の理論に関する学習の指導及び「岩沢分解の部分多様体論への応用」をテーマとする修士
論文作成にむけた研究指導。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（6）件

スピン 1/2 の量子ＸＸＺ鎖は可積分スピン鎖とし
て最も重要な模型である。 ＸＸＺ異方性Δから Δ
=(q+1/q)/2 で定められるｑ変数が 1 のべき根のとき、
ループ代数の対称性を持つ。

変数 q の 2N 乗が 1 の場合、スピン s=(N-1)/2 の
超可積分カイラルポッツ模型のイジング的固有空間
を生成することを示した。

結び目をもつ環状高分子溶液において、拡散定数
をブラウン動力学を用いて調べた。その結果、結び
目環状高分子の拡散に関する普遍性が明らかになっ
た。すなわち、その拡散定数を対応する線形鎖の拡
散定数で割った比は、長さに関係せず一定であった。
そしてこの比は、理想結び目の平均交点数で説明で
きることが示された。

The spin-1/2 quantum XXZ spin chain is one of 
the most fundamental models in integrable quantum 
spin chains. Let us express the XXZ coupling Δ by Δ
=(q+1/q)/2. When q is a primitive Nth root of unity, 
then the XXZ Hamiltonian commutes with the sl(2) 
loop algebra. 

We have shown that in the spin-s XXZ spin chain 
with q being roots of unity q^2N=1 and s=(N-1)/2, 
every regular Bethe vector in some sectors of Sz (mod 
N) generates the invariant subspace associated with 
the Ising-like spectra of the superintegrable chiral 
Potts model.

In a dilute solution of knotted ring polymers, 
we have investigated the diffusion constant of a 
ring polymer of a given knot K. We have found 
universality in the diffusion of knots that the ratio of 
the diffusion constant of a linear polymer to that of a 
knotted ring polymer is approximately constant with 
repsect to the number of monomers, and it is given 
by the average crossing number of the ideal knot.  

・可積分高次スピン量子ＸＸＺ鎖の形状因子と量子群の対称性
Tetsuo Deguchi and Chihiro Matsui, Form fators of integrable higher-spin XXZ chains and the affine 
quantum-group symmetry, 
Nucl. Phys. B Vol. 814 [FS] (2009) 405--438, 
DOI:10.1016/j.nuclphysb.2009.01.002

・超可積分カイラル・ポッツ模型のイジング的固有空間と量子ＸＸＺ鎖の sl(2) ループ代数の対称性
Akinori Nishino and Tetsuo Deguchi, An algebraic derivation of the eigenspaces associated with an Ising-like 
spectrum of the superintegrable    
chiral Potts model,   
J. Stat. Phys. Vol. 133 (2008) pp. 58

・結び目環状高分子の拡散定数の普遍性と理想結び目の平均交点数の関係
Naoko Kanaeda and Tetsuo Deguchi, 
Universality in the diffusion of knots, 
Phys. Rev. E Vol. 79, 021806 (2009)

・自己排除体積をもつ環状高分子鎖の絡み目生成確率の近似曲線
Naomi Hirayama, Tsurusaki Kyoichi and Tetsuo Deguchi, Linking probabilities of off-lattice self-avoiding 
polygons and the effects of excluded volume, 
J. Phys. A: Math. Theor. Vol. 42 (2009) 105001.

ループ代数／可積分量子スピン鎖／結び目／高分子物理学／数理物理
loop algebra ／ integrable quantum spin chain ／ knots ／ polymer physics ／ mathematical physics

 氏名： 出口　哲生（DEGUCHI Tetsuo）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系　
 職名： 教授
 学位： 理学（博士）(1992　東京大学 )
 専門分野： 数理物理学、物性基礎論、統計物理学
 E-mail： deguchi@phys.ocha.ac.jp
 



267

　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

理論物理の研究を行うことは、決して難しいことではありません。実は研究は勉強と異なるのです。もちろ
ん、これまでに人類が蓄積した様々な物理学上の知識を相当量学ぶことは、これまた決して容易なことではあ
りません。大学で物理学の基礎知識をじっくり学んで深く理解することはもちろん重要ですが、一方、研究と
いうのは今までに知られていない事柄を見つけることが目的なので、極論すると多くの基礎知識がなくても出
来ることなのです。もしも必要な知識を例えば指導教員に聞いて理解できるならば、研究の初期段階ではそれ
で済んでしまうこともあるのです。新発見をした後で、何を自分が見つけてしまったのかを確認するのも、人
生の楽しい経験の一つになるのではないでしょうか。
　出口研究室では、数理物理と高分子物理の 2 分野で、世界最先端のテーマを数多く研究しています。特に、
外国の人と一緒に議論や研究をしてみたい人にはうってつけです。ぜひ参加して一緒に研究を楽しみましょう。

（1）数理物理学分野
量子 XXZ 鎖のループ代数の対称性を応用して相関関数の計算を行う。
特に 1 のべき根における量子 XXZ 鎖の相関関数の対称性を明らかにして、そのことを用いて相関関数が
満たす微分方程式などを導く。
具体的には、超可積分カイラルポッツ模型などで相関関数を導くのに応用できるであろう。

（2）高分子物理学
環状高分子におけるトポロジー的絡み合い効果の研究を手がかりにして、ゴムやゲルなどの高分子ネット
ワークにおけるトポロジーの効果を解明する。
環状高分子溶液のダイナミクスにおいて、トポロジーの効果を明らかにする。この研究は、合成高分子で
つくられた結び目高分子溶液のトポロジーを確認するのに役立つであろう。将来的には、トポロジーによっ
て物性を制御することを考える。

3 名の大学生が 2 グループに分かれて卒業研究を
行った。

1 番目のグループは大学生 2 名で、1 次元のデル
タ関数型相互作用をもつボース気体の厳密解、すな
わちベーテ仮説解を勉強した。この模型はトロイダ
ル型の閉じ込めポテンシャル中に存在する 1 次元冷
却原子気体の系に応用できると考えられる。

2 番目のグループは大学生 1 名で、高分子物理学
の入門書を読み、結び目や絡み目に関係する数学を
勉強した。高分子でつくられた結び目や絡み目を調
べるためである。

Two groups of three senior undergradutate 
s tudents  s tud ied  independent  researches , 
respectively. 

In the first group, two students studied the Bethe-
ansatz solution of the one-dimensional Bose gas with 
delta-function interaction, with possible application 
to the sytem of cold atomic gas which can be models 
as a toroidal ring system.  

In  the  second  g roup ,  a  s tudent  read  an 
introductory textbook on polymer physics,  and 
studied the mathematics associated with knots 
and links. From this study we can investigate some 
statistical physics properties of knots and links made 
of polymers.



268

　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績

１．好酸性・Cd 耐性・高蓄積性藻類を用いて、その機能に関与すると思われる γ-GCS 遺伝子の塩基配列、ア
ミノ酸配列を決定した。

２．好中性の同属藻類でγ -GCS 過剰発現体を作り、Cd 耐性、Cd 蓄積性を調べた。
３．ミャンマー最大の湖の水質調査を行い、第２の湖の結果と比較した。

・ T. Kawasaki, M. T. Musgrove, M. Murata, N. Tominaga, S. Kawamoto: Comparative study of shell swab and 
shell crush methods for the recovery of Salmonella from shell eggs. J. Food Safety, 28:482-498 (2008)

・Y. Mabashi, T. Okura, N. Tominaga, M. Kasai: Characterization of endogenous enzymes of milled rice and its 
application to rice cooking. Food Res. International, 42: 157-164 (2009)

単細胞藻類／極限環境／重金属耐性／ミャンマー／水質調査 
monocellular algae ／ extreme enviroment ／ heavy-metal tolerance ／ Myanmar ／ water survey
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

「水」に焦点を当てて、その水素結合のダイナミ
クスを振動分光の観点から解明するテ－マに取り組
んだ。液体の「水」の持つ特異な性質は水素結合に
よるものである。水を超臨界状態にすることにより、
この水素結合の状態を外部から制御できる。水の温
度・圧力を制御し、超臨界状態に至るまでの、赤外
分光スペクトルの測定と解析を行った。これまで技
術的困難から超臨界水の赤外スペクトルは測定され
てこなかったので、まず、分光セルにダイヤモンド
の窓を使用すること、測定に顕微鏡を用いることで、
この問題を克服した。超臨界状態に至る水の赤外吸
収スペクトルの解析から、水素結合が切断されてい
く過程を分子振動スペクトルの変化として捉えるこ
とに成功した。また、コンピュータシミュレーショ
ンによっても、水の水素結合が切断されている様子
を明らかにした。一方で、水と糖、特に水とトレハロー
スとの相互作用について、振動分光の観点から取り
組んだ。

　I have focused to reveal the dynamics of liquid 
water through vibration spectroscopic study.  
Anomalous properties of water are mainly due to 
the hydrogen-bond.  I have carried out to observe 
and analyze the infra-red absorption spectra of 
water toward the supercritical state controlling the 
temperature and pressure.  Until now there is no 
infra-red spectra of supercritical water because of 
technical difficulty.  I have overcome this difficulty 
by using a diamond window for the sample cell and 
adopting a microscope method of FT-IR. From the 
spectral analysis of obtained infra-red absorption 
spectra of water toward the supercritical region 
I have succeeded to reveal the breaking process 
of the hydrogen-bond.  Moreover these infra-red 
spectra are compared with the Raman scattering 
spectra and we have found the essential difference 
between these two spectra.  Computer simulations 
on the breaking process of hydrogen-bond in water 
toward the supercritical state have been carried out.
　Besides I have worked on the interaction between 
the water and sugar, especially water and trehalose, 
by comparing the vibraitonal spectra (infra-red and 
Raman) of trehalose aqueous solutions with maltose 
aqueous solutions which is isomer of trehalose.

ラマン分光／赤外分光／超臨界水／水の動的構造／水素結合型強誘電体
Raman spectroscopy ／ Infra-red spectroscopy ／ supercritical water ／ dynamical structure of water ／
hydrogen-bonded ferroelectrics

 氏名： 冨永　靖德（TOMINAGA Yasunori）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系　
 職名： 教授
 学位： 理学博士
 専門分野： 物性物理学、化学物理、ラマン分光、誘電緩和、構造相転移
 E-mail： tominaga@phys.ocha.ac.jp
 



271

　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

常にあくことのない知的好奇心を持って、自分の頭で考える意欲をもつこと。どんな事にもめげずにがんば
れば、必ず報われます。 さらに詳しい研究室の案内は、以下のサイトで見ることができます。 

http://www.phys.ocha.ac.jp/tominagalab/home.html、
 あるいは、
http://www.dc.ocha.ac.jp/fukugo/tominaga.html

　理科系学部のめざしている受験生に一言： まず「自然」に感動できる感性がとても大切です。それと同時に、
持続的に科学的素養を身につけるための動機付けとして、「なぜ科学の素養と科学的な考え方の訓練が必要な
のか、あるいは、生きていくための必需品として、なぜ科学が必要なのか」をちょっとだけ考えてみて下さい。
　ひとつの答えは、「科学は、騙されないために生きていく武器である」という事だと思っています。
　もちろんみなさんには、これよりもっともっと素敵な動機付けがあると思います。どうか自分で考えてみて
下さい。しっかりした動機付けがあれば、決してめげる事はありません。

学部では、「熱・統計力学」、「基礎物理学実験」、
「物理英語」の科目の講義、および 2 名の「卒業研究」
を担当した。大学院では「固体物理学特論」、「固体
物理学特論演習」の科目の講義とゼミ、前期課程の
大学院生 2 名の研究指導を担当した。「熱力学・統計
力学」の科目は、熱力学の部分のみを丁寧に講義し
た結果、学生の理解が深まった。基礎物理学実験は、
学生に実験の面白さと論理的な思考を教えることを
目標にして、分かりやすい基礎的な項目で実施した。
物理英語は、少人数でのゼミ形式の利点を活かして、
英語の内容を出来るだけ日本語に訳さないで、その
まま理解できることが大切であることを教えた。学
部の卒業研究ではラマン分光の基礎からスペクトル
解析までを行い、結果のまとめかたの指導をした。
大学院生には研究を自ら進められるように配慮をし
ながら、超臨界水の赤外分光とラマン分光、および、
コンピュータシミュレーションを指導した。

　For undergraduate course I lectured "Thermodynamics 
and statistical physics", "Elementary experiments 
of physics", and "English for physics". For graduate 
course I lectured "Solid State Physics" and promoted 
"Condensed matter physics" with seminar style.  
Moreover I educated two undergraduate students and 
two graduate students to carry out their theses.  On 
"Thermodynamics and statistical physics" I decided 
to confine only thermodynamics part in order to well-
understanding.  This decision was positively estimated 
considering from the results of examination and 
questionnaires of students. On "Elementary experiments 
of physics" we tried to give the interest of experiment 
and the logical thinking of science through the simple 
and fundamental items. On "English for physics" I put a 
special emphasis on importance of direct understanding 
of English not through translation of Japanese maiking 
use of advantage of small class.  For undergraduate 
theses I lectured on Raman spectroscopy from the 
very beginning to the advanced spectral analysis and 
encouraged to work out the experiments.  I gave for 
graduate students the good circumstance to promote 
their theses by their own efforts. At the same time I tried 
to give the interest of physics and how to reach the final 
conclusion of their works
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（2）件

複素 1 変数の同相写像により生成される群なかに
現れうる関係式の可能性を精査した。その結果、生
成元の語が生成元により自由に生成された群のケー
リーグラフの中に描く図式の幾何学的量によって、
その語が関係式として現れるかが決定されている事
を明らかにできた。

　I investigated the possibility of relations of 
holomorphic diffeomorphisms of dimension 1. As a 
result I find that the relation is realized if the diagram 
correspondingg to the word drawn in the Cayley 
diagram of the group freely generated by the letters 
of the word satisfies a certain geometric condition.

・Movasati, Hossein, Nakai, IsaoCommuting holonomies and rigidity of holomorphic foliations Bull. Lond. 
Math. Soc 40, no. 3.(2008)1-7

・Gavrilov, Lubomir, Movasati, Hossein, Nakai, Isao, On the non-persistence of Hamiltonian identity cycles 246 
J. Diff.  Equations(2009)

複素力学系／関係式／ハミルトニアン／常微分方程式／自由群
Complex Dynamics ／ Relation ／ Hamiltonian ／ Ordinary Differential Equation ／ free group
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　間違っているかもしれない道でも気にしないでどこまでも分け入っていける、好奇心旺盛な学生を期待して
います。

引き続き複素 1 変数の同相写像により生成される群なかに現れうる関係式の可能性を精査する。

力学系、初等線形代数学 I、初等解析学 I、微分積分
学 II、微分積分学演習 II、

Dynamical Systems, Elementary Linear Algebra 
I, Elementary Calculus I, Calculus II, Exercise of 
Calculus II
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績

（1）中国雲南省や四川省の高原に生育するキク科 Ligularia 属植物の遺伝的および化学成分的多様性を解明し
ている。

（2）キレート環形成が鎖状化合物の立体選択的ラジカル反応に極めて有効であることを見いだし、天然物の立
体選択的合成を行っている

・Highly cis and trans Selective Alkyl Radical Addition to α-Methylene-γ-phenyl-γ-butyrolactams, T. Yajima, 
M. Hamano and H. Nagano, Tetrahderon Lett., 50(12 ), 1301-1302 (2009)

天然物化学／テルペン／有機合成化学／ラジカル反応／立体制御
Chemistry of Natural Products ／ Terpenes ／ Organic synthesis ／ Radical Reactions ／ Stereocontrol
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

講義名「基礎化学 A」（1 年生対象）：
有機化学入門。将来、化学を専攻する学生はもとより、自然科学のいかなる 分野に進む者にとっても有機化
学の知識は必要である。多種多様な有機化合 物の構造、性質、反応を体系的に理解し、有機化学の全体像を
把握できるよう基礎から講義する。

講義名「構造有機化学 I.（化学科 2 年生対象）：
原子軌道、分子軌道、共有結合等の概念に基づき、有機化合物の構造を理解し、それらの性質、反応性、合
成法について講義する。

実験「一般化学実験（分担）」（全学部の学生対象）：
化学実験の基礎となる物質の合成、抽出、精製および滴定等の基本的な実験を習得するとともに、物質の状
態変化、酸化還元反応、有機反応を理解する。レポートの書き方についても指導する。

演習「有機反応化学演習」（大学院生対象）：新着雑誌の講読と討論、研究報告など。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（1）件

高圧力下で表れる様々な新奇な相転移の実験的研
究が主要テーマである。適切な実験装置を選ぶとそ
れを顕微鏡を通して目で見ることができる。たとえ
ば、室温で水に圧力をかけていくと「温かい氷」が
成長するのが見える。
　近年はとくにアモルファスや液体状態などの構造
不規則系の中で起きる相転移に注目している。この
ような現象を実験的に調べるには強力な探査プロー
ブが必要である。そのために、研究室に設置されて
いる強力 X 線発生装置の使用に加え、大型実験施設
として共用されている放射光 X 線を利用している。
　本年度は、愛媛大学との共同研究による論文（共著 )
を発表した。

Our principle research objective is to experimentally 
study various novel phase transitions occurring under 
high pressure. Such phenomena can be looked by 
eyes through the microscope in situ. For instance, by 
applying the pressure to water at room temperature, 
we see ’ warm’ high-pressure ice crystals are growing 
in the high-pressure water. 
　In recent years we have focused on phase transitions 
in structurally disordered systems such as amorphous 
and liquid. To experimentally study this phenomenon, 
the use of very powerful probe is indispensable. 
We exploit extremely brilliant x-rays emitted from 
a synchrotron radiation light source as well as a 
laboratory apparatus capable of generating very intense 
x-rays.

・K. Fuchizaki, T. Hase, A. Yamada, N. Hamaya, Y. Katayama, K. Funakoshi
Polyamorphism in tin tetraiodide
J. Chem Phys. 130, 121101~4 (2009).

高圧科学／放射光 X 線回折実験／凝縮系物性／液体相の相転移
high pressure science ／ synchrotron radiation x-ray diffraction experiment ／ properties of condensed matter ／
liquid-liquid phase transition
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

不思議なことに心ときめかせ、未知の世界に飛び込みませんか。受験勉強に明け暮れる高校生活ではなかな
か難しいかもしれません。が、皆さんの将来パワーの源はそこにあると思います。

・液体－液体相転移の検証
・非晶質状態の相転移
・高圧単結晶 X 線回折実験の新技術開発

大学院博士前期課程の教育
書籍購読（週 1 回通年 ) とゼミ（週 1 回通年 )
研究室および学外放射光実験施設における実験研究

研究テーマ :
山縣友紀 M2：四ヨウ化スズの高圧下における液体ー
液体相転移の探索
木村佳奈子 M1：SnI4 の高温高圧下の高圧結晶構造
　
学部四年生の教育
輪講（週 1 回通年 ) とゼミ（週 1 回通年 )
研究室および学外放射光実験施設における実験研究

卒業研究テーマ :
中浜良美：高圧下の液体・アモルファス SnI4 の構造
因子と動径分布関数
藤川さと絵：新合成液晶体の構造分析

Education of graduate students in the master’ s 
program:Reading a text book (weekly for a year) and 
seminar (weekly for a year)

Research themes
YAMAGATA Yuki (M2): Search for liquid-liquid 
  phase transition in SnI4 under high pressure
KIMURA Kanako (M1): Analysis of crystal structure 
  of high-temperature high-pressure phases of SnI4
　
Education of undergraduate students:Reading text 
book (weekly for a year) and seminar (weekly for a 
year)

Research themes
NAKAHAMA Yoshimi: Structure factor and radial  
distribution function of liquid and amorphous SnI4 
under pressure
FUJIKAWA Satoe: Structural analysis of new liquid 
crystals
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（13）件

バイオ研究者のあり方、バイオ関連の高等教育問題、キャリパスを研究した。また、日本の研究者倫理に関
する研究を行った。

・「研究者倫理で不祥事はなくなるか？ : マスメディア分析と科学研究者の視点から」、情報管理、51（1）、
11-29．

・Snail regulates cell-matrix adhesion by regulation of the expression of integrins and basement membrane 
proteins.  J. Biol. Chem. 283(35), 23514-23523 (August 29, 2008)

・「Misbehaviors of scientists in Japan, 1987-2006」　AAAS 2008 Annual Meeting Abstracts、A109 頁 , 
Boston, U.S.A.

・10 編。「バイオ教授の「大学・研究所」探訪記 ( アジア編 )」、SciencePortal / ホットトピックス http://
scienceportal.jp/HotTopics/inquiry/ l 科学技術振興機構 (JST) 　（2008 年 4 月 18 日～ 2008 年 7 月 11 日）

バイオ政治学／分子細胞生物学
Biopolitics ／ Molecular Cell Biology
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　◆研究計画

　◆メッセージ

　バイオ政治学という魅力的で新しい学問を一緒に作りましょう。

バイオ政治学の基礎を確立し、その基礎の上に大きな展開をはかる。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　不定方程式の代数的、解析的、代数幾何的な研究。
特に不定方程式の有理点の分布などについて研究し
てきました。例えば有限体上の有理点が一様分布し
ていることを証明した。ここ 10 年ほどは楕円曲線の
有理点の研究、とりわけ古典的な合同数の一般化と
してθ合同数を導入しその基礎的理論を構築してき
た。多くの結果が得られいくつかの論文になってい
る。

　Research on Diophantine equations by means of 
analytic, algebraic and algebro-geometric methods . 
Especially distribution of rational points on varieties. 
For example I proved the uniform distribution 
of rational points on varieties over finite fields. 
In the past ten years my research interest was 
around θ -congruent numbers , defined by myself, 
which is a generalization of classical congruent 
numbers .Particularly I established basic theory of 
θ -congruent numbers. Several of them have been 
explained in some of my papers.

数論／不定方程式／楕円曲線／解析数論／代数的整数論
Number theory ／ Diophantine equations ／ Elliptic curves ／ Analytic number theory ／
Algebraic number theory
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆研究計画

　◆メッセージ

数学の成績が良いということも大事かもしれませんが、もっと大事なことは数学が好きなことおよび美的感
受性と思います。一つの問題を何週間でも考えられるような人、美しいものに感動できる人、が入ってくるこ
とを期待しています。

不定方程式に関していくつかのやり残した問題を片付けること。θ 合同数についてさらに研究を進めるこ
と。

すでに得られた結果を論文として発表すること。などが視野に入っています。共同研究については今のとこ
ろ特に予定していません。

この 10 年間毎年教えてきたのは基礎ゼミおよび数学
パースペクティブである。前者は新入生のための読
書ゼミであり毎週 1 冊の岩波文庫を読み感想を書く
というゼミである。後者は数学に関する哲学、歴史、
および発見の方法などについて学部学生に講義する
ものである。ともに聴講希望者が多いため毎年抽選
となっている。数学科の講義では主に整数論関係を
学部および大学院生に、代数学を学部生に教えてい
る。大学院生のゼミではほとんどの院生が楕円曲線
論と不定方程式論を研究している。

　In the past ten years , I had two classes every 
year for the general undergraduate student. One 
is a “reading seminar” in which students read one 
Iwanami bunko every week and hand out their 
essays on the book. The other was “perspectives in 
mathematics” in which I explain philosophy, history 
and heuristic arguments in mathematics . Both 
classes have been extremely popular and had to be 
restricted to the computer-chosen students. As to the 
lectures in mathematics department, I mainly taught 
number theory to undergraduate and graduate 
students. I also taught modern algebra. For the 
graduate seminar, most of the topics were around 
elliptic curves and Diophantine equations.



282

　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（4）件

中 性 子 散 乱 法 を 用 い て 強 相 関 電 子 系 の 研 究 を
行っている ｡ 研究対象として近年取り上げた物質
は ､ 新 奇 超 伝 導 CeCoIn5､ ﾓ ｯ ﾄ 絶 縁 体 ､p 波 超 伝 導
Sr2RuO4､RENi2B2C(RE=Y and rare  earth) とその関
連物質である ｡ 平成 20 年度の主な研究成果は以下の
ようにまとめられる ｡
(1)CeMIn5 (M=Co、 Rh、Ir) 異常超伝導状態について

準 2 次元重い電子系超伝導体 CeCoIn5 では強い
パウリ常磁性効果により特異な超伝導混合状態

（FFLO 状態）が実現すると考えられている。古川
研では、FFLO 状態の存在を直接的に実証するため
中性子小角散乱実験による超格子反射の観測に挑
戦している．平成 20 年度は試料の作成およびそ
の物性評価を行った。

(2)Sr2RuO4 の超伝導体対称性の検証
Sr2RuO4 は p 波超伝導であると言われている ｡ し
かし ､p 波超伝導の発現に寄与することが期待さ
れる強磁揺らぎについてはその存在が明確でなく
､ 逆に ､ 大きな反強磁性揺らぎを示す ｡ 平成 20 年
度は来年度以降実施を計画している中性子小角散
乱実験用の大型単結晶試料の育成、および、得ら
れた試料の物性評価を行った。

　By using neutron scattering technique, we are 
studying strongly correlated electron systems, mainly 
CeMIn5 (M=Co, Rh,Ir), Mott insulators (Ti and Mn 
systems), Sr2RuO4, RENi2B2C (RE=Y and rare earth) 
and their relatives. Recent progress in my research 
activity is summarized as follows:
(1)Superconducting properties in CeMIn5 (M=Co, 

Rh,Ir) 
FFLO state has been proposed to realize in quasi-
two dimensional heavy electron superconductor 
CeCoIn5. Then we have tried to verify it by SANS 
experiments. 

(2) Superconducting symmetry in Sr2RuO4
Sr2RuO4 has been suggested to be a spin triplet 
superconductor. The system posses a huge  
incommensurate AFM spin fluctuations at  q =(1/3 
1/3 L) but any direct  evidence of ferromagnetic 
spin fluctuations has not been reported so far. 
We plan to perform SANS experiments on this 
material. Then we tried to grow new single 
crystals.

・“Weak ferromagnetism in TbNi2B2C, H. Kawano-Furukawa” , H. Tsukagoshi, T. Nagata, C. Kobayashi, H. 
Yoshizawa, H. Takeya, Phys. Rev. B77, 144426 (2008)

・“First-order transition in the weak ferromagnetic state of ErNi211B2C” , H. Kawano-Furukawa, Y. Ishida, T. 
Nagata, S. Ohira-Kawamura, C. Kobayashi, H. Yoshizawa, H. Takeya, Phys. Rev. B78, 064411(2008)

・“Flux Line Lattice Structure in YNi2B2C” , H. Kawano-Furukawa, S. Ohira-Kawamura, H. Tsukagoshi, C. 
Kobayashi, T. Nagata, N. Sakiyama, H. Yoshizawa, M. Yethiraj, J. Suzuki, H. Takeya, J. Phys. Soc. Jpn., Vol.77, 
No.10, p.104711 (2008)

・“Magnetism and Superconductivity in Er1-x TbxNi2B2C&nbsp; (x=0.2and0.3)”, H. Kawano-Furukawa,&nbsp; T. 
Nagata, H. Takeshita, M. Matsumoto, C. Kobayashi, H. Yoshizawa, H. Takeya, J. Phys. Soc. Jpn., Vol.77, No.10, 
p.104718 (2008)

強相関電子系／超伝導と磁性／物性実験／低温／中性子散乱実験
Strongly correlated electron system ／ superconductor and magnetism ／ condensed matter experiment ／
low temperature ／ neutron scattering experiment
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆研究計画

　◆メッセージ

将来的な人口の大幅減少を見据え、近年、女性パワーの活用が注目されています。個々の活躍の場を見つけ
るため、大学生活を充実したものにすることは大切なことです。自分が興味を持てる事を見つけることができ
る場所、そして、その興味を延ばすことができる場所を見つけましょう。
一番、大切なことは、ポジティブ思考をもち自らの意思で走り続ける事だと思います。

最近、超伝導現象と磁性の関わりについて研究を行っています。
現在の研究テーマは、強磁性超伝導に期待される自発的磁束格子構造の実証、および、CeCoIn5 で実現して

いると思われている FFLO 相を実証する事です。
これら 2 つの現象は、ともに数十年前に理論的に予言された現象で、これまでに現実の系で実現しているこ

とが確認されていない問題です。
これらの現象を実験で実証するのは非常に難しく、チャレンジングです。

これまでに培った知識を生かし、可能な限りの集中力で実験の準備を進めています。

（学部） 物性物理学序論、物理学基礎実験、凝縮系物理学、物理学特別講義、特別研究
（大学院 ) 　磁性体特論、磁性体特論演習、揺動現象特論
（卒業研究・修士研究指導）

研究室所属の学生各自に 1 つずつ研究テーマを与え個別の研究指導を行っている。これまでの研究課題は研
究室の HP に記載している。各人、担当した研究テーマの試料を作成し、X 線構造解析、電気抵抗、磁化測定、
中性子散乱等を用いて物性研究を行う。研究の目的の熟知と最適な実験・解析法の議論に徹する時間が長い
が、その中で「新しい問題への解決法を、自分の手で、いかにうまく切り開くか」といった研究のおもしろ
さを伝える様心がけている。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（2）件

液晶やゲル柔粘性結晶などの中間相の構造ー物性
相関をを結晶構造に基づき理解することを目指す。

Strucutre-property relationships of msophases; 
liquid crystals, gels, and plastic crystals, based on the 
precise structures of crystalline states.

・H. Sato, K. Hori, T. Sakurai, and A. Yamagishi, Chem. Phys. Lett. 467, 140-143 (2008).
Long Distance Chiral Transfer in a Gel: Experimental and ab initio Analyses of Vibrational Circular Dichroism 
Spectra of R- and S-12-Hydroxyoctadecanoic Acid Gels

・K. Hori and N. Kouno, 
Acta Crystallogr. C65, o108-o110 (2009).
Two crystal forms of mesogenic α、ω-bis(4’ -cyanobiphenyl-4-yl) butanedioate

構造－物性相関／中間相／結晶構造／相転移
structure-property relationship ／ mesophase ／ crystal structure ／ phase transition
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

学部
　基礎物理化学 I（熱力学の基礎）
　基礎物理化学 II（熱力学の具体的事例への応用）
　物理化学実験（分担）
　基本化学実験 III（分担）
　卒業研究指導
大学院前期課程
　物性物理化学特論（結晶構造、結晶成長理論の基礎）
　修士論文のための研究指導

Undergraduate 
Basic Physical Chemistry I (Fundamentals of   
thermodynaics) 
Basic Physical Chemistry II (Applications of  
thermodynaics) 
 Experiments of Physical Chemistry (partially)
 Basic Experimental Chemistry III (partially)

Master Course
 Instructions of reseach course in Master Course
 Chemistry of molecular desgin of crystal  
structures and crystallization
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

1980 年代にはじめた無限次元ヒルベルト空間上の可測ノルムとシリンダー測度との関係についての研究は
2003 年 2004 年に新しい展開を示しその時多くの open problem が残りその解決に向けての研究が現在なお
続けられている途上にある。一方同じ無限次元空間でも直積空間上に定義されたルベーグ測度との関連につい
ては新たな課題として研究中である。

シリンダー測度／ヒルベルト空間／可測ノルム／ガウス測度
cylindrical measure ／ Hilbert space ／ measurable norm ／ Gaussian measure
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

2008 年度は 1 年生の微積と 3 年生の積分論等を担当したが 1 年生の微積についてやや冒険と思いながら理
論重視の授業にもどしてみた。この結果は 8 割成功といえる。

学生の力をうまく引き出すのは大変難しいが試行錯誤でも試みたほうがよいと思った。マニュアルどうりに
はいかないようだ。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（5）件

複素領域における微分方程式論については、関数の漸近展開の近似度を上げる変形された級数について研究
した。

数学史に関しては、関孝和三百年祭の年であり、関孝和に関する史料研究を行った。伝記的な面では、特
に、養父について、養子の代でお家断絶となり、寛政重修諸家譜成立後としても 200 年以上謎とされて来たが、
国立公文書館蔵の「甲府日記」を読み解き画期的な成果を得た。仕官と楊輝算法を書写（「寛文辛酉仲夏下浣
日　訂写訖　関孝和」）したことを関連付ける議論もあるが違うと考えられることを示した。数学的な面では、
円周率の計算の結果が『括要算法』に残されているが、なぜ 3.14159265359 微弱を定周と為す」と結論付け
たかという疑問に対して、関孝和の行った数値計算を検討し、小数第 13 位までが正しく計算したと関孝和自
身が信じられる結果となっていることを明らかにした。

数学教育については、「虹の数学」、「油わけ算」等の高校数学の教材開発の改良を行った。

・関孝和三百年祭に明らかになったこと、数学史研究 通巻 200 号、2009 年 3 月，pp5-15
・関孝和の円周率の計算についての注意、京都大学数理解析研究所講究録　第 1625 巻「数学史の研究」（小林

龍彦代表）、2009 年 1 月、192-199
・『関孝和三百年債記念　数学　日本のパイオニアたち』、国立科学博物館（2008 年 11 月）
・書評「小川束・佐藤健一・竹之内脩・森本光生著　建部賢弘の数学」―関孝和の一番弟子の業績を知る 1 冊―、

科学、第 78 巻第 12 号、岩波書店、2008 年 12 月、pp1371-1372
・線形代数と微分方程式、数理科学　第 540 号、2008 年 6 月、pp32-38

複素領域における微分方程式／数学史／数学教育
Differential Equations in the Complex Domain ／ Mathematical History ／ Mathematical Education
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　数学は元々人間生活の必要性から発祥し、発展し、人びとの生活を支え続けてきています。物を数えたり、
量を測ったり、形を作ったり、空間内の位置を表したりするのに必要な数の概念、図形の概念はもちろんのこ
と、それらを基礎として、関数の概念が生まれ、それを解析する手段である微分積分学が確立されてきました。
そのお蔭で、他の科学、技術とも相俟って、今日、人工衛星を打ち上げることなどが可能となり、より正確な
天気予報が可能になったり、衛星放送が見られたり、GPS（全地球測位システム）が開発されナビゲーション
ができるなど、人びとはその恩恵に浴しています。数学は地味な学問ですが、強力で、その良さを社会の多く
の人びとに知っていただきたいと思っています。江戸時代の数学者関孝和、近代日本の数学者高木貞治の業績
など、日本では世界的な数学が生み出されてきています。数学を何らかの意味で人生に役立てていこうという
志のある方が、「虹の数学」などを学びに、そしてさらに研究を目指して進学して来てくれることを期待して
います。

1．特殊関数を漸近解析の手法を中心を研究してきている。Bessel 関数などは様々な場面で応用されている。
まだ知られていない応用があれば共同研究したい。

2．関孝和三百年祭記念の年に当たり、関新助孝和の伝記的な面を調査するため、江戸時代の地図や資料を調
べたところ、大名クラスではない武士（甲府藩士）の仕事の中身などもわかってきたので、さらに、史料
を発掘して関孝和の数学と職業との関わりについて明らかにしていきたい。

3．新学習指導要領が告示され、「数学的な活動」を通じて数学を学ぶ姿勢を育てる方向性が強く出されている
が、どのような教材が適切か研究していく。

全学共通科目として、数の歴史の講義、理学部数学科 2 年生向けに、数理解析序論の講義を行った。
大学院博士前期課程向けに、漸近解析特論として関数の漸近展開について講義した。

学部 4 年の数学講究では、微分方程式論のテキスト、数理ファイナンスのテキスト、数学史のテキストを読ま
せた者があったが、いずれも発表させ、質問、演習を通じて理解度を上げた。

大学院博士前期課程の 1 年生には、テキストを読ませ、質問、演習を通じて基礎知識が修得させるよう指導
に当たった。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（21）件

2002 年の持続可能な発展に関する世界首脳会議
(WSSD) において化学物質総合管理に係る活動の強化
が合意され、2006 年の国際化学物質管理会議 (ICCM)
において戦略的アプローチ (SAICM) が採択された。
このように化学物質総合管理を巡る国際的な動きは
加速化しており、国内体制の強化が喫緊の課題となっ
ている。
  このため、化学物質総合管理において重要な役割を
果たす各主体の自主的活動を促進する方策について
検討を行い、化学物質の総合管理に係る行動を評価
する指標体系を開発し、企業、政府機関、大学、試
験研究機関の評価を行った。

また、国際的な比較を行いつつ、化学物質のもた
らすリスクを科学的知見と科学的方法論に基づいて
管理していくのに相応しい国内の法律体系について
検証し、成果を社会に提言した。

さらに「知の市場」（化学・生物総合管理の再教育
講座）を開講して社会人の再教育に関する調査研究
を行った。

その他、ナノ材料のリスク評価や技術革新と社会
変革の関わりについて調査研究を行った。　

　Integrated Risk Management of Chemical Sub- 
stances are a worldwide issue since the formulation 
of UNCED action plan in 1992. Because of a pressing 
need to secure enhanced domestic structure when 
international actions such as treaties on persistent 
organic pollutants are accelerated, we examined 
domestic law systems appropriate to manage risks 
through scientific knowledge and methodology, 
and strategies to promote self-management by 
developing index systems to evaluate corporative 
efforts. Market of wisdom　were opened for Human 
resource enrichment. nano-material risk evaluationsb 
and relationship between technological & social 
innovation were also studied.

・窪田葉子、山崎徹、阿南忠明、増田優、他、知の市場：化学 ･ 生物総合管理の再教育講座、化学・生物総合 
管理の再教育講座シポジウム資料集第 1 分冊 1-42、第 2 分冊 1-48、第 3 分冊 1-28、第 4 分冊 1-79、第 5
分冊 1-40、第 6 分冊 1-57、（2009.3.2）

・星川欣孝、増田優、化学物質総合管理による能力強化策に関する研究 ( その 8‐a) －化審法見直し合同委員
会報告案の比較分析による問題点の明確化－、化学生物総合管理、4（2）、化学生物総合管理学会、207-
223（200812.31）

・神園麻子、窪田清宏、結城命夫、増田優、化学物質総合管理に関する企業活動評価 ( 概要 ) － 2007 年度調
査結果－、化学生物総合管理、4(2)、化学生物総合管理学会、154-174（2008.12.31）

・窪田清宏、神園麻子、結城命夫、増田優、化学物質総合管理に関する企業活動評価 ( 企業別 ) － 2007 年度
調査結果－、化学生物 総合管理、4(2)、化学生物総合管理学会、175-206（2008.12.31）

・増田優、社会技術革新学会誌の発刊に寄せて―現場を基点に技術革新と制度改革・人材改新 そして社会変
革を論じる―、技術革新と社会変革―現場基点―、1（1）、社会技術革新学会、1-2、（2008.10.1）

化学物質総合管理・経営学／評価指標／社会技術革新学会／公開講座／知の市場
Integarated chemicals Management ／ Evaluation Indicator ／ Socio-Techno Innovation ／ Open University ／
Market of  Wisdom
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆研究計画

　◆メッセージ

技術革新は日々加速度を増しながら進展し、社会や生活の変革は激しさを増している。そうした中で、国際
社会は大きな変貌を遂げつつあり、化学物質総合管理に関するだけでも過去 10 年間に 3 つを越える条約が締
結されるほど急速に、世界的な枠組みの構築が新たに進んでいる。こうした内外の動きを的確に理解し主体的
に行動するため、現代社会に相応しい教養 ( ニュー・リベラル・アート ) を身につけることが不可欠である。
しかし現代社会の教養は、基礎的な学問を学ぶだけで身に付くものではない。1980 年代以降の世界の学界に
おける論議を経て、学問そのものが Science for Society や Science for Policy の概念の展開の中で社会との関
わりを強く指向している。「現場基点」の視点を持って社会の現場との交流の中で「互学互教」に励み、学問
に溺れることなく産学連携を越えた「社学連携」の視点を持って活動し、大学を大学人のための「知の拠点」
から社会と世界のための「知の市場」へと昇華するため、学生・院生の存在は大きく重要な役割を担っている。

1．化学物質総合管理に関する評価指標の開発を行い企業や政府機関の評価を実施するととも、評価指標の適
用範囲を教育機関、試験評価機関などへさらに拡大する。また、評価指標を改善活動などへ応用展開を図
るとともに、国際指標化を目指す。

2．国際的な整合性に配慮しつつ国内の法律体系を検証し、科学的知見と科学的方法論に基づいてリスク原則
に従って化学物質総合管理を行うのに相応しい法律体系のあり方などについて提言を行う。

3．技術革新と社会変革の関わりについて現場を基点にしつつ、技術の視点、人間の視点、制度の視点、社会
の視点から検証する。

4．化学物質総合管理学に関する教育体系の構築に関し調査研究するとともに人材の育成と教材の開発を行う。
5．社会技術革新学に関する教育体系の構築に関し調査研究するとともに人材の育成と教材の開発を行う。
6．公開講座「知の市場」を開講する。

国際的な行動計画においても、キャパシティー・
ビルディングが最重要課題のひとつとして掲げられ
ているが、化学物質総合管理のためには、化学物質
の特性に関する自然科学的な知識から条約や法律に
関する社会科学的知識まで幅広い知見を身につける
ことが必要である。その出発点として、レギュラト
リー・サイエンス概論の講義を行い、科学的知見お
よび科学的方法論と法律や条約の関わりなどにつて
論じた。
　また、多様な社会人を対象に、化学物質や生物の
管理、或いは技術革新と生活や社会の変革の関わり
などに関して、実践的で総合的な学習の機会を提供
するために「知の市場」( 化学・生物総合管理の再
教育講座 ) を実施した。2008 年度は化学物質総合管
理学や社会技術革新学など 5 分野について、専門機
関や実務機関などから総勢 344 名の講師陣を組織化
し、37 科目（74 単位相当：1 科目当たり 90 分授業
15 回で 2 単位）を開講した。その結果、20 歳台か
ら 50 歳台までの現役世代を中心に、企業人から教員、
公務員までの幅広い分野から総勢 1624 名の応募者
を全国から得た。

　Capacity building of human resource is stated 
as the highest priority issue at UNCED & WSSD. To 
provide a broad range of knowledge from natural, 
social & cultural science essential to fully understand 
risk management, lectures on Regulatory Science 
were given to introduce students to relationship 
between scientific knowledge & methodology and 
law & treaties, while 37extension lectures in 5 fields 
with 344 lecturers introduced 1624 members of 
the society including students and graduates to 
practical and comprehensive studies on managing 
risk of chemical substances & living organisms, or on 
relationship between technical innovations & social 
transformations.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

プロトン移動反応に伴う電荷移動（PT）は、周
囲の環境とつよく相互作用する。特に溶液中におけ
る反応障壁の比較的小さい分子内 PT プロセスでは、
溶媒和の静的あるいは動的揺らぎが直接そのダイナ
ミックスに関与する。しかしながら、このような系
について、PT 速度を直接観測した例は、今のところ
見あたらない。本研究では、核磁気緩和に対する、
PT 過程による磁気的相互作用の揺らぎの寄与を抽出
し、溶液中で分子内 PT 速度を決定する方法を確立
するとともに、数種の OH．．．O あるいは、NH．．H
分子内水素結合系に適用した。得られた結果のうち、
もっとも重要なものは、PT において、極性溶媒は、
その反速度を増大、すなわち反応障壁を減少させる
傾向を示した点である。この結果は、これまでの電
荷移動反応に対する溶媒効果理論からは全く演繹で
きない点で、多くの電子移動反応とは対照的である。
この原因として、溶媒との局所的な相互作用の重要
性が示唆された。

　The charge migration accompanying proton 
transfer(PT) reactions strongly couples with the 
environment. Static and dynamic fluctuations of 
the solvation directly contributes to the reaction 
dynamics of intramolecular PT systems with low 
reaction barriers. Nevertheless, there is no report 
of a direct observation of solventeffect on the the 
rates. In the present study, an method to determine 
the PT rates in solutions is presented: extracting 
the contribution of the fluctuation of magnetic 
interactions by PT to the magnetic relaxations. The 
method has been applied to several OH…H and 
NH…N hydrogenbond systems. The observed PT 
rates indicated a characteristic solvent dependent 
bahavior; polar solvents increased the rates. Such 
solvent dependence have not been predicted by 
any theories treating solvent static and dynamical 
contributions. The results may be attributed to an 
importance of local solvent -hydrogen bond system 
interaction.

溶液化学
solution chemistry
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆研究計画

プロトン移動速度に対する溶媒効果の検証：　溶媒の特性を鑑み，PT 速度の溶媒依存性について系統的な実
験を行う。その結果を基に，溶媒との相互作用の大きさ，及び，溶媒和の揺らぎのダイナミックスと PT ダイ
ナミックスの相互作用メカにズムについて検証を行う。これらの結果は，溶液中はもとより，動的静的に揺ら
ぎを持つ媒体中での電荷移動速度についても実証的な予測を可能にすることが期待できる

＜学部＞
・「化学基礎実験」：理系新入生に対して、大学におけ

る化学特に実験に関する包括的理解と基本的な実験
手法についての教育を行う。化学実験を中心に、高
大の補完的な内容も含む。

・「基本化学実験 1」：配位結合の概念を機軸におき、
基礎的な無機化学の定性実験を通じ、多様な無機化
合物の反応を体系づけて学ぶことをめざす。

・「基礎無機化学」においては、「無機化学」の範疇を
超え、今日的意味での、化学における様々なモデル
やその背景についての理解を深めることをめざす。
また、「分子分光学」においては、分光学の技術的、
知識的側面ではなく、量子化学の実在の分子への適
用といった側面から、今日の化学が根ざす理論的な
背景の理解に努める。

・その他、各種演習、コアクラスタ（オムニバス）など。 
＜大学院＞
・液体、溶液に関する講義演習。核磁気共鳴法を中心

とする分光法の原理と応用、測定技術に関する教育。

- “Basic Chemistry Experiment” : An education for 
introductive chemical experimental techniques and 
the comprehension of chemistry at undergraduate 
level including complementary subjects between 
undergraduate and high school chemistry. 

- “Inorganic Experiment” : An education of the 
comprehension of basic inorganic chemistry 
through inorganic qualitative analysis and inorganic 
synthesis based on coordination chemistry as well 
as techniques for inorganic synthesis.

- “Basic Inorganic Chemistry” : A lecture for an 
education of basic concepts and models in 
(inorganic) chemistry 

- “Molecular Spectroscopy” : A lecture for an 
education of understanding quantum chemistry as 
well as basic principle of spectroscopies. 

- lectures and seminars accounting for solution 
chemistry: Comprehensions of basic concepts 
and models for solution including applications of 
various methodologies and their principles.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（1）件

ミトコンドリア転写因子 A(TFAM) の過剰発現の効果：
mtDNA の転写因子である TFAM の遺伝子をショウ
ジョウバエ個体に導入し、組織および時期特異的に
発現させて、過剰な TFAM の発現が成虫の寿命を短
縮させることを見出している。この原因を明らかに
するため、今年度は、全細胞で TFAM が過剰に存在
した時の mtDNA のコピー数の変化、および ATP 産
生量について検討した。その結果、mtDNA のコピー
数は減少する傾向が見られたが、ATP 量に大きな変
化はみられなかった。今後、ミトコンドリア遺伝子
の発現量についても調べる予定である。

Effects of overexpression of Tfam gene in Drosophila:
TFAM, necessary for transcription initiation of 
mtDNA, has been recently shown to package mtDNA 
molecules with non-specific manner.  To understand 
TFAM functions, the effects of its overexpression that 
results in shortened lifespan have been investigated, 
especially on the copy number of mtDNA and 
the amount of ATP using GAL4-UAS system in D. 
melanogaster.  The results showed that the number 
of mtDNA reduced, however, the amount of ATP 
was not changed significantly.  Further studies are 
necessary to investigate changes in expression of 
mitochondrial genes.  

・Effects of mitochondrial transcription factor A on ageing in Drosophila. (Nakamura J., Ibaragi, Y., Tsumita, C., 
Tanimura, T., Kanki, T., Kang, D., Matsuura, E. T.) Poster presentation; XX International Congress of Genetics

ショウジョウバエ／ミトコンドリア／老化
Drosophila ／ mitochondria ／ ageing
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆研究計画

ショウジョウバエの実験系を用いて、ミトコンドリアのもついくつかの機能、伝達様式、ミトコンドリアゲノ
ムなどに関する解析をさらに進める。ミトコンドリアのゲノム情報に基づく機能予測と実験による解析を対応
させることにより、さらにミトコンドリア機能についての理解を深めることが可能である。

1） 学部（基礎）
共通科目「基礎生物学 B」、学科必修科目「基礎遺
伝学」「分子遺伝学」を分担で担当した。「基礎生
物学 B」では、DNA の性質、複製、突然変異など
の分子的基礎、「基礎遺伝学」「分子遺伝学」では、
メンデル遺伝学の分子的な解釈、遺伝子の構造、
遺伝子発現の調節、ゲノムなどを取りあげた。ま
た、「選択基礎」において、遺伝学の基礎を担当し
た。

2） 学部（専門）
「分子遺伝学実習」「生物学外書講読」を分担で担
当した。「分子遺伝学実習」では、DNA 断片のクロー
ニングから塩基配列決定までの一連の実験を行っ
た。「生物学外書講読」では、「Nature」の記事の他、
学生が選んだ新着論文を 4 編取り上げた。

3） 大学院
「オルガネラ遺伝学」は、” Mitochondria” のいく
つかの章を学生 2 名で分担して発表形式で行った。
遺伝カウンセリングコース対象の「基礎人類遺伝
学特論」（分担担当）では、ミトコンドリアに関連
する内容を講義した。「生命情報学を使いこなせる
女性人材の育成」プログラムにおいては、実施責
任者を務めた。

1) For Undergraduates (Compulsory)
In “General biology B” , I lectured on the chemical 
structure of DNA, DNA replication, mutation, 
and repair.   In “Basic Genetics” and “Molecular 
Genetics” , I lectured on the molecular aspects 
of Mendelian genetics and the structure and 
expression of genomes.　　I also took part in the 
high school articulation program and had a lecture 
in genetics using Drosophila.  

2) For Undergraduates (Optional)
In “Laboratory Course of Molecular Genetics” , 
the cloning of DNA fragments and their sequence 
analysis were carried out.  I talked about the 
guidelines for recombinant DNA experiments 
in general and in our university.  In “Scientific 
Reading in Biology” , I picked up some topics 
in “Nature” and four newly published papers in 
various journals.  

3) For Graduate students
 In “Organelle Genetics” , several chapters in 
“Mitochondria” were picked up and the students’ 
research interests related to mitochondria were 
discussed.  In “Advanced Human Genetics” for the 
Genetic Counseling Course, I lectured on basic 
mitochondrial genetics and introduced several 
recent topics.  Further, I organized “The Training 
Program in Bioinformatics for Female Graduate 
Students” as a program leader.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績

＜主要研究テーマ＞ 
1．人類の起源と進化：特にその年代論、年代・環

境的背景 
2．化石骨の年代測定・判定学 
3．ジャワ原人や日本の旧石器時代人類の編年およ

び変遷史 
＜研究目的＞ 

大きな目的は「ヒトとはどういう生物か」を知る
ことである。それには多面的・多角的な調査が必
要となるが、私の場合は、地球における人類の起
源と進化という面に興味を持ってアプローチして
いる。人類の進化を研究するには、進化の道筋を
たどる具体的な資料であり、様々な生命・生命体
情報の宝庫として「化石となった生」とも言える
古人骨を対象とした研究が不可欠である。そうし
た研究においては、資料の「古さを特定し、編年
をおこなう」ことは「古人骨からのわかること」
への基盤情報をなす。以上の観点と興味から、主
に上記の 3 つのテーマで研究をおこなっている。

　The main purpose of my research is to understand 
the uniqueness of our species, "why a human", 
and there should be diversified and many-faceted 
attacks to this problem. I have been approaching 
this problem from the palaeoanthropological and 
evolutionary perspectives, especially through 
working on human skeletal remains which provide 
many and various information for the reconstruction 
of life and the human career. More specifically, my 
main research subjects at present are as follows: i) 
human evolution and origins with special reference 
to the geochronological backgrounds, ii) dating of 
fossil bones.

・鎌倉市由比ヶ浜南遺跡から出土した中世人骨の身長推定．Anthropological Science (Japanese Series),  Vol. 
116, pp.25-34(2008).

人類の起源と進化／化石骨／年代推定／日本の旧石器時代人／ジャワ原人
human origins and evolution ／ fossil bone ／ dating methods ／ Palaeolithic homind remains of Japan ／
fossil hominids of Java
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

＜将来の研究計画・研究の展望＞
  2008 年度に得た主な日本学術振興会科学研究費補助金には、基盤 (A)「世界文化遺産サンギラン遺跡出土古
人類化石の評価にかかる年代学的検証」（代表者）、基盤 (S)「更新世から縄文・弥生期にかけての日本人の変
遷に関する総合的研究」（分担者）がある。前者では、ジャワ原人の年代論争について、現地調査を通してそ
の検証をおこない、東方アジアにおける人類進化史の解明をめざしている。後者に関しては、日本の旧石器時
代人骨の再評価と編年の再検討を進めることによって、日本人の起源に大きく関与する縄文時代人の起源と形
成史について考察を進めたい。　
＜共同研究可能テーマ＞
  1：化石骨の年代測定（特に炭素 14 年代の前処理法）に関する研究

受験準備としては「理系パターン」「文系パターン」への対処は必要であるが、そもそも理系・文系というの
は受験区分であり、学問にそうしたレッテルを貼る必要はない。入学後は、「自分は理系（あるいは文系）」な
どという枠を自らはめることなく、広く「リベラル・アーツ」を身につけてほしいと思う。

以下の授業等を担当するとともに、主に自然人類
学に関する研究を指導した。 
＜学部＞ 
  生物人類学／自然人類学（全学共通科目）
  ヒトと文化／生物人間論（生活科学部共通科目）
  人類進化史（生活科学部専門科目）
  人間・環境科学実験実習（生活科学部専門科目）
  人間・環境科学演習（生活科学部専門科目）
  人間・環境科学輪講Ⅰ及びⅡ（生活科学部専門科目）
＜大学院＞
  文化財科学特論（ライフサイエンス専攻）

　In the school year of 2008, I supervised graduation 
studies mainly on physical anthropology, and 
instructed classes such as introduction to biological/
physical anthropology, general human biology, 
human evolution, experiment and training on 
human-environmental sciences, special seminar on 
evolutionary anthropology, and some other lectures 
or seminars.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（4）件

（1）酵素的褐変の食品学的研究：リンゴやレタスの
酵素的褐変を生化学的、食品学的に解析し、そ
の制御法を提案している。具体的には酵素（ポ
リフェノールオキシダーゼ）の単離、性状、クロー
ニング、アンチセンス法による発現抑制、ポリ
フェノール類の分析、フェニルアラニンアンモ
ニアリアーゼの役割、その抑制による褐変制御
などを研究している。

（2）メイラード反応：ビタミンＣやフルフラール、
五単糖関与の褐変反応を食品化学的に解析して
いる。フルフラールとリジンから新規黄色物質
furpipate を発見した。また、微生物を利用した
分析法も開発している。

（3）食環境における微生物制御：和菓子中の黄色ブ
ドウ球菌を調査し、その性状を明らかにしてい
る。また、野菜に付着した食中毒菌の殺菌法を
検討している。

（4）乳酸菌によるビタミン生産：乳酸菌を漬物から
分離し、水溶性ビタミン生産能の高い株を探索
している。

(1) Enzymatic Browning of Foods: We have analyzed 
the enzymatic browning of apple and lettuce, 
and have proposed the regulation method. 
Our group has isolated, characterized, and 
cloned polyphenol oxidase of apple fruit. We 
then repressed its expression by the antisense 
technology. Further we have examined and 
regulated phenylalanine-ammonia lyase in cut 
lettuce. 

(2) Maillard Reaction in Foods: We analyzed the 
Maillard reaction in which AsA, furfural and 
pentose is involved. We found a novel yellow 
compound, furpipate, derived from furfural 
and lysine. We also have developed analytical 
methods using microbes for the Maillard 
reaction. 

(3) Regulation of Microbes in Foods: We have 
surveyed and characterized Staphylococcus 
aureus in Japanese cakes, and have prososed 
a modified dectection method for enterotoxin 
A. We also examined the effect of disinfectants 
on food-borne disease bacteria attached to 
vegetables. (4) Vitamins production by lactic acid 
bacteria. We have isolated lactic acid bacteric 
having high potency of water soluble vitamins 
from Japanese pickles.

・Relationship among properties of Staphylococcus aureus isolated from retail foods and human hands, and 
distribution of MRSA. Yuko Shimamura and Masatsune Murata. Food Science and Technology Research, 14, 
513-518 (2008).

・Comparative study of shell swab and shell crush methods for the recoveries of Salmonella from shell eggs. 
Tomomi Kawasaki, Michael T. Musgrove, Masatsune Murata, Noriko Tominaga, and Shinichi Kawamoto. 
Journal of Food Safety, 28, 482-498 (2008).

・ジフェルラ酸、村田容常、食品機能性の科学、食品機能性の科学委員会編（分担執筆）、産業技術サービスセ
ンター pp1033-1035（2008）

農産物の酵素的褐変／ポリフェノールオキシダーゼとＰＡＬ／メイラード反応と食品の褐変／
乳酸菌によるビタミン生産／
Enzymatic browning of agricultural products ／ Polyphenol oxidase and PAL ／
Maillard reaction and browning of food ／ Vitamin production by lactic acid bacteria ／
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

（1）酵素的褐変の食品学研究：様々な野菜や果物の酵素的褐変を生化学的、食品学的に解析し、その制御法を
提案する。

（2）メイラード反応の解析：食品におけるメイラード反応関与の褐変反応を解析する。フルフラールとリジン
から生成したフルピペート類の食品中における分析。

（3）変色の食品学研究：小麦製品の変色要因を解明する。
（4）食環境における微生物制御：黄色ブドウ球菌の毒素産生を抑制する新たな方法を開発する。また、野菜に

付着した食中毒菌が殺菌されにくい理由を解明する。
（5）ビタミン産生乳酸菌：水溶性ビタミン産生能の高い乳酸菌を分離し、利用する。

（学部の受験生へ）：
食品を科学しましょう。食品は生物が原料ですが、生物そのものではありません。製造、保存の間に様々な
変化がおきます。化学や生物学を使い、食品のでき方、保存のし方を考えましょう。食べ物と実験科学の好
きな人には最適なところです。高校では、化学や生物、物理など理科の基礎や原理をしっかり勉強してくだ
さい。　

（大学院の受験生へ）：
食品の変色 ( 酵素的褐変やメイラード反応）や微生物制御について研究しています。食品学、有機化学、酵素学、
微生物学などが基盤になります。食品の変化を科学の目で分析し、新たな発見をするのは何より楽しいもの
です。研究は継続が力です。毎日しっかり実験しましょう。

食品は生物を原料とするがそのものではなく、加
工貯蔵して食に供される。加工貯蔵中に食品素材は
化学的、物理的、生物学的変化を受け、その制御は
食生活上重要である。食物栄養学科の学部教育にお
いては、食品保存・製造学（農産物の性質と加工法、
貯蔵法の原理、貯蔵法各論）、食品製造・保存学実験

（豆腐、チーズの製造、水分活性測定、イソフラボン
の HPLC 分析、卵白タンパク質の ELISA 等）、食品微
生物学（微生物とは、微生物学の歴史、微生物の生理、
醸造食品、細菌性食中毒等）等を担当し、当該分野
の知識、概念を教えるとともに、実験指導を行って
いる。博士前期課程では食品加工貯蔵学特論を、博
士後期課程では食品貯蔵学を担当し、食品の加工貯
蔵中に起る様々な化学的生化学的微生物学的変化と
その制御法について論じている。ゼミにおいては学
生各自が研究について報告し、それについて参加者
全員で討論するとともに、英文の関連論文の紹介お
よび討論を行っている。

　Foods are derived from organisms, which are 
processed and preserved. During processing and 
preservation, chemical, physical, and biological 
changes happen. The understanding and regulation 
of these changes are important from the standpoint 
of food science. I have taught food processing and 
preservation of agricultural products, laboratory 
course of food processing and preservation, food 
microbiology, etc. In graduate school, I have tauch 
biochemisry and microbiology on food processing 
and preservation, and supervised several students 
every year. All students give presentaions on their 
research in seminar and discusse each other. They 
also introduce novel informations on their reserach 
field and discuss on them.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（11）件／特許（1）件

我々の研究室では、主として細胞増殖・分化の調
節や、ストレス応答の調節機構について研究を進め
ている。そして、これらの研究から得られる成果を、
社会に還元すべく、努力している。

また、社会における科学・技術のあり方について
検討し、種々の実践活動を行っている。

We have studied on the regulatory mechanisms 
of cell proliferation, cell differentiation, and stress 
responcs. And we intend to return the harvests from 
our researce to the society.
From the standpoint of social understanding for the 
science and technology, we also reseach the science 
literacy in Japan and perform some trials in the 
society.

・Ono,M., Kikusui,T., Sasaki,N., Ichikawa,M., Mori,Y., and Murakami-Murofushi,K. (2008) Early weaning 
induces anxiety and precocious myelination in the anterior part of the basolateral amygdale of male Balb/c 
mice. Neuroscience, 156:1103-1110.

・Murakami-Murofushi, K. (2008) Role of sterylglucoside in the stress signaling. Membrane, 33 (6): 273-279.
・Murakami-Murofushi, K. (2008) Signal transduction by phospholipid mediators and their application for 

medical use. Experimental Medicine, 26: 2527-2534.
・Sakai,K., Yokote,H., Murakami-Murofushi,K., Tamura,T., Saijo,N., NIshio,K. (2008) Pertuzumab, a novel HER 

dimerization inhibitor, inhibits the growth of human lung cabcer cells mediated by the HER3 signaling 
pathway. Cancer Sci., 98:1498-1503.

・室伏きみ子・滝澤公子監修（2008）「人類遺伝学用語事典」オーム社

細胞分化の制御／ストレス応答／がん／科学教育／科学リテラシー
Regulation of cell differentiation ／ Stress responces ／ cancer ／ Science education ／ Science literacy
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆研究計画

　◆メッセージ

これまでに、新しい脂質メディエーターである環状ホスファチジン酸（cPA）とステリルグルコシド（SG）
を見出し、それらが、細胞の増殖・分化・運動・ストレス応答などの調節に働くことを明らかにしてきた。そ
れらの物質の生体内での働きと、そのメカニズムを解明するために、代謝系の検討と受容体の探索を行ってい
る。
医療への応用も視野に入れた、これらの研究を通して、人々の健康や QOL の向上を目指している。

21 世紀は生命の世紀といわれており、今世紀にこれまで分からなかった生命科学の多くの課題が解明され
ることになるでしょう。
研究・教育を通して、生命の不思議さと素晴らしさを解明することの楽しさを、若い人たちと共有したいと思っ
ています。そして、美しい生命体に彩られる地球を守るために、私達がどうしたらよいかを、ともに考えたい
と思っています。
生きとし生けるものを愛し、自然を愛する皆さんを、お茶の水女子大学の生物学科は、待っています。

学部・大学院ともに、細胞の構造と機能について、
講義と演習を行っている。また、自分自身の研究成
果に基づいて、夫々の学生の希望も取り入れ、新た
な研究テーマを設定し、研究指導を行っている。

学生たちが、研究方法や先人の努力についても詳
しく学び、それらを基礎に、しっかりした知的基盤
と高い問題解決能力を身に着けて欲しいと願ってい
る。

細胞生物学
生命科学
細胞生化学特論＆演習
細胞情報特論＆演習
情報分子機能学＆演習

　I have some lectures and seminars on the 
structure and function of the cell. And I supervise 
the dissertation for the undergraduate and graduate 
students on the new research projects based on my 
own investigations.
The goal of my education is to bring up mu 
students to be excellent human beings withhigh 
intelligenceandproblem-solbving abilities.

Cell Biology
Life science
Cell biochemistry & seminar
Signal transduction & seminar
Biomolecular mechanism in sigunal transduction & 
seminar
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

重力現象のサイズが小さくなるにつれてその影響
は急減する。従って、重力は地球上での生命活動を
規定する要因ではあるものの、生物の大きさやデザ
インさらにはそのマクロな行動を制限する拘束的な
作用力としてのみ捉えられてきた。この既成概念を
うち破り、個々の構成要素のレベルでは極微弱な応
答（重力応答）が、要素間の協同作用と、その産物
である動的不安定性を通じて、集団としての「思い
もよらない特性」が発現されるという、新しい概念
の検証を試みている。微生物の生物対流現象の研究
の一環として行った航空機の弾道飛行による重力変
動時の環流挙動の解析から、パターンの発現が要素

（細胞）間の協同作用に基づくものであり、空間周波
数の変動特性が重力変動に鋭敏に応答することを明
らかにした。また、昆虫の飛行行動に及ぼす重力影
響を調べる目的で、変動重力場でのショウジョウバ
エの飛行行動を解析した。

Gravity has been considered as a kind of 
restrictive force providing such as the mechanical 
limits of growth and morphology of the organisms. 
I would like to reveal the possibility for gravity to 
develop new functions of the biological systems via 
collective interactions between the elements of the 
system. Collective interactions, which are ubiquitous 
in nature, and the resultant dynamic instability of 
the system itself are known to have an ability to 
amplify the subtle effects of external forces, such as 
that of gravity on the biological event the cellular 
dimensions. In order to assess this possibility, 
research attention was focused on the bioconvection 
response performed by aquatic microorganisms. 
Analyses on the circulatory movement in association 
with the attern formation response revealed that 
the spatio-temporal patterns of biocnvection were 
really sensitive to the alteration of the gravity 
performed by the parabolic flight of the air plane. In 
addition, effects of gravity was surveyed in the flying 
performance of fruit fly (Drosophila) under altered 
gravity.

動物生理学／重力生物学／複雑系科学／バイオメカニクス／アロメトリー
animal physiology ／ gravitational biology ／ complexity ／ biomechanics ／ allometry
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆研究計画

　◆メッセージ

　昆虫の飛行における重力依存的空間認識能とその形成過程に関する動物生理学および分子生物学的研究

　私の専門は動物生理学。動物たちが生きるためにどのような工夫をしているのかを調べています。生命の長
い歴史の中で培われてきた工夫の数々は、生き物のしぶとさと繊細さ、泥臭さの中にちらっと見える何とも言
えない優美さを示しています。生き物の持つ不可思議さと素晴らしさ。それがなぜ不思議なのか、なぜ素晴ら
しいのか。それを「科学の言葉」で語ってみたいと思いませんか。

平成 20 年度は学部生に対し、専攻科目として、生
物物理学、動物生理学、バイオメカニクス、比較生
理学、動物生理学実習、動物生理学臨海実習、生物
学実習 I を開講し、リベラル・アーツ科目の基礎生命
科学（実習）を担当した。新たな試みとして、生物
物理学や実験のウェッブ・テキストを作成し、講義
矢実習に用いた。大学院生に対しては、細胞生理学
特論、宇宙生物科学、細胞生理学特論演習、生物学
演習（前期課程）、生命応答ダイナミクス、同演習（後
期課程）を開講した。また、特別研究として、大学
院前期 3 名、後期 1 名の研究指導を行った。一部の
後期学生については、その研究内容が論文として学
会誌に掲載された。

　Educational activity for undergraduate students: 
Lecture: Biophysics, Animal Physiology, Biomechanics, 
Comparative Animal Physiology; Textbooks for 
Biophysics and Experiments were opened on the web.
Experiment: Animal Physiology, Basic Biology I, 
General Biology and Marine Biological Experiment
Educational activity for postgraduate students: 
Lecture: Cell Physiology, Cell Physiology (Seminar), 
Dynamics in Biological Responses, Dynamics in 
Biological Responses (Seminar)．
Research for thesis: three master course students and 
one doctor course student. Students in doctor course 
published joint papers for academic journals.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（4）件

BEC 宇宙モデルを初期宇宙に応用し現実性を検証
した。http://arxiv.org/abs/0905.0173
特にインフレーション期が自然に終了するスタグフ
レーション期を発見した。この時期は 2 つの重要な
要素を持つ。1 つ目は、粒子生成が激しく起こり宇宙
の再加熱が自然に起こることである。2 つ目は、そ
の不安定性のために、一様な BEC は崩壊し局在する
ことである。スタグフレーションはエネルギーが厳
密に 0 で実現するので、宇宙項Λが漸近的に消滅す
る。つまり、BEC 崩壊と BEC 再凝縮が繰り返し起こり、
そのつど宇宙項に相当する真空エネルギーが減少す
るのである。このことは数値的にも確認された。

宇宙の暗黒物質乱流論を発展させた。無衝突系の
線形摂動が火面通過後、どのような秩序を作るかを
議論し、現在観測されている宇宙の様々なスケーリ
ング則が、初期条件でなく、構造形成過程の必然と
して出現するシナリオを完成させた。

Our universe experienced the accelerated 
expansion at least twice; an extreme inflationary 
acceleration in the early universe and the recent 
mild acceleration. By introducing the Bose-Einstein 
condensation (BEC) phase of a boson field, we 
have been developing a unified model of dark 
energy (DE) and dark matter (DM) for the later mild 
acceleration. In this scenario, two phases of BEC (=DE) 
and normal gas (=DM) transform with each other 
through BEC phase transition. This unified model 
has successfully explained the mild acceleration as 
an attractor. We extend this BEC cosmology to the 
early universe without introducing new ingredients. 
In this scenario, the inflation is naturally initiated 
by the condensation of the bosons in the huge 
vacuum energy. This inflation and even the cosmic 
expansion eventually terminates exactly at zero 
energy density. We call this stage as stagflation. At 
this stagflation era, particle production and the decay 
of BEC take place. The former makes the universe 
turn into the standard hot big bang stage and the 
latter makes the cosmological constant vanishingly 
small after the inflation. Furthermore, we calculate 
the density fluctuations produced in this model, 
which turns out to be in the range allowed by the 
present observational data. We also show that the 
stagflation is quite robust and easily appears when 
one allows negative region of the potential. Further, 
we comment on the possibility that BEC generation/
decay series might have continued all the time in the 
cosmic history from the inflation to present.

・Masahiro morikawa Dynamics of Collision-less Self-gravitating Systems and Dark Turbulence　査読の有無 
巻 発 行 年 最初と最後の頁 AIP Conf. Proc. 無 970 2 0 0 8 269-287

・Takeshi Fukuyama, Masahiro Morikawa and Takayuki Tatekawa Cosmic structures via Bose–Einstein 
condensation and its collapse　査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁 JCAP 有 06 2008 1-033

・Akika Nakamichi1　and Masahiro Morikawa Cosmic dark turbulence
査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁　Astronomy & Astrophysics 有 
印刷中 2009

・Stagflation -- Bose-Einstein condensation in the early universe
Authors: Fukuyama Takeshi, Morikawa Masahiro
http://xxx.yukawa.kyoto-u.ac.jp/abs/0905.0173

暗黒エネルギー／暗黒物質／ボーズ凝縮／宇宙項問題／乱流
dark energy ／ dark matter ／ inflation ／ BEC ／ scaling
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

宇宙の大規模構造から惑星形成、実験室での化学反応からチューリング構造など、種々多様な自律的構造の
発現がすべての階層で観測され盛んに議論されている。構造発現の内容は、相の転移、相互作用と素粒子の分
化、空間パターンの発生、時間リズムの協同、経常的構造の変遷、機能の自己形成など、実に多様である。こ
れらを個別の階層における特殊な構造という記述で理解しようとする従来の方向ではなく、階層構造を貫いて
背景に根源的に存在する統一理論を構築し、それに基づいた系統的な構造発現理論を展開したい。指針として
は、これらの構造・機能形成を「進化の力学」と捉えて、種々雑多に行われている手法（時間依存ギンツブル
グランダウの方法、有効作用の方法、単純ルールの繰り込み、反応拡散方程式、分岐解析、不安定性解析、変
分法、散逸構造、自己組織化など）を、まず一般化された場の理論と有効作用の方法から統一的に記述し、「対
称性の自発的破れ」や「ゴールドストーン定理」など一般的な枠組みと多様性との融合を試みる。概念論に終
わらないために、個別分野の専門家と議論し厳しく検証しながら進める。特に現象の再現と説明だけでなく、
異なる階層に渡る現象の相関を予言し検証していきたい。

宇宙物理学に対して、広い視野から興味を持っていただけるとありがたく思います。
Diversity in astrophysics is interesting.

教育技術向上・教育方法改善のための提案
学生が気軽に自然現象に触れて、物理に対する興
味を増進し、自発的に自然に働きかけられるよう
な主体性を育む。従って、購入品は学生の集まる
ロッカー室周辺において、学生に自由にさわって
もらう。

教育上の効果
入学当初物理に強い憧れを持っていた物理学科学
部学生の多くは学年が進むに連れて、物理に対し
て次第に興味を失っているようにみえる。講義で習
う物理理論と現実がなかなか結びつかず、それを
担う実験でさえルーチンワークとして進行してい
るようだ。例えば、レポートは、背景・目的・手順・
結果・考察・文献を 1 週間で記すだけで精一杯で
あり、創意工夫や想定されるストーリー以外の試み
は実現されにくい。このことが学生の当事者意識
を希薄にし、指示待ち人間を作っていく。その大
きな原因として、学生は高校までにあまり自然と
触れ合う実験をしてこなかったことが挙げられる。
磁石やモーターで遊んだことが無ければ電気力線
も磁力線も理解できない。電気に触れたことが無
ければオームの法則など理解できない。電磁気力
が実感できないなら、原子間力もコンプトン散乱
も理解できない。従ってまず自然現象と向き合う
ことが物理において前提であり、絶対に必要であ
る。はじめから定量測定を伴う精密な実験でなく
てよく、むしろ自分でストーリーを見出し自分で
企画できる程度の、気軽に実験できる環境が重要
だ。そのような環境を用意すれば、学生は環境に
気軽に触ってみるだろう。簡単な実験キットなの
で、自分なりに変形したり応用したり省略したりで
きる。レポートなど指示されて書く必要がないし、
失敗だらけの試みでも留年させられることもない。
自分なりの小さな発見を大切にして個性が育って
いくと考えられる。

Proposal for educational technology and training 
improvement and education method improvement

The student readily touches the natural phenomenon, 
the interest in physics is improved, and the 
subjectivity appealed for voluntarily and naturally is 
brought up. Therefore, the student freely touches the 
purchase goods around the locker room in which the 
student gathers. 

Educational effect
Many of physics science part students of entrance 
who have a strong yearning in physics at first seem 
for physics to drop interest gradually as the school 
year advances. The reality seems not to be related to 
the physics theory learnt by the lecture easily, and to 
progress as routine work the experiment that bears it. 
For instance, attempts other than inventiveness and 
the assumed story are not achieved easily by the report 
only being record the background, the purpose, the 
procedure, the result, consideration, and the document 
in one week to the utmost. This makes student's 
sense of ownership thin, and it makes between the 
instruction expected visitors. It is enumerated that the 
student had not done the experiment that has contact 
with nature to the high school too much as the big 
cause. The line of electric force and lines of magnetic 
force cannot be understood if not having played 
with the magnet and the motor. If it has not touched 
electricity, Ohm's law etc. cannot be understood. If 
the electromagnetism power cannot be actually felt, 
the atomic force and Compton scattering cannot be 
understood. Therefore, first of all opposite to the 
natural phenomenon is assumption in physics, and 
it is absolutely necessary. It may not be your precise 
experiment with a fixed quantity measurement, and 
the environment of extent in which the find I can plan 
the story by myself that can be readily experimented 
is important from the start. If such an environment 
is prepared, the student will readily touch the 
environment. Because it is an easy experiment kit, it is 
possible to transform in the in one's own way, to apply, 
and to omit it. The report etc. are directed, and it is not 
necessary to write, and they are not made to repeat a 
year as for the attempt covered with failures either. It 
is thought that individuality grows up valuing a small 
discovery of my own way. 
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　◆研究内容　／　Research Pursuits

・気管支喘息の本態である気道炎症の発症機序を好塩
基球、マスト細胞に焦点を当てて解明する。

・気管支喘息の治療法を研究する。

・to elucidate the role of mast cells and basophils 
in the pathogenesis of airway inflammation in 
bronchial asthma

・to study asthma therapy

気管支喘息／気道炎症／マスト細胞／好塩基球／吸入ステロイド
bronchial asthma ／ airway inflammation ／ mast cell ／ basophil ／ inhaled steroid
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・生活科学部食物栄養学科の学生に「病理学」、「臨床
医学概論Ⅱ」　　を講義した。

・人間文化研究科ライフサイエンス専攻の学生に「健
康医学特論」、「ライフサイエンス論」を、特設遺伝
カウンセリングコースの学生に「解剖学」を講義し
た。

・I lectured on pathology, and clinical medicine in 
Nutrition and Food Science, Faculty of Life and 
Enviromental Sciences.

・I lectured on common diseases, and anatomy in 
Life Sciences, Graduate School of Humanities and 
Sciences.



308

　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（3）件

1．カチオンーπ相互作用に基づくアザカルコン類
の [2+2] 光付加環化反応
共役ケトン類の一つであるカルコン類の光二量化
反応は、一般に収率が悪く、複数の生成物が得ら
れるため、様々な工夫が行われてきている。例え
ば包接化合物の利用、テンプレートなどの反応
場が利用されてきた。我々は、カチオンーπ相
互作用が結晶の分子配列制御の有効な手法となり
得ることを明らかにし、カチオンーπ相互作用
に基づく固相光反応による位置および立体選択的
[2+2] 光付加環化反応の新たな方法論を提出した。

2．ピリジニウムへのアルキンの付加による置換基効
果
ピリジニウムへのアルキン類の付加反応はよく知
られているが、ピリジン置換基の付加反応の位置
選択性に及ぼす効果についてはこれまで明らかに
されていなかった。本研究では、1、2- 付加体と 1、
6- 付加体の安定性が位置選択性に関与しているこ
とを見出し、置換基によりその安定性が逆転する
ため、置換基効果が見られることを証明した。

1. We demonstrated that a cation-pi interaction 
serves as a powerful tool to control the crystal 
pack ing modes .  The  cat ion-p i  contro l led 
photodimerization reactions of the 4-azachalcones 
exclusively provided the synHT dimers, in which 
only the protonation of the pyridine part is critical 
to the attainment of the excellent selectivity. These 
observations would provide a valuable insight into 
the field of organic photochemistry as well as in 
the field of crystal engineering.

2. A substituent at the 3-position on a pyridine ring 
significantly affects the regioselectivity during 
the addition of alkynes to pyridinium salts. When 
the substituent is an electron-withdrawing group, 
1,6-adducts are predominantly produced, whereas, 
1,2-adducts become the major products when the 
substituent is an electron-donating group. The 
changes in the regioselectivity dependng on the 
substituent can be explained by the difference in 
the product stabilities.

・S. Yamada, Y. Tokugawa, “Cation-pi Controlled Solid-State Photodimerization of 4-Azachalcones” , J. Am. 
Chem. Soc. 2009, 131, 2098-2099.

・S. Yamada, A. Toshimitsu, Y. Takahashi, “A significant substituent effect on the regeoselectivity in addition of 
alkynes to 3-substituted pyridines” , Tetrahedron, 2009, 65, 2329-2333.

・S. Yamada, E. Ohta, “An Unusual Reaction of a Pyridinium Ylide with 1,1-Dicyanoethylene Derivatives” , 
Chem. Lett. 628-629 (2008).

カチオンーπ相互作用／分子配向制御／有機光反応／固相光反応／立体選択的反応
cation-pi interaction ／ controlling molecular orientation ／ organic photochemistry ／
photochemistry in solid-state ／ stereoselective synthesis
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

現在の主な研究テーマは以下の 3 つです。いずれも新しい有機分子の立体配座および分子配向の制御方法や
システムを研究し、それを基盤とするものです。
1）カチオンーπ相互作用の利用
2）選択的 [2+2] 光付加環化反応の研究
3）新規固相有機反応

ほとんどの研究は基礎的なものですが、将来以下のような領域で役立つことを期待しています。
1）位置および立体選択的合成
2）新しい構造や性質を持った分子の創製
3）生理活性化合物の創製

　私たちの身の回りをながめると、ほとんどのものは化学的に合成された化合物が関係していることに気が付
くでしょう。新しい化合物を創り出すことは、「化学」の最も得意とすることの一つです。現在までに数千万
の化合物が合成されて来ましたが、その可能性は無限にあります。あなたも自分の手で、この世に存在しない
分子を創り出してみたいと思いませんか？

学部
「反応有機化学」、「合成有機化学」の講義では、有
機化学の教科書「ブルース有機化学下巻」、すなわ
ち芳香族化合物、カルボニル化合物、アミン等の
合成、構造、反応、さらに Wooward-Hoffman 則
について講義した。さらに、「有機化学実験」では、
基礎的な合成操作、分離精製、構造決定の方法に
ついて、実習と講義を行った。

大学院
「物理有機化学」では、有機化合物の光反応に関す
る基礎から立体選択的反応まで、最近のトピック
スも含めて講義した。

[Organic reaction chemistry], 
[Synthetic organic chemistry]. 

In these classes, I lectured synthesis, reaction 
and structure of organic compounds that have an 
oxygen containing functional group and amines 
and so on.

[Expeliment of organic chemistry] 
Basic methods for organic synthesis, separation 
and purification methods were instructed. 

[Physical Organic Chemistry]
In this class, I lectured the photochemistry of 
organic compounds such as the basic theory of 
organic photochemistry, the application to organic 
synthesis and the recent topics of this field.
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　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（23）件

・Hien VT, Khan NC, Mai LB, Lam NT, Phuong TM, Nhung BT, Nhien NV, Nakamori M, Yamamoto S.　　
Effect of community-based nutrition education intervention on calcium intake and bone mass in 
postmenopausal Vietnamese women.　　
Public Health Nutr. 2008 Jul

・Sano A, Le DS, Tran MH, Pham HT, Kaneda M, Murai E, Kamiyama H, Oota Y, Yamamoto S.　　
Study on factors of body image in Japanese and vietnamese adolescents.　　
J Nutr Sci Vitaminol (Tokyo). 2008 Apr;54(2):169-75.

・Hsu TF, Kise M, Wang MF, Ito Y, Yang MD, Aoto H, Yoshihara R, Yokoyama J, Kunii D, Yamamoto S.　　
Effects of pre-germinated brown rice on blood glucose and lipid levels in free-living patients with impaired 
fasting glucose or type 2 diabetes.
J Nutr

・Wakita Asano A, Miyoshi M, Arai Y, Yoshita K, Yamamoto S, Yoshiike N.　　
Association between Vegetable Intake and Dietary Quality in Japanese Adults: A Secondary Analysis from 
the National Health and Nutrition Survey, 2003.　
J Nutr Sci Vitaminol (Tok

・Toyama K, Tomoe M, Inoue Y, Sanbe A, Yamamoto S .   
 A possible application of monosodium glutamate to nutritional care for elderly people..
Biol Pharm Bull. 2008 Oct;31(10):1852-4. Review.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績

植物細胞が分化全能性を示すことは古くより知ら
れており、その細胞分化は光をはじめさまざまな環
境要因の影響を受けている。私は、この光環境が細
胞分化に及ぼす影響を分子細胞生物学的に明らかに
することを研究の最終目的において研究をすすめて
いる。ゲノム研究により植物細胞の核には約 3 万個
の遺伝子があることがわかった現在、細胞分化の調
節を 3 万個の遺伝子をもつ細胞核における遺伝子調
節と言い換えることができる。遺伝子調節はタンパ
ク質によりなされるのであるから、光などの環境変
化に応じて、細胞質から核へ、逆に核から細胞質へ、
転写因子をはじめさまざまなタンパク質が輸送され
るはずであり、事実、それが確認されている。この
ような中にあって私の研究は、(1) 植物細胞のタンパ
ク質の核輸送の分子機構の解明と (2) 青色光受容体ク
リプトクロムの核内外のシャトルリング機構、の二
つのテーマの下で行われている。

　The totipotency of plant cells has been elucidated, 
and the differentiat ion of plant cells is also 
regulated by the environmental conditions such as 
light.  As about 30,000 genes has been shown in 
a plant nucleus by genome research projects, the 
differentiation of plant cells might be interpreted 
as the total results from regulation of each gene 
member.  During cell differentiation process, various 
kinds of proteins will be imported into nucleus and 
exported from nucleus and each gene is regulated 
in a specific manner.  To elucidate mechanisms of 
light responsiveness of plants, our research has 
been carried out intensively under the following two 
projects, (1) molecular mechanism on nuclear import 
and export of proteins in plant cells, and (2) shuttling 
mechanism of blue light receptor cryptochrome 
between cytoplasm and nucleus.

・NLS 付加による核局在化がクリプトクローム機能を増大させた．日本植物学会第 72 回大会

植物分子生物学／光形態形成／タンパク質の核輸送／クリプトクロム／遺伝子調節
plant molecular biology ／ photomorphogenesis ／ nucleocytoplasmic transport of protein ／ cryptochrome ／
gene regulation

 氏名： 山本　直樹（YAMAMOTO Naoki）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系　
 職名： 教授
 学位： 理学博士（1976　東京都立大学）
 専門分野： 植物生理学、植物分子細胞生物学
 E-mail： yamamoto.naoki@ocha.ac.jp
 



313

　◆教育内容　／　Educational Pursuits

私の教育活動は、大きく 3 つのカテゴリーに分け
て考えることができる。すなわち、(1) コア科目　
文理融合リベラルアーツ　生命と環境 1　「生命の科
学」、(2) 理学部生物学科の専門教育として「植物生
理学」、「同実習」等、(3) 大学院教育、である。
私は「生命の科学」の半分を担当しており、生活の
中の話題として組換え植物を取り上げ、教養教育と
して DNA、遺伝子、ゲノムの理解へ導くことを目標
においている。
生物学科の専門教育では、植物の胚発生から死まで
の個体発生のさまざまな段階でおこる現象を取り上
げ、遺伝子、遺伝子調節、細胞分化などの切り口で
分子細胞生物学的な理解へ導くことを目標において
いる。大学院教育においては、この方針を高度化し
たものと位置づけ、研究者養成を目標においている

(1) “Science of Life” as liberal arts. In this class, GM 
plants are taken up as a main topic in human life.  
Thinking of GM plants is leaded to understanding 
of genome, gene, and DNA in basic biology.

(2) “Plant Physiology (obligatory subject)” and “Plant 
Developmental Biology (optional subject)” in the 
Biology Course of Faculty of Science.  In these 
classes, some main events in plant life such 
as embryogenesis, seed germination, growth, 
development, flowering, and death are explained 
from view points of molecular and cellular 
biology. 

(3) “Plant Molecular and Cellular Biology” in Life 
Science Division of Graduate School.  Light 
responsiveness of plant cells is discussed in 
the molecular and cellular levels.  Molecular 
mechanism on nuclear import and export of 
proteins is also introduced for the understanding 
the gene regulation in the nucleus of plant cells.



314

　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

非可換ホッジ理論は非可換群を係数とするコホモ
ロジーに対するホッジ理論の拡張である。一次のコ
ホモロジーはヒッグス束のモジュライスタックであ
り、その上のホッジ構造を調べることは大変重要で
ある。これまで高次のコホモロジーは定義さえする
ことが困難であったが、高次カテゴリーの導入によ
りそれが可能となった。この枠組みで非可換ホッジ
理論の展開することが研究内容である。また、高次
カテゴリーの導入は従来の層の概念をさらに広げた
高次のスタックの導入も可能にしている。これは集
合論を基礎として築かれた現在の数学自体を拡張し
たホモトピー数学の可能性を示唆している。ホモト
ピー数学ではこれまで無視されて来た情報を高次カ
テゴリーにより表現し、取り出すことを可能にする
と思われる。現在は、このホモトピー数学の基礎を
固めることが主な研究課題となっている。

　Noncommutative Hodge theory is an extension 
of the Hodge theory for cohomorogy theory with 
non-abelian groups as its coefficients. Its first 
cohomorogy are moduli stacks of Higgs bundles. It is 
very important to study Hodge structures on them. 
Thohgh it was difficult to define higher cohomology, 
higher category theory enables the definition. My 
research purpose is to develop non-commutative 
Hodge theory in this framework. Moreover, higher 
category theory enables us for introduction of higher 
stacks which extends the notion of sheaves. This 
means a possibility of homotopical mathematics that 
enlarges mathematics build up on the set theory. 
Homotopical mathematics seems well for getting 
and representing any information that we have been 
neglecting via higher categorical structures.

ベクトル束／モジュライ／ホモトピー数学／非可換ホッジ理論／正標数
Vector bundle ／ Moduli ／ Homotopical Mathematics ／ Non-abelian Hodge Theory ／ Positive characteritic
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　ベクトル層の理論を正標数の場合に完成させることをまず第一の課題とする。これはクリスタリンホモト
ピーをシンプソンの方法で高次のスタックを用いて表現し、その非可換コホモロジーを考えるにあたっての基
礎となる。そのためにはクリスタリンコホモロジーを導入するのにトポスが必要であったのと同様に、高次の
トポスを導入することが必要になると思われる。高次のトポスは最近の研究でいろいろな方法で考えられてき
てはいるが、いまだにどの方法が良いかは不明である。その定義を探すことは本研究の次の大きな課題である。

　数学は実用的なだけでなく、大変美しく神秘的な魅力に満ちています。物理的な法則ばかりでなく、経済現
象や生命、心の問題に至るまで突き詰めて考えれば、その中には数学の美しい法則が隠れていることが少なく
ありません。そればかりでなく数学的な美しさが多くの法則に影響しています。私は数学的な美しさこそが宇
宙の神秘を解き明かす鍵だと考えて研究しています。このような美しさを体験するには高校までの数学では不
十分です。是非、大学で数学の真の美しさに触れてみてください。

主として代数学に関係する講義を担当している。
4 年の数学講究では整数論や可換環論、代数幾何学、
暗号理論などを教えている。大学院では整数論、代
数幾何学、複素幾何学、ホモトピー論などに関する
講義、修論指導を行っている。

　My lectures concerns mainly on algebra. In the 
seminar for 4th grader students, it has been used 
textbooks concerning on number theory, commutative 
algebra, algebraic geometry and cryptgraphical theory. 
For students in master course, my lectures are usually 
concerns on number theory, algerraic geometry, 
complex geometry and homotopy theory.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（3）件

変形自由確率論で重要な役割を果たす非交叉分割
上の分割統計の数え上げに関する研究を組合せ論的
視点からの研究を博士課程の院生と共に行った。特
に、 分割ブロックの要素数の奇遇および内部的か否
か、 に着目しそれぞれの分割統計に関する同時分布の
母関数を厳密に決定した。自由確率論に関しては、 自
由乗法的合成積の組合せ論的解釈、非交叉絡み有分
割と乗法的半不変量－積率公式に関する研究をおこ
なった。

We investigated the enumerations of some 
stat ist ics on non-crossing part it ions from a 
combinatorial point of view, with our doctoral 
graduate student. In this study, We gave the 
generating function of the enumeration polynomials 
for the joint distribution of the some statistics, 
explicitly.  Concerning with the free probability 
theory, we have investigated the relation between the 
free multiplicative analogue of cumulants-moments 
formula associated with the non-crossing linked 
partitions.

・Hiroaki Yoshida, Remarks on non-crossing linked partitions and free Meixner law, 11th Workshop:Non-
commutative harmonic analysis with application to probability, Bedlewo, Poland, 2008

・Meixner operators on the q-Fock space and Schrodinger Algebra, The 8th Sendai Workshop on Infinite 
Dimensional Analysis and Quantum Probabilit ｙ ,Sendai, Japan, 2008

・白川聖子 and 吉田裕亮 , バギングを用いた 2 次元非線形判別曲線の推定 , 情報処理学会研究報告  (2009-
MPS-73), 61-64, 2009.

大域解析学／作用素環論／非可換確率論／変形量子化
Global analysys ／ Operator algebra ／ Non-commutative probability ／ Defoemed quantization
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

「数学や理科がキライ」って言う人は、いつの時代にもいます。そして、「数学や理科が好き」って人もまた
そうです。最近は、「キライだ」っていう高校生が増えたと言われています。しかし、一昔前より、最近の高
校生の方が、もっと多くの理科や数学、延いては自然科学の基礎理論の恩恵に与っています。

インターネット回線にいつでもアクセス出来て、カメラ付きＧＰＳ携帯電話が当たり前のように街で使われ
ています。これら科学技術は自然科学の基礎理論の結晶とも言えるでしょう。
理科や数学がキライな人は、これら自然科学の理論の塊で出来たものは見るのもイヤでしょうか？　
実は、科学には我々をもっとワクワクさせるような楽しみがいっぱいあるのではないかと思っております。是
非、次世代のワクワクのために、自然科学の研究に参加してください。

大学院博士後期課程のゼミでは、非交叉絡み付き
分割上のある種の分割統計に関する数え上げで新た
な結果を学生と共同で得た。また前期課程の学生に
関しては 1 名の M2 学生の修論指導を行った。修士
論文の結果は情報処理学会の MPS 研究会で発表を行
い関連研究者からも高い評価を得ている。講義に関
しては、受講学生とコミュニケーションを取りなが
ら、学生の理解度ならびに習熟度を把握しながら効
果的な授業を展開するように努めた。

　At the seminar for Ph D. program, we have discovered 
the new enumeration result for some set partition 
statistics on non-crossing linked partitions. We are 
going to finish to write the paper on this result. At the 
seminar for the Maters degree program, the author 
has supervised one graduate student. The results in 
their studies were presented at MPS workshop of the 
Information Processing Society of Japan. The results 
have been highly evaluated by the related researchers. 
In the classroom of the lectures, the author has tried to 
keep communications with the students and to proceed 
his lectures as effectively as possible by checking 
understandings and achievements of the audiences.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

レクチンの構造と機能に関する研究：硫酸化糖鎖に結合するレクチン ( アネキシンレクチン、β- プリズム
レクチン (ZG16p)) について、部位特異的変異体を作成し、レクチン活性を野生型と比較解析し、レクチンド
メンの同定を行った。アネキシンレクチンに関しては、抗凝固活性とレクチン活性との関連性を調べ、ANXA5
の抗凝固活性はレクチンドメインにより発現されていることを明らかにした。

がん細胞表面糖鎖とがんの特性に関する研究：抗糖鎖抗体およびレクチンを使って、がん細胞表面糖鎖の特
徴付けを行った。がん特異的に発現する糖鎖を担持する糖タンパク質の単離精製、構造解析を行なった。

複合糖質／レクチン／アネキシン／癌／抗凝固
glycoconjugate ／ lectin ／ annexin ／ cancer ／ anticoagulant
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

学部生に対し、必修科目として生物化学 II および構造生化学 II を、選択科目として分子生物化学を開講した。
化学特別ゼミを分担担当した。実習は生物化学実験、基本化学実験 III,IV を分担担当した。大学院前期課程学
生に対しては生体機能分子化学特論、生体機能分子化学演習を開講し、後期学生に対しては細胞機能化学、細
胞機能化学演習を開講した。また特別研究として学部 4 年生 2 名、大学院前期課程学生を 5 名、大学院後期
課程学生 1 名の指導を行った。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（3）件

プログラミング言語に置ける部分継続の基礎理論
の確立とその応用の開拓を行うと同時に、型の入っ
た効率的な処理系の作成を目指す。具体的には、基
礎理論として (1) 型システムの基本的な性質の確立、
および (2) 継続計算の処理系作成のための基礎技術の
確立を目指す。また、継続計算用型システムの応用
として (3) 例外解析の定式化を行う。さらに (4) これ
らの知見をあわせ処理系の実装を行う。

　The current research is focused on the foundation 
of delimited continuations in functional programming 
languages.  As its application, an efficient compiler 
for a typed language with delimited continuation 
constructs will be implemented.  To be more specific, 
the research aims at (1) establishing basic properties 
on the type system for delimited conituations, (2) 
establishing the basic techniques for implementing 
efficient compiler for delimited continuations, and (3) 
formalizing exception analyses as the application of 
delimited conituations.

・Y. Kameyama and K. Asai "Strtong Normalization of Polymorphic Calculus for Delimited Continuations" 
Austrian-Japanese Workshop on Symbolic Computation in Software Science (SCSS 2008), pp. 96-108 (2008).

・木谷有沙、浅井健一「限定継続を含む仮想機械導出のためのプログラム変換」
第 11 回プログラミングおよびプログラミング言語ワークショップ論文集 (PPL 2009)、pp. 149-162 (March 
2009).

・増子萌、浅井健一「MinCaml コンパイラにおける shift/reset の実装」
第 11 回プログラミングおよびプログラミング言語ワークショップ論文集 (PPL 2009)、pp. 163-177 (March 
2009).

部分継続／部分評価／自己反映言語
delimited continuation ／ partial evaluation ／ reflective language
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆研究計画

　◆メッセージ

　継続理論の確立を通して、これまで正面から取り扱われて来なかった例外処理の定式化と、その効率的な実
装を目指す。

　情報科学の基礎理論の分野で確かな一歩を一緒に踏み出しましょう。

「データ構造とアルゴリズム」でデータ構造の初歩
を、「関数型言語」でプログラムの基本的な考え方を、

「言語理論とオートマトン」で言語処理系の基礎を、
「コンパイラ構成論」でコンパイラの中身について学
ぶ。

　"Data structures and algorithms" for data structures, 
"Functional Language" for the fundamental concepts 
in programming, "Formal language and automaton" 
for the basics of language processors, and "Compiler 
construction" for the internals of compilers.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（5）件

1．脂質栄養に関する研究：　主として、肥満・メタ
ボリックシンドロームの発生機序ならびにその予
防法に関する分子栄養学的研究を行っている。本
年度は、主として発芽玄米、魚油、パーム油、ト
コトリエノールのインスリン分泌能、インスリン
抵抗性に及ぼす影響について検討した。魚油の耐
糖能改善メカニズムとして、水添魚油を用いて検
討を行った結果、その構造による影響と、脂質の
酸化防止の目的で添加されている抗酸化物質の影
響の両方が複雑に寄与していることが分かってき
た。また、パーム油の耐糖能改善メカニズムとし
て、パーム油中に含まれる抗酸化物質であるトコ
トリエノールによる筋肉での糖質の取込能の改善
が寄与していることが明らかになり詳細な検討を
続けている。

2．脊髄損傷者の運動処方・生活指導に関する研究：
身障者の食事摂取基準を作成することを目的に本
年は、腕時計型行動識別計（一軸の加速度センサー
に加え角速度を感知するジャイロ機能を搭載した
行動識別計）を用いて、日常の生活活動量の評価
を行った。

3．小児栄養に関する研究：　幼児に対する食育を
どのように進めると効率の高い成果が期待できる
のかを明らかにするために、本年度は園児とその
保護者を対象に食および日常生活に関する介入を
行った。対象者は新宿区公立保育園 6 園の園児約
360 人とその保護者とし、園児には月２回の参加
型教育媒体を用いた介入を、保護者には月２～３
回の食・健康に関するリーフレットを用いた情報
提供を行った。食生活習慣に関する意識・知識の
変化を主体としてその有効性を評価・検討してい
る。

　Our laboratory carries out research into analysis 
of lifestyle-related diseases, such as obesity, diabetes 
mellitus and hyperlipidemia with the use of molecular 
biological procedures. Furthermore, we research 
nutritional methods of preventing and treating such 
illnesses using individuals, with consideration given 
to their genetic background.

・【著書】病気症状別　クスリになる食材事典　池本真二、木山広共著、　土屋書店、　2009 年 3 月
・池上幸江，山田和彦，池本真二，倉田澄子，清水俊雄，藤澤由美子，由田克士，和田政裕，坂本元子

栄養・健康表示の社会的ニーズの解明と食育実践への活用に関する研究．
日本栄養・食糧学会誌，61(6)：285-302，2008．

・小田浩之，池本真二，角田伸代，岡 純，樋口幸治，佐久間 肇，池川繁樹，稲山貴代
腕時計型行動識別計による脊髄損傷者の日常生活活動量の評価に関する基礎的検討．
日本臨床スポーツ医学会誌，17(2), 2009.

・Shoko Miura, Masayo Nakamori, Masumi Yagi, Ophelia L. Saavedra, Shinji Ikemoto, Shigeru Yamamoto
Daily calcium intake and physical activity in urban women living on low incomes in Davao, Philippines
Asia Pacific Journal of Clinical Nutrition（投稿中）

・高尾　優，足立　奈緒子，松本　麻衣，池本　真二
保育園児への食育介入及び保護者への教育介入の有効性に関する検討．
日本栄養士会雑誌（投稿中）

生活習慣病予防／食育／インスリン抵抗性／メタボリックシンドローム／高脂肪食
Prevention of lifestyle-related diseases ／ SHOKUIKU ／ Insulin resistance ／ Metabolic syndrom ／ High-fat diet
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

脂質摂取によって発症するインスリン抵抗性の発症メカニズムの解明ならびにその予防法の開発を目標に、
広く生活習慣病（メタボリックシンドローム）の予防に生かしていきたいと考えている。肥満を呈すれば、イ
ンスリン抵抗性を生じるものと考えられがちであるが、抗酸化物質がこれを防御していること、さらには、様々
な食品・食品成分（魚油、パーム油、発芽玄米、茶カテキン、トコトリエノール、トコフェロールなど）がイ
ンスリン抵抗性あるいはインスリン分泌能に関わることがわかってきている。肥満と耐糖能、インスリン抵抗
性、インスリン分泌能等の関連を詳細に検討するとともに、生活習慣病の予防に有効な食品並びに食品成分、
さらには食事の取り方について明らかにしたいと考えている。

　「管理栄養士が行う研究とは何か？」を常に意識しながら研究を行っていきたいと考えている。栄養問題を
抱えた患者さんあるいは対象者の方が目の前にいらっしゃって、その問題を如何に改善するかが究極の課題で
ある。私は、蛋白質・エネルギー必要量に関する研究から取り組み、現在は脂質栄養学の領域で、脂質摂取過
剰によって生じる慢性代謝異常、いわゆるメタボリックシンドロームの予防に関する研究を行っている。平成
20 年度からスタートした特定健診・特定保健指導は、まさにこの予防を国の施策として具現化したものである。
諸先生・諸先輩方がその様に導いてくれたものと感謝している。受験生の皆さんも、皆さん自身の興味・関心
のある事柄について深く研究してみませんか？「Just do it!」の精神で。きっと夢は叶います。真摯に取り組めば。
それを私に実感させてくれたのは、母校の徳島大学医学部、国立健康・栄養研究所（厚生労働省）、そして米
国留学の米国 UT Southwestern Medical Center at Dallas の諸先輩方だったかも知れません。出会いを大切に
してください。

　学部では、2 年次の科目である「臨床栄養アセス
メント学」で、ベッドサイドにおける個人の身体測
定値や身体組成、血液性状、栄養素摂取状況、食習
慣などの情報を基に、栄養必要量、栄養状態を科学
的に評価する理論的背景や方法を解説するとともに、
傷病者の病態や治癒の経過に伴い変化する栄養状態
の動的な評価の方法について解説した。３年次の科
目である「臨床栄養療法学」並びに「食事療法学」
では、海外の登録栄養士養成のテキストブックであ
る「Food, Nutrition, & Diet Therapy」を用い、新し
い概念体系である「医学栄養療法」を基本線として
指導し、その実践能力の習得を目指して、学内実習
である「臨床栄養アセスメント学実習」を行っている。
さらに 4 年時には、臨地実習として 13 の医療施設に
3 週間の実務研修行っている。
　大学院では、「臨床栄養学特論」において、医療現
場における栄養管理システムのあり方について解説
した。なお、個人（患者）の栄養管理をしっかりと
実施するには、その病態を知らなければならない。
それ故、病態から学ぶと題して、様々な症例の病態
解析を行うことによって生体の病態生理並びに病態
生化学を学ぶ機会とした。
　学内に「栄養ケア・ステーション」を設け、大学
院生並びに学部学生の食育活動、保健指導の実戦経
験を積む場として役立てたいと考えている。

　The dietitian in medical nutrition therapy applies 
the science of nutrition to the care of people through 
health promotion and disease prevention; and 
uses medical nutrition therapy in the treatment of 
disease. As a member of the patient-care team, the 
dietitian is responsible for assessing, implementing, 
and monitoring the nutritional care of patients. In 
addition, the dietitian may serve professionally as 
a nutrition practitioner in health care; a teacher in 
an educational institution; a research dietitian; or a 
nutrition consultant-educator.
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　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（42）件

身の回りの情報をコンピュータ上で可視化する「情報可視化」という研究に最も力を注いでいます。2008
年度は金融関係の IT ソフトウェア企業からの委託研究で、クレジットカードの不正利用履歴の可視化にも取
り組みました。その他、物理や医療などのシミュレーション結果の可視化、気象計測結果や生命情報の可視化
などに取り組んでいます。

また、音楽や映像に関する各種の研究を進めています。具体的には、大量画像の一覧表示 GUI、印象の合う
音楽と映像のマッチング、などを試みています。科研費に関わる研究として、大量画像、新聞記事、論文誌、
などの一覧表示を試みました。

・"Yamazawa M., Itoh T., Yamashita F., Visualization and Level-of-Detail Control for Multi-Dimensional 
Bioactive Chemical Data, 12th International Conference on Information Visualization (IV08), pp. 11-16, 
2008.

・Gomi A., Miyazaki R., Itoh T., Li J., CAT: A Hierarchical Image Browser Using a Rectangle Packing Technique, 
12th International Conference on Information Visualization (IV08), pp. 82-87, 2008.

・Nishiyama K., Itoh T., PROTEIN: A Visual Interface for Classification of Partial Reliefs of Protein Molecular 
Surfaces, The Institute of Image Electronics Engineering of Japan, Vol. 37, No. 3, pp. 181-188, 2008.

・Itoh T., Furuya S., Ohshima H., Okamoto K., Hierarchical Data Visualization for Atomic Plant Data, Journal of 
Fluid Science and Technology, Vol. 3, No. 4, pp. 553-562, 2008.

・Hirano M., Itoh T., Shirayama S., Numerical Visualization by Rapid Isosurface Extractions Using 3D Span 
Spaces, Journal of Visualization, Vol. 11, No. 3, pp. 189-196, 2008.

 氏名： 伊藤　貴之（ITO Takayuki）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系　
 職名： 准教授
 学位： 博士 ( 工学 )
 専門分野： コンピュータ・グラフィックス ビジュアリゼーション
 URL： http://www.is.ocha.ac.jp/~itot/   http://ito.is.ocha.ac.jp/
 E-mail： itot@is.ocha.ac.jp



325

　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

講義ではマルチメディア、画像処理、コンピュータグラフィックスなどの科目を担当しています。単に講義
をするだけでなく、コンピュータ上でのプログラミングの自由課題を与えることを主な方針としています。具
体的には、ホームページ制作、デジカメ撮影画像の加工、3 次元コンピュータグラフィックス制作、などの自
由作品を提出させることで、単に「与えられた問題を解く」だけでなく、自由な発想で技術を使いこなせる学
生の育成を目指しています。

研究室では合計 16 人の学生を指導しました。特に学会発表指導に力を注いでおり、2007 年度は学生を筆
頭とする論文誌に 6 件採録し、また学会から 3 件の表彰をいただきました。

コンピュータに蓄積された各種の情報を画面に一覧非表示する「情報可視化」という研究分野にて、既に多
くの共同研究を実現しています。具体的には、原子力研究所、製薬会社、金融系 IT 企業、ネットワークセキュ
リティ関係団体、などが所有する大規模なデータを表示する目的での共同研究を実現しています。
今後も引き続き、さまざまな業界に蓄積される大量の情報を理解するための手段として、「情報可視化」の研
究に取り組み、多くの共同研究を実現したいと願っています。

　皆さんの日常生活に欠かせない映像や音楽を、もっと使いやすく、もっと面白く、またもっと世の中の役に
立つように、といった観点から新しい技術を研究しています。受験生の皆様と一緒に勉強ができる日を楽しみ
にしています。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（5）件

高齢社会に入ったわが国においては、医療経済の観
点から、また、Quality of Life の向上をはかりつつ、
ユーザに優しい低侵襲機器システムやデバイスが
求められる。以下の医療福祉システム・デバイス
を開発するとともに、試作機を実際の医療・福祉
現場に持ち込み評価を行っている。

(1) 高齢者支援の為の工学技術
高齢者が健康で自立した家庭生活を営むことができ

るよう、社会参加・自立生活のための支援機器開
発を行っている。動画像を利用した遠隔健康管理
システム、初期褥瘡の無侵襲検出デバイス、転倒
予防のためのバイオメカニクス計測などを行って
いる。

(2) バイオメカニクスとニューロリハビリテーション
脊髄損傷者が立位歩行を行うための歩行補助装具の

研究開発を行っている。麻痺神経の再活性化が可
能な歩行機器開発を主眼とする。さらに家庭で簡
便に利用が可能な車いす型リハビリテーションデ
バイスの開発を進めている。

(3) その他、バーチャルリアリティ技術を用いた養護
学校生徒のための避難訓練支援システム等の研究
開発を行っている。

Current research themes are listed below.
(1)Development of an assisting device for the walk of 

spinal cord injury patients. With a motor-powered 
prototype gait device, the effects of assistance by 
external actuators on the orthotic gait of spinal 
cord injury patients have been investigated.

(2)Novel home-based care device for prevention of 
the secondary disease in paraplegic persons. An 
alternative rehabilitation device for individuals 
with motor disorders has been developed. Its aim 
is to prevent the secondary disease by stretching 
the ankle joints passively.

(3)Evacuation procedures and drills in case of 
disasters for disabled children at schools. The 
goal of this research is to develop the evacuation 
procedures and drills in case of disasters for 
disabled children at schools, and to verify 
their effectiveness through trainings. A handy 
drill system using VR technologies has been 
developed.

(4)Heart rate measurement based on a time-lapse 
image. Using the time-lapse image acquired 
from a CCD camera, we have developed a non-
contact and non-invasive device which could 
measure both the respiratory and pulse rate 
simultaneously.

(5)An image analysis algorithm for kinematics 
and morphology measurement of cells for the 
evaluation of tissue construction. Aiming at 
evaluation of tissue construction or reconstruction 
process, we developed a new image processing 
algorithm which could analyze the properties of 
huge number of cells in a tissue.

(6)Pressure ulcer measurement. To detect rubor 
(initial pressure sore) at an earlier stage, which 
was curable in a short term, we examined 
the detection method by using bioelectrical 
impedance analysis (BIA).

・Y. Otaki, M. Otaki, P. Pengchai, Y. Ohta, and T. Aramaki. Micro-components survey of residential indoor water 
consumption in Chiang Mai. Drink. Water Eng. Sci., 1, 17&#8211;25, 2008.

・Horiuchi T, Matsunaga K, Banno M, Nakano Y, Nishimura K, Hanzawa C, Miyamoto K, Nomura S, Ohta Y. 
HPMC induces greater intercellular delocalization of TJPs due to a higher susceptibility to H2O2 when 
compared with HUVEC. Peritoneal Dialysis Internaitonal,

神経リハビリテーション／遠隔医療／生体電気インピーダンス／バイオメカニクス／組織工学
neuro-rehabilitation ／ tele-medicine ／ bioelectric impedance ／ biomechanics ／ tissue engineering
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

数学物理学演習 1,2,3,4, 物理化学英語Ⅰ , 人体解剖学 , 
人間工学 , 環境物理学 ( お茶の水女子大学 )
電子工学 ( 池見東京医療専門学校 )
医用精密工学 ( 中央大学理工学部精密機械工学科 )
生体力学論 ( 千葉大学工学部 )
医用電子工学 1( 東京理科大学 )

　Exercise in math and physics 1-4, Physical 
chemistry, Human anatomy, Biomedical engineering, 
Environmental physics(Ochanomizu University)
Electrical Engineering(Ikemi Gakuen)
Medical Engineering(Chuo University)
An Introduction to Biomechanics(Chiba University)
Medical Electronics 1(Tokyo University of Science)

少子高齢社会を支援する工学技術の研究開発が強く求められており、科学技術の社会還元の観点からも今後
も積極的に下記技術開発を進める。
(1) 高齢者支援の為の工学技術として、初期褥瘡の無侵襲検出、ならびに歩行中の転倒予防デバイスの開発を

行う。
(2) 下肢機能の向上を目指した車いす型在宅リハビリテーションデバイス
(3) 画像計測技術を応用した低侵襲生体計測デバイスの開発ならびに、それを実験住宅にインストールするこ

とで遠隔健康管理システムの開発研究を行う。
(4) 画像処理技術を利用した組織工学に関する研究 ( セルトラッキングアルゴリズムの開発 )

当研究室は 2000 年 4 月に生活工学講座 ( 現：人間・環境科学科 ) に開設された研究室です。専門は人間工学・
福祉工学 (Biomedical Engineering) という新しい分野の学問で、具体的には医療や福祉の現場で役立つ機器や
システムの開発を行っています。

日本は高齢社会のピークを迎えつつありますが、Quality of Life の向上をはかりつつ、人に優しい ( 低侵襲な )
機器システムが求められています。そのような機器を開発するには、医学・生物学と工学 ( 物理化学 ) の基本
的知識が必須となるだけではなく、試作したシステムを現場・臨床に持ち込んで、医師、患者、ユーザ、パラ
メディカルスタッフらと評価する必要があります。

高齢化社会、医療技術の高度化に伴って、さまざまな大学で医療や福祉分野の研究を手がける研究室が増え
つつあります。当研究室は医療・福祉分野への工学的な応用研究を専門に進める数少ない研究室です。若い皆
さんの頭脳と力をこの分野に是非生かしてください。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（3）件

　2008 年度の研究内容は主に以下の 5 つに分けられ
る。
1．おが屑を用いたコンポスト型トイレにおける病原

微生物の挙動および不活化機構を検討し、分離分
散型排水システムの環境負荷を LCA 的に評価し
た。

2．核酸物質を UV 消毒装置の化学線量計として用い
ることで、多波長域で生物への影響を評価する手
法を提案することができた。

3．微量溶存物質の検出が可能な蛍光分析法及び光触
媒反応を適用し、照射 UV 量に応じたフミン酸の
変化量測定を行い、UV 消毒装置の新たな評価手
法が提案できた。

4．複数培地法による細菌への損傷レベル評価を UV
不活化および回復現象の評価方法として適用し、
既存の知見を裏付ける検証を行うことができた。

5．前年収集した海外の工業用水経時変化データを用
いて、既存の水需要予測モデルを検証した。整合
性を高くするには、水利用効率パラメータを設定
すれば良いが、パラメータ決定の方法論の確立が
必要であった。

The researches conducted in 2008 were categorized 
in 5 parts as follows.
1. The fate of pathogenic microbes in composting 

toilet and the mechanism of its inactivation were 
investigated. And the environmental load of 
the separately collected wastewater treatment 
system which included composting toilet was also 
investigated using LCA method.

2. The new method for verification of UV equipment 
was investigated. It could be suggested that using 
gene material such as Uridine had the potential 
to verify the UV dose of UV equipment with 
polychromatic irradiation.

3. UV dose of UV equipment could be verified by 
measurement of the change in humic acid by TiO2 
photocatalysis using fluorescent analysis.

4. The damage level of bacteria by UV inactivation 
and also following reactivation were investigated 
by multiple colony counting methods.

5. Verification of existing prediction model of 
industrial water demand using the data collected 
beforehand. The model using parameter was more 
accurate. However, establishing the methodology 
to determine parameter was needed.

・Akahori Y., Nakai M, Yamasaki K., Takatsuki M., Shimohigashi Y., and Ohtaki M., “Relationship between the 
results of in vitro receptor binding assay to human estrogen receptor α and in vivo uterotrophic assay : 
Comparative study with 65 selected chemicals

・Otaki Y., Otaki M., P. Pengchai, Ohta Y. and Aramaki T., “Micro-components survey of residential indoor 
water consumption in Chiang Mai” , Drink. Water Eng. Sci., Vol. 1, pp.17-25

・Otaki Y., Otaki M. and Yamada T., Attempt to Establish an Industrial Water Consumption Distribution Model, 
Journal of Water and Environment Technology, Vol.6, No.2, pp. 85-91

紫外線消毒／オゾン処理／水需要予測／コンポスト型トイレ／蛍光分析
UV disinfection ／ Ozonation ／ Prediction of water demand ／ Composting toilet ／
Fluorescence as water index
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　◆研究計画

　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

学部教育では、基礎教育 4 科目を担当した。物理
数学関連科目を 3 科目、および移動現象論によって
物理現象の数学的解明方法に関する講義を行った。
環境化学では諸現象の基本メカニズムを化学物質変
化の視点から見る講義を行った。また専門教育 5 科
目の講義・演習を担当した。環境衛生学では、環境
因子がどの様に人体に影響を与えるのかについて、
その評価方法も含めて講義した。環境物理学では、
水の流れや、諸現象を数学モデルにて表す方法論に
ついて講義した。水環境工学および人間・環境科学
実験実習では、水環境の評価方法及び改善技術の講
義および実験演習を行った。環境リスク解析では、
化学物質の健康リスク評価の方法論とコンピュータ
プログラムを用いてのリスク計算法について講義し
た。卒業論文指導では、4 名を担当した。
　大学院教育では、前期課程は専門科目 2 科目を担
当し、後期課程は 1 科目担当した。衛生工学特論で
は、水環境に関する世界的同行に関する講義を行っ
た。環境生活工学演習では、論文作成方法の指導を
行った。博士後期課程での指導は 1 名、博士前期課
程での指導は 1 名であった。修士号取得者 1 名であっ
た。

In undergraduate education, I had 4 classes in 
fundamental science field and 4 classes in applied 
science field. In 3 classes of “mathematical physics” 
and “transfer phenomenon” , the mathematical 
methods describing physical phenomenon was 
lectured. In “Environmental chemistry” , the basic 
mechanisms of global phenomenon were lectured 
from the view points of chemicals. In “Environmental 
sanitation” , the qualitative and quantitative 
assessment of toxic substances and phenomenon 
were lectured.  In “Environmental  physics” , 
the mathematical methods simulating several 
phenomenon was lectured. In “Water environmental 
engineering” and its “Laboratory” , the assessment 
and improving technology of water environment 
was lectured and practiced. In “Environmental risk 
analysis” , the fate of chemicals in environment 
and its quantitative assessment were lectured. In 
“Graduation Thesis” , 4 students conducted their 
researches.
　In graduate education, I had 1 class in Doctoral 
program and 2 classes in Master program. In 
“Special lecture of Sanitation engineering” , recent 
information relating water industry were lectured. 
In “Practice of human environmental engineering” , 
methodology of making manuscript was practiced. 
One student in doctoral program and 1 student 
in master program were implemented to do their 
researches. One student got Master degree.

　コンポスト型トイレに関しては、病原微生物の不活化メカニズムを探る方法論を確立するとともに、実用に
際しての安全な運転方法の提案を行っていく。これによって主に途上国における適用を促進させることができ
る。
　UV 照射に関しては、生物線量計に代わる消毒装置の評価方法について新しい手法を提案する。これにより
評価方法の省力化、迅速化に貢献できると考える。UV 装置メーカーとの共同研究が考えられる。UV に関して
は、塩素との併用処理等のマルチバリアー処理について、病原微生物への影響を詳細に調査する。これにより
UV の適用範囲の拡大に貢献できると考える。
　蛍光分析に関しては、操作が煩雑な水質指標との関連性を探り、代替指標としての可能性を調べることによ
り、水質管理の迅速化に貢献出来ると考えている。
工業用水予測モデルに関しては、日本のデータを基にして業種毎に予測モデルのパラメータを検討し、グロー
バルに適用出来る方法論の確立へ繋げ、より確実な工業用水需要の未来予測に役立てる。

本研究室は環境問題の中で水をキーワードに扱っています。水は人が環境中で生活を営む上で欠かせない因
子です。従って、水を通じて環境問題を考えれば、より具体的な問題認識、その解決法の提案といったことに
たどり着きやすいでしょう。本研究室は環境工学という名称ですが、この工学の意味とは、主に「様々な現象
や事象を定性かつ定量的に扱い、その解決方法を具体的に提案していく」ということです。
　定量的に扱うことが如何に大事かというと、食塩の取りすぎは高血圧を招きますが、かといって　「食塩を
有害物質だ ( 定性的結論 )」と言うのは短絡的です。ここには「食塩は一日◯◯ g 以上摂取すると、高血圧が
原因で死亡する確率は◯◯ % になる ( 定量的結論 )」といった考えが欠如しているからです。
　本研究室は、以上のような観点を持ち、環境に対して定量的に評価し、具体的な解決法の提案を行っていき
ます。現在は主に病原微生物を如何に制御するか、水質管理を如何に迅速に行うことができるかといった実験
的な研究や、水使用量の将来的動向を如何に予測するかといった調査研究を行っています。
　このような研究に興味がある方を歓迎します。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

リーマン面のモジュライ空間について研究を進め
ている．リーマン面のモジュライ空間は、代数幾何
学、関数論、微分位相幾何学、理論物理学など、い
ろいろな分野と深く関わりを持つ対象であるが、我々
は、特に微分位相幾何学的な視点から研究している．
2008 年度は、超楕円曲線と呼ばれるリーマン面のモ
ジュライ空間の位相的性質を中心に研究を進めた．

　We study the moduli space of Riemann surfaces. 
The moduli space is deeply related to various areas 
such as algebraic geometry, complex analysis, 
differential topology, theoretical physics, and so on. 
We investigate the moduli space from the viewpoint 
of differential topology. In 2008 we mainly worked 
on the topological properties of the moduli space of 
hyperelliptic curves.

位相幾何／リーマン面／モジュライ空間／アーベル微分／高次元結び目
topology ／ Riemann surface ／ moduli space ／ abelian differential ／ high dimensional knot
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

2008 年度には、学部 4 年生 3 人と修士 1 年生 3 人、
修士 2 年生 3 人の計 9 人の研究指導を行った。また、
学部向け授業として、代数学 II, 代数学演習と位相幾
何学の授業を担当し、院生向けに K- 理論の講義をし
た。また、東京理科大学と中央大学で非常勤講師と
して講義を行い、北海道教育大学函館校で集中講義
を行った。

　Nine students belonged to my laboratory in 
this academic year: Six master students and three 
undergraduate students. Besides supervising the nine 
students on their graduate reports or master thesis, 
I gave three two-credit undergraduate courses and 
one two-credit graduate course. I also gave graduate/
undergraduate courses at Tokyo University of 
Science, Chuo University, and Hokkaido University of 
Education.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（1）件

人間を中心としたコンピュータと人間の共棲を目
指す。

現在のコンピュータのありかたは酷くいびつであ
る。コンピュータをありうるべき姿で捉えなおし、
人間にとって自然なパートナーであるように研究を
している。

Toward the Symbiosis of man and Computer, I 
study the interfaces between human and  computer.

The development of computers stepped intothe 
croocked way.

I hope to justify the way to the right one.
Also I carry on research  about Cryptography,  
Computer Architecture.

・口頭発表 : 粕川 正充 「プロセッサ、OS、ユーザーインタフェースに品格は必要か」、2008 年夏のプログラミ
ングシンポジウム、2008 年夏のプログラミングシンポジウム報告集、2009 年 1 月発行

ユーザインタフェース／オンライン手書き文字通信／ USB 機器インタフェース
User Interface ／ Online Calligraphic Communication ／ USB Device Interface
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆研究計画

学部講義としてコンピュータアーキテクチャ I、コンピュータアーキテクチャ II、情報倫理、基礎ゼミ「こ
とばとコンピュータ」を担当した。

コンピュータアーキテクチャIはコンピュータのハードウェア面を主として授業を行った。コンピュータアー
キテクチャ II はコンピュータのソフトウェア面を主としてオペレーティングシステムの授業を行った。

情報倫理はコンピュータセキュリティを管理者の立場で学ばせた。異常事態はなぜ発生するのか、また対策
はどのように行うのか、再発防止はどうすればよいのか、また各段階で発生するコストはどの程度になるのか
などを講義し、レポートを課した。

基礎ゼミは「言葉とコンピュータ」を絡めた 1 年生向けの導入授業であり、全員に配布されるノートパソコ
ンを利用して、ずっと課していたレポートの文章と授業担当者の作成した文章をコンピュータプログラムを用
いて比較し、その結果を各自プレゼンテーションを行った。

長年投稿を続けた「Icon を投げる」研究を共同研究者と共にさらに深く掘り下げたい。
病気の学生の希望で植物と人間とのインタフェースを手掛け、思わぬ切り口を得た。今年度はこれをブラッ

シュアップして共著論文として投稿予定である。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績

(1) 植物のカフェイン生合成に関与する N- メチルト
ランスフェラーゼ (NMT) に関する研究を行って
いる。カフェイン生合成系を制御する NMT 遺伝
子を単離し、その発現調節機構を調べるとともに、
植物における NMT 遺伝子の多様性から二次代謝
に関与する NMT の機能と進化を研究している。
また、カフェインは細胞の中の液胞に蓄積される
ので、カフェインの細胞内輸送メカニズムの研究
も行っている。

(2) 炭化水素を蓄積する微細藻類の炭化水素生合成調
節機構を研究している。炭化水素生合成に関する
基礎的な知見を得るだけではなく、炭化水素生産
まで視野に入れた研究を行っている。

(3) 藻類の有用テルペノイド化合物の生合成経路の解
明を目的とした研究を行っている。

(1) We investigates the structure and function 
of N-methyltransferase involved in caffeine 
biosynthesis.  The regulation in the expression 
of NMT genes isolated by our laboratory and 
the diversity of NMT genes are examined to 
clarify the contribution of NMT on the secondary 
metabolism in plants.  Moreover, we investigate 
the subcellular transport of caffeine into vacuole.   

(2) Our laboratory investigates the biochemical 
pathways  involved in  the  product ion of 
hydrocarbon , the enzymes that catalyze them, 
and the genes that encode these enzymes.  
Genetic engineering of algae with such genes can 
result in the useful production of hydrocarbon.

(3) There are a lot of useful terpenoids in limited 
species of algae.  We investigate biosynthetic 
pathway of some terpenoids with anti-oxidant 
acticity.

・Kato, M. and Ashihara, H.  Biosynthesis and catabolism of purine alkaloids in Camellia plants. (2008) Natl. 
Pro. Commun. 3:1429-1435.

植物／二次代謝／カフェイン／遺伝子発現／微細藻類
plant ／ secondary metabolism ／ caffeine ／ gene expression ／ microalgae
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　2 年生の必修科目である代謝生物学 II を担当した。
植物の代謝調節の基礎的な事項を解説した。3 年生対
象の選択科目である植物生理工学ではさらに進んで
植物生理学の最新の知見と共に実用化をめざした応
用研究の現状を解説している。3 年生の選択科目であ
る代謝生物学実習を担当し、植物を材料とした代謝
生物学実験の指導を行なった。
　生物学科以外の学生を対象とした基礎生物学 A の
1 単位分を担当した。受講者の多くは、理科の教員免
許の取得をめざす学生である。植物の代謝および植
物ホルモンの作用について解説した。

The aim of the undergraduate program in 
metabolic biology II is to understand the basic 
mechanism of plants. I lecture on the hot results 
and the application in the field of plant bioscience in 
plant physiological engineering. In addition, I hold 
the lecture of basic biology A for undergraduate 
students. 

高等植物の二次代謝におけるメチルトランスフェラーゼの多様性に関してその機能と分子進化の研究を進め
る。

藻類特有のテルペノイド化合物の代謝系の制御と分化について研究を進める。

地球のすべての生命は、生産者である植物に依存しています。植物の秘密を解き明かすことは、地球の未来を
考えることにもつながっていきます。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（6）件

　ウニの発生や生殖について調べています。ウニの
卵にはもともと方向性があり、骨や筋肉、消化管な
どを作る細胞はその片側 ( 植物極側 ) から作られます。
このうち、幼生の骨を作る細胞は、最も早くその発
生運命が決定され事が知られており、取り出して培
養しても骨を作る細胞になります。単離培養によっ
て明らかになるそれぞれの部分の自律的な発生の能
力を調べたところ、筋肉や消化管などになる部分も、
小さな部分に分けて培養するとすべて骨を作る能力
があることがわかりました。胚の中ではその能力が
抑制され、本来の発生運命へ調節されていることに
なり、これまで知られていた以上に調節能力が高い
( 多分化能がある ) ことを明らかにしました。
　金属イオンや化学物質の中には、形態形成や配偶
子形成に影響を与えるものがります。エストロゲン
やリチウムイオン等の影響を調べています。

I  a m  s t u d y i n g  o n  t h e  d e ve l o p m e n t  a n d 
reproduction of echinoids. The sea urchin egg has 
a polarity, many kind of cells forming skeleton, 
muscle and digestive tract appear from the one 
side of egg (vegetal pole). It is well known that the 
cell line of skeletogenesis is a first group whose 
cell fate is decided at first. We have examined the 
developmental potential of each part in vegetal 
side and shown that most of all vegetal side has a 
potential of skeletogenesis in the culture after a 
separation to a small volume. It is considered that the 
skeletogenic potential is suppressed and each part is 
regulated to the normal cell fate in embryogenesis. 

Some of metal ions and chemicals have an effect 
on the morphogenesis of digestive tract. Exogastrula 
induced by Estrogen or Li, in which the digestive 
tract project to the outside, is examined. The roles 
of steroid hormones, such as estrogens, are also 
examined on the yolk protein production and 
gametogenesis. 

・Kiyomoto M, Kikuchi A, Morinaga S, Unuma T, Yokota Y.
Exogastrulation and interference with the expression of major yolk protein by estrogens administered to sea 
urchins.
Cell Biol Toxicol. 2008 Dec;24(6):611-20. Epub 2008 May 6.

・Unuma T, Konishi K, Kiyomoto M, Matranga V, Yamano K, Ohta H, Yokota Y.
The major yolk protein is synthesized in the digestive tract and secreted into the body cavities in sea urchin 
larvae.
Mol Reprod Dev. 2009 Feb;76(2):142-50.  [2008 May 23. Epub ahe

・Yamazaki A, Kawabata R, Shiomi K, Tuchimoto J, Kiyomoto M, Amemiya S, Yamaguchi M  
HpKru ¨ ppel is required for non-skeletogenic mesoderm specification in the sea urchin embryo. 
Dev Biol. 314: 433-442. 2008 Feb 15

・Sanda A, Kiyomoto M, Iwama M, Ohgi K, Irie M.
Marked changes in the ribonuclease activity of mature and immature gonads of sea urchins Hemicentrotus 
pulcherrimus and Anthocidaris crassispina.
Biol Pharm Bull. 2008 Sep;31(9):1659-62.

・Matsushima K, Hatta M, Kiyomoto M (2008)
Molecular evidence supporting predation by emerging snails on hermatypic corals in temperate areas of 
Japan.
Galaxea 10: 43. 

棘皮動物／細胞分化／バイオミネラリゼーション／重力環境／化学物質における形態異常
Echinoderm ／ cell differentiation ／ biomineralization ／ gravity ／ chemical effect for morphogenesis
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

動物系統学、動物発生学についての授業、実習を
担当しています。動物の系統学の授業では、地球上
に存在する主な動物門の特徴を解説し、体制の特徴
を系統進化の順にたどります。動物の発生の授業で
は、一個の細胞である受精卵から、動物の体が出来
上がるまでの形態の変化と、それを引き起こすメカ
ニズムを、組織や細胞の相互作用や、シグナルを伝
達する分子や遺伝子発現まで、現在までに明らかに
されていることを解説します。実習は、臨海実験所 ( 湾
岸生物教育研究センター、千葉県館山市 ) で行って
います。動物の系統学の実習では、潮間帯での磯採
集やプランクトン採集により、自分で集めた材料を
調べ、無脊椎動物の多様性の実際を理解します。動
物の発生の実習では、棘皮動物の受精、初期発生に
ついて、胚操作や免疫組織染色等の実験を行います。
さらに、水中での生物の観察調査を可能にするダイ
ビングの実習も担当しています。

　I teach the lectures and the experimental courses 
on the systematic zoology and developmental 
biology. In the lecture of systematic zoology, 
the characters of body plan of each phylum are 
expounded in the order of phylogeny. In the lecture 
of developmental biology, the morphological changes 
from a fertilized egg to the complete animal body 
are explained and the controlling mechanism by a 
interaction between tissues and cells and a signaling 
pathway of molecules and genes are expounded. 
Each laboratory courses are in marine laboratory 
(Marine and Coastal Research Center, Tateyama). In 
the laboratory course of systematic zoology, students 
go to sea shore to collect animals and take a boat 
to collect marine plankton by net. They understand 
the real animal diversity by examining animals 
collected by themselves. In the laboratory course 
of developmental biology, embryo manipulation 
and immunostaining on the fertilization and early 
development are performed. I also teach a laboratory 
course of diving for the observation and research of 
marine animals.

　ウニの胚細胞を単離培養することで、各部分の自律的な発生能力を調べている。現在明らかにされつつある、
各組織の分化のための gene regulation network から、高い自律的な分化能力をどのように説明できるのかを
調べていきたい。そこからは、祖先のもっていた発生のプロセスと類似したものが残っていることが近年示唆
されており、発生のプロセスの変化として形態形成の進化を説明する手がかりが得られることが期待される。
また、このようなウニ胚の細胞分化の技術を使って、化学物質や重力などが、どのステップにどのような影響
を与えるかを明らかにし、それら環境要因の生物への作用を調べる生物検定の実験系にウニを利用できるよう
にしたい。さらに、棘皮動物等の生殖を調節する仕組みを明らかにして、実験材料として安定に供給すること
を可能にしたい。

　生命の生まれた海には、今でも地上にくらべてとても多くの生物のグループが生息しています。本学の臨海
実験所 ( 湾岸生物教育研究センター、千葉県館山市 ) では、海のフィールドに飛び出して、無脊椎動物の多様
な姿を見て触れられるカリキュラムが用意されています。もし、あなたに意欲があれば、水の中の世界まで
も、、、。海辺の施設で、動物の体の作り ( ボディープラン ) やその形成の過程 ( 個体発生 ) を調べて、何億年分
の進化に思いをめぐらすのはいかがですか？
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（22）件

人工知能や言語情報処理の技術を使って対象とな
るシステムをより知的に、かつより親しみのあるも
のにすることに興味を持って研究を進めています．
近年では、住居環境そのものを知的にするための研
究を進めており、実際の日常生活を支援する基礎的
な技術やアプリケーションの開発を行っています．
また、ウェッブインテリジェンスという情報検索技
術や自然言語処理、データベース技術が融合された
技術の研究を進めており、実際の生活空間とウェッ
ブのサイバー空間を融合し、日常生活をより快適に
する研究も進めています．

　I am interested in anything that makes systems 
more intelligent and user  friendly using artificial 
intelligence and language information processing 
technologies. Our university, Ochanomizu University, 
is going to build an experiment house equipped 
with many ubiquitous applications. We are now 
interested in making the house itself intelligent and 
providing several intelligent applications which 
can be used in actual everyday lives. I am also in 
charge of developing Web intelligence. So, I am also 
interested in integrating the real life environment, 
i.e., human everyday lives at residences, and the 
cyber environment, i.e, Web space, evaluating 
our developed technologies at the real residential 
environment.

・Ichiro Kobayashi and Mai Saito: 
A Study on an Information Recommendation System that
Provides Topical Information Related to User’ s Inquiry for Information Retrieval, "New Generation 
Computing" Journal - Special Issue on Intelligent Web Interaction -,
・Ichiro Kobayashi and Chiaki Watanabe:
Intelligent Information Presentation Corresponding to User Request Based on Collaboration Between Text and 
2D Charts,
Journal of Advanced Computational Intelligence and Intelligent Informatics,Vol.12,No.1,pp. 10-15,
・松原靖子、小林一郎：生活空間支援を目的とした家事分担ホワイトボードシステム , ヒューマンインタフェー
ス学会誌・論文誌 ,Vol.10,No.3,pp. 295-304, 2008.
・大西可奈子，和泉憲明，小林一郎，橋田浩一：日常的な制約に基づいたマルチメディアコンテンツの管理と
自然言語による操作 , 日本知能情報ファジィ学会誌 ,Vol.20,No.5,pp. 720-731, 2008.
・人工知能の基礎 , 小林一郎 , サイエンス社 ,ISBN 978-4-7819-1217-2,2008.

知能情報処理／言語情報処理／ウェッブインテリジェンス／知的インタフェース／言語化
Intelligent information processing ／ Language information processing ／ Web intelligence ／
Intelligent interface ／ Verbalization
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　◆研究計画

　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

学部
1 年生の前期に数理基礎論および情報処理演習をお
こなった。数理基礎論については、講義に合わせ
て演習問題をたくさん準備し、その回答もすべて
配布し、予習・復習ができるように努めた。情報
処理演習においても毎回、配布資料を用意し、課
題を出して、基礎的な情報処理技術の習得が行え
るよう努めた。3 年生の前期に自然言語論を、後期
に人工知能論および英文講読を行った。毎回、配
布資料を準備し、授業中に演習問題を出し、講義
内容を深く理解させることに務めた。
英文講読については、英文法だけではなく、取り
上げた人工知能理論の内容について学生が深く理
解できるよう努めた。

大学院
言語情報特論では、自然言語処理の基礎技術から
応用システムまでを幅広く取り上げ、講義を行っ
た。
言語メディア特論では、現在、注目を浴びている
Web 上での情報技術の枠組みであるセマンティッ
クウェッブを取り上げ、輪講形式で講義を行った。

For undergraduate students:
At the first year of undergraduate course, I taught 
an introduction of sets and proposition theory and 
an introduction of information processing. As for 
the former subject, I prepared for lots of material 
for the students to blush up and prepare for the 
subject. As for the latter subject, I burdened the 
students with some tasks that they have to do by 
themselves so that they can acquire the basic skill 
of information processing. At the third year of the 
undergraduate course, I taught natural language 
processing (NLP), artificial intelligence (AI), and 
English training. As for NLP and AI, at every lecture 
I gave all slides that I used in my lecture to the 
students and gave them problems to exercise so 
that they understand deeply about the content of 
the lecture. As for the latter subject, I did not only 
taught English grammar, but also what artificial 
intelligence is, which was the subject we studied 
through the readings.

For graduate students:
I  gave a lecture about advanced language 
information processing. I took up the basic 
technologies of natural language processing and 
advanced systems using the technologies as the 
subjects of the lecture. I also taught advanced 
theory of language media. In the subject, we took 
“Semantic Web” that is a remarkable technology on 
the Web. We hold a colloquium in the lecture.

将来の研究計画：
知能情報処理技術や言語情報処理技術を用いて、日常生活を豊かにする技術を開発することを目標としてい
る。現在、本学が所有する実験住宅プロジェクトに参画しており、いくつかの課題として、健康、エコロジー、
コミュニケーション、環境の知能化に取り組んでいる。これらの課題を通じて、日常生活が豊かになる技術
を開発していくつもりである。

研究の展望：
人の幸せを実現するためには、身体的な幸せにつながる健康、精神的な健康につながるコミュニケーション、
物理的幸せにつながるエコロジー、環境、などが充実している必要があると考える。これらに着目し、それ
ぞれをより良くすることによって、人々の幸福を実現する。

共同研究の可能性：
健康、エコロジー、コミュニケーション、環境の知能化などに関して幅広く共同研究することが可能である

　すでに世界の垣根はなくなり、現在は、世界で活躍する時代となっています。日本国内のことだけではなく、
常に世界を意識して一緒に頑張りましょう。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（3）件

電極／溶液界面における電子移動反応は、厳密に
基礎的に理解し、燃料電池やバイオセンサといった
次世代ナノテクノロジーに応用していくためには、
電気化学活性界面を高い空間分解能／時間分解能で
知る必要がある。シンクロトロン放射光利用表面Ｘ
線散乱（Surface X-ray Scattering; SXS）法を利用して、
0.01 nm オーダーという非常に高い空間分解能で電
気化学活性界面の三次元構造をその場決定する事に
加え、時間分解能が低いというこれまでの SXS 法
の欠点を、装置（光源、入射波長の選択）や電気化
学セルの工夫によって克服し、電気化学活性界面の
構造ダイナミクスを高い時間分解能で測定／解析す
る事を目的としている。平成 20 年度は、Au(111)、
Au(100) 表面に形成した酸化膜二重構造を高精度に
決定し、ダイナミクスに挑戦した。

また、燃料電池のカソード触媒として利用される
白金量低減化を目的として、金単結晶表面に白金を
単原子層電析した電極において、高効率な酸素還元
反応を実現した。

It is very important to study the electrochemical 
reaction not only for the fundamental surface 
science but also for the applications related to 
nanotechnology. Surface X-ray scattering (SXS) 
technique using synchrotron radiation is one of the 
most promising methods to investigate the interfacial 
structure with ultra-high spatial resolutions in situ. 
In this year, we determined the static structure and 
discussed dynamics of surface structure change of 
Au(111) and Au(100) single crystal electrodes during 
oxidation/reduction reaction cycle measured in a 
sulfuric acid electrolyte solution using a specially 
designed electrochemical cell. In this year, in situ 
structural study on Au(111) and Au(100) single 
crystal electrodes was carried out. At both single 
crystal electrodes, bilayer of surface oxide formed 
and structure of the interface was determined in 
details.
On the other hand, as an aim of Pt reducing at a 
cathode in the fuel cell, Pt monolayer was deposited 
on the Au single crystal surfaces and high catalytic 
activity for oxygen reduction reaction was achieved 
at these modified electrodes.

・T. Kondo, S. Takakusagi, and K. Uosaki, "Stability of underpotentially deposited Ag layers on Au(111) surface 
studied by surface X-ray scattering", Electrochem. Commun., 11(4), 804-807 (2009).

・S. Ye, T. Kondo, N. Hoshi, J. Inukai, S. Yoshimoto, M. Osawa, and K. Itaya, "Recent Progress in Electrochemical 
Surface Science with Atomic and Molecular Levels", Electrochemistry, 77(1), 2-20 (2009).

・近藤敏啓、魚崎浩平、「放射光を利用したＸ線技術による固／液界面その場構造追跡」、ナノイメージング、
和田昭允編、NTS、265-277 (2008).

自己組織化／ナノ界面／放射光利用表面Ｘ線散乱／電気化学／単結晶電極
Self-Assembly ／ Nano-interface ／ Surface X-ray Scattering Using SR Light ／ Electrochemistry ／
Single Crystal Electrode
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

機器測定法（学部 3 年）：化学の分野で一般的に用い
られる機器分析法を理解し、これらに共通して必要
な基礎事項、測定機器使用時のマナー、化学反応や
物理現象からセンサにより得られる信号の取り扱い
などを、主に発表／討論形式で行った。
電気化学（学部 4 年（卒論生））：当研究室において
必須の電気化学について、基礎的な事項から機器の
取り扱い／実験操作まで完璧に理解するよう指導し
た。また、電極表面修飾剤としてアルキルチオール
類の合成、自己組織化単分子層の形成／脱離、及び
機能評価についても指導した。

Methods of Instrumental Measurements (B3): In 
order to understand the methods of instrumental 
measurements in the chemistry field, general 
fundamentals for instrumental measurements 
and operation of the signals from the sensor were 
discussed. This lecture was carried out in a seminar 
style.
Electrochemistry (B4): Electrochemical methods 
were completely explained and electrochemical 
experiments were carried out for the bachelor thesis.
Seminar in Interfacial Chemistry (M1, M2): This 
lecture was carried out in a seminar style. Today’ s 
topics for interfacial chemistry were discussed.

　電気気化学活性界面（電子移動を伴う電極／溶液界面）を厳密に理解し、燃料電池やバイオセンサといった
次世代のナノテクノロジーへと応用していくためには、構造が原子／分子レベルで制御された界面で電子移動
反応を行い、反応が起こっているその場で高い空間分解能／時間分解能で界面構造を知る必要がある。この指
針を元に、「自己組織化を利用した界面ナノ構造制御」と「界面ナノ構造その場追跡法の開発」について推進
していく。

　我々の生活の中では、燃料電池、バイオセンサ、化粧品／繊維など、すでにいろいろなところでナノテクノ
ロジーの技術が使われています。より豊かな社会生活にするため、そして次のノーベル化学賞を目指して、一
緒に環境にやさしいナノテクノロジーの研究をするために、ぜひ、お茶の水女子大学に来てください。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（15）件

植物ゲノムの特徴の一つとして、遺伝子の多重性
が挙げられる。マメ科植物ではフラボノイド合成に
関与する酵素群は多重遺伝子族を形成しており、そ
の背景には種々の要因に応答する複雑な転写制御
ネットワークの存在が推察される。近年、種々の植
物において、フラボノイド合成に関与する転写調節
因子 (MYB、bHLH、WD40 タンパク質 ) が単離され、
特性解析がなされている。当研究室では、これまで
にマメ科モデル植物であるミヤコグサより、プロア
ントシアニジン合成に関与するとされるシロイヌナ
ズ ナ の MYB 型 転 写 因 子 TT2 の ホ モ ロ グ LjTT2-a、
-b、-c を単離し、これらがゲノム上でタンデムに配
列し多重遺伝子族を形成することを見出した。3 つ
の LjTT2 はすべて、TT2 と同様にシロイヌナズナの
BANYULS (BAN)、dihydroflavonol 4-reductase (DFR) 
のプロモーターを活性化するものの、器官の違いや
ストレスの負荷に応じた発現パターン、TT8、TTG1
との相互作用において三者の間で違いが見られるこ
とから 3 つの LjTT2 はそれぞれ機能分化している可
能性を示唆した。

Leguminous plants have many paralogous genes 
encoding enzymes in flavonoid biosynthetic pathway. 
Duplicated genes are predicted to contribute to 
production of various flavonoid compounds and 
creation of diversity of legumes. Here we identified 
the gene duplication occurred in transcription factors 
regulating flavonoid biosynthesis in the model 
legume Lotus japonicus. Three copies of homologues 
of Arabidopsis thaliana TT2, a MYB transcription 
factor  that  regulates  the proanthocyanidin 
biosynthesis, were present in L. japonicus genome. 
Organ specificities and stress responsibilities differed 
among three L. japonicus TT2s, and correlations 
of proanthocyanidin accumulation and expression 
levels of all LjTT2s was observed during seedling 
development. Moreover, three LjTT2s functionally 
complemented AtTT2 in transient expression 
experiments in A. thaliana leaf cells. The different 
reporter activity caused by LjTT2a was consistent 
with the branching pattern of phylogenetic tree. 
These results suggest that LjTT2 factors diversify 
functions in their expressing t issues, and in 
particular, LjTT2a is predicted to evolve flexibility of 
interacting property to other transcrption regulators 
in order to resist environmental stresses. 

・Takahashi, K., Takamura, E. and Sakuta, M.
Comparative analysis of DOPA dioxygenases from Phytolacca americana.  Plant Biology 2008 (2008) 

・Yoshida, K., Iwasaka, R., Kaneko, T., Sato, S., Tabata S. and Sakuta, M.
Functional differentiation of Lotus japonicus TT2s, R2R3-Myb transcription factors comprising a multigene 
family.  Plant Cell Physiol. 49:157-169 (2008)

・Yamagami,A., Nakazawa, M., Matsui, M., Tujimoto, M., Sakuta, M., Asami, T. and Nakano, T.
Chemical genetics reveal the novel transmembrane protein BIL4, which mediates plant cell elongation on 
brassinosteroid signaling.  Biosci. Biotechnol. Biochem. 73:4

・Takahashi, K., Takamura, E. and Sakuta, M.
Isolation and expression analysis of two DOPA dioxygenases in Phytolacca americana.  Z. Natureforsch. in 
press

・作田正明　ナデシコ目はなぜアントシアニンを合成しないのか―アントシアニン生合成の進化―　植物の生
長調節　印刷中

二次代謝／フラボノイド／アントシアニン／ベタシアニン／転写制御
Secondary metabolism ／ Flavonoid ／ Anthocyanin ／ Betacyanin ／ Transcriptional regulation

 氏名： 作田　正明（SAKUTA Masaaki）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系　
 職名： 准教授
 学位： 理学博士（1986　東北大学）
 専門分野： 植物生理学（特に二次代謝、環境応答）
 URL： http://www012.upp.so-net.ne.jp/sakuta-lab/
 E-mail： sakuta.masaaki@ocha.ac.jp



343

　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　2008 年度は、大学院および学部において、それ
ぞれ 2 つの授業を行った。授業の内容としては、植
物生理学、植物生化学といった基礎生物学から代謝
工学、遺伝子組換え植物といった応用生物学までの
広い範囲を扱った。特に植物バイオテクノロジーに
関しては、その背景となる基礎研究を解説し、理解
させることにより、学生に基礎生物学研究の重要性
を認識してもらうように努めた。授業では、学生に
わかりやすく、受講者全員が授業内容を理解できる
よう心掛けた。また研究室では、博士課程後期 2 名、
博士課程前期 3 名、学部 3 名の学生の研究指導を行っ
た。

　In 2008, I conducted two classes each in undergraduate 
and graduate courses. The course contents include 
both basic biology such as plant physiology or 
plant biochemistry and applied biology for instance 
metabolic engineering, GMO (gene modified 
organisms) .  I  have tr ied to make classroom 
coursework easier to understand and get my 
teaching across to all students attending. Two Ph.D., 
three master and three undergraduate students have 
worked in lab under my supervision.

　高等植物の特徴の一つに多様な二次代謝の存在が挙げられる。我々は、この二次代謝を指標として、植物の
環境や分化に応答した遺伝子発現の制御機構、さらには植物の進化を遺伝子レベルで解析することを試みてい
る。環境や分化に応答した二次代謝系遺伝子の発現の背景には、複雑かつ正確な転写ネットワークの存在が予
測される。こういった種々の要因に応答した複雑な遺伝子発現ネットワークの実態を解明することは、生体の
統合・制御機構を理解するうえで極めて重要であると考えられる。さらに応用面では、この研究は、遺伝子組
換え植物の作出において、目的遺伝子を、好きな時に、好きな状況下で、好きな場所に発現させるための基礎
技術に直結するものである。

　私たちは、「花の色」を指標として、植物の分化や環境に応答した遺伝子発現の制御機構、さらには植物の
進化を遺伝子レベルで解析するという研究を行っています。「花の色」に代表される植物色素は、紫外線や温
度（低温による紅葉の誘導）により合成が促進され、生合成系の遺伝子群が誘導されることから、植物の環境
応答の有効なモデル系です。また、深紅の花でも色素が合成・蓄積されるのは表皮の細胞一層のみで内部は白
色（リンゴやサツマイモの切り口と一緒です。）であることから分化の指標として優れています。さらに、花
の色は受粉を助ける昆虫や種を運ぶ鳥たちと共に進化してきたといわれており、花色の合成系の遺伝子解析に
より、植物の進化をうかがい知ることができます。このように、私たちの研究は、生物学のきわめて基礎的な
部分に着目したものですが、見方を少し変えると最近話題の「青いバラ」に象徴される、植物バイオテクノロ
ジーの基盤技術でもあります。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（6）件

我々の生育するこの地球上には 1 千万種の生物種が生育していると考えられていますが、現在の所 150 万
種類が認知されているにすぎません。この地球上にはまだ見ぬ生物種のほうが多いのです。いったいどんな生
物種がいるのでしょうか？そもそも、それら多様な生物種はどのようにして多様化・進化してきたのでしょう
か？このような素朴な疑問を解決すべく、海洋植物を研究対象に系統・進化・分類に関する研究を行っています。
海洋植物は普段の生活では馴染みがなく、近年でも新属が見つかるなど陸上植物に比べて生物多様性の理解が
まだまだ進んでいない生物群で、多様性生物学にとって宝の山です。カサノリなど綺麗な種が多いことも魅了
的です。フィールドでの調査や培養実験・分子系統解析などで生物多様性の実体を把握し、それら生物多様性
を生み出した環境適応分子進化についてさらに詳細な研究を行っています。

・Satoshi Shimada, Naoko Yokoyama, Shogo Arai & Masanori Hiraoka. 2008.  Phylogeography of the genus 
Ulva (Ulvophyceae, Chlorophyta), with special reference to the Japanese freshwater and brackish taxa.  
Journal of Applied Phycology 20: 979-989.

・Etienne Jean Faye, Masayuki Uchimura, Satoshi Shimada, Tetsunori Inoue and Yoshiyuki Nakamura. 2008.  
Pseudocodium okinawense (Bryopsidales, Chlorophyta), a new species from Okinawa and the first report of 
the genus from eastern Asia.  European Journal of

・Etienne Jean Faye, Kazuhiro Kogame, Satoshi Shimada, Shigeo Kawaguchi & Michio Masuda. 2008.  New red 
alga Meristotheca imbricata (Solieriaceae, Gigartinales) from Japan.  Phycological Research 56: 115-126.

・Uchimura Masayuki, Etienne Jean Faye, Satoshi Shimada, Tetsunori Inoue & Yoshiyuki Nakamura. 2008.  
A reassessment of Halophila species (Hydrocharitaceae) diversity with special reference to Japanese 
representatives. Botanica Marina 51: 258-268.

・Ra&uacute;l Aguilar-Rosas, Luis E. Aguilar-Rosas, & Satoshi Shimada. 2008.  First record of Ulva pertusa 
Kjellman (Ulvales, Chlorophyta) in the Pacific coast of Mexico. Algae 23: 201-207.

海洋植物／系統・進化・分類
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆研究計画

　◆メッセージ

植物形態学・植物形態学実習・植物学野外実習・植物系統進化学などを担当。光合成をおこないそれによっ
て酸素を発生する生物（陸上植物と藻類）を一般には植物と呼ぶ。それらはクロロフィル a をもつという共通
点を有するものの，その実体は互いに系統的にかけ離れ、形態的にも多様な生物の集合に過ぎない。植物の多
様性はどのようにしてもたらされたのか？　植物は生物界全体にどのように位置づけられるのか？　といった
疑問に対する答えを探りつつ，各植物群の形態的特徴およびそれぞれの類縁関係などについて概説する。

　海洋植物における生物多様性の現状を理解し、生物多様化に関わった分子進化を明らかにする。それと同時
に、絶滅危惧種などの海洋植物種の保全にも着手していきたい。

　一緒に、海洋植物の進化の謎にチャレンジしましょう！
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

ビタミン C（アスコルビン酸）は生体内の有効な
抗酸化剤で、酸化ストレスを低減化させると考えら
れる。その体内動態を明らかにすることは、アスコ
ルビン酸の効力を評価するために必要と考え研究を
行っている。アスコルビン酸の体内動態に関する詳
細な研究は少なく、アスコルビン酸の輸送担体発現
に対する酸化ストレスの影響を調べた。さらに、ア
スコルビン酸の体内作用を総合的に評価するために、
アスコルビン酸の酸化生成物である 2、3- ジケトグ
ロン酸の生体への影響を調べた。

　Vitamin C (ascorbic acid: AsA) is an effective 
antioxidant in the body, and it is considered to 
reduce the oxidative stress.  The bioavailability of 
AsA is related closely to the behavior and distribution 
mechanism of AsA in vivo. It is necessary to get 
more information on the behavior and distribution 
mechanism of AsA in vivo, in order to know the 
bioavailability of AsA.　The study on the effect of the 
2,3-diketoglonic acid (DKG ) was done.

アスコルビン酸／酸化ストレス／ジカルボニル化合物／糖尿病／ 2,3- ジケトグロン酸
Ascorbic　acid ／ Oxidative stress ／ Dicarbonyl compound ／ Diabetes ／ 2,3-diketoglonic acid
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

学部で担当した主な授業科目としては「生化学」
「一般化学実験」「ライフスタイル栄養学」「応用栄養
学実習」である。このうち基礎的なものは「生化学」

「一般化学実験」で、より専門的な領域のものは「ラ
イフスタイル栄養学」「応用栄養学実習」である。「生
化学」では、人体の構造や機能を理解する上で必要
な基礎的な知識を習得させることを目的に行ってい
る。「一般化学実験」では、実験の基礎となる基本操
作法を習得させ、安全で正しい実験が行えるように
なることを目的としている。「ライフスタイル栄養学」
では、人を取り巻く環境因子や生活習慣の違いが身
体に及ぼす影響を理解し、その栄養状態の変化を理
解することを目的にしている。　「応用栄養学実習」
は基本的な身体計測や栄養状態を評価するための生
理・生化学的検査を行っている。
　大学院の「生体制御学演習」を開講した。

“Biochemistry”  and   “Chemistry,  General 
Experiments ” are basic subjects. “Human nutrition in 
the life style” and “Practice in advanced nutrition” are 
special ones. 
　In “Biochemistry” , the structures and functions 
of carbohydrates, proteins, lipids, and nucleic acids 
are taught.  In “Chemistry, General Experiments ” , 
the general use of laboratory instruments, such as 
pipette and burette, is explained,  and preparation of 
reagent solutions and the like, is also taught. 
In “Practice in advanced nutrition” ,  the effects of  
several environmental factors and the difference of 
life style on the body and the proper nutrient intake 
are taught.  
In “Practice in advanced nutrition” , physical 
measurement and the blood and urine tests are done.

“Seminar of Biological regulation” in graduate 
school was done.

超高齢化社会では高年齢者の健康を考えることは重要である。抗酸化物質により老化の進行抑制等がはから
れる可能性が考えられために抗酸化物質の適切な摂取について明らかにする。この結果により、高齢者の QOL
の改善が期待されるものと考えている。

また、食品の加工・調理・貯蔵中では多くのジカルボニル化合物が生成されるが、これらの安全性に関して
の詳細な検討は少なく、ジカルボニル化合物の生体への影響を明らかにすることによりヒトの健康の維持増進
に寄与できると考えている。

　人の健康や食物のことについて興味をもって学び、将来、人の健康の維持・増進に寄与したいと考えている
人を歓迎します。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績

肥満、糖尿病、高脂血症、メタボリックシンドロー
ムなどは典型的な生活習慣病であり、その発病と進
行には遺伝的背景と生活習慣（＝食生活・身体活動・
喫煙・飲酒など）の両者が関与する。
　これらの生活習慣病は、動脈硬化を進行させ、や
がて脳卒中や心臓病などの致命的な病気を起こさせ
る。日本人の死因の 3 分の 1、寝たきりの原因の半
分を占める動脈硬化疾患を減らすことは、高齢社会
で人々が健やかに長寿を全うする（健康寿命の延伸）
ために必須であり、生活習慣病対策はその柱である。
　さらにその対策は、大規模臨床研究のデータによ
る科学的エビデンスに基づく必要があるが、このエ
ビデンスはまだ不十分であるのが現状である。
　主に臨床疫学・健康情報科学的手法を駆使した、
生活習慣病の予防・治療法開発をテーマとし、多数
の患者さんを追跡する大規模臨床研究や、健診デー
タベースを活用した発病予測、メタアナリシス（統
合データ解析）による科学的エビデンスの確立な
ど に 取 り 組 ん で い る。(Lifestyle medicine/Clinical 
epidemiology)

　Development and progression of metabolic 
diseases such as obesity,  diabetes mell i tus , 
dyslipidemia or metabolic syndrome are highly 
dependent on lifestyle including diet and exercise 
as well as genetic backgrounds. Sufficient control of 
these risk factors is essential for prevention of fatal 
cardiovascular diseases. Significance and control of 
these lifestyle-related risk factors are investigated 
through epidemiological and other techniques for 
efficinent primary and secondary prevention of these 
disorders.
　Especially, characteristics of these metabolic 
diseases in East Asians have been poorly investigated 
to date compared with those in Caucasians. 
To deepen our understanding regarding the 
pathophysiology of metabolic diseases among East 
Asians and to promote their care specific to ethnic 
group, we have been investigating differences in 
characteristics and clinical parameters between 
Japanese patients and Caucasian patients with type 2 
diabetes.
　We reported many profound differences that 
demonstrate the necessity of obtaining clinical 
evidence based on large-scale studies of East Asian 
patients in order to provide management and care 
specific to the East Asian population.

・Kodama S, Saito K, Tanaka S, Maki M, Yachi Y, Asumi M, Sugawara A, Totsuka K, Shimano H, Ohashi 
Y, Yamada N, Sone H. Cardiorespiratory fitness as a quantitative predictor of all-cause mortality and 
cardiovascular events in healthy men and women. JAMA 301:2024-2035,2009

・Kodama S, Saito K, Tanaka S, Maki M, Yachi Y, Asumi M, Sato M, Sugawara A, Totsuka K, Shimano H, Ohashi 
Y,Yamada N, Sone H. Influence of Fat and Carbohydrate Proportions on the Metabolic Profile in Patients with 
Type 2 Diabetes: A Meta-analysis. Diabetes Care 32:959-965,2009

・Sugawara A, Saito K, Sato M, Kodama K, Sone H. Atypical and non-physiological body mass index decline in 
Japanese young women. Epidemiology 20:464-5, 2009

・Sato M, Kodama K, Sugawara A, Saito K, Sone H. Physical fitness during adolescence is a long-term predictor 
of mature and premature all-cause mortality in Japanese women - 64-year observational study. Epidemiology 
20:463-464, 2009

・Yokoyama H, Oishi M, Kawai K, Sone H; on behalf of the Japan Diabetes Clinical Data Management Study 
Group.　Reduced GFR and microalbuminuria are independently associated with prevalent cardiovascular 
disease in Type 2 diabetes: JDDM study 16. Diabet Med 25:1426-1432,2008

生活習慣病医科学／代謝内分泌内科学、動脈硬化学／肥満、糖尿病、高脂血症、メタボリックシンドローム／
科学的エビデンスに基づく医療（ＥＢＭ）と健康施策／大規模臨床疫学・介入研究
Lifestyle Medicine ／ endocrinology, atherosclerosis, diabetes ／ obesity, dyslipidemia, metabolic syndrome ／
evidence-based medicine ／ clinical epidemiology
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　生活習慣病関連の臨床研究、疫学研究に興味を持つ博士課程後期の学生を特に募集しています。医療現場で
活躍された後、大学院でもう一度研究に取り組んでみたいと思った方、他大学で既に修士を取られた方なども
大歓迎です。自分で取り組んでみたいと思うテーマがある方、すでにデータを持っているが、どのようにまと
めたらよいかわからない方などでも結構です。

　I lecture on Scope and Theory of Political Science, and on the foundation of Modern Civil Society and 
Family., and run two seminar. One is for the Theory of Civil Society( in undergraduate senior course) and 
another for intellectual history of Europe( in postgraduate course).
　I have supervised Intellectual History in Modern Europe as well as in Modern  Japan. I am also interested in 
the questions of the public and the private and gender, which are new perspectives in politics.

　科学的エビデンス確立を目指した生活習慣病研究を志す院生志望者が学内外から増加しており、研究室体制
を早急に整備・拡大しつつ、複数の新プロジェクトを開始・推進している。
　特に本研究室で進めている健康関連の情報データベースを活用した解析研究は、比較的、時間や場所の制約
を受けずに進めることができるので、遠隔地在住の大学院生、家庭や仕事を持つ大学院生希望者が増加してお
り、このような大学院生に対する指導体制を強化していく予定である。
　食事・運動を含む、生活習慣病（糖尿病、メタボリックシンドローム、動脈硬化など）の予防・治療に関わ
るあらゆる臨床研究・疫学研究に関して、大学・企業を問わず、共同研究、専門医の見地からのアドバイス、
講演が可能である。たとえば、臨床研究のプロトコール立案指導、すでに得られたデータに関する統計解析、
論文作成指導、医学関連学会発表指導なども行っている。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（1）件

高エネルギー物理実験の結果に基づき、素粒子標
準模型の検証を行うとともに、理論的動機に基づく

「新しい素粒子模型」の現象論的研究を行う。特に超
対称性理論、余剰次元模型に関して、LEP, Tevatron
および LHC 等のコライダー実験に関連した研究を行
う。

　I study phenomenological aspects of physics 
beyond the Standard Model such as Supersymmetric 
theory, Extra dimension model, etc.

・Kaluza-Klein gluon and b-jet forward-backward asymmetry, arXive:0902.3322[hep-ph]

素粒子理論／高エネルギー物理学／超対称性理論／余剰次元模型／コライダー物理
Particle physics theory ／ High energy physics ／ Supersymmetric theory ／ Extra dimension model ／
Collider physics
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆研究計画

学部・大学院での授業の他に、修士論文、博士論
文の指導を行っている。学生に与えるテーマは主に
余剰次元模型の現象論的研究である。

　I accept a few graduate students. The subject of 
their thesis is mainly the phenomenological study of 
extra dimension model.

今後開始される LHC 実験において、標準模型を超える新しい素粒子模型の探索可能性を検討していく。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

リッチ流、とくに特異性の解析に重点をおいて、
研究を行っている。例えば、特異時刻でのスケーリ
ング極限がリッチ平坦になるかどうかも知られてい
ない。適切な初期条件下でそのようなことは起こら
ないと思われるが、初期計量と特異時刻での計量を
関係づけるためには適当な時刻単調量が有効である
と期待される。しかしペレルマンにより与えられた
いくつかの単調量では不十分であることが簡単な反
例によりわかる。そのような単調量を探すために、
ペレルマンの L 測地線をリッチフローの余接束上で
のハミルトニアンフローとみなすことにより研究を
進めている。

The main reaseach interest is the analysis of the 
singularity of the Ricci flow. For example, it is not 
known whethet the scaling limits of the Ricci flow at 
the singular time can be Ricci flat or not. I believe, 
under the appropriate assumption of the initial 
metric, the Ricci flat singularity can not occur. To 
show that, one needs to relates the singularity and 
the initial metric, at least.
One way to relates these is to find an appropriate 
monotone quantity along the Ricci flow. However, 
simple counter example shows, that the monotone 
quantities introduced by Perelman is not enough 
for our purpose. I am trying to find such monotone 
quantities, recognizing the Perelman’ s L-geodesics 
as the Hamiltonian flow on the cotangent bundle of 
the Ricci flow. 

リッチフロー
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆研究計画

2008 年の担当講義は
微分積分 III および演習（2 年生）
位相空間論および演習（3 年生）
ファイバー束の理論（4 年、院）

であった。他に 4 年生 1 名のゼミ、修士 1 名のゼミを通年で担当した。

研究内容の項参照。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績

固体中で相互作用する多数の要素の、新しい秩序
形態とマクロな応答の発現機構の実現と解明。特に
磁性体を舞台にした磁性（スピン自由度）、構造、伝
導特性が相互に関連している現象を、新たな視点か
ら明らかにすること主眼とする。現在は主に、反強
磁性体における幾何学的環境効果による特異磁気応
答の発現の可能性を、モデル系の解析を通して、探
求している。

We study the emergence of novel macroscopic 
response of an ensemble of interacting elements in 
condensed matter, especially in magnetic materials 
with coupled degrees of freedom such as structural 
(geometrical) and transport properties.

・Y Todate and M Tanaka: On anti-decoupling phenomena in LF-muSR, Physica B 404 (2009) 683-685.
・外舘良衛：　ランダム反強磁性体のχ (Q) と臨界スピン相関、日本物理学会 2008 年秋季大会
・外舘良衛：　均一化ランダム反強磁性体における反強磁性的不均一性の制御、日本物理学会第 64 回年次大

会

固体物性／協力現象と創発現象／磁性体物理学
Solid State Physics ／ Cooperative Phenomena and Emergence ／ Physics of Magnetic Materials
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆研究計画

2008 年度実施した講義の内容
基礎エレクトロニクス：

高度に発達した現代エレクトロニクスを物理学的
観点から概観する。半導体デバイスの成り立ちか
ら電磁波利用技術、デジタルエレクトロニクスな
ど。

物理学実験：
電気伝導、電子回路、カオス・フラクタルの各テー
マについて、各種実験技術の習得と物理学におけ
る観測の重要性にふれつつ指導を行っている。

核物性物理学特論：
現代物理学の重要な技術となっている原子核・粒
子線をプローブとする観測技術の基礎と応用につ
いて解説している。中性子散乱による時空相関の観
測、ミュー粒子を用いた緩和・共鳴観測技術、メ
スバウア効果による磁性体の研究など。

応用磁性物理学特論演習：
固体の持つ対称性の理解とその応用について、結
晶解析ソフトウェアを通して学ぶ。

Summary of educational activities in 2008:
Lectures for undergraduate course: 

Elementary electronics
Physics experiments ( electrical conduction in 
metals and semiconductors, electric circuit, chaos 
and fractal)

Lectures for graduate course:
Nuclear technique in solid state physics
Exercise in applied magnetism

　引き続き” 幾何学的自由度を結合させた反強磁性体” の研究を発展させる。一般的（普遍的）で非常に重要
な概念を含んでいると思うので、その重要性を強調したい。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（2）件

　本年度は科学研究費補助金（基盤研究（C）、継続）
を研究代表者として受けることが出来るとともに、
研究分担者として 1 件を担当した。
　本年度は、「銅塩で媒染染色した繊維の消臭機能」、

「ガスクロマトグラフィーを用いた含銅染色繊維の消
臭過程の追跡」、「含水高分子膜中の水の状態解析」「高
分子ゲルの溶質選択的膨潤」などの研究を行った。
　本年度行った研究のすべてが、高分子－低分子間
の相互作用に関係したものである．高分子－低分子
間相互作用の積極的な利用が、有用な機能性高分子
の設計において重要であるとの視点から研究を行っ
ている。

I received Grants-in-Aid for Scientific Research 
as a head investigator and also received the grants 
as a co-worker.  In this year, I was researching in 
"Deodorizing abilities of the fibers mordanted with 
dyes and copper salts," "GC studies in deodorization 
mechanism for the mordant fibers,""State analysis 
of the water in water-swollen membranes,""Solute 
specific swelling of polymer gels,"  etc.
  The interaction between polymers and small 
molecules is a main theme for all my researches 
carried out this year.  This interaction has an 
important meaning for designing useful functional 
polymers.

・葛西路子・仲西　正・小林泰子，直接染料と銅塩で媒染した綿布のエタンチオール消臭速度，繊維学会誌，
64(11), 340-343 (2008).

・小林泰子・仲西　正，反応染料と銅塩で媒染したメリヤス綿布の消臭性，日本学術振興会繊維・高分子機能
加工第 120 委員会年次報告，59，66 (2008).

含金属イオン繊維の消臭機構／高分子ゲルの溶質選択的膨潤／高分子膜の塩選択透過
Deodorization by the fibers containing metal ions ／ Solute specific swelling of polymer gels ／
Selective solute transport in polymer membranes
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　現在、高校生や大学生の皆さんも、いつかは社会に出られ仕事をして活躍されることになります。社会に出
る直前で大学や大学院で学ぶことにはどのような意味があるのでしょうか。私は「未知の問題を解決できる力」
を備えることではないかと考えています。大学では、ひとつの専門について深く学びます。大学院では専門的
な研究も自ら行います。大学や大学院で学んだ専門分野は、将来の仕事と直接に関係ないかもしれません。し
かし、私は、皆さんがどのような専門を選ばれても、「深く」学び、「深く」考えることが大切であると考えて
います。「深く」考えた人には、その人にしか見えなかったり気づかなかったりするものが見えるのです。そ
のような能力こそが、皆さんが活躍される将来のどのような分野や状況においても、必ず役に立つのです。私は、
講義室や研究室で、自分の専門を通して、学生の皆さんが「深い」見方ができるように指導したいといつも考
えています。

（学部）
物理化学英語Ⅱ、環境材料物性、機器分析演習、人
間環境・科学実験実習、人間環境・科学演習など
の授業を担当した。授業に際しては、わかりやす
く説明することを最大の目標とした。卒業論文指
導学生は 5 名で、卒業論文テーマは、消臭機能繊
維に関するものが 2 件、高分子ゲルの膨潤挙動に
関するものが 2 件、高分子膜中の水の状態に関す
るものが 1 件であった。卒業論文指導においては、
理系的研究法を理解させることと、言葉によって、
自分の考えをまとめ相手に伝える力を持たせるこ
とを主眼とした。

（大学院）
環境生活工学演習、生活材料物性特論を担当した。
指導した前期課程学生は 2 年生 4 名、1 年生 2 名
であった。博士前期課程学生の指導においては、研
究の背景と方向性を明確に理解し、自身の力で実
験を計画し遂行でき、得られた結果を合理的に説
明できる力を与えることを目標に指導を行った。

(Undergraduate)
 I offered the following courses in 2007:  "English 
for Physical Chemistry," "Materials Science for 
Human Life Environment," "Exercise in Equipment 
Analysis," "Laboratory for Human-Environmental 
Sciences," "Exercise in Human-Environmental 
Sciences," and so on.  I supervised the five students 
making their graduation theses.  The titles of the 
theses were "Deodorant properties of cotton fabrics 
dyed with reactive dyes and a copper salt," "Solute 
specific swelling of polymer gels," and "State 
analysis of water in membranes."  The chief aim of 
supervision for the students was to develop their 
faculties for scientific research and their ability for 
scientific presentation.

(Graduate School)
I had three courses in 2007:  "Exercise in Human 
Life Engineering for Environment," "Special Topics 
in Materials for Human Life," etc.  I supervised 
six master course students.  My objectives for 
supervision for the students were to give the 
abilities of searching and understanding scientific 
information from various sources, for example, 
the papers on journals, and to give the abilities 
of planning and accomplishing the studies by the 
students’ own capacities.

　消臭繊維については、におい物質の吸着や分解などの消臭機構の基礎的な点について調べると同時に、実用
的な観点からの開発的な研究を行いたい。高分子ゲルの研究については、環境対応などの観点から、天然高分
子ゲルへも拡張したい。特に、天然高分子ゲル固有の高い機能性にも注目したい。高分子と低分子の相互作用が、
機能発現にかかわる材料について研究を広げたい。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（2）件

これまでに、離散数学を利用して情報通信のセキュ
リティを高めるための研究を進め、暗号鍵更新方法
や電子署名強化方法や、乱数を用いて既存の暗号化
方法を強化し、文書の改ざん防止を行う暗号強化方
法、暗号用擬似乱数発生システムを特許出願してい
る。これらの離散数学を用いた情報セキュリティア
ルゴリズムは、現在使われているアルゴリズムより
も数学的に優れていることが証明でき、情報化社会
を支える重要なアルゴリズムとなることが期待でき
る。現在はこれらのアルゴリズムの性質の良さを定
量的に証明し、数学を知らない人でも簡単に使える
形にして提供することを目的とした研究を進めてい
る。2005 年度に eSTREAM 標準ストリームサイファ
の募集に応募し、この改良を進めている。

この他に、グラフの彩色アルゴリズムに関する研
究を行い研究集会等で発表した。この研究成果につ
いてはさらに研究を進めて論文発表を予定している。

また、誤り訂正符号系列の存在性についての研究
を進めている。

We propose two stream ciphers based on a non-
secure pseudorandom number generator (called the 
mother generator).

The mother generator is here chosen to be the 
Mersenne Twister (MT), a widely used 32-bit integer 
generator having 19937 bits of internal state and 
period $2^{19937}-1$.

One proposal is CryptMT, which computes the 
accumulative product of the output of MT, and 
use the most significant 8 bits as a secure random 
numbers. Its period is proved to be $2^{19937}-1$, 
and it is 1.5-2.0 times faster than the most optimized 
AES in counter-mode.

The other proposal, named Fubuki, is designed to 
be usable also as a block cipher.
It prepares nine different kinds of encryption 
functions (bijections from blocks to blocks), each of 
which takes a parameter. 

Fubuki encrypts a sequence of blocks (= a 
plain message) by applying these encryption 
functions iteratedly to each of the blocks. Both the 
combination of the functions and their parameters 
are pseudorandomly chosen by using its mother 
generator MT. The key and the initial value are 
passed to the initialization scheme of MT.

・Mariko Hagita, Makoto Matsumoto, Fumio Natsu, Yuki Ohtsuka, "Error Correcting Sequence and Projective 
De Bruijn Graph",
Graphs and Combinatorics, 24,185-194 (2008)

・Yuki Ohtsuka, Makoto Matsumoto, Mariko Hagita,
Projective de Bruijn sequences,
LNCS, 5203, 167-174(2008).

組み合わせ論／グラフ彩色／誤り訂正符号系列
Combinatorics ／ coloring ／ error correcting sequence
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

研究の場で活躍するためには十分な基礎学力を身につけることが必要です。高校の勉強はもちろんのこと、
大学に入学してからは授業で習うだけではなく、できるだけたくさんの専門書を読んで、幅広く学んでくださ
い。学術的に大切なものが何なのか、自分が面白いと思う分野、得意な分野が何なのか探して自分に合った専
門分野を見つけましょう。

研究室の学生は暗号の実装と評価、擬似乱数の乱数性の高さの評価方法の研究、グラフの彩色問題などを研
究テーマとして、離散数学と情報数学についての基礎知識を見につけ、積極的に研究を進めています。

この分野では学部生が研究発表を行うことはとても難しいのですが、なるべく扱いやすいテーマを選び早く
から発表の場に立ち、しっかり研究をしていることをアピールできるように誘導したいと思っています。

最先端の離散数学を用いて、情報セキュリティに必要な数学を研究します。理論から実用までを見通して研
究を行い、実際に高速に動くものをつくることが目的です。数学的には同一のオーダーの計算量を持つアルゴ
リズムでも、実装して実験してみると速度に大きな差があることも多くあります。本研究では、実際に計算機
実験を重ねることで先端的純粋数学理論のどの部分が実用に供せるかを探るという点で、旧来の研究形態を超
えた成果を狙っています。
数学的に質の良さを保証された情報セキュリティアルゴリズムを提供することで、情報化社会の発展に貢献で
きると期待しています。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（2）件

ミドリイシサンゴ幼生の着生変態を左右するバク
テリアを海底の基盤上から得るために、バクテリア
群集を混合状態のまま培養する新規手法を確立した。
着生変態誘導活性を有するバクテリア群集の培養を
高い効率で得ることができた。このバクテリア混合
培養は、植え継ぎと凍結保存が可能であることが実
証できた。さまざまな機能性バクテリア群集の培養
に応用範囲が広いと考えられる。

　Marine bacteria from underwater substrates 
were screened for the effectors on settlement 
and metamorphosis of larvae in the coral genus 
Acropora.  This year, novel mix-culture methods were 
tested to obtain bacterial communities that retain 
symbiotic relationships and the activity to induce 
metamorphosis/settlement of coral larvae.  Those 
active batches were able to keep through passages 
and cryopreservation.  This novel culture method 
may be applied to a variety of bacteria communities 
and functions.

・Hatta M., Matsushima K. Presumed natural hybrids between Acropora donei and Acropora tenuis. Galaxea, 
JCRS 10: 91 (2008)

・Matsushima K., Hatta M., Kiyomoto M. Molecular evidence supporting predation by emerging snails on 
hermatypic corals in temperate areas of Japan. Galaxea, JCRS 10: 43 (2008)

サンゴ／進化発生／生物多様性
Coral ／ EvoDevo ／ Biodiversity
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　地球は水の惑星で、その表面の約 7 割は海である。その中で、日本は約 6000 の島から成る島国であり、古
くから海の恵みに支えられた海洋国家であるはずである。では、あなたは海のことをどれだけ理解しています
か？　海を大切にしていますか？　海の生物を出発点として、持続可能な社会や環境の実現に貢献できるよう
な、人類の知的財産としての研究と、人材の育成を目標にしています。

　全学リベラルアーツ科目では、多様性生物学と海
洋環境学ダイビング実習を担当した。理学部生物学
科の専門科目では、進化生物学、発生遺伝学、内分
泌学、分子遺伝学実習、生物学実習 II を担当した。
　大学院では、博士後期課程 1 年 1 名の指導を行なっ
た。

I provided the following subjects:  “Biodiversity” 
and “Marine Environments and Diving” as liberal 
arts, and the following subjects as biology majors: 
“Evolutionary Biology” , “Developmental Genetics” , 
“Endocrinology” , “Molecular Genetics Laboratory” 
and “Basic Biology Laboratory II” .  
The doctor study and seminar were also held during 
the whole fiscal year for one student. 

サンゴの着生変態機構の解明を基盤として、種苗生産によるサンゴの増殖を実用化し、サンゴ礁域の環境修
復と保全へと発展させていきたい。
また、バクテリア群集を、共生状態を保持したまま混合培養する新規手法を開発した。様々な機能性バクテリ
ア群集の探索と物質生産への応用に着手したい。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（18）件／特許（1）件

1. メタボリックシンドロームの原因となる肥満と食物との関係を研究している。脂肪細胞を用いて、前駆脂肪
細胞から脂肪細胞への分化・成熟過程に、食品成分としてがどのような影響を与えるのかを検討している。
2．日本人が摂取する脂質は、その量だけでなく質、すなわち多価不飽和脂肪酸の割合やその n-6/n-3 比が重
要である。n-6 系と n-3 系の脂肪酸の個々の生理作用やその代謝について動物や細胞レベルでの検討を行って
おり、新たな生理作用の探索に DNA マイクロアレイやパスウェイ解析などの手法を加え、様々な観点から研
究を進めている。
3．レスベラトロールは近年、肥満抑制、寿命延長効果を持つことが分子レベルで明らかにされ、注目を集め
ているポリフェノールである。我々は、レスベラトロールのいくつかの誘導体を用いて、脂肪分化抑制作用や
マウスでの抗肥満作用を明らかにして、国際特許化に結びついた。

・The metabolism and distribution of docosapentaenoic acid (n-6) in livers and testis of growing rats.  Phyllis 
S Tam, Rumi Sawada, Cui Yan, Akiyo Matsumoto and Yoko Fujiwara. Biosci. Biotechnol. Biochem., (2008) 
72,2548-54

・A pilot study of evaluation of the antioxidative activity of resveratrol and its analogue in a 6-month feeding 
test in young adult mice. Atsuko Matsuoka, Yukio Kodama, Kiyoshi Fukuhara, Sachiko Honda, Mikiko, 
Hayashi, Kimie Sai, Miki Hasebe and Yoko Fujiw

・FGF-2 increases osteogenic and chondrogenic differentiation potentials of human mesenchymal stem cells 
by inactivation of TGF-β; signaling. Ito T, Sawada R, Fujiwara Y and Tsuchiya T. Cytotechnology (2008) 56, 
1-7.

・ニュートリゲノミクスより観た脂肪酸が生体に及ぼす影響の網羅的解析 - 飽和脂肪酸の再評価 -　藤原葉子　
オレオサイエンス（2008）8（10）427-446

・出願番号：PCT/JP2008/000741　発明者：藤原葉子、長谷部未来、福原潔、松岡厚子
発明の名称：スチルベン誘導体を有効成分とする脂肪細胞分化抑制剤
出願人：国立大学法人お茶の水女子大学　出願日：平成 20 年 3 月 26 日

栄養化学／脂質代謝／分子栄養学／食品成分／生活習慣病
nutrition biochemistry ／ lipid metabolism ／ molecular nutrition ／ food factor ／ life style related disease

 氏名： 藤原　葉子（FUJIWARA Yoko）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系　
 職名： 准教授
 学位： 学術博士（1993　お茶の水女子大学）
 専門分野： 栄養科学、脂質生化学
 E-mail： fujiwara.yoko@ocha.ac.jp
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　◆メッセージ

私たちは食品の身体に及ぼす影響を生化学的、分子生物学的手法で研究しています。食品には栄養学的な機能
だけでなく、食物としての「ひとが食べる」という視点が重要です。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（4）件

自然言語の法則（主に統語構造と意味）について、数理論理学的な理論の構築と、言語現象の観察・一般化
の、両極から研究しています。自然言語が不思議なのは、誰もが日常的に使いこなしているにも関わらず、誰
もそのシステムを明示的に説明することができない、という点であり、その解明には、人間が世界をどう観て
いるか、という哲学的問題も深く関係しています。

・Bekki, Daisuke, (to appear) "Monads and Meta-Lambda Calculus". In the post-conference volume of 
LENLS2008 in the series of lecture notes in computer science (Springer)

・Bekki, Daisuke, (2008) "Monads and Meta-Lambda Calculus". In Proceedings of the Fifth International 
Workshop on Logic and Engineering of Natural Language Semantics (LENLS2008) in Conjunction with the 
22nd Annual Conference of the Japanese Society for Arti

・戸次大介 , (2008) “日本語における前提概念の同定” . 日本言語学会第 135 回大会予稿集 , pp.366-371, 学習
院大学 .

・戸次大介 , (2008) “日本語用言の階層性と連接性：CCG による分析”. 言語処理学会第 14 回年次大会発表論文集 , 
pp.1132-1135, 東京大学

・戸次大介 , 川添愛 , 片岡喜代子 , 齊藤学 , (2008) “敬語の意味論” . 言語処理学会第 14 回年次大会発表論文集 , 
pp.681-684, 東京大学

数理言語学／理論言語学／計算言語学
Mathematical Linguistics ／ Theoretical Linguistics ／ Computational Linguistics

 氏名： 戸次　大介（BEKKI Daisuke）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系　
 職名： 准教授
 学位： 理学博士　（東京大学：博理第 3857 号）
 専門分野： 数理言語学 /Mathematical Linguistics
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

自然言語の理論構築（統語論としては、組合せ範疇文法などの語彙化文法、意味論としては、ラムダ計算、
動的論理、圏論などを用いる）を行うと同時に、母語データの言語学的扱い方、および理論・データ間の予測・
検証法について研究する。また、自然言語処理、プログラミング言語、言語哲学、認知科学等、隣接分野への
帰結・応用についても議論する。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（1）件

生物の体制は、細胞同士の接着及び、細胞と細胞
の周りにある不溶性成分である細胞外マトリックス
との接着により構成されている。研究目的として、
これらの接着が、細胞の増殖、分化、細胞死に及ぼ
す影響を明らかにすることをめざしている。特に、
神経細胞形成に対する影響を細胞外マトリックス、
ビトロネクチンや細胞間接着に関わるβ‐カテニン
の影響を解析している。2008 年度の前半、神経の
組織学的な研究を行うために、サバティカルを取り、
アメリカサンフランシスコにあるカリフォルニア大
学サンフランシスコ校に滞在し、Huang 博士のもと
中脳ドーパミン神経に対するβ‐カテニンの役割の
解析に関する研究を進めた。また、並行して、マウ
スの小脳顆粒前駆細胞運命決定における細胞接着分
子ビトロネクチンの役割解析を進めている。研究成
果として、中脳特異的にβ - カテニンを欠損させるこ
とにより、β - カテニンが神経形成に複数の段階にお
いて関わっていることを明らかにした。

　Organisms are constructed with adhesion between 
cells and between cell and extracellular matrix. 
Purpose of my study is to examine the effect of the 
adhesions on cell proliferation, cell differentiation, 
and cell apoptosis.  Especially I am analyzing the 
effect of one of extracellular matirx, vitronectin on 
neurogenesis of cerebellum.  In the first half of 2008, 
I had sabbatical leave in University of California, San 
Francisco, and I worked on the study of the role of 
beta-catenin in midbrain dopamine neuron in the 
laboratory of Dr. Huang.  On the other hand, I am 
running the following project, functional analysis 
of a extracellular matrix protein vitronectin on fate 
of mouse cerebellar granule cell precursors.  The 
result of study showed that the lack of beta-catenin 
in midbrain affected the neurogenesis of dopamine 
neuron in the various way.

・Misako Haraguchi, Tadashi Okubo, Yayoi Miyashita, Yasunori Miyamoto, Masao Hayashi, Tania N. Crotti, 
Kevin P. McHugh, Masayuki Ozawa “Snail regulates cell-matrix adhesion by regulation of the expression of 
integrins and basement membrane proteins.” J

細胞接着／神経細胞／ビトロネクチン／β‐カテニン／重力応答
cell adhesion ／ neuro cell ／ vitronectin ／ beta-catenin ／ gravity response

 氏名： 宮本　泰則（MIYAMOTO Yasunori）
 所属： 人間文化創成科学研究科自然・応用科学系　
 職名： 准教授
 学位： 理学博士（1989　筑波大学）
 専門分野： 分子細胞生物学（特に細胞接着分子の分子細胞生物学）
 URL： http://www13.plala.or.jp/miyamotolab/
 E-mail： moyamoto.yasunori@ocha.ac.jjp
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

最近の生物学では、ゲノムプロジェクトやプロテオームに代表されるように生体の構成要素を網羅的に解析
する技術が急速に普及し、生物学に大きな変化を与えています。しかしそれだけで、生物を理解できるのでしょ
うか？　生物は、それぞれ” かたち” を持っています、この” かたち” が、あるからこそ、生物として機能す
ることができます。この” かたち” に関わっているのが、細胞の周りにある細胞外マトリックスです。
　動物組織は、細胞同士の接着や、細胞外マトリックスと呼ばれる不溶性の 3 次元構造物との接着を介し、構
築されている。このようにして、組織そして生物の” かたち” をを構築しています。宮本研究室では、これら
の接着が、どのように 3 次元構造を作り上げ、細胞の増殖や分化などの現象に関わっているのかを分子レベル
で解明することを目指しています。少人数の研究室ではありますが、一人一人を大事にしながら、各々の研究
テーマと各自向かい合いながら研究に励んでいます。宮本研究室で研究をしてみたいという方は、大歓迎です。
お待ちしています。

　教育では、私が専門としている分野である分子細
胞生物学を生物学科の中で担当している。

2008 年度学部担当科目
学科必修科目「分子細胞情報学」

細胞外シグナルが標的分子までのシグナル伝達機
構に関して概説した。

「細胞生物学実習」
細胞外マトリックス分子に関する精製法、細胞接
着活性測定を含め、動物細胞への遺伝子導入及び
タンパク質発現などの実習を行った。

「生物学実習Ⅱ」物質分離Ⅱを担当
「特別研究」

1 名の学生を担当し、卒業研究発表会及び卒業論文
の指導を行った。

大学院担当科目
「動物分子細胞生物学」、「動物分子細胞生物学演
習」、修士論文指導・審査（1 名）

I deliver lectures about molecular cell biology, 
which is my major, for undergraduate and graduate 
students.

My allotted class in 2008 of undergraduate 
program.
“Molecular cell signal transduction” The outline of 
signal transductions from extracellular signal to the 
targeted molecule.
“Laboratory Course of Cell Biology” Experiments of 
purification of a extracellular matrix protein, assay of 
cell spreading, introduction of gene into animal cells, 
and expression of proteins in animal cells. 
“Research on Biology” I was in charge of one 
undergraduate  s tudent  and superv ised her 
graduation thesis.
My allotted class in 2008 of graduate program.
“Animal Molecular Cell Biology” , “Seminor: Animal 
Molecular Cell Biology” .
Supervision of one dissertation for master student.

　動物の組織、特に神経組織がどのような気候で形成されており、維持されているのかを、細胞外マトリック
スの持つ空間情報及び細胞間接着に着目して、解析を進めていく計画である。具体的な計画として、細胞外マ
トリックスのビトロネクチンが、小脳の顆粒細胞の神経形成にどのように関わるかの解析を中心に進めていく。
このことにより神経系におけるビトロネクチンの果たしている役割が明らかにされることが期待される。また
中脳のドーパミン神経形成における細胞間接着の及ぼす影響についても解析を進めていく計画である。これら
のテーマに関心のある方々との共同研究を進めていきたいと考えている。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（10）件

より良い食習慣の獲得を目指し、個人の食行動お
よび社会環境の整備の以下のような研究を現在行っ
ている。
1．食行動の変容に関する研究 ( 例：減量に関するセ
ルフ・エフィカシーの研究、ソーシャルサポートに
関する研究 )、2．栄養教育の効果の検討 ( 例：農業
体験活動の教育的効果の検討 )3．食品の安全教育に
関する研究 ( 例：食に関するリスクコミュニケーショ
ンの研究 )4．子どもの食行動の変容について保護者
を対象とした研究 ( 例：子どもの食欲と間食に関する
検討 )、5．子どもの食べ残しに関する研究

The knowledge and skills through “Nutrition 
Education” is essential for those who are interested 
in promoting good health.

Our role as the dietitians is to support people 
find their most preferable healthy diet and how they 
achieve them.
This laboratory conducts survey in schools, medical 
clinics, communities, and even the mass media.

・赤松利恵、永橋久文 : 行動変容段階モデルを用いた小学校における食に関する指導の実践事例 , 日本健康教育
学会誌 (2008)16(2)31-40

・松丸礼、大森美香、赤松利恵 :「食に関する不合理な信念」尺度の作成－ Irrational Eating Beliefs Scale(IEBS)
の信頼性と妥当性の検討－ , 栄養学雑誌 (2008)66(3)141-148

・赤松利恵、野村真利香、堀口逸子、田中久子、丸井英二 : 自治体等における栄養担当者の食の安全に関する
リスクコミュニケーションへの関与の現状と課題 , 日本衛生学雑誌 (2009)64(1)32-40

・谷口貴穂、赤松利恵 : 児童の食べ残しの行動に関わる要因の検討－「もったいない」と思う気持ちと野菜摂
取について , 日本健康教育学会誌 (2009)17(1)24-33

・竹田早耶香、赤松利恵、田中久子、堀口逸子、野村真利香、丸井英二 : 地域における栄養担当者の食の安全
に関するリスクコミュニケーション－双方向のリスクコミュニケーションの特徴について－ , 栄養学雑誌
(2009)67(1)1-7

健康教育／栄養教育／行動変容／健康心理学／公衆衛生学
health edccation ／ nutrition education ／ behavior change ／ health psychology ／ public health
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　行動科学を用い、より科学的な栄養教育の方法論の提案を目指し研究を進めている。特に、基礎的な研究 ( 栄
養教育に必要な尺度、理論の開発　等 ) を中心に、ライフステージ別の検討や、社会的環境との関連など、人
の食生活を多面的にとらえた研究をしていきたいと考えている。

食育基本法の制定後、栄養教育も注目されていますが、栄養教育の研究は社会のニーズに追いついていない
のが現状です。「食育をする」ことにつながる科学的な「食育の研究」をやっていきたいと思っています。
そのためには、栄養教育の基礎的な研究が必要です。人を対象とする研究は、限界も多いのですが、日本では
まだたくさんの栄養教育の研究課題が残されており、やりがいのある分野です。このような栄養教育学分野に
興味もたれた方と一緒に、お茶大から新しい栄養教育を発信していきたいと思っています。

2008 年度学部授業：
栄養教育論Ⅰ、栄養教育論Ⅱ、栄養カウンセリン
グ論、栄養カウンセリング論実習 ( 専門科目 )、食
物学概論 ( 共通科目 )、食物科学輪講 ( 専門科目 )

2008 年度大学院授業：栄養教育学特論

　Classes in Undergraduate school,2008: 
Nutrit ion education 1, Nutrit ion education 
2,Nutrition counseling,Practice in counseling for 
health education,  Seminar for food and nutrition 
science(special subjects),Introduction to Food 
Science

Classes in Graduate school,2008: 
Seminar Nutrition Education
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績

「建築設計」に関する理論、手法、教育について、
18、19 世紀西欧の建築を中心に研究をおこなってい
る。建築家が設計する際に描く様々な図面を分析し、
これらと実際に建てられた建築物や、出版された理
論等と比較することで、設計過程において空間を「描
く」行為の意味を分析している。こうした「建築設計」
についての研究成果を、教育に反映させると同時に、
実際の建築物の設計においても実践している。具体
的には、2008 年度には、パリのエクーフ通りのアパー
トの改修設計（2008 年 8 月竣工）、ならびにユビキ
タスコンピューティング実験住宅の設計（2009 年 3
月竣工）をおこなった。

Theories and design techniques on architecture 
in 18th and 19th centuries’ Europe are my current 
research themes. By comparing architectural theories 
and educational systems with concrete building 
works of these periods, I analyze the significance of 
“drawing” in the creation process of architecture.
At the same time, based on the result of these 
studies, I practice design skills in proper building 
construction. Last year, I designed an apartment  
in Paris. I also designed an ubiquitous- computing 
house which was completed in march 2009.

・エクーフ通りのアパートの改修、基本設計、実施設計、2008.08 竣工、Rue des Ecouffes, Paris.
・お茶の水女子大学ユビキタスコンピューティング実験住宅、基本設計、実施設計、2009.03 竣工、東京都文京区。
・Open Ocha House Seminar 2009　公開セミナー企画、運営、発表。

元岡展久 『ユビキタス コンピュータと住宅設計』Open Ocha House Seminar 2009，お茶の水女子大学、
2009.03.18.

・秋山信彦、福山弘、稲山正弘、小林研治、安藤直人、元岡展久『スギ 3 層パネルによるラーメン構造の接合
部に関する実験的研究』日本建築学会大会学術講演梗概集、2008, pp.367-368．

・福山弘、稲山正弘、秋山信彦、河野泰治、鍋野友哉、元岡展久『アクリル丸棒による構面のオフセット指示
接合部の耐力』第 12 回木質構造研究会技術発表会、技術報告集、2008. pp.89-92.

18 世紀フランス建築史／建築教育／近代住宅論／建築表現論／建築設計理論
History of Architecture in the 18th Century France ／ Education of Architecture ／ Modern Individual House 
Design ／ Representation of Architecture ／ Architectural Design Theory
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　元岡研究室は、建築や都市の空間のデザインを専門とする研究室です。美しい空間とはどういう空間なので
しょう。建築にあらわれた「かたち」は、どんな意味を持っているのでしょう。建築を設計する際に、何をど
のように考え、どのようにデザインしていくべきなのでしょう。過去の建築から現代の建築にいたるまで、様々
な作品を対象に実例を分析し、作品にある美の根拠を探っていきます。巨匠建築家の作品についても分析し、
具体的な作品にあらわれた「かたち」から、その設計の思想や設計の手法を考察していきます。こうした研究
の成果を、自らの建築やインテリアの設計へとつなげ、社会のなかで建築デザインを実践することを目指して
います。

学部教育：
建築分野の学問は多岐にわたる。したがって建築
に関する教育は、自らの研究分野のみならず、幅
広い分野での講義ならびに実習が必要となる。本
学科カリキュラムにおける「居住環境学」「建築物
理学」などの建築学関連授業では、幅広い領域を
カバーするよう、建築構造、計画、環境、意匠の
体系にそった講義をおこなった。「住居学概論」で
は、図面製図、住まい方調査などの実習を取り入
れた授業をおこなった。また、人間・環境科学実
験実習では、大手ゼネコンの技術研究所の協力の
もとに、構造材料実験の内容を整備した。

卒論指導：4 名の学生の卒業論文指導をおこなった。

UNDERGRADUATE EDUCATION
For architectural education includes a large field 
of studies, lectures and practices of a wide domain 
are necessary. In the class of “Introduction to 
Housing” , basic architectural and urban problems 
are lectured, including house design practices. In 
the other 3 lecture courses that I had in 2007, 
I concentrated mainly on the categories below: 
architectural structure, architectural planning, 
environmental engineering, and architectural 
design.

GRADUATION THESIS
Four students conducted their researches under 
my direction.

「建築設計」に関する理論、手法、教育についての研究は、いわば人々が建築をどのようにとらえ、何をも
とに設計していたかという点を明らかにすることである。
1）「建築の形態分析」では、建築家のデッサンや、実作品に現れた形態を調査比較し、建築家が空間を創造す

る際の思考や手法を解析する。
2）建築を専門にしない市民や子供たちを対象とした「住育」に関する国際比較調査から、「住育」教材開発を

試みる。
3）近代の都市小住宅空間についての研究をおこない、その研究成果から具体的な住宅設計を実践し、社会へ

の関わりを積極的に進める。
現在、共同研究を行っているテーマ、ならびに共同研究、受託研究が可能なテーマとして、主として以下の

ものがあげられる。
木造建築の構法開発（古材、間伐材を利用した住宅建設技術）ならびに、木造住宅の設計
子供の「住育」の国際比較、ならびに子供の環境教育用教材開発
ユビキタス・コンピュータを応用した住宅の提案と設計
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（1）件

反応・拡散・対流系に見られる動的現象に関心を
持ち、実験的に観測されるその複雑性の解析を進め
ている。2008 年度は、鉄 (III) イオンと鉄錯体 ( フェ
ロシアナイド ) の沈殿反応について研究を行った。一
方の反応溶液一滴を、他方の反応溶液に滴下し、反
応させた。それぞれの反応溶液には異なる濃度のグ
リセリンが含まれているために、直ちに混合するこ
とはなく、その界面が維持され、反応はその界面に
おいて起こった。さらに、ぞれぞれの溶液の密度が
異なるために、液滴には沈降した。その液滴が、反
応を伴いながら沈降して行く過程を動画像処理法で
解析をした。この現象は反応の進行と界面張力と界
面の形状変化が相互に関係する系の振る舞いとして
理解することができる。

　Being interested in dynamics of a reaction-
diffusion-convection system, the analysis of the 
complexity experimentally observed has been 
developed. In 2008 a study on a reaction of iron(III) 
ion with iron-complex(ferrocyanide) was made where 
a droplet of one solution was added into the other 
solution to run the reaction. Since the two solution 
contained glycerin of different concentration, 
respectively, they were not mixed quickly and the 
interface was kept for some time where the reaction 
run. Since, moreover, the densities of the two 
solutions were not equal, the droplet sank in the 
other solution. The process of the sinking droplet 
accompanying the running reaction was analyzed 
by an image processing method. The observed 
phenomena can be understood as a dynamical 
network of a reaction, an interface tension and an 
interface shape.

・Akiko Sasaki, Rika Kimura, Yoshihito Mori, Kazuhiro Honda, Magnetic-field-controlled chemical wave 
traveling under microgravity, Space Utilization Research 24, 194-195(2008)

非線形性／非平衡／反応性流体／自己触媒／化学振動
nonlinearity ／ nonequilibrium ／ reactive fluid ／ autocatalysis chemical oscillation
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　科学技術の発展が非常に早くまた情報取得が容易なこの時代において、その流れを知り、また情報に埋もれ
ないためには、やはり、幅広い興味とある特定の領域におけるきっちりとした基礎的な知識の獲得に併せて基
本的な問題とじっくりと向き合う機会を作ることがより重要になると思われる。

化学分析や物理分析においては機器の発展は著し
く、また分析対象も複数の要因から成る複雑な現象
への取り組みが求められている。その一つの課題と
して、画像処理法による時間的または空間的情報を
分析することが期待されており、これを複雑な現象
の解析に応用するためには、最新の知識も大切であ
るが、基礎的な知識の理解がさらに重要となる。こ
の基礎的な知識をうまくもちいるためには、実験に
おける基礎知識の応用の反復的な訓練や基礎知識や
技術の組み合わせは有効であろうと思われる。

　In the current issues light is put on highly 
developed analytical instruments in chemical and 
physical analysis and required is to examine complex 
phenomena coming from multi-factors as targets. 
One of needed researches is analysis of spatio-
temporal information by image processing methods 
and not only getting but also understanding basic 
knowledge is important to explain the complex 
phenomena. To use the basic knowledge well, it 
seems to be effective that repeated trainings of 
application of the basic knowledge is done and 
some kinds of basic knowledge and well-known 
technologies are cooperated in practices.

　通常は共同研究する機械の少ない分野の研究者とさまざま状況で十分に交流することにより、すでに十分に
知られていると思われている現象に関して、新たな側面からの取り組みや課題の発見に期待する。特に、産業
界では今、何が問題なのかを知ることは、それが産業界への応用にすぐに結びつかなくても、予期せぬ展望が
隠れているものと考える。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（8）件

野菜を中心とした食品機能性成分を化学的に明ら
かにするとともに、その生理作用機構なとを生化学
的アプローチにて解析を行った。2008 年度はアブラ
ナ科野菜を中心に研究を進めた。特にダイコンの加
工品への応用やベビーリーフに関する研究について
成果を蓄積できた。共同研究では香辛成分に関する
研究を継続して行った。
研究題目は以下の通りである。 
1. 食品機能性成分とその生理機能に関する研究 
2. アブラナ科野菜に関する加工及ひ機能性研究 
3. ミャンマー産食用植物の化学成分と機能性研究 
4. 野菜利用拡大を目指した基礎と応用研究 
5. 香辛成分と辛味受容体に関する共同研究 

( その他、共同研究等による研究題目は秘密保持の
ため公開を全て省略する )

Chemistry and Biochemistry of the bioactive 
compounds in food stuffs have been steadly 
investigated. In 2008, studies on the crusifer 
vegetables and baby leaves of vegetables were 
achieved well. 
Our research titles in 2008 were as follows: 
1 .  C h e m i s t r y  a n d  b i o a v a i l a b i l i t y  o f  f o o d 

phytochemicals. 
2. The crucifer vegatables:  constituents and 

functionality. 
3. Chemical and applied studies on the edible plants 

in Myanmar. 
4. Basic and applied studies on vegetables for 

expanding the Japanese consumption. 
5. Joint studies on the hot-taste compound in food 

stuffs.

・Shibata, T., Nakahara, H., Kita, N., Matsubara, Y., Han, C., Morimitsu, Y., Iwamoto, N., Kumagai, Y., Nishida, 
M., Kurose, H., Aoki, N., Ojika, M., and Uchida, K., "A food-derived synergist of NGF signaling: Identification 
of protein tyrosine phosphatas 1B as a key regulator of NGF receptor-initiated signal transduction” , J. 
Neurochem., 107(5), 1248-1260(2008). 

・Abe, M., Ozawa, Y., Morimitsu, Y., and Kubota, K., "Mioganal, a novel pungent principle in Myoga (Zingiber 
mioga roscoe) and a quantitative evaluation of its pungency", Biosci. Biotech. Biochem., 72(10), 2681-2686 
(2008).

・Isa, Y., Miyakawa, Y., Yanagisawa, M., Goto, T., Kang, M.-S., Kawada, T., Morimitsu, Y., Kubota, K., and Tsuda, 
T., "6-Shogaol and 6-gingerol, the pungent of ginger, inhibit TNF-α mediated downregulation of adiponectin 
expression via different mechanisms in 3T3-L1 adipocytes", Biochem. Biophys. Res Commun., 373(3), 429-
434 (2008).

・Kurobayashi, Y., Katsumi, Y., Fujita, A., Morimitsu, Y., Kubota, K., "Flavor enhancement of chicken broth from 
boiled celery constituents", Biosci. Boitech. Biochem., 56(2), 512-516 (2008).

・Morimitsu, Y. and Kubota, K., "Bioavailability of flavor as a very small amount of non-nutrient", Aroma 
Research, 9(1), 58-62, (2008).

食品機能性成分に関する研究／食用植物中の機能性含硫成分／野菜の消費拡大を目指した応用研究／
ミャンマー果菜類に関する研究／酸化ストレスに関する基礎研究
Studies on Food Phytochemicals ／ Organosulfur Compounds in Edible Plants ／ Applied Studies on the Crusifer 
Vegetables ／ Studies on Fruits and Vegetables Cultivated in Myanmar ／ Fundermental Studies on Oxidative Stress
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

1. 食のおいしさを第一義とし、食の健全性を重視した上での新たな機能性研究分野のさきがけ的研究を試みる 
( つまり、おいしくて健康というイメージ )。 

2. 日本の野菜消費拡大を目指した野菜のおいしさ、成分化学的、そして生理機能的研究の展開と、実用化へ向
けての応用研究 ( 地域農産物の振興や新食用素材の開発 )。 

3. ユニークな食品含硫成分の基盤的研究 
4. においの生理機能研究 
5. 酸化ストレスを介した生理機能性の二面性研究とその制御方法の開発 

　2008 年 3 月に、京都大学の村上明先生と「健康一年生」( 丸善出版 ) という拙本を共著で出版しました ( 是
非読んで下さい！）。 一般向けに書いた「食と健康」に関する情報 ( 食情報 ) の本です。TV 番組の捏造問題に
始まり、食品の偽装問題や農薬混入問題など、昨今「食の安全・安心」が話題になり続けていますね。また、
日本の食料自給率低下や農産物の価格高騰など諸問題がジワジワと食生活を苦しめ出しましたね。 
　まず、「食情報」の真偽について、自らの手で科学的な研究をして調べてみませんか？　食べものの機能性
研究は、身近な話題だけあって大変面白い世界なんですよー！ (^^) そして、正しい「食と健康」の在り方を一
緒に勉強し考えてみましょう。また、日本の農産物の生産と消費の将来を科学研究を通して元気づける方法を、
一緒に模索しませんか？　 
　とにかく、食品成分に関する研究を一生懸命にやってみたい人、また食べ物が大好きな人をお待ちしていまー
す。(^^)/ 

学部教育においては、「基礎有機化学」と「食品分
析化学実験という基盤科目から「食品機能論」や「卒
業研究」などの専門科目までを網羅し担当した。また、
大学院教育では、「食品機能・分析化学特論 ( 前期課
程 : 集中 )」と「食品分析化学 ( 前期課程 )」、「食品生
理機能学 ( 後期課程 )」を通し、一貫して食品の成分
と機能性に関する専門知識、最先端の研究内容など
を教え、食と健康科学の社会的必要性とその専門性
か要求されている現状を伝えた。

From the fundermental subject “Fundermental 
Organic  Chemistry”  to  the specia l  subjects 
“Investigation for Undergraduates” were taught to 
undergraduates. Through the subjects “Chemistry 
and Functionality for Food Factiors (master course)” 
and “Ideas of Food Functions (doctor corse)” , the 
special knowledges and advanced scieces of this 
research area, were taught to the graduated students 
consistently. And I commented to the students that 
the social necessity and requirement of high specialty 
for this research area of food factors were also very 
important.  At the experiment education, I taught 
and navigated the isolaton and identification of food 
factors from edible plants, and how evaluation for 
functionalities of food factors by using in vitro and in 
vivo methods. 

Also, I have administered the common equipment 
(MS) of this university for supporting all students  
experiments. 
On the other hand, I have gotten two special licences 
for the safety of all experimentations.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績

　Brown 運動は、熱の伝播をランダムな粒子の運動
として記述する確率モデルである。故に、曲がった
空間での Brown 運動の挙動はその空間の幾何学的性
質と深い相関を持つ。
　コンパクト Riemann 多様体上での Brown 運動の経
路の長時間漸近挙動を調べてきた。滑らかな曲線の
位相的な ( ホモロジー／ホモトピー的な ) 性質は、微
分 1- 形式の経路に沿った ( 反復 ) 積分から調べるこ
とができる。確率論的な対応物として Brown 運動の
経路に沿って微分1-形式を(反復)確率線積分を考え、
大偏差原理やその精密化などの極限定理を研究して
いる。
　また、曲がった空間上でのカップリングも研究し
ている。ここで、「カップリング」とは、相互作用を
持つ 2 粒子であって、個々は Brown 運動として振る
舞うものを指す。もし” 良い” 性質を持つカップリン
グが構成できれば、そこから空間の様々な解析的／
幾何学的性質を導くことができる。カップリング法
を用い、通常の微積分による解析の困難な特異空間
での解析的性質と幾何的性質の相関を研究している。

　Behavior of Brownian motion describes the 
propagation of heats and therefore its behavior on 
curved spaces is closely related to  the geometry of 
the underlying space. 
　I have studied long time asymptotic behavior of 
Brownian paths on a compact Riemannian manifold. 
When we consider smooth curves,  we can extract a 
topological (homological or homotopic) information 
of it from (iterated) line integrals of differential 
1-form along the curve. As an stochastic analogue of 
them, I am investigating limit  theorems for (iterated) 
stochastic line integrals, including the large deviation 
principle and its precision. 
　I have worked also on couplings on curved spaces. 
Here “coupling” means to consider two interacting 
particles each of which moves as Brownian motion. 
If we can construct a “good” coupling, several  
analytic / geometric properties of the underlying 
space follow from it.  By using coupling methods, I 
am investigating the connection between analytic 
properties and geometric properties on singular 
spaces on which usual differential calculus cannot 
work well.

・"Characterization of maximal Markovian couplings for diffusion processes"
( 国際研究集会 1st MSJ-SI symposium “Probabilistic approach to geometry” での研究発表 )

・"Characterization of maximal Markovian couplings for diffusion processes"
( 国際研究集会” German-Japanese symposium on stochastic analysis and applications” での研究発表 )

確率解析／大偏差原理／カップリング／リーマン多様体／距離空間
Stochastic Large deviation principlecoupling ／ Riemannian manifold ／ Metric space
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　学部配当として、関数論、関数論演習、数学演習
XV、基礎微分積分学，初等解析学
II の各講義を担当した。
　大学院配当として、確率解析特論および確率解析
演習の各講義を担当した。
　関連して、主にそれらの授業内容に関連した質問
をいくつか対応した。

　I gave lectures on Function theory, Exercises 
in function theory, Exercises in mathematics XV, 
Basic calculus and Elementary analysis II for 
undergraduate students.
　For graduate students, I gave lectures on Stochastic 
analysis and Exercises on stochastic analysis.
　We also gave some tutorial to students who asked 
me mathematical question(s), many of which are 
related to my lecture.

　最適輸送の言葉で定義された「曲率が下に有界」な測度つき距離空間上でカップリング法を適用し、それら
の空間での各種関数不等式と曲率条件との相関を解明する。
また、最適輸送に基づく曲率条件を自己相似集合等の多様体とは全く異なる熱の伝播現象を持つ空間へと一般
化し、各種関数不等式と曲率条件との相関を普遍的に統合する理論を確立したい。

　数学においては、公式をひたすら覚えそれらを組み合わせて事に当たるのではなく、問題の意味をよく考え
ながら勉強しましょう。
　計算の意味が分かっていれば、公式の覚え間違いなどで計算結果がおかしくなっても、常識で判断して間違
いを修正できることが、しばしばあります。
　物事を深く考える力を身につけることは、数学に限らず、一生の宝となります。
　もちろん、大学でより進んだ数学を学ぶ場合も然り、です。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆主要業績

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　ショウジョウバエ 12 種の味覚受容体遺伝子群の進
化学的解析

外界の化学刺激を受容する、味覚受容体と嗅覚受
容体は、非常に大きな遺伝子群を形成している。動
物の中でも、ショウジョウバエはこれらの遺伝子数
が各々約 60 個と少なく、また、各遺伝子間の配列の
違いが大いために、パラログとオーソログの区別が
しやすいという特徴がある。ショウジョウバエ 12 種
のゲノム情報（CAF-1）より、各味覚受容体遺伝子の
オーソログを得た。味覚受容体遺伝子の重複、消失、
染色体上の位置の変化、進化速度に着目し、嗅覚受
容体遺伝子群と比較しながらその進化の特徴につい
て考察した。

　Molecular evolution of Drosophila gastatory 
receptor gene family

The olfactory receptor (Or) and gustatory receptor 
(Gr) multigene families gives animals the ability to 
smell and taste various chemicals in the environment. 
We investigated the pattern of gene loss and gain, 
divergence, in the entire repertoire of 70 Gr receptor 
genes in 12 Drosophila species.  The extent of 
gain and loss differ substantially among genes and 
lineages. Extensive gene losses after gene gains were 
estimated in the lineages of melanogaster subgroup. 
Difference in the amount of dN and dS between Gr 
and Or genes suggest different selection regimes 
between the two gene families.

・A new test for detecting ongoing selection.  Genetica 2008 Jul;133(3):321-34.
・Tempo and mode of evolution of Drosophila gustatory receptor gene family.  SMBE 2008
・人類遺伝学用語事典 ( オーム社）2008　分担執筆

適応進化／嗅覚・味覚／多様性／ショウジョウバエ／ゲノム解析
adaptive evolution ／ olfaction・taste ／ polymorphism ／ Drosophila ／ genome analyses
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

1. 学部 :
生物学科必修科目の基礎遺伝学、生物学実習 I を
分担で担当。基礎遺伝学では集団遺伝学や量的形
質の遺伝学を取り上げた。選択科目の進化遺伝学、
基礎遺伝学実習、生物学演習を担当。進化遺伝学
では、講義の他、DNA やアミノ酸配列の進化の特
徴や、分子系統学的手法を学ぶコンピューター解
析の演習を行った。

　
2. 大学院 :

集団遺伝学、集団遺伝学特論では、Fundamentals 
of Molecular Evolution の輪読と最新の論文の講
読を行った。遺伝カウンセリングコースの特設集
団 遺 伝 学 で は、Genetics in Medicine (7th Ed) の
8,9,10,20 章の講読及び、関連分野の講義、論文紹
介を行った。分子進化学では、DNA やアミノ酸配
列解析の基本的手法について、講義と演習を行っ
た。その他、女性リーダー育成プログラムの「生
命情報学を使いこなせる女性人材の育成」、「雇用
環境モデルの構築（COSMOS)」、「統合データーベー
ス」、「FD」」、「LA」の事業に関わった。

1.Undergraduate course：
For “Basic Genetics” , I lectured on the basic issues 
on Population Genetics and Genetics bases of 
complex inheritance.  For “Evolutionary Genetics” I 
lectured the basic issues on Evolutionary Genetics, 
especially focusing on the phylogenetics approach 
of studying evolutionary genetics. Also, I used the 
computer class room to teach the basic issues on 
molecular evolution hands on.  Two laboratory 
courses were taught: “Biology lab. I” , “Basic 
Genetic lab.”    

2.Graduate course:
Recent research articles concerning each student’
s interest were discussed in 2 classes, “Population 
Genetics” and “Advanced course in Population 
Genetics” .  In “Population Genetics for Genetic 
Counseling” , we read Chapter 8,9,10,20 of 
Genetics in Medicine (7th Ed.) and discussed about 
the related topics through reading research papers.  

  
Other:

I also took part in the educational projects such as 
“Bioinformatics Program” ,” COSMOS project” , 
“Database project”, “Faculty development”, and “LA”.

　本研究室で予測した、ショウジョウバエ 11 種の味覚・嗅覚受容体遺伝子について発現パターンの違いを明
らかにする。それにより、嗅覚・味覚の化学受容体遺伝子群がどのような進化の力をうけ、タンパク質の発現
や機能にどのような変化を生じているのか、嗅覚・味覚の適応的進化がどのような原因によって、どのような
方向（たとえば、受容する匂い物質の種類を増やす方向や種類を減らし特異性や感受性を高める方向）に進化
しているのかなど、具体的に明らかにしていきたい。このようなモデル生物の研究は、昆虫のみならず、ヒト
を始めとする哺乳類の嗅覚・味覚系の適応進化についても新たな知見をもたらすことが期待される。共同研究
のテーマとしては、感覚系遺伝子とその発現量の多様性と進化及びミトコンドリアＤＮＡの遺伝様式と分子進
化等が挙げられる。

　いろいろな分野でますます生物学を学んだ人材が求められています。皆さんが、本学で学んだことを活かし、
21 世紀の担い手になることを願っています。一緒に学び、考え、疑問に対する答えを探っていく楽しみを共
有していきましょう
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（10）件

放射性同位元素を含む日用品を「放射性コンシュー
マプロダクト」と呼ぶ。その中で、放射線源が天然
放射性物質であるものを特に「NORM」（Naturally 
Occurring Radioactive Materials) と呼ぶ。この NORM
の存在が、一般人の被ばくに繋がるため、問題となっ
てきている。どこにどのような NORM が存在し、どの
程度の被ばくがあるのかを明らかにしてきている。

中性子放射化分析法を用い、基礎化粧品中に含ま
れる微量元素を分析した。2008 年度は、白金、金、
銀を含むと謳っている化粧品を分析した。中性子放
射化分析法は、極めて高感度な分析法であり、その
検出限界は充分に低かった。

プラスチックシンチレータを液体シンチレーショ
ンカウンターでの測定に用い、クエンチングによる
シフトのない核種同定可能なスペクトルの測定に成
功 し た。 こ の 結 果 は、International Conference on 
Advances in Liquid Scintillation Spectrometry(25-
30May 2008) において口頭発表した。また、どう内
容を、日本放射線安全管理学会において、安全管理
の視点から口頭発表した。

NORM is naturally occurring radioactive material 
found in consumer products. The existence of such 
consumer products in our environment raises the 
radiation exposure dose to users. This has become 
a world-wide issue. I have been studying about 
which consumer products are NORM, how much the 
NORM includes radioactive materials, and how much 
exposure when we use these NORM.

Trace elements included toiletries, such as face 
lotion, were analyzed by neutron activation method. 
In 2008, we measured toiletries which were claimed 
to add Pt, Au and Ag. These elements were analyzed 
with very high sensitivities.

Spectra of low-energy pure beta-nuclides could 
be identified by using plastic scintillator and liquid 
scintillation counter. Spectrum of each nuclide 
suggested the maximum energy at the end point.

・日本保健物理学会誌に論文「ホルミシス化粧品による被曝線量評価」を発表した。本論文は、学会誌編集委
員長による学会賞の推薦を受け、平成 21 年度学会賞 ( 論文賞）を受賞した。

・ 台 湾 に お い て 開 催 さ れ た “The 4th International Symposium on Radiation Education (ISRE08)” に お け
る ポ ス タ ー 発 表 “Presentation of NORM: problems of their being” は、Certification of Merit Stunning 
Prformance( 優秀ポスター賞）を受賞した。

・日本放射線安全管理学会第 7 回学術大会における口頭発表「プラスチックシンチレータを液シンに用い
た 14C と 35S の識別」とポスター発表「プラスチックシンチレータを液シンに用いた 14C,33P,35S 及び
137Cs の識別 ( Ⅱ）」が共に学会賞の候補となり、優秀ポスター賞を受賞した。

・Journal of Radioanalytical and Nuclear Chemistry （278（3）、553-557,2008） に “Neutron activation 
analysis of trace elements in Japanese hormesis cosmetics” に掲載された。本論文は、12th International 
Conference on Modern Trends in Activation Analysis(16-21September 2007) における口頭発表をまとめた
ものである。

・Radioactive Consumer Products の一部である NORM(Naturally Occurring Radioactive Materials) に関する意
見が朝日新聞に掲載され（H20,8,5 全国版朝刊、私の視点）、ラジオ生放送出演（2008.10.17J-WAVE JAM 
THE WORLD)、NPO 法人からの依頼による講演等を多数行い、NORM の存在への注意喚起をおこなった。

中性子放射化分析／即発ガンマ線分析／ NORM（ノルム）／放射性コンシューマプロダクト／被ばく線量評価
Neutron activation analysis ／ Prompt gamma ray activation analysis ／
Naturally Occurring Radioactive Material ／ Radioactive Consumer Products ／ Radiation exposure dose
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

リベラルアーツ（LA) 生命と環境 24 の中の「環境」を担当した。受講生各自が興味を持った環境問題につ
いて調べ、1 講義に 2 名の割合で、調査結果を発表し、デスカッションを行った。

放射線に関わる安全管理概論を 1 年生の実験系学生を対象に行った。講義では、放射線の基礎、メリット ( 利
用のされ方 )、デメリット（被ばく）と放射線事故例を紹介した。放射線測定器（サーベイメータ）とチェッ
キングソースを用いた簡易測定実習を行い、線源からの距離、遮蔽物の存在による放射線の減少、測定器の方
向依存性について学ぶとともに、サーベイメータの使用方法を習得した。

放射線業務従事者として登録した者への、新規教育訓練と再教育訓練を担当した。新規教育訓練では、6 時
間の法定教育プラス 0.5 時間の安全教育（放射線の人体に与える影響：0.5 時間、安全取扱：4 時間、放射線
障害防止法：1 時間、予防規程：0.5 時間、緊急時の対応：0.5 時間）を行った。1 時間の再教育訓練では、法
律に関わる事項を伝達した。

ライフサイエンス専攻の修士学生に対し、放射線の使用に係る講義及び実習を行った。非密封放射性同位元
素の取扱と測定器の詳細について説明後、実際に線源を探す、拭き取りを体験する、液体シンチレーションカ
ウンター、イメージングプレートの正しい使い方について実習を行った。

国内外の化粧品に含まれる微量成分を放射化分析し、安全性に問題が無いかを検証する。このため、原子力
開発機構における放射化分析の権利を確保してある。この研究は、武蔵工業大学、慈恵会医科大学との共同研
究である。

放射性コンシューマプロダクトに含まれる放射性同位元素の素となる鉱石試料の即発ガンマ線による分類を
試みているところである。本研究は、放射線医学総合研究所、慈恵医科大学との共同研究である。
放射性物質を含む日用品、特に天然放射性物質を含む NORM の存在が世界的な問題と成っている。2009 年度
には、IAEA のバックアップの基、中国において NORM 世界会議が開催される予定であり、これに参加を予定
している。この会議での方向性を見極めた後、国内における NORM 規制検討に係っていく予定である。

　放射線に関し、学ぶ機会が極端に少ないと思います。しかし、私たちの生活圏内には、放射性コンシューマ
プロダクトを始めとして、かなりの放射線源があります。実際、2008 年度には文京区における一般の人の被
ばくが報道されました。受験には関係ありませんが、生活に関係ないものではないことを知ってください。科
学的な表現で説明され、実は非科学的な物が身の回りにあふれています。こうした疑似科学に振り回されるこ
と無く、真に有効な生活に役立つ物を見極めることのできる科学的知識を身につけてほしいと思います。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（12）件

データベースシステム管理を外部委託した際、データベースに含まれるプライバシ情報を管理者に対しても
秘匿したままで検索を行う手法を提案し、クラウド環境における安全なデータベースシステムの開発を行って
いる．我々が提案している手法では値のみならずテーブルの属性情報をも秘匿するため、攻撃者の推測の余地
を与えない．また P2P アプリケーションにおいて検索目的が明確でないユーザに対して対話的に探索を行う
手法および効率の良いデータ分散法を提案し、実装を行っている．また、中上級の日本語学習者のためのオノ
マトペ用例辞典「オノマトペディア」を開発している．本システムはＷｅｂから自動的に用例を収集すること
で生きた文例を提示する．また感性語とオノマトペの関係の自動抽出や、オノマトペ学習に適した画像の自動
抽出法を提案している。

・渡辺知恵美 , 新井裕子 , 天笠俊之 : ブルームフィルタを用いたプライバシ保護検索における攻撃モデルとデー
タ撹乱法の一検討 , 日本データベース学会論文誌 , Vol.8, No.1 (to appear)
・Watanabe C. and Arai Y.: Privacy-Preserving Queries for a DAS model　using Two-Phase Encrypted 
Bloomfilter, Proc. of International　Conference on Database Systems for Advanced Applications, pp.491-495 
(2009)
・Yusuf Mukarramah, Chisato Asaga, Chiemi Watanabe: Onomatopeta!: Developing a Japanese Onomatopoeia 
Learning-Support System Utilizing Native Speakers Cooperation, Web Intelligence/IAT Workshops, pp.173-
177(2008)]
・Chisato Asaga, Yusuf Mukarramah, Chiemi Watanabe: ONOMATOPEDIA: Onomatopoeia Online Example 
Dictionary System Extracted from Data on the Web. APWeb 2008, pp.601-612 (2008)
・新井裕子 , 渡辺知恵美 : DAS モデルにおけるプライバシー保護に考慮した範囲検索法 , 日本データベース学会
論文誌 , Vol.7, No.1, pp7-12 (2008)

データベース／ Web 情報抽出／プライバシ保護検索／ P2P ／画像検索
Database ／ Information Extraction from the Web ／ Privacy Preserving Query ／ P2P ／ Image Retrieval
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆研究計画

システムプログラミング実習（2 年前期）と，データベース設計論（3 年前期），データベースシステム（3
年後期）の講義を担当している．各演習・講義ではできるだけ具体的および実践的に学習できるよう，演習や
小テストなどを交えた講義を行っている．また 2008 年度は博士前期の学生 4 名，学部 4 年生 4 名の研究指導
を担当し，データベースの先端的な諸技術を指導するとともに、定期的に対外発表を行わせ、着実に研究を遂
行するよう指導している。

　現在私が取り組んでいる主な研究は (1) アウトソーシングデータベースにおけるプライバシ保護検索 (2)
Web を利用した情報抽出 (3) 広域分散環境における対話的問合せです。(1) は今後クラウド環境が普及するに
あたり必要不可欠な技術となります。今後は検索性能と安全性保障を考慮したシステムの開発を行います。(2)
は現在日本語学習者のためのオノマトペ辞典を作っていますが、教育に限らずオノマトペコーパスの多方面で
の利用を模索しています。(3) は P2P での検索手法の可能性を広げるものとして実用的な性能を出せるよう試
行錯誤しています。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

生体高分子は生命活動にとって重要な物質であり、生体内ではで水和した状態で存在することから、構造や
機能の発現において、生体高分子のまわりの水和水の役割が非常に重要であると考えられる。この水和水の構
造や役割を解明するため、トレハロースの乾燥・凍結耐性の向上作用が、他の糖に比べて高いことに注目し、
トレハロースの耐性向上作用を水和の面から考えるため、誘電緩和と NMR による糖水溶液の測定を行ってい
る。
　その結果、トレハロース水溶液の誘電緩和強度が、他の糖に比べて大きいことが示され、トレハロースと水
が作る構造が、他の糖と異なることがわかってきた。また、NMR による温度依存性の測定でも、T2 緩和時間
の振る舞いに他の糖との違いが観測されている。現在、OH プロトンの交換速度の T2 緩和時間に対するシミュ
レーション、および、CPMG 法を用いて OH プロトンの交換速度の測定を行い、トレハロースの乾燥・凍結耐
性向上作用の特殊性を検討している。

結合水／水の構造／生体高分子／誘電緩和／ＮＭＲ
Bound Water ／ Water Structure ／ Biopolymer ／ Dielectric Relaxation ／ＮＭＲ
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆研究計画

＠物理学実験
担当テーマ：プランク定数，誘電体
プランク定数

ミリカンが実験により検証した方法を用いて、プランク定数を測定する。また、グレーティングを用いた分
光について解説する。

誘電体
複素誘電率の測定法に関して解説する。また、チタン酸バリウムの誘電率の温度変化を、相転移温度を含む
温度で測定し、相転移の様子を観測する。

＠物理学基礎実験
 力学，ボルダの振り子，減衰振動，熱電対の 4 つのテーマを担当

生体において水和水は非常に重要で、その役割としては、生体高分子の三次元構造を決定する要因の一つで
あり、それにともなう生体高分子の機能の発現、凍結・乾燥などの外的な刺激からの保護などがあげられる。
生体における生体高分子の機能の発現メカニズムを知るためには、生体高分子レベルの立体構造、それらの複
合体の分子認識など、水和水と生体高分子や組織との相互作用を考えていくことが、生命現象を考える上で、
非常に重要であることを示している。

また、トレハロースなどの凍結・乾燥耐性を向上させる物質と水和水の相互作用を調べることは、食品や組
織などを長期間、安定して保存することを考えたとき、非常に重要である。

これらのことをふまえ、現在までのところ、共同研究として、
・イースト菌の水和に対するトレハロースの影響 ( 水和水に対するトレハロース濃度，乾燥，凍結の影響 )
・ＮＭＲによる糖水溶液の測定
を、行っている。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

1．化石骨の年代測定学・年代判定学：化石骨試料に
含有される少量・微量元素を調べることにより、そ
れらの年代測定または間接的な相対年代判定を行う。
2．ジャワ原人の編年および変遷史：インドネシアの
ジャワ原人に関する遺跡の地質学的調査を行い、各
種試料の年代分析をすることにより、化石骨の編年
を行う。またそれにより、人類進化の様相を考察する。
3．日本の旧石器時代の人類の編年および変遷史：日
本の旧石器時代の人類とされる化石骨について、年
代測定または年代判定を行い、それらの編年を行う
ことにより、日本列島の人類の由来について考察す
る。
4．放射性炭素年代測定における分析試料の前処理：
化石骨試料の化学的処理について再検討し、高精度
な分析を目指す。

1．Dating of fossil bones；Measure contents of 
minor or trace elements contained in fossil bones to 
determine the absolute age or discriminate the fossil 
bearing layers.
2．Chronology and palaeoanthropology of the 
Indonesian fossil hominids；Examine the history of 
the Java man by geological survey of the site and 
chronological analyses of several kinds of specimen.
3．Chronology and palaeoanthropology of the 
Japanese Palaeolithic hominids；Determine the age 
of the Japanese “Palaeolithic” hominids by absolute 
or relative dating to examine the origin of hominids 
of the Japanese archipelago.
4．Improvement of the pretreatment of fossil bone 
samples for carbon 14 dating；Aim for much higher 
accuracy of dating.

人類進化／自然人類学／年代測定／化石骨／ジャワ原人
Human evolution ／ Physical anthropology ／ Dating ／ Fossil bone ／ The Java man
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

人間の形態を見る目と表現する方法を修得する目的で、「人体計測学演習」を担当する。具体的には人体寸
法計測ができるようになり、計測した人体寸法データの処理ができるようになることを目標とした演習である。
解剖学的特徴点の同定のしかた、それを理解するために必用な基礎的な解剖学の知識、被験者に対する配慮の
しかた、マルチン式人体計測器の取り扱い方、計測結果の取り扱い方、計測誤差の評価のしかたについて演習
する。計測者として被験者への接し方、補助者としてやるべきことについても教育する。

　ジャワ原人関連の資料について年代分析を進めることにより、アジアに留まらず、人類進化の様相が明確に
なっていく。また、特に日本の資料については、従来よりも精度の高い分析が可能になってきたことにより、
試料の処理方法がより重要になっていることから、当研究室で進めている前処理法の研究がさらに重要視され
つつある。より精密な年代分析を必要とする資料を取り扱っている研究者と共同研究ができれば、当研究室で
の成果が生かせると考える。

　自然界において「ヒト」という生物はどのように形成されてきたのか、そしてどのような特性を持つに至っ
たか、など、科学的に考えてみたい方々に興味深い研究分野です。自分自身がどのような生物であるか、理解
を深めてみませんか。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆主要業績

　◆研究内容　／　Research Pursuits

シュレディンガー方程式の経路積分の表現：
シュレディンガー方程式を作用素空間でのファイ
ンマンの経路積分により数学的に意味を持つ様に
する。ファインマンの経路積分は直感的な定義に
より物理の世界では市民権を得ているが数学の立
場から見ると厳密な定義が与えられていない。積
分を定義する為の一次元の測度が存在しないため
である。空間を激しく振動していることを考慮し
て無限次元空間（作要素空間）での” ベクトル測度”
を定義する事によりファインマンタイプの経路積
分を定義する。

ディラック方程式の経路積分の表現：
シュレディンガー方程式を作用素空間でのファイ
ンマンの経路積分により数学的に意味を持つ様に
する。ファインマンの経路積分は直感的な定義に
より物理の世界では市民権を得ているが数学の立
場から見ると厳密な定義が与えられていない。積
分を定義する為の一次元の測度が存在しないため
である空間を激しく振動していることを考慮して
無限次元空間（作要素空間）での” ベクトル測度”
を定義する事によりファインマンタイプの経路積
分を定義する。

Heuristic Feynman path integrals have  played 
a remarkable role in various aspects of quantum 
physics.

But rigorous mathematical treatment of this 
integral is not enough.

It is well known that Feynman path integrals 
for Schroedinger equations are not represented by 
scalar-valued measure.

We shall  define a kind of operator-valued 
integration and define the path integrals 

Our class of potentials is wide enough:the real 
mesurable potential  should be locally essentially 
bounded except a closed set of measure zero 

The idea of Feynman’ s integral is a topic of great 
interest in mathematics and physics.

But rigorous mathematical treatment of this 
integral is not enough.

We shall  define a kind of operator-valued 
integration and define the path integrals  Reducing 
matrix-valued functions to scalar functions, we 
prove path integrals for Dirac equations are 
represented by an $L(L^2,L^2)$-valued measure.

・MR2319608 (2008b:34109) Xue, Xing Mei Existence of semilinear differential equations with nonlocal 
initial conditions. Acta Math. Sin. (Engl. Ser.) 23 (2007), no. 6, 983--988. (Reviewer: Kiyoko Furuya)
・MR2353575 (2008h:34130) Balachandran, K.; Ravi Kumar, R. Nonlocal Cauchy problem for abstract 
functional integrodifferential equations. Differential equations and applications. Vol. 5, 7--16, Nova Sci. Publ., 
New York, 2007. (Reviewer: Kiyoko Furuya)
・Feynman path integrals as a kind of Lebesgue-Stieltjes integrals for Schrodinger equations., International 
Conference on Free Boundary Problems in Chiba 2007 Nonlinear Phenomena with Energy Dissipation: 
---Mathematical Analysis, Modelling and Simulation-

シュレディンガー方程式の経路積分の表現／ディラック方程式の経路積分の表現／
非放物型方程式を適切にする空間の研究
Feynman path integrals for Schroedinger equations ／ Feynman path integrals for Dirac equations ／
Well-posed space of nonlinear parabolic equations
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

10 年後、どんな状態でいたいのかを思い浮べながら自分の頭で考え判断し計画を立て実行に移してくださ
い。

今　人気がある、高収入につながる　他人に勧められたといった理由では　大変なときに　頑張りが効きま
せん。
辛い時には　苦労したことは　無駄にはならない。何らかの形で身に付くということを　忘れないでください。

( 学　部 ) 数学演習Ⅴ　
関数解析の演習を行う

( 学　部 ) 関数解析
関数解析は無限次元空間における　作用素解析で
ある。ヒルベルトの積分方程式の研究に始まり、
20 世紀始めその重要性が認識され、ノイマンによ
る量子力学の基礎付けに応用されて急速に発展し
た。この講義では関数解析の基礎的なことを学ぶ

( 学　部 ) 偏微分方程式　
偏微分方程式の入門的な講義を行う。主に 1 階偏
微分方程式と 2 階の定数係数線形偏微分方程式を
取り上げる。波動方程式、ポテンシャル方程式、熱
方程式などを扱い、必要な基礎概念を学ぶ

（学部）微分方程式論：
常微分方程式の解法と基礎的な理論について講義
する

（大学院）数学基礎演習
( 大学院）理学総論

A seminar on functional analysis
Functional Analysis
Partial differential equations
Ordinaly differential equations
A fundamental seminar of mathemathics

方程式の解が存在する より応用範囲の広い関数空間を構成する。
　量子力学など物理学の分野で重要な方程式を測度論的に記述し数学的基礎付けをする。
　( 物理学で使われているファインマンの経路積分は未だ数学理論が定まっていない。)
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（2）件

Let p be an odd prime number. Let Z_p denote the ring of p-adic integers, and B the Z_p-extension over the 
rational nummber field.

We proved the following theorems.
Theorem 1. Let l be a prime number which is a primitive root modulo p^2. If p=11 or p=13, then the l-class 

group of B is trivial.
Theorem 2. For any prime p<14, the 2-class group of B in the narrow sense is trivial.

・The narrow class groups of some Z_p-extensions over the rationals, Acta Arithmetica 135 (2008), 159-180

岩澤理論／類数
Iwasawa Theory ／ class number
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

「数学」というと皆さんはどういうものを想像されるでしょうか？　数学科を受験しようと思っている人は、
受験勉強の中で問題を解きながら「あっ！そうか、わかった！」と思い、それがとても快かったことはありま
せんか。この気持ちは、数学を続けていく上でとても大切だと思います。問題が難しければ難しいほど、解け
たときの喜びは大きいのではないでしょうか？　

私は、継続して努力を続けるための原動力の一つであり、努力の報賞の一つであるのが「あっ！そうか、わ
かった！」の快感であると思っています。

ところで、より難しい問題を解くためには、それなりの知識や技術、さらに、努力が必要となるでしょう。
私は大学の教育を通して、皆さんが将来、より難しい問題（数学に限ったことではありません！）を解決しよ
うとするときに役に立つかもしれない知識や技術を身につけて、さらに、自分でそれらを解決するための努力
をする力を身につけて頂きたいと思っています。

学部生向け
1．初等代数学：代数学の初歩
2．線形代数学 III：ジョルダンの標準形を中心とした話題。
3．代数学 III、数学演習 III：群、環、体に関する話題。

大学院生むけ
1．代数構造特論：有限体に関する話題。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績

1）ラジカル付加反応を利用した立体選択的合成法の
開発
立体選択的反応の成功例の少ない、ラジカル付加
反応の立体選択的合成法の開発を目指している。
これまでに、ルイス酸による 7 員環キレーション
を利用したジアステレオ選択的な反応、α－メ
チレンラクタムへのジアステレオ選択的ラジカル
付加反応に関する研究を行っている。さらに、そ
の不斉触媒化を目指す。

2）含フッ素化合物の合成法の開発
医薬品や機能性材料として欠かすことのできない
含フッ素化合物の合成法の開発を目指す。
これまでに、電子不足オレフィンとヨウ化ペルフ
ルオロアルキルとの光付加反応、およびその方法
を用いた含フッ素アミノ酸の合成に成功してい
る。さらなる含フッ素化合物の合成法の開発、お
よび得られた含フッ素アミノ酸をケミカルバイオ
ロジー的に応用していく。

1) Chelation-controlled 1,3-asymmetric inductive 
radical addition.
I have reported the highly syn-selective radical 
mediated reaction of alpha-methylene-gamma-
oxycarboxylicacid esters with alkyl iodides in the 
presence of a Lewis acid. And a series of studies 
involving allylation with allyltributyltin and 
remote substituent effects was also conducted. I 
plan to investigate the possibility of asymmetric 
catalytic radical addition reactions. 

2) Development of new synthetic methods for 
organofluorine compounds based on the radical 
addition.
Organofluorine compounds possess unique 
chemical  react ivity and unusual  physical 
properties and are commonly employed in 
medicinal chemistry and material science. I have 
already reported the reactions of acrylic acid 
derivatives with perfluoroalkyl iodides under UV 
irradiation and have synthesized chiral fluorinated 
a-amino acids. 
Based on my results, I will extend my research to 
fluorinated peptides/proteins and the  synthesis 
of new fluorinated compounds.

・2009, 50,
Highly cis- and trans- Selective Alkyl Radical Addition to α-Methylene-γ-phenyl- γ-butyrolactams
Yajima, Tomoko; Hamano, Masako; Nagano, Hajime;, Tetrahedron Letters, 2008, 50, 1301-1302

・アミノ酸誘導体の製造方法
Yajima, Tomoko; Tonoi, Takayuki; Nagano, Hajime; Mikami, Koichi
特願 2008-290701

有機化学／含フッ素有機化合物／ラジカル反応
Organic Chemistry ／ Organofluorine Compounds ／ Radical Reaction
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆研究計画

授業としては化学科 1 年生を対象とする化学実験の基礎についての基本化学実験、および 2 年生を対象と
する有機化学実験を担当した。また、全学の安全管理概論の一部を担当し、本学における安全管理体制、危険
な化合物の取り扱いについての講義を行った。

1）ラジカル付加反応を利用した立体選択的合成法の開発
これまでに得られた、ルイス酸を用いたジアステレオ選択的なラジカル墓反応に関する知見を基に、ラジ
カル付加反応の不斉触媒化について検討を行う。

2）含フッ素化合物の合成法の開発
開発した電子不足オレフィンへのヨウ化ペルフルオロアルキルの光付加反応を基盤として更なる含フッ素
化合物の合成法を開発する。また、この手法を用いて、含フッ素アミノ酸、ペプチドを合成し、その展開
を図る。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（1）件

　前所属先である生活科学部生活環境学科生活工学
講座においては、地球環境の悪化に伴って生じた様々
な問題のなかで紫外線の影響で増加してきた皮膚障
害の予防に関するテーマで研究を行ってきた。
　なかでも皮膚障害を予防する目的で開発された
様々な紫外線遮蔽加工製品の効果について、生化学
的手法による評価法の開発を進めてきた。
　平成 18 年度から同学部食物栄養学科の所属とな
り、食品機能性成分と腫瘍抑制に関する研究を企画
した。日常の食生活で摂取している食品の中で、抗
変異原性や腫瘍抑制作用が報告されている食品機能
性成分について、血管新生に及ぼす影響を検討する。
血管新生はがんの増大や転移の主要な原因となり、
がん治療の大きな障害となっているため、ラット肝
臓の血管内皮培養細胞を用いて血管新生を抑制する
効果をもつ食品機能性成分を探索する。

　My research topic is the suppressive effect of 
bioactive food components on angiogenesis.

・生活環境論（第 9 章　健康と病気の予防）光生館　2008 年 4 月

食品機能性成分／腫瘍抑制因子／血管新生／血管内皮増殖因子（VEGF）／ VEGF レセプターファミリー
bioactive food components ／ tumor-suppressor gene ／ angiogenesis ／
vascular endothelial growth factor(VEGF) ／ VEGF receptor(VEGFR) family
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆研究計画

　◆メッセージ

　最近、食品関連分野の企業や大学及び短期大学の食物学科の教員募集要項に「管理栄養士の資格を持つ者」
と明記されている場合が多く見受けられます。
　本学科は関東圏の国立大学法人として初めて管理栄養士養成機関として認可された学科です。本学科で学び、
管理栄養士国家試験に合格し、卒業後は社会の幅広い分野で、その資格を生かして活躍されることを期待して
います。また、管理栄養士資格を取得したうえで、大学院に進学してさらに高い研究能力を身につけ、企業や
研究所の研究員あるいは大学や短期大学の教員など、専門性の高い分野でも指導的役割を担って大いに活躍さ
れることを期待しています。

学部の教育については、前期は食物栄養学科 3 年
生を対象とした「食品製造・保存学実験」、「食品化
学実験」、「食品微生物学実験」（いずれも受講生 39 名）
の実験準備ならびに指導補助を行い、提出レポート
の添削を分担した。後期は同学科 2 年生を対象とし
た「分析化学実験」（受講生 39 名）の実験準備なら
びに指導補助を行った。管理栄養士国家試験の模擬
試験実施（4 年生は年 2 回、3 年生は年 1 回）に当たっ
て必要な諸業務を行った。 所属研究室に在籍する 4
年生（2 名）に対しては、「食物栄養学輪講」での文
献紹介、研究報告についてのディスカッションを通
して、卒業論文の指導補助を行った。
　大学院の教育については、所属する研究室に在籍
する大学院生（博士前期課程 8 名）に対して、「食品
加工所蔵学演習」や読書会での文献紹介、研究報告
についてのディスカッションを通して修士論文の指
導補助を行った。また、卒業論文発表会、修士論文
審査会の準備を行い、これに出席し意見交換を行っ
た。

I instructed undergraduate in Food Processing and 
Preservation Laboratory, Food Chemistry Laboratory, 
Food Microbiology Laboratory and Analytical 
Chemistry Laboratory as research associate.

　がんの増大や転移の主要な原因である、血管新生を抑制する食品機能性成分を探索し、その作用機構を分子
生物学的に解析したいと考えている。
　がんのみならず、生活習慣病の予防に効果のある食品機能性成分に関するテーマで共同研究ができればと考
えている。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

水素原子に 7 価塩素イオンを衝突させたときの、1
電子捕獲現象について理論的に調べた。分子軌道展
開による緊密結合法を用い、量子論として取り扱っ
た。系の主量子数 n=5, 6 を考慮にいれ、衝突エネル
ギーが 10^{-4}eV/u ～ 1keV/u の範囲に着目した。
電子捕獲断面積および反応速度定数を求めた。

　An investigation of charge transfer in collision of 
ground-state Cl^{7+} with H has been conducted, 
based on a fully quantum-mechanical molecular-
orbital close coupling approach. The charge-transfer 
process with n=5 and 6 is taken into account for 
collision energies between 10^{-4} eV/u and 1 keV/
u. Electron capture cross sections and state selective 
rate coefficients are calculatied.

原子・分子／イオン・原子衝突問題／可視化
atom-molecular ／ ion-atom collision problem ／ visualization

 氏名： 渡部　亜矢子（WATANABE Ayako）
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

お茶大は少人数クラスがモットーの大学です。先生方との距離がとっても近い、アットホームな環境があり
ます。自分の興味がもてるものを見つけ、それを探求することに、みんなが手を貸してくれますよ。

また、お手本とすべきたくさんの卒業生（もちろん女性の先輩）がいます。将来の姿を思い描くときに、きっ
と参考になります。
とっても貴重な４年間をお茶大でいっしょに過ごしましょう。

情報基盤センターで運用している全学向け教育用計算機の保守を担当。

イオン・原子衝突問題は、その応用分野として核融合研究、放射線医療などがあり、種々の系でのデータが
求められている。Ni, Fe などの重原子、C などは、その系の複雑さゆえ衝突断面積等のデータが少ないため、
これらを含む多くの系のデータベース作成を目指す。
　また、衝突時における各粒子の振る舞いについては、詳細な解析がされていないことから、可視化手法を用
いることにより、衝突時間依存性などを動的過程に着目した研究を行う。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（3）件

外部の刺激に応じて可逆的な色変化を示す遷移
金属錯体について研究している。ジアミンとハロ
ゲン化物イオンを配位子にもつニッケル単核錯体 
[Ni(tmen)X2](X=Cl、 Br) は空気中の二酸化炭素を吸収
し、炭酸イオンリガンドとして取り込み、自己集合
により、バスケット型の構造をもつ六核のニッケル
クラスター（図 1）を生成する。炭酸イオン全体とし
ては 3 個の異なるニッケルイオンを架橋しているが、
各ドナー酸素原子は単座配位である。ここで、対イ
オンをハロゲン化物から過塩素酸イオンに換えると、
炭酸イオンから生じたリガンドはこんどは 2 個の
ニッケルイオンを架橋し、ニッケルの複核錯体（図 2）
を生成する。この場合、ドナー酸素原子は単座配位
と 2 座配位の両方の形をとる。対イオンは多核錯体
の電荷のバランスをとっているだけでなく、錯体の
生成機構に大きく関与していることが示唆される。

　Main research interests are on the  transition 
metal complexes having chromotropic behaviors 
in response to the external stimuli. Mononuclear 
Ni complexes having diamine and halide ligands, 
[Ni(tmen)X2](X=Cl, Br), absorb CO2 in air and form 
novel hexanuclear nickel clusters having tridentate 
carbonate bridges (Fig.1).  Here the cluster has a 
basket like structure and each donor oxygen atom 
has monodentate configuration.  By replacing the 
halide anion with a  perchlorate ion, we obtained a 
dinuclear nickel complex where the carbonate anion 
binds to 2 nickel ions through 2 monodentate oxygen 
atoms and 1 bidentate oxygen donor atom (Fig. 2). It 
is suggested that the counter anion not only works to 
balance the charges, but also has a crucial role in the 
complex formation.

・"Crystal structure of dodecaaqua-tetra-µ3-carbonato-hexa(N,N,N',N'-tetramethylethylene- diamine)
hexanickel(II) hemiheptabromide hemihydroxide, [{Ni2(C6H16N2)2(H2O)4(CO3)1.33}3][Br]3.5[OH]0.5 "
Keiko Miyamoto, Ernst Horn, and Yutaka Fukuda,. Z. Kristallogr. NCS 223, 523 - 528 (2008).

・"Crystal Structure of Bis[N-{dimethylamino)ethyl}-N,N',N'  - trimethy-1,2-ethanediamine-N, N', N"]
[µ-{ethanedioato(2-)-O, O"' :O', O" }] dicopper diperchlorate,[Cu(pmdt)(C2O4)0.5]2 2(ClO4)"
Shirase Hitoshi, Keiko Miyamoto, Ernst Horn, and Yutaka Fukuda,. Z. Kristallogr. NCS 224, 129 - 130 (2009).

・"Crystal structure of µ-Carbonato-bis[diaqua(N,N,N',N' -tetramethylethylenediamine)nickel(II)] 
perchlorate:[Ni(C6H16N2)(H2O)2(CO3)0.5]2•2(ClO4) "
Keiko Miyamoto, Ernst Horn, and Yutaka Fukuda,. Z. Kristallogr. NCS 224, 131 - 132 (2009).

無機化学／配位化学／二酸化炭素吸収／可逆的色変化／ニッケル錯体
Inorganic Chemistry ／ Coordination Chemistry ／ Carbon Dioxide Absorption ／ Chromotropism ／
Nickel Complex
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

お茶大のミッションの一つは「学ぶ意欲を持つすべての女性のために”真摯な夢の実現の場“として存在する」
ことです。大学を卒業し社会に出た後で、もう一度学びたい、でも、さまざまな理由から実現は難しい、と思っ
ている方も多いのではないでしょうか？
　私も大学卒業後 20 数年の社会人生活を経てドクターコースに入学したものです。人生経験を積んでからの
勉強には、若かったときには気づかなかった、新しい発見があります。もう一度勉強したいと思っている女性
の方にエールを送ります。勇気を持って是非チャレンジしてください。お茶大は包容力のある大学です。

立教大学非常勤講師 
　講座名：化学英語 1（理学部化学科 2 年生対象）、
化学英語 2（理学部化学科 3、4 年生対象）、科学英語（理
学部物理科 2、3、4 年生対象）、科学英語（理学部生
命理学科、2 年生対象）
　　 
東京医療保健大学非常勤講師 
　講座名：化学 1、化学 2（医療情報科、看護、医療
栄養学科の 1 年生対象） 

Rikkyo University, Faculty of Science
Chemical English I for Sophomores of Chemistry 
Department,  Chemical English II for Juniors and 
Seniors of Chemistry Department, 
Scientific English for Sophomores, Juniors, and 
Seniors of Physics Department, and Scientific English 
for Sophomores of Life Science Department

Tokyo Healthcare University
Chemistry I and Chemistry II for Freshmen of Health 
Information, Nursing, and Nutrition Departments.

　空気中の二酸化炭素を吸収し、自己集積する 6 核、2 核錯体の生成機構についてさらに研究を進めたい。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

動くことができない植物の環境への多様な応答は、
植物ゲノムの特徴ともいえる多重遺伝子族に対する
柔軟な発現調節によるものであると考えられる。特
にマメ科植物では、植物に特有の二次代謝物質であ
るフラボノイド生合成経路の遺伝子が大きな多重遺
伝子族を形成しており、その中で光、病原菌感染、
物理的傷害、温度ストレスなどの環境条件や、発達
段階によって特異的に発現するが、その制御機構に
ついては詳細が明らかでない。そこで、マメ科植物
のフラボノイド合成を制御する転写因子群を単離し、
その機能を解析することにより、転写制御ネットワー
クの解明を目指している。これまでに、マメ科モデ
ル植物であるミヤコグサ (Lotus japonicus) よりプロ
アントシアニジン合成に関与する MYB 型転写因子
LjTT2a, LjTT2b, LjTT2c を単離し、これらがゲノム上
で多重遺伝子族を形成することを見出した。3 つの
LjTT2 は遺伝子発現、さらに他の転写因子との相互
作用において違いが見られることから、機能分化し
ている可能性が示唆された。

　Multiple copies of flavonoid biosynthetic genes 
with different patterns of expression in several 
tissue and induction following environmental 
stimuli were identified in Legume. We are trying to 
analyze regulatory networks controling flavonoid 
biosynthesis in Legume. Sequence homology searches 
in model legume Lotus japonicus revealed gene 
duplication in the transcription factors regulating 
proanthocyanidin biosynthesis.Proanthocyanidins 
(PAs), which are flavonoid compounds widely 
distributed in the plant kingdom, protect against 
environmental stress. The accumulation of PAs 
is regulated by a ternary transcriptional complex 
comprising the R2R3MYB transcription factor, a 
basic helix-loop-helix (bHLH) transcription factor, and 
a WD40 repeat (WDR) protein. Recently, multigene 
families of the R2R3MYB-type PA regulators were 
isolated and characterized. Although their roles as 
transcription factors that up-regulate PA biosynthetic 
genes have been elucidated, the significance of their 
redundancies and functions in planta is unknown. 
We characterized recently duplicated putative PA 
regulators of Lotus japonicus, LjTT2a, b, and c, to 
elucidate their functions in planta and determine 
differences in transcriptional activation properties. 
Transgenic studies demonstrated that LjTT2a could 
induce ectopic PA accumulation in Arabidopsis. 
Further analysis of the LjTT2 multigene family using 
a transient expression system revealed differences 
in transcriptional activities in cooperation with WDR 
and bHLH proteins isolated from L. japonicus.

二次代謝／転写制御／フラボノイド／プロアントシアニジン／ミヤコグサ
secondary metabolism ／ transcriptional regulation ／ flavonoid ／ proanthocyanidin ／ Lotus japonicus
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　私は学部 3 年次にお茶の水女子大理学部生物学科に編入学してから大学院へ進み、同じ研究室でリサーチ
フェローとして研究を続けてきました。生物学科では、生命がなぜ多様化していったのかというところに注目
をした研究が精力的に進められ、私もその中で、花や種子の色の多様性というところに興味をもって研究をし
ています。生命の多様性を解き明かしてみたいと思う好奇心旺盛な方は、お茶大生物学科を覗いてみてくださ
い。

理数系教員研修副講師
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（8）件／特許（1）件

ソフトマターと呼ばれる物質群 ( 高分子・液晶・
両親媒性分子 ( 脂質 ) など ) は炭素骨格を基本とする
多くの原子から構成され、大きな内部自由度を持っ
ている事に由来するエントロピー、分子同士が集合
して、さらに複雑な構造を形成する自己組織化、そ
して、化学反応等の外部からの刺激との結合による
非平衡構造形成など極めて特徴的な性質を有してい
ます。
　特にソフトマターはエネルギー的な相互作用とそ
の大きな内部自由度に基づくエントロピー的な相互
作用との非常に微妙なバランスにより数 nm ～数 μ
m 程度の空間スケールで多様な構造を形成してい
るので、ちょっとした環境の変化で驚くほどドラス
ティックな構造相転移を示します。今井研究室では、
ソフトマターがもつそのような不思議な力が、自然
界でどのような形で活かされているのか、そしてそ
の性質がどうやって生命誕生へと結びついたのかを、
基礎物質科学の観点から明らかにする研究を行なっ
ています。

The groups of substances (macromolecules, liquid 
crystals, amphiphilic molecules (lipid), etc.) are called 
soft matter. Soft matter clearly has different nature 
from hard matters, groups of substances including 
metals and minerals. The keys of the soft matters are:  
large internal degrees of freedom, self-organization 
ability, non-equilibrium structure coupled with the 
external stimuli such as chemical reactions. 
Soft matter forms various structures in the scale 
ranges from some nm to some μm stabilized by the 
delicate balance between energetic and entropical 
interaction. Therefore, soft matter shows surprisingly 
drastic structural phase transition induced by a 
subtle stimuli. In Imai’ s Lab., we have researched 
to clarify from the view of basic physical science 
how these wonderful powers that soft matter has 
are used in nature and how the soft matter has been 
contributed to life creation.

・Shape deformation of ternary vesicles coupled with phase separation
M. Yanagisawa, M. Imai, and T. Taniguchi
Phys. Rev. Lett. 100, 148102(1-4) (2008)

・Adhesion of Binary Giant Vesicles Containing Negative Spontaneous Curvature Lipids 
Induced by Phase Separation
Y. Sakuma, M. Imai, M. Yanagisawa, S. Komura 
European Physical Journal E, 25, 403-413, (2008)

・Lamellar to Micelle Transition of Nonionic Surfactant Assemblies Induced by Addition of Colloidal Particles
Y. Suganuma, N. Urakami, R. Mawatari, S. Komura, Kaori Nakaya-Yaegashi and M. Imai
J. Chem. Phys. 129, 134903(1-10) (2008)

・Nano-meter-sized domain formation in lipid membranes observed by small angle neutron scattering
T. Masui, N. Urakami and M. Imai
Eur. Phys. J. E 27, 379-389 (2008)

・名称：2 成分ベシクルによるマイクロメートルサイズの物質輸送システム
発明者：佐久間由香・今井正幸　権利者：お茶の水女子大学　種類：特許
番号：特願 2009-42357　出願年月日：2009 年 2 月 25 日出願
国内外の別：国内

ソフトマター物理
Soft Matter Physics
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

所属学生数
博士後期　3 名、博士前期　4 名、学部生　2 名

学生発表論文数　　6 件

学生学会発表
国内会議　　　　8 件
国際会議　　　　6 件

海外渡航
長期 ( 半年 )　　1 名
短期 (1 ヶ月 )　2 名

日本学術振興会特別研究員
在籍数　　　　　3 名

学位取得者数　　1 名
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　コンピュータが小型、安価になることで、日用品
としてのコンピュータ利用が今後ますます進展する
と予想されています。このようなコンピュータ利用
形態をユビキタスコンピューティングと呼んでいま
す。近未来においては、ユビキタスコンピューティ
ングの実現により、家庭でのコンピュータ利用がま
すます進展すると考えられます。そこで家庭におい
て、一般の生活者が必要とするコンピュータの実現
をめざし、以下の研究課題に取り組んでいます。こ
の結果を実装し、実験する目的で、お茶の水女子大
学小石川職員住宅跡地に、最新の実験住宅を建設し
ました。 
(1) ユビキタスコンピューティングのアプリケーショ

ンの提案（例えば、キッチンやリビングや家具／
日用品などに組み込まれたコンピュータにより、
調理支援、探し物支援などの生活支援、遠隔地と
のコミュニケーション支援などを実現します） 

(2) 情報家電や日用品に組込まれたコンピュータ利用
のための新しいインタフェース手法の提案 

(3) 生活者の行動分析とこれに基づくアプリケーショ
ンの提案 

(4) 家庭における高齢者支援やリハビリテーション支
援。 

(5) コンピュータやネットワークの進化に対応する新
しい住宅の提案 

(6) 自然と共生する機能をもつ IT 住宅。 
( 実験住宅に関する情報は http://ochahouse.com/ 
で公開しています )

　In the near future, we will be using many single 
purpose information appliances equipped with 
ubiquitous, invisible computers. At that time, house 
will be the most important place for computer 
developers to deploy ubiquitous computers. We 
have built an experimental house for ubiquitous 
computing. The house is designed to live in symbiosis 
with computers, sensors, and networks. We are 
developing computer-augmented furniture, decors, 
and house fixture to realize ubiquitous computing 
applications at home.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（19）件

・辻田 眸 , 塚田 浩二 , 椎尾 一郎 , 遠距離恋愛者間のコミュニケーションを支援する日用品 “SyncDecor” の提案 , 
コンピュータソフトウェア ( 日本ソフトウェア科学会 ) Vol. 26, No. 1, pp. 25-37, ISSN0289-6540, 岩波書店 , 
2009 (Feb.) ( http://siio.jp/projects/papers/jssst_syncdecor.pdf )

・Hitomi Tsujita, Koji Tsukada, Itiro Siio, SyncDecor: Communication Appliances for Couples Separated by 
Distance, UBICOMM 2008, The Second International Conference on Mobile Ubiquitous Computing, Systems, 
Services and Technologies, IEEE, pp.279--286, Valen

・椎尾 一郎 , 日用品インタフェース ( 特集 インタラクション技術の新展開 ) 日本バーチャルリアリティ学会誌 , 
第 13 巻 , 3 号 , pp. 148-152, 2008 年 9 月 30 日 ( http://siio.jp/projects/papers/vrsj2008.pdf )

・椎尾 一郎 , 日常生活のユビキタスコンピューティング (Everyday Ubiquitous Computing) ( 特集「センシング
ネットワーク：要素技術編」) 人工知能学会誌 , 23 巻 , 5 号 , pp. 628--633 (2008 年 9 月 )

・Itiro Siio, UBICOM State Of The Art in Japan and Ocha House Case, Wireless Applications for Machines 
and Systems (WAMS 2008), 18th-19th November 2008 in Ylivieska (Finland), http://ylivieska.centria.fi/
wams2008/

ヒューマンコンピュータインタラクション／ユビキタスコンピューティング／実世界指向インタフェース／
日用品としてのコンピュータ／コミュニケーション支援
Human-Computer Interaction ／ Ubiquitous Computing ／ Real-world oriented interface ／
Everyday Computing ／ Computer mediated communication
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　ユビキタスコンピューティングの分野では、生活に密着したアプリケーションが主体になります。そこで、
女性の視点に基づいたユニークな発想が求められています。情報科学分野の中でも女性の活躍がもっとも期待
されている分野であると言えます。情報科学と生活科学の両方を得意とする本学は、この分野の女性研究者、
女性技術者の育成を積極的に進めていきます。

人と人工物とのインタラクションを考え、使い
やすいコンピュータを実現するための考え方を学ぶ
ヒューマンコンピュータインタラクションの授業と、
使いやすいコンピュータアプリケーションを開発す
るためのマルチメディアプログラミングの授業を担
当しています。また、卒業研究と大学院では、生活
の中で使われるユビキタスコンピューティングアプ
リケーションを実装し評価する研究を指導していま
す。

　I am teaching human computer interactions 
and multimedia programming development. In 
the laboratory, students are developing various 
ubiquitous computing applications for everyday life 
of the future.

　家電製品のみならず、家具、日用品、建具、家、建材など、いままでコンピュータとは無縁だったありとあ
らゆる身の回りの物に、コンピュータ、センサー、ネットワークが入ることで、今までにない新しいコンピュー
タアプリケーションが実現されると考えています。コンピュータメーカ、通信サービス、家電メーカのみならず、
日用品、家具、建材、ハウスメーカなど、さまざまな分野のパートナーと共同研究が可能であると考えています。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（10）件

20 年度は、垂直軸風車 ( 直線翼風車、サボニウス
風車 ) の数値シミュレーションによる研究、血管・河
川など細長い領域における非圧縮性流れ解析に適し
た新しい数値解法の研究、SPH 法による天体シミュ
レーション、回転円板まわりの流れ、渦の伸張のシ
ミュレーション、風による砂丘地形の形成などの研
究を行った。

In 2008, we studied about following topics and 
published several papers:
(1) Numerical study of the flow around the vertical 

wind turbines such as SW-VAWT(straight-wing 
vertical-axis-wind-turbine) and Savonius turbine.

(2) Development of new numerical method suitable 
for the computation of the flow in very long 
region.

(3) Astromonical simulation based on SPH method 
(4) Flow around rotating disk
(5) Simulation of elongation of vortex
(6) Formation of typical sand dune by the wind

・Yoko Mizukami and Tetuya Kawamura,"Numerical study of the performance of straight-wing vertical-axis 
wind-turbine with two blades",CFD Journal vol.17 no.1 pp.24-29,2008

・Fumiko Ono,Anna Kuwana,Tetuya Kawamura,Ayano Yamada and Yuko Oshima "Liquid motion in thin flat 
enclosure I",CFD Journal vol.15 no.4 pp.30-35,2008

・Anna Kuwana, Fumiko ,Tetuya Kawamura,Ayano Yamada and Yuko Oshima "Liquid motion in thin flat 
enclosure II",CFD Journal vol.15 no.4 pp.36-41,2008

・Erimi Orito and Tetuya Kawamura,"Generation of spiral shock wave in the simulation of formation of 
accretion disk in primitive planetary system", Natural Science Report of the Ochanomizu University Vol.59(1) 
pp.1-8,2008

・Yumi Yamashita and Tetuya Kawamura,"Latent Heat Simulation Model of the Generation of Clouds over an 
Isolated Mountain", Natural Science Report of the Ochanomizu University Vol.59(1) pp.35-44,2008

数値シミュレーション／数値流体力学／環境科学／非線形偏微分方程式の数値解法
Numerical Simulation ／ Computational Fluid Dynamics ／ Environmental Science ／
Numerical Methods for Non-linear PDE
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

近年のコンピュータの長足の進歩により、数値シミュレーションは、理論と実験に並ぶ第 3 の研究方法とし
て限りない可能性を我々に与えています。数値シミュレーションは現象をなるべく正確に表す計算モデルをつ
くり、コピュータで計算して結果を解析します。したがって、最大の利点としてどんな環境でも ( コンピュー
タの中で ) つくり出せることがあげられます。たとえば、スケールでいえば、小は原子や分子など量子力学的
な現象から大は天体など宇宙規模の現象も再現でき、また超高温、超高圧の現象や逆に超低温、超低圧の現象
も解析できます。当研究室では、主に流体 ( 気体と液体の総称 ) の力学現象について、理学・工学に現われる
諸問題に対し、数値シミュレーションを用いた解析を行っています。さらに、現在は環境問題が切実になって
きているため、数値シミュレーションの環境科学や生活科学への応用にも関心をもって研究しています。興味
ある方は研究室のホームページ http://www.ns.is.ocha.ac.jp/ を見てください。

2008 年度は授業としては、学部：物理学概論Ａ、
環境情報論、博士前期課程では数値流体力学特論、
数値流体力学特論演習、博士後期課程では環境情報
論を受け持った。また、他大学では、数理手法Ⅱ ( 東
京大学工学部 )、数値計算の理論と実際 ( 千葉大学工
学部 )、計算数学および計算空気力学 ( 日本大学理工
学研究科 ) の講義を行った。研究室における指導とし
ては、博士後期課程 ( 複合領域科学専攻 )1 名の研究
指導、博士前期課程 ( 数理・情報科学専攻 )2 年次生
7 名の修士論文の指導を行い、また 1 年次生 4 人の
研究指導を行った。情報科学科 4 年生 6 名、物理学
科 2 名の卒業研究指導も行った。さらに、教育的な
専門書籍 ( 河村哲也：ナビゲーション ベクトル解析
( ライブラリ数学ナビゲーション 5), サイエンス社 ,IS
BN978-4-7819-1192-2,2008.4,185 ページ 、河村哲
也：ナビゲーション 応用解析 ( ライブラリ数学ナビ
ゲーション 6)

Lectures given in Ochanomizu University during 
2006.4-2007.3 are as follows: Under graduate 
course: 1. Introduction to physics, 3. Computer 
science for enviromental science. Graduate course: 1. 
Advanced computational fluid dynamics, 2. Advanced 
computer sciences for environmental sciences. Also 
following lectures are given in other universities: 1. 
Mathematical and computational method II(Tokyo 
University) 2. Numerical Analysis(Chiba University) 
3. Computational Mathematics (Nihon University) 
4. Computational Aerodynamics(Nihon University) 
Twelve graduate students (two are doctoral course 
and eight are master course) and eight under 
graduate students are perform their researches under 
the supervision of Prof. Kawamura. Educational 
text books about mathematics are written that are 
concerned with (a) Vector Analysis (b) Complex 
Function and Laplace transformation.

　現在の研究の発展として、風による岩石の浸食問題を取り扱うこと、洪水時の河川の流れに関しては乱流モ
デルの検討などモデルの精密化など、風車関連では開発した計算法の種々の風車への適用や計算結果から風車
の改良法の提案、雲の発生では、笠雲の再現、台風における雲についても調べたい。また細長い領域での効率
的な計算法では、熱を含んだ流れへの応用、具体的にはトンネル内火災時の流れについて研究することを検討
している。さらに、上記のことに必ずしもとらわれず、数値シミュレーションを理学・工学の諸問題へ幅広く
応用したい。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（34）件

従来、「メディアと人との関わり」を研究課題とし
ているが、2008 年度もそうした研究を進めるととも
に、その成果を、論文、報告書、学会発表などによっ
て報告した。とくに著名な国際誌に共著論文を発表
した。2008 年度における主要な仕事としては、テレ
ビゲームの格付け機関であるコンピュータエンター
テインメントレーティング機構（CERO）の取り組み
について他の研究者とともに調査し、その改善を具
体的に提言する実践的な研究があった。この他にも、
情報リテラシーやメディア・リテラシー教育の教材
の開発に協力するなどの仕事を行った。

My research interests are in relationships between 
media and people, and in the fiscal year of 2008, I 
have still conducted some studies on this issue and 
presented articles where their findings are reported 
with my coresearchers.  Some articles have been 
published in famous journals.  My important work 
of fiscal year of 2007 was the evaluation research 
project on the activities of Computer Entertainment 
Rating Organization (CERO).  My corresearchers 
and I  made some recommendat ions for  the 
improvement of the activities, based on the results 
of some investigations.  In addition, I contributed 
to the development of some teaching materials of 
information literacy and media literacy.

・坂元 章 (2008, 8) 本プロジェクトと本報告書の概要 コンピュータエンターテインメントレーティング機構
（編） テレビゲームとレーティングの社会的受容に関する調査報告書 Pp. 1-4.

・Anderson, C. A., Sakamoto, A., Gentile, D. A., Ihori, N., Shibuya, A., Yukawa, S., Naito, M., & Kobayashi, K. (2008, 
11)　Longitudinal effects of violent video games on aggression in Japan and the United States. Pediatrics, 
122(5), e1067-e1072.

・Ando, R., & Sakamoto, A. (2008, 5) The effect of cyber-friends on loneliness and social anxiety: Differences 
between high and low self-evaluated physical attractiveness groups. Computers in Human Behavior, 24 (3), 
993-1009.

・Shibuya, A., Sakamoto, A., Ihori, N., & Yukawa, S. (2008, 12) The effects of the presence and contexts of 
video game violence on children: A longitudinal study in Japan. Simulation & Gaming, 39(4), 528-539.

・坂元章（監修） NTT ドコモ・サービス（制作） (2008, 4) [ スライド、冊子、ビデオ ] ケータイ安全教室 ―ト
ラブルに会わないために いま、しなければならないこと― （小学生用、中学生・高校生用、教員用、保護者用）
NTT ドコモ 

メディア／心理学／テレビ／テレビゲーム／インターネット
Media ／ Psychology ／ Television ／ Video games ／ The Intenet
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

「メディアと人間の関わり」について知りたい方は、「メディアと人間の発達」（学文社、坂元 章編、2003 年）
をご参照ください。とくにテレビゲームについては、「テレビゲームと子どもの心」（メタモル出版、坂元 章、
2004 年）をご覧ください。

従来、学部および大学院において、社会心理学に
関する授業を担当しており、その領域の研究、理論、
方法などの指導を行っている。卒業論文、修士論文、
博士論文の研究においては、メディアに関するテー
マを持つ学生が多く、その分野の指導を行っている。
例えば、2008 年度の修士論文、博士論文のテーマを
挙げると、「テレビドラマが子どもの職業観に及ぼす
影響」「携帯電話の使用が子どもの対人関係に及ぼす
影響」であった。また、博士前期課程における新し
い副専攻的プログラムである「社会コミュニケーショ
ン・プログラム」の運営に携わった。

　I have some classes on the field of social psychology 
for graduate and undergraduate school students, 
and I have been teaching them its research, theories, 
methods, etc.  In addition, most students belonging 
to my laboratory study issues on media to make 
their bachelor’ s, master’ s, and doctoral theses, and 
therefore I have been engaging in the guidance of 
the field.  For example, as to the fiscal year of 2008, 
the titles of master’ s and doctoral theses were “The 
influence of television drama on children’ s views 
of careers” and “The influence of mobile phone 
use on children’ s interpersonal relationships.”  In 
addition, I contributed to the management of “Social 
communication program” , which is a new submajor 
program of master’ s course.

現在、メディアの心理学的研究について、いくつかのテーマに関する研究を進めているが、今後は、それぞ
れの研究を充実させるとともに、この分野の研究の活性化や、その「メディア心理学」という一つの研究領域
としての確立に尽力したい。
  その一方で、メディアに関する現実的な問題に取り組むためには、他の分野や専門との連携が重要であり、
それゆえ、共同研究にも意欲的に取り組みたいと考えている。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（17）件

2008 年度には以下の研究を実施した：
1）子どもの発達と家族の精神保健に関する長期縦断

研究
第 14 回目の成人前期調査（22 歳時点）を実施し
た。

2）Child Care Quality に関する就学前の縦断調査
家庭および保育施設での養育の質が子どもの心身
の発達に及ぼす影響についての 2008 年度 5 回目
の追跡調査を完了した。

3）グローバル COE 子どもの QOL と社会的格差に関
する縦断的研究
グローバル COE の領域融合型研究として、幼児
期の国際比較研究と思春期の国内学校調査を企
画・実施した。

4）メディアと子どもの発達
NHK との共同研究で 7 回目の 6 歳時点調査を完
了した。

5）妊娠・出産・子育てに関する追跡調査をベネッセ
コーポレーションとともに実施した。

The following longitudinal research projects were 
conducted in 2008.
1）Longitudinal study of child development and 

family mental health: This longitudinal research 
project aims to investigate the effect of family 
environment on children’ s psychological 
development and adjustment from pregnancy to 
adulthood. In 2008, wave 14 data collection was 
performed.

2）Study on Child Care Quality: The purpose of this 
study is to find out the effects of the quality of 
care provided at home and child care centers 
on children’ s physical and psychological 
development by observational assessment from 
infancy. The fifth follow-up survey was completed.

3）Child development and media :  This  is  a 
collaborative research with NHK. The effect of 
electronic media on children of age 0 through 
12 has been examined by longitudinal study. The 
follow-up project at 6 years of age was conducted.

・青年期の子どもを持つ夫婦による夫婦間葛藤に対する原因帰属と対処行動 . 川島亜紀子・伊藤教子・菅原ま
すみ・酒井厚・菅原健介・北村俊則 , 心理学研究 , 79(4), 365-371.

・両親の夫婦間葛藤に対する青年期の子どもの認知と抑うつとの関連 . 川島亜紀子・眞榮城和美・菅原ますみ・
酒井厚・伊藤教子 , 教育心理学研究 , 56(3), 353-363.

・「子どもの精神病理の発達における自己の問題」, 塩崎万里・岡田努編 , 『自己心理学③健康心理学・臨床心理
学へのアプローチ』, 金子書房 , 8-23.（菅原ますみ分担著者）

・「最新版 0 ～ 6 才のしつけ百科」, 菅原ますみ・汐見稔幸監修 , 主婦の友社 , 1-208.
・Biological correlates of personality

Development of problem behaviours among Japanese children: A behavioural genetic approach, Masumi 
Sugawara（Author）, XX Ⅰ X International Congress psychology,  2008.7.21, Germany, Berlin

発達心理学／発達精神病理学／パーソナリティ心理学
Developmental psychology ／ Developmental psychopathology ／ Psychology of personality
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　◆メッセージ

　◆研究計画

　子どもの健やかな心身の発達には遺伝子から家庭環境、学校での体験、社会的制度に至るまで広範囲な要因
が影響を及ぼします。これらの諸要因がどのようなメカニズムとプロセスを経て子どもの心身の発達や健康に
関わってくるのかを明らかにすることが私たちの研究室の目標です。

学部教育：
1 年次基礎演習（理論）で臨床領域を担当した。2
年次・3 年次の心理学基礎教育では、実験・演習を
通じて発達心理学および臨床心理学の基礎的技法
の修得をめざした。4 年次の卒論ゼミでは、子ども
期の心理的適応と環境要因との関連に関する様々
心理学的アプローチの実際について研究指導をお
こなった。

大学院教育：
発達精神病理学の基礎に関する基本英文テキスト
を講読するとともに、演習および個別の研究指導
によって具体的研究方法論の指導をおこなった。修
士論文・博士論文の指導では、家族関係と子ども
の発達に関する広範囲な発達精神病理学的研究の
実際について指導をおこなっている。

Undergraduate students: 
In “Kiso-zemi” for freshman, the major theme 
was “family” . Studies on family from various 
academic fields such as psychology, sociology, 
education, behavioral genetics, and comparative 
ethology were discussed during the class, and 
each student did a presentation on summary of 
their own ideas. Basic education of psychology for 
sophomore and junior year, basic methodology of 
developmental psychology and clinical psychology 
was introduced by experiments and exercises. For 
seniors, thesis advices were given by discussion on 
current issues of various psychological approaches 
for psychological adjustment and environmental 
factors during childhood.

Graduate students: 
The theoretical backgrounds of developmental 
psychopathology, a new interdisciplinary of 
psychology, clinical psychology, and psychiatry, 
were discussed. Practical advices for conducting 
psychological research were given during class and 
individual meeting. For those who writing master’
s and doctor’ s thesis, thesis advices were given 
by discussion on current research topics on family 
relationship and children’ s development in the 
field of developmental psychopathology.

上記の研究プロジェクトを発展させ、また各プロジェクトにおける知見に基づいた研究発表を充実していきた
いと考えている。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（7）件

外部環境の影響下で行われる量子測定過程を記述
する厳密に解けるモデルを提案した。これは従来の
ボゾン検出器模型の一般化である。被測定粒子と検
出器からなる複合系の時間発展の厳密解を求め、被
測定粒子のディコヒーレンスを明らかにした。特に、
外部環境の影響による検出器の緩和時間が非常に短
い場合、被測定粒子のディコヒーレンスが殆ど無視
できることを見出した。

更に、完全なエンタングルメントを持つ量子状態
と 2 つの物理量の同時固有状態の間の存在する関係
や、非平衡 Thermo Field Dynamics と呼ばれる外部
環境下にある量子系を扱う数学的手法に関する研究
を行った。

A exactly solevable model has been proposed 
for a quantum measurement process, where a 
detector system is placed under the influence of an 
environmental system. The effect of the environment 
on the detector system is assumed to be described by 
the quantum Markovian process. The time-evolution 
of the particle and detector system has been 
investigated in detail. It has been shown that the 
decay of quantum coherence of the particle becomes 
negligible when the relaxation time of the detector 
system is sufficiently short.

Furthermore the stochastic model has been found 
which is equivalent to the proposed model with 
respect to the particle state.
Furthermore it has been shown that a completely 
entangled state belonging to a finite dimensional 
Hilbert space is equivalent to a simultaneous 
eigenstate of two unitary operators. The damping 
base in terms of Nonequilibrium Thermo Field 
Dynamics has been provided, which is useful for 
investigating quantum systems interacting with 
environments.

・M. Ban, S. Kitajima and F. Shibata, Generalized Model of the Quantum Measurement Process in an 
Environment, Physical Review A 79, 032113 (2009).

・M. Ban, Optical Lindblad operator in Nonequilibrium Thermo Field Dynamics, Journal of Modern Optics 56, 
577 (2009).

・M. Ban, Decoherence Caused by Transient Linear Amplifiers, The European Physical Journal D 49, 147 (2008).
・M. Ban, Dynamical Approach to Complementarity of Interferometers, Journal of Modern Optics 55, 3623 

(2008).
・M. Ban, Entanglement, Phase Correlation and Dephasing of Two-qubit States, Optics Communications 281, 

3943 (2008).

量子系の非平衡統計力学／量子情報理論／量子力学の基礎
Nonequilibrium Quantum Statistical Mechanics ／ Quantum Information Theory ／
Basis of Quantum Mechanics
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆研究計画

学部では、量子力学Ｉ，量子統計力学、量子光学、及び物理学基礎研究を担当。博士前期課程では、統計力
学特論、量子物理学演習を担当。

　量子情報の研究を通して、量子力学や統計力学の基礎に関する研究を進めていく。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（6）件

当該研究者はコンピュータが持つ計算力と無限の
想像力を用いて、以下のテーマの研究を展開してい
ます；
第 1 軸：分子生物学的問題　
    * 真核生物の転写後 RNA 修飾機構
          o スプライシング
          o RNA エディティング
    * Deinococcus 属がもつ放射線抵抗性機構の解明

第 2 軸：生命情報学の技術開発
    * 高精度ホモロジーモデリング法とモデル構造デー

タベースの開発
    * 電子顕微鏡単粒子解析像からの原子分解能超分子

構造導出法開発
    * 生体高分子間相互作用部位と相互作用構造推定法

の開発
    * DNA 修復関連タンパク質のデータベース開発
    * タンパク質の構造からタンパク質の機能を推定す

る方法の開発

This researcher is approaching the following topics 
based on the computation power and his imagination 
power;

The first axis: Molecular Biology Issue
- Mechanisms of RNA modification in Eukaryotes

- splicing
- RNA editing

- Elucidation of radiation resistance mechanisms 
of Deinococcus genus

The second axis: Technology development Issue
- Comparative modeling and protein structure 

database
- Deduction of high resolution molecule structure 

out of electron microscopy images
- Prediction of biomolecules’ interfaces
- Development of DNA repair protein database
- Prediction of protein biological function out of 

its 3D structure

・Kei Yura, Mitiko Go (2008) Correlation between amino acid residues converted by RNA editing and 
functional residues in protein three-dimensional structures in plant organelles. BMC Plant Biology, 8, 79.

・Kei Yura, Yuki Miyata, Tomotsugu Arikawa, Masanobu Higuchi, Mamoru Sugita (2008) Characteristics and 
prediction of RNA editing sites in transcripts of the moss Takakia lepidozioides chloroplast. DNA Research, 
15 (5), 309-321.

・Atsushi Matsumoto, Tetsuji Kamata, Junichi Takagi, Kenji Iwasaki, Kei Yura (2008) Key interactions in 
integrin ectodomain responsible for global conformational change detected by elastic network normal mode 
analysis. Biophysical Journal, 95 (6), 2895-2908.

・Kei Yura (2008) Prediction of Protein-RNA, Protein-Protein and Protein-Ligand Interfaces Based on Protein 
Sequences and 3D-Structures, in the Proceedings of International Symposium on Frontiers of Computational 
Science 2008 (eds. Yukio Kaneda, Masaki Sasai, KantaTachibana), pp.77-86.

・Kengo Kinoshita, Hidetoshi Kono, Kei Yura (2009) Prediction of molecular interactions from 3D-structures: 
from small ligands to large protein complexes, in Prediction of Protein Structures, Functions, and 
Interactions (ed. Bujnicki, J.M.), Wiley and Sons, 159-186.

計算生物学／構造バイオインフォマティクス／生物物理学／タンパク質立体構造科学／分子進化学
Computational Biology ／ Structural Bioinformatics ／ Biophysics ／ Protein Structure Science ／
Molecular Evolution
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　過去 10 年間に、ヒトをはじめ様々な生物のゲノ
ムすべてを読み取ることができるようになりました。
これらの分子生物データを解析・解釈することで、
生命現象の理解が大きく進歩するはずです。当該教
員が担当する「生命情報学」はこれら大量データを
解析するために、物理学、化学や情報科学を生命科
学に導入して生まれてきた学問です。当該教員は、
生命情報学の歴史、生命情報学が扱うデータの概要、
生命情報の解析方法、および生命を情報からとらえ
たときにどのようなことがわかるのかを学部と大学
院で教育しています。担当授業においては、いずれ
も予備知識は必要としていません。必要な物理学、
化学、情報科学は、授業内でできるだけ説明するよ
うにします。
　これらの授業で基礎を身につけた学生のうち、さ
らに興味がある学生は当該教員の指導の元で特別研
究（卒業研究・博士論文研究）ができます。当該教
員の研究室は理学部共同設置ですので、どの学科に
所属している学生であっても卒業研究ができます。

Genome sequences of  major species were 
read in the past ten years and we are facing 
with a vast amount of nucleotide sequence data. 
The data may contain whole information to 
understand biological phenomena, but we cannot 
decipher the sequences. This staff is in charge of 
“Computational/Informational Biology” and gives 
lectures related to the technology for deciphering 
genome sequences and new knowledge obtained 
by the technology. Specifically this staff lectures 
history of computational biology, Data structure in 
bioinformatics, Computational methods to deduce 
information from data, and New understanding 
gained from new analyses.

“Computational/Informational Biology” is an 
interdisciplinary field based on biology, physics, 
chemistry and information science, but all the 
required knowledge is lectured in the classes. 

Students interested in this field can start her own 
graduation/PhD thesis project in the lab of this staff. 
The lab of this staff directly belongs to School of 
Science and a student belonging to any department 
can be a member of this lab.

　Natural phenomenon is not separated based on the intellectual disciplines. The current intellectual 
disciplines (physics、 chemistry、 biology、 mathematics、 ...) are based just on arbitrary boundaries set by 
ancient people. New people working in the interdisciplinary fields are now in high demand who can decipher 
questions not solved by the old disciplines.  To adapt to the coming era、 we are required to have a solid 
background in one of the old disciplines and understand others. Study hard in one of the classic fields you are 
good at and always have keen interest in other fields. Good luck.

　現在の研究は、細胞内の遺伝情報伝達形式の各ステップを明らかにするためにすすめている。これらがある
程度わかるようになれば、細胞全体で遺伝情報が物理的にどのように実体化するのかを見ることができるよう
になるはずです。コンピュータ内での細胞再構成も不可能ではないと夢見ている。タンパク質がどのようにし
て DNA から mRNA の情報を抽出するのか？　タンパク質がどのようにして RNA を加工するのか？　などが
明らかになることは、それらのタンパク質をどのように（どのような低分子で）制御することができるかを見
いだす研究とも直結している。基礎的な構造バイオインフォマティクス、およびこのような応用の側面におけ
る共同研究は大歓迎である。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆主要業績

　◆研究内容　／　Research Pursuits

非平衡統計力学の手法により、量子コヒーレンス消失とその抑制過程に関する研究に取り組んだ。
注目する量子系と、それを取り囲む環境系との間の相互作用によって、注目する系は時間を経るごとにその

状態が変化し、初期状態の情報を失っていく。我々は密度行列の時間発展方程式を出発点として、注目する量
子系が量子コヒーレンスを消失する過程の時間発展を調べた。具体的には、量子確率模型を取り上げ、注目す
る系として 2 状態系、それを取り囲む環境系を揺動磁場とし、注目する系の密度行列の時間発展を追った。

さらに、量子コヒーレンス消失過程に対して、パルス印加によるその抑制過程の解析を試みた。すなわち、
パルスを印加することによって密度行列の時間発展がいかに変化するかということに着目した。パルス印加効
果は、コヒーレンスを消失させる相互作用を打ち消すように働くことがわかり、現在さらに詳細な検討を続け
ている。

・Masashi Ban, Sachiko Kitajima and Fumiaki Shibata：Generalized model of the quantum measurement 
process in an environment, Phys. Rev. A, 79 (2009) 032113.

ディコヒーレンス／量子情報理論／量子通信理論
decoherence ／ quantum information theory ／ quantum communication
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆研究計画

学部　：電磁気学演習、物理数学演習を担当。
大学院：博士後期課程の学生 1 名、博士前期課程の学生 2 名が参加するゼミ ( 量子情報理論の基礎、個々の研

究テーマ ) を行った。

量子系のコヒーレンス消失と、その抑制過程に関する研究をさらに遂行する。このテーマは、量子系の基礎
的問題であり、かつ、量子情報分野における重要な基本問題である。我々は非平衡統計物理の視点より、この
問題に取り組む。

具体的にはいくつかの理論模型を用いて、環境と注目系との相互作用によって惹き起こされるコヒーレンス
消失過程を明らかにし、その上で、コヒーレンス消失の抑制メカニズムを取り入れた理論研究を行う。

特に、可解な理論模型による、より詳細な理論解析を目指す。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（16）件／特許（1）件

次の項目について研究を行った
・マイクロアレイや形態情報など生体の定量的データ

から、遺伝子のネットワークを推定する技術開発
・近年増加している、生命情報のグラフ情報（酵母

two-hybrid により取得された関係、遺伝子間のホ
モログ、生体化合物の化学式）のデータマイニング。

　Developing data-mining methods for biological 
data. See. http://www.se-se.jp/

・Taiji Suzuki, Masashi Sugiyama, Takafumi Kanamori, and Jun Sese. Mutual information estimation reveals 
global associations between stimuli and biological process. BMC Bioinformatics 2009, 10(Suppl 1):S52  (The 
Seventh Asia Pacific Bioinformatics Conferenc

・Mio Seki and Jun Sese. Identification of active biological networks and common expression conditions. 8th 
IEEE International Conference on BioInformatics and BioEngineering (BIBE 2008), Athens, Greece, Oct. 8-10, 
2008.

・Eriko Muzutani and Jun Sese. GOMA: Web utility for direct finding of enriched gene ontology terms from 
gene expression profile. 8th IEEE International Conference on BioInformatics and BioEngineering (BIBE 
2008), Athens, Greece, Oct. 8-10, 2008.

データマイニング／バイオインフォマティクス
Data Mining ／ Bioinformatics
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆研究計画

　学部においては、情報科学的側面に重きを置いたバイオインフォマティクス教育を行った。大学院において
は、計算機を利用したバイオインフォマティクス教育を、4 コマ（8 単位分）行った。4 単位分は、主に情報
科学的側面を重要視した内容であり、生物学的データの解析を Information Retrieval などと絡めた内容であっ
た。残り 4 コマは主に生命科学系の卒業生に対する、バイオインフォマティクス教育であり、インターネット
を通じて、プログラムを用いてデータを解析する教育を行った。

　共同研究の持ち込みは歓迎しております。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（2）件

本研究室では、分子やその集合体の立体特性や動
的制御に基づいた機能性分子の創製を行っている。
有機化学を基盤に、材料科学や医薬化学への展開を
はかっており、主な研究内容は以下の 2 項目からな
る。
1．アミド結合の立体特性を活かした機能性芳香族分

子構築：芳香族 N- メチル化アミド類がシス型を
優先するという立体特性をもとに、芳香族多層構
造やらせん構造を構築し、その機能を解析してい
る。また、外的刺激で立体構造を変化させる分子
スイッチの創製へと展開している。

2．核内受容体を分子標的とした医薬化学研究：核内
受容体は脂溶性ホルモンや活性型ビタミンの機能
を担う生体内分子で、癌や生活習慣病などの難治
性疾患の治療薬開発の重要な分子標的である。ア
ンドロゲン、プロゲステロンなどのホルモン受容
体、ビタミン D 受容体を分子標的として、その
機能を特異的に制御する新規化合物を創製してい
る。

　Novel unique molecules in the field of materials 
sciences and medicinal chemistry are developed. 
Based on our finding about the conformational 
properties of aromatic amides and related functional 
groups, we develop aromatic molecules with unique 
three-dimensional structure and dynamic behaviors, 
such as aromatic multi-layered and helical molecules. 
Further, the molecules whose conformation is 
changed by the environmental stimuli are designed, 
and synthesized. In the field medicinal chemistry, 
we develop the novel specific ligands for nuclear 
receptors, such as androgen, progesterone, and 
vitamin D receptors, and elucidate their biological 
functions.

・Hirano, T.; Osaki, T.; Fujii, S.; Komatsu, D.; Azumaya, I.; Tanatani, A.; Kagechika, H.    Fluorescent visualization 
of the conformational change of aromatic amide or urea induced by N-methylation.  Tetrahedron Lett. 2009, 
50, 488-491.

・Wakabayashi, K.; Imai, K.; Miyachi, H.; Hashimoto, Y.; Tanatani, A.  4-(Anilino)pyrrole-2-carboxamides: Novel 
non-steroidal/non-anilide type androgen antagonists effective upon human prostate tumor LNCaP cells with 
mutated nuclear androgen receptor.  Bioorg. Med. Chem.

・Hiroyuki Kagechika, and Aya Tanatani
Nuclear Receptor Drug Discovery in ''Gene Family Based Molecular Design''
Edited by Karen Lackey. Chapter 9., Wiley-Interscience, 275-316, 2008.

機能性分子／超分子／芳香族アミド／創薬／核内受容体
Functional Molecule ／ Aromatic Amides ／ Supramolecule ／ Drug Discovery ／ Nuclear Receptor
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆研究計画

学部教育　
　「有機化学 II」
　「一般化学実験」
大学院教育
　「反応化学特論」

　分子やその集合体の三次元構造とその動的挙動は、その物性や機能を発揮する上で重要な要素の一つであり、
機能性分子の設計には立体構造や動的挙動の制御が必須である。本研究では、芳香族アミドのユニークな立体
特性の発見を元に、その特性をいかした機能性芳香族分子の構築を行っている。芳香族多層構造やらせん構造
といった分子の構築と構造制御、分子スイッチなどの機能開発を中心に、新たな機能性分子の創製へと展開し
ている。一方、核内受容体を分子標的とした医薬化学研究では、新規骨格を持つアンドロゲン、プロゲステロ
ン受容体アンタゴニスト、ビタミン D 誘導体を創製しており、その生理活性を明らかとし、医薬への応用展開
を図っている。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（5）件

1．琵琶湖に流入する融雪起源の密度流の解明をテーマに研究している。
観測結果によると、密度流は冬季に間欠的に、なおかつ高頻度であらわれていることが明らかになった。
このことは、毎日新聞滋賀版（2008/5/30）で報じられた。

2．近年の温暖化により、琵琶湖は深層の溶存酸素の現象が懸念されており、現在環境省の地球環境総合推進
費によって「Fa-084 温暖化が大型淡水湖の循環と生態系に及ぼす影響評価に関する研究（代表　永田俊）」
のなかで、琵琶湖の物理環境を解明する研究チームのメンバーとして研究を行っている。

・Hasegawa-Ishiguro & Okubo (2008), Glacial melt inflows in lake Geneva. Verhandlungen Internat. Verein. 
Limnol. - SIL vol. 30(4) pp643-646.

・長谷川直子（2008）気候温暖化と湖沼―琵琶湖を例に―．滋賀県立大学環境科学部年報 13 号 .13-17.
・長谷川直子（2008）　近年の琵琶湖をめぐる環境課題 .　地理 52（8）36-42.
・長谷川直子（2008）「琵琶湖北湖深層における溶存酸素等の経時変化に関する研究」2007 年度　財団法人 

琵琶湖・淀川水質保全機構　委託業務　報告書
・毎日新聞　滋賀版　25 面　2008/5/30

陸水物理／密度流／地球温暖化
physical limnology ／ density current ／ global warming
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

環境問題を理解するためには自然科学も社会科学も必要です。両方勉強するのは大変です。そんな大変なこと
をやりたい！という方を大歓迎します。

・「自然と人間」
自然環境と人間とのかかわりとして、環境問題に焦点をあて、環境問題を理解するための様々なアプローチ
方法を紹介する。具体的には環境行政、環境経済学、環境倫理学などのような枠組みのみならず、合意形成
理解のためのディスカッション、身近な環境問題を理解するためのフィールドワーク、森林保全体験ツアー
などを行い、机上の空論ではない体験型授業を目指している。

・「自然地理学」
自然地理学の概観（地形、岩石、植生、気候、水文）を行った。また、気象庁に併設する気象科学館への学
生引率を行った

・地理学フィールドワークＢ
高尾宿泊気象観測、琵琶湖調査への学生参加などをおこなった。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

ヒイラギモクセイの葉脈の発達
被子植物の葉脈（中肋）は裏面側に師部、表面側

に木部が形成されるのが一般的である。
しかし、ヒイラギモクセイの成熟葉の場合は、木

部を師部が囲んだ環状に近い形態をしている。
今回、ヒイラギモクセイはヒイラギとギンモクセ

イの交雑種であるため、ヒイラギの中肋を調べるこ
とと、ヒイラギモクセイの葉の中肋の発達を、形成
層を中心に調べた。

結果、以下のことがわかった。ヒイラギの成熟
葉の葉脈はヒイラギモクセイと同じであることがわ
かった。

ヒイラギモクセイの幼葉の中肋には、未熟な維管
束が 1 個見られる。成長が進むと、すでに形成され
ていた大きな維管束から数層隔てた表面側に、新た
に導管か仮導管が生じた。　

この段階では師部も形成層もはっきりしない。そ
の後さらに成長すると、新旧の維管束に形成層の細
胞がまばらに観察され、木部と師部ははっきりし、
成熟葉になると新旧の維管束はつながり環状になる
ことがわかった

In the angiosperm, it is general that the veins
（mid rib)of a leaf  forms the phloem on the back 
side and the xylem on the surface side. However, in 
Osmanthus×fortuneiha, the xylem is enclosed by the 
phloem when I observed the sections in the mid rib. 
The shape is ring.

This time, I examined the mid rib of Osmanthus 
iclicifolius Mouillefert. Because, Osmanthus×
fortuneiha is a crossbred of Osmanthus iclicifolius 
Mouillefert and Osmanthus asiaticus Nakai. Another 
study, I observed the development of cambium of 
mid rib in Osmanthus × fortuneiha especially.

The mid r ib of mature leaf  of  Osmanthus 
iclicifolius Mouillefert was the same as Osmanthus×
fortuneiha in shape.

In young leaves of Osmanthus×fortuneiha, one 
immature mid rib is seen and some vessels (or 
tracheid ) were formed.  When growth advances, 
new some vessels appeared at the surface side of 
vessels that are already.  Neither the phloem nor 
the cambium are made clear at this stage. When 
growing up, cells of cambium are observed in the old 
bundle and the new one sparsely, and the xylem and 
the phloem are made clear. In matured leaf, the two 
bundles connect, and become ring.

ヒイラギモクセイ／維管束
Osmanthus × fortuneiha ／ vascular bundle
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

植物形態学実習、
植物学野外実習、
生物学実習Ⅰ
植物形態学実習：藻類、コケ植物、被子植物の形態及び多様性について
植物学野外実習：湾岸生物教育研究センターにおいて海藻及び陸の植物の採集及び観察（同定）を行う。
生物学実習Ⅰ：フィールドワーク及び顕微鏡観察の実際
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（8）件

主要な研究テーマは、「ベトナムにおける母子の健
康改善を目的とした地域を基盤とした栄養学的アプ
ローチの検討」です。現在は以下の 3 つの研究に従
事しています。
1.「乳幼児の保育状況と成長、感染症の発症」

ベトナム山岳地域の乳幼児を対象として、子供の
母乳・離乳保育状況が、発育状態、感染症の発症率、
身体機能・精神発達および微量栄養素の栄養状態

（鉄・亜鉛・ビタミン A）に及ぼす影響について、
生後 2 年間の追跡調査を実施しています。

2.「女性における貧血の予防・改善」
私達の実施した先行研究では、ベトナム紡績工場
就労女性の貧血のり患率が高いことが示されてい
ます。そこで、それらの女性を対象とした鉄剤の
投与試験を実施し、今後の貧血のコントロール対
策を検討しています。

3.「乳幼児の亜鉛・鉄の栄養状態の改善」
開発途上国の乳幼児にとって、鉄や亜鉛の欠乏は
深刻な問題です。ベトナム山岳地域において、亜
鉛、鉄の栄養状態の評価（生化学検査や食事調査）
を行い、それらの栄養状態改善のための介入研究
を計画しています。

My main research is on community-based 
nutritional approach to improve maternal and child 
health in Vietnam. The following 3 researches are 
currently conducted. 
1. “Study on nutritional status, feeding practice 

and infectious disease among infants” We 
investigate the effects of feeding practice; namely 
breastfeeding and complementary feeding, on the 
infant’ s growth, motor development, incidence 
of infectious disease and micronutrient status; 
specifically iron, zinc and vitamin A, during the 
first 2 years of birth. 

2. “Study for control anemia in women” 
 High prevalence of anemia among female factory 

workers in Vietnam was observed in our pre-
conducted survey. We implemented an iron 
supplementation study to suggest a future 
approach to control anemia among the women. 

3. “Study for improving iron and zinc status among 
infants”
 Deficiencies of iron and zinc are serious health 
issues among infants in developing countries. 
We have assessed iron and zinc status including 
biochemical assessment and dietary intakes 
and are planning a future intervention study to 
improve the micronutrient status among infants 
in rural mountainous Vietnam. 

・Hien VTT, Khan NC, Mai LB, Lam NT, Phuong TM, Nhung BT, Nhien NV, Nakamori M, Yamamoto S. Effect of 
Community-based Nutrition Education Intervention on calcium Intake and Bone Mass in Postmenopausal 
Vietnamese women. Public Health Nutr 2008 Jul 31:1-6.

・Khan NC, Mai LB, Hien VTT, Lam NT, Hoa VQ, Phuong TM,  Nhung BT, Nakamori M, Shimizu Y, Yamamoto S. 
Development and validation of  Food Frequency Questionnaire to assess calcium intake in postmenopausal 
Vietnamese women. J Nutr Sci Vitaminol 2008 54; 124-

・藤沢由美子、高橋真由美、志塚ふじ子、勝間田真一、海老沢秀道、中森正代：食品の非栄養成分と健康について。
保健指導実施者と対象者に役立つ学習教材集　特に食生活に関連して　平成 19 年度厚生労働省科学研究補
助金（厚生労働科学特別研究事業）による「保健指導活動拠点を活用した標準的な保健指導と指導者の確保
のあり方に関する研究（H19- 特別 - 指定 -029）」研究班編、p295-306、2008 年 3 月

・Masayo Nakamori, Vu Thi Thu Hien, Nguyen Cong Khan, Nguyen Thi Lam, Nguyen Tri Dung, Hironori Tomi, 
Nobuo Uotsu, Takuya Shiomi, Rina Iwazaki and Shigeru Yamamoto. Difructose Anhydrate III Enhances 
Bioavailability of Water-insoluble Iron in Anemic Vietname

・中森正代、Nguyen Xuan Ninh, Nguyen Cong Khan, 磯村晴彦 , Vu Thi Thu Hien, Bui Thi Nhung, 中野貴司、
吉池信男、山本茂
ベトナム山岳地域における授乳婦の母乳濃度（鉄・亜鉛）と栄養状態に関する調査
第 49 回日本熱帯医学会大会・第 23 回日本国際保健医療学会学術集会　合同大会　2008 年 10 月　東京都、
東京

公衆栄養／国際保健／母子栄養／微量栄養素
Public Nutrition ／ International Public Health ／ Maternal and Child Nutrition ／ micronutrient
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　今日、栄養と健康についての人々の関心が高まり、多くの情報があふれていますが、正しい情報というのは
意外と少ないものです。そして、それは日本だけではなく世界中で共通して言えることであり、正しい情報の
発信が求められています。栄養と健康に関する正しい情報を見極めるための基礎を勉強すること、また正しい
情報を発信するための調査・研究方法を学ぶことによって、活躍の場は世界に広がっていきます。世界の栄養
問題に、一緒に取り組んでいきませんか？

管理栄養士養成課程における「公衆栄養学実習」、
「公衆栄養学臨地実習」、「栄養カウンセリング論実
習」、「調理科学実験」、教職課程における「調理実習」
を補佐する。

特に、公衆栄養学実習および公衆栄養学臨地実習
では、学生が将来に管理栄養士として保健所や小学
校で働く際の実践的な活動内容の指導および活動を
研究として発展させるための手法を指導しています。

I assist the following nutritional trainings for 
undergraduate students:
1. Internship in public health center in dietetic course
2. Research methods for planning and implementing 
human research in community nutrition
3. Practice in counseling for health education
4. Practice in cookery science
5. Practice in basic cooking   
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

動物の眼は、単眼、複眼、カメラ眼など複雑な形
態が同一起源から発達し、動物の進化そのものに大
きく貢献してきたが、その形態多様化のメカニズム
は知られていない。大量の遺伝子発現情報を種間で
直接比較する方法を考案し、動物の眼の形態多様化
メカニズムを研究する。一つの系統の中で多様な眼
の形態をもっている軟体動物を材料に眼の多様化メ
カニズムを研究する。

Eye is one of the most elaborate organs in animals 
and of particular interest to study how animal 
eye has been evolved. We focused on molluscs 
in which all the eye types have been evolved in 
one lineage and considered to be a good model 
for the eye diversification. By developing inter-
species microarray, we are searching the genes for 
morphological diversification of eyes.

眼／進化／多様性／ゲノム／遺伝子発現
Eye ／ Evolution ／ Diversity ／ Genome ／ Gene expression
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　◆研究計画

　動物の眼の多様化進化機構を明らかにするため、多様な種類の眼が存在する軟体動物を材料に大規模遺伝子
発現と多様化機構の関係に関して研究を行っている。2008 年度は、軟体動物のヤリイカとホタテ貝の眼にお
ける Normalized full-length cDNA library の構築と大規模シーケンシング、および大規模発現比較のプラット
フォームとなる種間マイクロアレイの構築を行った。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆主要業績

・“Metastable quantum phase transitions in a periodic one-dimensional Bose gas: Mean-field and Bogoliubov 
analyses” R. Kanamoto, L.D. Carr, and M. Ueda

・“Stability of the density-wave state of a dipolar condensate in a pancake-shaped trap", O. Dutta, R. Kanamoto, 
and P. Meystre, Phys. Rev. A 78, 043608 (2008)

量子多体理論／原子・分子・光科学
quantum many-body theory ／ atomic, molecular, and optical physics
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（6）件

量子スピン系における非平衡ダイナミクス：1 次
元量子スピン系におけるダイナミクスを主に数値的
に研究する。実空間上での確率分布の時間発展と、
対応する古典相空間の特徴との関係を明らかにする。

パターン形成：強磁性薄膜の磁区パターンやソフ
トマター系におけるパターンを、主に数値シミュレー
ションなどを用いて理論的に研究する。

Nonlinear dynamics in quantum spin chains: 
Theoretical study in one-dimensional quantum spin 
systems. Relationship between time evolution of the 
quantum spin distribution in a spin chain and the 
corresponding classical phase space.
Pattern formation: Theorticaland numerical study of 
domain patterns in ferromagnetic thin films and soft-
matter systems.

・K. Kudo and T.S. Monteiro, "Quantum transport and spin dynamics on shearless tori", Phys. Rev. E 77, 
055203(R) (2008)

・Kazue Kudo and Katsuhiro Nakamura, "Magnetic domain patterns under an oscillating field", 
(7th International Summer School/Conference `Let’ s Face Chaos through Nonlinear Dynamics’ Hotel 
PIRAMIDA, Maribor, Slovenia, 2008 年 6 月 29 日～ 7 月 13 日 ), AIP Conference P

・Kazue Kudo, "Spin dynamics and quantum transport in quantum spin chain under an pscillating field", NATO 
Advanced Research Workshop `Recent Advances in Nonlinear Dynamics and Complex System Physics: From 
Natural to Social Sciences and Security’ Grand M

統計物理学／非線形・非平衡／量子スピン系／ソフトマター
Statistical Physics ／ Nonlinear Physics ／ Quantum Spin Systems ／ Soft matter
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　◆メッセージ

　◆研究計画

　量子系と古典系との対応関係の解明と応用。ソフトマターの研究に関しては、実験グループとの共同研究を
行いたい。

　お茶大アカデミック・プロダクションには、比較的若い研究者がそろっています。学生さんたちと年代が近
いので、学問や研究に励む皆さんに、いい影響を与えられればと思っています。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（4）件／特許（1）件

非線形ダイナミクスの研究を行っている．特に、
自然界に現れる振動現象を中心に扱っている．リズ
ムを持つ個体と個体が影響を与えあうと、リズムの
間に秩序が生まれる。このような現象は「同期現象」
と呼ばれ、物理・化学・工学分野のみならず、体内
時計の生成やパーキンソン病など、様々な生命現象
のメカニズムとなっている。研究テーマは多岐にわ
たる．抽象的な数理モデルの研究、生物の体内時計
の実験研究との共同研究、多足歩行、振動性化学反
応系の制御の数理的研究と実験に関する共同研究な
どである．特に、実験グループと密接に協働しながら、
生命機能の形成、化学反応の制御、通信・交通流の
最適化など、同期現象の関わる実用的問題に、それ
ぞれに適した数理モデルを構築することを目指して
いる。

　Dynamical order appears in rhythmic elements 
when they interact each other. Such behavior is called 
"synchronization", which is of great importance in 
fields ranging from Engineering to Medical Science. 
In particular, it is often the underlying mechanism 
for the formation of biological functions such as 
the circadian rhythms and Parkinson’ s disease. 
I am tackling practical problems involved with 
synchronization through constructing mathematical 
models. For example, the control of circadian 
rhythms and chemical reactions are dealt with.

・Yasuaki Kobayashi and Hiroshi Kori, "Design principle of multi-cluster and desynchronized states in 
oscillatory media via nonlinear global feedback ",New Journal Physics 11, 033018, (2009, March)

・Harada, T. Yokogawa, T. Miyaguchi, H. Kori, "Singular behavior of slow dynamics of single excitable cells", 
Biophysics Journal 96, 255-267, (2009, January)

・Y. Kawamura, H. Nakao, K. Arai, H. Kori, and Y. Kuramoto: "Collective Phase Sensitivity", Physical Review 
Letters 101, 024101 (2008)

・Hiroshi Kori, Craig G. Rusin, Istvan Z. Kiss, and John L. Hudson: "Synchronization Engineering: Theoretical 
Framework and Application to Dynamical Clustering", in the forcus issue on "Design and Control of Self-
Organization in Distributed Active Systems

・International Patent Application Serial No. PCT/US2008/068538 Filed: June 27, 2008
Entitled: Mild Stimulation Device and Measurement Based Design Method for Non-Destructive Control of 
Complex Rhythmic Systems

非線形ダイナミクス／同期現象／概日リズム／複雑ネットワーク
nonlinear dynamics ／ Synchronization ／ circadian rhythms ／ complex networks
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　◆メッセージ

　◆研究計画

生物・医学・化学・工学の実験グループと密接に協働しながら、生命機能の形成、化学反応の制御、通信・交
通流の最適化など、同期現象の関わる実用的問題に取り組んでいく。将来的には，パーキンソンや睡眠障害と
いった生体のリズム現象が関係する病気の治療法、柔軟で能率のいい歩行能力を持つロボットの設計、燃料電
池で必須である表面触媒反応の制御などに貢献したい。これらのテーマに関係するいくつかの共同研究が進行
中である。

　学部は好きなことを勉強する場所であり、大学院は好きなことを研究する場所です。それを行うためには基
礎を学ばなければいけませんが、好きなことを目標としていれば、そういった下積みも楽しいものとなります。
是非、自分の好きなこと、やりたいことをしっかり考えて、取り組む分野を決めてください。必ずしも就職の
善し悪しで分野を決める必要はないと思います。どんな学問でも真摯に取り組めば、次の進路が大学であれ企
業であれ、また、全く違う分野であれ、道は自ずと開けます。

　◆教育内容　／　Educational Pursuits

埼玉大学，理学部・工学部の大学院， 数理電子情報特論 II を 2 回担当した　(10/10, 11/7 (2008))．
「動子集団のダイナミクス：基礎から最新の応用研究まで I, II」
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（2）件

生合成経路を利用したバクテリア細胞壁化学修飾 
化学的手法を応用して、バクテリアなどがもつ多様
な生体機能を活かした機能性材料の開発研究を行っ
ています。たとえば、バクテリアの表面に糖鎖を化
学結合させることで、表面の接着性をコントロール
することができます。遺伝子組み換えによるバクテ
リア改変とは違った化学的な手法により、バクテリ
アの機能を活かしたままデバイス化できるような、
化学と生物の新たな融合技術を目指します。

　hemical Engineering of Bacteria through Cell-Wall 
Biosynthesis My recent research has focused on the 
chemical modification of the bacterial cell wall via 
the biosynthetic route with possible applications 
to the development of functional bacteria; for 
example, bacteria that can be modified chemically to 
display artificial sugar moieties on the surface, thus 
affording unique adhesion properties. Based on this 
chemical approach, which differs from simple genetic 
modification, new technological innovations can be 
expected.

・Sadamoto, R.; Matsubayashi, T.; Shimizu, M.; Ueda, T.; Koshida, S.; Koda,T.; Nishimura,S.-I., Bacterial Surface 
Engineering Utilizing Glucosamine Phosphate Derivatives as Cell Wall Precursor Surrogates, Chem. Eur. J, 
14, (33), 10192-10195, 2008.

・Sadamoto, R.; Nishimura, S.-I., Glycosylation Engineering of Glycoproteins, Glycoscience, 2nd edition, B. 
Fraser-Reid et al. (Ed.), Springer Verlag, 1859-1871, 2008.

ケミカルバイオロジー／バクテリア／細胞表層工学／糖化学
chemical biology ／ bacteria ／ cell surface engineering ／ carbohydrate chemistry
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　◆メッセージ

　◆研究計画

　生合成経路を利用したバクテリア細胞壁化学修飾 化学的手法を応用して、バクテリアなどがもつ多様な生
体機能を活かした機能性材料の開発研究を行っています。たとえば、バクテリアの表面に糖鎖を化学結合させ
ることで、表面の接着性をコントロールすることができます。遺伝子組み換えによるバクテリア改変とは違っ
た化学的な手法により、バクテリアの機能を活かしたままデバイス化できるような、化学と生物の新たな融合
技術を目指します。

　興味がありましたらぜひ研究に参加してください。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（1）件

多細胞生物の構成単位である器官が、どのように
して形成され、固有の機能を発揮するのかを、ショ
ウジョウバエの生殖巣および脂肪体をモデルとして
解析する。生殖巣および脂肪体がどのように形成さ
れるのかを明らかにするために、それぞれの細胞種
で発現する遺伝子を網羅的に単離し、その機能を解
析する。また、脂肪体がどのようにして機能を発揮
するのかを明らかにするために、大規模な遺伝学的
スクリーンを行い、脂肪制御に関与する遺伝子を同
定する。さらに、生殖巣および脂肪体の組織学的側
面を解析するために、電子顕微鏡観察を行う。

　Research aim of my laboratory is to understand 
cellular and molecular mechanisms of organ 
formation and function. We are using Drosophila 
gonad and the fat body as a model system. We 
are currently conducting expression analysis of 
embryonic gonads and the fat body to identify genes 
that are required for formation of these organs. 
We are also doing genetic screen to identify genes 
that are involved in fat regulation in the fat body. In 
addition to these molecular analyses, we are using 
EM technique to uncover cellular aspects of gonad 
and fat body formation and function.

・Kunwar, S. K*., Sano, H*., Renault, A., Barbosa, V., Fuse, N., and Lehmann, R. (*co-first authors).　Tre1 GPCR 
initiates germ cell transepithelial migration by regulating Drosophila E-cadherin.　The Journal of Cell 
Biology, 183, 157-168 (2008).

ショウジョウバエ／器官形成・機能／脂肪組織／生殖巣／ニッチ
Drosophila ／ Organ formation and function ／ fat body ／ gonad ／ niche
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆研究計画

　◆メッセージ

理学部生物学科において、発生遺伝学および基礎
遺伝学実習を担当している。また、大学院人間創成
科学研究科において、ライフサイエンス論を担当し
ている。

　I am teaching developmental genetics and basic 
genetic experiments in the department of biology. 
I also give a lecture on life sciences in the graduate 
school.

　現在行っている生殖巣および脂肪組織をモデルとした研究により、器官の成り立ちとその機能についての新
たな側面が明らかになることが期待できる。これらの研究は、生殖および肥満といった健康問題に関連し、医療・
創薬分野に貢献することが期待される。

　基礎生命科学分野は、学問としての面白さに加え、人々の健康や生活に貢献する可能性を持っています。こ
のような分野に興味を持たれた方は、是非、大学・大学院の門をたたいてみて下さい。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（7）件

My research is focused on Graph Algorithms and Bioinformatics.  During AC 2008, I worked on the 
following topics: Combining a given set of rooted triplets into a phylogenetic supertree which keeps as much 
branching information as possible, graph edge orientation to maximize the minimum weighted outdegree, 
periodic graph traversal by an oblivious agent, geometric network design, approximate pattern matching 
in node-labeled trees, succinct representation of bit vectors supporting efficient rank and select queries, 
algorithms for computing a smallest multi-labeled phylogenetic tree, faster methods for searching in 
3D-structure databases of proteins, and inferring a chemical structure from a path frequency vector.  During 
AC 2008, I also finished writing three entries for Springer-Verlag's "Encyclopedia of Algorithms" entitled 
"Phylogenetic Tree Construction from a Distance Matrix", "Directed Perfect Phylogeny (Binary Characters)", 
and "Perfect Phylogeny (Bounded Number of States)", served as a member of the Journees Ouvertes Biologie 
Informatique Mathematiques (JOBIM 2008) organizing committee in Lille (France), served as a program 
committee member of the Second International Conference on Theories and Applications of Computer Science 
(ICTACS'09) in Nha Trang (Vietnam), reviewed several papers for various international conferences and 
journals, wrote four article summaries for American Mathematical Society (AMS)'s Mathematical Reviews (MR), 
and joined the editorial board of a new international journal named "Algorithms", ISSN 1999-4893, Molecular 
Diversity Preservation International (MDPI).

・[Academic book] J. Jansson. "Directed Perfect Phylogeny (Binary Characters) -- 1991; Gusfield". Invited 
chapter in Springer's Encyclopedia of Algorithms, pp. 246-248, Springer Science+Business Media, LLC.,2008. 
ISBN: 978-0-387-36061-4.

・[Academic book] J. Jansson. "Perfect Phylogeny (Bounded Number of States) -- 1997; Kannan, Warnow". 
Invited chapter in Springer's Encyclopedia of Algorithms, pp. 644-647, Springer Science+Business Media, 
LLC.,2008. ISBN: 978-0-387-36061-4.

・[Academic book] J. Jansson. "Phylogenetic Tree Construction from a Distance Matrix -- 1989; Hein". 
Invited chapter in Springer's Encyclopedia of Algorithms, pp. 651-653, Springer Science+Business Media, 
LLC.,2008. ISBN: 978-0-387-36061-4.

・[Academic book] J. Jansson and W.-K. Sung. "The Maximum Agreement of Two Nested Phylogenetic 
Networks". Chapter 4 of New Topics in Theoretical Computer Science, pp. 119-141, Nova Science Publishers, 
Inc., New York, 2008. ISBN: 978-1-60456-100-5.

・[Research paper] J. Byrka, S. Guillemot, and J. Jansson. "New Results on Optimizing Rooted Triplets 
Consistency". Proceedings of the Nineteenth Annual International Symposium on Algorithms and 
Computation (ISAAC 2008), Lecture Notes in Computer Science Vol. 5369, pp. 484-495, Springer-Verlag 
Berlin Heidelberg, 2008.

Algorithms ／ Phylogenetics ／ Combinatorial pattern matching ／ Graph theory ／ Computational complexity
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

I believe that the main objective of all science is to explain complicated things in simple ways。  This 
provides us with concepts to handle the massive amounts of information in nature、 and also allows us 
to develop efficient tools that help us to further understand and manipulate the underlying patterns and 
mathematical structures。  If you would like to study abstract、 combinatorial problems with elegant solutions 
which have important applications to Bioinformatics、 please join our lab!

I did not have any opportunities to participate in any teaching activities during AC 2008.

1) During AC 2009, I will continue my collaboration with scientists from some of the most famous universities 
and research institutes in Japan (University of Tokyo, Kyoto University, Kyushu University, National 
Institute of Informatics, and JAIST) and other countries (U.K., France, Sweden, Slovakia, Switzerland, 
Poland, Canada, Singapore, and China). 

2) I expect to publish many good papers in international conferences and reputable journals. 
3) In case my grant applications for inviting guests to Japan are successful, I plan to start one new research 

project related to phylogenetic networks with researchers in Spain and one new research project related to 
graph pattern matching with a researcher from Russia.



442

　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（17）件／特許（1）件

ユビキタス・コンピューティング環境に適したユー
ザ・インタフェース技法の研究／開発を進めていま
す。

たとえば、ファッションコーディネートを支援す
る「タグタンス」は、タンスの扉内面にフックセン
サやカメラを搭載し、フックに洋服を掛けるだけで、
洋服を撮影し、種類／重量などのタグを付加して保
存できるシステムです。
詳 細 は、Web サ イ ト <http://mobiquitous.com/> を
ご覧ください。

I have proposed and developed novel human 
computer interaction techiniques for ubiquitous 
computing.
Please visit my web site <http://mobiquitous.com/
index-e.html> for more information.

・渡邊 恵太，塚田 浩二，安村通晃 : PhotoLoop: 写真閲覧時の自然な語らいを活かしたスライドショーの拡張，
ヒューマンインタフェース学会論文誌，Vol. 11, No. 1, pp. 69-76 2009

・辻田 眸 , 塚田 浩二 , 椎尾 一郎 : 遠距離恋愛者間のコミュニケーションを支援する日用品 “SyncDecor” の提案 , 
日本ソフトウェア科学会論文誌 ( コンピュータソフトウェア ) Vol. 26, No. 1, pp. 25-37, 岩波書店 , 2009

・Koji Tsukada, Hitomi Tsujita and Itiro Siio: TagTansu:A Wardrobe to Support Creating a Picture Database of 
Clothes, Adjunct Proceedings of Pervasive2008, pp. 49-52, (2008)

・Maho Oki, Koji Tsukada, Kazutaka Kurihara, and Itiro Siio: HomeOrgel: Interactive music box for aural 
representation, Adjunct Proceedings of Ubicomp 2008, pp. 45-46, (Sept, 2008).

・塚田 浩二，沖 真帆 : EyeCatcher: 多様な表情を撮るカメラ，ソフトウェア科学会 WISS2008 論文集，pp. 
19-24　(2008）

ヒューマンコンピュータインタラクション／ユビキタスコンピューティング／プロトタイピング／
ユーザインタフェース／実世界指向
Human Computer Interaction ／ Ubiquitous Computing ／ Prototyping ／ User Interface ／
Real world oriented
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆研究計画

家庭など日常生活環境におけるヒューマンコン
ピュータインタラクションの研究指導、およびその
プロトタイピングのための技術指導。

　Human computer interaction for everyday situation 
and prototyping techniques.

2009 年初頭に完成したユビキタスコンピューティング実験住宅（お茶ハウス）を中心に、特に衣食住に密
着したユビキタス・インタフェースの提案／開発／実証実験を行います。
共同研究可能テーマ：

(1) コンピュータ組み込み家具とアプリケーション
(2) 写真の新しい楽しみ方を目指した撮影／閲覧技法
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（9）件

量子化学分野では、近年、フラグメント分子軌道
（FMO）法に代表されるスケーラブル分子軌道理論の
台頭により、軽元素のみからなる分子であれば、数
千 &#12316; 数万原子からなる生体大規模系をまる
ごと取り扱った ab initio 分子軌道計算が可能になり
つつある．しかし、生体系の多様な機能発現機構を
理解するためには、多くの生体分子において中心的
な役割を演じている「遷移金属元素」の役割を分子
レベルで明らかにすることが不可欠となる．本研究
室では、大規模系を志向した、現代量子化学におい
て未だ困難な課題となっている「遷移金属元素を含
有した生化学・機能性ナノ物質の大規模相対論的量
子化学計算」に挑戦している．

　With recent development of fragment molecular 
orbital (FMO) method, it is gradually being possible 
to perform large-scale quantum chemical calculation 
of very large molecules like protein, DNA, and so on.  
However, large-scale quantum chemical calculation 
containing heavy elements (transition metals) is still 
difficult, since we have to treat two big problems, 
electron-electron correlation and relativistic effects at 
the same time even in such a big system.  Meanwhile, 
in my laboratory, we’ ve ever focused on relatively 
small molecules and developed a relativistic quantum 
chemical theory named model core potential (MCP) 
to overcome these two problems in molecules 
containing heavy elements.  With these backgrounds, 
now, we’ re trying to expand MCP and develop large-
scale relativistic quantum chemistry.

・Mori H., Takeshita K, Miyoshi E., Ohta N, &#8232;Theoretical Quest for Photoconversion Molecules having 
Opposite Directions of the Electric Dipole Moment in the S0 and S1 states, &#8232;J. Chem. Phys., (2009) in 
press. 

・Zeng T., Mori H., Miyoshi E., Klobukowski M,&#8232;Calibration of New Model Core Potentials for Main 
Group Elements, &#8232;Int. J. Quantum Chem., (2009) in press. 

・Mon M S, Mori H., Miyoshi E.,&#8232;Theoretical study of low-lying electronic states of Mn2 using a newly 
developed relativistic model core potential, &#8232;Chem. Phys. Lett, 462, 23-26 (2008). 

・Osanai Y., Soejima E., Noro T, Mori H., Mon M S, Klobukowski M, Miyoshi E.,&#8232;Revised Model Core 
Potentials for Second Row Transition Metal Atoms from Y to Cd, &#8232;Chem. Phys. Lett., 463, 230-234 
(2008). 

・Osanai Y., Ma San Mon, Noro T, Mori H., Nakashima H, Klobukowski M, Miyoshi E.,&#8232;Revised Model 
Core Potentials for First Row Transition Metal Atoms from Sc to Zn&#8232;Chem. Phys. Lett., 452, 210-214 
(2008). 

モデル内殻ポテンシャル法／フラグメント分子軌道法／重元素含有ナノ・バイオ系／
大規模相対論的量子化学計算
model core potential ／ fragment molecular orbital method ／ biomolecules containing heavy elements ／
relativistic quantum chemical calculation
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆研究計画

　平成 20 年度は、理学部化学科の 2 年生を対象として、コンピューター実習を交えた講義「計算化学」を開
講した。量子化学計算プログラム MOPAC を使用し、量子化学計算がどのように現代化学の発展に役立つのか、
基礎理論と応用計算の双方の立場からの解説を行った。

　モデル内殻ポテンシャル（MCP）法を基盤に、電子相関・相対論効果を同時に精度良く取り扱った非経験的
分子軌道計算手法の確立を目指す。具体的には、MCP 法と、大規模分子軌道理論、フラグメント分子軌道法
の連動法、およびそのエネルギー勾配法（MCP/FMOgrd）の開発、MCP 法を用いた振動数解析実行・遷移構
造探索のための、MCP エネルギー二次微分（MCPhss）の開発を計画している。来年度は、開発したプログラ
ムを応用し、リアルな化学系の問題を紐解いていくことに着手したい。1．各種金属錯体、金属クラスターな
どの化学反応性に関する理論的研究、2．金属含有蛋白質の電子状態に関する理論研究、「金属含有ナノ・バイ
オ系」に関するこれらのテーマについて、理論 + 実験のタイアップによる共同研究が展開できれば、と考えて
いる。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（3）件

開発途上国における女子教育の必要性および支援
の状況について研究を進めています。どのような国
においても女性が一人の人間として自分の意志で選
択し、生きていける世界となるために何が必要なの
かという視点から研究を行っています。
　また、2007 年度からはユネスコバンコク事務
所と連携しながらアジア地域における Gender in 
Education に関する問題について取組み、日本の教育
協力関係の研究者の方々とのネットワーク構築にも
努めています。
  最近では、サブサハラアフリカ地域の女子教育の現
状や支援ネットワークについても関心を持ち、研究
を進めています。
　さらに、「国際協力ボランティア」にも関心を持っ
ています。現在、世界中で様々な NGO が立ち上がり、
たくさんのボランティアが途上国に出かけたり、日
本国内でも、多くの NGO が積極的に活動に取り組ん
でいます。そのボランティアを対象として国際協力
活動や市民社会の動きに注目し、研究を進めていま
す。

　I am studying the conditions of women and girls 
in developing countries. I am promoting research 
activities aimed at improving the education and 
status of women in developing nations for the 
purpose of creating a world where every woman 
is free to make her own decisions. Women’ s 
empowerment is affected by many different issues 
in developing nations, including health, education, 
population, economics and labor prblems. I am trying 
to research about these problems and promoting 
support activities from the perspective of education.
In addition, I am also intersted in NGO activities 
and the volunteers who deal with international 
collaboration activities. Now the volunteers are so 
active thath they can go to the developing countries 
and support the people, or that they can make efforts 
to assist the international volunteers. I focus on 
the people’ s activities in the field of international 
collaboration and try to reseach the system of civil 
society in its field.

・査読付論文：「市民参加と国際協力事業 - アフガニスタン女性教員研修を事例として -」「ボランティア学研究」
第 10 巻、2009（印刷中）

・学会発表：「サブサハラアフリカの女子教育支援政策について」日本比較教育学会第 44 回大会（東北大学川
内北キャンパス）（2008 年 6 月）

・学会発表：高橋真央・長岡智寿子「アジア地域における女子教育政策の支援ネットワークについて‐
UNESCO GENIA ネットワークに学ぶ‐」国際開発学会第 9 回春季大会（東京工業大学）（2008 年 6 月）

国際協力／女子教育／ボランティア学
International Collaboration ／ girl''s education ／ volunteer studies
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　女性の視点から「世界を見る」そして「世界を知ること」－この大学にはそのための様々なチャンスがあり
ます。その機会を得ながら、いつかは世界の平和や貧困にどのような形でもよいから関われる女性を育成しよ
うという夢と期待がここにはあります。みなさんも共に、それぞれの視点から世界の様々な女性について、そ
の状況について考えてみませんか。

ボランティア
国際教育協力
開発途上国における女子教育の問題

ボランティアと市民社会
国際協力とボランティア
国際教育協力
開発途上国における女子教育の問題およびその支援ネットワーク
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績

1) 帰国生受け入れにおける学校コミュニティの役割
分析

　帰国生の受け入れクラスに対する意識の差異を受
け入れクラス形態別に分析することにより、学校コ
ミュニティでの帰国生受け入れの在り方を検討した。

2) 異文化間移動を伴う児童生徒の日本語教育支援に
おける地域コミュニティの役割

　都内中学校に在籍する帰国児童生徒・在日外国人
児童生徒の日本語教育実践を通じ、地域コミュニティ
とのより効果的な関わりについて検討した。

1)I explored returnee students' consciousness of the 
classroom where they belong and analyzed the 
correlation between them to clarify the difference 
of effects brought by the reception formation.

2)Through providing Japanese language classes and 
remedial course for the returnee students at the  
middle schools, I reviewed function of the  regional 
community surrounding the schools and examined 
the relationships between them.

・論文「帰国生の受け入れクラスに対する意識－受け入れ形態の差異に着目して」『異文化間教育』アカデミア
出版会　第 28 号 p100-113(2008 年 6 月 )

・学会発表「帰国生の受け入れクラスに対する意識―属性要因による差異の分析」個人口頭発表、第 29 回異
文化間教育学会 (2008 年 5 月 )

・翻訳「質的研究実践ガイド　保健医療サービス向上のために　第 2 版」　
キャサリン・ポープ、ニコラス・メイズ編集、大滝純司監訳、医学書院、　第 8 章・12 章 (2008 年 4 月 )

異文化間教育／コミュニティ心理学／帰国生・在外生教育／日本語教育
intercultural education ／ community psychology ／ education for returnee and oversea students ／ Japanese 
language teaching

 氏名： 岡村　郁子（OKAMURA Ikuko）
 所属： グローバル教育センター
 職名： 講師
 学位： 教育学修士・人文科学修士 ( お茶の水女子大学 )
 専門分野： 異文化間教育学・心理学、日本語教育
 URL： http://www.ocha.ac.jp/introduction/structure/international/index.html
 E-mail： okamura.ikuko@ocha.ac.jp
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　お茶の水女子大学は 30 以上の海外の大学と大学間交流協定を結んでおり、毎年交換留学生の受け入れなら
びに派遣を行っています。また春休みにはオーストラリア・ニュージーランド・イギリスなどへ短期語学研修
への参加のチャンスもあります。他にもたくさんの国際交流の機会がありますので、入学後はグローバル教育
センター ( 留学派遣部門・学生センター棟 3 階 ) をぜひお訪ねください。お待ちしています！

1) 近年の社会的経済的環境の変化による帰国生の質的変化をふまえ、帰国生教育の現状を把握するとともに、
「帰国生としての体験を活かす」受け入れの在り方をコミュニティレベルで検討する。

2) 在日外国人児童生徒教育と帰国児童生徒教育の統合の合理性を吟味し、帰国生に特化した教育・指導を受け
入れ校の実践の中で共に考える。

1) 海外派遣留学生に対する異文化適応教育
大学間交流協定に基づく交換留学派遣生ならびに
本学主催の海外短期語学研修参加学生に対して渡
航前後のオリエンテーションを開催し、異文化間
適応や異文化理解に関する指導を行った。また、
滞在中の危機管理やヘルスケアについての情報提
供ならびにアドバイジングを実施した。

2) 留学相談
長期・短期の海外留学を希望する学生への相談全
般に携わった。

3) 本学への留学生に対する日本語教育と相談
本学に在籍する海外留学生への日本語教育 ( 初中
級 ) と、必要に応じて日本語学習や異文化適応に
関する相談を行った。

1)  At the orientation session for the exchange 
students and the language tour participants, I 
provided lectures about cultural adjustment and 
cross-cultural understanding. During their stay I 
also gave them some advices on physical/mental 
health care and risk-management.

2) I offered counseling services for the students who 
are plannnig to study abroad.

3)I delivered Japanese Language Extra Class(Level-
Basic 2) and intercultural counseling for the 
international students studying at Ochanomizu 
University.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（7）件

研究内容のひとつは多タスク学習です。カーネル
法の中でも、SVM が最も有名ですが、SVM を有名せ
しめたのは、2 次計画法で定 式化されているため必
ず最適解が得られる点が主要な理由と考えられます。
最適化の分野で、2 次計画よりさらに拡張した問題「2
次錘計画問題」への効率的な 数値計算法があります。
2 次錘計画問題も必ず最適解が得られる問題です。一
方、多タスク学習という学習パラダイムがあり、こ
れもこれまでのところ 2 次計画 問題の範疇に入るよ
うに定式化されていた。これに対して、申請者は「2
次錘計画問題」で定式化すると、より直接的な定式
化になることを示しました。我々の算法は、多クラ
ス分類、順位回帰、ネットワーク推定に応用できる
ことも示しました。その成果は、データマイニング
業界でトップ ジャーナルである IEEE TKDE に採択さ
れました。

　One of my research projects is multi-task learning. 
SVM is the most popular algorithm among kernel 
methods. Since SVM is formulated by quadratic 
programming, we can always obtain the optimal 
solution. Second-order cone programming (SOCP) is 
an extension of quadratic programming. We can solve 
SOCP efficiently, and also obtain the optimal solution. 
We have developed a new algorithm for multi-task 
learning using SOCP. We confirmed the usefulness of 
out algorithm in a variety of applications. The paper 
about this work was accepted for publication in IEEE 
TKDE which is one of the top journals in the field of 
data mining.

・Tsuyoshi Kato, Hisashi Kashima, and Masashi Sugiyama:
Robust Label Propagation on Multiple Networks,
IEEE Transactions on Neural Networks, Vol.20, No.1, pp.35--44, 2008.

・Tsuyoshi Kato, Hisashi Kashima, and Masashi Sugiyama: Integration of multiple networks for label 
propagation, 2008 SIAM International Conference on Data Mining (SDM08)

・Hisashi Kashima, Tsuyoshi Kato, Yoshihiro Yamanishi, Masashi Sugiyama and Koji Tsuda: Link Propagation: 
A Fast Semi-supervised Learning Algorithm for Link Prediction, In Proc. 2009 SIAM Conference on Data 
Mining (SDM), Sparks, Nevada, 2009,

・Hisashi Kashima, Tsuyoshi Ide, Tsuyoshi Kato and Masashi Sugiyama: Recent Advances and Trends in Large-
scale Kernel Methods (invited paper), IEICE Transactions on on Information and Systems, 2009, accepted.

・Tsuyoshi Kato, Hisashi Kashima, Masashi Sugiyama, Kiyoshi Asai: Conic Programming for Multi-Task 
Learning, IEEE Transactions on Knowledge and Data Enginieering, accepted.

生命情報学／機械学習／パターン認識／確率統計／最適化
bioinformatics ／ machine learning ／ pattern recognition ／ statistics ／ optimization

 氏名： 加藤　毅（KATO Tsuyoshi）
 所属： 生命情報学教育研究センター　
 職名： 准教授
 学位： 博士 ( 工学 )/Ph D
 専門分野： 生命情報学
 URL： http://www.net-machine.net/~kato/
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆研究計画

生命情報学と生命情報学演習という講義を担当し
ました。生命情報学ではバイオインフォツールの使
い方を、生命情報学演習ではバイオインフォツール
開発に必要なプログラミング技術に関して解説しま
した。

I gave two lecture related to bioinformatics. 
The one aims to learn how to use the existing 
bioinformatics tools. The other aims to train the 
programming skill to develop bioinformatics tools.

　生命情報学を応用とした様々な機械学習の可能性を探っています。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績

本プログラム推進室は、特任教授と特任講師の各
1 名、非常勤で勤務時間が週平均 20 時間の 4 名のア
カデミックアシスタント（AA）で構成されている。
プログラムの事業内容は明記されているが、推進室
は必要と思うことを自主的に実施する。そこで、まず、
非常勤主体の構成メンバーがどのように時間を有効
に、業務成果を最大化するかを研究テーマとした。
女性の勤務体系の今日的問題を解決する上で重要だ
と考えた。そのための推進室の運営に不可欠な要素
は、①役割分担を複数のメンバーで行う　②情報の
共有を全員で行う　ことであった。研究成果は各年
度末に JST へ提出した報告書に記載したように、数々
の交流会、シンポジウムなどのイベントを実施した。
この背景には毎週の打合せ会、毎月の連絡会の実施
がある。特任教授がこの議題内容、実施と統括した。
また、他機関のイベントや連絡にもあたり、本学の
状況把握も行う裏方であった。

　The aim of the program is the construction of 
environmental work model suitable for female 
researchers. Then, we can propose a 21st century 
lifestyle balancing work and family life. In the 
program, the support office was composed of 
professor, lecturer and 4 academic assistants, 
who work in non-permanent condition. The most 
important point to maximize the results of support 
office was considered  as ① how to divide up the 
work among the office and ② how to have the 
information jointly each other. In 3 years, many 
events, such as symposium, science festival, role 
models’ meeting, and so on, were managed. The most 
parts were carried out via meeting held at each week. 
The Professor arranged the meeting program. The 
contact to the other institutions carried out by her 
was also important part of the program.

・本プログラム推進室に所属し、推進・実施の業務に専念した。具体的業務はプログラムの推進のための（1）
3 年間の全体的な計画と実施　（2）プログラム推進と推進室の運営　（3）学内外の連絡と周知　（4）報告書・
印刷物・DVD 作成など。

女性研究者支援／教育機関の雇用環境／子育て研究者支援／次世代育成／女性リーダー育成
Support for female researchers ／ Work environment in educational system ／
Support for child rearing researchers ／ Education for the following generation ／
Education for female leaders
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　女性の研究者や卒業生が大勢いることは、多彩な生き方、仕事の多様化が現実の事例として見られる。ロー
ルモデルは常によい場合だけでなく、貴重と思われるマイナスの事例もある。今、チェンジ、チェンジといろ
いろなところで叫ばれ、今後世の中がどのように発展し、進化するかが予想もできないとき、多様で多彩なロー
ルモデルは大変に有効な情報源であろう。受験生の皆さんは、大学では何をするのか？　どのような就職先が
あるのか？　自分は将来どのような生き方をするのがよいのか？　・・・そんなときは、今までに、いろいろ
考え、悩み、生き抜いた成功例は、きっと何かのヒントや参考になる意見を与えてくれる情報源と考えられた
い。さらに一言付け加えるならば、女子大学では、女性の生き方、女性の感性や特徴、得意分野などについて、
友達と考えたり、先輩との情報交換の機会は、共学大学の場合とは比較にならないほど多いであろう。

科学技術振興調整費「女性研究者支援モデル育成」
事業は女性研究者が全国的に少ない理工農系分野を
対象とし、若手女性研究者を育成することを目的と
している。経費配分は大学だけでなく研究機関が対
象である。子育て世代は研究者としての基礎固めの
時期でもある。本学におけるプログラムは、この 30
歳～ 40 歳前半の女性研究者 5 名をモデル研究者と
して、どのような支援があれば、研究者として、教
育者として、大学教員として成果があげられるかを
検証することである。研究者が自分でしなければな
らないこと、補助者に委ねられることなどを分析し、
補助者を 2 名配置した。学会発表数、論文数、競争
的資金の獲得数などの研究者としての成果に加えて、
教育者として学生や後輩へのロールモデルとしての
役割は、短時間のうちに見える成果が出ることは難
しい。次世代育成のためのシンポジウムなどを開催
し、DVD を作成し、教育効果を狙った。

　The construction of the work environmental model 
adaptable for female researchers could propose a 
life style of the 21st century type to balance work 
and life. Five female researchers of natural science 
in child rearing were selected from the faculty 
members. The support system was constructed to 
secure her experimental research time from child-
rearing, such as arrangement of two support persons 
as coworkers, all the official meetings not later than 
5:15pm and some applications. The better results 
were reported by all the 5 researchers in the number 
of published papers, in the presentation chance 
in the conferences, and in the grant. In the class, 
students received their good role model. The index 
for female researchers “Ocha-dai Index” was created 
to try to spread this model to other institution. The 
DVD was also made to promote the achievement of 
female researchers.

　本プログラムは平成 18 年度～ 20 年度に実施され、最終的に本学の成果として、教育機関向けに女性研
究者支援のための「お茶大インデックス」を提案した。多くの日本の研究機関では、女性研究者が少なく、
2020 年までに 30％にすることをスローガンにしている。この目的に向けて、現状を知り、今後の方針を計画
するための指標であり、インデックスを使って評価するためのワークブックを作成した。本学の研究成果をも
とに、女性研究者支援を今後進めることを求める機関への参考資料として波及効果が大きく発展することを希
望している。すでに、この心を取り入れたスローガンを作成し、また、自分の大学で自己診断を試みたり、意
識啓発に利用した事例が出現している。このプログラムの推進室は 2008 年度末をもって資金援助が終わって
解散したが、今後本学との共同研究の可能性は極めて大きい。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

女性研究者支援モデル育成プログラム「女性研究者に適合した雇用環境モデルの構築」は、子育てをしてい
る理系の女性研究者の研究を支援するという画期的な試みを通じて、女性が仕事と家庭の両立を図りながら、
優れた研究成果をあげるためには、どのような支援が適切かつ効果的であるかを検証していく研究である。ま
た、少子化や女性の理系離れ、そしてワーク・ライフ・バランスの実現といった現代日本の直面する課題の解
消に向けての可能性を見出す研究でもある。

女性研究者支援
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　◆研究計画

　◆メッセージ

　お茶の水女子大学で学ぶことで、他では得がたい財産を手に入れてください。

　将来的にはいわゆる一般企業とは違った雇用環境を持つ特殊な職場、例えばテレビ業界や広告業界、音楽業
界といったメディアの制作現場等で働く女性たちの雇用環境問題に取り組み、子育てなど女性特有の問題で仕
事を中断することなくキャリア形成を行っていけるための制度や支援の提言につながる研究へと広げて行きた
い。将来的には、メディア関係機関との共同研究も可能性として考えられる。
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　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（1）件

・織田友恵：お茶の水女子大学 21 世紀型リベラルアーツ情報教育推進事業におけるノートパソコン貸与の実
施について ,　大学情報システム環境研究 Vol.12(2009), pp.61-65
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（2）件

これからの多様化しグローバル化する社会におい
てのリーダーとなる女性の育成を目的にして、女子
大学のあり方や教育について研究しています。特に、
その入口となる大学入試について、従来の学力テス
トを中心とする一般選抜だけでは評価できなかった
コミュニケーション能力、創造力、応用力、将来へ
のビジョンなどを評価する必要があると思われます。
そして、様々な能力を持った人材を確保し、キャン
パスの中で互いに刺激しあって、多様化する社会に
対応していかなければならないと考えています。そ
のためには様々な入試形態が取り入れられるべきで、
平成 19 年から実施された本学 AO 入試はその試験方
法においても、文理双方の関心を持ち、国際的なコ
ミュニケーション能力を持つ人材選抜として全国の
中でも高く評価されると思われます。個性を尊重し
様々な能力を見出す選抜方法を研究課題としていま
す。

My study are the education of university and AO 
selection.  A diversified and globalize society today 
requires not only solid expert knowledge but also 
communication capability to deliver it and execution 
capability to apply it .We aim at education for 
women leaders who own broad knowledge of liberal 
arts and high expert     knowledge in all fields from 
Literature  to Science and Life Science. I believe 
future women leaders must have a potential for both 
interdisciplinary and global scope of thinking, which 
cannot be found through conventional achievement 
tests. I think that university provides opportunity for 
career development base to any woman disregarding 
age and nationality who seeks career in diversified 
fields across period as  an independent woman. This 
is why I study AO selection.

・占領期社会教育と生活改善運動　研究大会にて発表
・占領期社会教育と新生活運動　研究大会にて発表

高等教育／生涯教育／女子教育／入学試験／女性とメディア
higher  education ／ life-long    education ／ women''s   education ／ entrance  examination ／
women  and   media
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　お茶の水女子大学は、学習、就職、相談など様々な視点から女性をサポートしていくシステムが充実してい
ると痛感しています。この恵まれた環境の中で、自己の才能を発見し開花させていってほしいと願っています。

入学前教育 / ①ＡＯ合格者研修会の開催②興味あ
るテーマについてのレポート作成‐‐‐添削 ･ レポー
ト論文の書き方指導③英語教育‐‐‐カセットを聴
きドリルを行う。ＣＤ、英語本の貸し出しなど④大
学教育への質問相談⑤センター入試受験
社会教育特講Ⅰ /
社会教育課題研究

remedial  education
social  education

　これからの社会における女性リーダー育成のための人材確保と大学教育の多様性について調査研究していき
たいと思っています。そのためには、入学後の追跡調査、卒業後の追跡調査、大学生の意識調査、大学生活の
満足度調査、高校生の意識調査など高校、大学、社会生活を対象とした長期的な視野で総合的に研究していか
なければならないと考えています。また、高校生に大学選びのための情報をどのように伝達するのが効果的か、
大学教育への期待を入試後・入学後も如何に持続させるか、高校生の学習要求をどのように把握し大学教育に
結びつけるか、などについても具体的に研究していく予定です。そして、大学が個々人の生涯にわたっての学
習や活動の基盤となり、さらに、世界の様々な研究の拠点となるための制度を構築していきたいと思います。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（6）件

専門：動物生理学および酸素センシング技術開発、
および科学コミュニケーション動物のエネルギー消
費量は、体重の増加に比例しない。体重とエネルギー
消費は 0．75 乗という乗数をもったべき乗関数でう
まく表すことができる。この現象は恒温動物でも変
温動物でも広く知られているが、なぜ成り立つのか
は検証されていない。そこで、この現象に対して新
たなアプローチ（新しい実験装置、これまで調べら
れていない研究対象）を開発することで、謎の解明
に取り組んでいる。

Specialty: Bioenergetics (Concurrent, cell biology)
Research interests: some of comparative and 
integrative biology, science education, etc. Now, 
my research project is the micro-scale oxygen 
measurement by using the optical sensor.

・教員向け科学コミュニケーション能力養成プロジェクト：お茶の水女子大学の取り組み (2008)　化学と教育 , 
56, 7. 312-315　仲矢史雄

・Oxygen consumption of a single embryo/planula in the reef-building coral Acropora intermedi　Marine 
Ecology Progress Series  Vol. 366: 305 ｰ 309 （2008）Nami Okubo, Hiromi Hannah Yamamoto, Fumio 
Nakaya and Ken Okaji

・Low Oxygen Consumption and High Body Content of　Catch Connective Tissue Contribute to Low Metabolic 
Rate of Sea Cucumbers Biol. Bull.216: 45–54.  NOBUHIRO TAKEMAE FUMIO NAKAYA AND TATSUO 
MOTOKAWA

・東京都北区理科教育実態調査の報告 (2008)　日本理科教育学会全国大会発表論文集 6, 384
仲矢史雄、畔柳信之、宮本康司、千葉和義

・小学校理科支援員等配置事業へのとりくみ－システム構築と支援員養成　日本理科教育学会全国大会発表論
文集 6, 156　宮本康司、佐藤典子、仲矢史雄、白石亨、・高橋哲夫、千葉和義

スケーリング則／酸素センサー／科学コミュニケーション／行動計量／視線分析
scaling law ／ oxygen sensor ／ science communication

 氏名： 仲矢　史雄（NAKAYA Fumio）
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 学位： 博士（理学）／ Ph D
 専門分野： 動物生理学・科学コミュニケーション論
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　現在進めている研究は、光学式酸素センサーを用いることで既存のセンサーでは計測困難であった小スケー
ル、高精度の代謝計測である。また、画像解析技術を用いた非言語コミュニケーションの定量測定技術の研究
と開発も行っている。

科学はお好きですか？　わたしは科学の実験がとても好きです。高校までの理科の実験も好きでしたが、大
学に入って本当の実験の醍醐味を知り得ました。
　大学では自分が不思議だと思うことに対して、装置や方法を考えて、誰もやったことのない実験をすること
が出来ます。自分で工夫した装置から、誰も知らない新発見を見つけることが出来るなんて、ワクワクしませ
んか？　このワクワクやドキドキする思いを、ぜひあなたも味わってほしいと思っています。

動物生理学及び実験方法開発指導、科学コミュニ
ケーション能力養成生命科学の面白さを体験を通じ
て、実感出来る教材の開発と授業を行っている。

科学コミュニケーション能力の養成方法を開発し、
実践的に指導している。

Graduate course education: The method to develop 
science education materials (Biology)
The method to develop science communication
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（7）件

色弱者に配慮した衣服の色表示に関する研究では、衣服の色情報を誰にでも正確に伝達する方法を提案する
ことを目的に、衣料品における色表示の現状把握、及び衣服購入者（消費者）と店舗側（衣料品販売員）の意
識調査等を実施している。これらの調査結果を元に、色弱者に配慮した衣服の色表示を導入する方法と問題点
について提言している。また、衣服の呈示方法に関する研究では、着衣基体、呈示媒体、衣服の色、柄、服種
等が着装者に対してどのような心理的・生理的影響を及ぼすか検討し、衣服設計・製作・販売の現場に還元で
きる知見を追究している。女性研究者支援においては、子育てをしている理系の女性研究者が、仕事と家庭の
両立を図りながら、優れた研究成果をあげるためには、どのような支援が適切かつ効果的であるかを検証し、
女性研究者育成の達成度測定指標、及び女性研究者の育成環境を整備する具体的な手順書を計画・作成してい
る。

・色弱者に配慮した衣服の色表示に関する研究 (1) アパレル商品における色表示の現状 , 日本家政学会大会研
究発表要旨集 ,pp182(2008)

・色弱者に配慮した衣服の色表示に関する研究 (2) 消費者と衣料品販売員の意識 , 日本家政学会大会研究発表要
旨集 ,pp183(2008)

・着装イメージの評価実験における刺激呈示方法の検討－衣服の柄の影響－ , 日本繊維製品消費科学会年次大
会・研究発表要旨 ,pp73-74(2008)

・現代の女子大学生にみる自己概念と被服行動との関係 , 日本繊維製品消費科学会年次大会・研究発表要
旨 ,pp147-148(2008)

・COSMOS　Work　Book ( 全 32 ページ、2008)

着装／呈示方法／色彩／女性研究者支援／調査・分析
wear ／ presentation methods ／ color ／ Career opportunity support for female scientists ／
research　and　analysis
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　お茶の水女子大学は、様々な場面で活躍する先輩を数多く輩出し、高度な知識と実践力を身に付けることが
できる環境、女性が安心して勉強できる支援体制を整備しています。この環境を十分活かして、勉学に励んで
頂きたいと思います。これからも、皆さんの勉学に対する意欲をさらに増大させ、夢を実現するための環境整
備と支援体制の充実化をはかっていきたいと思います。

「女性リーダー育成プログラム」における全学的調査・分析を担当し、さらに学長の指示を受けて学内デー
タの統計分析、女性支援に係る講演用資料を作成した。特に、「女性リーダー育成プログラム」における調査・
分析では、「卒業生・修了生のライフ・コースに関するアンケート調査」の調査票を設計し、学生のリーダーシッ
プを育成するために必要なロールモデル情報（OG 情報）の蓄積・活用に力を注いだ。また、「お茶の水女子大
学における研究教育支援体制とワーク・ライフ・バランスに関する全学アンケート調査」を計画・実施し、現
状の把握と問題点の検証・分析を行った。この調査により、国際社会で活躍できる女性研究者を育成するため
に必要な条件を導き出し、本学の勤務体制や教育・研究・育児支援制度を客観的に分析し、システム改革と雇
用環境整備の加速につながる知見を得た。これらの結果を元に、教育研究機関における女性研究者育成の達成
度測定指標「お茶大インデックス」を提案し、女性研究者の育成環境を整備する具体的な手順書「COSMOS　
Work　Book」を計画・作成した。

　色弱者に配慮した衣服の色表示に関する研究では、衣服におけるカラーバリアフリーを目指し、衣服の色情
報を正確に伝達する方法、及び広く社会に普及する方法について提案を行う。また、衣服の呈示方法に関する
研究では、アパレル業界の発展と活性化をはかるために、衣服の演出効果 (VMD; ビジュアルマーチャンダイ
ジング ) や購買意欲の増大に活用できる知見を蓄積し、衣服設計・製作・販売への活用を試みる。女性研究者
支援においては、子育て中の女性研究者が、仕事と家庭の両立を図りながら、優れた研究成果をあげるための
支援方法について追究し、女性研究者育成の達成度測定指標、及び女性研究者の育成環境を整備する具体的な
手順書の普及活動と改良を行う。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（3）件

2008 年度は数値シミュレーションにより下記の問題に対して研究を行った。
・靴の中敷

マッサージ効果を生むといわれる靴の中敷 ( 薄く平たいプラスチック ) に入った液体の挙動を、数値シミュ
レーションを用いて解析する。プラスチックの接合部などが破れやすいため、液体の不必要な大きな動きを
抑える目的で、液体はプラスチックのブレードで区切られている。ブレードの向きや角度によってプラスチッ
クにかかる負荷が変わる様子をまとめた。

・オートクレーブ
高温高圧容器を用いて人工水晶を生成する際、成長速度の増大・寸法のばらつきの減少のためには、容器内
の対流を軸対称とすることが有効だと考えられている。高温・高圧であるため、実際に容器内の液体の挙動
を観測するのは困難である。数値シミュレーションを用いて、容器内の熱対流を解析した。

・Fumiko Ono, Anna Kuwana, Tetsuya Kawamura, Ayano Yamada, Yuko Oshima "Liquid motion in thin flat 
enclosure I" CFD Journal Vol.17, No.1 (2008) pp.30-35

・Anna Kuwana, Fumiko Ono, Tetuya Kawamura, Ayano Yamaada, Yuko Oshima "Liquid motion in thin flat 
enclosure II" CFD Journal Vol.17, No.1 (2008) pp.36-41

・桑名杏奈、大島裕子、河村哲也「鉛直円筒内の熱対流の数値シミュレーション (Numerical simulation of heat 
convection in vertical cylinder)」第 22 回数値流体力学シンポジウム (2008. 12, 東京 )

数値流体力学
Computational fluid dynamics
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（7）件

1）わが国における遺伝医療システムの構築を目標に、
そのマンパワーとなる専門医療従事者の養成シス
テムと資格認定制度の研究

2）遺伝カウンセラー養成のための教育カリキュラム
の構築（本学においては文部科学省の人材養成資
金の援助を受け、特設遺伝カウンセラーコースを
設置して教育研究を行なっている。

3）わが国の風土にあった遺伝カウンセリング学の構
築。わが国は単一民族であり、文化的にも欧米諸
国とは異り、また国民皆保険制度にもとずくわが
国独自の医療制度がある。このためにわが国の風
土にあった遺伝カウンセリングの方法論を構築す
る必要がある。

1) Promote the public recognition of Genetic 
Counseling/Counselor and get employments of 
Genetic Counselors in medical units
(Authorize the service of genetic counseling 
in Health Insurence System, Authorize the 
qualification of genetic counselor to the National 
Lisence)

2) Inprovement of the Curricurums and educational 
enviroments of students ( Cooperation between 
each graduate schools such as exchanging system 
of instructors/students,  joint lectures, etc)

3) Make up the the genetic counseling style which is 
suitable for the cultural climate of Japan

・千代豪昭：クライエント中心型の遺伝カウンセリング。オーム社、東京、2008
・會田・斎藤監修：医学映像教材／遺伝カウンセリングを初めて学ぶ人のために。医学映像教育センター。東京、

2008
・四元淳子、千代豪昭：染色体・遺伝子検査における遺伝カウンセリング。日本染色体遺伝子検査学会変「染色体・

遺伝子検査のわかりやすいガイドライン III」、2008
・滝澤公子、四元淳子、千代豪昭：遺伝カウンセリングと私たちの社会。BIO INDUSTRY、25（10）：75 －

83，2008
・Kayono Yamamoto et al.:Further delineation of 9p22 deletion syndrome associated basal cell nevus(Golin) 

syndrome:Report of two cases and review of the literature.Congenital Anomalies,2009

人類遺伝学／臨床遺伝学／遺伝カウンセリング学／生命倫理
Human Genetics ／ Medical Genetics ／ Genetic Counseling ／ Bioethics
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　遺伝カウンセリング学の構築と認定遺伝カウンセラーの社会的認知をどう進めていくかが大きな課題であ
る。わが国独自の文化や医療制度が背景にあるが、海外の遺伝カウンセラー養成施設と連携しながら研究や情
報交換を行なうことも重要と考えている。

　2005 年に開設された特設遺伝カウンセリングコースは日本学術振興機構（JST) の資金援助を受けて運営さ
れていましたが、5 年間でその役目を終え、2009 年からはライフサイエンス専攻遺伝カウンセリングコース
に移行して再出発します。これまでどおりの教育研究態勢を維持しますが、詳しくはホームページを参照願い
ます。

　遺伝カウンセラーを養成するために、基礎人類遺
伝学、臨床遺伝学、ゲノム医科学など基礎となる知
識教育と、遺伝カウンセリング技術の総論と演習な
どの技術教育、さらに医療概論、生命倫理学（講義・
演習）などの態度レベルの講義を担当している。ま
た認定遺伝カウンセラー制度による資格取得に向け
ての指導や、遺伝カウンセリング学構築をめざした
博士論文指導を行なっている。

　Specialized technical knowledge of life sciences, 
genetics, medical sciences, psychology, training 
in counseling, ethics and enough experiences in 
clinical settings are all inevitably needed for genetic 
counselors.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績

・出生前診断に対する看護及び歯科衛生士専門学校生
の意識調査：看護専門学校生と歯科衛生士専門学校
生を対象として、出生前診断についてどの程度の知
識と関心を持っているか、自分自身の問題として、
出生前診断について詳しい内容説明を必要としてい
るかなどについて調査研究を行っている。看護学校
生は出生前診断に対しい関心も高く、歯科衛生士学
校生とは知識量に大きな隔たりがあるが、どちらも
出生前診断に対する解説に高い需要を示しており、
知識の理解が判断に繋がらないこの問題の難しさが
現れている。生殖医療や出生前診断は、倫理的に難
しい判断を必要とし、その実施前後に、正確で心理
的サポートに充分配慮した解説とカウンセリングが
必須である。

・初等中等教育における遺伝学理解のための教材研
究：遺伝リテラシーの向上や、遺伝に関する事柄の
理解を考えるサイエンスコミュニケーションの立場
から、中学校における DNA 学習を研究。生命科学
の先端的内容の理解導入のために、簡便な操作によ
る DNA 抽出実験、大腸菌の形質転換実験等の開発
を実施。中学校の理科教員の指導を助け、生徒のよ
りよい理解を図るための、モデル授業開発を行って
いる。さらに先端的生命科学に現れた倫理的問題を
理解し、判断する力を養うために、ES 細胞・iPS 細
胞の理解とクローニングを考えるモデル授業につい
ても開発を行っている。

・遺伝カウンセリングとは遺伝性疾患や先天異常など
に関連した多様な課題を抱える患者家族の方たち
に、医療情報の解説提供や様々な心理社会的支援を
行うものです。本学大学院において、2004 年度よ
り遺伝カウンセラー養成が開始し、学会認定の遺伝
カウンセラー資格を有する人材が育ってきていま
す。遺伝性疾患のみならず、予防医学においても活
躍するこれらの遺伝カウンセラーが、その資質を十
全に発揮し、社会で活躍できるよう、養成カリキュ
ラムの開発・研究や、就労拡大のための様々な調査・
活動を行っています。

・Investigation of attitude toprenatal diagnosis of 
students at nursing school and dental hygienist 
school

・ D e v e l o p m e n t  o f  t e a c h i n g  m a t e r i a l s  f o r 
understanding of genetics on elementary and 
secondary education

・Development of the curriculum for trainee to 
engage in genetic counseling and the employment 
support for Genetic Counselor

・共監修及び分担執筆：人類遺伝学用語事典、オーム社、p365、2008.7
・共編著；遺伝カウンセラー　その役割と資格取得に向けて、真興交易医書出版部、151p、2006.5
・分担執筆：バイオサイエンス　応用編 9 章「遺伝子診断 ･ 治療と DNA 鑑定」、バイオサイエンス研究会編、オー

ム社、p295-304、2007
・共著：出生前診断に対する看護及び歯科衛生士専門学校生の意識調査、日本保健科学学会誌、10（3）150-

159、2007
・共著：アウトリーチにおけるサイエンスコミュニケーション、科学教育研究、31（4）、2007

人類遺伝学／サイエンスコミュニケーション／遺伝カウンセリング／初等・中等理科教育
Human genetics ／ Science communication ／ Genetic counseling ／ Elementary and Secondary education in science
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

・一般社会の遺伝子研究・治療の許容と関心について、調査研究をすすめ、東アジアにおける遺伝カウンセリ
ング構築のために、欧米との比較などのデータ解析を継続する。

・初等中等教育において、遺伝を理解することにつながる教材研究を継続し、ゲノム医学や遺伝子研究に関心
と理解を持つ生徒・学生の育成をはかる。

　遺伝子研究やゲノム医学の発達に伴って、ヒトの遺伝情報の取り扱いにとくに配慮が必要となっています。
高度な専門知識をわかりやすく解説し、心理社会的支援を行う必要性からも、遺伝カウンセリングの重要性が
大きくクローズアップされています。日本にまだ新しいこの分野を切り拓こうとする人たちに期待しています。

大学院人間文化創成科学研究科において基礎人類
遺伝学特論、遺伝学実習（基礎）、遺伝学実習（応用）
を担当。

Introduction of Human Genetics,
Cytogenetics,
Genetics Laboratory,
Advanced Genetics Laboratory
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　◆研究キーワード　／　Keywords

１）認定遺伝カウンセラーの現状と課題
２）遺伝子診療部門における受診記録の類型化

　◆研究内容　／　Research Pursuits

・山内泰子 “ヒトの遺伝と遺伝カウンセリング” コンパクト公衆衛生学 第 4 版
（千葉百子、松浦賢長、小林廉毅編）朝倉書店　東京 pp. 71-78, 2008

・Karita K, Yamanouchi Y, Takano T, Oku J, Kisaki T, and Yano E.
Association of blood selenium and serum lipid levels in Japanese
pre-menopausal and post-menopausal women. Menopause, 15(1), 119-124, 2008.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（2）件

遺伝カウンセリング / 遺伝医学 / 人類遺伝学
Geneic Counseling/ Medical Genetics/Human Genetics

 氏名： 山内　泰子（YAMANOUCHI Yasuko）
 所属： 教育研究特設センター　特設遺伝カウンセリングコース
 職名： 講師
 学位： 修士（医科学）／博士（薬学）
 専門分野： 遺伝カウンセリング、遺伝医学
 E-mail： yamanouchi.yasuko@ocha.ac.jp
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆研究計画

　2005 年に始まった認定遺伝カウンセラー制度により、認定試験を合格した認定遺伝カウンセラーが活動を
始めている。この制度の定着には、資格保有者の現状を把握しつつ、認知度を高めていくことが大きな課題で
あると考える。

　遺伝カウンセラーを養成するために、遺伝カウンセリング演習を担当して遺伝カウンセリング技術教育をす
るとともに、文献抄読も指導している。また、遺伝カウンセラー制度による資格取得に向けた指導も行っている。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

三次元環境におけるヒト細胞の細胞運動や運動性
の分化などに注目し、新規に開発された培養基質を
用いた解析をおこなっている。運動性の分化につい
て二次元培養とは異なる性質が明らかになりつつあ
る。

　My current research aims to elucidate the 
properties of the cell, especially cell movement, 
locomotion and differentiation, within three-
dimensional culture environment. Several properties 
on cell differentiation have shown to be different 
between 2-D and 3-D culture.

三次元培養／細胞分化／細胞運動
three-dimensional cell culture ／ cell differentiation ／ cell motility

 氏名： 垣内　康孝（KAKIUCHI yasutaka）
 所属： 教育研究特設センター　特設遺伝カウンセリングコース
 職名： 特任講師
 学位： 博士 ( 学術 )
 専門分野： 細胞生物学、生物物理学
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆研究計画

　特設遺伝カウンセリングコースにおいて遺伝学の
講義や実習を担っている。講義では基礎生物学や分
子生物学および分子遺伝学的技術の解説に、実習で
は基礎技術の原理的な理解に重点を置いた内容とし
た。これらに適した教育カリキュラムおよび実習コ
ンテンツの開発をおこなってきたが、今後、さらに
改良して全国の遺伝カウンセリングコースの標準カ
リキュラムとなるよう目指していきたいと考えてい
る。

　I have a lecture of ''Basic Genetics'' for master 
student, in which basic biology, genetics, molecular 
genetics and genetic technology are discussed, 
with emphasis on the understanding of principle 
of clinical gene analysis. Also I have two practical 
training courses ''Practical Training of Genetics'' and 
''Practical Training of Genetics (advanced)'' in which 
basic molecular biological techniques are discussed.

将来の研究計画
・三次元環境における細胞分化とその制御機構の解析／制御法の開発
・三次元環境における細胞運動の特性と分子機構
・三次元培養基質の改良

共同研究の可能性
・三次元培養に関連した研究
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（3）件

1. シティズンシップと社会政策に関する理論・歴史研究
2. ベーシック・インカムと福祉国家に関する理論・実証研究
3. 若年者雇用に関する実証・理論研究
4. 能力開発・教育政策に関する理論・実証研究

・「シティズンシップをめぐる政治」『大阪大学人間科学研究科紀要』第 35 巻 ( 大阪大学大学院人間科学研究
科 ),2009.

・「キャリア教育からシティズンシップ教育へ？ ：教育政策論の現状と課題『日本労働研究雑誌』No.583( 労働
政策研究・研修機構 ),2009.

・「『優雅なパラサイト』から『ネットカフェ難民』へ－若者論にみる住宅とシティズンシップ『都市住宅学』
第 62 号 ( 都市住宅学会 ), 2008.

シティズンシップ／ベーシック・インカム／市民社会／若年者雇用／能力開発
citizenship ／ basic income ／ civil society ／ youth employment ／ competency development

 氏名： 亀山　俊朗（KAMEYAMA Toshiro）
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆研究計画

・NPO と市民社会に関する講義と実習
・集団論・組織論に関する講義
・現代社会論 ( 若年者雇用など ) に関する講義

・日本のシティズンシップの歴史と現状をグローバルな視点で再検討する ( 木前利秋大阪大学教授らとの共同
研究 )

・ベーシック・インカムの理論と政策を学際的に研究する ( 小沢修司京都府立大学教授らとの共同研究 )
・若年者の包括的な能力開発について、NPO と協同して教育プログラムを開発する。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績

（1）医師と弁護士男女のワークライフバランスとキャリア形成の研究をしています。制度の違いが、ワークラ
イフバランスに与える影響について、質的・量的データの双方を用い、分析しています。平成 18-20 年
度　科研費研究 (『医療・法曹職女性の研究』）・平成 21-13 年度　科研費研究（『男女医師のワークライ
フバランスとキャリア形成の研究』）、研究代表者です。

（2）恋愛・結婚研究。
対人関係能力やその他の要因が恋愛や結婚の成立に与える影響について研究しています。

（3）「思春期やせ」の要因について、国立精神・神経センターの精神科医の研究グループ（厚生科研研究）に参加し、
社会学的な要因から明らかにしようとしています。

・『医療・法曹職女性のの研究―職場と家庭における性別役割分業と階層―平成 18 ～ 20 年度科学研究費補助
金　基盤研究 (C) 研究成果報告書』（編著）(2009.3)

・『2008 年度　社会調査法　実習レポート集』　お茶の水女子大学　（杉野勇氏と共編）(2009.3)
・「法律家のキャリア形成と家庭役割の男女差について」東北大学法学研究科グローバル COE プログラム「グロー

バル時代の男女共同参画社会と多文化共生」 講演会　(2008.11)
・「男性に求められる資質の変化―対人関係能力と結婚の可能性」柏木惠子・高橋惠子編『日本の男性の心理学』

有斐閣（2008.6)
・「法律家の仕事と家庭のバランスに関する調査―ご協力のお礼とご報告」日本女性法律家協会　会報 46

号 .(2008.6)

社会調査法／ジェンダー／専門職の社会学／ワークライフバランス／社会階層論
Social research methods ／ gender ／ Sociology of Profession ／ Work-life balance ／ social stratification
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

社会調査法（社会現象をどのように調査するのかについての方法論）関連の授業を担当しています。
社会調査法関連の科目を 7 つとると、「社会調査士資格」という資格を取得することができます。資格に興

味がある方、ぜひどうぞ。
社会調査法関連の授業では、社会を科学的に見る「見方」を身につけてもらい、また、調査・分析・発表の

やり方や、データの見極め方を学んでもらいますので、将来、社会人になった際にもプレゼン等でも、役に立
ててもらえると思います。

社会調査法関連授業の内容としては、例えば、アンケート調査やインタビューなどを、どのように企画・実
施するのか・・というような具体的なノウハウを教えています。

授業によっては実際に学生さんに実際にアンケート作りや、インタビュー等を体験してもらうものもありま
す。また、パソコンの統計ソフトを使って、アンケート結果を統計的に分析する手法を学んでもらう授業も行っ
ています。

　社会調査士資格・専門社会調査士資格関連の授業を担当しています。

学部では、
・人間科学論（社会調査士 A 科目）
・社会調査の設計と実施（社会調査士 B 科目）
・社会調査法（社会調査士 G 科目）
を担当しています。

大学院では、
・多変量解析演習（専門社会調査士科目 I 科目）
を担当しています。

　以下の研究を進めていく。
（1）専門職研究（医師と法曹の男女のワークライフ場ランスとキャリア形成の比較研究）。今年度からの新た

な科研費プロジェクトでは、男女医師を対象とした、数千人規模の質問紙調査を実施する予定である。最
終的には、以前の科研費研究で得られた法曹の質問紙調査のデータとあわせ、医師と法曹の計量比較分析
を行う。

（2）対人関係能力と恋愛・結婚の研究。二次分析データの再分析を通じた、恋愛・結婚研究も、続けていく予
定である。

（3）思春期やせの研究。国立精神・神経センターの医師の研究グループに参加し、思春期やせの原因について、
量的・質的調査を併用した大規模調査を行い、社会学的な要因に焦点をあて、明らかにしていく。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績

2008 年度には、中世後期から近世初期イングラン
ドの俗語歌謡、キャロルを収めた写本群の特徴をま
とめた論文を発表した。キャロルが書写された背景、
書記、写本の所有者などに着目して、写本群全般の
特徴を明確化し、近世にかけての変化を跡付けた。
また、ロンドンで世俗向け音楽に携わった芸人・音
楽家に関する研究も引き続き行った。

My research during the academic year 2008 focused 
on the changes of carol manuscripts from  fourteenth 
to sixteenth century England. This work ‘’ A Survey 
on English Carol Manuscripts’’ has been published in 
the Journal of the Graduate School of Humanities and 
Sciences. 
　Also, I have been exploring the activities and social 
status of musicians in late Medieval London.

・論文「中世後期～近世初期イングランドの俗語歌謡－写本群の分析から」『人間文化創成科学論叢』2009 年
3 月

・口頭報告「15 世紀イングランドの入市式」比較都市史研究会、2009 年 1 月

西欧中世史／ロンドン史／世俗文化／音楽家
Medieval European History ／ History of London ／ Secular Culture ／ Musicians
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆研究計画

学部学生を対象に、「英語でよむ歴史」という授業
を担当した。ロンドン大学の学部生向け授業で実際
に使われた西欧中世史の教科書を利用し、英語の背
景にあるイギリス人の考え方について学んだ。また、
教科書には、現代英語に翻訳された史料が掲載され
ており、史料に触れることができた。

　The ‘’ History in English’’ undergraduate class 
that I taught utilised a textbook used in University of 
London, and explored arising historical themes and 
issues in greater detail. Students also enjoyed reading 
historical documents in English.

　イングランドの中世末期から近世初期を取り上げ、政治的・宗教的変動の時代に、俗人が親しんだ文化はど
のような変容を遂げたのかということを、音楽家や、俗語歌謡の分析を通じて明らかにしていきたい。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績

天明浅間山噴火災害 　the 1783 eruption of Asama Volcano

・＜講演＞大浦瑞代「人から人へ，伝えられる天明の浅間焼け―絵図，石造物，そして供養祭―」，シリーズ 
浅間山の “自然・環境・文化” を知るふるさと塾 講演会［浅間縄文ミュージアム主催］，2008.8.3，長野県
御代田町複合文化施設まなびの館エコールみよた．

・＜研究発表＞大浦瑞代「鬼押出しの観光地化と供養祭－創出された災害の記憶の場所」，日本地理学会 2008
年度秋季学術大会，2008.10.5，岩手大学．

歴史地理学／環境認知／災害絵図
historical geography ／ environmental cognition ／ disaster map
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（1）件

・加藤美帆「『不登校』からの家族秩序への問い直し―インタビューの分析から」『ジェンダー研究』第 12 号、
93-105 頁

教育社会学／不登校／学校教育
sociology of education ／ school non-attendance ／ schooling
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（8）件

主に留学生を対象とした、日本語教育および異文化間教育に関わるもの

・台湾における日本イメージ形成の背景要因　―「日本語」の位置づけに着目して―　守谷智美・楊孟勲・加
賀美常美代・堀切友紀子　2009.3 お茶の水女子大学　人文科学研究　第 5 巻　pp139-151

・韓国における子どもたちの日本イメージの形成過程　－ 9 分割統合描画法による分析から　　加賀美常美代・
守谷智美・岩井朝乃・朴志仙　2008．8　異文化間教育　第 28 号　ｐｐ 60-73　異文化間教育学会

・韓国『国史』教科書の日本像と韓国人学生の日本イメージ  岩井朝乃・朴志仙・加賀美常美代・守谷智美　
2008．7　言語文化と日本語教育　第 35 号　pp10-19

・『現代大衆文化』の履修動機と授業への参加を通した学び　－履修者へのアンケートおよびインタビューから
の考察－　石塚美枝・守谷智美・宮副ウォン裕子　2009.3　桜美林言語教育論叢　第 5 号　pp87-101 桜美
林大学言語教育研究所

・韓国の小・中・高・大学生の日本イメージと関連する要因　―日本語学習と異文化接触に焦点を当てて―　
加賀美常美代・朴志仙・守谷智美・岩井朝乃　2008．7　日本語教育学会国際研究大会予稿集 1　pp182-
185  日本語教育学会

日本語教育／異文化間教育／コミュニティ心理学
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

留学生を対象とした日本語教育



486

　◆主要業績

・イギリスのある保育実践から学びうるもの―幼保の発達を見通したカリキュラム研究 (2)―　2008 年度日本
保育学会

・お茶の水女子大学「幼・保・大」連携保育研究の試み (22)　授業「発達臨床基礎論Ⅱ・基礎演習Ⅱ」におけ
る応答的・身体的学びの試み　幼児の教育、フレーベル館、56 － 63

・保育を「見る」目を育てる　―お茶の水女子大学「幼保プロジェクト」による保育現場と大学との協働的カ
リキュラム開発研究報告 (2)　お茶の水女子大学人文科学研究　第 4 巻 (2007 年 )

 氏名： 菊地知子（KIKUCHI Tomoko）
 所属： 教育研究特設センター　幼保の発達を見通したカリキュラム開発
 職名： 講師
 学位： 修士／ master
 専門分野： 保育人間学、児童文化、児童社会
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　◆メッセージ

園児として通っていた保育園の給食調理員の方に何十年かぶりに偶然再会しました。短い会話を交わしたの
ち、彼女に「全然変わってないね」と言われて別れました。時を経ても、親しい気持ちでかかわれた、という
変わらなさであったかと思います。一方で、否、同時に、人は変わります。20 歳でも 50 歳でも 80 歳でも、
人は変わり、日々新しい自分になって世界と出会っていきます。同じところで留まって動かぬように見えても
何かが動いているし、ただただ行きつ戻りつを繰り返しているように思えても、違うところに戻っています。
学びとはそういう変容そのものかもしれません。ぐるぐる、くるくる、ゆらゆら、もたもた・・・
変わること、変わらないこと。見えること、見えないこと。面白いなぁ、と思っています。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績

2008 年度は、「幼保の発達を見通したカリキュラム開発 ( 幼保プロジェクト )」の三年次であった ( 特別研
究経費研究として 4 カ年計画 )。
・大学と附属幼稚園・附属保育所 ( いずみナーサリー ) の協働によるカリキュラム開発として、学部の専門科目「保

育臨床実習」における成果を明らかにした。
・学部の専門科目「発達臨床特別実習Ⅱ ( インターンシップ )」を担当し、実習後の学生の振り返りの場を現場

と大学との協働で行う試みを行った。
・2008 年 4 月にスタートした五附属校園の連携研究に、大学からの関与者として環境グループのオブザーバー

を務めた。年度末の 3 月に発行された「お茶の水女子大学人間発達教育研究センター子ども発達教育研究部
門　研究集録第 1 号」に分担執筆した。

・タカラトミー玩具に関するアドバイス監修プログラム ( いずみナーサリー ) への助言を行った。
・科研費萌芽研究の最終年度としての報告書「大学の中で、赤ちゃんが笑う－育ちにふれて大人も育つ」の編

集責任者を務めた。

・佐治由美子・浜口順子・刑部育子 (2008)
保育者の資質向上をめざした保育現場と大学の共同研究 (3)
－観察と授業における「見る」力の育ちを探る－

日本保育学会第 61 回大会発表論文集、p.229
・佐治由美子 (2008)

お茶の水女子大学「幼・保・大」連携研究の試み (21)「みんなでみんなをみる保育」考－いずみナーサリー
での日々を回想する－　幼児の教育 vol.107(9)、フレーベル館、pp.58-63

保育／育つということ／省察／保育実践研究／保育者養成
Care-and -education ／ Growth in Infant and Adult ／ Reflection ／ Study in the Field of Child Care and 
Education ／ Students nurturing for Child Care and Education
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　お茶の水女子大学には、日本で最初にできた幼稚園である附属幼稚園と国立大学内の附属として最初にでき
た保育所が同じ敷地内にあります。大学キャンパス内で日常的に子どもたちと行き交うことがあるという意味
においては希有な体験のできる大学です。子どもに近い環境に身を置きながら子どもという存在についてじっ
くり考えてみる、そんな学びが保障されているのです。子どもに関心のある方は、是非一緒に学びましょう。
卒業後先生になってもならなくても、子どもと共生する社会の実現に力を発揮してくださる方がこのキャンパ
スから巣立ってくださることを期待しています。

・「保育臨床実習」
附属幼稚園・附属いずみナーサリー、その他外部の公立・私立の幼稚園・保育所の協力を得て、子どもの生
活をつぶさに観察し、話し合い、記録するサイクルの中で子ども理解・保育理解を深めることを目指している。
子どもに出会うだけでなく、現場の保育者との話し合いも企画し、保育を実地に近いところで学ぶ機会となっ
ている。

・「発達臨床特別実習Ⅱ ( インターンシップ )」
附属幼稚園・附属いずみナーサリー・愛育養護学校、その他文京区公立幼稚園の現場に実習生として通年の
受け入れをお願いし、大学では学生の振り返りを共有するようにした。2008年度より2年次の「保育臨床実習」
からの連続性のある科目となった。みる実習からかかわる実習への移行がスムーズにできるカリキュラムが
完成したのである。私は主にいずみナーサリーの学生を担当し、現場の保育者と協働で学生の振り返りを共
有する試みを行った。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（8）件

日本では、「福祉」と「教育」が、厚生労働省（厚生省）と文部科学省（文部省）という管轄の違いによって、
保育・教育の実践や法制度、また学問領域において異なるものとして取り扱われてきた。しかし今や、実際上
の幼保一体化が進み、「保育」や「教育」の境界やその意味内容については、早急に再考される必要がでてき
ている。大きく分けて、保育所と幼稚園という二つの保育資源をもつ日本において、これらの資源が有効に生
かされることを考えながらも、今後は、既存のインフラに縛られ過ぎない「保育」や「教育」を構想していく
ことが必要となる。海外の保育政策動向や歴史的な保育政策を参照しながら、これからの保育制度について考
察を深めていく。

・共著；　保育を「見る」目を育てる―お茶の水女子大学「幼保プロジェクト」による保育現場と大学との協
働的カリキュラム開発研究報告（2）,　人文科学研究 第 4 巻　お茶の水女子大学 pp141 － 155,　2008.3

・共著；　お茶の水女子大学「幼・保の発達を見通したカリキュラム開発」中間報告書　大学コミュニティに
ある保育実践と学生の学びをつなぐ　－保育カリキュラム研究と保育者養成カリキュラム研究の相互的展開
をめざして―　2008.5

・お茶の水女子大学「幼・保・大」連携保育研究の試み（18）地域センターにおける総合的な「保育」の場　
イギリス視察訪問 (1),　 幼児の教育　第 107 巻第 6 号　フレーベル館　pp58 － 63,　2008.6

・お茶の水女子大学「幼・保・大」連携保育研究の試み（19）EYFS スタンダード　イギリス視察訪問 (2),　 
幼児の教育　第 107 巻第 7 号　フレーベル館　pp52 － 57,　2008.7

・お茶の水女子大学「幼・保・大」連携保育研究の試み（20）「女性研究者支援」と「大学内にある保育の場」
についての覚書 ,　 幼児の教育　第 107 巻第 8 号　フレーベル館　pp56 － 63,  2008.8

保育思想史／子育ての公共性／公的保育制度／幼保一元化／近代家族の脱構築
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　おもしろく魅力的な知は、多くの人のネットワークのなかにあります。ぜひ、知のネットワークのなかへ足
を踏み入れてみてください。学びによって拓かれる視界の広がりや深まりが、これから世界に参加しながら、
新しい世界を構成する際の糧になるでしょう。

「保育」はその営みの複雑さや重要さに比べ、たい
へん低い社会的地位しか与えられてこなかったとい
える。けれども、家族の危機を中心とした人間存在
の不安定さが如実に現れている今のような時代にこ
そ、高等教育機関では「保育」の講座を保持する必
要があると考えられる。保育労働市場の変容にあわ
せ、幼稚園教諭と保育士資格の両免取得に向かう傾
向が保育者養成では顕著だが、しかし、労働市場に
即応するだけでは、人間観、子ども観、保育観とい
う本来必要な学びをせばめてしまう面があるのでは
ないだろか。これからの保育者に本当に必要な学び
が何であり、その学びに応える保育者養成カリキュ
ラムとはどのようなものなのかを考えながら、多角
的な視点をもって「保育」を外側から眺め、自らの
実践やものの見方を省察する知にひらかれた学びを
深めたい。

　The child caring role has traditionally been given 
a low status in society despite its complexity and 
importance. We think it is important to maintain 
‘Childcare’ courses in higher education, especially 
in this modern world where instability of human 
relationship based around family crisis is so 
apparent. In order to bring up carers who can look 
at ‘childcaring’ outside the box with a wider scope as 
well as being full of intelligence with ability to reflect 
their own practice and views, we are now focusing 
on class activity reform.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績

・栄養教諭養成
本研究は栄養教諭養の成に関わる課題を調べ、その解決案を考察することを目的とした。栄養教諭制度は平
成 17 年度より始ったまだ新しい教員免許制度である。また栄養教諭は世界的にみても、日本が初めてであ
りどのように栄養教諭を養成していくかの検討はまだ行われていない。本研究によって栄養教諭養成に関す
る課題が整理され、課題解決にむけて提案がなされることは社会的意義があると考える。栄養教諭実習を先
進的に行っている弘前大学教育学部附属小学校で実習に関するヒアリングを行うとともに、食育の実践状況
を視察した。2 月に栄養教諭コースの学生に栄養教育論Ⅱの集中講義を 15 コマ行った。本科目に対する理
解力や意識も高く、積極的に学ぼうとする姿勢があった。また 2 月のお茶の水女子大学附属小学校の公開研
究会でＴＴによる研究授業を行った。

・食育推進事業
食育プログラムを保護者や学外に向けて実践することは社会貢献や将来的にはこの分野での研究拠点の創設
をめざすことにもつながると考える。昨年は附属小学校と連携して野菜の栽培をし、児童、保護者を対象に
ヒアリングを実施した。10 月には「食育シンポジウム」また 3 月には「わくわくモーモースクール」を開
催した。

・「行動変容を成功させるプロになる栄養教育スキルアップブック」赤松利恵　編　2009 年 1 月　学校におけ
る栄養教育―（101 ～ 135P）

栄養教諭養成／食育推進事業
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　◆研究計画

　◆メッセージ

お茶大出身の食育リーダーとしての栄養教諭が数多く巣立ってほしい。そして模範となって生きる力の基礎
となる学校給食の充実を全国の教育現場からリードしていってほしい。

・栄養教諭の指導要領及びカリキュラムの作成と栄養教諭養成課程の充実・栄養教諭の実践教育・学内及び学
外に向けての食育推進授業等
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（8）件

（1）大学院教育改革支援プログラム（大学院 GP）「日
本文化研究の国際的情報伝達スキルの育成」に
おける、日本文化研究の国際発信および調査。

（2）平安貴族社会における社会的関係の研究
（3）日中比較研究

(1)Global Communications and Research of Japanese 
Cultural Studies

(2)Research on the Social Relationships in Heian 
aristocratic society

(3)Japan- China Comparative Study

・「唐代後宮における禮と法－『大唐開元禮』『大唐元陵儀注』を中心に―」(『中國史研究』57 号、2009 年 1 月 )
・「平安貴族の招待状―古往来にみる交遊空間―」(『人文科学研究』5 号、2009 年 3 月 )
・「平安貴族の招待状―書状にみる交遊空間―」( 大学院教育改革支援プログラム「日本文化研究の国際的情報

伝達スキルの育成」平成 20 年度活動報告書・学内教育事業編、2009 年 3 月 )
・「フランス国立図書館所蔵敦煌ペリオ文書『朋友書儀』調査報告」( 大学院教育改革支援プログラム「日本文

化研究の国際的情報伝達スキルの育成」平成 20 年度活動報告書・海外教育派遣事業編、2009 年 3 月 )
・学会報告「唐代後宮における禮と法－『大唐開元禮』『大唐元陵儀注』を中心に―」( 中國史學會第 9 回國際

學術大會 “通過法律看中國歴史” 國際學術研討會、2008 年 9 月 )

日本文化研究／日本古代史／平安貴族社会／儀式・儀礼／日中比較研究
Japanese Cultural Studies ／ Ancient Japanese History ／ Heian aristocratic society ／ Ritual and Courtesy ／
Japan- China　Comparative Study
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　大学院教育改革支援プログラム「日本文化研究の国際的情報伝達スキルの育成」では、主に比較社会文化学
専攻の大学院生を対象として、国際的コミュニケーション能力を練磨することによって ､ 日本の文化（及び ､
それを対象とする研究成果）を効果的に発信しつつ ､ グローバル化する世界の多様な分野でリーダーシップを
発揮し得る優れた人材の養成を目指します。具体的には「ジョイントゼミ」「国際日本学シンポジウム・コンソー
シアム」「公開講演会」「海外研修」「副専攻」などのプロジェクトを実施しています。詳細な事業内容につい
ては HP（http://www.dc.ocha.ac.jp/dics-jacs/index.htm）をごらんください。

（1）平安貴族社会における社会的関係の研究……科学研究費補助金若手研究（B）「平安期古往来の史学的利用
に関する基礎的研究」で古往来を史学研究により活用できる基礎研究を行ったのち、平安貴族社会におけ
る社会的関係についてさらに深く研究する。

（2）日中比較研究……主に日本古代および唐代の「後宮」をテーマとして、それぞれの社会構造の違いを追及
する。

文部科学省大学院改革支援プログラム（大学院
GP）「日本文化研究の国際的情報伝達スキルの育成」
における、各プロジェクトの企画・運営・広報活動。

（ジョイントゼミ、国際日本学コンソーシアム、海外
研修、公開講演会、副専攻）

Support Program for Improving Graduate School 
Education “Developing International Communication 
Skills in Japanese Cultural Studies”
(Joint Seminar, Consortium on Global Perspectives in 
Japanese Studies,Overseas Training, Lecture, Minor)
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　学問の先端領域では知性が眩しく輝いています。
その輝きが増すほどに、他方ではわたしたち自身や
社会、そして未来に健やかさを実感できる感性の豊
かさが一層求められています。創造の導きは知性と
感性の行き交いに織りあがる表象にあるとみられる
からでしょう。その表象をつくる力として、ある哲
学者は 2 世紀も前に構想力に着目しました。とはい
え、その力に対する研究はいまだ十分とはいえず、
よく語られるわりにはわかっていません。だから、
その構想が行き交う絶好のフィールドで、その正体
を捉えるべく採集活動を展開しています。

　Understanding is a dazzling, eye-catching feature 
of advanced science. As this understanding starts 
to sparkle ever more brightly, we need a richer 
sensibility with which to appreciate the healthiness 
of ourselves, our society, and the future. This is 
perhaps because the guidance of creativity appears 
to lie in the representation woven by the interchange 
and shifts between understanding and sensibility. 
Over 200 years ago a certain philosopher focused 
on Einbildungskraft（faculty of Kohsouh） as a 
faculty for creating representation. But research 
in this field is far from adequate, and though it is 
often talked about it is little understood. We will 
use the perfect field of advanced science, where 
Kohsouh interchanges and shifts, to conduct research 
activities aimed at grasping the true identity of 
Einbildungskraft.

　◆研究内容　／　Research Pursuits

・半田智久　「GPA 制度の研究　― functional GPA に向けての提言 ―（第 9 版）」　静岡大学大学教育センター
企画・マネジメント部門　2008.　A4 版単著、総ページ数 142.
http://ir.lib.shizuoka.ac.jp/handle/10297/2064

・半田智久「現代戦略概念の一般化過程 : 主として経営・産業分野を対象に」 構想 , 7, 21-39, 2008.
http://www.jssi.jp/pdf/k7-21.pdf

・半田智久「機能する GPA とは何か」静岡大学教育研究　4, 1-30, 2008.
http://ir.lib.shizuoka.ac.jp/handle/10297/2356

　◆主要業績

知能環境／構想／想像／リベラルアーツ／感性
intelligence ambient ／ Kohsouh ／ imagination ／ liberal arts ／ Kansei(sensibility)
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　現代の高校生とも年に一度は授業を通して触れ合う機会をもち、現代の高等教育の実相の一端を普段とは違
う角度から感じ取ろうとしている。そうした経験から実感していることは、自分がその時分であった頃より
も、いまの若者のほうが知的にずっと豊かであるということだ。だが、その豊饒さゆえに、そこに敏感な感性
が響きすぎてしまって、素朴な強さよりも上滑りな巧みさにはしりすぎている観もある。だからこそ、現代の
大学の役割は社会のなかにあってあらためて超絶的な聖域性が求められる場になりつつあるとも思えてきてい
る。今まで気づきもしなかったものごととたくさん触れ合えそうな異界のごとき大学を求めて探しまわってほ
しい。

　人間の心的過程を追うなかで構想力（faculty of Kohsouh）に関心をもち、その正体に接近を試みてきた。
その結果、この概念がとくに英語との通用性をもたず、日本語に特有のものとして成立していること、それで
いて現代日本語として語用豊かである実態がつかめている。わたしたちが自然に運用している概念には、こう
した一定の言語文化に特殊に息づいているものが少なからずある。その探求は特定の文化環境のもとでバナ
キュラーに生息するこころの特性を考察していくうえで、有益なアプローチのひとつとなるだろう。今後、こ
うした概念のナチュラルヒストリーに光を照らし、コンセプト・ミュージアムなる構想にむけて歩みを進めた
く思っている。むろんそのためには学際はもちろん広く社会／文化諸領域の人びととの共同研究が欠かせない。

　08 年度末 3 月着任したため 08 年度に授業はおこ
なわなかった。心理学（認知・記憶・想像・知能・
神経生理）関係や教育学（大学）、事業論などを主な
領域とする

　As I was employed in Ochanomizu University in 
March,2009, i did not have any classes except in 
Shizuoka Univ.("Cognition and Behavior","Development 
and Learning in Psychology"), Yokohama City 
Univ. School of Medicine("Medical Communication: 
Cognitive Psychology"), Toyama(Tokyo Metropolitan) 
Super Science High School("Tuition of Paper Writing").
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（2）件

2008 年度は、直線翼垂直軸風車まわりの流れ場の
数値的研究を行った。

　In 2008, I have studied about a straight-wing 
vertical axis wind turbine by using numerical 
simulation.

・佐藤祐子，河村哲也，" 数値シミュレーションによる回転翼の空力特性 "，日本流体力学会年会 2007 講演ア
ブストラクト集，p331, 2007.8
・佐藤祐子，河村哲也，" 数値シミュレーションを用いた直線翼垂直軸風車のトルク性能に関する研究 "，日本
風力エネルギー利用シンポジウム予稿集，p301, 2007.11

数値シミュレーション／数値流体力学／風力エネルギー
Numerical Simulation ／ CFD ／ Wind Energy
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆研究計画

　◆メッセージ

コンピュータの活用をすることにより、情報の収集・発信の幅が大きく広がります。皆さんの多くは、既に
電子メールやウェブページを活用し、ワープロソフトや表計算ソフトを利用することができるでしょう。大学
においては更にそのスキルを向上し、また、情報化社会を支えるコンピュータやネットワーク技術の基礎知識
を学び、今後次々と出てくる新しい情報技術にも柔軟に対応できるようになってほしいと思います。
また、コンピュータシミュレーションは、理学や工学において理論や実験と並ぶ重要な研究方法となっていま
す。コンピュータで計算された結果から、革新的な発見が得られるかもしれません。大学では研究することの
楽しさ、知ることの素晴らしさを是非学んでほしいと思います。

種々の風車周りの流れの数値解析や風車騒音問題について取り組んでいく予定。
特に環境問題に関する応用に重点をおきたいと考えているが、それだけに限らず、数値シミュレーションを理
学・工学の諸問題へ幅広く応用していきたい。

授業としては、学部のコア科目として以下のもの
を行った。
1. 情報処理演習

情報基盤センターが用意しているネットワークに
接続されたパソコンを用いて 基礎的な情報処理の
実際を学習する。すなわち、ネットワークの利用、
情報の収集、文書の作成など、勉学・研究支援ツー
ルとしてパソコンを利用するための技術を習得す
る。

2. プログラミング演習 C
Fortran 言語を用いて、数値計算の基礎である、連
立一次方程式、補間と数値積分、常微分方程式等
のプログラミングを学ぶ。併せて、UNIX の基本操
作やグラフソフトの操作を習得することを目標と
する。

3. プログラミング演習 D
初級システムアドミニストレータの資格取得に必
要な基礎知識を実践的な問題を通して学ぶ。この
資格は、ビジネスの現場で EUC（エンド・ユーザー・
コンピューティング）を支える人材となることを
目指すもので、幅広い知識の習得が必要となる。

また、学習院女子大学において「情報処理」、学習
院大学において「初等情報処理」の授業を行った。

Lectures given in Ochanomizu University are as 
follows:
1. Exercises in Data Processing
2. Exercises in Computer Programming C
3. Exercises in Computer Programming D

Also following lectures are given in Gakushuin 
University and Gakushuin Women’ s College:
1. Information Processing
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆主要業績

　◆研究内容　／　Research Pursuits

現在の化学物質規制制度は、既存化学物質の扱い、
試験法の不備、規制対象の機械的限定などの点で新
たに開発されつつあるナノ材料がもたらす新たなリ
スクに対応できないとの懸念がある。これらの問題
点について、世界各国の研究状況、議論を調査研究し、
今後の日本のリスク管理の制度的課題を明らかにす
る。

　There are several concerns about emerging risk 
brought by the rapid development of nanotechnology, 
and the present chemical regulation system might 
not be able to be applied to the risk appraisal of the 
nanomaterials, because of the unclear treatment 
of the Existing Chemical Substance, defectiveness 
of the testing methods and uniform limited area of 
regulatory objects. And I have conducted the survey 
of research and regulation situation of nanomaterials 
in the world, and investigated institutional topic 
concerning above mentioned points.

・堅尾和夫 ( 編著 )「2008 年度バイオマス燃料生産におけるバイオテクノロジーの課題と今後の方向について」
( 財 ) 北海道総合研究調査会委託、2009 年 3 月、お茶の水女子大学

ナノ材料／リスク管理／バイオ政策・ベンチャー／バイオエタノール
nanomaterials ／ risk management ／ policy for biotechnology and bioventure ／ bioethanol
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆研究計画

ナノ材料のリスク評価の課題について調査研究、とりわけ現行化学物質規制制度上の課題に焦点を当て研究
を進める。また、新技術の登場に対して社会の知的インフラとしての学会等の役割、そのあり方について、調
査研究を進める。
　また、2007 年度に JST の独創的技術シーズ展開事業（大学発ﾍﾞﾝﾁｬｰ創出支援）に採択された鎮痛剤開発・
実用化のプロジェクト（3 ヵ年総額 110 百万円（直接経費）、室伏理学部教授との共同提案）について、ベンチャー
創業により、基礎的なシーズを実用化にまで結びつけるべく、この社会的なニーズが非常に大きい事業につい
て、共同研究機関の方々と力を合わせ成功させたいと考えている。

2004 年度から 2006 年度まで科学技術振興調整費
の助成を受け、社会人向け公開講座「化学・生物総
合管理の再教育講座」にカリキュラム企画、講義科
目立案、講師選定等の運営に携わった。2007 年 4 月
から、サイエンス＆エデュケーションセンターにお
いて、キャリア教育の充実、リスクコミュニケーショ
ン教育を通じた科学技術理解の増進、生涯教育 ( 環境
問題 ) の推進に取り組む。

　I ‘d  engaged in planning and managing the 
Extension Course of the integrated management of 
chemical substance and Bio-Science for the people 
in the society member during 2004-2006 fiscal 
year. From April in 2007, I have transferred to 
Science & Education Center to strengthen the career 
education and training, promote the acceptability 
of science and technology through the education 
of risk communication and the lifetime education ( 
environmental problem )..
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

「卵成熟過程における卵中心体の機能失活機構の解
析を通じた中心体父系遺伝のメカニズムの解明」

我々の体を作る細胞はみな、父方 ( 精子 ) 由来の中
心体のみで分裂を繰り返している。つまり、(1) 受精
によって卵内に侵入した精子中心体がなければ卵割
できず、(2) 通常は母方 ( 卵 ) 由来の中心体だけでは、
個体発生ができない。もしも卵・精子両方に由来す
る２つの中心体が受精卵内に存在すると、最初の卵
割では多極分裂を引き起こすことになり、娘細胞は
正常なゲノム分配に失敗してしまう。そうならない
ために、両親由来の中心体のうち片方、つまり卵中
心体が、失活あるいは消失する必要がある。

この「中心体の父系遺伝」という現象は、Boveri
によって一世紀以上 (1887 年 ) もの昔に提唱され、
その説は広く受け入れられてきた。しかしながら、
そのメカニズムについてはほとんど解明されておら
ず、現代の発生学・細胞生物学の重要な課題として
残されている。

この課題について、我々は現在までに (1) ヒトデ
卵中心体が、複製能に明確な違いのある母・娘中心
粒のペアで構成されていること、(2) 複製能のある母
中心粒が、減数分裂時に選択的に極体に遺棄される
こと、を明らかにしてきた。現在、(3) 成熟卵に遺贈
される娘中心粒が複製能を獲得できず失活する機構
について、解明しようとしている。

　Animal egg inherits a maternal centrosome/centriole 
from the meiosis-II spindle pole, and sperm can introduce 
another centrosome at fertilization. It is believed that in 
most animals only the sperm centrosome provides the 
division poles for mitosis in zygotes. This uniparental 
(paternal) inheritance of the centrosome must depend on 
the selective loss of the maternal centrosomes, as first 
proposed by Boveri (1887). Specific mechanisms must 
exist to control the paternal inheritance of centrosomes 
at the gamete or zygote level, but has not yet been 
fully understood. In starfish, no centriole duplication 
occurs in meiosis II, hence each pole of the meiosis-II 
spindle is formed by the splitting of paired centrioles of 
the inner centrosome in meiosis-I spindle into singles 
(Sluder et al., ‘89; Kato et al., ‘90). In order to investigate 
selective loss of the maternal centrosomes, it is necessary 
to trace the fate and reproductive capacity of all the 
maternal centrosomes / centrioles. We used two kinds 
of procedures: (1) Suppression of polar body extrusion, 
and (2) Transplantation of polar body centrosomes into 
artificially activated maturing starfish oocytes. Among 
the maternal centrioles, differences in intrinsic stability 
and reproductive capacity were found: (1) four centrioles 
are heterogeneous in reproductive capacity; two of four 
centrioles are reproductive and remaining two are non-
reproductive, (2) reproductive centrioles are successively 
cast off into the first and the second polar bodies 
respectively, (3) and finally a mature egg inheriting a 
non-reproductive centriole alone is formed.  We are now 
examining on some questions about when, and how the 
non-equivalency in the reproductive capacity among the 
maternal centrioles are determined.

発生生物学／減数分裂／中心体／細胞周期／細胞分裂
developmental biology ／ meiosis ／ centrosome/centriole ／ cell cycle ／ cell division
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　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（2）件

・Tamura. M. and Nemoto S-i. “Paternal inheritance of centrosomes in starfish zygotes.”
The Oocyte Maturation Meeting: Kyoto, 2008, March. ( 招待講演 )

・オーム社「人類遺伝学用語辞典」9 章　生殖・発生遺伝学 -9.1　生殖機構 ( 担当：p. 260-278) 室伏きみ子・
滝沢公子 [ 監修 ]　2008,7

・Tamura M. and Nemoto S-i. (2001). 
Reproductive maternal centrosomes are cast off into polar bodies during maturation division in starfish 
oocytes.  “Experimental Cell Research” 269, 130-139.

・Zhang Q. Y., Tamura M., Uetake Y., Washitani-Nemoto S. and Nemoto S-i. (2004).
Regulation of the paternal inferitance of centrosomes in starfish zygotes.  
“Developmental Biology” 266, 190-200.

・Shirato Y, Tamura M, Yoneda M, Nemoto S. (2006)
Centrosome destined to decay in starfish oocytes.　“Development” 133, 343-350.
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

専門である発生生物学の分野では、卵減数分裂に潜む中心体複製制御機構の解明に取り組んでいく。自らの
研究を推し進めると同時に、学生の研究指導・論文作成指導にあたる。

また、現代的教育ニーズ取組支援プログラム ( 現代 GP)「科学的思考力と表現力で築く『私の履歴書』」では、
学生の職業意識と自己表現力の両者を育成する場として、SNS 形式の WEB アプリ「キャリアレポート放送局」
と、学生主体の企画・運営の場としての「キャリアカフェ」を運営する。これにより、学生の科学的思考力と
表現力、企画実行力を研鑽し、自発的・積極的な人材資質を築くことを通じて、本学のキャリア教育における
人材養成機能の強化を図る。



504

　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（7）件

・ 大学と小中学校との効果的な連携に関する研究
　（理科支援員運用システムの開発
　　効果的な理科支援員研修カリキュラムの開発
　　小中学生の理科離れを解決する出前授業カリ
キュラムの開発
　　小中学生の理系職業観を向上させる出前授業カ
リキュラムの開発
　　効果的な巡回型教員研修システムの開発　）
・浅海の生態系に関する研究
・正形ウニ類の摂食行動に関する研究

・The effect of “Delivering programs of experiment 
schooling” on career consciousness
・Preventing students from moving away from sciences 
and training of teachers by “New educational system; 
Delivering programs of experiment schooling”
・Experimental and field studies on foraging behavior and 
activity rhythm of hard-spined sea urchin Anthocidaris 
crassispina ：
　Foraging behavior and activity rhythms of hard-
spined sea urchin Anthocidaris crassispina were analyzed 
in experimental and wild conditions. The behavior in 
captivity could be categorized into `biting’’ , `migration’’ 
and `resting’’ . Biting was very slow (35.8&#8201;
± &#8201;3.8&#8201;s/bite) and never observed 
during migration. Biting and short migrations within 
5&#8201;min were significantly more frequent in the 
starved group than in the well-fed group, although the 
total migration was not significantly different between the 
groups. Analysis of the behavior sequence suggested that 
foraging behavior consisted of a series of short migrations 
and bitings. Biting increased in the dark while resting 
showed the inverse tendency, suggesting a nocturnal 
activity rhythm. The tube feet at the body side were of 
medium length, while they were long during migration, 
and short during resting. During biting, some spines were 
observed moving, while all spines stuck out radially during 
both migration and resting. Diel change in behavior of the 
wild sea urchins estimated from the length of tube feet and 
movement of spines also suggested a nocturnal activity 
rhythm.

・Experimental and field studies on foraging behavior and activity rhythm of hard-spined sea urchin 
Anthocidaris crassispina
MIYAMOTO Koji and KOHSHIMA Shiro Fisheries Science  2006; 72: 796-803

・小学校理科支援員配置事業へのとりくみ
宮本康司・仲矢史雄・白石亨・高橋哲夫・千葉和義
日本理科教育学会全国大会発表論文集　第 5 号　2007; 5: 342

・理系職業観に対する「新教育システム：デリバリー実験教室」の効果
宮本康司・和田重雄・池田まさみ・仲矢史雄・千葉和義
日本科学教育学会年会論文集　第 31 号　2007; 31: 311-312

・小学校理科支援員等配置事業へのとりくみ　ーシステム構築と支援員養成ー
宮本康司・佐藤典子・仲矢史雄・白石亨・高橋哲夫・千葉和義
日本理科教育学会全国大会発表論文集　第 6 号　2008; 6: 391

・「新教育システム：デリバリー実験教室」が教員・児童生徒にもたらす効果
堀田のぞみ・上田裕・宮本康司・仲矢史雄・千葉和義
日本理科教育学会全国大会発表論文集　第 6 号　2008; 6: 156

科学教育／生態学／動物行動学
science education ／ ecology ／ ethology
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

理科教育は、科学技術立国にとって重要な課題で
ある。しかし我が国では、諸外国と比較して理科好
きな児童生徒の割合は低く、教員を支援するアシス
タントや、使いやすい教材の開発と提供などが必要
となっている。
　そこで、小学校の授業の中で教員を支援する「理
科支援員」や、放課後の学校などで自然観察や動植
物飼育、簡単な実験を指導できる理科に強い「学習
アドバイザー」などの養成を目指し、社会人向け講
座を実施している。

　Science education for working people who hope to 
teach science to children

　社会に通用する確かな人間力を伸ばすことを、約束します。

　小中学生の理科離れを解決するために、また我が国全体の科学リテラシーの向上を目指し、効果的な教育カ
リキュラムの開発、教員の資質向上に必要な研修プログラム開発、理科教育支援者の養成など、総合的に取り
組んでいく。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

環状ホスファチジン酸 (Cyclic phosphatidic acid: cPA) は独特な環状リン酸構造を持つ脂質メディエーター
として、ミクソアメーバ Physarum polycephalum から単離され、1992 年にその構造と細胞増殖抑制作用が
報告されました。その後ヒトの血清や動物脳をはじめ、広範な生物とその組織に存在していることが明らかに
され、これまでに、がん細胞浸潤・転移抑制、神経細胞生存促進、疼痛抑制などが、cPA の特異的な作用とし
て見出されています。これらの結果は、cPA をがん治療や疼痛治療などの医療分野へと応用することの可能性
を示唆し、今後の研究の進展に期待がもたれます。現在、有機合成された cPA よりも代謝的に安定な cPA 類
似体を作成して、そのがん細胞に与える影響、神経細胞に与える影響、痛み抑制効果を精査しており、さらに、
それらの作用に関わる cPA の受容体の探索と、受容体の活性化によって誘導されるシグナル伝達の解明を進め
ていく予定です。

環状ホスファチジン酸／脂質／細胞膜／受容体／痛み
cyclic phosphatidic acid ／ lipid ／ cell membrane ／ receptor ／ pain
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 E-mail： gotoh.mari@ocha.ac.jp
 



507



508

　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　真正粘菌 Physarum polycephalum より単離・構造決定された環状ホスファチジン酸化合物（cPA）について、
種々の生物活性を有していることが明らかとなっている。また、cPA をリード化合物として合成された 2ccPA
には cPA を上回る生物活性を有することが示唆されている。そこで本研究では、様々な生物活性試験に賦すた
め、環状ホスファチジン酸を量的に供給すべく化学的合成法の確立を目指している。

環状リン酸／有機合成化学
Cyclic phosphatidic acid ／ organic synthesis
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績

1）文部科学省社会人の学び直しニーズ対応教育推進プログラム「理科教育支援者養成プログラム」において、
「理科学習アドバイザー」コース、「理科支援員」コースのプログラム開発に関わり、実証講座でのアンケー
ト評価をもとに、新学習指導要領に対応したテキスト作成や編集、教材研究をすすめている。

2）「食生活」や「食品科学」「環境」の諸問題をサイエンスの視点から学ぶ生活科学実験講座のコンテンツを
研究開発している。開発したコンテンツは、地方自治体等の公的機関において、市民、親子、子供向け消
費生活講座、食育体験講座等として実施している。

3）自らの小・中・高等学校における現場体験をもとに「講義型」ではなく実験や実習を取り入れた「体験型」
の教員向け研修プログラムを研究開発し実施に至っている。

1）から 3）の研究で得られた成果については、日本理科教育学会、日本食生活学会、日本食育学会等で発表
している。

・単著：「N.SATO の生活科学実験講座①食と健康」教育図書発行　2007.6 月
・単著：「N.SATO の生活科学実験講座②食生活と食文化」教育図書発行　2008.6 月
・第 7 回消費者教育実践表彰　優良賞受賞

理科教育／生活科学実験／理科で食育／体験型教員研修／市民向け出前（デリバリー）講座
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆研究計画

1）理科教育・家庭科教育における教材開発や連携授業
2）体験型教員研修のコンテンツ開発と実施
3）市民向け出前（デリバリー）講座の企画と実施
4）「理科で食育」プログラムの充実と実施

文部科学省社会人の学び直しニーズ対応教育推進プログラム「理科教育支援者養成プログラム」において、
つぎの授業を担当している。

・理科学習アドバイザーコース　
「理科と家庭科」「もののかさ」

・理科支援員コース
「学習指導案の読み方」「準備室の整備」
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

2007 年度に JST の独創的技術シーズ展開事業（大学発ベンチャー創出推進）に採択された鎮痛剤開発・実
用化のプロジェクトのスタッフとして参加。

がん性疼痛治療に従事している全国の緩和ケア病棟承認施設 182 施設に勤務している医師を対象に鎮痛剤
に対するニーズ調査を行った。現在の非ステロイド性炎症鎮痛剤、医療用麻薬の副作用、患者の先入観、医師
の理解不足、医師の献身的な働き、新規鎮痛剤への要望の高さ等を明らかにした。

バイオ政策・ベンチャー／環境／
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

学生相談室での、相談活動の質を向上し、多様化した学生のニーズにより適切に応えるために様々な手法を
研究している。相談者のプライバシーに対する配慮から相談活動の内容に関する事例研究は、困難が伴う。し
かし、ワークショップ参加者に対する満足度および効果については調査・研究を行っている。

学生相談／心理教育的支援のありかた／キャリアカウンセリング／ワークショップ型介入／ MBTI
student counseling ／ psychoeducational support ／ career counseling ／ work shop ／
Myers-Briggs Type Indicator
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

受験生の皆さん、お茶大には、皆さんが充実した学生生活をおくることができるようにサポートする機関の
一つに学生相談室があります。学生生活・進路・ご自分のことで、問題や悩み、心配事があれば、お気軽にご
相談ください。また、いろいろなグループワークも企画しております。例えば、｢ 自分の強みを知りたい」「自
分にはどんな能力や関心があるのか詳しく知りたい。」「自分に向いている仕事を知りたい。」「自分の性格につ
いて理解したい。」「さわやかな自己表現力を身につけたい。」などのテーマのワークショップです。主に、昼
休みを利用して行っておりますので、どうぞお気軽に参加してください。特にお勧めはｷｬﾘｱｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞにおける
自己分析ﾂｰﾙとして、現在、欧米諸国で最も信頼されている国際規格の性格検査である MBTI を用いたワーク
ショップです。さらにヨガ体験を取り入れた健康増進のためのワークショップも企画しておりますので、これ
も是非体験してみてください。学生相談室では、皆さんにお会いできるのを楽しみにしております

4 月に CMI(Cornell Medical Index) 健康調査を新入生に実施し、希望者に結果のフィードバックを行い、こ
ころと身体に関する啓蒙・予防的働きかけを行った。学部生・院生などにインテーク面接を行い、多様化した
学生たちへの個別ニーズにきめ細やかな対応をした。インテーク面接の結果、引き続き個人相談及びカウンセ
リングを実施し、保健管理センター・学内相談機関及び外部医療機関にリファーしたケースのフォローアップ
も行った。さらに自己理解、他者理解を深めるワークショップ・自己表現力や対人スキルを高めるワークショッ
プ・進路選択を考える手がかりにするためのキャリア支援ワークショップ・ヨガなど健康増進的・予防的支援
ワークショップを企画・実施し、アンケート調査を行った。

個別相談の充実および健康増進的支援をさらに発展させることを目指す。特に以下の領域における援助の充
実をはかる。
①個別ニーズに応える相談と連携：多様化した学生への個別ニーズに応え、特に、教職員と保護者との連携が
密になるように取り組む。教員との連携による不登校生徒や引きこもりなどの学生への対応、問題行動を起こ
す学生の対応のための学内連携が密になるように取り組む。問題別対応の仕方を示したリーフレットの作成と
配布に力を入れ、メンタルヘルス全般に対する意識向上を目指す。
②キャリアに関する心理教育的支援：キャリアカウンセリングにおける自己分析ツールとして、現在、欧米諸
国でディファクトスタンダードとなっている国際規格の性格検査である MBTI を用いたワークショップを企画
し、包括的な心理教育的プログラムをより充実発展させる。健康増進的支援に関しては、今後もヨガ体験など
を取り入れた心身一体型のﾜｰｸｼｮｯﾌﾟも継続し、言語を媒介にした支援に加えて身体的な活動を好む学生にも学
生相談室の利用を促す。また、これらのワークショップの効果測定を行う。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（3）件

　2 つの研究テーマについて調査研究した。1．幼保一体施設の教育　2．保育所の保育環境の調査　1 につい
ては、フランクフルト市の幼保施設（KITA) の実態を実地検証した。また、2 については、世田谷区の公立保
育所の保育環境の特質を八つの側面からとらえ、保育の質向上のための条件を探った。

・「多様な機能を持つ幼少年期教育・保育施設‐フランクフルト市における陶冶ネットワークの活用実態（1）、（2）」
『幼児の教育』第 107 巻 11 号、12 号。2008．11 ～ 12

・「保育環境・保育空間に関する基礎調査」東京都世田谷区保育課委託研究、2009.3

幼保一体施設／陶冶／保育環境／保育の質
ECCE ／ Bildung ／ Environment ／ Quality of Care
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

保育の現場や行政と連携して「質の高い保育」を実現するための方策を具体的に実証的におしすすめるプロ
ジェクトを開発し、これらのプロジェクトへの参加を通して保育の質を高める推進力を身につけるための応援
をします。

「保育臨床演習Ⅰ」（前期）　
親の養育力をエンパワーすることで養育力の向上をはかろうとする試みを、四つの幼稚園と保育所、及び五
つの子育て支援の事例研究を通して分析し、多様な支援活動を進めるうえでの専門性を分析、理解する。

「比較保育学Ⅰ」（後期）
日独の幼保一体施設を 5 つのキーワードから分析し，類似点と差異点を検討する。

「保育実践研究Ⅰ」（通年）
新保育所保育指針の告示と同時に、各地方自治体で「保育の質向上のためのアクションプラン」の策定する
ことが勧告された。この勧告に基づき都内世田谷区においてアクションプログラムを具体化するプロジェク
トを組み実施する。

保育所の保育の質向上の基本的条件として環境整備が必要との前提に立って、以下の調査研究をすすめ保育
行政、あるいは経現場への提言をしていく。1．昨年度世田谷区で実施した保育環境に関する調査結果に基づ
き、保育所の保育の質を高める園舎の在り方をマニフェストにして今後の保育所改修や新築の際に役立てる。2．
オフイスビル内の小模模保育施設の設計と運営に具体的に参画し、園庭なしの保育園で質の高い保育を展開す
るための諸条件を分析し、新しいタイプの都市型保育施設のモデルを提案して行く。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（8）件

　現在次の 3 つの課題について研究を進めている。
（1）乳児の神経学的行動観察による社会性の予知：

コホートにおける多数乳児の行動観察と、心理
学的テストの所見から、爾後の社会性発達を予
知する方法論の策定 . 三重と大阪の 2 都市にお
ける 500 人の乳児コホートを 3 年間追跡し、生
育環境や社会経済状態が、子どもの社会性や共
感性に及ぼす影響を解析している。

（2）注意欠陥多動性障害の早期診断と介入によるそ
の変容の研究：保育園児に食育プログラムによ
る介入を 1 年間行い、注意欠陥多動行動の変容
を解析。構造化された食育プログラムを 1 年間
行うことによる 5 歳児の行動変化の研究を行い、
食育によって多動行動が有意に減少することを
明らかにした。

（3）生育環境が子どもの生活の質（QOL) に与える影
響の国際比較。タイ、ベトナム、日本の 5 歳児
の生活の質、問題行動、養育姿勢などについて
の質問紙調査を行い、生育環境や文化社会的背
景が子どもの生活の質や問題行動に及ぼす影響
を探索している。

　Currently conducting the following 3 research 
projects: 
(1)Development of screening batteries for the 

prediction of future social development by 
analysing 500 infants in two cohorts by semi-
structured neurological and psychologocal 
examinations. Special emphasis has been put 
to predict social and emotional development by 
directly observable neurological and behavioral 
valuavles such as muscle tonus, coordinate 
movement of hands 

(2)Evaluation of the effects of food education 
(Shokuiku) program on the hyperactive behaviors 
among nursery school children. Significant 
correlat ion between food-educat ion and 
reduction of hyperactive behaviors has been 
obtained.

(3) International comparison of QOL among young 
infants in Thailand, Vietnam and Japan. Intra-
country comparison as well as inter-country 
comparison on GOL and behavioral problems 
as assessed by SDQ(Strength and Difficulties 
Questionnaire) will be made in these countries.

・障害のある子どもへの指導と実践、朱鷺書房、小野次郎、榊原洋一、杉山登志郎、共編、2008
・脳科学の壁、講談社、2009( 単著）
・身体リズムと生活習慣、児童心理　62：1026 － 1031、2008( 論文）
・発達障害の概念、捉え方等　母子保健マニュアル　（改定 6 版）　南山堂　2008（分担執筆）
・見ることは信じること、チャイルドサイエンス、6 巻、2 － 4，2009

小児／神経／発達／発達障害／脳科学
children ／ nervous system ／ development ／ developmental disabilities ／ brain science
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

(1) 特設講座における現職保育士、幼稚園教諭への小
児疾病論、脳科学、発達障害の授業とゼミの実施：
保育士、幼稚園教諭に必須の子どもの疾患概論と、
発達の基礎である脳発達とその障害の講義を行っ
ている。なお、選択科目として学部学生も受講

(2) 大学院前期学生への、発達障害 ( 特論）の講義の
実施：自閉症、注意欠陥多動性障害などの発達障
害の医学、脳科学的な視点からの解析についてゼ
ミ形式の授業を担当

(1)Providing lectures on common childhood 
disorders and brain development to in-service 
nursery and kindergarten teachers, 

(2)Teaching postgraduate students on developmental 
disabilities such as ADHD and autism with special 
emphasis on their medical background.

One of the main subjects of my research is the comparison of environmental valuables and their 
consequence in child development especially in social cognition and behavior.  Those stundets who are 
interested in international collaboration will be most welcome.

研究の中心課題は、子どもの発達、特に社会性の発達と生育環境、教育環境の関係である。また、健常発達
だけでなく、高機能自閉症、注意欠陥多動性障害、学習障害なのでいわゆる発達障害に生育環境が及ぼす影響
である。現在データのまとめに入りつつあるコホート研究の成果を生かしながら、グローバル COE と文部科
研費による、タイ、ベトナムなどのアジアにおける子ども生育環境の格差による発達の相違、ならびに発達障
害の国際比較を予定している。すでに、タイ、ベトナムの研究者との共同研究の準備が終わり、今年度から実
際の調査を開始する予定になっている。得られた成果は、子どもの社会性を進展させる生育環境の整備と、発
達障害に対する家庭環境、教育環境の改善い有用なデータとなることが期待される。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績

地域における障害児支援の臨床的研究と、発達段階における脳機能の成熟過程の基礎的研究の 2 点を中心に
行っている。
1．障害児の包括的支援システムの研究と実践

現在、埼玉県南部の中規模都市を対象に、乳幼児期から学齢期に至る、障害児を連続的に支援できる方略
の開発を目指して実情調査を含めて研究を進めている。

2．脳機能の成熟過程に関する研究
注意欠陥多動症には衝動性を抑えきれないタイプと注意の持続が困難なタイプがある。このような衝動性
を抑えたり注意を持続させたりする働きは脳の前頭葉にあると考えられている．発達途上にある子どもの
脳機能を直接測ることは容易ではないが、前頭葉機能の発現であるこれらの行動を捉えることで脳機能の
発達的変化をみることができる。就学前の幼児 (4 歳児と 5 歳児 ) に、衝動性と注意の持続を測る課題を実
施した。その結果、年齢が上がるにつれ、衝動性と注意持続の困難さは低減することが確認された。

・長谷川武弘，小西行郎：障害児の地域支援における心理スタッフの役割―埼玉県朝霞市における取り組み―
　日本特殊教育学会 第 46 回大会発表論文集 p.200,2008

障害児保育／障害児コミュニティ支援／発達神経心理学／脳機能計測
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　今障害児を取り巻く環境は大きく変化してきています。これまでのような分離教育のスタイルを見直す動き
も出てきています。障害児の保育、特に地域での支援に興味をもち、積極的にかかわっていくと、きっと新し
い、面白いフィールドがみつかると思います。また一方で、現場で行われる保育・教育活動を裏付けするよう
な基礎的な研究も重要です。私たちの行動を、脳の働きから説明する取り組みはこれからも重要な知見を提供
してくれることと思います。これらの知見が保育・教育活動に、すぐに短絡的に役に立つ知見となり得る訳で
はありませんが、地道に接点を探っていく活動は必要です。実践を中心に進めていくのであれば基礎的な知見
に、また基礎的な研究を中心に進めていくのであれば、その知見が応用される可能性のある現場に、それぞれ
に開かれた目を持って研究ないしは実践に取り組んでいって頂けることを願っています。

　現職保育士を対象とした夜間開設の授業として ｢ コミュニティ保育教育論 I・II｣ と ｢ 保育実践研究 I・II・
III・IV｣、｢ 保育者の情報学基礎 ｣ を担当した。

｢ コミュニティ保育教育論 ｣ では、前期は昨今頻繁に取り上げられる発達障害のみならず、従来からみられ
ていた視覚、聴覚、知的の各障害なども含めた障害種毎の特徴を説明した。

また後期は、2007 年 4 月に障害児教育の場が特別支援教育へ移行したことを取り上げ、障害児教育の歴史、
特別支援教育の内容を網羅した上で、各々の受講生が属する地域の特別支援教育に対する取り組みを調べ、発
表する時間を設けた。
　｢ 保育実践研究 ｣ では、受講生の持つ疑問、課題を取り上げ、それぞれがテーマを持って研究活動を行うこ
とができるよう指導を行った。本年度は、持続遂行課題の就学前児童における実施、子育ての場としての博物
館の可能性、障害児の絵本に対するかかわり方の変化の 3 課題について指導した。

　地域における障害児支援の臨床的研究では、本年度採択されたグローバル COE プログラムの小西行郎教授
とともに、当該地域における障害児の実態調査を進めている。今後、当該地域に現存するリソースの精査を行い、
現在のリソースと関連させ、必要とされている支援体制の形態を検討する。またその体制に基づき実践を進め
ながら、より地域に根ざした、かつ他の地域でも応用できるような汎用性のある支援体制のプランを検討して
いく。
　発達段階における脳機能の成熟過程の基礎的研究では、持続遂行課題を用いた幼児の脳機能変化を検討して
きたが、今後は可搬形の脳波計測装置を用いて成人を中心に前頭葉機能の脳波計測を実施していく。また可能
であれば幼児が持続遂行課題を実施している際の脳波の検討も行っていく。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　お茶の水女子大学・アップリカ特設講座ならびに
土曜保育フォーラムに対する、現職保育士の関心内
容並びに、参加者の属性を分析し当講座がより効果
的な社会貢献をするためのカリキュラム開発を行
なっている。

　By analyzing the questionnaires obtained from 
the students, I have developed and modified the 
curriculum used in our course.

カリキュラム開発
Curriculum

 氏名： 佐々木　礼（SASAKI  Rei）
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆研究計画

　現職保育者や乳幼児保育に関心を持っている社会人、学生に対し保育の質の向上に役立つカリキュラム開発
や、多くの社会人に向けて保育に関する公開講座やフォーラムを実施していきたい。

　特設講座において行なわれる全講義に使用される
教材の作成に参画し、学生から寄せられた教育内容
についての要望をまとめ、カリキュラムに反映させ
た。
　また、種々の公開講座の開催にあたり、その企画・
運営を行った。

　Engaged in  the  curr icu lum and mater ia l 
development for all the lectures made in our course.  
Summarized the requests from the students, and 
reflected their request on curriculum and educational 
material     development.  
　Involved in the selection of the subjects for the 
open lectures for chide specialists in-service.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（7）件

1. 視覚系における情報処理メカニズムの検討：
パターン認知やオブジェクト認知など、高次視覚
における情報のサンプリング特性を実験的に検討

2. エイジングとコミュニケーション：
認知的加齢がコミュニケーションに及ぼす影響を
実験的に検討

3. 子ども向け「こころの科学」教育：
科学的思考力を育成するための視覚実験教材の開
発

4. 教育評価ツールの開発
5. 子どもの安全教育に関する研究

1. Examination of the information processing in 
the human visual system: Experimental study of 
the sampling properties of visual information in 
pattern and object recognition.

2 .  Invest igat ion of  the  e f fects  of  ag ing on 
communication.

3. Science education of the “Brain and Mind” for 
junior high school students: Development of the 
educational materials (visual illusion experiment 
kits and application software) to foster the ability 
of thinking logically.

4. Development of the educational assessment tools.
5. Study of the safety education and training for 

children.

・石口彰監修・池田まさみ編著　2008　『臨床心理学用語事典』　オーム社
・Masami IKEDA, Miho Tanaka and Akira ISHIGUCHI 2008 Science education of the “Brain and Mind”　for 

junior high school students: The experiential cognition and development of e-learning program. Annual 
Report of Cognitive & Kansei Science, 4, 37-40.

・Masami IKEDA, Miho TANAKA and Akira ISHIGUCHI  2008 Science education of the “Brain and Mind”
　for junior high school students: The experiential cognition and development of e-learning program.  
International Congress of Psychology (ICP), Berlin, Germany,

・四元淳子・池田まさみ・千代豪昭・菅原ますみ 2008 遺伝カウンセリングにおける遺伝的リスク・コミュニケー
ション . 遺伝カウンセリング学会誌，第 29 巻 2 号 63 － 68.

視覚認知／実験心理学／科学教育／コミュニケーション／クリティカルシンキング
visual cognition ／ experimental psychology ／ science education ／ communication ／ critical thinking
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆研究計画

【学部】
・人間科学方法論／心理統計法

統計の基礎知識と統計的な思考方法について学ぶ。
・認知心理学概論

人間の認知情報処理過程に関して、神経生理学、計
算理論、行動科学的側面から平易に解説する。

・心理学基礎演習 ( 応用 )
心理学書の講読を通して、専門書の読み方、レジュ
メの書き方、問題の発見法、プレゼンテーションや
ゼミでの討論の仕方を学ぶ。

・サイエンス・ディベート
論理的思考法の学習を通じて、情報分析能力を養う。

【大学院】
・遺伝カウンセリング研究方法論

実際の研究例を基に、ディスカッションを通して、
研究デザインや解析手法に対する理解を深める。

・心理臨床基礎論
臨床心理学の対象、歴史、方法に関する基礎的知識
を整理する。また、社会的視点から、臨床心理学の
専門性や他の専門領域・隣接領域との連携の在り方
を示し、総合的に臨床心理学を理解することを目指
す。

・グローバル COE 人間発達科学演習Ⅲ

【Undergraduate Course】
・Statistics for psychology and education
・Introduction to cognitive psychology
・Introductory seminar in psychology
・Science debate 

【Graduate Course】
・Methodology of study of genetic counseling
・Foundation of clinical psychology
・Seminar of human developmental science Ⅲ

・視覚機能を中心とした人間の認知メカニズムの実験的検討
・科学的思考力 ( ＝論理的思考力 ) を育成するための教材・ツールおよび教育システムの開発
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績

これまでの研究は、1）拡大と教育機会にかかわ
る理論をレビューしマクロレベルで中国高等教育拡
大のプロセスと特徴、授業料徴収の制度化過程を分
析した、2）中国の 4 国立大学における質問紙調査の
データを用いて、教育機会の階層間格差およびその
変化、階層別の教育費負担状況、学生援助の階層間
受給状況および卒業後の進路志向と階層との関連な
どを実証的に分析した。研究結果の一部は共著『各
国の授業料・奨学金制度の比較研究』の第 8 章とし
て出版される。中国における学生援助の行政省間格
差、大学間格差などを把握するため、山東省の学生
援助政策を反映する資料を収集し、同省に所在する 2
大学の学生援助センターのスタッフを対象にインタ
ビュー調査を行った。また中国国公立大学の就業指
導、キャリアガイダンスの取り組み状況を把握する
ための現地調査のデータを分析している。

　Up to now, I have been engaged in the following 
research chiefly.1)I analyzed the process and features 
of the expansion of Chinese higher education, the 
systematized process of the tuition collection.2)Using 
the data of a questionnaire survey that made in 4 
national universities, I demonstrated the class-gap of 
higher educational opportunities and its changes, the 
burdening state of educational expenditure among 
classes, the receiving state of student assistance, 
the educational continuation and occupational 
attainments among undergraduates. To analyze the 
regional divide and the difference among universities 
of student assistance, I gathered the related materials 
and visited 2 universities located in Shandong 
Province in March 2009. Besides, I am analyzing the 
data concerning the employment support and career 
guidance collected from 11 universities and 1 college 
in China.

・共著「中国の授業料と奨学金制度の変容及びその実施状況」小林雅之編著『各国の授業料・奨学金制度の比
較研究』第 8 章　東信堂出版社
・論文翻訳「日本基 &#30784; 教育中的学 &#19994; 成就制 &#32422; 因素分析」耳塚 &#23485; 明原著　
和文中訳　中国教育経済学会編『教育与経済』（EDUCATION&ECONOMY）2008 年第 2 期 59 － 65 頁、華中
師範大学出版
・論文翻訳「中国高等教育の財政支出のパフォーマンス評価に関する研究」劉国永原著　
中文和訳　東京大学大学総合教育研究センター報告書

社会階層／教育機会／授業料負担／学生支援／キャリアガイダンス
social class ／ educational opportunity ／ tuition sharing ／ student assistance ／ career guidance
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　女子学生が自ら進んで行動する、いろいろな面で鍛えられる環境はお茶大にあります。教育・研究の更なる
質的向上と、意欲にあふれて専門知識と責任感をもった輝かしい女性の育成を目指し、教職員は日々尽力して
います。

グローバル COE 人間発達科学論Ⅰ
いくつかの文献を紹介し、教育機会均等の理論、
教育社会学における平等観の変容を把握し、国内・
海外の社会現象や調査データを挙げながら、教育格
差問題の考察視座と格差の是正策を受講生といっ
しょに考えた。受講生は教育機会均等の重要性と
限界を理解できるように、また身の周りに存在す
る教育的・社会的格差を敏感に感知できるように
なった。

グローバル COE 人間発達科学論Ⅱ
数人の若手教員とオムニバス形式で講義した。皆
さんは国際的な視点または格差の視点をもってそ
れぞれ自分の研究業績に関わった講義を行い、グ
ローバル化や格差問題の進行実態を考察した。ま
たグローバル COE が主催するシンポジウム・セミ
ナーの参加、議論を通じて国内外の研究動向を学
生に把握してもらった。

Human Developmental Sciences Ⅰ
I explained the theory of Equal Educational 
Opportunity and the changes of egalitarianism in 
the field of Educational Sociology. It is important 
to understand the studying angles of educational 
opportunities and to discuss the policy of reducing 
gaps, by producing the social phenomena and 
data in Japan and other countries. These were 
tried in this lecture. The students became to be 
able to grasp the importance and limitation of 
Equal Educational Opportunity, and feel all kinds 
of educational-gaps, social-gaps that exist in the 
world.

Human Developmental Sciences Ⅱ
I lectured in an omnibus form with several young 
teachers. We recommended the results of our 
studies, explained the present situations on the 
globalization and gap-widening. The students had 
a chance to understand the newest trend of the 
related research by attending the symposium and 
seminars organized by Global COE Program. 

計画 1　中国国公立大学のキャリアガイダンスの取組状況に関する調査報告書の執筆
これまで、耳塚教授らと中国の 3 都市にある 12 大学のキャリアセンターを訪問し、中国国公立大学
の就業促進、キャリアガイダンスの取り組み状況を調査した。「中国高等教育におけるキャリアガイ
ダンス発展の社会的背景と実態」を題とする論文を投稿する予定である。公立大学は学生募集、経費
確保などの面で国立大学と異なる点が多い。所轄自治体の就職指導方針の違いもあり、キャリアガイ
ダンスの取組における国公立間の差の存在が見られる。これらの分析結果をまとめた調査報告書の執
筆が予定されている。

計画 2　中国高等教育における授業料徴収と学生援助の新動向を把握する
調査研究中国の大学の授業料徴収と学生援助は変化しつつある。国立師範大学の師範系学生を対象と
する授業料・学寮費免除および生活手当支給の再開、履修単位数に基づく授業料徴収モデルの試行的
導入、各種「助学ローン」の利用急伸などが学生の進学、学業継続に大きな影響を及ぼしている。授
業料徴収と学生援助の新動向を把握するため、中国の国家教育部、財政部および数大学の学生援助セ
ンターを訪問する予定である。この調査は文部科学省平成 21 年度先導的大学改革推進委託事業「高
等教育段階における学生への経済的支援のあり方に関する調査研究」の一環として実施される。

計画 3　中高生の大学教育費負担、奨学金認識にかかわる調査の実施
　学内の JELS （Japan Education Longitudinal Study）という調査の中 3 質問調査票、高 3 質問調査票
に、1) 大学に進学する場合の教育費負担額の予測、2) 奨学金に関する認識（高 3 の場合、応募状況）
などの質問項目を加え、不況のなかの中高生の進路選択、大学教育費と奨学金に関する情報所有の実
態、及びさまざまな考え方を考察する。

計画 4　小中学生保護者の子どもへの教育期待と奨学金認識にかかわる調査の実施
学内の JELS （Japan Education Longitudinal Study）の小 3、小 6、中 3 保護者調査の質問票に、1) 子
どもの大学に進学する場合の教育費負担の予定、2) 子どもの大学教育費の準備状況 3) 奨学金の利用
などに関する質問項目を加え、不況のなかで小中学生の保護者が子どもへの教育期待、大学教育費の
負担および奨学金の利用・返済に関して、どのように考えているかを明らかにする。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（3）件

1. 学力格差の国際比較
家庭背景と学力の関係は、学校が教育機会・教育
システムを通して社会の平等化に寄与しているか
という重要な指標である。国際比較学力調査を用
いて、以下のような課題を研究。(1) 家庭背景によ
る学力格差は、家庭背景の測定方法によりどの程
度異なるか、(2) どのような教育制度で家庭背景に
よる学力格差は緩和されるか。

2. 幼少期の養育環境の格差の国際比較
幼少期の養育環境は、子供の発達に長期的な影響
を及ぼす。国際比較家計調査を用いて、幼少期の
家庭における養育環境、親の養育活動に、発展途
上国間で、更にそれぞれの国内で、どのような格
差があるのかを実証。

3. 小学校遅延入学の実態と要因の国際比較
発展途上国において、小学校に遅延入学した生徒
は留年・中退する確率が高い。国際比較家計調査
を用いて、どの国で遅延入学の割合が高く、どの
ような家庭の子供が遅れて入学する確率が高いか
を実証。

1. Comparative research on inequtiy in educational 
achievement
Using international comparative educational 
achievement data, I investigate following questions. 
(1) To what extent inequity in educational 
outcomes is sensitive to different measures of 
family background; (2)What are institutional 
factors that modify inequity in educational 
outcomes.

2. Comparative research on inequity in parenting 
environment in early childhood in developing 
countries
Using international comparative household 
surveys ,  I  examine  to  what  extent  home 
environment and parenting practices vary across 
countries and within countries.

3. Comparative research on prevalence and factors of 
late school entry in developing countries
Using international comparative household 
surveys, I examine which countries have high 
prevalence of late school entry and which families 
are more likely to start school later than the 
prescribed age.

・Nonoyama-Tarumi, Y. and Bredenberg, K. (2009). Impact of School Readiness Program Interventions on 
Children’ s Learning in Cambodia.
International Journal of Educational Development 29: 39-45.

・Nonoyama-Tarumi, Y. (2009). Educational Stratification between Schools n Japan. Global COE Proceedings 
05 Selected Papers, Ochanomizu University: 53-64.

・浜野隆・垂見裕子 (2009)　監訳「EFA グローバルモニタリングレポート 2009 概要」ユネスコ

格差／学力／家庭背景／社会的資本／養育
Inequity ／ Academic achievement ／ Family background ／ Social capital ／ Parenting
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

1．人間発達科学論 III
この授業では、以下のテーマを通して、格差を比
較教育社会学の視点から学びます。

（1）社会的・教育的格差が再生産される構造や原
因を解明するための社会学の理論、（2）格差を国
際比較教育の視点から分析するための枠組み・調
査手法、（3）教育格差の諸要因。授業を通して、
社会および教育における格差を分析・理解するた
めに必要な理論および国際比較の調査手法の基礎
を習得することを目指します。

2．国際教育協力論
この授業では、（1）国際教育協力の理論、（2）発
展途上国における教育課題、（3）国際教育協力に
おける援助機関の役割について学びます。 授業
では、参考文献の購読を通して国際教育協力の枠
組みの理解を深めつつ、援助機関実務者や青年海
外協力隊員による講義や映画などの映像などを通
じて、発展途上国の教育や協力の実際に対する理
解を深めることを目指します。

1. Science of Human Development III
This course is intended as an introduction to 
the major theories, methods, and findings of 
comparative and international research on social 
and educational inequity. The first part will 
cover basic sociological theories of why social 
and educational inequity exists and persists. 
The second part will introduce frameworks 
and methods for comparative and international 
analysis of inequity. The third part will investigate 
various bases of educational inequity, such as 
family, gender, school, and the link between school 
and work.

2. International Educational Cooperation
This course is intended as an introduction to 
the major theories and issues in international 
educational cooperation. The first part will cover 
major theories of international educational 
development. The second part will review key 
issues in education in developing countries. The 
third part will investigate the roles of international 
and b i la tera l  organizat ions  and NGOs in 
international educational development.

教育を、社会学と国際比較のレンズを通して見ることにより、日ごろ私たちが当たり前にとらえている学校
の様々な現象、教育政策に対して、新しい発見、疑問が出てくると思います。
　大学では多くの理論とさまざまなアプローチを学び、考察、分析、実証する力を養ってください。

1．国際比較学力調査を用いて、東アジアにおける家庭の学校外教育への投資の特性を研究。特に地域内の共
通性と各国の固有性に注目する。できれば地域の特性を生かしたデータ収集を各国の研究者と共同して、
副次的に行いたい。

2．発展途上国における遅延入学にあたる親の意思決定メカニズム
小学校の遅延入学の割合が高い途上国において、質的調査を通して、親が子供を遅らせて入学させる理由、
決定メカニズムを明らかにする。特に、家庭が持つ学校に関する情報や、家庭から学校への移行に対する
親の意識に注目する。

3．学力と社会資本の関係
Japan Education Longitudinal Study (JELS) の分析をとおして、親の社会的資本が学力に及ぼす影響を明ら
かにする。また親の社会的資本が子供の社会的資本として伝達されるメカニズムにも注目する。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（6）件

開発途上国における教育開発 　Education Development in Developing countries

・Takita, Shuichi（2009）「Education Development and Economic Growth: An Investigation Using 
Simultaneous Equation Models」『PROCEEDINGS SELECTED PAPERS 』No. 05: Ochanomizu University 
pp.65-74.

・瀧田修一（2008）「ラオスにおける高等教育改革の現状と課題－教育機会拡大の動向を中心に－」（共著）『大
学教育研究』17 号 , pp.1-30：神戸大学大学教育推進機構 .

・瀧田修一（2008）「ラオス：貧困削減に向けた基礎教育支援」廣里恭史、北村友人編『途上国における基礎
教育支援下巻』pp.185-216．東京：学文社．

教育開発／社会開発／国際協力
Education Development ／ Social Development ／ International Cooperation Studies
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　◆研究計画

　開発途上国における教育開発と貧困削減に関する実証研究、特に東南アジア、メコン地域。また、それに関
する国際協力に向けての研究。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（2）件

子どもをとりまく養育環境について、主に住環境
と母親の子育てストレスに関する縦断研究を行って
いるが、2008 年度も継続して調査研究を実施した。

　One of my major research interest is the relationship 
between child-rearing environment and child 
development. In our longitudinal research project, I 
am examining the relationship between residential 
environment and mothers' parenting stress. In 2008, I 
continued this research project including data collection 
and analysis.

・Matsumoto, S., Sugawara, M., and Sakai, A. (2008) The effects of home environment on parenting and child 
development. Poster presented at XXIX International Congress of Psychology, July 2008, Berlin, Germany.

・松本聡子（2009）第 5 章　子育ての物理的環境（pp.54-61)　第 1 回妊娠出産子育て基本調査・フォローアッ
プ調査報告書（妊娠期～ 0 歳児期）2009.3　ベネッセ次世代育成研究所

環境心理学／住環境／発達心理学
Environmental Psychology ／ Residential Environment ／ Developmental Psychology
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　◆研究計画

　住環境が子どもの発達や養育者に及ぼす影響について行っている経年調査の分析を進めていきたいと考えて
いる。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（3）件

国際化が進むにつれ、グローバル化及び多文化共生社会を目指している台湾では、学校教育の段階では多文
化理解のための言語教育政策と「弱勢族群」（社会的少数者）教育政策が行われているが、その基礎づくりの
段階にある就学前教育や保育では全く実施されていないのが現状である。保育の中でも 2 言語・2 文化への認
識や異文化を受け入れる体制などが必要と考えられる。また、外国人の女性を中心にした新移民の問題が現れ
た。そこで、本研究では、多文化、多言語の台湾社会における外国人や大陸籍をもつ配偶者が抱える異文化教
育問題及びその国際結婚家庭の子どもの言語をめぐる言語教育と異文化教育の問題を検討する。

・Meichin LEE (2008) 「Measuring Reading Comprehension in Chinese and Japanese amongst Taiwanese 
Children resident in Japan」 『 Globe COE Program “Science of Human Development for Restructuring the ‘Gap 
Widening Society’” Ochanomizu University』Proceedings01:1
・李　美靜 (2008)「国際結婚家庭の子どもの日中二言語習得に関する研究―縦断調査を通して―」『社会言語
科学会第 22 回大会論文集』82-85.
・Meichin LEE (2009) 「The Effects of Differences in Language Systems on the Acquisition of Chinese and 
Japanese Languages」 『 Globe COE Program “Science of Human Development for Restructuring the ‘Gap 
Widening Society’” Ochanomizu University』Proceedings05:75

第二言語習得／異文化教育／国際理解教育／異文化適応
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　◆研究計画

　本年度は日本と台湾の国際結婚家庭の子どもの日本語及び中国語の二言語習得の状況と、その影響要因、適
応状況を様々な側面から検討したものを分析する。子どもの言語発達の過程に関わる社会や文化の側の要因、
家庭における親子のコミュニケーションや保育園・幼稚園や学校における教育的働きかけについてまとめる。
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績

近代ドイツをフィールドに、社会保障制度と医療という 2 つの軸において、エイジングとジェンダーの交叉
点にある力学を考察。

・川越修・鈴木晃仁編『分別される生命―20 世紀社会の医療戦略―』法政大学出版局 2008 年。（執筆部分＝
第 7 章「〈危険な年齢〉―ドイツにおける〈更年期〉をめぐるポリティクス―」241-274.）

・川越修・辻英史編『社会国家を生きる―20 世紀ドイツにおける国家・共同性・個人』法政大学出版局 2008 年。
（執筆部分＝第 4 章「誰が年金をもらうべきか―遺族保険（1911 年）導入時の議論にみるジェンダー・世代・
階層」103-136.）

・姫岡とし子・川越修編『ドイツ近現代ジェンダー史入門』青木書店 2009 年。（執筆部分＝第 5 章セクシュ
アリティ トピックス「『性的成熟期』と『更年期』のジェンダー化」210-217,「関連年表」11-31.）

老人・高齢者・老い・エイジング／ジェンダー／社会国家／ 20 世紀ドイツ／
old/aging ／ gender ／ social state ／ 20th century, Germany ／
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（5）件

近年、心理統計の分野における利用が広がりつつ
ある MCMC (Markov chain Monte Carlo) 法という推
定法を用いた、新しい有用な統計モデルを開発する
ことを目指しています。MCMC 法は従来用いられて
いた最尤法などに比べると、変数の多い複雑なモデ
ルでも容易に解くことができるという特徴がありま
す。特に縦断的データを分析するための代表的なモ
デルの一つである成長曲線モデルへの MCMC 法の応
用に着目しており、なるべく結果の解釈がし易い形
でデータへの追従性を高めるようモデルを拡張する
ことを試みています。

　I continue research on developing new effective 
psychometric models by using Markov chain 
Monte Carlo (MCMC) method. MCMC method is an 
estimation method which can solve complicated 
statistical models with many parameters, and is now 
increasingly introducing into psychometrics study. 
I’ m especially focusing on applying MCMC method 
to growth curve modeling, which is a representative 
model to analyze longitudinal data, and trying to 
expand that model balancing following capability to 
data and interpretability of parameters.

・Toyoda, H., Iwama, N., Takeshita, M., & Murohashi, M. (2008). Model Selection Based on an Asymptotically 
Distribution-Free Method Utilizing up to Third-Order Moments. In K. Shigemasu, A. Okada, T. Imaizumi, & T. 
Hoshino (Eds.), New Trends in Psychometrics

・豊田秀樹 ( 編著 ) (2008). マルコフ連鎖モンテカルロ法 朝倉書店 . （2 章『MCMC による母数推定の実際 (pp. 
22--38)』，3 章『収束判定およびモデルの妥当性の検討 (pp. 39--53)』，5 章 3 節『多項ロジットモデル (pp. 
98--101)』，5 章 8 節『変曲点のある回帰分析 (pp. 118--121)』，5 章 16 節『反復測定データの分散分析 (pp. 
150--153)』を担当）

・室橋弘人 (2008, 9 月 ). MCMC における収束判定技法の利用 日本心理学会第 72 回大会ワークショップ『心
理学に活かすベイズ的アプローチ―MCMC 入門―』

・室橋弘人・松本聡子 (2008, 6 月 ). 回帰分析とその関連手法 お茶の水女子大学 GCOE プログラム『格差セン
シティブな人間発達科学の創成』主催：第 1 回発達追跡研究のための多変量解析セミナー

・菅原ますみ・室橋弘人・松本聡子 (2009, 1 月 ). 縦断データの解析：潜在成長曲線分析 お茶の水女子大学
GCOE プログラム『格差センシティブな人間発達科学の創成』主催：第 2 回発達追跡研究のための多変量解
析セミナー

心理学／心理統計学／多変量解析／構造方程式モデリング／マルコフ連鎖モンテカルロ法
psychology ／ psychometrics ／ multivariate analysis ／ covariance structure analysis ／
Markov chain Monte Carlo
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

心理学を含めた社会科学の分野では、直接目に見えるわけではないものを研究の対象としたい場合が多いです。
そのためには、まず研究対象を見える形に変換しなければなりません。そのための方法として、数学や統計学
を用いたアプローチは非常に有効で、広く用いられています。文系なのに数学なんてと毛嫌いせず、便利な道
具として使い倒してやろうという意気込みを、ぜひ持ってください。

自分の専門は心理学ですが、グローバル COE プログラム「格差センシティブな人間発達科学の創成」には
社会学や教育学が専門の先生方も多いので、そういった部分で協力して社会的格差に関する包括的な研究を推
し進めていく予定です。特に心理統計において用いられる技法は、心理学だけではなく社会科学全般において
利用できるものが多いので、従来こういった手法が用いられてこなかった分野のデータ解析をすることで、新
しい切り口を見出すことができるのではないかと考えています。

　学部や大学院での講義は担当していませんが，グ
ローバル COE プログラム「格差センシティブな人間
発達科学の創成」や人間発達教育研究センター主催
のセミナーなどを通じて，社会の中に存在する様々
な格差をいかにして見出して改善していくかという
課題について，実際に行われている研究の報告を中
心として検討していきます．

　I don’ t have any lectures at all. However, I will 
contact with you in the seminars and symposiums 
hosted by Ochanomizu University Global COE 
Program "Science of Human Development for 
Restructuring the Gap-Widening Society" or Research 
Center for Human Development and Education.
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　◆研究キーワード　／　Keywords

　2008 年度は、2003 年度以来取り組んできた外国
人生徒への指導に関する研究のまとめを行った。母
語、日本語ともに十分には発達していた生徒に対す
る効果的な支援のあり方を、担任、教科（地歴公民科）
指導の視点から、それぞれまとめた。
　また、2005 年度以来取り組んできた学校史資料を
利用した研究も継続して行っている。

　人間発達教育研究センターの講師として、高大連
携及び附属間連携に関する調査研究のとりまとめを
担当した。いずれも、2008 年度は調査データの蓄積
の段階にあり、人間発達教育研究センターの年報に
て、2008 年度の活動報告及び研究状況の中間報告を
行った。

　I wrote two papers about JSL students who had 
studied in Ochanomizu University Senior High School 
since 2003.The students didn't have enough ability 
of native language. I report our struggles for support 
their school lives, and I suggest some means to teach 
history or some subjects to JSL students.

Trying to use historical material of our high school in 
our history class is going on.

As the member of ORC, I joined the some researches 
for attached schools.

　◆研究内容　／　Research Pursuits

・米田俊彦・玉谷直子「高大連携教育研究」『年報』第 1 号お茶の水女子大学人間発達教育研究センター
・附属間連携研究「中高社会科接続期の研究」『年報』第 1 号お茶の水女子大学人間発達教育研究センター
・「2008 年度連携研究の概要」『研究集録』第 1 号　お茶の水女子大学人間発達教育研究センター子ども発達

教育研究部門
・「外国人生徒受け入れの試み - その 5-」『研究紀要』第 53 号お茶の水女子大学附属高等学校
・「地理歴史科及び公民科の授業と強化支援に関する報告（「外国人生徒受け入れの試み - その 6-」の第 5 章）」『研

究紀要』第 53 号お茶の水女子大学附属高等学校

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（5）件

高大接続／附属間連携／インターンシップ／歴史教育／国際理解教育
School Internship ／ Historical Education ／ International Education
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　◆メッセージ

　◆研究計画

　お茶の水女子大学は教員養成系の大学ではありません。しかし、特に中学校高校の教員を目指している人に
とっては、恵まれた環境だと思います。なぜなら、高度な教科専門性を身につけつつ、教職に関する知識や経
験を蓄えることもできるからです。
　教員になりたいかどうか、まだはっきりしない人も、お茶大で自分と向き合いながら、勉強してみませんか？

　高大連携事業の中で蓄積しているデータを、日々の高校での指導に生かす方策を検討したい。
　また、現在「環境」「食育」「論理的思考力の育成」「中高社会接続期の研究」「発達支援」の５つが立ち上がっ
ている附属間連携研究が、それぞれ大学とも共同し、一層の成果をあげられるよう工夫していきたいと考えて
いる。

　教職科目である「生徒指導の研究」を担当した。「生
徒」の視点からではなく、「教員」の視点から学校に
おける指導を見つめ直す機会となるよう、授業の構
成・手法を工夫した。具体的には、面談や進路相談、
生活指導などのロールプレイを行った。
　また、教育科学コースの「教育科学特殊講義」の
TT に入り、附属学校へのインターンシップ活動の指
導補助を行った。

　I taught "reserch for student guidance", it's a 
subject of educaitional curriculum. I aimed that 
students gain the viewpoint of not only students but 
teachers. So I brought roll-playing and simulation of 
interview in the class.

　And I support the class of teacher training.
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